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一
　
は
じ
め
に

　

西
洋
文
学
の
強
い
影
響
下
に
近
代
文
学
の
行
方
を
模
索
し
て
き
た
堀
辰

雄
が
、『
風
立
ち
ぬ
』
の
擱
筆（

（
（

と
前
後
し
て
、『
萬
葉
集
』
に
傾
倒
し
て
い
っ

た
こ
と
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
『
萬
葉
集
』
に
取
材
し
た

小
説（

（
（

は
、
書
簡
や
遺
稿
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
完
成
を
み

て
い
な
い
。
ゆ
え
に
『
萬
葉
集
』
受
容
の
様
態
は
、
お
も
に
随
筆（

（
（

に
よ
っ

て
把
捉
さ
れ
、
そ
の
主
た
る
関
心
は
挽
歌
に
向
い
て
い
た
と
の
認
識
が
持

た
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
近
年
、
防
人
歌
に
注
目
す
る
視
座
か
ら
、
堀

と
『
萬
葉
集
』
の
関
わ
り
を
捉
え
直
す
動
き
が
登
場
し
て
い
る（

（
（

。

　

さ
て
稿
者
は
、
二
〇
一
一
年
以
来
、
堀
辰
雄
の
旧
蔵
書
（
堀
辰
雄
文
学

記
念
館
蔵
）
に
含
ま
れ
る
『
萬
葉
集
』
関
連
文
献
の
網
羅
的
な
調
査
を
試

み
て
き
た
（【
表
1
・
2
】
参
照
）。
蔵
書
へ
の
書
入
れ
を
中
心
と
す
る
肉

筆
資
料
群
か
ら
浮
か
び
上
が
る
堀
の
関
心
は
、
必
ず
し
も
挽
歌
に
集
中
し

て
い
な
い
。
座
右
の
書
『
鑑
賞
短
歌
大
系
』
第
五
巻
〔
旧
蔵
書
の
書
誌
情
報

に
つ
い
て
は
、【
表
1
】を
参
照
〕
に
は
、巻
十
五
・
三
七
二
三
番
歌
に
つ
い
て「
山

路
を
行
く
と
い
ふ
こ
と
は
挽
歌
に
よ
く
見
え
る
〔
本
稿
の
引
用
に
お
け
る
傍
線
、

囲
み
は
す
べ
て
堀
辰
雄
に
よ
る
〕。
こ
の
歌
に
し
て
も
挽
歌
だ
と
い
う
て
妥
当

で
な
い
こ
と
も
な
い
。
結
局
お
な
じ
発
想
だ
か
ら
だ
」、
同
六
巻
に
は
巻

十
四
・
三
四
七
五
番
歌
に
関
連
し
て
「
悲
別
歌
と
挽
歌
と
は
、
実
は
区
別

は
な
い
の
で
あ
る
。
萬
葉
集
の
編
者
た
ち
も
、
そ
の
点
誤
解
し
て
ゐ
る
こ

と
が
多
い
で
あ
ら
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
つ
つ
関
心

の
向
所
を
一
言
で
評
す
る
な
ら
、
む
し
ろ
離
別
歌
と
述
べ
る
の
が
適
切
で

あ
ろ
う
。
死
が
遠
方
に
赴
く
こ
と
と
地
続
き
と
も
い
え
る
古
代
の
死
生
観

に
下
支
え
さ
れ
た
、
死
別
と
離
別
と
の
特
殊
な
接
合
に
、
堀
の
獲
得
し
た

『
萬
葉
集
』
観
の
一
端
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
か
か
る
認
識
に
立
て
ば
、

堀
辰
雄
の
『
萬
葉
集
』
受
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究

─
旧
蔵
書
調
査
を
中
心
と
し
て

─
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挽
歌
、
防
人
歌
、
遣
新
羅
使
人
歌
群
は
い
ず
れ
も
離
別
歌
と
言
い
換
え
ら

れ
る
。
堀
の
『
萬
葉
集
』
受
容
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
問
題
に
す
る
場

合
に
は
、
以
上
を
第
一
の
特
徴
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

だ
が
旧
蔵
書
は
、
読
書
場
の
堀
が
、
内
容
と
同
程
度
に
、
そ
の
方
法
に
も

嘱
目
し
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
語
り
出
し
て
い
る
。
拙
稿
「
堀
辰
雄
「（
出

帆
）」
と
『
萬
葉
集（

（
（

』」
で
は
、
そ
う
し
た
観
点
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
テ

ク
ス
ト
分
析
の
実
践
を
試
行
し
た
。
本
稿
で
は
素
材
の
提
供
に
重
き
を
置

き
、
旧
蔵
書
を
中
心
と
す
る
調
査
の
結
果
を
、
紙
幅
の
許
す
か
ぎ
り
共
有

し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
特
徴
を
整
理
し
て
み
た
い
。

二
　『
萬
葉
集
』
受
容
の
特
徴

　

第
一
の
特
徴
は
、
前
述
の
と
お
り
堀
の
関
心
歌
の
多
く
を
離
別
歌
が
占

め
て
い
る
こ
と
だ
。
離
別
歌
は
、
最
晩
年
の
小
説
草
稿
「（
出
帆
）」
と
も

直
截
響
き
合
う
。
第
二
の
特
徴
と
し
て
は
、
歌
中
に
詠
み
込
ま
れ
た
古
代

の
習
俗
や
生
活
そ
れ
自
体
へ
の
関
心
が
挙
げ
ら
れ
る
。
萬
葉
人
の
家
は
鉄

骨
で
は
建
た
な
い
。
旧
蔵
書
に
は
、
古
代
を
舞
台
と
す
る
創
作
の
た
め
の

雑
多
な
取
材
活
動
の
痕
跡
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
季
節
ご
と
の
動
植
物
は
、

そ
も
そ
も
歌
に
詠
ま
れ
る
頻
度
が
高
い
こ
と
も
あ
っ
て
堀
の
参
照
度
も
高

く
な
り
が
ち
だ
が（

7
（

、
な
か
で
も
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
よ
く
出
現
す
る
。「
古
爾
。

戀
良
武
鳥
者
。
霍
公
鳥
。〔
巻
二
・
一
一
二
〕」
を
想
起
す
れ
ば
、
ホ
ト
ト
ギ

ス
は
失
わ
れ
た
も
の
へ
の
思
慕
に
通
ず
る
鳥
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

そ
の
他
、
書
込
み
対
象
歌
に
は
、
峠
や
坂
の
神
へ
の
祈
り
・
捧
物
、
各
種

占
い
、
紐
・
帯
が
多
く
登
場
す
る
。
い
ず
れ
も
羇
旅
の
無
事
や
離
別
の
解

除
の
祈
願
、
恋
人
へ
の
思
慕
と
の
関
わ
り
が
深
い
事
物
で
あ
る
。
習
俗
へ

の
関
心
は
、
第
一
の
特
徴
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。

　

第
三
に
挙
げ
た
い
の
は
、
表
現
技
巧
の
変
化
・
深
化
に
つ
い
て
の
関
心

で
あ
る
。
例
え
ば
「
う
ら
〳
〵
に
照
れ
る
春
日
に
、
雲
雀
揚
り
、
心
か
な

し
も
、
独
り
し
思
へ
ば
。〔
巻
十
九
・
四
二
九
二
〕」
は
、
蔵
書
で
三
回
ノ
オ

ト
で
二
回
、
参
照
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
本
歌
は
、『
鑑
賞
短
歌
大
系
』

第
六
巻
で
「
近
代
的
な
よ
い
諸
条
件
を
具
備
し
て
ゐ
る
」
と
さ
れ
、『
作

者
類
別
年
代
順
萬
葉
集
』
下
巻
の
当
該
歌
掲
載
頁
の
余
白
に
は
、「
独
居

沈
思
ノ
態
度
ハ
既
ニ
支
那
ノ
詩
ノ
オ
モ
カ
ゲ
デ
モ
ア
リ
、
仏
教
的
静
観
ノ

趣
デ
モ
ア
ル
。
コ
レ
モ
家
持
ノ
到
リ
著
イ
タ
一
ツ
ノ
歌
境
デ
ア
ツ
タ
。（
茂

吉
）」
と
書
込
ま
れ
、
そ
の
左
注
「
春
日
遅
遅
と
し
て
、
鶬
鶊
正
に
啼
く
。

悽
惆
の
意
、
歌
に
非
ず
ば
、
撥
ひ
難
し
…
」
に
も
記
号
〔
カ
ギ
括
弧
〕
が
書

き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
春
光
の
な
か
を
舞
い
上
が
る
ヒ
バ
リ
が
形
作
る
陰

影
、
そ
の
陰
の
落
ち
る
地
上
、
人
間
の
生
の
孤
独
な
在
り
様
が
胸
に
迫
り
、

情
景
が
内
的
風
景
と
響
き
合
い
、
内
省
が
一
段
と
深
ま
っ
て
い
る
の
を
感

じ
さ
せ
る
。
そ
こ
に
、
外
来
の
文
学
と
思
想
の
影
響
を
指
摘
し
た
斎
藤
茂

吉
の
解
説
へ
の
関
心
は
看
過
し
に
く
い
。

　

も
う
一
例
、蔵
書
で
一
回
ノ
オ
ト
で
二
回
の
参
照
の
跡
が
見
ら
れ
る「
ぬ

ば
玉
の
夜
の
更
け
ゆ
け
ば
、楸
生
ふ
る
清
き
河
原
に
千
鳥
頻
鳴
く
〔
巻
六
・

九
二
五
〕」も
挙
げ
て
お
き
た
い
。本
歌
を
引
い
た
ノ
オ
ト「
古
代
研
究（
二
）」

に
「
前
ノ
歌
〔
九
二
四
…
引
用
者
注
〕
モ
、
コ
ノ
歌
モ
、
聴
覚
カ
ラ
自
然
ノ

核
心
ニ
迫
ラ
ウ
ト
シ
テ
ヰ
ル
。
聴
覚
ニ
ヨ
ル
新
シ
イ
写
生
ノ
方
法
ヲ
発
見

シ
テ
ヰ
ル
」
と
あ
る
。
他
方
「（
水
の
う
へ
）」
で
は
、
や
や
異
な
る
解
釈
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を
行
い
「
鳴
き
絶
え
ぬ
千
鳥
の
声
を
夜
牀
に
聴
き
な
が
ら
、
昼
見
た
「
楸

生
ふ
る
清
き
川
原
」
を
瞑
想
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
独
座
深
夜
の
幽
情
」

と
説
明
す
る
。
興
味
深
い
の
は
、
深
夜
の

0

0

0

川
原
と
い
う
不
可
視
の
光
景
を
、

風
景
と
し
て
捉
え
る
点
だ
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
は
、
堀
が
師
事
し
た
折

口
信
夫
の
影
響
が
認
め
ら
れ
よ
う
。「
座
談
会 

国
文
学
と
現
代
文
学（

8
（

」
で

折
口
は
、「
今
そ
の
景
色
を
見
て
居
る
の
で
は
な
か
ら
う
と
思
ひ
ま
す
ね
。

夜
旅
に
居
つ
て
坐
つ
て
居
つ
て
、
冥
想
に
耽
つ
て
居
る
と
、
昼
間
見
た
ひ

さ
ぎ
の
生
へ
て
ゐ
る
河
原
が
目
に
浮
ん
で
来
た
の
で
せ
う
と
思
ひ
ま
す
。

（
略
）
夜
、
鎮
魂
の
歌
を
詠
つ
て
居
る
か
ら
、
そ
の
調
子
で
自
分
の
創
作

の
歌
も
そ
ん
な
風
な
も
の
に
な
つ
て
来
る
。（
略
）
結
局
景
色
の
歌
を
作

ら
う
と
思
は
な
い
で
作
つ
て
居
る
と
こ
ろ
に
風
景
詩
が
出
来
て
来
る
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

前
の
四
二
九
二
番
歌
で
は
、
中
国
詩
の
影
響
に
よ
る
日
本
の
歌
の
変
化

に
着
目
し
て
い
た
の
に
対
し
、
九
二
五
番
歌
で
は
日
本
の
歌
の
内
発
的
な

展
開
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
叙
景
歌
、
風
景
詩
の
展
開
へ
の

関
心
が
着
眼
の
動
機
を
成
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
傾
向
は
、
上
記
の
二

例
に
限
ら
ず
手
沢
本
に
広
く
認
め
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

　

四
つ
目
と
し
て
、
参
照
歌
中
の
多
く
を
家
持
歌
が
占
め
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。『
萬
葉
集
』
最
多
収
録
数
を
誇
る
歌
人
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
れ
ば
、
必
ず
し
も
堀
の
個
性
と
は
言
え
な
い
が
、
家
持
へ
の
関

心
は
、
堀
の
随
筆
「
死
者
の
書
」（「
婦
人
公
論
」
一
九
四
四
・
八
）
が
「
唯

一
の
古
代
小
説
」
と
嗟
歎
す
る
折
口
『
死
者
の
書（

9
（

』
へ
の
関
心
に
連
な
る

と
と
も
に
、
堀
の
古
代
小
説
の
構
想（

11
（

と
の
関
連
も
認
め
ら
れ
る
た
め
看
過

で
き
な
い
。
同
様
に
、
二
番
目
の
収
録
歌
数
を
誇
る
人
麻
呂
へ
の
関
心
も

堀
の
個
性
と
は
言
い
難
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
見
逃
し
に
く
い
。
一
首
に

つ
き
複
数
回
参
照
さ
れ
た
例
と
し
て
、
巻
四
・
五
〇
三
番
歌
を
挙
げ
て
お

く
。
旧
蔵
書
『
歴
代
歌
人
研
究 

柿
本
人
麻
呂
』
の
解
説
に
、「「
さ
ゐ
〳
〵
」

は
、
そ
の
衣
ず
れ
の
音
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
今
鎮
つ
て
と
い
ふ
の
は
、
我

が
妻
の
物
音
も
せ
ず
静
ま
り
反
つ
た
こ
と
を
言
ふ
の
で
、
多
分
別
れ
に
臨

ん
で
、
泣
き
伏
し
た
り
し
て
衣
ず
れ
の
音
を
も
立
て
な
く
な
つ
た
の
で
あ

る
、と
思
は
れ
る
。（
略
）
旅
に
出
る
時
の
歌
と
認
め
ら
れ
る
」（
二
一
六
頁
）

と
あ
る
。
夫
婦
の
別
れ
際
の
悲
痛
を
切
り
取
っ
た
本
歌
は
、
そ
の
切
り
出

し
た
空
間
に
時
間
の
経
過
を
感
じ
さ
せ
る
。
同
じ
く
同
歌
へ
の
書
込
み
が

見
ら
れ
る
『
鑑
賞
短
歌
大
系
』
第
五
巻
は
、「
さ
ゐ
〳
〵
し
づ
み 

鎮
魂
の

咒
文
か
ら
出
て
歌
の
用
語
と
な
り
、
ざ
わ
め
く
音
と
感
じ
た
ら
う
」
と
説

明
し
て
い
る
。
本
例
の
よ
う
に
手
沢
本
に
は
、
表
現
技
巧
に
つ
い
て
の
関

心
と
と
も
に
、
歌
の
力
、
文
学
の
仕
事
と
し
て
の
鎮
魂
・
咒
力
と
い
っ
た

要
素
へ
の
関
心
も
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。

　

家
持
や
人
麻
呂
に
対
し
、
収
録
総
数
に
比
べ
参
照
頻
度
の
き
わ
め
て
高

い
歌
人
と
し
て
挙
げ
る
必
要
が
あ
る
の
が
、
高
市
黒
人
で
あ
る
。
蔵
書
や

ノ
オ
ト
で
の
登
場
回
数
の
多
い
赤
人
の
場
合
で
も
、
収
録
数
五
〇
首
に
対

し
、
堀
の
参
照
歌
は
そ
の
半
数
以
下
に
止
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
黒
人
は
、

全
一
九
首
中
、
巻
三
・
二
八
〇
、三
〇
五
、
巻
九
・
一
七
一
八
番
歌
を
除
く

一
六
首
に
つ
い
て
、
書
込
み
や
引
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
黒
人
歌
の
ほ
と

ん
ど
に
何
か
し
ら
の
関
心
を
向
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
蔵
書
で
二
度
ノ

オ
ト
で
一
度
の
参
照
の
跡
が
見
ら
れ
る
三
三
番
歌
を
例
に
挙
げ
た
い
。
ノ
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オ
ト
「
古
代
研
究
（
二
）」
に
「
主
観
ヲ
没
シ
タ
ヤ
ウ
ナ
表
現
デ
、
シ
カ

モ
底
ニ
湛
ヘ
タ
抒
情
力
ガ
見
ラ
レ
ル
。
此
ガ
今
ノ
「
写
生
」
ノ
本
髄
デ
ア

ル
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
表
現
技
巧
へ
の
関
心
も
見
て
と
れ
る
。
加
え
て

本
歌
は
、
近
江
旧
都
の
荒
廃
を
国
つ
神
・
地
祇
に
求
め
る
も
の
で
あ
り
、

古
代
の
信
仰
へ
の
関
心
に
お
い
て
も
注
視
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

　

以
上
、
旧
蔵
書
を
概
観
し
た
際
に
観
取
で
き
る
特
徴
を
四
つ
指
摘
し
た
。

と
こ
ろ
で
稿
者
が
、
旧
蔵
書
や
遺
稿
類
を
未
発
表
の
も
の
も
含
め
網
羅
的

に
渉
猟
し
た
と
い
っ
て
も
、
そ
の
対
象
は
現
存
資
料
に
限
ら
れ
る
。
た
と

え
ば
、
佐
佐
木
信
綱
『
萬
葉
集
選
釋
』（
明
治
書
院
、
一
九
一
六
・
一
二
初

版
、
一
九
二
六
・
三
増
訂
版
。
堀
の
書
入
れ
表
記
に
よ
れ
ば
初
版
に
拠
っ

た
か
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
述
と
一
致
す
る
書
入
れ
が
、
他
の
旧
蔵
書

や
ノ
オ
ト
に
度
々
認
め
ら
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
旧
蔵
書
中
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
以
外
に
も
、
売
却
・
焼
失
・
貸
借
等
々
に
よ
り
失
わ
れ

た
蔵
書
、
散
逸
し
た
手
稿
類
が
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い（

11
（

。

三
　『
萬
葉
集
古
義
』
へ
の
書
入
れ
（
一
）

　

本
節
以
下
、
旧
蔵
書
中
に
全
巻
が
揃
う
『
萬
葉
集
古
義
』〔
以
下
『
古
義
』

と
略
す
〕
に
焦
点
を
あ
て
、
堀
辰
雄
の
読
書
場
を
再
構
成
し
て
み
た
い
。

　

巻
一
・
二
四
番
歌
に
つ
い
て
、『
古
義
』
第
一
巻
の
余
白
に
施
さ
れ
た

書
込
み
「
久
布
｛
ク
ハ
ヘ
持
ツ
コ
ト
ニ
云
。
／
波
牟
｛
ノ
ド
ニ
下
ス
ニ
ツ

キ
テ
云
。」
や
、「
玉
藻
苅
食
」
に
つ
い
て
の
解
説
に
付
さ
れ
た
傍
線
「
後ノ

世
久ク

布フ

と
い
ふ
こ
と
を
、
古
く
は
も
は
ら
波ハ

牟ム

と
云
り
（
略
）
波ハ

牟ム

と
は

咽
に
下
す
に
つ
き
て
い
ひ
、
久ク

布フ

と
は
も
は
ら
く
は
へ
持ツ

こ
と
に
い
へ
り

と
見
ゆ
」（
一
四
八
頁
）、
同
じ
く
巻
一
・
三
六
番
歌
に
付
さ
れ
た
波
線
「
食

ふ
物
は
他
物
を
身
に
居
住
ら
す
る
物
な
れ
ば
、
や
が
て
食ノ

字
を
ヲ
ス

8

8

〔
傍

点
原
文
。
以
下
、
特
段
の
断
り
が
な
い
場
合
は
こ
れ
に
同
じ
〕
と
訓
る
に
て
、
食ノ

字

の
本
義
に
は
あ
ら
ず
、
居
る
こ
と
を
単タ

ゞ

に
は
宇ウ

と
云ヒ

、
敬
ひ
て
は
乎ヲ

須ス

と

云
こ
と
、
聞
こ
と
を
単タ

ゞ

に
は
伎キ

久ク

と
云ヒ

、
敬
ひ
て
は
伎キ

許コ

須ス

と
云
と
同
じ

こ
と
な
り
」（
一
九
七
頁
）、
二
五
番
歌
の
解
説
「
思
乍
叙
来
（
思ノ

字
、
類

聚
抄
に
念
と
作
り
、）
は
、
オ
モ
ヒ
ツ
ヽ
ゾ
ク
ル

8

8

8

8

8

8

8

8

と
訓
べ
し
、
乍
の
言
は

上
に
注
り
、（
略○解
〔
傍
点
堀
〕
に
、
モ
ヒ
ツ
ヽ
ゾ
ク
ル

8

8

8

8

8

8

8

と
よ
み
た
れ
ど
も
、

云シ
カ
〳
〵
モ
フ

々
思
な
ど
い
ふ
と
き
こ
そ
オ
モ
ヒ

8

8

8

を
モ
ヒ
と

8

8

8

い
ふ
古
語
の
例
な
れ
ど
も
、

句
の
頭
に
て
略
け
る
例
は
、
を
さ
〳
〵
見
え
た
る
こ
と
な
け
れ
ば
ひ
が
こ

と
な
る
べ
し
、）（
略
）
其
所
ま
で
お
は
し
ま
す
道
す
が
ら
を
、
来ク
ル

と
は
詔

へ
る
こ
と
し
る
し
、
さ
れ
ば
今ノ

世ノ

人
の
心
な
ら
ば
、
思
乍
叙
行
と
い
ふ
べ

き
を
、
か
く
詔
へ
る
な
る
べ
し
」（
一
五
二
頁
）
へ
の
傍
線
や
記
号
の
付
加

等
々
、「
く
ふ
／
は
む
」「
来
／
行
」
の
よ
う
な
日
常
の
動
作
に
つ
い
て
の

用
語
・
用
字
や
そ
の
変
遷
に
関
す
る
傾
注
は
、
顕
著
に
観
取
で
き
る
傾
向

で
あ
る
。
巻
二
・
一
二
三
番
歌
の
歌
意
の
説
明
中
の
「
長
き
に
過
て
、
今

は
ほ
と
〳
〵
、
結
べ
き
さ
か
ひ
に
い
た
れ
る
、
娘
子
の
髪
を
、
こ
の
ご
ろ

病
臥
て
、
行
て
見
ぬ
間
に
、
誰
そ
の
男
が
、
か
ゝ
げ
結
つ
ら
む
か
、
と
お

ほ
め
き
て
、
と
ひ
や
れ
る
な
り
」（
四
四
二
頁
）、「
古ヘ

の
婚
姻
の
さ
ま
は
、

四ノ

巻
に
、
君

キ
ミ
ガ
イ
ヘ家

爾ニ

吾ア
ガ

住ス
ミ

坂サ
カ

乃ノ

家イ
ヘ

道ヂ

乎ヲ

毛モ

云
々
、
と
あ
る
歌
に
つ
き
て
、
委ク

注フ

べ
し
、（
略
）
古ヘ

も
夫
と
定
め
し
男
の
、
女
の
髪
を
上
る
風
俗
の
、
有

し
な
る
べ
し
」（
四
四
三
頁
）
な
ど
も
、
同
様
の
例
と
し
て
把
捉
で
き
る
。

　

そ
の
他
、
容
易
に
認
め
得
る
も
の
に
、
日
並
皇
子
尊
（
草
壁
皇
子
）
へ
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の
関
心
が
あ
る
。
巻
二
・
一
一
〇
番
歌
の
題
詞
に
関
連
す
る
解
説
中
、
石

川
女
郎
に
つ
い
て
の
言
及
「
そ
も
〳
〵
上
古
に
は
、
氏
姓
名
の
三ツ

あ
り
て
、

（
略
）
名
と
云
も
の
は
、
も
と
其ノ

人
の
容
貌
功
労
、
其
他
な
に
く
れ
の
由

縁
あ
り
て
、
其
を
賛ホ

美メ

て
負
せ
た
る
も
の
な
り
、
さ
れ
ば
名
を
呼
は
、
其

人
を
尊
む
か
た
な
り
、
古
天
皇
皇
后
皇
子
な
ど
に
は
、
御ミ

名ナ

代シ
ロ

と
云
こ
と

の
あ
り
し
に
て
も
、
後
に
名
を
称イ

フ

を
不
敬
と
す
る
と
は
、
表
裏
の
た
が
ひ

に
て
、
そ
の
尊
称
な
り
し
を
し
る
べ
し
」（
四
〇
七
頁
）
の
余
白
に
「「
上

代
／
氏
氏
名
─
其
人
ノ
容
貌
功
労
、
由
縁
」
と
書
込
ま
れ
、
同
じ
く
「
漢

国
に
は
、
姓
氏
名
字
号
の
五ツ

あ
り
て
」（
四
〇
七
頁
）
の
余
白
に
は
「
漢
国

／
姓
氏
名
字
號
」
と
書
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
故レ

天
皇
を
ば
、
其ノ

宮

御
宇
天
皇
と
記
し
て
、
か
り
に
も
、
御
諱
を
ば
書
さ
ず
（
略
）
し
か
れ
ど

も
、
そ
は
か
の
漢
国
風
を
う
つ
し
と
ら
れ
し
世
と
な
り
て
、
名
を
呼
を
不

敬
と
す
る
こ
と
に
な
れ
る
以コ

ナ
タ降

の
事
に
て
、
其ノ

風
の
行
は
れ
ざ
り
し
、
上ツ

代
の
人
名
を
ば
、
漢
国
風
の
う
つ
れ
る
後
の
人
の
い
ふ
に
も
、
忌
避
る
事

な
く
し
て
、
た
と
ひ
や
む
ご
と
な
き
か
ぎ
り
な
り
し
を
も
、
上ツ

代
の
ま
ゝ

に
申
せ
し
な
る
べ
し
、
さ
れ
ば
足

タ
ラ
シ
ヒ
メ
カ
ミ
ノ

姫
神
尊
な
ど
も
、
奈
良
人
の
よ
み
た

る
こ
と
あ
り
し
と
見
え
た
り
」（
四
〇
九
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
き
わ
め
て

熱
心
な
読
書
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
皇
族
に
対
す
る
上
古
の
呼
び
方
へ

の
関
心
が
、
そ
う
し
た
人
物
を
配
置
し
た
小
説
の
創
作
に
向
け
た
準
備
と

関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

上
記
の
例
以
外
に
も
、「
皇
子
尊
宮
舎
人
等
慟
傷
作
歌
二
三
首
〔
巻
二
・

一
七
一
─
一
九
三
〕」
は
、『
古
義
』
に
限
ら
ず
旧
蔵
書
や
遺
稿
ノ
オ
ト
に
お

い
て
、
繰
り
返
し
参
照
・
引
用
さ
れ
て
い
る
。
軽
皇
子
（
文
武
天
皇
）
に

関
連
す
る
記
述
へ
の
書
入
れ
も
非
常
に
多
い
。
皇
太
子
の
ま
ま
早
世
し
た

日
並
皇
子
尊
へ
の
傾
注
が
、
そ
の
子
、
軽
皇
子
へ
の
注
視
を
促
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
父
、
日
並
皇
子
尊
の
足
跡
を
追
い
、
皇
都
を
出
立
し
山
を
越
え

野
に
旅
宿
す
る
軽
皇
子
に
つ
い
て
は
、
四
五
番
歌
に
対
す
る
「
深
山
な
れ

ば
、
人
も
つ
ね
に
通
は
ず
し
て
、
路
い
と
わ
ろ
く
、
皇
子
な
ど
お
は
し
ま

す
べ
き
、
路
に
は
あ
ら
ぬ
も
の
を
、
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
を
こ
め
た
る
な
り
」

（
二
三
一
頁
）「
旅
や
ど
り
し
給
ふ
は
ひ
と
へ
に
父
尊
の
む
か
し
を
、
し
た

ひ
給
ふ
あ
ま
り
な
る
べ
し
と
、
そ
の
御
孝
心
を
、
深
く
感
じ
奉
り
た
る
な

り
」（
二
三
四
〜
二
三
五
頁
）
と
い
っ
た
傍
線
の
書
入
れ
も
認
め
ら
れ
る
。
日

並
皇
子
尊
や
軽
皇
子
以
外
に
も
、
高
位
の
青
年
、
と
く
に
皇
子
た
ち
に
対

す
る
熱
心
な
受
容
の
痕
跡
は
、
巻
二
・
一
四
一
・
一
四
二
番
歌
の
有
間
皇

子
等
々
、
随
所
に
観
取
で
き
る
。

　

堀
は
、『
萬
葉
集
』
に
取
材
し
た
畢
生
の
長
篇
と
し
て
、
落
魄
し
、
大

和
を
追
わ
れ
て
流
浪
す
る
貴
人
の
物
語
を
計
画
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る

が（
12
（

、
旧
蔵
書
の
書
込
み
は
、
そ
う
し
た
小
説
の
執
筆
が
、
具
体
的
に
準
備

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。『
風
立
ち

ぬ
』
以
降
の
営
為
が
、
早
世
者
の
死
生
を
文
学
に
よ
っ
て
昇
華
し
よ
う
と

す
る
試
み
を
、
ほ
と
ん
ど
一
貫
し
て
内
包
し
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、

そ
の
物
語
も
ま
た
、
諦
め
に
充
ち
た
生
に
、
時
間
や
空
間
を
超
え
得
る
意

味
を
付
与
す
る
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

太
平
洋
戦
争
下
、
中
村
真
一
郎
、
加
藤
周
一
、
福
永
武
彦
ら
と
堀
と
が

過
ご
し
て
い
た
時
間
と
そ
の
内
実
を
顧
み
る
な
ら
、
そ
こ
で
模
索
さ
れ
て
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い
た
の
は
、
一
九
四
〇
年
前
後
の
大
戦
中
の
日
本
と
い
う
、
一
つ
の
時
代

や
場
所
と
の
因
縁
を
拒
む
こ
と
で
、
ど
の
時
代
に
も
ど
の
空
間
に
も
自
ら

を
開
き
続
け
よ
う
と
す
る
、
誰
の
も
の
で
も
あ
り
得
る
文
学
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る（

11
（

。
そ
こ
に
は
、
戦
争
協
力
も
反
戦
も
な
い
。
だ
が
仮
に
、
文

学
の
方
で
戦
争
を
打
ち
遣
っ
て
お
く
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
戦
争
の

方
で
は
、
文
学
を
打
ち
捨
て
、
置
き
忘
れ
て
は
く
れ
ま
い
。
零
落
し
、
た

と
え
ば
失
意
の
う
ち
に
早
世
し
て
し
ま
う
よ
う
な
皇
子
の
物
語
を
活
字
化

す
る
こ
と
は
畢
竟
〈
文
学
〉
を
、
自
ら
の
手
で
閉
じ
た
時
代
性
の
中
に
配

置
し
て
し
ま
う
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

四
　『
萬
葉
集
古
義
』
へ
の
書
入
れ
（
二
）

　

以
上
に
眺
め
て
き
た
書
込
み
が
、
一
見
し
て
新
し
い
小
説
の
創
作
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
小
説
の
準
備
と
は
無
関
係
に
見
え
る
書
込

み
も
少
な
く
な
い
。
本
稿
が
も
っ
と
も
強
調
し
た
い
の
は
、
実
は
こ
の
点

な
の
だ
が
、な
か
で
も
特
徴
的
な
の
が『
萬
葉
集
』歌
の
訓
じ
方
に
つ
い
て

の
き
わ
め
て
繁
多
な
書
込
み
だ
。

　

巻
一
・
六
三
番
歌
の
解
説「
早
日
本
辺
は
、（（
略
）旧
本
に
ハ
ヤ
ヒ
ノ
モ

8

8

8

8

8

ト
へ

8

8

と
訓
る
は
、論
の
限
に
あ
ら
ず
、
又
岡
部
氏ノ

考
に
、
ハ
ヤ
ク
ヤ
マ
ト

8

8

8

8

8

8

へ8

と
訓
、又
略
解
に
、ハ
ヤ
モ
ヤ
マ
ト
へ

8

8

8

8

8

8

8

と
よ
み
た
る
も
、
と
も
に
わ
ろ

し
、）
古
事
記
下
巻
仁
徳
天
皇ノ

条
に
、
夜ヤ

麻マ

登ト

幣ヘ

邇ニ

（
略
）
と
あ
る
に
よ

り
て
、
ハ
ヤ
ヤ
マ
ト
ヘ
ニ

8

8

8

8

8

8

8

と
訓
べ
し
」（
二
九
一
頁
）
や
六
六
番
歌
の
「
枕

宿
杼
」
に
関
す
る
解
説
「
枕
を
マ
キ
テ

8

8

8

と
訓
は
、
マ
ク
ラ

8

8

8

と
云
も
則
纏ク

よ

し
の
称ナ

な
れ
ば
、
は
た
ら
か
し
て
マ
キ

8

8

と
も
マ
ク

8

8

と
も
訓
な
り
、
十ノ

巻
に

も
、
君キ

ミ

之ガ

手テ

毛モ

未イ
マ
ダ

枕マ
カ

者ネ
バ

と
あ
り
」（
二
七
二
頁
）、
巻
二
・
一
〇
〇
番
歌
に

対
す
る
「
東
人
之
は
、
ア
ヅ
マ
ヒ
ト
ノ

8

8

8

8

8

8

と
六
言
に
訓
べ
し
」（
三
八
五
頁
）、

「「
妹
情
爾
は
、
イ
モ
ガ
コ
ヽ
ロ
ニ

8

8

8

8

8

8

8

と
訓
べ
し
」（
三
八
七
頁
）、
一
二
八
番

歌
に
つ
い
て
の
「
葦
若
未
乃
（
略
）
あ
し
か
び
と
訓
べ
し
、
葦
の
若
芽
は
、

か
た
か
ら
ず
、
な
よ
〳
〵
と
し
た
る
物
な
る
ゆ
ゑ
に
、
足ア

ナ

痛ヤ
ム

に
、
冠
ら
せ

つ
ら
む
、
又
未
は
、
末
の
誤
に
て
も
（
略
）
足
痛
は
（
略
）
古
言
の
ま
ゝ

に
、
今
は
安ア

ナ

ヤ

ム

奈
夜
牟
、
と
訓
む
ぞ
宜
し
き
、
抑モ

奈ナ

夜ヤ

牟ム

と
云
言
は

奈ナ

ヨ

ヤ

カ

與
夜
可
、
奈ナ

ヨ

ナ

ヨ

與
奈
與
、
奈ナ

ユ

ル
由
流
、
奈ナ

ヤ

ス
夜
須
、
な
ど
云
と
同
く
て
、
も
と

軟ナ
ヨ
ヤ
カ弱

な
る
よ
し
の
言
な
れ
ば
、
葦

ア
シ
ノ

若ウ

末レ

乃ノ

、
と
い
ふ
よ
り
の
属ツ

ゞ
キに

、
よ
く

か
な
へ
り
」（
四
五
〇
頁
〜
四
五
一
頁
）、
巻
三
・
二
五
〇
番
歌
の
「
敏
馬
乎
過

は
ミ
ヌ
メ
ヲ
ス
ギ

8

8

8

8

8

8

と
六
言
に
訓
べ
し
、（
而ノ

字
な
け
れ
ば
、
ス
ギ
テ

8

8

8

と
は

訓
べ
か
ら
ず
」（
九
二
頁
）、
あ
る
い
は
二
八
八
番
歌
の
「
吾
命
之
は
、
ワ8

ガ
イ
ノ
チ
ノ

8

8

8

8

8

と
訓
べ
し
、（
ワ
ガ
イ
ノ
チ
シ

8

8

8

8

8

8

と
訓
る
は
、
太イ

ミ

じ
き
ひ
が
ご

と
な
り
、）（
略
）
略
解
な
ど
に
、
例
に
も
よ
ら
ず
し
て
、
此
レ

等
を
、
ワ8

ガ
イ
ノ
チ

8

8

8

8

と
五
音
に
よ
み
た
る
は
、
き
は
め
て
誤
な
り
け
り
、）」（
一
三
九

頁
）
等
々
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
訓
じ
方
に
着
目
し
た
例
は
枚
挙
に
遑
が

な
い
。
素
朴
に
解
す
る
な
ら
、
そ
こ
か
ら
は
教
場
の
学
習
者
的
な
側
面
を

見
出
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
折
口
の
講
義
に
参
加
し
て
い
た
堀

は
、
ま
さ
し
く
教
場
の
学
習
者
で
も
あ
っ
た
わ
け
だ
。
だ
が
、
こ
こ
で
稿

者
が
提
示
し
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
読
書
の
あ
り
様
で
は
な
い
。

　
『
萬
葉
集
』
関
連
の
旧
蔵
書
は
、
訓
じ
方
や
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
の
傾

注
を
顕
著
に
物
語
っ
て
い
る
点
で
、
そ
れ
以
外
の
旧
蔵
書
、
た
と
え
ば
、

そ
の
量
に
よ
っ
て
も
蔵
書
中
、
最
重
要
の
位
置
を
占
め
る
プ
ル
ー
ス
ト
や
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リ
ル
ケ
に
関
す
る
文
献
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
場
合

も
、
単
語
の
意
味
調
べ
を
は
じ
め
と
す
る
学
習
的
な
書
込
み
は
多
く
見
ら

れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
、
内
容
の
理
解
に
必
須
の
基
礎
作
業
以
上
の
意

味
を
見
出
す
の
は
難
し
い
。
そ
れ
に
対
し
て
『
萬
葉
集
』
の
場
合
は
、
歌

意
や
歌
の
背
景
の
理
解
の
た
め
の
基
礎
的
学
習
と
い
う
以
上
に
、
古
代
語

や
そ
の
音
へ
の
傾
注
が
観
取
で
き
る
の
だ
。
な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、

蔵
書
の
書
入
れ
箇
所
に
も
ノ
オ
ト
に
も
繰
り
返
し
登
場
す
る
巻
六
・

九
二
四
、九
二
五
番
歌
に
つ
い
て
、「
古
代
研
究
（
二
）」
に
「
前
ノ
歌
モ
、

コ
ノ
歌
モ
、
聴
覚
カ
ラ
自
然
ノ
核
心
ニ
迫
ラ
ウ
ト
シ
テ
ヰ
ル
。
聴
覚
ニ
ヨ

ル
新
シ
イ
写
生
ノ
方
法
ヲ
発
見
シ
テ
ヰ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も

注
目
し
た
い
。

　

大
正
期
、
昭
和
初
期
の
堀
は
、
西
洋
文
学
を
邦
訳
し
つ
つ
、
そ
の
日
本

語
と
は
異
な
る
語
順
や
言
い
回
し
を
参
照
す
る
こ
と
に
、
近
代
小
説
の
新

し
い
表
現
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
一
人
で
あ
っ
た
。『
萬
葉
集
』
を

学
ぶ
晩
年
の
堀
は
、
そ
れ
と
は
少
し
異
な
る
方
向
、
す
な
わ
ち
日
本
の
最

も
古
い
時
代
の
書
き
言
葉
と
そ
れ
を
音
に
出
す
こ
と
を
め
ぐ
る
問
題
に
大

い
に
注
目
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

ノ
オ
ト
「（
水
の
う
へ
）」
に
は
、
巻
一
・
七
二
、
巻
三
・
二
五
一
、
巻

十
五
・
三
六
四
七
番
歌
が
引
か
れ
、「「
妹
を
偲
ぶ
歌
」
も
実
は
純
粋
に
自

分
を
慰
め
る
為
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
…
…
ほ
ん
と
う
は
大
抵
多
人
数

の
驚
異
を
め
ど

0

0

に
据
ゑ
た
叙
事
脈
の
抒
情
詩
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
旅
行

中
に
「
家
な
る
妹
」
を
恋
し
が
つ
た
歌
の
多
く
は
、
同
行
の
旅
人
の
共
通

の
感
情
を
唆
る
処
に
立
ち
場
が
あ
つ
た
の
だ
。
其
等
の
歌
は
、「
旅
の
う

た
げ
」
の
席
で
謡
は
れ
、
よ
く
人
々
の
涙
を
絞
つ
て
、
悲
劇
の
中
に
生
の

充
実
と
人
情
の
普
遍
を
感
得
し
て
、
寂
し
い
歓
び
を
味
ふ
の
と
似
た
慰
み

を
感
じ
さ
せ
れ
ば
、（
其
歌
は
都
の
人
々
の
口
に
愛
誦
せ
ら
れ
る
様
に
な

る
。
現
に
万
葉
集
の
羈
旅
歌
や
相
聞
の
部
に
収
め
た
も
の
の
あ
る
部
分
は
、

さ
う
言
つ
た
道
筋
を
通
つ
て
、
世
の
記
憶
や
記
録
の
上
に
、
簡
単
な
が
ら
、

あ
る
生
活
の
俤
を
留
め
た
の
で
あ
る
。）」と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。『
萬

葉
集
』
の
読
書
場
で
は
、
聴
覚
と
の
関
係
性
に
お
い
て
、
文
学
の
可
能
性

が
新
た
に
模
索
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

文
学
は
時
間
と
空
間
を
超
越
し
得
る
の
か
。
最
晩
年
の
堀
の
読
書
場
は
、

芥
川
龍
之
介
か
ら
引
き
継
い
だ
こ
の
問
に
、
時
間
と
空
間
を
超
え
今
も
そ

こ
に
あ
る
『
萬
葉
集
』
に
よ
っ
て
改
め
て
向
か
い
合
う
小
説
家
の
姿
を
垣

間
見
せ
る
。
そ
こ
で
は
、
戦
意
を
支
え
る
も
の
と
し
て
の
唱
歌
の
同
時
代

的
な
あ
り
方
と
は
著
し
く
異
な
る
方
向
に
お
い
て
、
目
で
読
む
言
葉
と
し

て
の
散
文
と
、
音
に
聴
く
言
葉
と
し
て
の
歌
と
の
新
た
な
関
係
性
の
構
築
、

と
り
わ
け
そ
の
共
起
の
可
能
性
を
通
し
て
、
方
法
と
機
能
の
両
面
に
わ
た

る
近
代
小
説
の
転
換
が
試
み
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

五
　
お
わ
り
に

　

稿
を
脱
す
る
に
あ
た
り
、
付
表
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
約

一
〇
年
に
わ
た
り
断
続
的
に
、『
萬
葉
集
』
に
関
連
す
る
全
手
沢
本
の
調

査
を
試
み
て
き
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
だ
が
、
そ
の
過
程
で
、
書
入
れ

の
状
況
と
内
容
を
デ
ー
タ
化
し
、
一
覧
に
供
す
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で

き
た
。
本
稿
で
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
関
係
で
、
元
デ
ー
タ
に
含
む
情
報
の
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一
部
を
割
愛
し
た
も
の
の
、
書
入
れ
対
象
歌
や
書
入
れ
に
関
す
る
情
報
は

省
略
し
て
い
な
い
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
煩
瑣
な
情
報
に
は
、
文
学
研
究
上
、
い
か
な
る
意
味

や
位
置
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
入
力
に
か
か
る
歳
月
や

労
力
に
見
合
う
意
味
な
ど
、
到
底
見
出
し
得
な
い
と
考
え
る
向
き
も
あ
る

だ
ろ
う
。
稿
者
の
半
身
も
ま
た
、
そ
の
意
見
に
首
肯
し
か
ね
な
い
。
し
か

し
、
旧
蔵
書
へ
の
書
入
れ
を
中
心
に
、
遺
稿
ノ
オ
ト
や
活
字
化
さ
れ
た
随

筆
類
も
含
め
、『
萬
葉
集
』
か
ら
の
引
用
な
ら
び
に
『
萬
葉
集
』
へ
の
言

及
を
す
べ
て
デ
ー
タ
化
す
る
と
い
う
、
一
見
非
常
に
非
生
産
的
な
作
業
を

行
っ
て
き
た
目
的
は
、
堀
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
の
読
書
場
を
再
構
成
す

る
こ
と
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
堀
の
場
合
、『
萬
葉
集
』
の
受
容
は

一
九
三
八
年
春
の
『
風
立
ち
ぬ（

11
（

』
完
成
に
前
後
す
る
時
期
に
始
ま
り
、
そ

の
期
間
は
五
三
年
五
月
の
死
去
よ
り
後
に
は
及
ば
な
い
。
健
康
状
態
を
考

慮
す
れ
ば
、
戦
時
下
を
主
と
す
る
一
時
期
に
限
定
さ
れ
る
と
見
る
こ
と
も

可
能
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
付
表
が
示
す
の
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
一
人
の

作
家
の
『
萬
葉
集
』
受
容
の
様
態
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。

　

た
と
え
ば
、
堀
以
外
の
近
代
作
家
の
蔵
書
か
ら
『
萬
葉
集
』
関
連
の
文

献
を
取
り
出
し
、
書
入
れ
対
象
と
内
容
を
デ
ー
タ
化
す
る
。
さ
ら
に
そ
の

作
業
を
別
の
作
家
へ
と
広
げ
て
み
る
。
そ
の
先
で
は
、
近
代
作
家
の
『
萬

葉
集
』
受
容
の
再
構
成
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
対
象
と
す
る
作
家

の
年
齢
、
活
動
の
時
期
等
を
絞
り
込
め
ば
、
た
と
え
ば
太
平
洋
戦
争
前
後

に
お
け
る
、
表
面
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
萬
葉
集
』
受
容
の
一
面
を
、

新
た
な
形
で
把
捉
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
可
能
性

は
、『
萬
葉
集
』
以
外
に
も
敷
衍
し
得
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
複
数
の
酔

狂
人
と
、
情
報
共
有
を
可
能
と
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
が
必
要

だ
が
、
蔵
書
の
採
掘
と
、
採
掘
情
報
の
デ
ー
タ
化
を
横
断
的
に
果
た
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
近
代
文
学
研
究
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
の
可
能
性
は
確
実

に
広
が
る
は
ず
だ
。
そ
こ
に
は
、
近
代
文
学
が
新
し
い
形
で
、
い
わ
ば
テ

ク
ス
ト
と
し
て
の
作
家
を
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き
る
可
能
性
も
ま
た
、
見

出
せ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
1
）
最
終
章
「
死
の
か
げ
の
谷
」（「
新
潮
」
一
九
三
八
・
三
）
の
発
表
に
続
き
、

初
刊
本
は
同
年
四
月
に
野
田
書
房
か
ら
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）『
萬
葉
集
』
に
取
材
す
る
小
説
の
構
想
は
少
な
く
と
も
三
種
類
存
在
す
る
。

一
つ
は
、
防
人
歌
、
遣
新
羅
使
人
歌
、
東
歌
を
主
た
る
材
源
と
す
る
も
の
で
、

お
も
に
遺
稿
ノ
オ
ト
「（
水
の
う
へ
）」「（
出
帆
）」
か
ら
詳
細
が
確
認
で
き

る
。
い
ま
一
つ
は
、奈
良
京
都
旅
行
中
の
堀
多
恵
宛
書
簡
や
、随
筆
「
十
月
」

に
お
け
る
「
日
本
に
仏
教
が
渡
来
し
て
き
て
、
そ
の
新
ら
し
い
宗
教
に
次

第
に
追
ひ
や
ら
れ
な
が
ら
、
遠
い
田
舎
の
は
う
へ
と
流
浪
の
旅
を
つ
づ
け

出
す
、
古
代
の
小
さ
な
神
々
の
侘
び
し
い
う
し
ろ
姿
を
一
つ
の
物
語
に
し

て
描
い
て
み
た
い
。（
略
）
彼
等
を
な
つ
か
し
み
な
が
ら
も
、
新
ら
し
い
信

仰
に
目
ざ
め
て
ゆ
く
若
い
貴
族
を
ひ
と
り
見
つ
け
て
き
て
、
そ
れ
を
そ
の

小
説
の
主
人
公
に
す
る
」
等
か
ら
推
察
で
き
る
も
の
で
、
天
平
文
化
に
関

す
る
詳
細
な
調
査
研
究
と
奈
良
踏
査
の
成
果
の
集
成
を
基
層
に
落
と
し
込

ん
だ
大
作
で
あ
る
。
以
上
の
二
種
に
加
え
、
堀
多
恵
宛
書
簡
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（
一
九
四
一
・
一
〇
・
一
九
）
に
は
、「
人
間
的
な
も
の
へ
の
神
的
な
も
の
の

侵
入
、
そ
の
た
め
に
若
い
娘
が
犠
牲
に
な
る

─
さ
う
い
つ
た
も
の
を
萬

葉
び
と
と
そ
の
村
を
背
景
に
し
て
書
か
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
女
性
を
中

心
人
物
に
設
定
し
た
小
さ
な
物
語
の
構
想
も
確
認
で
き
る
。
第
二
、
第
三

の
構
想
が
完
成
し
て
い
れ
ば
、
そ
こ
に
は
、
折
口
信
夫
の
『
死
者
の
書
』

や
『
古
代
感
愛
集
』
の
影
響
が
顕
著
に
観
取
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

（
1
）「
伊
勢
物
語
な
ど
」（「
文
藝
」
一
九
四
〇
・
六
）、「
十
月
」（「
婦
人
公
論
」

四
三
・
一
、二
）、「
古
墳
」（
同
、
三
）
等
。
石
内
徹
「
古
代
研
究
」（
竹
内

清
己
編
『
堀
辰
雄
事
典
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
・
一
一
）
参
照
。

（
1
）
小
川
靖
彦
「
も
う
一
つ
の
防
人
像
─
堀
辰
雄
の
ノ
オ
ト
「（
出
帆
）」
を

め
ぐ
っ
て
〈
戦
争
と
萬
葉
集
〉
─
」（「
文
学
」
二
〇
一
五
・
五
）、拙
稿
「
堀

辰
雄
「（
出
帆
）」
と
『
萬
葉
集
』
─
古
の
歌
を
歌
う
こ
と
、
あ
る
い
は
防

人
歌
を
歌
わ
な
い
防
人
た
ち
─
」（「
日
本
近
代
文
学
」
二
〇
一
九
・
一
一
）

を
参
照
。
こ
れ
ら
以
後
の
研
究
と
し
て
、
劉
娟
「
堀
辰
雄
に
お
け
る
「
万

葉
小
説
」
へ
の
憧
憬
─
「（
花
の
話
・
詩
経
）」
か
ら
「（
出
帆
）」
に
至
る

ま
で
─
」（「
文
学
史
研
究
」
二
〇
二
〇
・
三
）
が
あ
る
。
な
お
、堀
と
『
萬

葉
集
』
に
言
及
し
た
お
も
な
研
究
に
、
小
谷
恒
「
堀
辰
雄
と
折
口
信
夫
─

私
記
風
に
見
た
堀
辰
雄
の
一
面
─
」（「
国
文
学
」
一
九
六
三
・
七
）、
小
川

和
佑「
さ
ら
に
ふ
た
た
び　

未
完
の
小
説
─「
水
の
う
へ
」を
め
ぐ
る
」（『
評

伝
堀
辰
雄
』
六
興
出
版
、
一
九
七
八
・
六
初
出
。
訂
正
補
筆
の
う
え
『
堀
辰

雄
─
作
家
の
境
涯
』
丘
書
房
、
一
九
八
六
・
四
所
収
）、
大
森
郁
之
助
「
堀

辰
雄
に
於
け
る
所
謂
日
本
回
帰
の
虚
実
」（「
札
幌
大
学
教
養
部
・
札
幌
大

学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
」
一
九
七
八
・
九
）、
竹
内
清
己
「
堀
辰
雄
に
お

け
る
日
本
古
典
・
伝
統
─
資
材
と
し
て
─
」（「
千
葉
大
学
教
養
部
研
究
報
告
」

一
九
九
〇
・
一
二
）
が
あ
る
。

（
5
）
こ
れ
と
関
わ
る
記
述
は
遺
稿
ノ
オ
ト
中
に
も
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
巻

十
二
・
三
一
九
一
、
巻
十
四
・
三
四
七
五
番
歌
に
つ
い
て
の
「
旅
ノ
歌
ト

挽
歌
ト
ノ
混
同
─
鎮
魂
メ
／
旅
ノ
歌
ト
セ
ラ
レ
テ
ヰ
ル
、
ダ
ガ
二
ツ
ト
モ

木
綿
間
山
ガ
墓
地
ト
見
ラ
レ
ル
。
死
人
ヲ
追
悼
シ
テ
ノ
歌
ト
見
テ
モ
ヨ

シ
。」、「
旅
の
歌
と
セ
ラ
レ
テ
ヰ
ル
。
シ
カ
シ
木
綿
間
山
ノ
山
陰
ニ
見
エ
ナ

ク
ナ
ツ
テ
シ
マ
ツ
タ
ノ
ダ
カ
ラ
、
死
人
ヲ
追
悼
シ
テ
ノ
歌
カ
。
木
綿
間
山

ガ
墓
地
ト
見
ラ
レ
ル
。」（「
古
代
研
究
（
一
）」）、「
旅
の
歌
と
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
が
、
二
つ
と
も
山
陰
に
見
え
な
く
な
つ
た
の
だ
〈
か
〉
ら
、
死
人
を

追
悼
し
て
の
歌
と
見
る
の
が
本
当
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。」（「
萬
葉
集
抄

一
」）
等
を
参
照
。

（
6
）
注
1
参
照
。

（
7
）
堀
の
『
萬
葉
集
』
受
容
に
お
け
る
〈
鳥
〉
に
言
及
し
た
論
稿
に
、
土
佐

朋
子
「
堀
辰
雄 

『
風
立
ち
ぬ
』
と
『
万
葉
集
』」（「
東
京
医
科
歯
科
大
学
教

養
部
研
究
紀
要
」
二
〇
一
八
・
三
）
が
あ
る
。
植
物
に
つ
い
て
は
、
旧
蔵
書

中
、
牧
野
富
太
郎
『
植
物
記
』『
續
植
物
記
』
へ
の
繁
多
な
書
入
れ
が
関
心

の
強
さ
を
証
し
て
い
る
。
同
書
は
『
萬
葉
集
』
歌
の
み
を
対
象
と
す
る
記

述
で
は
な
い
た
め
、
稿
者
が
作
成
し
た
【
表
】
中
で
の
登
場
は
少
な
い
が
、

堀
の
書
入
れ
は
、
植
物
の
呼
び
方
、
生
息
地
、
生
物
学
的
特
徴
等
々
、
ほ

と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
記
述
に
及
ぶ
。
同
様
に
、『
萬
葉
集
』
歌
に
焦
点
を
あ
て

て
い
な
い
た
め
、【
表
】
で
の
登
場
は
な
い
も
の
の
、
堀
に
お
け
る
古
代
へ

の
関
心
を
問
う
な
ら
、
旧
蔵
書
、
北
尾
鐐
之
助
『
聖
蹟
大
和
』
に
も
注
意
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す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
巻
末
フ
ラ
イ
リ
ー
フ
に
は
「
あ
や
め
池
古
墳
」

を
は
じ
め
、
随
筆
「
大
和
路
」
に
関
わ
る
書
込
み
、
大
和
路
散
策
中
の
見

聞
と
思
し
き
メ
モ
（
未
発
表
）
も
見
出
せ
る
。

（
8
）「
文
學
界
」（
一
九
四
〇
・
八
）
初
出
。『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書　

堀

辰
雄
』（
有
精
堂
、
一
九
七
一
・
八
）
所
収
。

（
9
）「
日
本
評
論
」（
一
九
三
九
・
一
〜
三
）
初
出
。
初
収
単
行
本
は
四
三
年
八

月
、
青
磁
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

（
11
）
注
2
参
照
。

（
11
）
郡
司
勝
義
「
改
題
」（
筑
摩
書
房
版
『
堀
辰
雄
全
集
第
七
巻
（
下
）』

一
九
八
〇
・
六
）
に
、「
昭
和
二
十
五
年
夏
、
一
時
小
康
を
得
た
折
に
、
現

存
す
る
数
倍
量
の
ノ
オ
ト
を
不
要
な
も
の
と
し
て
焼
却
し
て
し
ま
つ
た
」

「
も
し
生
き
長
ら
へ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
今
後
、
仕
事
の
上
で
必
要

と
考
へ
ら
れ
る
ノ
オ
ト
の
み
が
遺
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
」
と
あ
る
。

（
12
）
注
2
参
照
。

（
11
）
拙
稿
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
堀
辰
雄
、
立
原
道
造
、
そ
し
て
中
村
真
一
郎
〉

─
協
同
作
用
と
堀
辰
雄
」（
中
村
真
一
郎
の
会
編
『
中
村
真
一
郎
手
帖
』

二
〇
一
六
・
四
）
参
照
。

（
11
）
ち
な
み
に
ノ
オ
ト
「
輕
の
里
」
に
は
、
巻
七
・
一
四
一
五
番
歌
が
引
用
さ

れ
、『
風
立
ち
ぬ
』
最
終
章
に
酷
似
す
る
死
生
観
「
ま
だ
ど
こ
か
に
ゐ
る
や

う
な
、
─
山
に
さ
す
ら
つ
た
り
、
何
か
し
て
ゐ
る
や
う
な
─
感
じ
で
、
死

者
が
は
か
ら
お
も
ひ
出
さ
れ
る
。（
略
）
死
者
へ
の
思
ひ
を
深
め
、
そ
の
魂

を
し
づ
め
る
た
め
に
、
死
者
を
美
化
し
て
歌
ふ
こ
と
を
考
へ
出
す
。
─
そ

こ
に
歌
が
あ
る
」
と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

【
付
記
】
論
文
本
文
に
関
し
て
は
、
引
用
に
あ
た
り
旧
字
を
新
字
に
改
め
た
。
付

表
の
表
記
に
関
し
て
は
、「
凡
例
」
に
詳
細
を
示
し
た
。
本
稿
に
先
立
ち
、
付
表

の
一
部
を
、
拙
稿
「
堀
辰
雄
「（
出
帆
）」
と
『
萬
葉
集
』」
に
掲
載
し
て
い
る
。

な
お
、
旧
蔵
書
の
調
査
に
際
し
て
は
、
館
長
の
土
屋
公
志
氏
を
は
じ
め
堀
辰
雄

文
学
記
念
館
に
、『
萬
葉
集
』
歌
の
整
理
に
際
し
て
は
天
理
大
学
文
学
部
川
島
二

郎
氏
に
、
ま
た
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
青
山
学
院
大
学
文
学
部
小
松
靖

彦
氏
に
、
懇
切
な
る
ご
協
力
と
ご
教
示
を
重
ね
て
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
か
り
て

深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

 

（
わ
た
な
べ
・
ま
み
／
日
本
女
子
大
学
准
教
授
）
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【
表
1
】

（
1）
堀
辰
雄
旧
蔵
書
中
『
萬
葉
集
』
関
連
文
献
一
覧

略
称（

蔵
）

書
名

等
書

き
込

み
／

挟
み

込
み

の
状

況
古

義
1

鹿
持

雅
澄『

萬
葉

集
古

義
　

第
一

』国
書

刊
行

会
、1911・

1（
初

版
は

1898・
7）※

古
書

店
シ

ー
ル（

東
京

神
田

光
明

堂
）

極
多

古
義

2
鹿

持
雅

澄『
萬

葉
集

古
義

　
第

二
』国

書
刊

行
会

、1912・
7（

初
版

は
1898・

7）
多

。前
半

に
集

中
。

鹿
持

雅
澄『

萬
葉

集
古

義
　

第
三

』国
書

刊
行

会
、1911・

6（
初

版
は

1898・
7）

な
し

鹿
持

雅
澄『

萬
葉

集
古

義
　

第
四

』国
書

刊
行

会
、1912・

12（
初

版
は

1898・
7）

な
し

鹿
持

雅
澄『

萬
葉

集
古

義
　

第
五

』国
書

刊
行

会
、1911・

1（
初

版
は

1898・
7）

な
し

古
義

6
鹿

持
雅

澄『
萬

葉
集

古
義

　
第

六
』国

書
刊

行
会

、1911・
1（

初
版

は
1898・

7）
あ

り（
2

ヶ
所

）
古

義
7

鹿
持

雅
澄『

萬
葉

集
古

義
　

第
七

』国
書

刊
行

会
、1911・

6（
初

版
は

1898・
7）

あ
り

／
　

※
挟

み
込

み（
原

稿
用

紙
に「

荒
虫

」と
あ

る
紙

片
。1117番

歌
の

掲
載

頁
。）

鹿
持

雅
澄『

萬
葉

集
古

義
　

第
八

　
品

物
解

　
人

物
伝

』国
書

刊
行

会
、1921・

5（
初

版
は

1898・
7）

な
し

鹿
持

雅
澄『

萬
葉

集
古

義
　

第
九

　
枕

詞
解

　
名

所
考

』国
書

刊
行

会
、1921・

1（
初

版
は

1898・
7）

な
し

／
　

※
挟

み
込

み（
Ｐ

211と
211の

間
）。堀

に
拠

る
か

否
か

は
未

詳
。

鹿
持

雅
澄『

萬
葉

集
古

義
　

首
巻

　
総

論
　

索
引

』国
書

刊
行

会
、1921・

1（
初

版
は

1898・
7）

な
し

口
譯

1
折

口
信

夫『
國

文
口

譯
叢

書
　

第
三

篇
　

萬
葉

集
上

』文
會

堂
書

店
、1916・

9（『
口

譯
萬

葉
集

』の
初

出
）※

古
書

店
シ

ー
ル（

東
京

早
大

グ
ラ

ン
ド

坂
上

大
観

堂
書

店
）

多

口
譯

1
折

口
信

夫『
國

文
口

譯
叢

書
　

第
四

篇
　

萬
葉

集
中

』文
會

堂
書

店
、1917・

5（『
口

譯
萬

葉
集

』の
初

出
）

あ
り

口
譯

5
折

口
信

夫『
國

文
口

譯
叢

書
　

第
五

篇
　

萬
葉

集
下

』文
會

堂
書

店
、1917・

5（『
口

譯
萬

葉
集

』の
初

出
）

あ
り

名
歌

6
松

平
操

子『
評

註
日

本
名

歌
撰

第
六

巻
　

大
伴

家
持

　
全

』抒
情

詩
社

、1917・
5

あ
り（

少
）　

※
裏

表
紙

遊
び

紙
に「

柿
本

人
麿

／
山

辺
赤

人
／

大
伴

家
持

／
山

上
憶

良
」と

青
イ

ン
ク

で
書

込
み

折
口

信
夫『

萬
葉

集
辭

典
』文

會
堂

書
店

、1919・
1。※

古
書

店
シ

ー
ル（

上
田

共
同

書
籍

販
売

所
）。

あ
り（「

そ
で

ふ
る

」「
嶽

」「
魂

」「
手

向
」「

寧
楽

・
奈

良
」「

丹
頬

」「
枕

」「
三

輪
」「

穴
師

」「
流

民
」「

遊
行

女
婦

」「
神

」
「

常
世

」「
伯

瀬
」「

紐
」「

杜
」「

夕
占

」「
井

」「
田

舎
」）

契
沖

阿
闍

梨
撰

、木
村

正
辞

校
訂『

萬
葉

集
代

匠
記

　
第

一
輯

　
自

巻
一

至
巻

四
』早

稲
田

大
学

出
版

部
、1925・

8
な

し
契

沖
阿

闍
梨

撰
、木

村
正

辞
校

訂『
萬

葉
集

代
匠

記
　

第
二

輯
　

自
巻

五
至

巻
九

』早
稲

田
大

学
出

版
部

、1925・
8

な
し

契
沖

阿
闍

梨
撰

、木
村

正
辞

校
訂『

萬
葉

集
代

匠
記

　
第

三
輯

　
自

巻
十

至
巻

十
四

』早
稲

田
大

学
出

版
部

、1925・
8

な
し

契
沖

阿
闍

梨
撰

、木
村

正
辞

校
訂『

萬
葉

集
代

匠
記

　
第

四
輯

　
自

巻
十

五
至

巻
二

十
』早

稲
田

大
学

出
版

部
、1925・

8
な

し
契

沖
阿

闍
梨

撰
、木

村
正

辞
校

訂『
萬

葉
集

代
匠

記
　

第
五

輯
　

目
録

代
匠

記
　

總
釋

拾
遺

』早
稲

田
大

学
出

版
部

、1925・
8

な
し

木
村

正
辞

撰『
萬

葉
集

　
代

匠
記

　
附

録
　

萬
葉

集
三

辨
證

』早
稲

田
大

学
出

版
部

、1925・
8

な
し

小
泉

苳
三『

評
釋

大
伴

家
持

全
集

』修
文

館
、1926・

5
あ

り（「
人

と
し

て
の

家
持

」「
歌

人
と

し
て

の
家

持
」「

家
持

を
め

ぐ
る

人
々

」の
章

。「
家

持
を

め
ぐ

る
人

々
」中

、
書

込
み

が
あ

る
の

は
大

伴
古

慈
悲

、胡
麻

呂
、安

麻
呂

、旅
人

、書
持

、永
主

、池
主

、山
上

憶
良

、山
部

赤
人

、紀
女

郎
。

武
田

祐
吉

編『
續

萬
葉

集
』古

今
書

院
、1926・

5
な

し
与

謝
野

寛
ほ

か
編

纂
校

訂『
日

本
古

典
全

集
第

二
回

　
鹿

持
雅

澄
著

　
萬

葉
集

品
物

圖
繪

　
上

巻
』日

本
古

典
全

集
刊

行
会

、1926・
12（

非
売

品
）

あ
り（

少
）（『

詩
経

』に
登

場
す

る
事

物
の

図
説

に
関

す
る

記
述

箇
所

）

与
謝

野
寛

ほ
か

編
纂

校
訂『

日
本

古
典

全
集

第
二

回
　

鹿
持

雅
澄

著
　

萬
葉

集
品

物
圖

繪
　

下
巻

』日
本

古
典

全
集

刊
行

会
、1927・

1（
非

売
品

）
な

し

与
謝

野
寛

ほ
か

編
纂

校
訂『

日
本

古
典

全
集

第
一

回
　

橘
千

蔭
著

　
萬

葉
集

略
解

第
八

』日
本

古
典

全
集

刊
行

会
、1927・12（

非
売

品
）

な
し

折
口

信
夫『

古
代

研
究

　
第

一
部

　
民

俗
學

篇
』大

岡
山

書
店

、1929･1。※
古

書
店

シ
ー

ル（
山

田
書

房
、東

京
・

神
田

）
あ

り（「
妣

が
国

へ
・

常
世

へ
」「

信
太

妻
の

話
」「

餓
鬼

阿
彌

蘇
生

譚
」「

花
の

話
」）

折
口

信
夫『

古
代

研
究

　
第

二
部

　
國

文
學

篇
』大

岡
山

書
店

、1929･5（
初

版
は

1929・
1）。※

古
書

店
シ

ー
ル（

K
O

N
D

O
 BO

O
K

 
ST

O
RE近

藤
書

店
）

あ
り（

少
）（「

萬
葉

集
の

改
題

」）

樋
口

功『
人

麿
と

其
歌

　
全

』有
朋

堂
書

店
、1929・

11（
初

版
は

1925・
11）

な
し

武
田

祐
吉『

上
代

國
文

學
の

研
究

』博
文

館
、1911・

1（
初

版
は

1921・
1）。※

正
価

2円
11銭

が「
改

正
定

価
　

金
壱

円
五

拾
銭

」に
訂

正
。

あ
り（

1
ヶ

所
…「

伊
勢

物
語

と
萬

葉
集

巻
十

六
」）／

　
※

挟
み

込
み（

栞
。P92「

失
望

落
胆

の
声

」の
項

目
。堀

に
拠

る
か

否
か

は
未

詳
。）

林
竹

次
郎『

萬
葉

集
外

来
文

學
考

』丙
午

出
版

社
、1912・

7
な

し
井

上
通

泰『
萬

葉
集

雜
攷

』明
治

書
院

、1911･1（
初

版
は

1912・
11）。※

古
書

店
シ

ー
ル（

東
京

神
田

北
澤

書
店

）　
な

し
佐

佐
木

信
綱

ほ
か

監
修『

萬
葉

集
講

座
　

第
五

巻
　

萬
葉

美
論

篇
』春

陽
堂

、1911・9。※
古

書
店

シ
ー

ル（
西

荻
窪

阿
佐

ヶ
谷

金
森

書
店

）
な

し
斎

藤
茂

吉『
柿

本
人

麿
』岩

波
書

店
、」1915・

5
な

し
／

　
※

挟
み

込
み（

P229「
人

麿
呂

の
肖

像
」の

頁
）。堀

に
拠

る
か

否
か

は
未

詳
。

斎
藤

茂
吉『

萬
葉

秀
歌

　
上

巻
』岩

波
新

書
、1918・

12（
初

版
は

1911・
11）

な
し

斎
藤

茂
吉『

萬
葉

秀
歌

　
下

巻
』岩

波
新

書
、1918・

11
な

し
武

田
祐

吉
、今

泉
忠

義
編『

國
文

六
國

史
　

賡
日

本
紀

　
上

』1911・
6（

初
版

は
1911・

12）。※
古

書
店

シ
ー

ル（
東

京
阿

佐
ヶ

谷
春

光
堂

書
店

）
な

し

武
田

祐
吉

、今
泉

忠
義

編『
國

文
六

國
史

　
賡

日
本

紀
　

中
』1915・

11
な

し
武

田
祐

吉
、今

泉
忠

義
編『

國
文

六
國

史
　

賡
日

本
紀

　
下

』1917・
1。※

古
書

店
シ

ー
ル（

東
京

阿
佐

ヶ
谷

春
光

堂
書

店
）

な
し

高
崎

正
秀『

萬
葉

集
叢

攷
』人

文
書

院
、1916・

7。※
古

書
店

シ
ー

ル（
東

京
高

円
寺

駅
前

都
丸

）　
な

し
岡

不
崩『

萬
葉

集
草

木
考

　
第

四
巻

』建
設

社
、1917・

2
な

し
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類
別

上
澤

瀉
久

孝
、森

本
治

吉『
新

潮
文

庫
第

二
百

二
十

八
編

　
作

者
類

別
年

代
順

萬
葉

集（
上

巻
）』1917・

1
極

多
類

別
下

澤
瀉

久
孝

、森
本

治
吉『

新
潮

文
庫

第
二

百
二

十
九

編
　

作
者

類
別

年
代

順
萬

葉
集（

下
巻

）』1917・
1

極
多

短
歌

5
北

原
白

秋
、折

口
信

夫
編『

鑑
賞

短
歌

大
系

5　
萬

葉
戀

愛
歌

讀
本

』学
藝

社
、1917・

7※
古

書
店

シ
ー

ル（
金

森
書

店
、阿

佐
ヶ

谷
駅

南
通

り
）

多

短
歌

6
北

原
白

秋
、折

口
信

夫
編『

鑑
賞

短
歌

大
系

6　
東

歌・大
伴

集
讀

本
』学

藝
社

、1917・8。※
古

書
店

シ
ー

ル（
東

京
阿

佐
ヶ

谷
春

光
堂

書
店

）
多

斎
藤

茂
吉『

柿
本

人
麿

評
釋

篇
巻

之
上

』岩
波

書
店

、1917・
11（

第
二

刷
、第

一
冊

は
1917・

5）
な

し
／

　
※

挟
み

込
み（

P119、P792。原
稿

用
紙

の
断

片
）

斎
藤

茂
吉『

柿
本

人
麿

評
釋

篇
巻

之
下

』岩
波

書
店

、1912・
2

な
し

歌
人

武
田

祐
吉『

歴
代

歌
人

研
究

　
柿

本
人

麻
呂

』厚
生

閣
、1918・

1
あ

り
契

沖
、武

田
祐

吉
校

訂『
萬

葉
代

匠
記（

一
）』冨

山
房

百
科

文
庫

、1918・
6

な
し

／
　

※
挟

み
込

み（
P196・

197、グ
レ

ー
の

中
厚

紙
切

片
）

契
沖

、武
田

祐
吉

校
訂『

萬
葉

代
匠

記（
三

）』冨
山

房
百

科
文

庫
、1911・

7（
初

版
は

1918・
7）。※

売
価

115銭
な

し
桂

宮
か

な
名

蹟
全

集
刊

行
会

編
、伝

紀
貫

之『
桂

宮
舊

蔵
　

萬
葉

集
』武

田
墨

彩
堂

、1919・
1

な
し

／
　

※
挟

み
込

み（
→

ノ
オ

ト「
桂

宮
」参

照
）

西
岡

虎
之

助『
綜

合
日

本
史

大
系

三
　

奈
良

朝
史

一
』内

外
書

籍
、1919・

12
な

し
西

岡
虎

之
助『

綜
合

日
本

史
大

系
四

　
奈

良
朝

史
二

』内
外

書
籍

、1911・
1

あ
り

北
尾

鐐
之

助『
聖

蹟
大

和
』創

元
社

、1911・
2。※

古
書

店
シ

ー
ル（

東
京

神
田

北
澤

書
店

）　
あ

り
武

田
祐

吉『
上

代
文

學
の

研
究

第
一

編
　

神
と

神
を

祭
る

者
と

の
文

學
』古

今
書

院
、1911・

8（
改

訂
三

版
、初

版
は

1921・
5）

な
し

西
村

西
村

眞
次『

増
補

版
　

萬
葉

集
の

文
化

史
的

研
究

』東
京

堂
出

版
、1911・

1（
第

1版
は

1911・
11）

多
。ほ

と
ん

ど
記

号・傍
線

の
た

め
、筆

跡
の

確
認

は
難

し
い

。表
へ

の
記

載
は

堀
の

筆
跡

と
見

ら
れ

る
記

述
に

止
め

た
。

澤
瀉

久
孝『

萬
葉

の
作

品
と

時
代

』岩
波

書
店

、1911・
1

な
し

佐
佐

木
信

綱
編『

新
訓

萬
葉

集
　

上
巻

』（
改

訂
再

版
）岩

波
文

庫
、1911・

5（
初

版
は

1927・
11）

な
し

佐
佐

木
信

綱
編『

新
訓

萬
葉

集
　

下
巻

』（
改

訂
再

版
）岩

波
文

庫
、1911・

5（
初

版
は

1927・
11）

な
し

澤
瀉

久
孝『

萬
葉

古
徑

』弘
文

堂
書

店
、1911・

6
な

し
喜

田
貞

吉『
藤

原
京

』鵤
故

郷
舎

出
版

部
、1912・

8
な

し
／

　
※

挟
み

込
み（

P15。薄
紙

の
断

片
）堀

に
拠

る
か

否
か

は
未

詳
。

五
味

保
義『

教
養

文
庫

　
萬

葉
集

作
家

の
系

列
』弘

文
堂（

5111部
）、1912・

9
な

し
佐

佐
木

信
綱『

萬
葉

年
表

大
成

』養
徳

社
、1917・

5
な

し
折

口
信

夫『
日

本
文

學
の

発
生

　
序

説
』斎

藤
書

店
、1917・

11　
※「

献
呈

　
堀

辰
雄

様
」

な
し

牧
野

牧
野

富
太

郎『
植

物
記

』桜
井

書
店

、1917・
12（

初
版

は
1911・

8）
極

多
牧

野
富

太
郎『

續
植

物
記

』桜
井

書
店

、1917・
12（

初
版

は
1911・

1）
あ

り
（
2）『

萬
葉
集
』
歌
の
引
用
が
見
ら
れ
る
随
筆
（
活
字
化
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
）
一
覧

略
称（

随
）

タ
イ

ト
ル

収
録

散
歩

「
第

一
散

歩
」…「

校
友

会
雑

誌
」1921・

11・
28

『
堀

辰
雄

全
集

』第
1巻

、筑
摩

書
房

、1978・
1

伊
勢

「
伊

勢
物

語
な

ど
」…「

文
藝

」1911・
6

『
堀

辰
雄

全
集

』第
1巻

、筑
摩

書
房

、1977・
11

若
菜

「
若

菜
の

巻
な

ど
」…「

創
元

」1911・
8

『
堀

辰
雄

全
集

』第
1巻

、筑
摩

書
房

、1977・
11

黒
髪

山
「

黒
髪

山
」…「

改
造

」1911・
7

『
堀

辰
雄

全
集

』第
1巻

、筑
摩

書
房

、1977・
11

古
墳

「
古

墳
」…「

婦
人

公
論

」1911・
1

『
堀

辰
雄

全
集

』第
1巻

、筑
摩

書
房

、1977・
11

死
者

「
死

者
の

書
」…「

婦
人

公
論

」1911・
8

『
堀

辰
雄

全
集

』第
1巻

、筑
摩

書
房

、1977・
11

（
3）『

萬
葉
集
』
に
関
連
す
る
遺
稿
ノ
オ
ト
一
覧

略
称（

ノ
）

資
料

の
名

称
収

録
古

代
1

古
代

研
究（

一
）

『
堀

辰
雄

全
集

』第
7巻

下
、筑

摩
書

房
、1981・

6
古

代
2

古
代

研
究（

二
）

『
堀

辰
雄

全
集

』第
7巻

下
、筑

摩
書

房
、1981・

6
國

文
学

國
文

学
の

發
生

『
堀

辰
雄

全
集

』第
7巻

下
、筑

摩
書

房
、1981・

6
東

歌
東

歌
『

堀
辰

雄
全

集
』第

7巻
下

、筑
摩

書
房

、1981・
6

集
抄

1
萬

葉
集

抄
　

一
『

堀
辰

雄
全

集
』第

7巻
下

、筑
摩

書
房

、1981・
6

集
抄

2
萬

葉
集

抄
　

二
『

堀
辰

雄
全

集
』第

7巻
下

、筑
摩

書
房

、1981・
6

伊
勢

1
伊

勢
物

語
　

一
『

堀
辰

雄
全

集
』第

7巻
下

、筑
摩

書
房

、1981・
6

伊
勢

抄
伊

勢
物

語
抄

『
堀

辰
雄

全
集

』第
7巻

下
、筑

摩
書

房
、1981・

6
古

典
古

典
『

堀
辰

雄
全

集
』第

7巻
下

、筑
摩

書
房

、1981・
6

七
部

集
七

部
集

『
堀

辰
雄

全
集

』第
7巻

下
、筑

摩
書

房
、1981・

6
木

曾
路

木
曾

路
『

堀
辰

雄
全

集
』第

7巻
下

、筑
摩

書
房

、1981・
6

大
和

路
大

和
路（

二
）

『
堀

辰
雄

全
集

』第
7巻

下
、筑

摩
書

房
、1981・

6
出

帆
出

帆
『

堀
辰

雄
全

集
』第

7巻
下

、筑
摩

書
房

、1981・
6

水
の

う
へ

水
の

う
へ

『
堀

辰
雄

全
集

』第
7巻

下
、筑

摩
書

房
、1981・

6
輕

の
里

輕
の

里
『

堀
辰

雄
全

集
』第

7巻
下

、筑
摩

書
房

、1981・
6

花
の

話
花

の
話

・
詩

經
『

堀
辰

雄
全

集
』第

7巻
下

、筑
摩

書
房

、1981・
6

桂
宮

1
『

桂
宮

舊
蔵

　
萬

葉
集

』へ
の

挟
み

込
み

。B1紙
一

葉
の

表
面

。
未

収
録

桂
宮

2
『

桂
宮

舊
蔵

　
萬

葉
集

』へ
の

挟
み

込
み

。B1紙
一

葉
の

裏
面

。
未

収
録
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【
表
2
】
堀
辰
雄
『
萬
葉
集
』
関
心
歌
一
覧

（
凡

例
）

・
歌

番
号

は
、旧『

国
歌

大
観

』に
拠

っ
た

。〈
　

〉は
挿

入
、□

は
不

明
、［

　
］は

削
除

を
、ま

た
、〔

　
〕は

稿
者

に
よ

る
注

記
を

意
味

す
る

。書
入

れ
の

出
典

に
つ

い
て

も
可

能
な

限
り

特
定

し
、注

記
を

行
っ

た
。

・「
ペ

ー
ジ

」欄
に

は
、蔵

書
の

場
合

は
そ

の
、ノ

オ
ト

・
随

筆
の

場
合

は
筑

摩
書

房
版『

堀
辰

雄
全

集
』の

ペ
ー

ジ
番

号
を

示
し

た
。

・「
部

立
／

分
類

」欄
に

は
、巻

15以
降

で
部

立
が

示
さ

れ
て

い
な

い
場

合
も

、相
当

す
る

分
類

を（
　

）で
示

し
た

。防
人

に
は

、防
人

の
家

族
の

歌
、家

持
が

防
人

に
つ

い
て

、あ
る

い
は

防
人

の
立

場
で

詠
ん

だ
歌

も
含

め
た

。
　「

寄
物

陳
思

」は「
寄

物
」、「

正
述

心
緒

」は「
正

述
」、「

由
縁

有
る

雑
歌

」は「
由

縁
雑

歌
」と

略
し

た
。

・
蔵

書
に

つ
い

て
は

、記
号

や
傍

線
等

も
含

め
何

ら
か

の
書

込
み

が
見

ら
れ

る
歌

は
す

べ
て

掲
載

し
た

。ま
た

、初
句

の
直

前
に

、色
鉛

筆
等

に
よ

る
丸

印
等

の
書

入
れ

が
あ

る
場

合
は

、歌
番

号
の

後
に

筆
記

具
の

色
を

示
し

た
。

・
ノ

オ
ト

と
随

筆
に

つ
い

て
は

、歌
自

体
の

引
用

が
な

い
場

合
も

、記
述

内
容

か
ら

対
象

歌
が

特
定

で
き

る
限

り
掲

載
し

た
。た

だ
し

、ノ
オ

ト
や

随
筆

類
の

名
称

を（
　

）に
入

れ
、歌

自
体

の
引

用
が

見
ら

れ
る

も
の

と
区

別
し

た
。

・
引

用
に

際
し

て
は

、原
則

と
し

て
原

文
の

表
記

を
採

用
し

た
。た

だ
し

旧
字

体
と

新
字

体
と

で
字

形
が

大
き

く
異

な
ら

な
い

場
合

は
、便

宜
的

に
新

字
体

を
用

い
た

。ル
ビ

な
ら

び
に

返
り

点
は

省
略

し
た

。な
お

、活
字

化
さ

れ
た

テ
ク

ス
ト

の
引

用
は

、筑
摩

書
房

版『
堀

辰
雄

全
集

』に
拠

っ
た

。

資
料

の
名

称
ページ

巻
歌番号

部
立

・
分

類
歌

書
入

れ
の

内
容

・
状

況
等

作
者

等

蔵
古

義
1

1
1

1
雑

歌
籠

毛
與

。美
籠

母
乳

。布
久

思
毛

與
。美

夫
君

志
持

。此
岳

爾
菜

採
須

児
。家

告
閑

。名
告

沙
根

。虚
見

津
。山

跡
乃

國
者

。押
奈

戸
手

。吾
許

曾
居

。師
吉

名
倍

手
。吾

己
曾

座
。我（

乎
）許

曾
。背（

跡
）齒

告
目

。家
乎

毛
名

雄
母

。

「
籠

毛
與

・
美

籠
母

乳
・

布
久

思
・

美
夫

君
志

・
菜

探
須

児
・

家
告

閑
・

名
告

沙
根

・
山

跡
乃

國
・

押
奈

戸
手

・
吾

己
曾

座
・

我
乎

許
曾

・
背

跡
齒

告
目〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

波
線

、傍
線

、囲
み

。「
家

乎
毛

名
雄

母〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕」の

解
説

に「
古

ヘ
女

の
う

け
ひ

き
て

、夫
と

お
も

ひ
許

す
人

に
あ

ら
ず

て
は

、家
を

も
名

を
も

あ
ら

は
さ

ぬ
例

に
て〔

波
線

赤
鉛

筆
〕、神

代
紀〔「

神
代

紀
」の

余
白

に
赤

鉛
筆

で
〇

印
〕に

」と
あ

る
。「

美
籠

母
乳〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」の
解

説
余

白
に「

美
称

ト
セ

ル〔
黒

イ
ン

ク
、波

線
〕／

美
、眞

毛〔
黒

イ
ン

ク
〕」と

書
込

み
。「

虚
見

津〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
余

白
に「

そ
ら

み
つ

説〔
赤

鉛
筆

〕／
虚

御
津〔

黒
鉛

筆
〕」と

書
込

み
。「

大
御

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

、歌
意

の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

。

雄
略

天
皇（

大
泊

瀬
稚

武
天

皇
）

蔵
古

義
1

25
1

2
雑

歌
山

常
庭

。村
山

有
等

。取
與

呂
布

。天
乃

香
具

山
。騰

立
。國

見
乎

為
者

。國
原

波
。煙

立
龍

。
海

原
波

。加
萬

目
立

多
都

。
怜

國
曾

。蜻
嶋

。八
間

跡
能

國
者

。
「

村
山

有
等

・
取

與
呂

布
・

國
原

者
・

煙
立

龍〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕」の

解
説

に
、赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

怜
國

曾〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕」の

解
説

に
「

宇
麻

志
は

後
ノ

世
は

た
ヾ

食
物

の
味

に
の

み
つ

き
て

い
へ

ど
、古

ヘ
は

然
の

み
な

ら
ず

、心
に

も
耳

に
も

目
に

も
口

に
も

、美
き

を
ば

皆
賛

て
い

へ
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

間
人

ノ
連

老〔
二

重
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

間
人

は
ハ

シ
ヒ

ト
と

訓
べ

し
」と

あ
る

。

舒
明

天
皇

ノ
大

和
路

529
1

2
雑

歌
大

和
に

は
群

山
あ

れ
ど

。と
り

よ
ろ

ふ
天

の
香

具
山

。登
り

立
ち

國
見

を
す

れ
ば

…
…

舒
明

天
皇

蔵
古

義
1

16
1

1
雑

歌
八

隅
知

之
。我

大
王

乃
。朝

庭
。取

撫
賜

。夕
庭

。伊
綠

立
之

。御
執

乃
。梓

弓
之

。奈
加

弭
乃

。
音

爲
奈

利
。朝

獵
爾

。今
立

須
良

思
。暮

獵
爾

。今
他

田
渚

良
之

。御
執

能
。梓

弓
之

。奈
加

弭
乃

音
爲

奈
里

。

「
八

隅
知

之
・

我
大

王
・

朝
庭

・
取

撫
賜

・
伊

綠
立

之
・

御
執

乃
・

梓
弓

之
・

奈
加

弭
・

音
爲

奈
利〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

、波
線

。「
朝

獵
爾

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
間

人
皇

女
（

中
臣

間
人

老
）

蔵
古

義
1

11
1

1
雑

歌
玉

刻
春

。内
乃

大
野

爾
。馬

數
而

。朝
布

麻
須

等
六

。其
草

深
野

。
「

玉
刻

春
・

朝
布

麻
須

等
六〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

、波
線

。「
馬

數
而

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
其

草
深

野
」

に
赤

鉛
筆

で
囲

み
。

間
人

皇
女

（
中

臣
間

人
老

）
蔵

古
義

1
51

1
5

雑
歌

霞
立

。長
春

日
乃

。晩
家

流
。和（

豆
）肝

之
良

受
。村

肝
乃

。心
乎

痛
見

。奴
要

子
鳥

。卜
歎

居
者

。球
手

次
。懸

乃
宜

久
。遠

神
。吾

大
王

乃
。行

幸
能

。山
越

乃
風

。獨
座

。吾
衣

手
爾

。朝
夕

爾
。還

此
奴

禮
婆

。大
夫

登
。念

有
我

母
。草

枕
。客

爾
之

有
者

。思
遣

。鶴
寸

乎
白

土
。綱

能
浦

之
。海

處
女

等
之

。燒
塩

乃
。念

曾
所

燒
。吾

下
情

。

題
詞

の
解

説
中「

軍
王

」に
赤

鉛
筆

で
囲

み
。

「
霞

立
・

村
肝

乃
・

心
乎

痛
見

・
草

枕〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕」「

奴
要

子
鳥

・
珠

手
次

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
長

春
日

乃
・

綱
能

浦
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

。「
還

比
奴

禮
婆

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

客
之

有
者

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

波
線

。

軍
王

蔵
古

義
1

62
1

6
雑

歌
山

越
乃

。風
乎

時
自

見
。寐

夜
不

落
。家

在
妹

乎
。懸

而
小

竹
櫃

。
「

風
乎

時
自

見
」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

懸
而

小
竹

櫃
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
軍

王
蔵

古
義

1
69

1
7

雑
歌

金
野

乃
。美

草
苅

葺
。屋

杼
禮

里
之

。兎
道

乃
宮

子
能

。借
五

百
磯

所
念

。
「

美
草

苅
葺

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
、青

鉛
筆

で
傍

線
。「

屋
杼

禮
里

之
」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

額
田

王
ノ

大
和

路
511

1
7

雑
歌

秋
の

野
の

み
く

さ
刈

り
葺

き
や

ど
れ

り
し

、免
道

の
み

や
こ

の
か

り
盧

し
思

ほ
ゆ

額
田

王
蔵

古
義

1
71

1
8

雑
歌

𤎼
田

津
爾

。船
乘

世
武

登
。月

待
者

。潮
毛

可
奈

比
沼

。今
者

許
藝

弖
菜

。
「

月
待

者
」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

額
田

王
蔵

古
義

1
78

1
9

雑
歌

奠
器

圓
隣

之
。大

相
土

見
乍

湯
氣

。吾
瀬

子
之

。射
立

爲
兼

。五
可

新
何

本
。

「
歌

ノ
意〔

傍
線

青
鉛

筆
〕は

、親
シ

み
お

も
ほ

し
賜

フ
夫

君
の

、予
て

三
諸

の
厳

橿
が

本
に

立
賜

は
む

の
よ

し
有

し
な

る
べ

し
、さ

て
此

ノ
度

の
行

幸
に

供
奉

ヘ
賜

ふ
に

つ
き

て
相

別
の

悲
し

さ
に

、夫
ノ

君
を

今
一

ト
度

髣
髴

に
も

見
ま

く
お

も
ほ

し
て

、今
や

厳
橿

が
本

に
立

し
賜

ひ
け

む
ほ

ど
な

る
ぞ

、暫
ク

三
諸

の
山

見
つ

ゝ
行

ケ
と

、自
の

従
者

等
に

令
せ

賜
へ

る
な

る
べ

し
」と

あ
る

。ま
た

解
説

中「
此

ノ
歌

の
書

様
、謎

と
い

ふ
も

の
ゝ

如
く

に
し

て
、甚

く
解

り
易

か
ら

ぬ
が

ゆ
ゑ

に
、諸

説
多

け
れ

ど
も

、共
に

全
従

が
た

か
り

し
を

、お
の

れ
や

う
＼

／
に

考
出

し
つ

」「
岡

部
氏

ノ
考

・
本

居
氏

ノ
説

・
田

中
ノ

道
萬

呂
が

説
・

荒
木

田
ノ

久
老

が
病

床
漫

筆
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。

額
田

王

蔵
古

義
1

85
1

11
雑

歌
君

之
齒

母
。吾

代
毛

所
知

武
。磐

代
乃

。岡
之

草
根

乎
。去

來
結

手
名

。
解

説
中「

御
歌

ノ
意

は
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
間

人
皇

女
蔵

牧
野

16
1

11
雑

歌
吾

勢
子

波
　

借
廬

作
良

須
　

草
無

者
　

小
松

下
乃

　
草

乎
苅

核
「

萬
葉

集
巻

一
の

草
木

解
釋

」中
の「

カ
ヤ

」の
項

。解
説

文
中「

カ
ヤ

は
今

普
通

に
云

ふ
ス

ス
キ

で
あ

る（
略

）カ
ヤ

即
ち

ス
ス

キ
の

漢
名

は
芒

で
あ

る（
略

）薄
の

字
を

ス
ス

キ
の

名
と

す
る

の
は

最
も

非
で

あ
る

が（
略

）薄
は

元
来

形
容

詞
で

セ
マ

ル
と

訓
み

ス
ス

キ
が

叢
を

成
し

て
密

に
茂

つ
て

ゐ
る

の
を

形
容

し
て

古
人

が
此

薄
の

字
を

用
ゐ

た
も

の
で

薄
の

字
は

本
來

ス
ス

キ
と

は
何

の
關

係
も

な
い（

略
）

ス
ス

キ
は

支
那

と
日

本
と

の
原

産
宿

根
草

で
あ

る
、禾

本
科

の
立

派
な

立
て

も
の

で
秋

を
シ

ン
ボ

ラ
イ

ズ
し

て
居

り
之

れ
な

く
ば

秋
の

景
色

は
平

凡
化

す
る（

略
）歌

に
在

る
十

寸
穂

ノ
ス

ス
キ

は
歌

穂
の

長
大

な
も

の
を

云
ひ〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。

間
人

皇
女

蔵
古

義
1

87
1

11
雑

歌
吾

勢
子

波
。借

廬
作

良
須

。草
無

者
。小

松
下

乃
。草

乎
苅

核
。

「
草

乎
苅

核
」の

解
説

に「
さ

て
根

の
辭

の
そ

ふ
に

ひ
か

れ
て

、勢
を

佐
に

轉
し

て
核

と
い

ふ
る

こ
と

、上
に

名
告

沙
根

と
あ

る
と

こ
ろ

に
い

へ
る

が
如

し
、さ

て
こ

ゝ
は

か
ら

せ
賜

は
ね

と
い

ふ
が

如
し〔〔

波
線

赤
鉛

筆
、「

か
ら

せ
賜

は
ね

」の
箇

所
波

線
赤

鉛
筆

の
上

に
傍

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

間
人

皇
女

蔵
古

義
1

92
1

11
雑

歌
高

山
波

。雲
根

火
雄

男
志

等
。耳

梨
與

。相
諍

競
伎

。神
代

從
。如

此
爾

有
良

之
。古

昔
母

。然
爾

有
許

曾
。虛

蟬
毛

。嬬
乎

。相
挌

良
思

吉
。

題
詞

中
の「

三
山

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
「

相
諍

競
伎

」「
然

爾
有

許
曾

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
御

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。
天

智
天

皇
（

中
大

兄
）

ノ
大

和
路

528
1

11
雑

歌
香

具
山

は
畝

傍（
女

性
）を

愛
し

と
耳

梨
と

相
爭

ひ
き

。神
代

よ
り

か
く

な
る

ら
し

も
。古

も
し

か
な

れ
こ

そ
。う

つ
せ

み
も

嬬
を

爭
ふ

ら
し

き
。

「
大

和
路（

二
）」に「

＊
山

ノ
一

部
が

御
陰

の
形

を
な

し
て

ゐ
る

。（
三

山
の

内
、谷

間
多

し
）辰

巳
説

」〔
辰

巳
利

文『
大

和
萬

葉
地

理
研

究
』〕と

あ
る

。
天

智
天

皇

蔵
古

義
1

118
1

16
雑

歌
冬

木
成〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕。春
去

來
者

。不
喧

有
之

。鳥
毛

來
鳴

奴
。不

開
有

之
。花

毛
佐

家
禮

抒
。山

乎
茂

。入
而

毛
不

取
。草

深
。執

手
母

不
見

。秋
山

乃
。木

葉
乎

見
而

者
。黄

葉
乎

婆
。取

而
曾

思
奴

布
。靑

乎
者

。置
而

曾
歎

久
。曾

許
之

恨
之

。秋
山

吾
者

。

題
詞

の
解

説
中「

こ
の

題
詞

の
意〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」以

下
の

箇
所

に
赤

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
。同

じ
個

所
の

菅
原

孝
標

女
の

歌「
あ

さ
緑

花
も

一
ツ

に
霞

つ
ゝ

朧
に

見
ゆ

る
春

ノ
夜

の
月

、」に
赤

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
。

「
冬

木
成〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
フ

ユ
は

一
ツ

物
を

切
リ

て
數

々
に

ふ
や

す
謂

の
名

に
て

、今
の

フ
ユ

と
同

言
と

見
ゆ

、氣
は

音
の

親
く

通
ふ

ま
ゝ

に
古

と
轉

し
云

り
、モ

リ
は

物
の

初
メ

て
萌

す
を

い
ふ

言
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」「
古

今
集

貫
之

ノ
歌

に（
略

）冬
の

氣
の

内
に

隠
る

意〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」「
荒

木
田

ノ
久

老
ノ

説〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕に
、フ

ユ
キ

ナ
ス〔

波
線

赤
鉛

筆
〕と

訓
て

」と
あ

る
。「

春
去

来
者

」
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
執

手
母

不
見

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
「

取
而

曾
思

奴
布

」の
解

説
に「

思
奴

布〔
赤

鉛
筆

で
傍

線
、青

鉛
筆

で
囲

み
〕て

ふ
辭

は
、古

言
に

く
さ

＼
／゙

に
用

ひ
た

れ
ば

、其
ノ

と
こ

ろ
に

よ
り

て
其

ノ
意

も
か

は
れ

り
、其

ノ
中

に
戀

慕
ふ

意
な

る
と

、賞
愛

む
意

な
る

と
、堪

忍
る

意
な

る
と

、密
隠

る
ゝ

意
な

る
と

、四
種

の
異

あ
る

こ
と〔

波
線

赤
鉛

筆
〕は

、は
や

く
此

ノ
上

に
辨

へ
た

り
、こ

ゝ
は

賞
愛

む
を

云
る

な
り〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。ま
た

こ
の

箇
所

の
余

白
に「

思
奴

布
／

1
。恋

ヒ
慕

フ
／

2
。賞

愛
／

1
。堪

忍
ル

／
1

。密
穏〔

マ
マ

〕〔
黒

鉛
筆

〕」と
書

込
み

。

額
田

王

蔵
古

義
1

118
1

17
雑

歌
味

酒
。三

輪
乃

山
。靑

丹
吉

。奈
良

能
山

乃
。山

際
。伊

隱
萬

代
。道

隈
。伊

積
流

萬
代

爾
。委

曲
毛

。見
管

行
武

雄
。數

數
毛

。見
放

武
八

萬
雄

。情
無

。雲
乃

。隱
障

倍
之

也
。

「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

額
田

王



─ 9（ ─

蔵
古

義
1

127
1

19
雑

歌
綜

麻
形

乃
。林

始
乃

。狹
野

榛
能

。衣
爾

著
成

。目
爾

都
久

和
我

勢
。

「
著

成
」の

解
説

に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意〔
二

重
傍

線
青

鉛
筆

〕は
、野

榛
の

林
に

入
リ

立
ツ

と
、設

て
衣

を
染

ね
ど

も
、や

が
て

そ
の

野
榛

の
色

の
衣

に
つ

き
て

染
る

と
ひ

と
し

く
て

、そ
の

人
を

見
る

と
は

な
け

れ
ど

、常
に

目
に

つ
き

て
愛

ま
る

ゝ
吾

カ
兄

ぞ
と

な
り

、
〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。

井
戸

王

蔵
牧

野
19

1
21

雑
歌

茜
草

指
　

武
良

前
野

逝
　

標
野

行
　

野
守

者
不

見
哉

　
君

之
袖

布
流

「
萬

葉
集

巻
一

の
草

木
解

釈
」中

の「
ア

カ
ネ

」の
項

。解
説

に「
山

野
に

出
づ

れ
ば

直
ぐ

見
付

か
る

蔓
草（

略
）根

は
太

い
鬚

状
で

黄
赤

色
を

呈
し

此
れ

か
ら

染
料

を
採

り
所

謂
茜

染
を

す
る

、茜
で

染
め

た
も

の
は

黄
赤

色
で

丁
度

紅
絹

の
褪

せ
た

様
な

色
で

あ
る（

略
）茜

草
は

ア
カ

ネ
の

草
の

漢
名

で
字

音
は

セ
ン

サ
ウ

で
あ

つ
て

セ
イ

サ
ウ

で
は

な
い

、支
那

の
奮

い
書

物
の『

説
文

』に
は

此
草

は
人

の
血

が
化

し
た

も
の

だ
と

謂
つ

て
ゐ

る
の

は
面

白
い

、同
國

で
も

此
草

の
根

を
用

ゐ
て

絳
色

を
染

め（
以

下
略

）〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕と
あ

る
。

額
田

王

蔵
古

義
1

112
1

21
雑

歌
茜

草
指

。武
良

前
野

逝
。標

野
行

。野
守

者
不

見
哉

。君
之

袖
布

流
。

「
茜

草
指

」の
解

説「
紫

は
今

の
紫

に
あ

ら
ず

、か
ら

人
の

い
は

ゆ
る

朱
を

奪
ふ

紫
の

こ
と

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

野
守

者
不

見
哉

」
の

解
説

に「
武

良
前

野
、標

野
、野

守
の

野
は

、皆
努

と
訓

べ
し〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」「

奴
と

い
ふ

べ
き

を
、能

と
い

へ
る

こ
と

は
曾

て
な

か
り

し
を

奈
良

ノ
朝

の
こ

ろ
よ

り
、か

つ
＼

／゙
奴

を
能

と
い

ひ
そ

め
し

と
見

え
て

、集
中

に
も

五
ノ

巻
に

、波
流

能
能

爾〔
※
837、839〕に

と
あ

る
を

は
じ

め
て

、十
七

に
、志

乃
備〔
※
3940〕、十

八
に

、多
能

之
氣

久〔
※
4094〕、又

夏
能

能
之〔
※
4113〕、廿

巻
に

、和
乎

之
乃

布
良

之〔
※
4427〕な

ど
見

え
た

り〔
波

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

「
君

之
袖

布
流

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。歌

意
の

解
説

に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

額
田

王

蔵
牧

野
51

1
21

雑
歌

紫
草

能
　

爾
保

敝
類

妹
乎

　
爾

苦
久

有
者

　
人

嬬
故

爾
　

吾
戀

目
八

方
「

萬
葉

集
巻

一
の

草
木

解
釈

」中
の「

ム
ラ

サ
キ

」の
項

。解
説

に「
ム

ラ
サ

キ
は

漢
名

の
紫

草
で

ム
ラ

サ
キ

科
の

宿
根

草
で

あ
る

、（
略

）ム
ラ

サ
キ

の
名

に
相

應
し

い
美

化〔
※

マ
マ

〕を
開

く
と

思
ひ

き
や

其
れ

は
全

く
意

外
で

誠
に

平
凡

な
小

花
を

出
す

に
過

ぎ
な

い
、然

し
萬

綠
叢

中
に

點
々

と
し

て
其

純
白

花
の

咲
い

て
ゐ

る
風

情
は

亦
多

少
捨

て
難

い
所

が
な

い
で

も
な

く
是

れ
が

ム
ラ

サ
キ

の
花

だ
と

思
ふ

と
何

と
な

く
貴

く
感

じ
思

は
ず

之
を

見
つ

む
る

心
に

も
な

る
、（

略
）此

草
の

根
が

紫
根

で
所

謂
紫

根
染

め
の

原
料

で
あ

る
、（

略
）昔

は
江

戸
紫

な
ど

と
稱

へ
一

般
に

紫
は

此
紫

根
で

染
め

た
も

の
だ

が（
略

）ム
ラ

サ
キ

は
武

蔵
野

の
景

物
の

大
立

物
で

は
あ

る
が

星
移

り
物

換
つ

た
今

日
で

は
武

蔵
野

に
は

滅
多

に
之

れ
が

見
付

か
ら

な
い

。〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

天
武

天
皇

蔵
古

義
1

116
1

21
雑

歌
紫

草
能

。爾
保

敝
類

妹
乎

。爾
苦

久
有

者
。人

嬬
故

爾
。吾

戀
目

八
方

。
「

爾
保

敝
類

妹
乎

・
人

嬬
故

爾
・

吾
恋

目
八

方
」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

天
武

天
皇

蔵
類

別
上

11
1

22茶
雑

歌
河

の
上

の
五

百
箇

磐
群

に
草

生
さ

ず
常

に
も

が
も

な
常

處
女

に
て

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で「

常
處

女
に

て
我

あ
ら

ん
─

Sapho」「
※

我
國

文
学

ニ
於

ケ
ル

處
女

讃
美

ノ
最

初
ノ

声
ナ

ル
ベ

シ
」と

書
込

み
。

吹
黄

刀
自

蔵
古

義
1

111
1

22
雑

歌
河

上
乃

。湯
津

盤
村

二
。草

武
左

受
。常

丹
毛

冀
名

。常
處

女
手

。
「

河
上

」の
解

説
に「

上
は

山
ノ

上
野

ノ
上

、ま
た

藤
原

我
宇

倍
、高

野
原

之
宇

倍
な

ど
い

へ
る

類
ひ

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）さ

て
閇

は
、必

ス
上

を
い

ふ
に

も
あ

ら
ず

、邊
と

い
ふ

に
ち

か
し〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
草

武
左

受
・

常
丹

毛
冀

名
」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

「
歌

ノ
意〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

吹
芡

刀
自

蔵
牧

野
51

1
21

雑
歌

打
麻

乎
　

麻
續

王
　

白
水

郎
有

哉
　

射
等

籠
荷

四
間

乃
　

珠
藻

苅
麻

須
「

萬
葉

集
巻

一
の

草
木

解
釈

」中
の「

ソ
」の

項
。解

説
に「

ソ
は

ヲ
と

同
じ

で
ア

サ
の

皮
の

纎
維

を
云

ふ
の

で
あ

る
、（

略
）ア

サ
は

漢
名

は
大

麻
と

稱
す

る
、上

古
よ

り
奮

く
我

邦
に

作
ら

れ
て

ゐ
る

重
要

植
物

の
一

で
ク

ワ
科

に
属

す
る

一
年

草
で

あ
る

、（
略

）秋
に

成
れ

ば
ア

サ
を

刈
り

皮
を

剥
ぎ

其
繊

維
を

採
る

、是
れ

即
ち

ソ
或

は
ヲ

で
あ

る
、其

皮
を

剥
ぎ

去
つ

た
白

い
裸

の
莖

を
ア

サ
ガ

ラ
或

は
ヲ

ガ
ラ

と
云

ひ
朝

鮮
で

は
之

れ
を

麻
骨

と
稱

す〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

時
の

人

蔵
（

牧
野

）
55

1
21

雑
歌

打
麻

乎
　

麻
續

王
　

白
水

郎
有

哉
　

射
等

籠
荷

四
間

乃
　

珠
藻

苅
麻

須
「

萬
葉

集
巻

一
の

草
木

解
釈

」中
の「

タ
マ

モ
」の

項
。解

説
に「

タ
マ

モ
は

玉
藻

或
は

球
藻

で
此

處
は

海
藻

を
指

し
玉

若
く

は
球

は
藻

の
美

稱
と

し
て

付
け

た
も

の
で

あ
る〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
時

の
人

蔵
古

義
1

111
1

21
雑

歌
打

麻
乎

。麻
續

王
。白

水
郎

有
哉

。射
等

籠
荷

四
間

乃
。珠

藻
苅

麻
須

題
詞

中「
流〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説

に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

「
白

水
郎

有
哉

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

、波
線

。歌
意

の
説

明
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
時

の
人

蔵
（

牧
野

）
55

1
21

雑
歌

空
蟬

之
　

命
乎

惜
美

　
浪

爾
所

濕
　

伊
良

虞
能

島
之

　
玉

藻
苅

食
「

萬
葉

集
巻

一
の

草
木

解
釈

」中
の「

タ
マ

モ
」の

項
。万

1・
21「（

牧
野

）」の
項

参
照

。
麻

続
王

蔵
古

義
1

117
1

21
雑

歌
空

蟬
之

。命
乎

惜
美

。浪
爾

所
濕

。伊
良

虞
能

島
之

。玉
藻

苅
食

。
「

玉
藻

苅
食

」の
解

説
に「

後
ノ

世
久

布
と

い
ふ

こ
と

を
、古

く
は

も
は

ら
波

牟
と

云
り

、つ
ら

＼
／

古
言

の
や

う
を

思
ふ

に
、久

布
と

波
牟

と
は

、い
さ

ゝ
か

差
別

あ
る

こ
と

ゝ
見

え
た

り
、波

牟
と

は
咽

に
下

す
に

つ
き

て
い

ひ
、久

布
と

は
も

は
ら

く
は

へ
持

ツ
こ

と
に

い
へ

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕と
見

ゆ
」と

あ
る

。そ
の

余
白

に「
久

布｛
ク

ハ
ヘ

持
ツ

コ
ト

ニ
云

。／
波

牟｛
ノ

ド
ニ

下
ス

ニ
ツ

キ
テ

云
。」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

麻
続

王

蔵
古

義
1

151
1

25
雑

歌
三

吉
野

之
。耳

我
嶺

爾
。時

無
曾

。雪
者

落
家

留
。間

無
曾

雨
者

零
計

類
。其

雪
乃

。時
。無

如
。其

雨
乃

。間
無

如
。隈

毛
不

落
。思

乍
叙

來
。其

山
道

乎
。

「
耳

我
嶺

」の
解

説
に「

御
金

嶺
は〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕霊
異

記
中

巻
に

、聖
武

天
皇

ノ
代

、廣
達

入
於

吉
野

金
峯

經
行

樹
下

而
求

佛
道

ヲ
云

々
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
思

乍
叙

来
」の

解
説

中
、「

略
解

」に
赤

鉛
筆

で
丸

印
、「

オ
モ

ヒ
を

モ
ヒ

と
い

ふ
古

語
の

例
な

れ
ど

も
、句

の
頭

に
て

略
け

る
例

は
、を

さ
＼

／
見

え
た

る
こ

と
な

け
れ

ば
ひ

が
こ

と
な

る
べ

し
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

、「
今

ノ
世

ノ
人

の
心

な
ら

ば
、思

乍
叙

行
と

い
ふ

べ
き

を
、か

く
詔

へ
る

な
る

べ
し

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

大
御

歌
ノ

意〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

、傍
線

。

天
武

天
皇

蔵
古

義
1

151
1

26
雑

歌
三

芳
野

之
、耳

我
山

爾
。時

自
久

曾
。雪

者
落

等
言

。無
間

曾
。雨

者
落

等
言

。其
雪

。不
時

如
。其

雨
。無

間
如

。隈
毛

不
堕

。思
乍

叙
來

。其
山

道
乎

。
「

雪
者

落
等

言
」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

或
本

歌
（

天
武

天
皇

）
蔵

古
義

1
151

1
27

雑
歌

淑
人

乃
。良

跡
吉

見
而

。好
常

言
師

。芳
野

吉
見

輿
。良

人
四

來
三

。
余

白
に「

句
頭

同
語

の
歌

」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
歌

意
の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
。ま

た
形

式
に

関
す

る
説

明「
此

ノ
御

製
歌

は
、句

ノ
頭

毎
に

同
語

あ
る

體
の

一
格

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

天
武

天
皇

蔵
古

義
1

158
1

28
雑

歌
春

過
而

。夏
來

良
之

。白
妙

能
。衣

乾
有

。天
之

香
來

山
。

標
題

の
解

説
中

、軽
皇

子
に

関
す

る
箇

所
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

、二
重

傍
線

、波
線

。同
、「

天
皇

代
の

下
、奮

本
等

に
、高

天
原

廣
野

姫
天

皇
と

注
し

、拾
穂

本
に

は
、諡

曰
持

統
天

皇
、元

年
丁

亥
十

一
月

、譲
位

輕
太

子
」に

青
鉛

筆
で

波
線

。
歌

意
の

解
説

中
、契

沖
に

よ
る

も
の

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

持
統

天
皇

蔵
類

別
上

16
1

29
雑

歌
玉

襷
　

畝
火

の
山

の
　

橿
原

の
　

日
知

の
御

代
ゆ

或
は

云
ふ

宮
よ

　
生

れ
ま

し
し

　
神

の
こ

と
ご

と
　

樛
の

木
の

　
い

や
つ

ぎ
つ

ぎ
に

　
天

の
下

　
知

ろ
し

め
し

し
を

或
は

云
ふ

、め
し

け
り

　
天

に
み

つ
　

倭
を

置
き

て
　

あ
を

に
よ

し
　

奈
良

山
を

越
え

或
は

云
ふ

、そ
ら

み
つ

大
和

を
置

き
あ

を
に

よ
し

平
山

越
え

て
　

い
か

さ
ま

に
　

お
も

ほ
し

め
せ

か
或

は
云

ふ
、お

も
ほ

し
け

め
か

　
天

離
る

　
夷

に
は

あ
れ

ど
　

石
走

る
　

淡
海

の
國

の
　

さ
ざ

な
み

の
　

大
津

の
宮

に
　

天
の

下
　

知
ろ

し
め

し
け

む
　

天
皇

の
　

神
の

尊
の

　
大

宮
は

　
此

處
と

聞
け

ど
も

　
大

殿
は

　
此

處
と

言
へ

ど
も

　
春

草
の

　
茂

く
生

ひ
た

る
　

霞
立

つ
　

春
日

の
霧

れ
る

或
は

い
ふ

、霞
立

つ
春

日
か

霧
れ

る
、夏

草
か

繁
く

な
り

ぬ
る

　
百

磯
城

の
　

大
宮

處
　

見
れ

ば
悲

し
も

或
は

い
ふ

、見
れ

ば
さ

ぶ
し

も

題
詞「

近
江

の
荒

都
を

過
る

時
、柿

本
朝

臣
人

麿
の

作
れ

る
歌

」に「
二

十
七

？
」「

持
統

三
年

頃
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。歌
の

上
部

余
白

に「
近

江
宮

天
智

天
皇

 大
津

宮
　

址
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
牧

野
56

1
29

雑
歌

玉
手

次
　

畞
火

之
山

乃
　

樛
木

乃
　

彌
繼

嗣
爾

…
…

…
「

萬
葉

集
巻

一
の

草
木

解
釈

」中
の「

ツ
ガ

」の
項

。解
説

に「
ツ

ガ
は

又
ト

ガ
と

も
云

ひ
、俗

に
栂

の
字

が
使

つ
て

あ
る

が（
略

）固
よ

り
ツ

ガ
の

漢
名

で
は

な
い〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
柿

本
人

麻
呂



─ 9（ ─

蔵
古

義
1

161
1

29
雑

歌
玉

手
次

。畞
火

之
山

乃
。橿

原
乃

。日
知

之
御

世
從

。阿
禮

座
師

。神
之

盡
。樛

木
乃

。彌
繼

嗣
爾

。天
下

。所
知

食
之

乎
。虛

見
。倭

乎
置

而
。靑

丹
吉

。平
山

越
而

。何
方

所
念

計
米

可
。天

離
。夷

者
雖

不〔
※「

不
」は

○
囲

み
文

字
〕有

。石
走

。淡
海

國
乃

。樂
浪

乃
。大

津
宮

爾
。天

下
所

知
食

兼
。天

皇
之

。神
之

御
言

能
。大

宮
者

。此
間

等
雖

聞
。大

殿
者

。此
間

等
雖

云
。霞

立
。春

日
香

霧
流

。夏
草

香
。繁

成
奴

留
。百

礒
城

之
。大

宮
處

。見
者

悲
毛

。

「
玉

手
次

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
日

知
之

御
世

從
」の

解
説

に「
從

は
用

と
も

由
と

も
訓

べ
し

抑
々

こ
の

字
、古

ヘ
は

用
理

と
も

由
理

と
も

用
と

も
由

と
も

い
へ

る
こ

と（
略

）古
事

記
に

は
、用

と
の

み
云

て
、由

と
云

る
こ

と
な

く
、書

紀
に

は
、由

と
の

み
云

て
、用

と
云

る
こ

と
な

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」「
用

理
と

云
る

は（
略

）古
ヘ

よ
り

今
、今

よ
り

後
、彼

レ
よ

り
此

レ
、此

レ
よ

り
彼

レ
と

云
は

尋
常

に
て

、
今

更
に

論
ふ

に
及

ば
ず

、こ
ゝ

の
從

こ
れ

な
り

、日
知

之
御

世
よ

り
以

來
と

い
ふ

こ
と

な
れ

ば
な

り〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。こ

の
箇

所
の

上
部

余
白

に「
用

理
／

由
理

／
用

／
由

」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。「
阿

禮
座

師
」の

解
説

に「
う

ま
る

ゝ
は

母
に

所
生

に
て

、母
を

主
と

し
て

い
ひ

、阿
禮

は
現

ハ
る

ゝ
義

に
て

、子
を

主
と

し
て

云〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

所
知

食
之

乎
」「

平
山

越
而

」の
解

説
に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
夷

者
雖

不
有

」の
解

説
余

白
に

、「
比

那
考〔

比
那

に
青

鉛
筆

で
囲

み
〕」と

青
鉛

筆
で

書
込

み
。同

解
説

中「
夷

／
比

那
」に

つ
い

て
の

記
述

に「
畿

内
近

國
を

さ
か

り
た〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕る

、西
方

北
方

の
國

を
比

那
と

い
ひ

、東
方

の
國

を
ば

阿
豆

麻〔
傍

線
青

鉛
筆

〕と
い

ひ
」「

中
昔

の
季

つ
か

た
よ

り
は

、正
し

く
混

亂
て

、な
べ

て
皇

都
を

離
り

し
地

を
い

ふ
こ

と
ゝ

意
得

し
な

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。同

じ
解

説
中「

大
神

ノ
景

井
カ

考
に

、こ
ゝ

は
夷

者
雖

不
有

と
あ

り
し

が
、不

ノ
字

を
脱

せ
る

な
る

べ
し

と
云

る
は

、實
に

い
は

れ
た

る
事

な
り

け
り〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」の

余
白

に
赤

鉛
筆

で
丸

印
の

書
込

み
。「

楽
浪

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
大

津
ノ

宮
」の

解
説

に
「

十
七

に
、須

賣
呂

伎
能

乎
須

久
爾

奈
禮

婆〔
※
4006〕、又

須
賣

呂
伎

能
之

伎
麻

須
久

爾
能〔
※
4122〕な

ど
あ

る
は（

略
）須

賣
呂

伎
と

申
せ

る
は

、皇
祖

よ
り

御
代

御
代

の
天

皇
の

兼
て

食
敷

よ
し

な
り〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
見

者
悲

毛
」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意
は〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」に

続
く

歌
意

の
説

明
に

青
鉛

筆
で

開
き

カ
ギ

括
弧

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

17
1

11茶
雑

歌
さ

ざ
な

み
の

志
賀

の
辛

碕
幸

く
あ

れ
ど〔

※「
さ

き
く

あ
れ

ど
」の

茶
イ

ン
ク

で
傍

点
〕大

宮
人

の
船

待
ち

か
ね

つ
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
1

181
1

11
雑

歌
樂

浪
之

。思
賀

乃
辛

崎
。雖

幸
有

。大
宮

人
之

。船
麻

知
兼

津
。

「
雖

幸
有

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

、青
鉛

筆
で

波
線

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
類

別
上

17
1

11茶
雑

歌
さ

ざ
な

み
の

志
賀

の
一

に
云

ふ
、比

良
の

　
大

曲
淀

む
と

も
昔

の
人

に
亦

も
逢

は
め

や
も

一
に

云
ふ

、あ
は

む
と

も
へ

や
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
1

181
1

11
雑

歌
左

散
難

彌
乃

。志
我

能
大

和
太

。與
杼

六
友

昔
人

二
。亦

母
相

目
八

毛
。

「
志

賀
能

大
和

太
」の

解
説

に
、青

鉛
筆

で
傍

線
、赤

鉛
筆

で
傍

線
、カ

ギ
括

弧
、波

線
。

柿
本

人
麻

呂
ノ

古
代

2
21

1
11

雑
歌

漣
の

滋
賀

の
大

曲
、澱

む
と

も
、昔

の
人

に
復

も
遭

は
め
や
も

。
歌

に
続

き「
人

麻
呂

ノ
ニ

ハ
、悲

シ
ミ

ヨ
リ

モ
地

物
ノ

上
ニ

慰
安

詞
ヲ

力
ケ

テ
ヰ

ル
ヤ

ウ
ナ

處
ガ

見
エ

ル
ノ

ハ
、滋

賀
ノ

舊
都

ノ
精

靈
ノ

心
ヲ

ナ
ダ

メ
ル

ト
イ

フ
應

用
的

ノ
動

機
ガ

窺
ハ

レ
ル

」と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
口

譯
1

11
1

12緑
雑

歌
古

の
人

に
わ

れ
あ

れ
や

、漣
の

古
き

都
を

見
れ

ば
悲

し
も〔

※「
も

」に
黒

鉛
筆

で
囲

み
、

「
き

」と
書

込
み

〕。
12、11の

題
詞

の
上

に
緑

鉛
筆

で
丸

印
。

高
市

黒
人

蔵
類

別
上

116
1

12茶
・

赤
雑

歌
古

へ
の

人
に

わ
れ

あ
れ

や
さ

さ
な

み
の

故
き

京
を

見
れ

ば
悲

し
き

上
部

余
白

に「「
か

く
詠

歎
を

初
句

・
第

二
句

に
貫

く
の

は
黒

人
の

一
つ

の
傾

向
と

も
謂

ふ
こ

と
が

出
來

る
で

あ
ら

う
。こ

の
詠

歎
は

率
直

簡［
明

］單
な

の
で

却
つ

て
効

果
が

あ
り

、全
体

と
し

て
旅

中
の

寂
し

い
心

情
を

表
現

し
得

た
も

の
で

あ
る

。」（
茂

吉
）」〔

斎
藤

茂
吉

『
萬

葉
集

歌
』〕と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。

高
市

黒
人

蔵
口

譯
1

11
1

11緑
雑

歌
漣

の
國

つ
御

神
の

心
荒

び
て

、荒
れ

た
る

都
見

れ
ば

悲
し

も
。

『
口

譯
叢

書
1

』
1・

12の
項

参
照

。
高

市
黒

人
蔵

古
義

1
187

1
11

雑
歌

樂
浪

乃
。國

都
美

神
乃

。浦
佐

備
而

。荒
有

京
。見

者
悲

毛
。

「
浦

佐
備

」の
解

説
に「

佐
備

は（
略

）も
と

は
然

儀
の

約
れ

る
言

な
る

が〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕、（（
略

）備
は

儀
に

て
、俗

に
め

く
と

云
に

意
同

じ〔
傍

線
青

鉛
筆

〕（
略

））轉
り

て
は

、た
ゝ

荒
ぶ

る
こ

と
に

い
ふ

こ
と

ゝ
な

れ
り

、こ
ゝ

の
佐

備
も

荒
ぶ

る
よ

し
な

り〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」
と

あ
る

。そ
の

余
白

に「
佐

備〔
赤

鉛
筆

表
記

、青
鉛

筆
で

囲
み

〕」と
書

込
み

。

高
市

黒
人

ノ
古

代
2

21
1

11
雑

歌
漣

の
國

つ
御

神
の

心
荒

び
て

、荒
れ

た
る

宮
處

見
れ

ば
、悲

し
も

。
歌

に
続

き「
主

觀
ヲ

没
シ

タ
ヤ

ウ
ナ

表
現

デ
、シ

カ
モ

底
ニ

湛
ヘ

タ
抒

情
力

ガ
見

ラ
レ

ル
。此

ガ
今

ノ「
寫

生
」ノ

本
髄

デ
ア

ル
」と

あ
る

。
高

市
黒

人
蔵

古
義

1
189

1
11

雑
歌

白
浪

乃
。濱

松
之

枝
乃

。手
向

草
。幾

代
左

右
二

賀
。年

乃
經

去
良

武
。

「
白

浪
之

」の
解

説
に

青
鉛

筆
で

傍
線

。
川

島
皇

子
蔵

古
義

1
196

1
16

雑
歌

八
隅

知
之

。吾
大

王
之

。所
聞

食
。天

下
爾

。國
者

思
毛

。澤
二

雖
有

。山
川

之
。清

河
内

跡
。

御
心

乎
。吉

野
乃

國
之

。花
散

相
。秋

津
乃

野
邊

爾
。宮

柱
。太

敷
座

波
。百

礒
城

乃
。大

宮
人

者
。船

並
氐

。旦
川

渡
。舟

競
。夕

河
渡

。此
川

乃
。絶

事
奈

久
。此

山
乃

。彌
高

良
之

。珠
水

激
。瀧

之
宮

子
波

。見
禮

跡
不

飽
聞

可
。

「
所

聞
食

」の
解

説
に

青
鉛

筆
で

傍
線

、同
解

説
中

に「
食

ふ
物

は
他

物
を

身
に

居
住

ら
す

る
物

な
れ

ば
、や

が
て

食
ノ

字
を

ヲ
ス

と
訓

る
に

て
、食

ノ
字

の
本

義
に

は
あ

ら
ず

、居
る

こ
と

を
單

に
は

宇
と

云
ヒ

、敬
ひ

て
は

乎
須

と
云

こ
と

、聞
こ

と
を

單
に

は
伎

久
と

云
ヒ

、敬
ひ

て
は

伎
許

須
と

云
と

同
じ

こ
と

な
り〔

波
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
國

者
思

毛
」「

清
河

内
跡

」の
解

説
に

青
鉛

筆
で

波
線

。「
秋

津
乃

野
邊

」の
解

説
に「

邊〔
赤

鉛
筆

で
二

重
丸

囲
み

〕は
字

注
に

岸
也

側
也

方
也

な
ど

あ
る

、其
ノ

意
に

て
弊

と
訓

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕（
略

）本
義

は
皆

方
の

意
な

れ
ど

も
、は

や
く

云
な

れ
て

後
は

、唯
山

河
海

奥
と

い
ふ

こ
と

に
て

、邊
は

た
ゞ

何
と

な
き

助
辭

の
ご

と
く

も
な

れ
る

な
り〔

波
線

青
鉛

筆
〕」「

部
字

を
多

く
は

淸
ム

例
の

處
に

用
ひ

た
り〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
夕

河
渡

」の
解

説
に「

ユ
フ

カ
ワ

ワ
タ

ル
と

訓
べ

し
、こ

ゝ
に

て
一

団
な〔

二
重

傍
線

赤
鉛

筆
〕り〔

こ
の

箇
所

に
赤

鉛
筆

で
閉

じ
括

弧
〕」、「

珠
水

激〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕」の

解
説

に
「

オ
チ

タ
ギ

ツ〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕と
訓

べ
し

」と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
1

216
1

18
雑

歌
安

見
知

之
。吾

大
王

。神
長

柄
。神

佐
備

世
須

登
。芳

野
川

。多
藝

津
河

内
爾

。高
殿

乎
高

知
座

而
。上

立
。國

見
乎

爲
波

。疊
有

。靑
垣

山
。山

神
乃

。奉
御

調
等

。春
部

者
。花

挿
頭

持
。秋

立
者

。黄
葉

加
射

之
。遊

副
川

之
。神

母
。大

御
食

爾
。仕

奉
等

。上
瀨

爾
。鵜

川
乎

立
。下

瀨
爾

。小
網

刺
渡

。山
川

母
。依

氐
奉

流
。神

乃
御

代
鴨

。

「
神

佐
備

世
須

登
」「

畳
有〔

二
重

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

花
挿

頭
持

」の
解

説「
山

ノ
上

に
花

の
さ

き
た

る
を

山
神

の
花

を
か

ざ
し

た
ま

へ
る

に
見

な
し

て
い

へ
る

な
り

」、「
大

御
食

爾
」の

解
説「

大
御

は
た

ゝ
へ

奉
れ

る
辭

な
り

、食
は

食
物

を
い

ふ
」に

赤
鉛

筆
で

波
線

。「
小

網
刺

渡
」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

51
1

11青
雑

歌
英

虞
の

浦
に

船
乘

り
す

ら
む

を
と

め
等

が
珠

裳
の

裾
に

潮
滿

つ
ら

む
か

柿
本

人
麻

呂
蔵

歌
人

218
1

11青
雑

歌
嗚

呼
見

の
浦

に
船

乘
り

す
ら

む
嬢

子
等

が
珠

裳
の

裾
に

潮
滿

つ
ら

む
か

上
部

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で

11-12の
題

詞「
○

幸
于

伊
勢

國
時

留
京

作
歌（

巻
一

）」と
書

込
み

。11-12に
つ

い
て

本
書

は「
以

上
三

首
連

作
と

し
て

味
ふ

べ
く

、人
麻

呂
の

妻
が

、持
統

天
皇

に
奉

仕
し

た
官

女
で

あ
つ

た
ら

う
と

爲
す

、一
つ

の
根

拠
に

な
る

の
で

あ
る〔

傍
線

茶
鉛

筆
〕」と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
1

216
1

11
雑

歌
鳴

呼
兒

乃
浦

爾
。船

乘
爲

良
武

。
嬬

等
之

。珠
裳

乃
須

十
二

。四
寳

三
都

良
武

香
。

「
船

乘
爲

良
武

」の
解

説
に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の「

女
房

は
つ

ね
に

簾
中

に
こ

そ
住

も
の

な
る

に
、た

ま
＼

／
御

供
奉

て
、心

も
と

な
き

海
邊

に
月

日
經

て
、あ

ら
き

島
囘

に
裳

裾
を

潮
に

ぬ
ら

し
な

ど
、な

れ
ぬ

旅
路

や
な

に
こ

ゝ
ち

す
ら

む
と

想
像

憐
み

て
よ

め
る

な
る

べ
し

」に
赤

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

51
1

11青
雑

歌
釵

著
く

手
節

の
埼

に
今

日
も

か
も

大
宮

人
の

珠
藻

苅
る

ら
む

柿
本

人
麻

呂
蔵

歌
人

211
1

11
雑

歌
─

『
歌
人
研
究
』
1・
40の

項
参
照
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

古
義

1
218

1
11

雑
歌

釵
著

。手
節

乃
崎

二
。今

毛
可

母
。大

宮
人

之
。玉

藻
苅

良
武

。
「

釵
著

」の
解

説
に「

釵
は

久
志

呂
と

淸
て

唱
ふ

べ
し（

略
）九

ノ
巻

に
、吾

妹
兒

者
久

志
呂

爾
有

奈
武（

略
）〔

波
線

青
鉛

筆
〕〔
※
1766〕」と

あ
る

他
、同

解
説

中
に

赤
鉛

筆
で

波
線

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
類

別
上

51
1

12青
雑

歌
潮

騒
に

伊
良

虞
の

島
邊

榜
ぐ

船
に

妹
乘

る
ら

む
か

荒
き

島
囘

を
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
211

1
12

雑
歌

─
『
歌
人
研
究
』
1・
40の

項
参
照
。

柿
本

人
麻

呂
ノ

集
抄

1
51

1
11/511

雑
歌

/相
聞

わ
が

夫
子

は
い

づ
く

行
く

ら
む

。お
き

つ
も

の
名

張
の

山
を

け
ふ

か
越

ゆ
ら

む
万

1・
511に

重
出

。
当

麻
真

人
麻

呂
が

妻
蔵

古
義

1
221

1
11

雑
歌

吾
妹

子
乎

、去
來

見
乃

山
乎

。高
三

香
裳

。日
本

能
不

所
見

。國
遠

見
可

聞
。

「
歌

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
石

上
麻

呂
蔵

歌
人

91
1

15青
雑

歌
や

す
み

し
し

我
が

大
君

　
高

光
る

日
の

皇
子

　
神

な
が

ら
神

さ
び

せ
す

と
　

太
敷

か
す

京
を

置
き

て
　

隱
國

の
初

瀨
の

山
は

　
眞

木
立

つ
荒

山
道

を
　

石
が

根
禁

樹
押

し
靡

べ
　

坂
鳥

の
朝

越
え

ま
し

て
　

玉
か

ぎ
る

夕
さ

り
來

れ
ば

　
み

雪
降

る
安

騎
の

大
野

に
　

旗
薄

小
竹

を
押

し
靡

べ
　

草
枕

旅
宿

り
せ

す
　

古
思

ひ
て

上
部

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で

、15-19の
題

詞「
○

軽
皇

子
宿

于
安

騎
野

時
歌（

巻
一

）」と
書

込
み

。
柿

本
人

麻
呂
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蔵
古

義
1

228
1

15
雑

歌
八

隅
知

之
。吾

大
王

。高
照

。日
之

皇
子

。神
長

柄
。神

佐
備

世
須

登
。太

敷
爲

。京
乎

置
而

。
隱

口
乃

。泊
瀨

山
者

。眞
木

立
。荒

山
道

乎
。石

根
。禁

樹
押

靡
。坂

鳥
乃

。朝
越

座
而

。玉
限

。
夕

去
來

者
。三

雪
落

。阿
騎

乃
大

野
爾

。旗
須

爲
寸

。四
能

乎
押

靡
。草

枕
。多

日
夜

取
世

須
。

古
昔

御〔
※「

御
」は

丸
囲

み
文

字
〕念

而
。

「
眞

木
立

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
点

、傍
線

。「
荒

山
道

乎
」の

解
説

中「
深

山
な

れ
ば

、人
も

つ
ね

に
通

は
ず

し
て

、路
い

と
わ

ろ
く

、皇
子

な
ど

お
は

し
ま

す
べ

き
、路

に
は

あ
ら

ぬ
も

の
を

、と
い

ふ
こ

ゝ
ろ

を
こ

め
た

る
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。歌
意

の
説

明
に

、赤
鉛

筆
で

傍
線

、閉
じ

カ
ギ

括
弧

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

51
1

16茶
雑

歌
阿

騎
の

野
に

宿
る

旅
人

う
ち

靡
き

寐
も

寢
ら

め
や

も
古

お
も

ふ
に

柿
本

人
麻

呂
蔵

歌
人

91
1

16青
雑

歌
安

騎
の

野
に

宿
る

旅
人

う
ち

靡
き

寢
も

寢
ら

め
や

も
古

念
ふ

に
『

歌
人

研
究

』
1・

15の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
1

215
1

16
雑

歌
阿

騎
乃

野
爾

。宿
旅

人
。打

靡
。寐

毛
宿

良
目

八
方

。古
部

念
爾

。
蔵

書
に

は「（
17）」と

歌
番

号
を

誤
っ

て
書

込
み

。
「

宿
旅

人
」の

解
説

に「
從

駕
の

人
々

を
ひ

ろ
く

い
ふ

に
、お

の
づ

か
ら

皇
子

の
御

事
は

こ
も

れ
り〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。歌
意

の
説

明
中「

旅
人

と
あ

る
は

、從
賀

の
人

々
を

大
か

た
に

さ
し

て
云

る
詞

つ
き

に
て

、こ
れ

も
實

に
は

、輕
ノ

皇
子

を
さ

し
奉

れ
る

な
り

、さ
て

此
ノ

皇
子

、さ
ば

か
り

の
辛

苦
を

も
わ

す
れ

て
、ひ

と
へ

に
、父

尊
の

む
か

し
を

、そ
の

ば
せ

給
ふ

御
孝

心
の

ほ
ど

を
感

じ
奉

れ
る

事
を

長
歌

に
よ

み
、此

ノ
歌

に
は

、こ
よ

ひ
こ

ゝ
に

や
ど

ら
せ

給
ふ

御
心

の
う

ち
、い

か
に

お
は

し
ま

す
ら

む
と

お
も

ひ
や

り
奉

り
た

る
な

り
〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

51
1

17茶
雑

歌
眞

草
苅

る
荒

野
に

は
あ

れ
ど

黄
葉

の
過

ぎ
に

し
君

が
形

見
と

ぞ
來

し
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
91

1
17青

雑
歌

眞
草

苅
る

荒
野

に
は

あ
れ

ど
黄

葉
の

過
ぎ

に
し

君
が

形
見

と
ぞ

來
し

『
歌

人
研

究
』

1・
15の

項
参

照
。本

書
は

17（
15の

反
歌

の
第

二
首

）に
つ

い
て「「

黃
葉

の
」は

、「
過

ぎ
に

し
」の

枕
詞

で
あ

る
。過

ぎ
に

し
は

こ
の

世
か

ら
過

ぎ
去

つ
て

行
つ

た
意

味
で

、死
ん

で
し

ま
つ

た
こ

と
を

い
ふ

。黃
葉

が
散

つ
て

し
ま

ふ
と

こ
ろ

か
ら

、こ
の

枕
詞

を
成

し
て

ゐ
る

。こ
の

過
ぎ

に
し

君
は

、輕
の

皇
子

の
父

君
な

る
、亡

き
草

壁
の

皇
子

を
申

す
の

で
あ

る
が

、皇
子

は
四

月
に

薨
去

に
な

つ
た

の
で

あ
る

か
ら

、こ
の「

黃
葉

の
」は

、寧
、こ

の
歌

の
作

ら
れ

た
際

の
、目

の
觸

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
る

と
考

へ
ら

れ
る〔

傍
線

青
鉛

筆
〕。

（
略

）こ
ゝ

に「
黃

葉
の

の
句

が
有

る
に

依
れ

ば
、實

際
黃

葉
の

多
少

殘
つ

て
ゐ

る
頃

で
あ

ら
う

薄
も

穗
を

擴
げ

て
居

り
、雪

も
ち

ら
つ

く
頃

で
あ

つ
た

の
で

あ
ら

う
。こ

の
地

こ
そ

は
、亡

き
君

の
形

見
の

處
と

し
て

來
た〔

傍
線

茶
鉛

筆
〕」と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
1

216
1

17
雑

歌
眞

草
苅

。荒
野

二
者

雖
有

。黄
葉

。過
去

君
之

。形
見

跡
曾

來
師

。
「

荒
野

二
者

雖
有

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
黃

葉〔
青

鉛
筆

で
囲

み
〕」の

解
説

に「
過

去
と

い
は

む
料

の
枕

辭
に

お
け

る
な

り〔
波

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

51
1

18茶
雑

歌
東

の
野

に
か

ぎ
ろ

ひ
の

立
つ

見
え

て
か

へ
り

み
す

れ
ば

月
西

渡
き

ぬ
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
91

1
18青

雑
歌

東
の

野
に

陽
炎

の
立

つ
見

え
て

顧
み

す
れ

ば
月

傾
き

ぬ
『

歌
人

研
究

』
1・

15の
項

参
照

。本
歌

に
つ

い
て

は「
反

歌
の

第
三

首
、前

の
歌

で
古

を
思

ふ
こ

と
の

内
容

を
説

明
し

て
置

い
て

、し
か

も
轉

じ
て

こ
ゝ

に
は

、そ
の

場
所

の
光

景
を

叙
し

て
、全

體
の

空
氣

を
印

象
的

な
ら

し
め

て
ゐ

る
。古

を
思

う
爲

に
寢

ら
れ

な
か

つ
た

一
夜

は
、ほ

の
＼゙

／
と

明
け

は
な

れ
た

。（
略

）實
景

を
描

い
た

歌
を

挿
入

す
る

こ
と

に
依

つ
て

、全
體

の
空

氣
を

完
全

に
仕

立
て

ゝ
行

く
の

で
あ

る
。一

首
と

し
て

も
味

ふ
べ

き
で

あ
る

が
、勿

論
全

體
と

し
て

の
統

制
組

織
を

見
て

行
か

ね
ば

な
ら

ぬ
の

で
あ

る
」〔

茶
鉛

筆
で

三
重

丸
印

〕と
解

説
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
1

216
1

18
雑

歌
東

。野
炎

。立
所

見
而

。反
見

爲
者

。月
西

渡
。

「
東

」の
解

説
に「

漢
籍

な
ど

に
て

も
、ヒ

ン
ガ

シ
と

訓
來

れ
る

は
、中

古
迄

ヒ
ガ

シ
と

は
い

は
ざ

り
し

故
な

り〔
波

線
赤

鉛
筆

〕と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

類
別

上
51

1
19茶

雑
歌

日
並

の
皇

子
の

尊
の

馬
竝

め
て

御
獵

立
た

し
し

時
は

來
向

ふ
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
91

1
19青

雑
歌

日
並

み
し

皇
子

の
尊

の
馬

並
め

て
御

獵
立

た
し

ゝ
時

は
來

向
ふ

『
歌

人
研

究
』

1・
15の

項
参

照
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

古
義

1
218

1
19

雑
歌

日
雙

斯
。皇

子
命

。馬
副

而
。御

獵
立

師
斯

。時
者

來
向

。
「

日
雙

斯
」の

解
説

中「
草

壁
ノ

皇
子

ノ
尊

の
更

ノ
名

も
、日

並
所

知
皇

子
尊

と
申

せ
し

を
、歌

は
も

と
よ

り
常

に
も

省
き

て
、日

並
ノ

皇
子

ノ
尊

と
申

せ
し

な
り

」に
青

鉛
筆

で
波

線
。「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
1

211
1

51
雑

歌
八

隅
知

之
。吾

大
王

。高
照

。日
之

皇
子

。荒
妙

乃
。藤

原
我

宇
倍

爾
。食

國
乎

。賣
之

賜
牟

登
。都

宮
者

。高
所

知
武

等
。神

長
柄

。所
念

奈
戸

二
。天

地
毛

。綠
而

有
許

曾
。磐

走
。淡

海
乃

國
之

。衣
手

能
。田

上
山

之
。眞

木
佐

苦
。檜

乃
嬬

手
乎

。物
乃

布
能

。八
十

氏
河

爾
。玉

藻
成

。浮
倍

流
禮

。其
乎

取
登

。散
和

久
御

民
毛

。家
忘

。身
毛

多
奈

不
知

。鴨
自

物
。水

爾
淨

居
而

。吾
作

。日
之

御
門

爾
。不

知
國

。依
巨

勢
道

從
。我

國
者

。常
世

爾
成

牟
圖

負
留

。神
龜

毛
。新

代
登

。泉
乃

河
爾

。持
越

流
。眞

木
乃

都
麻

手
乎

。百
不

足
。五

十
日

太
爾

作
。泝

須
良

牟
。伊

蘇
波

久
見

者
。神

隨
爾

有
之

。

「
藤

原
我

宇
倍

」の
解

説
に「

上
下

を
い

ふ
上

に
は

あ
ら

ず
、邊

と
い

ふ
意

に
近

し〔
波

線
赤

鉛
筆

〕さ
れ

ば
た

ゞ
藤

原
の

地
の

あ
た

り
と

意
得

て
有

べ
し〔

波
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
り

。「
天

地
毛〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説

に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

檜
乃

嬬
手〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説

に
青

鉛
筆

で
波

線
。「

物
乃

布
能

」の
解

説「
八

十
伴

ノ
緒

と
云

る
と

同
じ

く
、武

キ
人

の
み

な
ら

ず
、凡

て
朝

廷
に

仕
奉

る
人

を
も

、皆
母

能
々

布
と

云
る

、其
ノ

氏
々

の
多

き
意

に
て

、彼
ノ

八
十

と
い

は
ず

し
て

、た
ゞ

も
の

ゝ
ふ

の
う

ぢ
と

い
ひ

、又
ち

は
や

ぶ
る

う
ぢ

、ち
は

や
人

う
ぢ

、な
ど

ゝ
云

る
と

は
、つ

ゞ
け

の
意

異
な

り
」に

黒
イ

ン
ク

で
波

線
。「

自
物〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

泝
須

良
牟

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

伊
蘇

波
久

見
者〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」「

神
隨

爾
有

之
」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意
は

」に
青

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

藤
原

の
宮

の
役

民

蔵
類

別
上

111
1

51
雑

歌
采

女
の

袖
吹

き
か

へ
す

明
日

香
風〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕京
を

遠
み

い
た

づ
ら

に
吹

く
志

貴
皇

子
蔵

古
義

1
257

1
51

雑
歌

女
乃

。袖
吹

反
。明

日
香

風
。京

都
乎

遠
見

。無
用

爾
布

久
。

「
京

都
乎

遠
見〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

志
貴

皇
子

ノ
輕

の
里

561
1

51
雑

歌
采

女
の

袖
吹

き
か

へ
す

飛
鳥

風
、都

を
遠

み
、い

た
づ

ら
に

吹
く

。
志

貴
皇

子
蔵

古
義

1
259

1
52

雑
歌

八
隅

知
之

。和
期

大
王

。高
照

。日
之

皇
子

。麁
妙

乃
。藤

井
我

原
爾

。大
御

門
。始

賜
而

。埴
安

乃
。堤

上
爾

。在
立

之
。見

之
賜

者
。日

本
乃

。靑
香

具
山

者
。日

經
乃

。大
御

門
爾

。靑
山

跡
。之

美
佐

備
立

有
。畝

火
乃

。此
美

豆
山

者
。日

緯
能

。大
御

門
爾

。彌
豆

山
跡

。山
佐

備
伊

座
。耳

無
之

。靑
菅

山
者

。背
友

乃
。大

御
門

爾
。宣

名
倍

。神
佐

備
立

有
。名

細
。吉

野
乃

山
者

。影
友

乃
。大

御
門

從
。雲

居
爾

曾
。遠

久
有

家
留

。高
知

也
。天

之
御

蔭
。天

知
也

。日
之

御
影

乃
。水

許
曾

波
。常

盤
爾

有
米

。御
井

之
淸

水
。

「
在

立
之

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

日
緯

能〔
青

鉛
筆

で
囲

み
〕」の

解
説

中「
成

務
天

皇
ノ

紀
」「

本
朝

月
令

に
、高

橋
ノ

氏
文

ニ
云

、云
々

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
、そ

れ
ぞ

れ
の

説
に

赤
鉛

筆
で

波
線

、傍
線

。「
日

經
乃〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

背
友

乃
・

影
友

之
」

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意
」に

青
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。

作
者

未
詳

蔵
大

和
路

511
1

52
雑

歌
…

…
埴

安
の

堤
の

上
に

あ
り

立
た

し
見

し
給

へ
ば

…
…

香
具

山
は（

日
の

經
の

大
御

門
に

）春
山

と
茂

き
さ

び
立

て
り

…
…

畝
傍

ノ
山

は（
日

の
緯

の
大

御
門

に
）み

づ
山

と
山

さ
び

い
ま

す
…

…
耳

成（
の

青
菅

）山
は

、（
背

面
の

大
御

門
に

）よ
ろ

し
な

へ
神

さ
び

立
て

り
。吉

野
ノ

山
は（

影
面

の
大

御
門

ゆ
）雲

居
に

ぞ
遠

く
あ

り
け

る
。…

…
水

こ
そ

は
と

こ
し

へ
な

ら
め

、御
井

の
眞

清
水

。

作
者

未
詳

蔵
古

義
1

266
1

51
雑

歌
藤

原
之

。大
宮

都
加

倍
。安

禮
衝

哉
。處

女
之

友
者

。乏
吉

呂
賀

聞
。

「
安

禮
衝

哉〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

衝
は

借
リ

字
に

て
、顯

齋
な

る
べ

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕、顯
は

顯
露

事
現

人
神

な
ど

の
顯

現
と

同
言

な
る

べ
し

、齋
と

は
、神

功
皇

后
ノ

紀
に

、撞
賢

木
嚴

之
御

魂
、古

事
記

雄
略

天
皇

ノ
條

ノ
歌

に
、美

母
呂

爾
都

久
夜（

略
）集

中
七

ノ
巻

に
、三

諸
就

三
輪

山〔
※
1095〕、六

ノ
巻

に
三

諸
著

鹿
背

山〔
※
1059〕な

ど
あ

る
都

久
に

て
敬

齋
て

奉
仕

る
こ

と
な

り
、〔

波
線

赤
鉛

筆
〕

（
略

）此
ノ

歌
の

安
禮

衝
は

、奉
仕

り
い

つ
き

ま
つ

る
意

な
る

べ
し〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
乏

吉
呂

賀
聞

」の
解

説
中「

う
ら

や
ま

し
き

を
、古

言
に

乏
き

と
い

へ
る

例〔「
例

」に
赤

鉛
筆

で
丸

囲
み

〕」に
赤

鉛
筆

で
、「

呂
は

助
辭

な
り

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
説

明
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。

作
者

未
詳

蔵
牧

野
61

1
51

雑
歌

巨
勢

山
乃

　
列

列
椿

　
都

良
都

良
爾

　
見

乍
思

奈
　

許
湍

乃
春

野
乎

 
「

萬
葉

集
巻

一
の

草
木

解
釈

」中
の「

ツ
ラ

ツ
ラ

ツ
バ

キ
」の

項
。解

説
に「

ツ
バ

キ
の

木
が

澤
山

連
な

り
續

い
て

茂
り

、花
も

咲
き

滿
ち

て
ゐ

る
の

を
謂

つ
た

も
の

で
あ

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

坂
門

人
足

蔵
古

義
1

285
1

51
雑

歌
巨

勢
山

乃
。列

列
椿

。都
良

都
良

爾
。見

乍
思

奈
。許

湍
乃

春
野

乎
。

「
列

々
椿〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

都
良

都
良

爾
」の

解
説

に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

見
乍

思
奈

」の
解

説
中「

奈
は

牟
を

急
に

云
る

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
波

線
。

余
白

に「
二

百
七

十
頁

ヨ
リ

續
ク

、（
六

六
─

七
〇

）〔
黒

イ
ン

ク
〕」と

書
込

み
。

坂
門

人
足

蔵
古

義
1

291
1

55
雑

歌
朝

毛
吉

。木
人

乏
母

、亦
打

山
。行

來
跡

見〔
※

振
り

仮
名「

サ（
原

文
）」を

赤
鉛

筆
で「

ミ
」

と
修

正
〕良

武
。樹

人
友

師
母

。
「

朝
毛

吉〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
木

人
乏

母
」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
波

線
。「

行
來

跡
見

良
武〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
カ

ヨ
フ

ト
ミ

ラ
ム〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕と

も
訓

べ
け

れ
ど

も
、猶

こ
ゝ

は
ユ

キ
ク

ト
ミ

ラ
ム

と
訓

べ
し

」と
あ

る
。歌

意
の

説
明

に
青

鉛
筆

で
波

線
。

調
首

淡
海
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蔵
牧

野
61

1
57

雑
歌

引
馬

野
爾

　
仁

保
布

榛
原

　
入

亂
　

衣
爾

保
波

勢
　

多
鼻

能
知

師
爾

「
萬

葉
集

卷
一

の
草

木
解

釈
」中

の「
ハ

リ
」の

項
。仮

説
に「

ハ
リ

は
ハ

リ
ノ

キ
で

今
日

で
は

普
通

に
ハ

ン
ノ

キ
と

呼
ん

で
ゐ

る（
略

）日
本

で
榛

の
字

を
用

ゐ
て

ゐ
れ

ど
是

れ
は

漢
名

で
は

な
く

全
く

俗
字

で
あ

る
、そ

し
て

榛
字

音
は

シ
ン

で
元

來
は

ハ
シ

バ
ミ

の
漢

名
で

あ
る（

略
）ハ

リ
即

ち
ハ

ン
ノ

キ
は

カ
バ

ノ
キ

科
の

落
葉

樹
で

、山
間

の
濕

り
た

る
地

を
好

ん
で

生
じ

處
々

に
林

を
成

し
て

ゐ
る（

略
）ハ

リ
は

人
に

よ
り

ハ
ギ

即
ち

萩（
略

）で
あ

る
と

云
ふ

説
が

あ
る（

略
）數

首
の

歌
の

中
に

て
却

て
ハ

ギ
で

あ
る

方
が

可
い

様
に

思
は

れ
る

、昔
は

ハ
ギ

の
花

も
衣

に
摺

り
て

其
花

色
を

移
し

た
事

も
あ

つ
た

で
あ

ら
う〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。

長
意

吉
麻

呂

蔵
古

義
1

291
1

57
雑

歌
引

馬
野

爾
仁

保
布

榛
原

。入
亂

。衣
爾

保
波

勢
。多

鼻
能

知
師

爾
。

「
衣

爾
保

波
勢

」の
解

説
に「

衣
に

ほ
は

せ
よ

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」「

衣
を

摺
て

色
に

染
す

る
を

い
ふ〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

長
忌

寸
意

吉
麻

呂

蔵
類

別
上

116
1

58茶
・

赤
雑

歌
何

所
に

か
船

泊
す

ら
む

安
禮

の
埼〔

※
傍

線
茶

イ
ン

ク
〕こ

ぎ
囘

み
行

き
し

棚
無

し
小

舟
茶

イ
ン

ク
で

、上
部

余
白

に「
※

夜
フ

ケ
テ

晝
見

タ
唯

一
艘

ノ
丸

木
小

舟
ノ

ド
コ

カ
ノ

港
デ

船
ガ

カ
リ

シ
タ

様
子

ヲ
思

ヒ
ヤ

ツ
テ

ヰ
ル

ノ
デ

ア
ル

、瞑
想

的
ナ

寂
シ

サ
デ

而
モ

博
大

ナ
心

ガ
見

エ
ル

。」〔
折

口
信

夫「
叙

景
詩

の
発

生
」〕、「

安
禮

の
埼

」の
横

に「
※

參
河

國
ノ

埼
ナ

ル
ベ

シ
」と

書
込

み
。

高
市

黒
人

蔵
古

義
1

296
1

58
雑

歌
何

所
爾

可
。船

泊
爲

良
武

。安
禮

乃
崎

。榜
多

味
行

之
。棚

無
小

舟
。

「
榜

多
味

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
高

市
黒

人
ノ

古
代

2
21

1
58

雑
歌

何
處

に
か

船
泊

て
す

ら
む

安
禮

ノ
崎

、漕
ぎ

廻
み

行
き

し
枻

な
し

小
舟

歌
に

続
き「

夜
フ

ケ
テ

、晝
見

タ
唯

一
艘

ノ
丸

木
小

舟
ノ

ド
コ

カ
ノ

港
デ

船
ガ

カ
リ

シ
タ

様
子

ヲ
思

ヒ
ヤ

ツ
テ

ヰ
ル

ノ
デ

ア
ル

。瞑
想

的
ナ

寂
シ

サ
デ

、而
モ

博
大

ナ
心

ガ
見

エ
ル

」と
あ

る
。『

作
者

類
別

上
』

1・
58の

項
参

照
。

高
市

黒
人

蔵
古

義
1

297
1

59
雑

歌
流

經
。妻

吹
風

之
。寒

夜
爾

。吾
勢

能
君

者
。獨

香
宿

良
武

。
「

流
經

」の
解

説
に「

ナ
ガ

ラ
フ

ル〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕と
訓

べ
し（

略
）流

は
、零

こ
と

な
り

、さ
て

流
を

伸
て

流
經

と
い

へ
る

は
、絶

ず
引

つ
ゞ

き
て

、長
に

零
ル

よ
し

な
り〔

波
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
妻〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

誉
謝

女
王

蔵
古

義
1

298
1

61
雑

歌
暮

相
而

。朝
面

無〔
※「

無
」の

横
に

青
鉛

筆
で「

序
」と

書
込

み
〕美

。隱〔
※「

隠
」に

青
鉛

筆
で

開
き

カ
ギ

括
弧

〕爾
加

。氣
長

妹
之

。廬
利

爲
里

計
武

。
「

朝
面

無
美

」の
解

説
に「

朝
に

面
目

の
無

さ
に

と
い

ふ
が

ご
と

し
、交

接
た

る
そ

の
朝

め
て

、羞
ら

ひ
て

面
隱

す
る

よ
し

も
て

、隱
の

序
〔

青
鉛

筆
で「

隱
の

」に
四

角
囲

み「
序

」に
丸

囲
み

〕と
せ

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

隠〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

、「
廬

利
」の

解
説

に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

長
皇

子

蔵
古

義
1

299
1

61
雑

歌
大

夫
之

。得
物

矢
手

挿
。立

向
。射

流
圓

方
波

。見
爾

淸
潔

之
。

「
得

物
矢

手
挿

」の
解

説
に

青
鉛

筆
で

傍
線

、赤
鉛

筆
で

傍
線

、囲
み

。
左

注
の「

從
駕

作
。」の

ル
ビ「

オ
ホ

ミ
ト

モ
ツ

カ
ヘ

マ
ツ

リ
テ

ヨ
メ

ル
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

。
舎

人
娘

子

蔵
古

義
1

289
1

62
雑

歌
在

根
良

對
馬

乃
渡

。渡
中

爾
。幣

取
向

而
。早

還
許

年
。

「
對

馬
乃

渡
」の

解
説「

古
ヘ

は
海

に
も

云
り

き
、卽

チ
海

を
和

多
と

い
ふ

も
、渡

の
謂

な
り

、故
レ

こ
ゝ

に
渡

渡
中

、と
あ

る
に

て
心

得
べ

し
、す

べ
て

渡
は

、浮
び

行
く

を
い

ふ
語

な
り

」、「
早

還
許

年
」の

解
説「

年
は

希
望

辭
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

春
日

老

蔵
古

義
1

291
1

61
雑

歌
去

來
子

等
。早

日
本

邊
。大

伴
乃

御
津

乃
濱

松
。待

戀
奴

良
武

。
「

早
日

本
邊〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
阿

部
氏

ノ
考〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕に
、ハ

ヤ
ク

ヤ
マ

ト
ヘ

と
訓（

略
）略

解〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕に

ハ
ヤ

モ
ヤ

マ
ト

ヘ
と

よ
み

た
る

も
、と

も
に

わ
ろ

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」「
古

事
記

下
巻〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕（
略

）ハ
ヤ

ヤ
マ

ト
ヘ

ニ〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕と
訓

べ
し

」と
あ

る
。

山
上

憶
良

蔵
牧

野
62

1
61

雑
歌

葦
那

行
　

鴨
之

羽
我

比
爾

　
霜

零
而

　
寒

暮
者

　
倭

之
所

念
「

萬
葉

集
卷

一
の

草
木

解
釈

」中
の「

ア
シ

」の
項

。解
説

に「
ア

シ
は

又
ヨ

シ
と

も
謂

は
る

ゝ
が

是
れ

は
ア

シ
を

惡
し

い
と

て
緣

起
を

祝
ひ

よ
し

卽
ち

善
し

と
爲

た
も

の
で

本
來

の
名

は
正

し
く

ア
シ

で
あ

る（
略

）ア
シ

は
漢

名
を

蘆
と

書
く

又
葦

と
書

い
て

も
宜

し
く

、又
葭

と
書

い
て

も
差

支
へ

は
な

い（
略

）然
か

し
支

那
の

説
で

は
初

生
の

芽
出

し
が

葭
で

其
れ

が
も

つ
と

生
長

し
た

場
合

が
蘆

で
、そ

し
て

充
分

成
長

し
た

も
の

が
葦

で
あ

り
葦

は
偉

大
の

意
味

だ
と

書
い

て
あ

る（
略

）莖
卽

ち
稈

は
ヨ

シ
葦

簾
に

す
る（

略
）ア

シ
は

禾
本

科
の

一
種

で
あ

る（
略

）秋
に

至
り

梢
頂

に
褐

紫
色

の
花

穂
を

出
し

多
數

の
頴

花
か

ら
成

り
ふ

さ
＼

／
と

し
て

風
來

れ
ば

靡
て

ゐ
る

、老
ゆ

れ
ば

白
毛

が
出

て
所

謂
蘆

花
を

成
し

、枯
殘

せ
る

冬
天

の
蘆

葦
は

歸
雁

に
伴

ふ
て

大
に

詩
情

を
そ

そ
る

も
の

で
あ

る（
略

）其
葉

一
方

よ
り

風
來

れ
ば（

略
）葉

鞘
ね

ぢ
れ

て
葉

片
は

其
ま

ゝ
依

然
と

し
て

ゐ
る

。此
の

如
き

場
合

が
所

謂
片

葉
ノ

蘆〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

志
貴

皇
子

蔵
類

別
上

111
1

61青
雑

歌
葦

邊
ゆ

く
鴨

の
羽

交
に

霜
零

り
て

寒
き

夕
は

大
和

し
思

ほ
ゆ

志
貴

皇
子

蔵
古

義
1

112
1

61
雑

歌
葦

邊
行

。鴨
之

羽
我

比
爾

。霜
零

而
。寒

暮
者

。倭
之

所
念

。
「

鴨
之

羽
我

比
爾

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

、同
解

説
中「

羽
我

比
は

羽
交

に
て

、羽
の

打
交

ひ
た

る
所

を
云

が
本

」に
赤

鉛
筆

で
波

線
。

志
貴

皇
子

蔵
（

牧
野

）
65

1
65

雑
歌

霰
打

　
安

良
禮

松
原

　
住

吉
之

　
弟

日
娘

與
　

見
禮

常
不

飽
香

聞
「

萬
葉

集
卷

一
の

草
木

解
釈

」中
の「

マ
ツ

」の
項

。解
説

に「
ア

カ
マ

ツ
は

山
地

に
多

く
ク

ロ
マ

ツ
は

海
邊

に
多

い（
略

）五
葉

ノ
松

で
あ

つ
た

ら
其

五
本

の
針

狀
葉

の
中

心
か

ら
枝

が
出

て
來

る（
略

）次
年

の
秋

に
全

く
熟

し
て

硬
い

鱗
片

を
開

き（
略

）所
謂

松
毬

卽
ち

マ
ツ

カ
サ

で
ク

ロ
マ

ツ
の

も
の

は
ア

カ
マ

ツ
の

も
の

よ
り

少
々

大
き

い
、種

子
に

は
翅

が
あ

つ
て

風
に

吹
か

れ
て

其
地

此
地

に
飛

び
散

り
其

落
ち

た
處

に
仔

苗
を

生
ず

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

長
皇

子

蔵
古

義
1

111
1

65
雑

歌
霰

打
。安

良
禮

松
原

。住
吉

之
。弟

日
娘

與
。見

禮
常

。不
飽

香
聞

。
「

霰
打〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
波

線
。「

弟
日

娘
與

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

丸
印

、傍
線

。
歌

意
の

説
明

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

長
皇

子

蔵
（

牧
野

）
65

1
66

雑
歌

大
伴

乃
　

高
師

能
濱

乃
　

松
之

根
乎

　
枕

宿
杼

　
家

之
所

偲
由

「
萬

葉
集

卷
一

の
草

木
解

釈
」中

の「
マ

ツ
」の

項
。「（

牧
野

）」
1・

65の
項

参
照

。
置

始
東

人
蔵

古
義

1
271

1
66

雑
歌

大
伴

乃
。高

師
能

濱
乃

。松
之

根
乎

。枕
宿

杼
。家

之
所

偲
由

。
題

詞
の

解
説

の
余

白
に

黒
イ

ン
ク

で「
参

考（
五

四
─

六
五

）ハ
二

八
五

頁
以

下
ニ

解
説

」と
書

込
み

。本
書

は
本

歌
を

51〜
65に

先
立

っ
て

収
録

。
「

枕
宿

杼
」の

解
説「

枕
を

マ
キ

テ
と

訓
は

、マ
ク

ラ
と

云
も

則
纒

ク
よ

し
の

稱
な

れ
ば

、は
た

ら
か

し
て

マ
キ

と
も

マ
ク

と
も

訓
な

り
、

十
ノ

巻
に

も
、君

之
手

毛
末

枕
者〔
※
2071〕と

あ
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
説

明
に

青
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

。

置
始

東
人

蔵
古

義
1

216
1

67
雑

歌
旅

爾
之

而
。物

戀
之

伎
乃

。鳴
事

毛
。不

所
聞

有
世

者
。孤

悲
而

死
萬

思
。

「
鳴

事
毛〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
必

ス
誤

な
り（

略
）イ

ヘ
ゴ

ト
モ

と
訓

べ
し

、家
事

は
、家

語
の

義
に

て
、家

人
の

語
を

、旅
な

る
人

へ
使

し
て

告
來

る
こ

と
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

高
安

大
島

蔵
古

義
1

276
1

68
雑

歌
大

伴
乃

。美
津

能
濱

爾
有

。忘
貝

。家
爾

有
。妹

乎
。忘

而
念

哉
。

「
美

津
」の

解
説

に「
才

徳
勇

威
あ

る
を

い
ふ

詞
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」「
大

伴
氏

は
世

々
武

勇
事

も
て

、皇
朝

の
御

守
衞

と
あ

る
職

な
れ

ば
、大

伴
氏

の
才

徳
勇

威
あ

る
意

も
て

美
都

に
い

ひ
か

け
し

も
の

な
り〔

波
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

身
人

部
王

蔵
古

義
1

281
1

69
雑

歌
草

枕
。客

去
君

跡
。知

麻
世

婆
。岸

之
埴

布
爾

。仁
寶

播
散

麻
思

乎
。

「
知

麻
世

婆〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説
に

青
鉛

筆
で

波
線

。「
岸

之
埴

布
爾

」の
解

説
に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
仁

寶
播

散
麻

思
乎

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

、波
線

。「
歌

意
」に

青
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。
清

江
娘

子

蔵
類

別
上

116
1

71赤
雑

歌
大

和
に

は
鳴

き
て

か
來

ら
む〔

※「
来

ら
む

」に
茶

イ
ン

ク
で

傍
点

〕呼
子

鳥
象

の
中

山〔
※

傍
線

茶
イ

ン
ク

〕呼
び

ぞ
越

ゆ
な

る
茶

イ
ン

ク
で

、「
來

ら
む

」の
横

に「
※「

行
く

ら
む

」ト
イ

フ
意

ニ
同

ジ
也

、彼
方（

大
和

）ヲ
主

ト
シ

テ
云

ヘ
ル

ナ
リ

　
山

田
博

士
ノ

説
」

と
、「

象
の

中
山

」の
横

に「
象

山
─

吉
野

離
宮

ノ
ア

リ
シ

宮
瀧

ノ
南

ニ
ア

ル
山

ナ
リ

」〔
山

田
孝

雄『
萬

葉
集

講
義

巻
一

』〕と
書

込
み

。
高

市
黒

人

蔵
古

義
1

281
1

71
雑

歌
倭

爾
者

。鳴
而

歟
來

良
武

。呼
兒

鳥
。象

乃
中

山
。呼

曾
越

奈
流

。
「

鳴
而

歟
来

良
武

」の
解

説「
こ

は
京

師
戀

し
く

お
も

ふ
を

り
し

も
、あ

は
れ

呼
兒

鳥
の

聲
な

つ
か

し
く

、象
の

中
山

を
よ

び
つ

ゝ
ぞ

越
な

る
、お

の
が

戀
し

く
思

ふ
京

師
邊

に
は

、今
鳴

き
て

來
ら

む
か

と
、京

師
を

内
に

し
て

い
へ

る
な

り
」に

青
鉛

筆
で

波
線

。「
呼

兒
鳥

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。歌

意
の

説
明

に
赤

鉛
筆

で
波

線
。

高
市

黒
人

蔵
古

義
1

116
1

71
雑

歌
倭

戀
。寐

之
不

所
宿

爾
。情

無
。此

渚
崎

爾
。多

津
鳴

倍
思

哉
。

「
寐

之
不

所〔
傍

線
青

鉛
筆

〕宿
爾

」の
解

説
中「

宿
て

も
寝

入
れ

ぬ
も

の
を

の
意

」、「
多

津
鳴

倍
思

哉
」の

解
説

中「
哉

は
後

ノ
世

の
也

波
の

意
な

り
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

忍
坂

部
乙

麻
呂

蔵
（

牧
野

）
55

1
72

雑
歌

玉
藻

苅
　

奥
敝

波
不

榜
　

敷
妙

之
　

枕
之

邊
　

忘
可

禰
津

藻
「

萬
葉

集
卷

一
の

草
木

解
釈

」中
の「

タ
マ

モ
」の

項
。万

1・
21「（

牧
野

）」参
照

。
藤

原
宇

合
蔵

古
義

1
117

1
72

雑
歌

玉
藻

苅
。奥

敝
波

不
榜

。敷
妙

之
。枕

之
邊

。忘
可

禰
津

藻
。

赤
鉛

筆
で

、「
玉

藻
苅

」の
解

説「
こ

ゝ
は

枕
詞

よ
り

は
、底

ノ
方

に
つ

き
て

い
ひ

か
け

、う
け

た
る

う
へ

に
て

は
邊

を
さ

か
り

た
る

澳
の

意
な

り
」に

傍
線

、「
枕

之
邊〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

邊
の

方
に

た
び

ね
し

た
る

、そ
の

枕
の

ほ
と

り
と

い
ふ

な
る

べ
し

」に
波

線
。

藤
原

宇
合

ノ
水のうへ

519
1

72青
雑

歌
た

ま
藻

刈
る

濱
べ

は
漕

が
じ

。し
き

た
へ

の
枕

の
あ

た
り

忘
れ

か
ね

つ
も〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕。
「

荒
雄

の
死

」の
見

出
し

で
記

さ
れ

た
文「

或
ル

同
僚

が〈
危

険
な

〉送
粮

船
の

監
督

に
あ

て
ら

れ
る

。「
家

な
る

妹
」を

思
つ

て
歎

い
て

ゐ
る（

略
）」の

上
部

余
白

に
青

鉛
筆

で
記

載
。

藤
原

宇
合

ノ
水のうへ

556
1

72赤
雑

歌
た

ま
藻

刈
る

浜
べ

は
漕

が
じ

。し
き

た
へ

の
枕

の
あ

た
り

、忘
れ

か
ね

つ
も

。
72、251、1617は

、「
妹

を
偲

ぶ
歌

」の
見

出
し

で
記

さ
れ

た
文

の
上

余
白

に
赤

鉛
筆

で
記

載
。「

ノ
オ

ト
水のうへ」15・

1617の
項

参
照

。
藤

原
宇

合
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蔵
牧

野
68

1
71

雑
歌

吾
妹

子
乎

　
早

見
濱

風
　

倭
有

　
吾

松
椿

　
不

吹
有

勿
勤

「
萬

葉
集

卷
一

の
草

木
解

釈
」中

の「
ツ

バ
キ

」の
項

。解
説

に「
ツ

バ
キ

の
名

は
此

葉
が

厚
い

か
ら

厚
葉

木
の

意
で

其
首

め
の

ア
が

略
さ

れ
た

も
の

だ
と

謂
ひ

又
光

澤
が

あ
る

に
基

い
た

名
と

も
謂

は
れ

て
ゐ

る（
略

）目
白

の
鳥

が
其

れ
を

吸
ひ

に
來

り
其

際
に

花
粉

を
柱

頭
に

傳
へ

媒
助

し
て

呉
れ

る
、故

に
ツ

バ
キ

は
鳥

媒
花

で
あ

る
と

謂
へ

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

長
皇

子

蔵
古

義
1

111
1

71
雑

歌
吾

妹
子

乎
。早

見
濱

風
。倭

有
。吾

松
椿〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕。不
吹

有
勿

勤〔
※

波
線

青
鉛

筆
〕。

「
吾

松
椿〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

椿
は

樹
ノ

字
の

寫
誤

な
る

べ
し

」に
赤

鉛
筆

で
、「

不
吹

有
勿

勤
」の

解
説「

ふ
く

べ
き

を
吹

ず
に

を
る

こ
と

な
か

れ
、と

い
ふ

意
な

り
、勿

は
そ

の
事

を
や

め
さ

せ
む

と
す

る
詞

な
り

」に
青

鉛
筆

で
波

線
。

長
皇

子

蔵
古

義
1

111
1

71
雑

歌
見

吉
野

乃
。山

下
風

之
。寒

久
爾

。爲
當

也
今

夜
毛

。我
獨

宿
牟

。
「

寒
久

爾〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説「
寒

く
あ

る
に

と
い

ふ
ほ

ど
の

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
爲

當
也

今
夜

毛
」の

解
説「

波
多

は
そ

の
も

と
心

に
欲

は
ず

、厭
ひ

惡
み

て
あ

る
こ

と
な

れ
ど

、外
に

す
べ

き
す

ぢ
な

く
て

、止
ご

と
な

く
す

る
を

い
ふ

詞
な

り
」に

青
鉛

筆
で

波
線

。
「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。

文
武

天
皇

（
或

云
）

蔵
古

義
1

115
1

75
雑

歌
宇

治
間

山
。朝

風
寒

之
。旅

爾
師

手
。衣

應
借

。妹
毛

有
勿

久
爾

。
「

旅
爾

師
手

」の
解

説
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
衣

應
借〔

青
鉛

筆
で

傍
線

〕」の
解

説
に「

京
に

て
は

、妹
に

起
わ

か
れ

し
朝

な
ど

は
、寒

か
ら

む
と

て
、妹

が
衣

を
か

し
な

ど
し

た
る

こ
と

も
有

し
が

、さ
や

う
の

妹
も

あ
ら

ぬ
こ

と
な

る
も

の
を

、と
い

ふ
な

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕、す
べ

て
女

の
衣

を
男

に
借

シ
て

著
す

る
こ

と
、古

の
な

ら
は

し
な

り〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。左
注

の
解

説「
長

屋
ノ

王
ハ

、天
皇（

天
武

）之
孫

、高
市

ノ
親

王
之

子
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。

長
屋

王

蔵
古

義
1

118
1

76
雑

歌
大

夫
之

、鞆
乃

音
爲

奈
利

。物
部

乃
。大

臣
。楯

立
良

思
母

。
「

鞆
乃

音
爲

奈
利〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
鞆

ノ
字

は
漢

國
の

字
書

に
は

无
シ

、御
國

に
て

造
り

し
字

な
る

べ
し

、此
ノ

物
後

ノ
世

は
絶

て
用

る
事

な
し（

略
）鞆

は
形

丸
く

中
は

空
虛

に
て

、鞠
の

如
く

、革
に

て
縫

括
り

た
る

物
な

り〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

物
部〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説「

本
居

氏
ノ

説
を

引
て

云
る

ご
と

く
、總

て
武

事
職

を
以

任
ヘ

奉
る

建
士

の
稱

な
り

」に
青

鉛
筆

で
波

線
。「

大
臣

」
の

解
説「

前
津

公
は

、天
皇

の
前

に
候

ふ
公

て
ふ

こ
と

に
て

、ひ
ろ

く
侍

臣
を

さ
し

て
い

ふ
こ

と
」に

赤
鉛

筆
で

波
線

。「
楯

立
良

思
母

」の
解

説
に「

良
思

は
、上

に
い

へ
る

が
如

く
、推

は
か

り
て

い
ふ

辭
に

て
、俗

に
そ

う
な

と
い

ふ
こ

ゝ
ろ

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
大

御
歌

ノ
意

は
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。

元
明

天
皇

蔵
古

義
1

121
1

77
雑

歌
吾

大
王

。物
莫

御
念

。須
賣

神
乃

。嗣
而

賜
流

。吾
莫

勿
久

爾
。

「
嗣

而
賜

流
」の

解
説「

皇
統

の
繼

嗣
に

嗣
て

、皇
神

の
言

依
サ

し
賜

へ
る

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

御
名

部
皇

女
蔵

古
義

1
121

1
78

雑
歌

飛
鳥

。明
日

香
能

里
乎

。置
而

伊
奈

婆
。君

之
當

者
。不

所
見

香
聞

安
良

武
。

解
説

に「
飛

鳥
は〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕、明
日

香
を

い
は

む
料

の
枕

詞
な

り
、集〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕中

に
甚

多
し

、こ
は

飛
ブ

鳥
の

足
輕

と
い

ふ
意

な
る

を
、明

日
香

に
い

ひ
屬

た
る

も
の

な
り〔

波
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）鴨

云
船（

略
）天

鳩
船

な
ど

い
へ

る
も

、そ
の

行
こ

と
の

い
と

迅
し

て
、足

輕
き

を
鳥

に
か

た
ど

り
た

る
に

て
、飛

鳥
の

足
輕

と
い

ふ
べ

き
理

、自
ら

し
る

か
り

け
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。歌
意

の
説

明
に

開
き

カ
ギ

括
弧

。

持
統

天
皇（

一
書

）

蔵
古

義
1

129
1

79
雑

歌
天

皇
乃

。御
命

畏
美

。柔
備

爾
之

。家
乎

擇
。隱

國
乃

。泊
瀬

乃
川

爾
。舼

浮
而

。吾
行

河
乃

。
川

隈
之

。八
十

阿
不

落
。萬

段
。顧

爲
乍

。玉
桙

乃
。道

行
晩

。青
丹

吉
。楢

乃
京

師
乃

。佐
保

川
爾

。伊
去

至
而

。我
宿

有
。衣

乃
上

從
。朝

月
夜

。淸
爾

見
者

。栲
乃

穂
爾

。夜
之

霜
落

。磐
床

等
。川

之
氷

凝
。冷

夜
乎

。息
言

無
久

。通
乍

。作
家

爾
。千

代
二

手
來

。座
牟

公
與

。吾
毛

通
武

。

「
御

命
畏

美〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

御
命

畏
こ

ま
り

な
り〔

波
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）俗

言
に

奉
畏

リ
と

云
む

が
如

し〔
波

線
青

鉛
筆

〕」、
「

柔
備

爾
之

」の
解

説
に「

柔
和

な
る

意
、備〔「

備
」は

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕は
荒

-備
 踈

-備
 な

ど
の

備
に

同
じ

く
て

、そ
の

形
容

を
い

ふ
言

な
り

、賑〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕は
ふ

と
い

ふ
も

此
ノ

詞
よ

り
い

ふ
な

り
」、赤

鉛
筆

で
波

線
、囲

み
。「

清
爾

見
者

」の
解

説
に「

そ
の

わ
た

り
の

け
し

き
の

、な
ご

り
な

く
見

ゆ
る

さ
ま

を
云〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
歌

ノ
意〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

説
明

に
赤

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
、青

鉛
筆

で
閉

じ
カ

ギ
括

弧
。

作
者

未
詳

蔵
古

義
1

119
1

81
雑

歌
靑

丹
吉

。寧
樂

乃
家

爾
者

。萬
代

爾
。吾

母
將

通
。忘

跡
念

勿
。

「
忘

跡
念

勿
」の

解
説

に「
土

佐
日

記
に

、祈
リ

來
る

風
間

と
え

ず〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

歌
ノ

意
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。
作

者
未

詳
蔵

古
義

1
111

1
81

雑
歌

山
邊

乃
。御

井
乎

見
我

氐
利

。神
風

乃
。伊

勢
處

女
等

。相
見

鶴
鴨

。
「

見
我

氐
利

」の
解

説
中「

好
忠

集
に

、す
ゞ

み
が

て
ら

な
ど

あ
り

、後
に

は
が

て
ら

と
の

み
云

り
」に

赤
鉛

筆
で

、「
神

風
乃

」の
解

説
中

「
天

降
」を

め
ぐ

る「
山

崎
氏

ノ
説

に
」「

神
代

紀
皇

孫
降

臨
ノ

條
ノ

一
書

」「
平

家
物

語
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意

は
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。

長
田

王

蔵
口

譯
1

29
1

82緑
雑

歌
う

ら
さ

ぶ
る

心
さ

ま
ね

し
。ひ

さ
か

た
の

天
の

時
雨

の
な

が
ら

ふ
、見

れ
ば

。
長

田
王

（
誦

詠
）

蔵
古

義
1

115
1

82
雑

歌
浦

佐
夫

流
。情

佐
麻

禰
之

。久
堅

乃
。天

之
四

具
禮

能
。流

相
見

者
。

赤
鉛

筆
で

、「
情

佐
麻

禰
之

」の
解

説
中「

麻
禰

之
は

、物
の

多
き

こ
と

、し
げ

き
こ

と
な

り
、こ

ゝ
は

、う
ら

さ
び

し
き

心
の

し
げ

き
な

り
」、「

久
堅

乃〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕」の

解
説

中「
天

の
枕

詞（
略

）字
は

く
さ

ぐ
さ

書
た

れ
ど

、皆
が

ら
借

リ
字

に
て

、提
勝

間
之

と
い

ふ
こ

と
な

る
べ

し
」、「

流
相

見
者

」の
解

説
中「

散
を

知
良

布
、霧

を
伎

良
布

、語
を

加
多

良
布

、足
を

多
良

布
、取

を
等

良
布

な
ど

い
ふ

類
も

、
み

な
其

ノ
字

に
意

得
べ

し
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

長
田

王
（

誦
詠

）

ノ
集

抄
1

51
1

82
雑

歌
う

ら
さ

ぶ
る

心
さ

ま
ね

し
。ひ

さ
か

た
の

天
の

時
雨

の
な

が
ら

ふ
、見

れ
ば

。
長

田
王

（
誦

詠
）

蔵
古

義
1

119
1

81
雑

歌
海

底
。奥

津
白

浪
立

田
山

。何
時

鹿
越

奈
武

。妹
之

當
見

武
。

「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

長
田

王
ノ

伊
勢

抄
112

1
81

雑
歌

わ
た

の
底

沖
つ

白
波

た
つ

た
山

、い
つ

か
越

え
な

む
妹

が
あ

た
り

見
む

。
作

者
未

詳
（

誦
詠

）
ノ

集
抄

1
51

1
81

雑
歌

海
の

底
沖

つ
白

波
立

田
山

、い
つ

か
越

え
な

む
、［

君
］妹

が
あ

た
り

見
む

。
長

田
王

蔵
古

義
1

151
1

81
雑

歌
秋

去
者

。今
毛

見
如

。妻
戀

爾
。鹿

將
鳴

山
曾

。高
野

原
之

宇
倍

。
「

今
毛

見
如

」の
解

説
中

の
引

例
歌〔
※
萬
18・
4063〕に

関
す

る「
今

眼
ノ

前
に

見
奉

る
如

く
、い

つ
も

照
坐

せ
と

云
な

り
、」に

赤
鉛

筆
で

、「
此

ノ
二

句
の

意
は

、畢
竟

は
今

眼
ノ

前
に

見
る

如
く

、又
も

秋
に

な
り

な
ば

と
詔

へ
る

な
り

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

御
歌

ノ
意〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

説
明

に
赤

鉛
筆

で
閉

じ
括

弧
。

長
皇

子

蔵
短

歌
5

6
 

2
85緑

相
聞

君
が

行
　

日
長

く
な

り
ぬ

。山
尋

ね
、迎

へ
か

行
か

む〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕。待

ち
に

か
待

た
む

上
部

余
白

に
赤

鉛
筆

で「
Requiem

」と
書

込
み

。本
書

は
85に

つ
い

て「
戀

愛
歌

と
挽

歌
と

は
、そ

の
發

想
に

於
て

、殆
、差

別
の

つ
か

ぬ
も

の
が

多
い

。戀
と

い
ふ

こ
と

も
魂

乞
ひ

か
ら

來
て

ゐ
る

の
だ

が
、や

は
り

相
手

の
魂

を
乞

ふ
こ

と
だ

。「
山

尋
ね

迎
へ

か
行

か
む

」と
い

ふ
句

は
、死

者
に

對
す

る
魂

乞
ひ

で
あ

る
。〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

解
説

。

磐
姫

皇
后

蔵
口

譯
1

11 
2

85-88
相

聞
─

85-87の
題

詞
な

ら
び

に
左

注「
古

事
記

に
、輕

ノ
皇

子
同

母
妹

輕
ノ

大
郎

女
に

通
ぜ

ら
れ

た
爲

、伊
豫

の
温

泉
に

流
さ

れ
た

時（
略

）」の
上

に
赤

鉛
筆

で
丸

印
。

磐
姫

皇
后

蔵
古

義
1

157
2

85
相

聞
君

之
行

。氣
長

成
奴

。山
多

都
禰

。迎
加

將
行

。待
爾

可
將

待
。

「
待

爾
可

將
待

」の
解

説
中「

直
待

に
待

む
か

の
謂

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。左

注
の

解
説

中
、伊

予
に

配
流

さ
れ

た
軽

皇
子

に
寄

せ
る

「
衣

通
ノ

王〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
歌「

君
之

行
。氣

長
久

成
奴

。山
多

豆
乃

。迎
乎

將
往

。待
爾

者
不

待
。」〔『

古
事

記
』〕に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

、「
衣

通
ノ

王
は

、輕
ノ

大
郎

女
の

亦
ノ

名
な

り
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
山

多
豆

乃
」に

関
す

る
解

説
に「

迎
と

つ
ヾ

く
所

由
は

、凡
て

釿
は

、刃
を

吾
カ

方
へ

向
へ

て
用

ふ
物

な
れ

ば
な

り
、大

か
た

刃
物

の
中

に
、刃

を
此

方
ざ

ま
に

向
け

て
用

ふ
は

、此
ノ

物
の

み
な

り
、」に

青
鉛

筆
で

、「
山

多
豆

は
こ

の
造

木
に

て
、今

國
に

よ
り

て
、爾

波
等

許
と

も
多

豆
と

も
い

へ
り

、此
木

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

待
爾

者
不

待
」の

解
説

に「
本

居
氏

云
師

の
待

に
不

堪
な

り
と

云
れ

た
る〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

（
磐

姫
皇

后
）

蔵
短

歌
5

7
2

86緑
相

聞
斯

く
ば

か
り

戀
ひ

つ
ゝ

あ
ら

ず
は

、高
山

の
磐

根
し

枕
き

て〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕　

死
な

ま
し

も
の

を
上

部
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

Requiem
」と

書
込

み
。本

書
は「

高
山

の
磐

根
を

枕
く

」に
つ

い
て「

石
廊

に
籠

る
こ

と
だ

と
言

は
れ

て
ゐ

る
が

、こ
れ

も
死

者
に

對
す

る
追

慕
の

誇
張

で
、同

じ
く

鎭
魂

の
信

仰
に

出
て

ゐ
る

。同
時

に
戀

愛
歌

に
も

感
じ

ら
れ

て
來

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
解

説
。

磐
姫

皇
后

蔵
古

義
1

161
2

86
相

聞
如

此
許

。戀
乍

不
有

者
。高

山
之

。磐
根

四
卷

手
。死

奈
麻

死
物

乎
。

「
恋

乍
不

有
者〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

戀
乍

有
む

よ
り

は
と

い
ふ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。同
解

説
中

の
引

用
歌〔
※
万
4・
544、

8・
1608、11・

2636、2646、2693〕に
赤

鉛
筆

で
閉

じ
カ

ギ
括

弧
。

（
磐

姫
皇

后
）

蔵
古

義
1

161
2

87
相

聞
在

管
裳

、君
乎

者
將

待
。打

靡
。吾

黒
髪

爾
。霜

置
萬

代
日〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕。
「

霜
乃

置
萬

代
日〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

中「
夜

深
て

霜
降

置
及

に
の

意
に

て
、左

に
あ

げ
た

る
或

本
歌

、又
」に

赤
鉛

筆
で

波
線

。
（

磐
姫

皇
后

）
蔵

古
義

1
161

2
88

相
聞

秋
田

之
。穂

上
爾

霧
相〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕。朝
霞

。何
時

邊
乃

方
二

。我
戀

將
息

。
「

穂
上

爾
霧

相
」の

解
説

中「
霧

相
は

キ
ル

の
延

リ
た

る
言

に
て

」に
赤

鉛
筆

で
、「

何
時

邊
乃

方
二

」の
解

説
中「

何
方

と
い

は
む

が
ご

と
し

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。歌

意「
我

カ
戀

し
く

思
ふ

情
の

い
ぶ

せ
さ

は
、何

方
に

か
消

失
な

む
も

の
ぞ

と
な

り
、」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
（

磐
姫

皇
后

）

ノ
集

抄
1

56
2

88
相

聞
秋

の
田

の
穂

の
上

に
霧

ら
ふ

朝
霞

、い
づ

べ
の

方
に

我
が

戀
ひ

や
ま

む
本

歌
の

引
用

に
続

き「（「
代

匠
記

」古
義

）（
略

）わ
が

戀
し

く
お

も
ふ

心
の

い
ぶ

せ
さ

は
何

方
に

か
消

失
な

む
も

の
ぞ

」と
あ

る
。

磐
姫

皇
后
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蔵
短

歌
5

8
2

91緑
相

聞
君

が
行

　
日

長
く

な
り

ぬ
。山

た
づ

の〔
※「

山
た

づ
の

」に
緑

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕迎
へ

を
行

か
む

　
待

つ
に

は
待

た
じ

題
詞

中「
衣

通
王

、戀
慕

に
堪

へ
ず

し
て

追
ひ

往
く

時
」に

緑
鉛

筆
で

傍
線

。左
注

中「
木

梨
輕

皇
子

」以
下

に
書

入
れ

が
あ

り
、「

木
梨

輕
皇

子（
略

）容
姿

佳
麗

に
し

て
見

る
者

自
ら

愛
づ

。同
母

妹
輕

太
娘

皇
女

、ま
た

艶
妙

な
り

云
々

。」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

輕
太

郎
女

（
古

事
記

）
蔵

古
義

1
167

2
91

相
聞

妹
之〔

※「
家

毛
」と

黒
イ

ン
ク

で
挿

入
〕當

。繼
而

毛
見

武
爾

。山
跡

有
。大

島
嶺

爾
。家

居
麻

之
乎

。
「

繼
而

毛
見

武
爾

」の
解

説「
つ

ゞ
き

て
も

見
む

爲
に

」に
赤

鉛
筆

で
波

線
。「

家
居

麻
之

乎〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説「
家

居
し

て
を

ら
ま

し
物

を
の

御
意

な
り

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

大
御

歌
ノ

意〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
説

明
に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

。
天

智
天

皇

蔵
短

歌
5

11
2

92
相

聞
秋

山
の

樹
の

下
が

く
り

逝
く

水〔
※

傍
線

茶
鉛

筆
〕の

、吾
こ

そ
益

さ
め

。御
念

よ
り

は
92の

解
説

中「
序

歌
美

し
く

、彈
力

あ
る

歌
」に

茶
鉛

筆
で

傍
線

。
鏡

王
女

蔵
古

義
1

169
2

92
相

聞
秋

山
之

。樹
下

隱
。逝

水
乃

。吾
許

曾
益

目
。御

念
從

者
。

「
逝

水
乃

」の
解

説
中「

秋
は

こ
と

さ
ら

に
水

の
増

れ
ば

、山
下

水
の

増
る

と
つ

ゞ
き

た
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

鏡
王

女
蔵

古
義

1
171

2
91

相
聞

玉
匣

。覆
乎

安
美

。開
而

行
者

。君
名

者
雖

有
。吾

名
之

惜
毛

。
「

玉
匣〔

青
鉛

筆
で

囲
み

〕」の
解

説
中「

第
三

ノ
句

の
開

と
い

ふ
へ

係
れ

り
」に

青
鉛

筆
、「

覆
乎

安
美

」の
解

説
中「

不
安

美
は

、俗
に

い
や

さ
に

と
云

む
が

如
し

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

君
名

者
雖

者
」の

解
説

中「
君

は
男

に
ま

せ
ば

、御
名

の
立

む
も

さ
る

こ
と

に
は

あ
れ

ど
、女

の
身

に
し

て
、人

に
云

さ
わ

が
れ

む
は

、羞
し

く
わ

び
し

き
わ

ざ
と

云
り

」に
青

鉛
筆

で
波

線
。「

歌
ノ

意
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。

鏡
王

女

蔵
短

歌
5

11
2

91
相

聞
玉

匣
覆

ふ
を

安
み

、明
け

て
行

か
ば

、君
が

名
あ

れ
ど

、吾〔
※

赤
鉛

筆
で「

吾
」を「

君
」に

訂
正

〕が
名

し
惜

し
も

鏡
王

女

蔵
古

義
1

172
2

91
相

聞
玉

匣
。將

見
圓

山
乃

。狹
名

葛
。佐

不
寐

者
遂

爾
。有

勝
麻

之
目

。
「

玉
匣

」の
解

説
中「

玉
匣

は
、身

と
か

ゝ
れ

る
枕

詞
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
狹

名
葛

」の
解

説
中「

こ
の

葛
は

、あ
る

が
中

に
も

萎
々

と
し

た
る

も
の

な
れ

ば
、し

か
名

に
お

へ
る

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
波

線
。「

佐
不

寐
者

遂
爾〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

中「
相

寢
せ

ず
し

て
は

遂
に

の
意

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
、「

有
勝

麻
之

目〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説
中「

有
に

得
堪

ざ
ら

ま
し

も
の

を
の

意
な

り
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。
同

解
説

中「
加

弖
奴

」に
関

す
る

記
述「

加
弖

奴
は

、加
禰

都
に

通
ひ

て
、行

過
加

弖
奴

は
、行

過
加

禰
都

と
い

ふ
意

に
通

ひ
て

聞
ゆ

る
、其

ノ
餘

も
此

ノ
定

を
も

て
准

ふ
る

に
、集

中
ひ

と
つ

も
疑

ふ
こ

と
な

し（
略

）加
弖

奴
は

、可
禰

都
と

云
意

に
通

ふ
こ

と
な

り
、と

い
ふ

事
の

た
が

は
ざ

る
を

さ
と

る
べ

し（
略

）奴
可

母
と

の
み

云
た

る
を

や
、加

弖
奴

鴨
と

い
へ

る
も

、こ
れ

と
同

じ
例

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

そ
の

余
白

に
黒

イ
ン

ク
で「

加
弖

奴
＝

加
禰

都
」と

書
込

み
。

藤
原

鎌
足

蔵
古

義
1

179
2

95
相

聞
吾

者
毛

也
。安

見
兒

得
有

。皆
人

乃
。得

難
爾

爲
云

。安
見

兒
衣

多
利

。
題

詞
の

解
説

中「
采

女
は

、書
紀

孝
徳

天
皇

ノ
卷〔

傍
線

黒
イ

ン
ク

〕に
、凡

采
女〔「

采
女

」の
横

に
黒

イ
ン

ク
で「

口
」の

書
込

み
〕者

」と
あ

り
、そ

の
余

白
に

黒
イ

ン
ク

で「
う

ね
め

／
宇

祢
女

」と
書

込
み

。「
皆

人
乃

」の
解

説
中「

人
皆

乃
と

あ
り

し
を

下
上

に
誤

れ
る

な
り

」
に

赤
鉛

筆
、「

某
皆

と
、の

み
云

て
、皆

某
と

い
は

む
は

、古
語

の
體

に
あ

ら
ず

な
む

」に
青

鉛
筆

で
波

線
、そ

の
余

白
に「

皆
人

×
／

人
皆

○〔
文

字
は

黒
イ

ン
ク

、記
号

は
赤

鉛
筆

〕」と
書

込
み

。

藤
原

鎌
足

蔵
古

義
1

181
2

96
相

聞
水

薦
苅

。信
濃

乃
眞

弓
。吾

引
者

。宇
眞

人
佐

備
而

。不
欲

常
將

言
可

聞
。　

禪
師

。
「

水
薦

苅
」の

解
説

中「
シ

ナ
は

書
紀

の
、匿

ノ
字

の
シ

ナ
ス

と
訓

た
る

、シ
ナ

と
同

言
に

し
て

、シ
タ

と
相

通
へ

り
、さ

て
そ

の
シ

タ
は

、
集

中
に

、隱
沼

の
し

た
に

通
ふ

と
も

、隱
沼

の
し

た
ゆ

戀
と

も
よ

み
、又

心
も

し
ぬ

に
古

ヘ
念

な
ど

云
フ

シ
ヌ

も
通

ひ
て

、隱
り

か
な

る
を

云
言

な
れ

ば
、裏

沼
は

隱
沼

と
云

に
全

同
じ

、さ
れ

は
眞

薦
を

苅
裏

沼
、と

い
ふ

意
に

つ
ゞ

け
た

る
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
宇

眞
人

佐
備

而〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説「
良

人
め

き
て

と
云

が
如

し（
略

）佐
備〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕は
神

佐
備

の
佐

備
に

同
じ

、さ
て

此
ノ

詞
は

、自
ラ

そ
の

ふ
る

ま
ひ

を
な

す
を

い
ふ

こ
と

ば
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

、「
不

欲
常

將
言

可
聞

」の
解

説「
鳴

呼
否

と
い

ひ
て

、う
け

ひ
か

ず
あ

ら
む

か
と

い
ふ

な
り

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
説

明
中「

郎
女

は
う

ま
人

な
れ

ば
、や

が
て

そ
の

う
ま

人
め

き
て

、我
を

ば
適

配
に

あ
ら

ず
と

て
、嗚

呼
否

と
い

ひ
て

、う
け

引
ず

あ
ら

む
か

と
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
点

。

久
米

禅
師

蔵
古

義
1

181
2

97
相

聞
三

薦
苅

。信
濃

乃
眞

弓
。不

引
爲

而
。弦

作
留

行
事

乎
。知

跡
言

莫
君

二
。　

郎
女

。
赤

鉛
筆

で
、「

弦
作

留
行

事
乎〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

中「
弦

は
次

に
都

良
絃

と
あ

る
卽

チ
是

に
て

、弓
弦

の
こ

と
な

り（
略

）作
留

と
は

（
略

）波
久

に
て

、著
る

を
い

へ
り

」に
波

線
、「

知
跡

言
莫

君
二

」の
解

説
中「

知
と

不
言

に
の

伸
り

た
る

に
て

」に
傍

線
。「

歌
ノ

意〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
説

明
に

青
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

。

石
川

郎
女

（
97，98）

蔵
古

義
1

181
2

99
相

聞
梓

弓
。都

良
絃

取
波

氣
。引

人
者

。後
心

乎
。知

人
曾

引
。　

禪
師

。
「

都
良

絃
取

波
氣〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

弓
弦

を
取

て
令

佩
と

い
ふ

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
久

米
禅

師
蔵

古
義

1
181

2
111

相
聞

東
人

之
。荷

向
乃

。荷
乃

緒
爾

毛
。妹

情
爾

。乘
爾

家
留

香
聞

。　
禪

師
。

解
説

中「
東

人
之

は
、ア

ヅ
マ

ヒ
ト

ノ
と

六
言

に
訓

べ
し

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

荷
向

乃〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

荷
向

は
何

れ
の

國
に

ま
れ

、年
ご

と
に

、當
年

は
じ

め
て

な
せ

る
絹

布
を

先
と

し
て

、木
綿

麻
山

海
の

物
ま

で
も

、公
へ

調
貢

る
を

い
ふ

こ
と

に
て〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕、荷

前
は

荷
の

初
と

い
ふ

謂
な

る
べ

し〔
波

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

荷
之

緒
爾

毛
」の

解
説

中「
こ

れ
ま

で
は

乘
と

い
は

む
料

の
序

な
り

」に
青

鉛
筆

で
囲

み
。「

妹
情

爾〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
中「

イ
モ

ガ
コ

ヽ
ロ

ニ
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
乘

爾
家

留
香

聞〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

妹
が

客
儀

の
、常

に
吾

カ
心

の
う

へ
に

う
か

べ
る

哉
と

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
・

青
鉛

筆
〕（

略
）伊

勢
集

に（
略

）心
に

乘
て

こ
か

れ
し

も
の

を
、後

撰〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕集
に

、秋
霧

の
立

野
の

駒
を

」と
あ

る
。「

歌
ノ

意
」に

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
。

久
米

禅
師

蔵
古

義
1

189
2

111
相

聞
玉

葛
。實

不
成

樹
爾

波
。千

磐
破

。神
曾

著
常

云
。不

成
樹

別
爾

。
「

實
不

成
樹

爾
波〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説「

何
の

樹
に

ま
れ

、實
の

な
ら

ぬ
樹

な
り

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

千
磐

破〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕」

の
解

説
に「

古
事

記
に（

略
）道

速
振

荒
振

國
ツ

神
等

之
多

ク
在

云
（々

略
）知

は
多

藝
の

縮
れ

る
言

に
て

、多
藝

は
瀧

、ま
た

激
る

な
ど

云
と

同
言

に
て

、猛
く

烈
く

て
驚

慄
し

き
意

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）波

夜
は

疾
く

強
き

意
に

て
、夫

流
は

其
ノ

形
容

を
云

辭〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。そ

の
余

白
に

黒
イ

ン
ク

で「
千

磐
破

」「
知

波
夜

夫
流

」と
書

込
み

。赤
鉛

筆
で

、「
神

曾
著

常
云〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

「
神

そ
著

と
い

ふ
な

り
、常

云
は

チ
フ

と
訓

べ
し

」に
、「

不
成

樹
別

爾
」の

解
説「

實
の

不
成

樹
毎

に
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。同
歌

解
説

の
余

白
に「

玉
葛

、実
不

成
樹

尓
波

 千
破

レ
磐

 神
曽

著
常

云
 不

成
樹

別
尓〔
※
万
2
･101〕」と

黒
イ

ン
ク

で
書

込
み

。赤
鉛

筆
で

、「
歌

ノ
意〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」の
説

明
に

閉
じ

カ
ギ

括
弧

、「
岡

部
氏

が
、女

の
さ

る
べ

き
時

に
男

せ
ね

ば
、神

の
依

ま
し

て
、遂

に
男

を
得

ぬ
ぞ

と
譬

ふ
と

云
る

は
、か

な
は

ぬ
こ

と
な

り
け

り
」に

波
線

。

大
伴

安
麻

呂

蔵
古

義
1

191
2

112
相

聞
玉

葛
。花

耳
開

而
。不

成
有

者
。誰

戀
爾

有
目

。吾
孤

悲
念

乎
。

「
誰

戀
爾

有
目

」の
解

説「
誰

が
戀

に
有

む
」に

黒
イ

ン
ク

で
傍

線
。「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
巨

勢
郎

女
蔵

短
歌

5
11

2
111茶

相
聞

わ
が

里
に

大
雪

降
れ

り
。大

原
の

古
り

に
し

里
に

降
ら

ま
く

は
、後

天
武

天
皇

蔵
古

義
1

195
2

111
相

聞
吾

里
爾

。大
雪

落
有

。大
原

乃
。古

爾
之

鄕
爾

。落
卷

者
後

。
「

古
爾

之
鄕

」の
解

説
に「

天
皇

龍
潜

し
む

か
し

、此
ノ

大
原

ノ
夫

人
の

許
へ

、か
よ

ひ
賜

ひ
し

ゆ
ゑ

に
、の

た
ま

ふ
な

る
べ

し〔
赤

鉛
筆

で
傍

線
〕凡

て
む

か
し

通
ひ

し
女

の
家

を
、古

鄕
と

云
こ

と
多

し〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

天
武

天
皇

蔵
短

歌
5

11
2

111茶
相

聞
わ

が
岡

の
龗

神
に

言
ひ

て
降

ら
し

た
る

、雪
の

摧
し

　
其

處
に

散
り

け
む

藤
原

夫
人

（
五

百
重

娘
）

蔵
口

譯
1

16
2

111赤
相

聞
我

が
岡

の
龗

に
祈

ひ
て

降
ら

せ
た

る
、雪

の
碎

片
し

、そ
こ

に
散

り
け

む
。

藤
原

夫
人

（
五

百
重

娘
）

蔵
古

義
1

196
2

111
相

聞
吾

崗
之

。於
可

美
爾

乞
而

。令
落

。雪
之

摧
之

。彼
所

爾
塵

家
武

。
赤

鉛
筆

で
、「

於
可

美
爾

乞
而

」の
解

説「
於

可
美

は（
略

）雨
雪

を
掌

れ
る

神
な

る
が

故
に

、か
く

祈
申

せ
る

な
り

」に
、「

摧
之〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

そ
の

一
ト

す
ぢ

を
と

り
い

で
ゝ

、つ
よ

く
い

ふ
助

辭
な

り
」に

傍
線

。「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

藤
原

夫
人

（
五

百
重

娘
）

蔵
短

歌
5

15
2

115茶
相

聞
わ

が
背

子
を

大
和

へ
遣

る
と

、さ
夜

更
け

て
、曉

露
に

吾
が

立
ち

霔
れ

し
115、116に

つ
い

て「
史

話
を

離
れ

て
鑑

賞
す

る
と

、こ
と

に
後

者
は

戀
愛

的
発

想
で

あ
る

」と
解

説
。

大
伯

皇
女

蔵
口

譯
1

16
2

115赤
相

聞
吾

が
兄

子
を

大
和

へ
や

る
と

、さ
夜

更
け

て
、曉

露
に

わ
が

立
ち

濡
れ

し
。

大
伯

皇
女

蔵
類

別
上

18
2

115赤
相

聞
わ

が
背

子
を

大
和

へ
遣

る
と

さ
夜

更
け

て
曉

露
に〔

※「
さ

夜
〜

露
に

」に
茶

イ
ン

ク
で

傍
点

〕吾
が

立
ち

霑
れ

し
115、116、161-166の

作
者「

大
伯

皇
女

」に
青

鉛
筆

で
星

印
。「

曉
」に

つ
い

て
余

白
に「

鷄
鳴

 午
前

二
時

─
四

時〔
茶

イ
ン

ク
〕」〔

茂
吉

『
萬

葉
秀

歌
』〕と

書
込

み
。115、116に

つ
い

て
、上

部
余

白
に

茶
イ

ン
ク

で
、「

※
殊

ニ
身

ニ
シ

ム
ヤ

ウ
ニ

聞
ユ

ル
ハ

、御
謀

反
ノ

志
ヲ

モ
聞

セ
給

フ
ベ

ケ
レ

バ
、事

ノ
成

ナ
ラ

ズ
モ

覚
束

ナ
ク

、又
ノ

対
面

モ
如

何
ナ

ラ
ム

ト
思

召
御

胸
ヨ

リ
出

レ
バ

ナ
ル

ベ［
□

］シ（
代

匠
記

）」
〔

契
沖『

萬
葉

代
匠

記
』〕と

書
込

み
。

大
伯

皇
女

ノ
集

抄
1

52
2

115
相

聞
吾

が
兄

子
を

大
和

へ
や

る
と

、さ
夜

ふ
け

て
、暁

露
に

わ
が

立
ち

濡
れ

し
本

歌
に

続
き「（

古
義

）わ
が

兄
子［

が
］の

大
和

へ
上

り
ま

す
、そ

の
別

の
か

な
し

さ
に（

略
）」と

あ
る

。
大

伯
皇

女
蔵

短
歌

5
15

2
116茶

相
聞

二
人

行
け

ど
、行

き
過

ぎ
が

た
き

秋
山

を
、い

か
に

か
　

君
が

ひ
と

り
越

ゆ
ら

む
『

短
歌

大
系

5
』

2・
115の

項
参

照
。

大
伯

皇
女

蔵
口

譯
1

16
2

116赤
相

聞
二

人
行

け
ど

、行
き

過
ぎ

難
き

阿
騎

山
を

、い
か

に
か

、君
が

一
人

越
え

な
む

。
大

伯
皇

女
蔵

類
別

上
18

2
116赤

相
聞

二
人

行
け

ど
行

き
過

ぎ
が

た
き

秋
山

を
い

か
に

か
君

が
ひ

と
り

越
え

な
む

『
作

者
類

別
上

』
2・

115の
項

参
照

。
大

伯
皇

女



─ 98 ─

ノ
伊

勢
抄

112
2

116
相

聞
ふ

た
り

ゆ
け

ど
行

過
ぎ

が
た

き
秋

山
を

い
か

で
か

君
が

ひ
と

り
こ

ゆ
ら

ん
大

伯
皇

女
ノ

集
抄

1
52

2
116

相
聞

二
人

行
け

ど
、行

き
過

ぎ
難

き
秋

山
を

、い
か

に
か

、君
が

一
人

越
え

な
む

本
歌

に
続

き「（
古

義
）二

人
手

携
は

り
て

行
ど

も（
略

）」「（
代

匠
記

）（
略

）身
に

し
む

や
う

に
き

こ
ゆ

る
は

、謀
反

の
こ

と
を

き
こ

し
め

し
て（

略
）」と

あ
る

。『
作

者
類

別
上

』
2・

115の
項

参
照

。
大

伯
皇

女

蔵
短

歌
5

15
2

117茶
相

聞
あ

し
び

き
の

山
の

雫
に

、妹
待

つ
と

、吾
立

ち
沾

れ
ぬ

。山
の

雫
に

大
津

皇
子

蔵
類

別
上

16
2

117赤
相

聞
あ

し
ひ

き
の

山
の

雫
に

妹
待

つ
と

吾
立

ち
沾

れ
ぬ

山
の

雫
に

上
部

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で「

庚
午

賜
死

皇
子

大
津

於
驛

語
田

舍
、時

年
二

十
四

。妃
皇

女
山

辺
被

髪
從

跣
奔

赴
殉

焉
。見

者
皆

歔
欷

、（
持

統
紀

）」と
書

込
み

。
大

津
皇

子

蔵
口

譯
1

17
2

117赤
相

聞
あ

し
び

き
の

山
の

雫
に

、妹
待

つ
と

、わ
れ

立
ち

濡
れ

ぬ
。山

の
雫

に
。

大
津

皇
子

蔵
古

義
1

111
2

117
相

聞
足

日
木

乃
。山

之
四

付
二

。妹
待

跡
。吾

立
所

沾
。山

之
四

附
二

 。
「

足
日

木
乃

」の
解

説
に「

阿
志

比
紀

は
民

引
城

に
て（

略
）阿

志
は

伊
加

志
に

て
、（

伊
加

の
切

阿
、）茂

檜
本

之
と

云
な

る
べ

し
、茂

と
は

茂
穂

、茂
彌

木
生

、ま
た

重
日

、巖
矛

、伊
加

志
御

代
な

ど
の

茂
に

て
、此

は
檜

の
木

の
茂

み
榮

え
た

る
を

稱
美

て
、茂

檜
木

と
は

云
る

な
ら

む〔
傍

線
青

鉛
筆

〕（
略

）山
に

屬
く

は
、茂

檜
木

の
生

樹
る

山
、と

云
意

に
い

ひ
か

け
た

る
も

の
な

り〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。歌

意
の

説
明「

吾
ガ

待
居

し
、そ

の
久

し
き

間
の

艱
難

を
ば

、い
か

ば
か

り
と

か
思

ふ
ぞ

や
、と

の
た

ま
へ

る
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。

大
津

皇
子

ノ
古

代
2

17
2

117
相

聞
あ

し
び

き
の

山
の

雫
に

、妹
待

つ
と

、我
立

ち
濡

れ
ぬ

、山
の

雫
に

。
本

117と
118の

引
用

に
続

き「
カ

ウ
イ

フ
唱

和
ヲ

見
ル

ト
、後

ノ
女

ノ
歌

ハ
、イ

カ
ニ

モ
人

ヲ
タ

ラ
ス

様
ナ

、篤
サ

ノ
尠

イ
物

ダ
ト

感
ゼ

ラ
レ

ル
」と

あ
る

。
大

津
皇

子

蔵
短

歌
5

16
2

118茶
相

聞
吾

を
待

つ
と

、君
が

沾
れ

け
む

あ
し

び
き

の
山

の
雫

に
　

な
ら

ま
し

も
の

を
石

川
郎

女
（

118，126，128，
129）

蔵
口

譯
1

17
2

118赤
相

聞
我

を
待

つ
と

、君
が

濡
れ

け
む

あ
し

び
き

の
山

の
雫

に
な

ら
ま

し
も

の
を

。
石

川
郎

女
（

118，126，128，
129）

蔵
古

代
2

17
2

118
相

聞
我

を
待

つ
と

、君
が

濡
れ

け
む

、あ
し

び
き

の
山

の
雫

に
な

ら
ま

し
も

の
を

。
「

ノ
オ

ト
古

代
研

究
 二

」
2・

117の
項

参
照

。
石

川
郎

女
（

118，126，128，
129）

蔵
古

義
1

111
2

119
相

聞
大

船
之

。津
守

之
占

爾
。將

告
登

波
。益

爲
爾

知
而

。我
二

人
宿

之
。

「
大

船
之

」の
解

説「
津

と
い

は
む

と
て

の
枕

詞
な

り
、大

船
の

泊
る

津
の

よ
し

な
り

、百
船

の
泊

る
津

島
な

ど
も

い
へ

る
に

同
し

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

益
爲

爾
知

而
は

、益
爲

爾
の

三
字

は
、必

て
誤

字
な

り
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。
大

津
皇

子

蔵
古

義
1

118
2

111
相

聞
大

名
兒

。彼
方

野
邊

爾
。苅

草
乃

。束
之

間
毛

。吾
忘

目
八

。
題

詞
の

解
説

中「
石

川
郎

女
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。同
じ

解
説

中「
字

曰
大

名
兒

」に
関

連
す

る
言

及
に「

そ
も

＼
／

上
古

に
は

氏
姓

名
の

三
ツ

あ
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）名〔

青
鉛

筆
で

囲
み

〕と
云

も
の

は
、も

と
其

ノ
人

の
容

貌
功

勞
、其

他
な

に
く

れ
の

由
緣

あ
り

て
、其

を
賛

美
て

負
せ

た
る

も
の

な
り〔

傍
線

青
鉛

筆
〕、さ

れ
ば

名
を

呼
は

、其
人

を
尊

む
か

た
な

り
、古

天
皇

皇
后

皇
子

な
ど

に
は

、御
名

代
と

云
こ

と
の

あ
り

し
に

し
て

も
、後

に
名

を
稱

を
不

敬
と

す
る

と
は

、表
裏

の
た

が
ひ

に
て

、そ
の

尊
稱

な
り

し
を

し
る

べ
し〔

波
線

青
鉛

筆
〕（

略
）漢

國
に

は
、姓

氏
名

字
號

の
五

ツ
あ

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。そ

の
余

白
に

黒
イ

ン
ク

で「
上

代
／

氏
姓

名
─

其
人

ノ
容

貌
功

労
、由

緣
」「

漢
國

／
姓

氏
名

字
號

」と
書

込
み

。同
じ

解
説

中
に「

天
皇

を
ば

、某
ノ

宮
御

宇
天

皇
と

記
し

て
、か

り
に

も
、御

諱
を

ば
書

さ
ず

歌
詞

に
も

、明
日

香
能

淸
御

原
乃

宮
爾

天
下

所
知

食
之

八
隅

知
之

吾
大

王〔
※
万
2・
162〕と

や
う

に
申

し
、さ

て
又

高
位

高
官

の
人

ノ
名

を
避

て
、或

は
鎌

足
公

を
内

大
臣

藤
原

ノ
卿（

略
）な

ど
、題

詞
に

も
記

し
た

り〔
波

線
青

鉛
筆

〕し
か

れ
ど

も
、そ

は
か

の
漢

國
風

の
う

つ
し

と
ら

れ
し

世
と

な
り

て
、名

を
呼

を
不

敬
と

す
る

こ
と

に
な

れ
る

以
降

の
事

に
て（

略
）た

と
ひ

や
む

ご
と

な
き

か
ぎ

り
な

り
し

を
も

、上
ツ

代
の

ま
ゝ

に
申

せ
し

な
る

べ
し（

略
）名

を
避

る
こ

と
の

、嚴
し

く
な

れ
る

世
の

風
と

な
り

て
も

、な
ほ

皇
太

子
皇

子
諸

王
の

御
名

を
ば

、い
さ

ゝ
か

つ
ゝ

ま
し

げ
な

く
、題

詞
に

高
市

ノ
皇

子
ノ

尊（
略

）な
ど

や
う

に
多

く
し

る
し〔

波
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）古

今
集

壬
生

ノ
忠

岑
が

長
歌（

略
）枕

冊
子（

略
）大

鏡
三（

略
）今

ノ
世

に
て

は
、天

皇
大

臣
の

御
名

は
さ

ら
な

り
、身

の
ほ

ど
＼

／゙
に

つ
け

て
、

君
父

等
の

名
を

ば
、か

り
に

も
い

ふ
ま

じ
き

事
な

る
に

、近
キ

世
に

は
吾

カ
主

君
の

實
名

を
さ

し
て

、い
さ

ゝ
か

つ
ゝ

ま
し

げ
な

く
、某

公
某

君
な

ど
、常

に
口

に
も

い
ひ

、物
に

も
記

し
な

ど
す

め
る

は
、其

ノ
本

義
を

辨
ヘ

た
る

に
も

あ
ら

ず
、世

風
を

考
ヘ

た
る

に
も

非
ず

、
た

ゞ
何

心
な

く
暗

愚
な

る
よ

り
の

事
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。続

く
同

じ
解

説
中「

阿
邪

名〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」「
號〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」「
字〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」に
つ

い
て

の
言

及
に

赤
鉛

筆
、青

鉛
筆

で
傍

線
。「

彼
方

野
部

爾〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説「
あ

な
た

の
野

邊
に

と
い

は
む

が
ご

と
し

」に
青

鉛
筆

で
、「

束
間

毛〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説「
一

握
の

間
も

に
て

、み
じ

か
く

し
ば

し
の

ほ
ど

も
、と

い
ふ

こ
と

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

草
壁

皇
子

（
日

並
皇

子
）

蔵
古

義
1

121
2

111
相

聞
古

爾
。戀

流
鳥

鴨
。弓

絃
葉

乃
。三

井
能

上
從

。鳴
游

遊
久

。
解

説
に「

渡
ノ

字〔
傍

線
青

鉛
筆

〕、元
暦

本
に

は
濟

と
作

り
」と

あ
る

。
弓

削
皇

子
蔵

古
義

1
121

2
112

相
聞

古
爾

。戀
良

武
鳥

者
。霍

公
鳥

。盖
哉

鳴
之

。吾
戀

流
其

騰
。

「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

額
田

王
蔵

古
義

1
121

2
111

相
聞

三
吉

野
乃

。玉
松

之
枝

者
。波

思
吉

香
聞

。君
之

御
言

乎
。持

而
加

欲
波

久
。

「
波

思
吉

香
聞〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

愛
き

哉
と

い
ふ

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
額

田
王

蔵
短

歌
5

17
2

111茶
相

聞
秋

の
田

の
穂

向
の

よ
れ

る
片

緣
り

に
、君

に
よ

り
な

ゝ
。言

痛
か

り
と

も
111-116の

欄
外

に
赤

鉛
筆

で「
歌

物
語

的
」と

書
込

み
。

但
馬

皇
女

蔵
古

義
1

126
2

111
相

聞
秋

田
之

。穗
向

之
所

緣
。異

所
緣

。君
爾

因
奈

名
。事

痛
有

登
母

。
「

異
所

緣〔
二

重
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説「
片

緣
は

、純
一

に
係

を
い

ふ
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
君

爾
因

奈
名〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に
「

君
に

因
な

む
と

、一
ト

す
ぢ

に
思

ひ
入

た
る

こ
と

を
、急

に〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕い
へ

る
古

言
な

り〔
波

線
赤

鉛
筆

〕、（
略

）な
ほ

こ
の

歌
に

よ
り

て
、ヨ

リ
ナ

ヽ
と

訓
べ

き
こ

と
著

し〔
波

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

但
馬

皇
女

蔵
短

歌
5

17
2

115茶
相

聞
後

れ
ゐ

て
戀

ひ
つ

ゝ
あ

ら
ず

は
、追

ひ
及

か
む

。道
の

隈
囘

に
標

結
へ

。わ
が

背
『

短
歌

大
系

5
』

2・
111の

項
参

照
。

但
馬

皇
女

蔵
古

義
1

129
2

115
相

聞
遺

居
而

。戀
管

上
有

者
。追

及
武

。道
之

阿
回

爾
。標

結
吾

勢
。

「
追

及
武〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

追
お

よ
ば

む
の

意
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

、「
標

結
」の

解
説「

標
を

結
給

へ
の

意
な

り
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。
但

馬
皇

女

蔵
短

歌
5

18
2

116茶
相

聞
人

言
を

し
げ

み
言

痛
み

、お
の

が
世

に
　

い
ま

だ
渡

ら
ぬ

朝
川

渡
る

『
短

歌
大

系
5

』
2・

111の
項

参
照

。
但

馬
皇

女
蔵

古
義

1
111

2
116

相
聞

人
事

乎
。繁

美
許

知
痛

美
。己

母
世

爾
。未

渡
。朝

川
渡

。
「

繁
美

許
知

痛
美〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説「

繁
さ

に
言

痛
さ

に
て

、人
言

が
繁

く
て

、か
に

か
く

い
ひ

さ
わ

が
る

ゝ
故

に
の

意
な

り
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
御

歌
ノ

意〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
説

明
に

青
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

。
但

馬
皇

女

蔵
短

歌
5

18
2

117茶
相

聞
丈

夫
や

片
戀

せ
む

と
　

嘆
け

ど
も

、醜
の

丈
夫

　
な

ほ
戀

ひ
に

け
り

舎
人

皇
子

蔵
古

義
1

112
2

117
相

聞
大

夫
哉

。片
戀

將
為

跡
。嘆

友
。鬼

乃
益

卜
雄

。尚
戀

二
家

里
。

「
鬼

乃
益

卜
雄

」の
解

説「
惡

き
丈

夫
と

、丈
夫

に
あ

り
な

が
ら

、事
に

堪
ず

た
け

か
ら

ぬ
を

、罵
惡

み
て

の
た

ま
へ

る
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
舎

人
皇

子

蔵
短

歌
5

18
2

118茶
相

聞
歎

き
つ

ゝ
丈

夫
の

戀
ふ

れ
こ

そ
　

吾
が

髪
結

の
漬

ぢ
て

ぬ
れ

け
れ

舎
人

娘
子

蔵
古

義
1

111
2

118
相

聞
歎

管
。大

夫
之

。戀
禮

許
曾

。吾
髪

結
乃

。漬
而

奴
禮

計
禮

。
解

説
中「

漬
而

奴
禮

計
禮

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
舎

人
娘

子
蔵

古
義

1
117

2
121

相
聞

吾
妹

兒
爾

。戀
乍

不
有

者
。秋

芽
之

。咲
而

散
去

流
。花

爾
有

猿
尾

。
「

咲
而

散
去

流〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説「
咲

は
た

ゞ
輕

く
見

べ
し

、散
ぬ

る
な

り
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
御

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
弓

削
皇

子
蔵

古
義

1
118

2
121

相
聞

暮
去

者
。鹽

満
來

奈
武

。住
吉

乃
。淺

香
乃

浦
爾

。玉
藻

苅
手

名
。

「
御

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。
弓

削
皇

子
蔵

古
義

1
119

2
122

相
聞

大
船

之
。泊

流
登

麻
里

能
。絶

多
日

二
。物

念
痩

奴
。人

能
兒

故
爾

。
赤

鉛
筆

で
、「

絶
多

日
二

」の
解

説「
物

の
ゆ

た
＼

／
と

動
く

を
、由

多
布

と
も

、由
多

比
と

も（
布

比
は

活
用

、）い
ふ

故
、體

言
に

、由
多

比
と

も
い

へ
り

」、「
人

能
兒

故
爾〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

人
能

兒
は

、多
く

他
妻

を
い

へ
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

御
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

弓
削

皇
子

蔵
短

歌
5

21
2

121茶
相

聞
た

け
ば

ぬ
れ

　
た

か
ね

ば
長

き
妹

が
髪

、こ
の

頃
見

ぬ
に

、掻
入

れ
つ

ら
む

か
三

方
沙

弥
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蔵
古

義
1

111
2

121
相

聞
多

氣
婆

奴
禮

。多
香

根
者

長
寸

。妹
之

髪
。此

來
不

見
爾

。掻
入

津
良

武
香

。　
三

方
沙

彌
。

「
多

氣
婆

奴
禮

」の
解

説
に「

多
久〔

傍
線

青
鉛

筆
〕（

略
）奴

禮
は

、契
沖

、第
十

四
に

、ひ
か

ば
ぬ

る
ぬ

る
、と

よ
め

る
に

お
な

じ
、あ

ぶ
ら

づ
き

た
る

髪
の

、な
め

ら
か

な
る

を
い

ふ〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕（
略

）總
ね

結
む

と
す

れ
ば

、な
ほ

い
ま

だ
短

き
髪

ま
じ

り
て

、ぬ
ら

＼
／

と
靡

く
故

に
、う

る
は

し
く

は
、結

が
た

き
よ

し
な

る
べ

し〔
波

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。歌

意
の

説
明

に
赤

鉛
筆

、青
鉛

筆
で

傍
線

。同
じ

解
説

に「
古

へ
の

婚
姻

の
さ

ま〔
青

鉛
筆

で
囲

み
〕は

、四
ノ

巻
に

、君
家

爾
吾

住
坂

乃
家

道
乎

毛〔
※
万
4
･504〕云

々
、と

あ
る

歌
に

つ
き

て
、

委
ク

注
フ

べ
し

、〔
傍

線
青

鉛
筆

〕（
略

）古
ヘ

も
夫

と
定

め
し

男
の

、女
の

髪
を

上
る

風
俗

の
、有

し
な

る
べ

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

三
方

沙
弥

ノ
伊

勢
抄

111
2

121
相

聞
た

け
ば

ぬ
れ

、た
か

ね
ば

長
き

妹
が

髪
。こ

の
ご

ろ
見

ぬ
に

か
き

れ
つ

ら
む

か
三

方
沙

弥
ノ

集
抄

1
52

2
121

相
聞

た
け

ば
ぬ

れ
、た

か
ね

ば
長

き
妹

が
髪

、こ
の

頃
見

ぬ
に

　
み

だ
り

つ
ら

む
か

。
歌

の
引

用
に

続
き「［

取
り

上
ゲ

テ
結

］（
代

匠
記

）（
略

）女
は

髪
を

先
と

す
る

も
の

な
れ

ば
、髪

を
云

に
、か

た
ち

つ
く

り
皆

籠
れ

り
。（

口
譯

）取
り

上
げ

て
結

ふ
と

、ぬ
る

ぬ
る

と
ほ

ど
け

、取
り

上
げ

な
い

と
、長

過
ぎ

る
あ

の
い

と
し

い
人

の
髪

は（
略

）」と
あ

る
。

三
方

沙
弥

蔵
短

歌
5

21
2

121茶
相

聞
人

は
み

な
　

今
は

長
し

と
た

け
と

言
へ

ど
、君

が
見

し
髪

亂
り

た
り

と
も

園
生

羽
が

女
蔵

古
義

1
111

2
121

相
聞

人
皆

者
。今

波
長

跡
。多

計
登

雖
言

。君
之

見
師

髪
。亂

有
等

母
。　

娘
子

。
「

歌
ノ

意〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
説

明「
他

夫
に

は
、あ

げ
し

め
む

や
は

、な
ほ

君
の

さ
は

や
ぎ

給
ひ

て
、さ

き
の

如
く

、通
ひ

來
ま

さ
む

ほ
ど

を
、何

時
ま

で
も

待
居

る
べ

き
を

、と
こ

た
へ

贈
り

て
、心

が
は

り
の

せ
ぬ

よ
し

を
、し

め
し

た
る

な
り

」に
青

鉛
筆

で
波

線
、閉

じ
カ

ギ
括

弧
、「

凡
ソ

天
皇

の
餘

に
、婦

を
己

が
家

に
迎

へ
取

こ
と

は
、多

く
は

な
か

り
し

と
見

え
た

り
、（

今
昔

物
語

に
、」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。

園
生

羽
が

女

ノ
伊

勢
抄

111
2

121
相

聞
人

皆
は

、今
は

長
し

と
た

け
と

云
へ

ど
、君

が
見

し
髪

乱
れ

た
り

と
も

園
生

羽
が

女
ノ

集
抄

1
52

2
121

相
聞

人
み

な
は

、今
は

長
み

と
、た

け
と

云
へ

ど
、君

が
見

し
髪

、み
だ

り
た

り
と

も
。

歌
の

引
用

に
続

き「（
口

譯
）誰

も
か

も
、も

う
そ

ん
な

に
垂

ら
し

て
ゐ

た
ら

、長
過

ぎ
る

か
ら（

略
）」と

あ
る

。
園

生
羽

が
女

蔵
短

歌
5

21
2

125茶
相

聞
橘

の
蔭

ふ
む

路
の

八
衢

に
、も

の
を

ぞ
思

ふ
。妹

に
逢

は
ず

て
三

方
沙

弥
ノ

集
抄

1
52

2
125

相
聞

橘
の

蔭
踏

む
路

の
八

衢
に

、物
を

ぞ
思

ふ
。妹

に
逢

は
ず

し
て

。
歌

の
引

用
に

続
き「（

代
匠

記
）（

略
）上

は
次

第
に

序
に

い
へ

り
。（

口
譯

）橘
の

木
蔭

を
と

ほ
る

市
の

道
が（

略
）」と

あ
る

。
三

方
沙

弥
蔵

短
歌

5
21

2
126

相
聞

遊
士

と
吾

は
聞

け
る

を
、屋

戸
か

さ
ず

吾
を

還
せ

り
。鈍

の
風

流
士

石
川

郎
女（

118，
126，128，129）

蔵
短

歌
6

155
2

126緑
相

聞
遊

士
と

　
吾

は
聞

け
る

を
。や

ど
貸

さ
ず

　
吾

を
還

せ
り

。お
ぞ

の
風

流
士

左
注

中「
大

伴
ノ

田
主

」「
石

川
ノ

女
郎

」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

石
川

郎
女（

118，
126，128，111）

蔵
古

義
1

117
2

126
相

聞
遊

士
跡

。吾
者

聞
流

乎
。屋

戸
不

借
。吾

乎
還

利
。於

曾
能

風
流

士
。

「
遊

士
跡

」「
於

曾
能

風
流

士
」の

解
説

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。左

注
の

説
明

に
青

鉛
筆

、赤
鉛

筆
で

傍
線

。
石

川
郎

女（
118，

126，128，111）
蔵

短
歌

5
21

2
127茶

相
聞

遊
士

に
吾

は
あ

り
け

り
。屋

戸
か

さ
ず

還
し

ゝ
吾

ぞ
。風

流
士

に
は

あ
る

大
伴

田
主

蔵
短

歌
6

156
2

127緑
相

聞
遊

士
に

　
吾

は
あ

り
け

り
。や

ど
貸

さ
ず

　
還

せ
る

吾
ぞ

　
風

流
士

に
は

あ
る

大
伴

田
主

蔵
短

歌
5

22
2

128茶
相

聞
吾

が
聞

き
し

耳
に

よ
く

似
ば

、葦
の

若
末

の
　

足
痛

へ
吾

背
　

つ
と

め
た

ぶ
べ

し
石

川
郎

女（
118，

126，128，129）
蔵

古
義

1
151

2
128

相
聞

吾
聞

之
。耳

爾
好

似
。葦

若
未

乃
。足

痛
吾

勢
。勤

多
扶

倍
思

。
「

葦
若

未
乃

」の
解

説「
あ

し
か

び
と

訓
べ

し
、葦

の
若

芽
は

、か
た

か
ら

ず
、な

よ
＼

／
と

し
た

る
物

な
る

ゆ
ゑ

に
、足

痛
に

、冠
ら

せ
つ

ら
む

、又
未

は
」に

、「
足

痛
」の

解
説「

安
奈

夜
牟

と
訓

む
ぞ

宜
し

き
、抑

モ
奈

夜
牟

と
云

言
は

奈
興

夜
可

、奈
興

奈
興

、奈
由

流
、奈

夜
須

、
な

ど
云

と
同

く
て

、も
と

軟
弱

な
る

よ
し

の
言

な
れ

ば
、葦

若
末

乃
、と

い
ふ

よ
り

の
屬

に
、よ

く
か

な
へ

り
」に

、「
勤

多
扶

倍
思

」の
解

説「
契

沖
、勤

は
、日

本
紀

に
自

愛
と

か
き

て
、つ

と
め

と
よ

め
り

と
い

へ
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
説

明
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

、開
き

カ
ギ

括
弧

。

石
川

郎
女（

118，
126，128，111）

蔵
古

義
1

151
2

129
相

聞
古

之
。嫗

爾
爲

而
也

。如
此

許
。戀

爾
將

沉
。如

手
童

兒
。

題
詞

中「
侍

」と
そ

の
ル

ビ「
マ

カ
タ

チ
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

。「
古

之
」の

解
説「

古
爾

之（
略

）過
奴

流
」に

、「
嫗

爾
爲

而
也

」の
解

説「
嫗

を
、オ

ミ
ナ

と
訓

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

如
手

童
兒〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説「

契
沖

、手
わ

ら
は

と
は

、は
ゝ

め
の

と
な

ど
の

、手
を

は
な

れ
ぬ

を
い

ふ
べ

し
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

石
川

郎
女（

118，
126，128，111）

蔵
古

義
1

156
2

111
相

聞
丹

生
乃

河
。瀬

者
不

渡
而

。由
久

遊
久

登
。戀

痛
吾

弟
。乞

通
來

禰
。

「
由

久
遊

久
登

」の
解

説「
此

言
は

、難
み

と
ゞ

こ
ほ

る
こ

と
な

く
、す

る
＼

／
と

物
す

る
意

を
、い

ふ
こ

と
ゝ

き
こ

え
た

り
」に

青
鉛

筆
、「

恋
痛

吾
弟

」の
解

説「
コ

ヒ
タ

キ
と

よ
み

て
、め

づ
る

を
、め

で
痛

と
い

ふ
が

ご
と

く
、い

と
戀

し
き

を
、強

く
い

ふ
詞

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

長
皇

子

蔵
歌

人
219

2
111青

相
聞

石
見

の
海

角
の

浦
囘

を
　

浦
な

し
と

人
こ

そ
見

ら
め

　
潟

な
し

と
人

こ
そ

見
ら

め
　

よ
し

ゑ
や

し
浦

は
な

く
と

も
　

よ
し

ゑ
や

し
潟

は
無

く
と

も
　

鯨
魚

取
海

邊
を

指
し

て
　

和
多

豆
の

荒
磯

の
上

に
　

か
靑

な
る

玉
藻

沖
つ

藻
　

朝
羽

振
る

風
こ

そ
寄

せ
め

　
夕

羽
振

る
浪

こ
そ

來
寄

せ〔
※

こ
の

位
置

に
赤

鉛
筆

で
閉

じ
カ

ギ
括

弧
〕　

浪
の

共
か

緣
り

か
く

依
り

　
玉

藻
な

す
　

依
り

寢
し

妹
を

　
露

霜
の

置
き

て
し

來
れ

ば
　

こ
の

道
の

八
十

隈
毎

に
　

萬
度

顧
み

す
れ

ど
　

彌
遠

に
里

は
放

り
ぬ

　
彌

高
に

山
も

越
え

來
ぬ

　
夏

草
の

思
ひ

萎
え

て
　

偲
ぶ

ら
む

妹
が

門
見

む
　

靡
け

こ
の

山

茶
イ

ン
ク

で
上

部
余

白
に

111-111の
題

詞「
○

從
石

見
国

別
妻

上
來

時
歌（

第
一

）」と
書

込
み

。人
麻

呂
に

関
す

る
解

説「
石

見
の

國
に

赴
い

て
は

、そ
の

地
で

新
し

い
妻

を
得

て
ゐ

る
。そ

の
妻

は
依

羅
の

娘
子

の
名

で
呼

ば
れ

て
ゐ

る
。（

略
）そ

の
依

羅
の

娘
子

は
、石

見
の

國
府

を
去

る
三

里
ば

か
り

の
津

野
の

里
に

住
ん

で
ゐ

た
と

思
は

れ
る〔

傍
線

茶
鉛

筆
〕」の

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で「

依
羅

娘
子

」と
書

込
み

。
111に

つ
い

て
は

、「
石

見
か

ら
都

に
上

つ
て

來
る

道
は

、海
岸

沿
ひ

に
山

を
越

え
て

行
く

道
で

あ
る

。妻
の

住
ん

で
ゐ

た
角

の
里

か
ら

す
ぐ

に
山

に
さ

し
か

ゝ
つ

て
顧

み
れ

ば
、妻

の
家

を
見

え
る

や
う

な
地

勢
で

あ
る

が
、し

か
も

山
は

い
よ

＼
／

高
く

道
は

い
よ

＼
／

遠
く

し
て

、そ
の

家
の

見
え

な
く

な
る

心
細

さ
を

歌
ひ

上
げ

て
ゐ

る
。（

略
）石

見
の

海
岸

は
、國

府
か

ら
東

は
割

合
に

出
入

が
少

く
海

が
深

い
の

で
、浦

や
潟

と
い

ふ
べ

き
も

の
が

乏
し

い
の

で
あ

る
が

、そ
れ

に
も

か
ゝ

は
ら

ず
、海

岸
に

は
風

波
の

爲
海

藻
が

夥
し

く
寄

せ
ら

れ
て

來
る

事
を

述
べ

て
ゐ

る
の

で
あ

る
。そ

し
て

次
の

浪
と

玉
藻

に
よ

つ
て

、我
が

妻
を

描
き

出
す

材
料

に
し

て
ゐ

る
。そ

の
浪

と
共

に
さ

ま
＼゙

／
の

形
に

寄
り

そ
ふ

玉
藻

の
や

う
に

自
分

に
寄

り
添

つ
て

寢
た

我
が

妻
を

、露
霜

の
如

く
に

捨
て

置
い

て
來

れ
ば

、こ
の

道
の

多
く

の
曲

り
角

毎
に

、幾
度

と
知

ら
ず

に
顧

み
を

す
る

け
れ

ど
も

、い
よ

＼
／

遠
く

妻
の

住
む

里
は

離
れ

た
。い

よ
＼

／
高

く
山

も
越

え
て

來
た

。我
が

妻
は

今
や

、夏
の

草
の

日
に

曝
さ

れ
て

な
え

＼
／

と
す

る
や

う
に

、物
思

ひ
に

う
ち

萎
れ

て
自

分
を

思
つ

て
ゐ

る
の

で
あ

ら
う

。そ
の

妻
の

ゐ
る

門
を

見
た

い
も

の
で

あ
る

が
、越

え
て

來
た

山
が

妨
に

な
つ

て
見

え
な

い
。こ

の
山

は
靡

き
伏

し
て

し
ま

ふ
が

よ
い

と
い

ふ
歌〔

傍
線

茶
鉛

筆
、茶

鉛
筆

で
三

重
丸

印
〕」、「

人
麻

呂
の

歌
に

は
、婦

人
の

姿
體

を
描

く
の

に
、玉

藻〔「
玉

藻
」赤

鉛
筆

で
囲

み
〕

を
も

つ
て

形
容

と
す

る
の

は
常

の
手

段
で

あ
る

。藻
の

や
う

な
美

し
さ

と
、し

か
も

靡
き

よ
る

柔
か

さ
と

を
、婦

人
に

感
じ

て
ゐ

る
の

で
あ

る
。〔

傍
線

青
鉛

筆
、青

鉛
筆

で
二

重
丸

印
〕と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
1

159
2

111
相

聞
石

見
乃

海
。角

乃
浦

回
乎

。浦
無

等
。人

社
見

良
目

。滷
無

等
。人

社
見

良
目

。能
笑

八
師

。浦
者

無
友

。縱
畫

屋
師

。滷
者

無
鞆

。鯨
魚

取
。海

邊
乎

指
而

。和
多

豆
乃

。荒
礒

乃
上

爾
。香

靑
生

。玉
藻

息
津

藻
。朝

羽
振

。風
社

依
米

。夕
羽

振
。流〔

※「
流

」は
四

角
囲

み
文

字
〕浪

社
來

緣
。浪

之
共

。彼
緣

此
依

。玉
藻

成
。依

宿
之

妹
乎

。露
霜

乃
。置

而
之

來
者

。此
道

乃
。八

十
隈

毎
。萬

段
。顧

爲
騰

。彌
遠

爾
。里

者
放

奴
。益

高
爾

。山
毛

越
來

奴
。夏

草
之

。念
之

奈
要

而
。志

怒
布

良
武

。妹
之

門
將

見
靡

此
山

。

「
浦

無
等

」の
解

説
に「

浦
は

、和
名

抄
に（

略
）和

名
宇

良
と

あ
り〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」、「

人
社

見
良

目
」の

解
説

に「
他

人
こ

そ
、さ

は
見

ら
め

、よ
し

や
さ

は
あ

り
と

も
と

の
意〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

能
笑

八
師

」の
解

説
に「

假
リ

に
縱

す
辭

と
て

、よ
し

や
さ

は
あ

れ〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕、と
い

ふ
意

の
古

言
」、「

鯨
魚

取
」の

解
説

に「
澳

津
玉

藻
と

も
云

る
に

て
し

る
べ

し
、一

ツ
物

を
、か

く
二

様
に

い
ひ

て
、あ

や
な

し
た

る
な

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」、「
朝

羽
振

、夕
羽

振
」の

解
説

に「
羽

は
扇

る
意

の
古

言
と

見
ゆ（

略
）振

は
、起

リ
觸

る
を

云〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
彼

緣
此

依
」の

解
説

に「
カ

ヨ
リ

カ
ク

ヨ
リ

と
訓

て
、妹

が
よ

る
こ

と
ゝ

す
る

は
、ひ

が
こ

と
な

り
、こ

は
玉

藻
の

よ
る

事
を

云
る

な
れ

ば
、必

ス〔
傍

線
青

鉛
筆

〕か
よ

り
か

く
よ

る〔
傍

線
青

鉛
筆

・
赤

鉛
筆

〕、と
よ

む
べ

き
こ

と
な

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」、「
玉

藻
成〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
玉

藻
の

如
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
露

霜
乃

」の
解

説
に「

露
と

霜
と

な
り

、共
に

お
く

も
の

な
れ

ば
、置

て
し

く
れ

ば
、と

い
は

む
料

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）志

毛
と

い
ふ

は
、も

と
は

露
を

も
か

ね
た

る
總

名
に

て
、其

ノ
中

に
、氷

ら
で

あ
る

を
、都

由
志

毛
と

い
ひ

、省
き

て
都

由
と

の
み

も
い

へ
る

な
り〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」、「

夏
草

之〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

之
奈

要
と

い
は

む
料

に
お

け
る

枕
詞〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

靡
此

山〔
青

鉛
筆

で
囲

み
〕」の

解
説

に「
山

の
障

リ
て

見
せ

ぬ
が

、わ
び

し
け

れ
ば

、此
ノ

山
靡

け
よ

、と
山

に
令

せ
た

る
な

り
、こ

れ
ま

こ
と

の
こ

ゝ
ろ

な
り

、ま
こ

と
の

歌
な

り
、ま

こ
と

に
山

を
も

靡
か

し
む

る
勢

此
ノ

歌
此

ノ
詞

に
あ

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕、読
者

か
へ

す
＼

／゙
味

ヒ
見

べ
し〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

柿
本

人
麻

呂

ノ
古

代
2

21
2

111
相

聞
…

…
夏

草
の

思
ひ

萎
え

て
し

ぬ
ぶ

ら
む

妹
が

門
み

む
靡

け
こ

の
山

歌
の

引
用

に
続

き「
長

く
歌

っ
て

き
た

も
の

を
、折

返
し

て
歌

ひ
な

お
す（

略
）こ

の
習

慣
か

ら
、短

歌
が

獨
立

し
て

來
る

。（
略

）」と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

類
別

上
59

2
112茶

相
聞

石
見

の
や

高
角

山
の

木
の

間
よ

り
我

が
振

る
袖

を
妹

見
つ

ら
む

か
上

部
余

白
に

茶
イ

ン
ク

で「
角

の
里

　
高

角
山

」と
書

込
み

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
251

2
112青

相
聞

石
見

の
や

高
角

山
の

木
の

間
よ

り
我

が
振

る
袖

を
妹

見
つ

ら
む

か
『

歌
人

研
究

』
2・

111の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
1

169
2

112
相

聞
石

見
乃

也
。高

角
山

之
。木

際
從

。我
振

袖
乎

。妹
見

都
良

武
香

。
「

歌
ノ

意
」に

青
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。『
古

義
1

』
2

･111の
項

も
参

照
。

柿
本

人
麻

呂



─ （00 ─

蔵
類

別
上

59
2

111茶
相

聞
小

竹
の

葉
は

み
山

も
さ

や
に

亂
げ

ど
も

吾
は

妹
お

も
ふ

別
れ

來
ぬ

れ
ば

『
口

譯
叢

書
1

』11・
1181の

項
参

照
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

歌
人

251
2

111青
相

聞
小

竹
が

葉
は

み
山

も
さ

や
に

さ
や

げ
ど

も
吾

は
妹

思
ふ

別
れ

來
ぬ

れ
ば

『
歌

人
研

究
』

2・
111の

項
参

照
。本

書
は

111に
つ

い
て「

滿
山

の
小

竹
の

葉
秋

風
に

悉
く

騒
ぎ

鳴
る

中
を

、獨
、妻

に
別

れ
て

都
に

上
る

姿
を

描
い

て
ゐ

る
。〔

二
重

傍
線

茶
鉛

筆
〕」と

解
説

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
1

171
2

111
相

聞
小

竹
之

葉
者

。三
山

毛
淸

爾
。亂

友
。吾

者
妹

思
。別

來
禮

婆
。

「
三

山
毛

淸
爾

」の
解

説「
淸

は
、借

リ
字

に
て

、佐
夜

佐
夜

と
喧

し
く

鳴
リ

さ
わ

ぐ
こ

と
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

柿
本

人
麻

呂

ノ
古

代
2

21
2

111
相

聞
笹

の
葉

は
み

山
も

さ
や

に
さ

や
げ

ど
も

、我
は

妹
思

ふ
、別

れ
來

ぬ
れ

ば
歌

の
引

用
に

続
き「

内
外

の
現

象
生

活
が

ぴ
つ

た
り

相
叶

ふ
て

ゐ
る

日
本

の
短

歌
に

宿
命

的
の

叙
情

味
の

失
せ

な
い

の
は

、人
麻

呂
が

こ
ん

な
手

本
を

澤
山

に
殘

し
た

か
ら

で
あ

る
」と

あ
る

。
柿

本
人

麻
呂

ノ
水のうへ

551
2

111
相

聞
笹

の
葉

は
み

山
も

さ
や

に［［
□

］］さ
や

げ
ど

も
、別

か
れ

來
ぬ

れ
ば

、妹
を

し
ぞ

思
ふ

柿
本

人
麻

呂
蔵

古
義

1
171

2
111

相
聞

石
見

爾
有

。高
角

山
乃

、木
間

從
文

、吾
袂

振
乎

、妹
見

譼
鴨

。
「

或
本

反
歌

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。本

歌
は

、『
古

義
1

』
2・

112の
項

に
記

載
。

蔵
歌

人
251

2
115青

相
聞

角
さ

は
ふ

石
見

の
海

の
　

言
さ

へ
く

辛
の

埼
な

る
　

海
石

に
ぞ

深
海

松
生

ふ
る

　
荒

磯
に

ぞ
玉

藻
は

生
ふ

る
　

玉
藻

な
す

靡
き

寢
し

兒
を

　
深

海
松

の
深

め
て

思
へ

ど
　

さ
寢

し
夜

は
幾

も
あ

ら
ず

　
延

ふ
蔦

の
別

れ
し

來
れ

ば
　

肝
向

ふ
心

を
痛

み
　

思
ひ

つ
ゝ

顧
み

す
れ

ど
　

大
船

の
渡

の
山

の
　

黃
葉

の
散

り
の

亂
に

　
妹

が
袖

清
に

も
見

ず
　

妻
隱

る
屋

上
の

山
の

　
雲

間
よ

り
渡

ら
ふ

月
の

　
惜

し
け

ど
も

隱
ろ

ひ
來

れ
ば

　
天

傳
ふ

入
日

刺
し

ぬ
れ

　
丈

夫
と

思
へ

る
我

も
　

敷
妙

の
衣

の
袖

は
　

通
り

て
沾

れ
ぬ

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で

115-117の
題

詞「
○

從
石

見
国

別
妻

上
來

時
歌（

第
二

）」と
書

込
み

。本
書

は
本

歌
に

つ
い

て「
妻

に
別

れ
て

旅
に

上
つ

て
來

る
、入

日
の

影
の

さ
す

ま
ゝ

に
、妻

を
思

ふ
心

の
一

層
切

に
な

つ
た

事
を

敍
し

て
ゐ

る〔
傍

線
茶

鉛
筆

〕」と
解

説
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
1

171
2

115
相

聞
角

鄣
經

。石
見

之
海

乃
。言

佐
敝

久
。辛

乃
埼

有
。伊

久
里

爾
曾

。深
海

松
生

流
。荒

礒
爾

曾
。

玉
藻

者
生

流
。玉

藻
成

。靡
寐

之
兒

乎
。深

海
松

乃
。深

目
手

思
騰

。左
宿

夜
者

。幾
毛

不
有

。
延

都
多

乃
。別

之
來

者
。肝

向
。心

乎
痛

。念
乍

。顧
爲

騰
。大

舟
之

。渡
乃

山
之

。黃
葉

乃
。散

之
亂

爾
。妹

袖
。淸

爾
毛

不
見

。嬬
隱

有
。屋

上
乃

山
乃

。自
雲

間
。渡

相
月

乃
。雖

惜
。隱

比
來

者
。天

傳
。入

日
刺

奴
禮

。大
夫

跡
。念

有
吾

毛
。敷

妙
乃

。衣
袖

者
。通

而
沾

奴
。

「
角

鄣
經

」の
解

説
に「

石
と

い
は

む
料

の
枕

詞
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
言

佐
敝

久〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

加
羅

の
枕

詞
な

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕（
略

）異
國

人
の

言
語

は
、此

方
の

人
の

耳
に

は
聞

分
が

た
く

、喧
響

て
聞

ゆ
れ

ば
、言

語
の

喧
響

ぐ
韓

、ま
た

百
濟

と
い

ふ
意

に
つ

ゞ
け

た
り〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」、「

伊
久

里〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

海
中

の
石

を
い

ふ
べ

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
玉

藻
者

生
流

」の
解

説
に「

此
ま

で
は

、玉
藻

成
深

海
松

乃
を

い
は

む
料

の
序

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

延
都

多
乃〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
別

の
枕

詞
な

り（
略

）か
た

＼
／

へ
蔓

ひ
別

る
ゝ

を
人

の
別

に
い

ひ
つ

ゞ
け

た
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

肝
向

」の
解

説
に「

心
の

枕
詞

な
り〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」、「

大
舟

之
」の

解
説

に「
渡

の
枕

詞
な

り
、つ

ゞ
け

の
意

明
ら

け
し〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」、「

妹
袖〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
妹

が
振

ル
袖

な
る

べ
し

、わ
か

れ
來

て
見

え
ず

な
る

ま
で

は
、猶

門
な

ど
に

立
て

、妻
が

袖
振

し
な

る
べ

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
嬬

隱
有〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
屋

の
枕

詞
な

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」、「
屋

上
乃

山
乃

」の
解

説
に「

玉
ノ

小
琴

ニ
云〔

傍
線

青
鉛

筆
〕屋

上
の

山
の

、と
切

て
、隱

ひ
來

れ
ば

、と
下

へ
つ

ゞ
く

」、「
渡

相
月

乃
」の

解
説

に「
和

多
良

布
は

、和
多

留
の

伸
り

た
る

言〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」、「
通

而
沾

奴
」の

解
説

に「
袖

の
表

よ
り

裏
ま

で
、濕

達
り

ぬ
と

な
り〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
歌

人
251

2
116青

相
聞

靑
駒

の
足

掻
を

早
み

雲
居

に
ぞ

妹
が

あ
た

り
を

過
ぎ

て
來

に
け

る
『

歌
人

研
究

』
2・

115の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
1

181
2

116
相

聞
靑

駒
之

。足
掻

乎
速

。雲
居

曾
。妹

之
當

乎
。過

而
來

計
類

。
「

歌
ノ

意
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
251

2
117青

相
聞

秋
山

に
落

つ
る

黃
葉

少
時

し
く

は
な

散
り

亂
り

そ
妹

が
あ

た
り

見
む

『
歌

人
研

究
』

2・
115の

項
参

照
。117に

つ
い

て
本

書
は「

折
し

も
秋

の
頃

で
あ

つ
て

、ふ
り

し
き

る
黃

葉
は

道
を

埋
め

山
を

埋
め

、眼
界

を
遮

つ
て

散
り

み
だ

れ
て

ゐ
る

。も
と

よ
り

黃
葉

が
降

り
し

き
る

の
に

ま
ぎ

れ
て

見
え

ぬ
わ

け
で

は
な

く
、只

遠
く

且
高

く
、隔

つ
た

の
で

見
え

ぬ
の

で
あ

る
が

、そ
れ

を
黃

葉
の

散
り

し
き

る
爲

見
え

ぬ
と

し
た

所
に

手
段

が
あ

る
。そ

こ
で

そ
の

黃
葉

に
對

し
て

、し
ば

ら
く

の
間

散
り

亂
れ

る
事

な
か

れ
と

詠
ん

だ
の

で
あ

る
。散

り
亂

れ
る

黃
葉

の
中

に
靑

馬
を

た
て

ゝ
、立

ち
や

す
ら

ふ
人

麻
呂

の
姿

が
浮

び
出

し
て

く
る〔

傍
線

茶
鉛

筆
〕」と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
1

185
2

117
相

聞
秋

山
爾

。落
黃

葉
。須

臾
者

。勿
散

亂
曾

。妹
之

當
將

見
。

「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

古
義

1
186

2
111

相
聞

勿
念

跡
。君

者
雖

言
。相

時
。何

時
跡

知
而

加
。吾

不
戀

有
牟

。
「

勿
念

跡
」の

解
説

に「
ナ

オ
モ

ヒ
ト

と
訓

べ
し（

略
）念

は
、家

-念
 妹

-念
、な

ど
や

う
に

云
時

こ
そ

、母
-比

 母
-布

な
ど

も
い

へ
れ

、
か

ゝ
る

と
こ

ろ
な

ど
に

て
、念

の
於

を
省

き
て

、母
-比

 母
-布

と
い

ふ
こ

と
は

、さ
ら

に
な

き
こ

と
な

る
を

や〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

15
2

111赤
挽

歌
磐

代
の

濱
松

が
枝

を
引

き
結

び
眞

幸
く

あ
ら

ば
亦

か
へ

り
見

む
111、112の

作
者「

有
馬

皇
子

」に
青

鉛
筆

で
星

印
。有

馬
皇

子「
傳

記
」の

項
の「

蘇
我

赤
兄

」に
茶

イ
ン

ク
で

傍
線

、「
皇

太
子

」の
横

に
「

中
大

兄
皇

子〔
茶

イ
ン

ク
〕」と

書
込

み
。二

首
の

上
部

余
白

に
赤

鉛
筆

で「
？

」と
あ

る
。題

詞
中「

松
が

枝
を

結
べ

る
歌

」に
茶

イ
ン

ク
で

傍
点

。そ
の

下
部

余
白

に「
於

是
皇

太
子

、親
問

有
馬

皇
子

曰
。何

故
謀

反
。答

曰
、天

與
赤

兄
知

、吾
全

不
解

。（「
齊

明
紀

四
年

十
一

月
）

〔
茶

イ
ン

ク
〕」の

書
込

み
。二

首
の

横
に「

※
草

木
ヲ

結
ン

デ
幸

福
ヲ

ね
が

ふ
信

仰
ガ

ア
ツ

タ〔
茶

イ
ン

ク
〕」〔

茂
吉『

萬
葉

秀
歌

』〕と
あ

る
。

有
間

皇
子

蔵
古

義
1

191
2

111
挽

歌
磐

白
乃

。濱
松

之
枝

乎
。引

結
。眞

幸
有

者
。亦

還
見

武
。

黒
イ

ン
ク

で
、題

詞
の

解
説

、有
間

皇
子

に
つ

い
て

の
記

述「
此

ノ
皇

子
謀

反
の

事
あ

ら
は

れ
し

か
ば（

略
）御

歌
な

り
」に

黒
イ

ン
ク

で
波

線
、「

謀
反

」の「
反

」の
ル

ビ「
カ

タ
ブ

ケ
ン

」に
囲

み
。

「
引

結
」の

解
説「

結
び

合
す

る
こ

と
な

り
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
御

歌
ノ

意〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
説

明
に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

。

有
間

皇
子

蔵
類

別
上

15
2

112赤
挽

歌
家

に
あ

れ
ば

笥
に

盛
る

飯
を

草
枕

旅
に

し
あ

れ
ば

椎
の

葉
に

盛
る

『
作

者
類

別
上

』
2・

111の
項

参
照

。
有

間
皇

子
蔵

古
義

1
191

2
112

挽
歌

家
有

者
。笥

爾
盛

飯
乎

。草
枕

。旅
爾

之
有

者
。椎

之
葉

爾
盛

。
「

笥
爾

盛
飯

乎
」の

解
説「

飯
笥

に
盛

リ
て

食
ふ

飯
を

い
ふ

な
り

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

御
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

有
間

皇
子

蔵
古

義
1

192
2

111
挽

歌
磐

代
乃

。岸
之

松
枝

。將
結

。人
者

反
而

。復
將

見
鴨

。
「

歌
ノ

意〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
説

明
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
長

意
吉

麻
呂

蔵
古

義
1

191
2

111
挽

歌
磐

代
乃

。野
中

爾
立

有
。結

松
。情

毛
不

解
。古

所
念

。
「

情
毛

不
解〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

結
ぼ

は
れ

た
る

よ
し

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
長

意
吉

麻
呂

蔵
古

義
1

191
2

115
挽

歌
鳥

翔
成

。有
我

欲
比

管
。見

良
目

杼
母

。人
社

不
知

。松
者

知
良

武
。

「
鳥

翔
成

」の
解

説
に「

羽
し

て
飛

も
の

を
い

ふ
な

り
、鳥

の
如

く
と

い
ふ

が
如

し
、成

は
如

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

有
我

欲
比

管
」の

解
説

に「
有

々
て

絶
ず〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」、「

見
良

目
杼

母
」に

つ
い

て
の

解
説

に「
陵

墓
は

、そ
の

神
魂

を
、其

處
に

永
く

留
め

む
と

て
か

ま
へ

た
る

こ
と

、下
に

引
る

、倭
建

ノ
命

の
御

故
事

を
、思

ヒ
合

せ
て

も
暁

る
べ

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕（
略

）陵
墓

の
さ

だ
な

く
し

て
、た

ゞ
魂

の
天

上
に

帰
た

る
こ

と
の

み
を

云
る

は〔
傍

線
青

鉛
筆

〕此
ノ

下
日

並
ノ

皇
子

ノ
尊

殯
宮

之
時

、柿
本

朝
臣

人
麻

呂
ノ

作
ル

歌
に

」と
あ

り
。

「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

山
上

憶
良

蔵
類

別
上

66
2

116青
挽

歌
後

見
む

と
君

が
結

べ
る

磐
代

の
子

松
が

末
を

又
見

け
む

か
も

上
部

余
白

に
青

鉛
筆

で「
卷

二〔
青

鉛
筆

で
囲

み
〕」と

書
入

れ
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

古
義

1
191

2
116

挽
歌

後
將

見
跡

。君
之

結
有

。磐
代

乃
。子

松
之

宇
禮

乎
。又

將
見

香
聞

。
「

宇
禮〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

梢
を

い
ふ

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

麻
呂

歌
集

蔵
古

義
1

511
2

117
挽

歌
天

原
。振

放
見

者
大

王
乃

。御
壽

者
長

久
。天

足
有

。
「

天
足

有〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説「
天

の
長

き
が

如
く

、つ
き

し
な

く
滿

足
ひ

て
あ

り
と

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

倭
大

后
蔵

古
義

1
511

2
118

挽
歌

靑
旗

乃
。木

旗
能

上
乎

。賀
欲

布
跡

羽
。目

爾
者

雖
視

。直
爾

不
相

香
裳

。
「

靑
旗

乃
」の

解
説「

白
旗

な
り

、大
殯

ノ
宮

に
立

た
る

白
旗

ど
も

の
上

に
、今

も
お

は
す

が
如

、御
面

影
は

見
え

さ
せ

賜
へ

ど
、正

面
に

相
見

奉
る

事
な

し
と

歎
キ

賜
へ

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
御

歌
ノ

意
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。
倭

大
后

（
一

書
）

蔵
古

義
1

512
2

119
挽

歌
人

者
縱

。念
息

登
母

。玉
。影

爾
所

見
乍

。不
所

忘
鴨

。
「

玉
」の

解
説「

古
ヘ

頭
の

飾
と

せ
し

も
の

に
て

、多
く

の
玉

を
貫

て
着

た
れ

ば
、し

か
い

へ
る

な
り

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

倭
大

后
ノ

伊
勢

抄
111

2
119

挽
歌

人
は

よ
し

お
も

ひ
や

む
と

も
玉

か
づ

ら
影

に
見

え
つ

つ
わ

す
ら

れ
ぬ

か
も

倭
大

后
ノ

集
抄

1
51

2
119

挽
歌

人
は

い
さ

、思
ひ

や
む

と
も

。た
ま

か
づ

ら
影

に
見

え
つ

つ
忘

ら
え

ぬ
か

も
。

倭
大

后
ノ

伊
勢

1
77

2
119

挽
歌

人
は

い
さ

思
ひ

や
む

と
も

玉
か

つ
ら

影
に

見
え

つ
つ

忘
ら

え
ぬ

か
も

倭
大

后
蔵

古
義

1
511

2
151

挽
歌

空
蟬

師
。神

爾
不

勝
者

。離
居

而
。朝

嘆
君

。放
居

而
。吾

戀
君

。玉
有

者
。手

爾
巻

持
而

。衣
有

者
。脱

時
毛

無
。吾

戀
。君

曾
伎

賊
乃

夜
。夢

所
見

鶴
。

「
神

爾
不

勝
者

」の
解

説
に「

神
と

な
り

て
、天

津
宮

に
ま

し
ま

せ
ば

、わ
が

現
在

の
身

に
し

て
、し

た
が

ひ
奉

る
に

堪
ざ

れ
ば

の
謂

な
り

〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」、「
伎

賊
乃

夜〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

昨
夜

な
り〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
婦

人

蔵
古

義
1

518
2

151
挽

歌
鯨

魚
取

。淡
海

乃
海

乎
。奥

放
而

。榜
來

船
。邊

附
而

。榜
來

船
。奥

津
加

伊
。痛

勿
波

禰
曾

。
邊

津
加

伊
。痛

莫
波

禰
曾

。若
草

乃
。嬬

之（
命

）（
之

）。念
鳥

立
。

解
説

に「
嬬

之
の

下
、命

之
ノ

二
字

あ
り

し
が

脱
た

る
に

や
、と

本
居

氏
云

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

倭
大

后



─ （0（ ─

蔵
古

義
1

511
2

155
挽

歌
八

隅
知

之
。和

期
大

王
之

。恐
也

。御
陵

奉
仕

流
。山

科
乃

。鏡
山

爾
。夜

者
毛

。夜
之

盡
。晝

者
母

。日
之

盡
。哭

耳
呼

。泣
乍

在
而

哉
。百

礒
城

之
。大

宮
人

者
。去

別
南

。
「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
額

田
王

蔵
古

義
1

511
2

156
挽

歌
三

諸
之

。神
之

神
須

疑
。已

具
耳

矣
。自

得
見

監
乍

。〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕共

不
寐

夜
叙

多
。

「
神

之
神

須
疑

」の
解

説「
凡

て
物

を
も

て
、事

を
よ

そ
へ

た
る

例
多

し
、」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。
高

市
皇

子
蔵

古
義

1
515

2
157

挽
歌

神
山

之
。山

邊
眞

蘇
木

綿
。短

木
綿

。如
此

耳
故

爾
。長

等
思

伎
。

「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

高
市

皇
子

蔵
黒

髪
山

269
2

158
挽

歌
山

吹
の

立
ち

よ
そ

ひ
た

る
山

清
水

汲
み

に
ゆ

か
め

ど
道

の
知

ら
な

く
歌

に
続

き「
こ

れ
も

挽
歌

の
一

つ
で

あ
る

。萬
葉

學
者

の
一

人
が

此
歌

の
第

一
句

か
ら

第
三

句
ま

で
が「

黃
泉

」の
和

訳
で

あ
る

こ
と

を
發

見
し

た
。（

略
）死

か
ら

來
る

じ
め

じ
め

と
し

た
感

じ
の

な
い

、淸
冽

な
後

味
を

跡
に

残
つ

た
人

達
の

上
に

與
へ

る
こ

と
が

出
來

る
」と

あ
る

。

高
市

皇
子

ノ
集

抄
2

61
2

158
挽

歌
山

吹
の

立
ち

よ
そ

ひ
た

る
山

清
水

汲
み

に
行

か
め

ど
道

の
知

ら
な

く
本

ノ
ー

ト
は「

黄
泉

」と
し

て
、158、165､166を

記
載

。
高

市
皇

子
蔵

古
義

1
517

2
159

挽
歌

八
隅

知
之

。我
大

王
之

。暮
去

者
。召

賜
良

之
。明

來
者

。問
賜

良
志

。神
岳

乃
。山

之
黃

葉
乎

。今
日

毛
鴨

。問
給

麻
思

。明
日

毛
鴨

。召
賜

萬
旨

。其
山

乎
。振

放
見

乍
。暮

去
者

。綾
哀

。
明

來
者

。裏
佐

備
晩

。荒
妙

乃
。衣

之
袖

者
。乾

時
文

無
。

「
召

賜
良

之
」の

解
説「

良
之

の
意

は
、次

に
合

せ
と

く
」に

赤
鉛

筆
で

、「
問

賜
良

志
」の

解
説「

さ
て

此
ノ

二
ツ

の
良

志
は

、常
い

ふ
と

は
異

ハ
れ

り
、め

し
賜

へ
り

し
、問

賜
へ

り
し

、と
い

は
む

が
如

し
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
御

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
持

統
天

皇

蔵
古

義
1

521
2

161
挽

歌
燃

火
物

。取
而

裹
而

、福
路

庭
。入

澄
不

言
八

。面
智

男
雲

。
歌

意
の

説
明

に「
解

得
難

し
、（

岡
部

氏〔
傍

線
青

鉛
筆

〕が（
略

）其
ノ

御
時

在
し

、役
ノ

小
角

が
と

も
が

ら
の

、火
を

袋
に

麭
み

な
ど

す
る

、恠
き

術
す

る
事

有
け

む
、さ

て
さ

る
あ

や
し

き
わ

ざ
を

だ
に

す
め

る
に

、崩
リ

ま
せ

し
君

に
、逢

奉
ら

む
術

を
知

と
い

は
ぬ

が
か

ひ
な

し
と

、御
な

げ
き

の
餘

リ
に

、の
た

ま
へ

る
な

り
と

云
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）契

沖〔
傍

線
青

鉛
筆

〕が
い

へ
り

し
は（

略
）」と

あ
る

。

持
統

天
皇

蔵
古

義
1

522
2

162
挽

歌
明

日
香

能
。淸

御
原

乃
宮

爾
。天

下
。所

知
食

之
。八

隅
知

之
。吾

大
王

。高
照

。日
之

皇
子

。
何

方
爾

。所
念

食
可

。神
風

乃
。伊

勢
能

國
者

。奥
津

藻
毛

。靡
足

波
爾

。鹽
氣

能
味

。香
乎

禮
流

國
爾

。味
凝

。文
爾

乏
寸

。高
照

日
之

御
子

。

「
味

凝
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
御

歌
ノ

意
了

解
が

た
し

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

持
統

天
皇

蔵
類

別
上

18
2

161
挽

歌
神

風
の

伊
勢

の
國

に
も

あ
ら

ま
し

を
何

し
か

來
け

む
君

も
あ

ら
な

く
に

『
作

者
類

別
上

』
2・

115の
項

参
照

。
大

伯
皇

女
蔵

類
別

上
18

2
161

挽
歌

見
ま

く
欲

り
吾

が
す

る
君

も
あ

ら
な

く
に

何
し

か
來

け
む

馬
疲

る
る

に
『

作
者

類
別

上
』

2・
115の

項
参

照
。

大
伯

皇
女

蔵
古

義
1

525
2

161
挽

歌
欲

見
。吾

爲
君

毛
。不

在
爾

。奈
何

可
來

計
武

。馬
疲

爾
。

「
不

在
爾〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説「

お
は

し
ま

さ
ぬ

こ
と

な
る

に
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
御

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
大

伯
皇

女
蔵

類
別

上
18

2
165

挽
歌

現
身

の
人

な
る

吾
や

明
日

よ
り

は
二

上
山

を
弟

脊
と

吾
が

見
む

『
作

者
類

別
上

』
2・

115の
項

参
照

。
大

伯
皇

女
蔵

古
義

1
526

2
165

挽
歌

宇
都

曾
見

乃
。人

爾
有

吾
哉

。從
明

日
者

。二
上

山
乎

。弟
世

登
吾

將
見

。
「

弟
世

」の
解

説「
姉

よ
り

弟
を

さ
し

て
、兄

と
云

る
こ

と
も

、古
に

は
常

多
か

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
御

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。本
書

は「
現

に
て

在
吾

カ
身

に
し

て
、明

日
よ

り
後

は
、言

も
通

は
ぬ

二
上

山
を

、吾
カ

兄
と

見
つ

ゝ
あ

ら
む

歟
、と

歎
き

賜
ふ

な
り

」
と

訳
し

て
い

る
。

大
伯

皇
女

ノ
集

抄
2

61
2

165
挽

歌
現

身
の

人
な

る
吾

や
明

日
よ

り
は

二
上

山
を

い
ろ

せ
と

吾
が

見
む

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

2・
158の

項
参

照
。

大
伯

皇
女

蔵
類

別
上

18
2

166
挽

歌
石

の
上

に
生

ふ
る

馬
醉

木
を

手
折

ら
め

ど
見

す
べ

き
君

が
在

り
と

い
は

な
く

に
『

作
者

類
別

上
』

2・
115の

項
参

照
。

大
伯

皇
女

蔵
古

義
1

527
2

166
挽

歌
礒

之
於

爾
。生

流
馬

醉
木

乎
。手

折
目

杼
。令

視
倍

吉
君

之
。在

常
不

言
爾

。
「

在
常

不
言

爾〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説「
お

は
し

ま
さ

ぬ
こ

と
な

る
に

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伯

皇
女

随
死

者
186

2
166

挽
歌

石
の

う
へ

に
生

ふ
る

馬
醉

木
を

手
折

ら
め

ど
…

…
「

室
生

川
の

崖
の

う
へ

に
そ

れ
と

同
じ

花
が

真
つ

白
に

さ
き

み
だ

れ
て

い
る

の
を（

略
）大

來
皇

女
の

挽
歌

に
あ

る「
石

の
う

へ
に（

略
）」

の
馬

醉
木

は
こ

れ
で

な
く

て
は

と
お

も
つ

た
。」と

あ
る

。
大

伯
皇

女

ノ
集

抄
2

61
2

166
挽

歌
磯

の
上

に
生

ふ
る

馬
酔

木
を

手
折

ら
め

ど
見

す
べ

き
君

が
在

り
と

い
は

な
く

に
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
2・

158の
項

参
照

。
大

伯
皇

女
蔵

古
義

1
529

2
167

挽
歌

天
地

之
。初

時
之

。久
堅

之
。天

河
原

爾
。八

百
萬

。千
萬

神
之

。神
集

。集
座

而
。神

分
。分

之
時

爾
。天

照
。日

女
之

命
。天

乎
婆

。所
知

食
登

。葦
原

乃
。水

穂
之

國
乎

。天
地

之
。依

相
之

極
。所

知
行

。神
之

命
等

。天
雲

之
。八

重
掻

別
而

。神
下

。座
奉

之
。高

照
。日

之
皇

子
波

。飛
鳥

之
。淨

之
宮

爾
。神

随
。太

布
座

而
。天

皇
之

。敷
座

國
等

。天
原

。石
門

乎
開

。神
上

。上
座

奴
。吾

王
。皇

子
之

命
乃

。天
下

。所
知

食
世

者
。春

花
之

。貴
在

等
。望

月
乃

。滿
波

之
計

武
跡

。天
下

。四
方

之
人

乃
。大

船
之

。思
憑

而
。天

水
。仰

而
待

爾
。何

方
爾

御
念

食
可

。由
緣

母
無

。眞
弓

乃
崗

爾
。宮

柱
。太

布
座

。御
在

香
乎

。高
知

座
而

。明
言

爾
。御

言
不

御
問

。日
月

之
。數

多
成

塗
。其

故
。皇

子
之

宮
人

。行
方

不
知

毛
。

「
天

地
之

依
相

之
極〔

傍
線

青
鉛

筆
〕の

解
説

に「
久

し
き

間
の

た
め

し
と

せ
り〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」、「

座
奉

之〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に

「
イ

マ
セ

マ
ツ

リ
シ

と
訓

べ
し

、奉
令

座
し

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）天

地
の

初
發

の
時

に
天

の
河

原
に

八
百

萬
神

等
の

、集
ひ

い
ま

し
て

神
議

し
給

ひ
し

時
に

、既
く

天
上

を
ば

、天
照

ス
日

女
ノ

命
の

し
ろ

し
め

す
國

ぞ
、此

ノ
水

穂
ノ

國
を

、皇
孫

ノ
命

の
、天

地
と

長
ク

久
し

く
、し

ろ
し

め
す

べ
き

國
ぞ

、と
定

め
賜

ひ
て

、天
の

八
重

雲
を

掻
別

て
、天

降
し

奉
令

座
し

な
り

と〔
傍

線
青

鉛
筆

、青
鉛

筆
で

開
き

カ
ギ

括
弧

〕」、「
高

照
日

之
皇

子
波〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
天

武
天

皇〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
敷

座
國

等〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説
に

「
崩

リ
ま

し
て

は
、又

天
ノ

原
を

敷
座

國
と

し
て

と
い

ふ
な

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」、「
神

上
上

座
奴

」の
解

説
に「

天
原

云
々

神
上

、と
云

な
し

た
る

に
て

、あ
ら

は
に

崩
御

と
申

さ
ず

、正
し

く
、天

に
の

ぼ
り

ま
せ

し
ご

と
く

云
り

、と
き

こ
え

た
れ

ば
な

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」、「
春

花
之〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
貴

と
い

は
む

料
の

枕
詞

な
り〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
1

511
2

171
挽

歌
─

169の
左

注「〔
或

本
以

件
ノ

歌
。爲

後
ノ

皇
子

ノ
尊

ノ
殯

宮
之

時
ノ

反
歌

ト
也

。〕」の
右

に
、黒

イ
ン

ク
で

171番
歌「

島
宮

 勾
乃

池
之

 放
鳥

 人
目

尓
戀

而
 池

尓
不

潜
」を

書
込

み
。

或
本

歌
（

柿
本

人
麻

呂
）

蔵
類

別
上

119
2

171
挽

歌
高

光
る

我
が

日
の

皇
子

の
萬

代
に

國
知

ら
さ

ま
し

島
の

宮〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕は

も
171-191の

作
者「

日
並

皇
子

宮
舎

人
等

」に
茶

イ
ン

ク
で

星
印

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
古

義
1

511
2

171
挽

歌
高

光
。我

日
皇

子
乃

。萬
代

爾
。國

所
知

麻
之

。島
宮

波
母〔

※「
母

」に
青

鉛
筆

で
囲

み
〕 。

171-191題
詞「

皇
子

尊
宮

舍
人

等
慟

傷
作

歌
二

十
三

首
。」の

上
に

赤
鉛

筆
で「

〇 △
」と

書
込

み
。「

島
宮

波
母

」の
解

説「
母

は
、歎

き
の

意
を

帯
た

る
助

辭
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
口

譯
1

58
2

171
-191

挽
歌

─
題

詞「
日

並
知

ノ
皇

子
ノ

尊
の

宮
の

舎
人

等
の

悲
し

ん
で

作
つ

た
歌

廿
三

首
。」の

上
に

緑
鉛

筆
で

丸
印

。

ノ
（

大
和

路
）

511
2

171
-191

挽
歌

─
題

詞「
日

並
皇

子
官

舎
人

等
慟

傷
し

て
作

れ
る

歌
二

十
三

首
」の

み
記

載
。歌

の
引

用
は

な
し

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
類

別
上

119
2

172
挽

歌
島

の
宮〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕池
の

上
な

る
放

ち
鳥

荒
び

な
行

き
そ

君
坐

さ
ず

と
も

『
作

者
類

別
上

』
2・

171の
項

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
古

義
1

515
2

172
挽

歌
島

宮
。上

池
有

。放
鳥

。荒
備

勿
行

。君
不

座
十

方
。

「
放

鳥
」の

解
説「

飼
せ

賜
ひ

し
鳥

ど
も

を
、薨

ま
し

て
後

に
放

ち
た

る
が

、猶
そ

の
池

に
を

る
な

り
」、「

荒
備

勿
行

」の
解

説「
人

踈
く

遠
ざ

か
り

ゆ
く

こ
と

な
か

れ
、と

い
ふ

意
な

り
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。『
古

義
』

2・
171も

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
類

別
上

119
2

171
挽

歌
高

光
る

わ
が

日
の

皇
子

の
坐

し
せ

ば
島

の
御

門〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕は

荒
れ

ざ
ら

ま
し

を
『

作
者

類
別

上
』

2・
171の

項
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人
蔵

類
別

上
119

2
171

挽
歌

外
に

見
し

眞
弓

の
岡〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕も
君

座
せ

ば
常

つ
御

門
と

侍
宿

す
る

か
も

『
作

者
類

別
上

』
2・

171の
項

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
古

義
1

517
2

171
挽

歌
外

爾
見

之
。檀

乃
岡

毛
。君

座
者

。常
都

御
門

跡
。侍

宿
爲

鴨
。

「
檀

乃
岡

」の
解

説「
皇

子
ノ

尊
を

、葬
奉

れ
る

地
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。『
古

義
』

2・
171も

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

ノ
集

抄
2

62
2

171
挽

歌
外

に
見

し
眞

弓
の

岡
も

君
坐

せ
ば

常
つ

宮
殿

と
侍

宿
す

る
か

も
本

ノ
ー

ト
は「

貴
人

の
死

」と
し

て
、171、175、177、181、189を

記
載

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
類

別
上

119
2

175
挽

歌
夢

に
だ

に
見

ざ
り

し
も

の
を

黨
悒

く
宮

出
も

す
る

か
佐

日
の

隈
囘〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕を
『

作
者

類
別

上
』

2・
171の

項
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人
蔵

古
義

1
518

2
175

挽
歌

夢
爾

谷
。不

見
在

之
物

乎
。欝

悒
。宮

出
毛

爲
鹿

。昨
日

之
隈

回
乎

。
「

夢
爾

谷〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

夢
に

さ
へ

と
云

む
が

如
し〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

欝
悒

」の
解

説
に「

何
に

て
も

そ
れ

と
決

め
が

た
く

、お
ぼ

つ
か

な
き

を
い

ふ
詞

な
り〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」、で

波
線

。「
宮

出
毛

爲
鹿〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
宮

出
も

す
る

哉
、と

い
ふ

が
如

し〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。『
古

義
』

2・
171も

参
照

。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人

ノ
集

抄
2

62
2

175
挽

歌
夢

に
だ

に
見

ざ
り

し
も

の
を

鬱
悒

し
く

宮
出

も
す

る
か

佐
日

の
隈

廻
を

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

2・
171の

項
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人



─ （0（ ─

蔵
類

別
上

119
2

177
挽

歌
朝

日
照

る
佐

太
の

岡
邊〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕に
群

れ
ゐ

つ
つ

吾
が

哭
く

涙
や

む
時

も
な

し
『

作
者

類
別

上
』

2・
171の

項
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人
ノ

集
抄

2
62

2
177

挽
歌

朝
日

照
る

佐
太

の
岡

べ
に

群
れ

ゐ
つ

つ
吾

が
哭

く
涙

や
む

時
も

な
し

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

2・
171の

項
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人
蔵

古
義

1
551

2
178

挽
歌

御
立

爲
之

。島
乎

見
時

。庭
多

泉
。流

涙
。止

曾
金

鶴
。

余
白

に「（
一

六
八

）」と
書

込
み

が
あ

る
が

一
七

八
の

誤
り

。「
庭

多
泉〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
た

づ
み

と〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕云
る

古
言

、片
山

里
に

殘
れ

り
、（

略
）今

按
に

、庭
漾

水〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕と
云

な
り

、タ
ヾ

ヨ
フ

の
ダ

ヨ
は

、ド
と

切
り

、ド
フ

は
ヅ

と
切

れ
ば

、タ
ヅ

ミ
と

な
れ

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。『

古
義

』
2・

171も
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人

蔵
類

別
上

119
2

179
挽

歌
橘

の
島

の
宮

に
は

飽
か

ね
か

も
佐

田
の

岡
邊〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕に
侍

宿
し

に
行

く
『

作
者

類
別

上
』

2・
171の

項
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人
蔵

古
義

1
551

2
179

挽
歌

橘
之

。島
宮

爾
者

。不
飽

鴨
。佐

田
乃

岡
邊

爾
。侍

宿
爲

爾
往

。
「

不
飽

鴨〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説「
不

飽
者

か
と

い
ふ

に
同

じ
く

て
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。『
古

義
』

2・
171も

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

ノ
集

抄
2

62
2

181
挽

歌
御

立
せ

し
島

の
荒

磯
を

今
見

れ
ば

生
ひ

ざ
り

し
草

生
ひ

に
け

る
か

も
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
2・

171の
項

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
類

別
上

119
2

182
挽

歌
鳥

塒
立

て
飼

ひ
し

鴈
の

兒
栖

立
ち

な
ば

眞
弓

の
岡〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕に
飛

び
歸

り
來

ね
『

作
者

類
別

上
』

2・
171の

項
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人
蔵

古
義

1
551

2
182

挽
歌

鳥
塒

立
。飼

之
雁

乃
兒

。栖
立

去
者

。檀
崗

爾
。飛

反
來

年
。

「
鳥

塒
立

」の
解

説「
鳥

座
を

造
リ

立
テ

と
い

ふ
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。『
古

義
』

2・
171も

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
古

義
1

555
2

181
挽

歌
吾

御
門

。千
代

常
登

婆
爾

。將
榮

等
。念

而
有

之
。吾

志
悲

毛
。

「
常

登
婆

」の
解

説「
登

津
磐

の
約

な
る

べ
し

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。『

古
義

』
2・

171も
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人
蔵

古
義

1
555

2
181

挽
歌

東
乃

。多
藝

能
御

門
爾

。雖
伺

侍
。昨

日
毛

今
日

毛
。召

言
毛

無
。

「
東

乃
多

藝
能

御
門〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説「

池
に

瀧
あ

る
方

の
御

門
を

、か
く

名
づ

け
ら

れ
た

り
け

む
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。『
古

義
』

2・
171も

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
古

義
1

556
2

185
挽

歌
水

傳
。礒

乃
浦

回
乃

。石
乍

自
。木

丘
開

道
乎

。又
將

見
鴨

。
「

木
丘

開〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説「
茂

開
な

り
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。『
古

義
』

2・
171も

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
古

義
1

557
2

186
挽

歌
一

日
者

。千
遍

參
入

之
。東

乃
。太

寸（
能

）御
門

乎
。入

不
勝

鴨
、

「
入

不
勝

鴨〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」の
解

説「
入

む
と

お
も

へ
ど

、得
入

ざ
る

哉
と

い
ふ

な
り

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。『

古
義

』
2・

171も
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人
蔵

類
別

上
111

2
187

挽
歌

由
緣

も
な

き
佐

太
の

岡
邊〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕に
反

り
ゐ

ば
島

の
御

階
に

誰
か

住
ま

は
む

『
作

者
類

別
上

』
2・

171の
項

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
古

義
1

558
2

187
挽

歌
所

由
無

。佐
太

乃
岡

邊
爾

。反
居

者
。島

御
橋

爾
。誰

加
住

舞
無

。
「

反
居

者〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説「
反

は
、君

ノ
字

の
寫

誤
な

る
べ

し
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。『
古

義
』

2・
171も

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
古

義
1

559
2

188
挽

歌
旦

覆
。日

之
入

去
者

。御
立

之
。島

爾
下

座
而

。嘆
鶴

鴨
。

「
旦

覆〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説「
茜

指
の

誤
な

る
べ

し（
略

）日
の

い
る

は
夕

ヘ
に

こ
そ

あ
れ

、朝
日

の
入

と
よ

め
る

心
は

、皇
子

の
東

宮
に

て
ま

し
ま

せ
し

か
ば

、朝
の

日
の

出
の

ご
と

く
お

も
ひ

奉
れ

る
を

、俄
か

に
し

て
か

く
れ

賜
へ

ば
、朝

の
間

に
く

も
り

て
、日

の
入

と
申

心
な

り
と

云
る

は
、古

意
な

ら
ず

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。『

古
義

』
2・

171も
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人

ノ
集

抄
2

62
2

189
挽

歌
朝

日
照

る
島

の
宮

處
に

お
ぼ

ほ
し

く
人

音
も

せ
ね

ば
ま

う
ら

悲
し

も
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
2・

171の
項

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
類

別
上

111
2

191
挽

歌
毛

衣
を

春
冬

片
設

け
て

幸
し

し
宇

陀
の

大
野〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕は
思

ほ
え

む
か

も
『

作
者

類
別

上
』

2・
171の

項
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人
蔵

古
義

1
561

2
191

挽
歌

毛
許

呂
裳

遠
。春

冬
片

設
而

。幸
之

。宇
陀

乃
大

野
者

。所
念

武
鴨

。
赤

鉛
筆

で
、「

春
冬

片
設

而
」の

解
説「

春
と

冬
と

を
片

設
て

な
り

、片
設

は
、片

附
設

る
よ

し
な

り
、片

は
、夕

片
設

而
、山

片
附

而
な

ど
も

多
く

云
る

ご
と

く
、中

間
を

過
て

、其
ノ

方
に

偏
倚

る
こ

と
な

り（
略

）其
ノ

時
に

至
れ

る
を

か
た

附
設

け
て

と
謂

り
」、「

所
念

武
鴨

」の
解

説「
今

よ
り

ゆ
く

さ
き

、常
に

お
も

ほ
え

て
、慕

は
れ

奉
ら

む
か

と
な

り
」に

傍
線

。『
古

義
』

2・
171も

参
照

。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人

蔵
類

別
上

111
2

192
挽

歌
朝

日
照

る
佐

太
の

岡〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕べ

に
鳴

く
鳥

の
夜

鳴
か

は
ら

ふ
こ

の
年

ご
ろ

を
『

作
者

類
別

上
』

2・
171の

項
参

照
。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人
蔵

古
義

1
562

2
192

挽
歌

朝
日

照
。佐

太
乃

岡
邊

爾
。鳴

鳥
之

。夜
鳴

變
布

。此
年

己
呂

乎
。

「
夜

鳴
變

布
」の

解
説

に「
幾

度
も

＼
／

、鳴
て

居
る

意
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕（
略

）變
布

は
、可

敝
留

の
伸

り
た

る
に

て
、そ

の
伸

い
ふ

は
、

緩
な

る
さ

ま
を

い
ふ

こ
と

な
れ

ば
、幾

遍
も

幾
遍

も
、絶

ず
鳴

て
居

る
よ

し
な

り〔
波

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

此
年

己
呂

乎
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。『
古

義
』

2・
171も

参
照

。

草
壁

皇
子

の
宮

の
舎

人

蔵
古

義
1

561
2

191
挽

歌
八

多
籠

良
我

。夜
晝

登
不

云
。行

路
乎

。吾
者

皆
悉

。宮
道

叙
爲

。
「

八
多

籠
良

我
」の

解
説「

奴
等

之
な

る
べ

し
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。『
古

義
』

2・
171も

参
照

。
草

壁
皇

子
の

宮
の

舎
人

蔵
歌

人
111

2
191青

挽
歌

飛
ぶ

鳥
の

明
日

香
の

河
の

　
上

つ
瀬

に
生

ふ
る

玉
藻

は
　

下
つ

瀬
に

流
れ

触
ら

ふ
　

玉
藻

な
す

か
寄

り
か

く
寄

り
　

靡
か

ひ
し

嬬
の

命
の

　
た

ゝ
な

づ
く

柔
膚

す
ら

を
　

剣
刀

身
に

副
へ

寐
ね

ば
　

烏
玉

の
夜

床
も

荒
る

ら
む

　
其

故
に

慰
め

兼
ね

て
　

蓋
し

く
も

逢
ふ

や
と

思
ひ

て
　

玉
垂

の
越

智
の

大
野

の
　

朝
露

に
玉

裳
は

湿
ち

　
夕

霧
に

衣
は

沾
れ

て
　

草
枕

旅
宿

か
も

す
る

　
逢

は
ぬ

君
ゆ

ゑ

上
部

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で

191、195の
題

詞「
獻

泊
瀨

部
皇

女
、忍

坂
部

皇
子

歌（
巻

二
）」と

書
込

み
。本

書
は

191に
つ

い
て「

婦
人

の
姿

態
を

藻
に

譬
へ

る
の

は
、人

麻
呂

の
歌

に
は

常
に

見
る

と
こ

ろ
で

、藻
の

柔
軟

に
し

て
滑

ら
か

な
感

觸
が

、婦
人

の
膚

と
の

連
想

を
爲

す
の

で
あ

る
。〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」「

こ
の

歌
は

、前
半

の
御

墓
の

中
の

想
像

が
善

く
出

來
て

居
る

。如
何

に
も

、婦
人

に
別

れ
て

一
人

寂
し

く
鎭

ま
る

、荒
涼

た
る

状
態

が
寫

し
出

さ
れ

て
ゐ

る
。そ

こ
で

轉
じ

て
、殘

さ
れ

た
御

方
の

、君
を

慕
つ

て
越

智
の

野
原

に
徘

徊
す

る
状

態
、

朝
霧

夕
霧

に
衣

の
濡

れ
て

、旅
寢

を
な

さ
る

有
樣

が
善

く
響

い
て

來
る

の
で

あ
る

。（
略

）空
し

く
徘

徊
す

る
お

妃
の

御
姿

が
、實

に
善

く
描

き
出

さ
れ

て
ゐ

る
。か

く
し

て
、全

體
と

し
て

の
感

傷
的

な
氣

分
が

善
く

出
て

ゐ
る

の
で

あ
る

。か
く

の
如

き
歌

に
な

る
と

、亡
き

皇
子

を
悼

む
と

い
ふ

よ
り

も
、後

に
殘

さ
れ

た
皇

女
に

奉
る

こ
と

が
中

心
に

な
つ

て
ゐ

る
の

で
、や

は
り

或
る

本
の

、川
島

の
皇

子
の

薨
去

せ
ら

れ
た

時
に

泊
瀨

部
の

皇
女

に
獻

る
と

い
ふ

の
が

、適
切〔

茶
鉛

筆
で

三
重

丸
〕」と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
1

561
2

191
挽

歌
飛

鳥
。明

日
香

乃
河

之
。上

瀨
爾

。生
玉

藻
者

。下
瀨

爾
。流

觸
經

。玉
藻

成
。彼

依
此

依
。靡

相
之

。嬬
乃

命
乃

。多
田

名
附

。柔
膚

尚
乎

。劔
刀

。於
身

副
不

寐
者

。烏
玉

乃
。夜

床
母

荒
良

無
。所

虛
故

。名
具

鮫
魚

天
。氣

留
敷

藻
。相

屋
常

○ 禦
念

而
。玉

垂
乃

。越
乃

大
野

之
。旦

露
爾

。玉
藻

者
埿

打
。夕

霧
爾

。衣
者

沾
而

。草
枕

。旅
宿

鴨
爲

留
。不

相
君

故
。

「
流

觸
經

」の
解

説
に「

ナ
ガ

レ
フ

ラ
フ

と
訓

べ
し

、フ
ラ

フ
は

、フ
ル

の
伸

り
た

る
言

に
て〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」、「

靡
相

之
」の

解
説

に「
カ

ヒ
は

、キ
と

切
ま

れ
り

、そ
の

伸
云

は
、絶

ず
引

つ
ゞ

き
て

、緩
な

る
形

を
云

る
な

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」、「
多

田
名

附
」の

解
説

に「
柔

膚
の

身
に

疊
ま

り
靡

附
よ

し
」、「

柔
膚

尚
乎

」の
解

説
に「

ニ
キ

ハ
ダ

ス
ラ

ヲ
と

訓
べ

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕（
略

）た
ゞ

に
相

宿
し

賜
ひ

し
は

さ
る

も
の

に
て

、柔
膚

ま
で

を
御

身
に

副
て

寐
給

ひ
け

む
を

、今
は

さ
る

事
も

な
け

れ
ば

、夜
床

も
荒

ら
む

と
い

へ
る

な
り〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」、

「
名

具
鮫

魚
天

氣
留

敷
藻

」の
解

説
に「

荒
木

田
氏（

略
）ナ

グ
サ

メ
カ

ネ
テ

ケ
ダ

シ
ク

モ〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕と
云

る
」、「

玉
垂

乃〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

枕
詞

な
り

、（
略

）七
ノ

巻
に

、玉
垂

之
小

簾
之

間
通〔
※
7・
1073〕（

略
）十

一
に

、「
玉

垂
小

簾
之

寸
鷄

吉
仁〔
※
11・

2364〕、及
玉

垂
之

小
簾

之
垂

簾
乎〔
※
2556〕な

ど
あ

り
、〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕玉

は
緒

に
貫

て
、物

に
懸

垂
て

飾
と

す
る

物
な

る
故

、玉
を

垂
る

緒
と

い
ふ

意
に

い
ひ

か
け

た
り〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」、「

玉
裳

者
埿

打
」の

解
説

に「
ヒ

ヅ
チ

と
訓

マ
し

め
む

料
に

書
る

字（
略

）埿
に

漬
て

ぬ
る

ゝ
こ

と
ゝ

思
ふ

こ
と

な
か

れ
、比

豆
都

は
、雨

露
涙

な
ど

を
は

じ
め

、何
に

も
ぬ

る
ゝ

こ
と

に
云

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
旅

宿
鴨

〔「
鴨

」の
横

に
青

鉛
筆

で
△

〕爲
留

」の
解

説
に「

加
は

疑
の

辭
、毛

は
歎

息
ノ

辭
な

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」、「
不

相
君

故
」の

解
説

に「
俗

に
不

逢
君

ぢ
や

に
と

い
は

む
が

ご
と

し〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
歌

人
111

2
195青

挽
歌

敷
妙

の
袖

易
へ

し
君

玉
垂

の
越

智
野

過
ぎ

ゆ
く

又
も

逢
は
め
や
も

『
歌

人
研

究
』

2・
191の

項
参

照
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

古
義

1
571

2
195

挽
歌

敷
妙

乃
。袖

易
之

君
。玉

垂
之

。越
野

過
去

。亦
毛

將
相

八
方

。
「

袖
易

之
君〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

手
枕

を
か

は
し

て
、相

宿
し

給
ひ

し
君

と
申

す
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
柿

本
人

麻
呂
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蔵
古

義
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196
挽

歌
飛

鳥
。明

日
香

乃
河

之
。上

瀨
。石

橋
渡

。下
瀨

。打
橋

渡
。石

橋
。生

靡
留

。玉
藻

毛
叙

。絶
者

生
流

。打
橋

。生
乎

爲
禮

流
。川

藻
毛

叙
。干

者
波

由
流

。何
然

毛
。吾

王
乃

。立
者

。玉
藻

之
如

。許
呂

臥
者

。川
藻

之
如

久
。靡

相
之

。宜
君

之
。朝

宮
乎

。忘
賜

哉
。夕

宮
乎

。背
賜

哉
。宇

都
曾

臣
跡

。念
之

時
。春

部
者

。花
折

挿
頭

。秋
立

者
。黃

葉
挿

頭
。敷

妙
之

。袖
携

。鏡
成

。雖
見

不
猒

。三
五

月
之

。益
時

。幸
而

。遊
賜

之
。御

食
向

。木
之

宮
乎

。常
宮

跡
。定

賜
。味

澤
相

。目
辭

毛
絶

奴
。所

己
乎

之
毛

。綾
爾

憐
。宿

兄
鳥

之
。片

戀
爲

乍
。朝

鳥
。徃

來
爲

君
之

。
夏

草
乃

。念
之

萎
而

。夕
星

之
。彼

徃
此

去
。大

船
。犹

預
不

定
見

者
。遣

悶
流

。情
毛

不
在

。
其

故
。爲

便
知

之
也

。音
耳

母
。名

耳
毛

不
絶

。天
地

之
。彌

遠
長

久
。思

將
往

。御
名

爾
懸

世
流

。明
日

香
河

。及
萬

代
。早

布
屋

師
。吾

王
乃

。形
見

何
此

焉
。

「
生

乎
爲

禮
流

」の
解

説
に「

わ
ゝ

け
、わ

ゝ
ら

ば
は

、俗
語

に
、髪

が
わ

ゝ
＼

／
と

し
て

あ
る

と
も

、髪
が

を
わ

る
と

も
い

ふ〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕〕、「
忘

賜
哉

背
賜

哉〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕」の

解
説

に「
あ

さ
き

御
中

な
ら

ば
、ふ

と
お

ぼ
し

忘
れ

賜
ふ

事
も

あ
る

べ
く

、御
心

に
か

な
は

ぬ
事

あ
ら

ば
、背

き
賜

ふ
こ

と
も

あ
る

べ
き

こ
と

わ
り

な
る

に
、あ

る
こ

と
は

あ
る

ま
じ

き
を

、何
し

に
か

忘
レ

背
キ

給
ふ

ぞ
と

い
ふ

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）賜

哉
と

あ
る

は
、た

ち
ま

ち（
何

し
可

も
の

可
と

賜
哉

の
哉

と
、）疑

ヒ
の

詞
重

り
た

る
は〔

波
線

黒
イ

ン
ク

〕」
と

あ
る

。そ
の

余
白

に
、黒

イ
ン

ク
で「「

疑
」の

重
り

た
る

。」と
書

込
み

。「
三

五
月

之
」の

解
説

に「
十

五
日

夜
の

月
は

見
に

愛
ら

し
け

れ
ば

、め
づ

ら
し

と
い

は
む

料
の

枕
詞

と
す〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
御

食
向

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。「

味
澤

相
」の

解
説

に「
冠

辭
考

に
、味

多
經

に
て〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

念
之

萎
而〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
御

思
ヒ

の
切

き
に

よ
り

て
、う

な
だ

れ
し

な
え

賜
ひ

て
と

い
ふ

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

猶
預

不
定

見
者〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
多

由
多

布
て

う
言

は（
略

）活
用

し
て

、多
由

多
布

と
も

多
由

多
比

と
も

云
る

な
り

、さ
て

こ
は

上
の

枕
詞

よ
り

は
、船

の
浪

に
搖

れ
て

た
ゆ

た
ふ

と
つ

ゞ
き

、受
た

る
方

に
て

は
、道

す
が

ら
彼

方
此

方
に

た
ど

り
行

つ
ゝ

、い
づ

く
を

は
か

と
定

ま
ら

ず
、猶

餘
ひ

お
は

し
ま

す
を

云
る

か
、と

き
こ

ゆ
れ

ど
、し

か
ら

ず
、〔

波
線

赤
鉛

筆
〕

（
略

）み
な

心
の

動
搖

こ
と

を
、多

由
多

布
と

も
由

久
良

由
久

良
と

も
云

れ
ば

、此
も

そ
の

意
に

て
、御

心
の

ゆ
た

＼
／

と
動

搖
き

て
、甚

く
悲

し
み

物
思

ひ
し

賜
ふ

御
形

容
を

見
ま

ゐ
ら

す
れ

ば
と

い
ふ

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

遣
悶

流〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕」の

解
説

に「
本

居
氏

説
に

よ
り

て
、ナ

グ
サ

ム
ル

と
訓

べ
し〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

早
布

屋
師〔

傍
線

黒
イ

ン
ク

〕」の
解

説
に「

岡
部

氏
ノ

別
記〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

、黒
イ

ン
ク

で
開

き
丸

括
弧

〕に
、（

略
）波

之
伎

と
い

へ
る

詞
の

お
も

む
き

を
考

へ
わ

た
す

に
、物

の
美

麗
を

、こ
な

た
よ

り
賞

愛
て

い
ふ

詞
に

て
、俗

に
可

愛
ら

し
き

と
い

ふ
と

全
ク

同
じ〔

傍
線

黒
イ

ン
ク

〕」、「
形

見
何

此
焉

」の
解

説
に「

本
居

氏
云

、何
は

荷
の

誤
な

り
、

カ
タ

ミ
ニ

コ
ヽ

ヲ〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕と
訓

て
」と

あ
る

。「
歌

ノ
意〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」の
説

明
に

赤
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

。余
白

に
、黒

イ
ン

ク
で「

文
段

考
」と

書
込

み
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
歌

人
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2
196青

挽
歌

〔
※

①
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

〕飛
ぶ

鳥
の

明
日

香
の

河
の

　
上

つ
瀨

に
石

橋
渡

し
　

下
つ

瀨
に

打
橋

渡
す

　
石

橋
に

生
ひ

靡
け

る
　

玉
藻

ぞ
絶

ゆ
れ

ば
生

ふ
る

　
打

橋
に

生
ひ

を
ゝ

れ
る

　
川

藻
も

ぞ
枯

る
れ

ば
生

ゆ
る

　〔
※「

②
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

〕何
し

か
も

我
が

大
君

の
　

立
た

せ
ば

玉
藻

の
も

こ
ろ

　
臥

せ
ば

川
藻

の
如

く
　

靡
か

ひ
し

宜
し

き
君

の
　

朝
宮

を
忘

れ
給

ふ
や

　
夕

宮
を

背
き

給
ふ

や
　〔

※「
③

」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
〕現

身
と

思
ひ

し
時

に
　

春
べ

は
花

折
り

挿
頭

し
　

秋
立

て
ば

黃
葉

挿
頭

し
　

敷
栲

の
袖

携
は

り
　

鏡
な

す
見

れ
ど

も
飽

か
に

　
望

月
の

い
や

賞
し

み
　

思
ほ

し
ゝ

君
と

時
々

　
い

で
ま

し
て

遊
び

給
ひ

し
　

御
食

向
ふ

城
上

の
宮

を
　

常
宮

と
定

め
給

ひ
て

　
あ

ぢ
さ

は
ふ

目
言

も
絶

え
ぬ

　〔
※「

④
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

〕そ
こ

を
し

も
あ

や
に

悲
し

み
　

鵼
鳥

の
片

戀
ひ

夫
　

朝
鳥

の
通

は
す

君
が

　
夏

草
の

思
ひ

萎
え

て
　

夕
星

の
か

行
き

か
く

行
き

　
大

船
の

た
ゆ

た
ふ

見
れ

ば
　

慰
む

る
心

も
あ

ら
ず

　
其

故
に

術
知

ら
ま

し
や

　
音

の
み

も
名

の
み

も
絶

え
ず

　
天

地
の

彌
遠

永
く

　
偲

び
行

か
む

御
名

に
懸

か
せ

る
　

明
日

香
河

萬
代

ま
で

に
　

愛
し

き
や

し
我

が
大

君
の

　
形

見
か

こ
こ

を

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で

196-198の
題

詞「
○

明
日

香
皇

女
木

殯
宮

之
時

作
歌

一
首

幷
短

歌（
巻

二
）」と

書
込

み
。歌

中「
④

」の
書

入
れ

に
続

き「
以

下
残

サ
レ

シ
君

ノ
上

ヲ
叙

ス
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
ま

れ
て

い
る

。本
書

は
本

歌
を

1
段

に
分

け
て

解
釈

し
て

お
り

、「
①

〜
④

」は
そ

れ
に

対
応

し
て

い
る

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
2

22
2

197
挽

歌
明

日
香

川
。四

我
良

美
渡

之
。塞

益
者

。進
留

水
母

。能
杼

爾
賀

有
萬

思
。

「
歌

ノ
意〔

二
重

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

説
明

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
、閉

じ
カ

ギ
括

弧
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

歌
人

121
2

197青
挽

歌
明

日
香

川
柵

渡
し

塞
か

ま
せ

ば
流

る
ゝ

水
も

の
ど

に
か

あ
ら

ま
し

『
歌

人
研

究
』

2・
196の

項
参

照
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

歌
人

121
2

198青
挽

歌
明

日
香

川
明

日
だ

に
見

む
と

思
へ

や
も

我
が

大
君

の
御

名
忘

れ
せ

ぬ
『

歌
人

研
究

』
2・

196の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
111

2
199青

挽
歌

〔
※

青
鉛

筆
で「

一
」と

書
込

み
〕か

け
ま

く
も

ゆ
ゆ

し
き

か
も

　
言

は
ま

く
も

あ
や

に
畏

き
　

明
日

香
の

眞
神

の
原

に
　

ひ
さ

か
た

の
天

つ
御

門
を

　
か

し
こ

く
も

定
め

た
ま

ひ
て

　
神

さ
ぶ

と
磐

隱
り

ま
す

　〔
※

青
鉛

筆
で「

二
」と

書
込

み
〕や

す
み

し
し

吾
が

大
君

の（
略

）
　

鶏
が

鳴
く

東
方

の
國

の
　

御
軍

士
を

召
し

給
ひ

て
　

ち
は

や
ぶ

る
人

を
和

せ
と

　
奉

仕
は

ぬ
國

を
治

め
と

　
皇

子
な

が
ら

任
け

給
へ

ば
　

大
御

身
に

刀
取

り
帶

ば
し

　
大

御
手

に
弓

取
り

持
た

し
　

御
軍

士
を

率
ひ

た
ま

ひ
　

齊
ふ

る
鼓

の
音

は
　

雷
の

聲
と

聞
く

ま
で

（
略

）　
奉

仕
は

ず
立

ち
向

ひ
し

も
　

露
霧

の
消

な
ば

消
ぬ

べ
く

　
行

く
鳥

の
爭

ふ
間

に
　

渡
會

の
齋

の
宮

ゆ
　

神
風

に
い

吹
き

惑
は

し
　

天
雲

を
日

の
目

も
見

せ
ず

　
常

闇
に

覆
ひ

給
ひ

て
　

定
め

て
し

瑞
穂

の
國

を
　

神
な

が
ら

太
敷

き
坐

し
て

　
や

す
み

し
し

吾
が

大
君

の
　

天
の

下
申

し
給

へ
ば

　
萬

代
に

然
し

も
あ

ら
む

と
　

木
綿

花
の

榮
ゆ

る
時

に
　〔

※
青

鉛
筆

で
○

印
〕我

が
大

君
皇

子
の

御
門

を
　

神
宮

に
装

ひ
ま

つ
り

て
　

使
は

し
し

御
門

の
人

も
　

白
栲

の
麻

衣
著（

略
）　

春
鳥

の
さ

ま
よ

ひ
ぬ

れ
ば

　
嘆

も
い

ま
だ

過
ぎ

ぬ
に

　
憶

も
い

ま
だ

盡
き

ね
ば

　
言

さ
へ

百
濟

の
原

ゆ
　

神
葬

り
葬

り
い

ま
し

て
　

麻
裳

よ
し

城
上

の
宮

を
　

常
宮

と
定

め
ま

つ
り

て
　

神
な

が
ら

鎭
ま

り
ま

し
ぬ

　
然

れ
ど

も
吾

が
大

君
の

　
萬

代
と

思
ほ

し
め

し
て

　
作

ら
し

し
香

具
山

の
宮

　
萬

代
に

過
ぎ

む
と

思
へ

や
　

天
の

如
ふ

り
放

け
見

つ
つ

　
玉

襷
か

け
て

偲
ば

む
　

恐
か

れ
ど

も

上
部

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で

199-211の
題

詞「
○

高
市

皇
子

尊
城

上
殯

宮
之

時
作

歌
一

首
幷

短
歌（

巻
二

）」と
書

込
み

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
1

571
2

199
挽

歌
挂

文
。忌

之
伎

鴨
。言

久
母

。綾
爾

畏
伎

。明
日

香
乃

。眞
神

之
原

爾
。久

堅
能

。天
津

御
門

乎
。懼

母
。定

賜
而

。神
佐

扶
跡

。磐
隱

座
。八

隅
知

之
。吾

王
乃

。所
聞

見
爲

。背
友

乃
國

之
。

眞
木

立
。不

破
山

越
而

。狛
劔

。和
射

見
我

原
乃

。行
宮

爾
。安

母
理

座
而

。天
下

。治
賜

。食
國

乎
。定

賜
等

。鳥
之

鳴
。吾

妻
乃

國
之

。御
軍

士
乎

。喚
賜

而
。千

磐
破

。人
乎

和
爲

跡
。不

奉
仕

。國
乎

治
跡

。皇
子

隨
。任

賜
者

。大
御

身
爾

。大
刀

取
帶

之
。大

御
手

爾
。弓

取
持

之
。

御
軍

士
乎

。安
騰

毛
比

賜
。齊

流
。皷

之
音

者
。雷

之
。聲

登
聞

麻
低

。吹
響

流
。小

角
乃

音
母

。敵
見

有
。虎

可
吼

登
。諸

人
之

恊
流

麻
低

爾
。指

擧
有

。幡
之

靡
者

。冬
木

成
。春

去
來

者
。野

毎
。著

而
有

火
之

。風
之

共
。靡

如
久

。取
持

流
。弓

波
受

乃
驟

。三
雪

落
。冬

乃
林

爾
。

飄
可

毛
。伊

巻
渡

等
。念

麻
低

。聞
之

恐
久

。引
放

。箭
繁

計
久

。大
雪

乃
。亂

而
來

禮
。不

奉
仕

。立
向

之
毛

。露
霜

之
。消

者
消

倍
久

。去
鳥

乃
。相

競
端

爾
。渡

會
乃

。齋
宮

從
。神

風
爾

。
伊

吹
惑

之
。天

雲
乎

。日
之

目
毛

不
令

見
。常

闇
爾

。覆
賜

而
。定

之
。水

穂
之

國
乎

。神
隨

。
太

敷
座

而〔
※

而
は

四
角

囲
み

文
字

〕八
隅

知
之

。吾
大

王
之

。天
下

。申
賜

者
。萬

代
。然

之
毛

將
有

登
。木

綿
花

乃
。榮

時
爾

。吾
大

王
。皇

子
之

御
門

乎
。神

宮
爾

装
束

奉
而

。遣
使

。御
門

之
人

毛
。白

妙
乃

。麻
衣

著
。埴

安
乃

。御
門

之
原

爾
。赤

根
刺

。日
之

盡
。鹿

自
物

。伊
波

比
伏

管
。烏

玉
能

。暮
爾

至
者

。大
殿

乎
。振

放
見

乍
。鶉

成
。伊

波
比

廻
。雖

侍
候

。佐
母

良
比

不
得

者
。春

鳥
之

。佐
麻

欲
比

奴
禮

者
。嘆

毛
。未

過
爾

。憶
毛

。未
盡

者
。言

左
敝

久
。百

濟
之

原
從

。神
葬

。葬
。伊

座
而

。朝
毛

吉
。木

上
宮

乎
。常

宮
等

。高
之

奉
而

。神
隨

。安
定

座
奴

。雖
然

。吾
大

王
之

。萬
代

跡
。所

念
食

而
。作

良
志

之
。香

來
山

之
宮

。萬
代

爾
。過

牟
登

念
哉

。天
之

如
。振

放
見

乍
。玉

手
次

。懸
而

將
偲

。恐
有

騰
文

。

「
忌

之
伎

鴨
」の

解
説

に「
恐

多
く

忌
憚

し
き

哉
と

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

綾
爾

畏
伎〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
あ

や
し

き
ま

で
に

恐
き

、と
い

ふ
な

り〔
傍

線
青

鉛
筆

〕、（
略

）凡
て

天
皇

の
御

う
へ

を
申

さ
む

と
し

て
は

、必
ス

上
ノ

件
の

言
を

、先
ツ

初
に

冠
ら

し
め

た
る

は
、古

語
の

常
な

り〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」、「
磐

隱
座〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
御

陵
に

永
く

鎭
り

座
を

い
ふ〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」、「

所
聞

見
爲

」の
解

説
に「

さ
て

是
よ

り
は

、天
武

天
皇

の
天

ノ
下

し
ろ

し
め

し
ゝ

、そ
の

か
み

の
こ

と
を

立
か

へ
り

て
い

ふ
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
食

國
乎〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
所

聞
食

給
ふ

國
を

と
云〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

鳥
之

鳴
」の

解
説

に「
今

按
フ

に
、こ

は
さ

は
鷄

が
鳴

ぞ
や

と
、起

キ
よ

吾
夫

と
云

意
に

つ
ゞ

く
な

る
べ

し〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

皷
之

音
者

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

指
擧

有〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

佐
々

宜
多

流
と

訓〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
齋

宮
從〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
イ

ハ
ヒ

ノ
ミ

ヤ
ユ

と
訓

べ
し〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」、「

定
之〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
亂

國
を

安
め

定
め

て
し

と
い

ふ
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
神

隨〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

既
く

出
づ

、此
よ

り
下

五
句

は
、天

皇
の

御
事

を
云

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

佐
麻

欲
比

奴
禮

者〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に

「
泣

キ
吟

ひ
ぬ

れ
ば

と
い

ふ
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
神

葬〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

神
と

は
薨

賜
て

よ
り

は
、神

と
申

ス
故

、か
く

は
云

り
、葬

は
凡

テ
柩

を
送

り
ゆ

く
儀

式
よ

り
は

じ
め

て
、土

ノ
中

に
埋

ミ
蔵

す
ま

で
に

わ
た

り
て

い
ふ

こ
と

ゝ
見

ゆ〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
安

定
座

奴〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

シ
ヅ

マ
リ

マ
シ

ヌ
と

訓
べ

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

歌
ノ

意
」に

青
鉛

筆
で

囲
み

。

柿
本

人
麻

呂



─ （0（ ─

蔵
歌

人
116

2
211青

挽
歌

ひ
さ

か
た

の
天

知
ら

し
ぬ

る
君

ゆ
ゑ

に
日

月
も

知
ら

に
戀

ひ
わ

た
る

か
も

『
歌

人
研

究
』

2・
199の

項
参

照
。本

書
は

211に
つ

い
て「

皇
子

の
薨

去
を「

天
を

知
ら

す
」と

い
ふ

形
で

現
し

て
ゐ

る
。こ

れ
は

、皇
子

の
如

き
高

貴
の

御
方

は
、天

つ
神

の
御

子
と

し
て

御
降

下
に

な
り

、そ
の

御
事

蹟
が

終
れ

ば
、又

天
に

お
歸

り
に

な
る

と
い

ふ
思

想
で

あ
る

。〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」と
解

説
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
歌

人
116

2
211青

挽
歌

埴
安

の
池

の
堤

の
隠

沼
の

行
く

方
を

知
ら

に
舎

人
は

惑
ふ

『
歌

人
研

究
』

2・
199の

項
参

照
。本

書
は

211に
つ

い
て「

自
分

達
の

今
悲

歎
し

て
ゐ

る
埴

安
の

風
物

を
材

料
と

し
て

、こ
れ

に
思

ひ
を

寄
せ

て
ゐ

る
。（

略
）全

體
の

集
結

と
し

て
、舎

人
達

の
惑

ふ
姿

を
描

い
て

ゐ
る

の
で

あ
る〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

解
説

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
1

612
2

212
挽

歌
哭

澤
之

。神
社

爾
三

輪
須

惠
。雖

禱
祈

。我
王

者
高

日
所

知
奴

。
「

三
輪

須
惠〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
神

酒
居

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

高
日

所
知

奴
」の

解
説

に「
天

所
知

流
と

あ
る

に
意

同
じ

奴
は

已
成

の
奴

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
歌

ノ
意

」に
青

鉛
筆

で
囲

み
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
2

61
2

211
挽

歌
零

雪
者

。安
幡

爾
勿

落
。吉

隱
之

。猪
養

乃
岡

之
。塞

爲
卷

爾
。

「
安

幡
爾

勿
落

」の
解

説「
深

く
ふ

る
こ

と
な

か
れ

、と
い

ふ
な

る
べ

し
」に

茶
鉛

筆
で

傍
線

。「
吉

隱
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。「
塞

爲
卷

爾
」の

解
説

に「
セ

キ
ナ

サ
マ

ク
ニ

と
訓

べ
し

、勢
伎

は
塞

城
の

約
れ

る
な

る
べ

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

穂
積

皇
子

ノ
集

抄
2

61
2

211
挽

歌
零

る
雪

は
あ

は
に

な
降

り
そ

吉
隱

の
猪

養
の

岡
の

寒
か

ら
ま

く
に

穂
積

皇
子

蔵
古

義
2

1
2

211
挽

歌
安

見
知

之
。吾

王
。高

光
。日

之
皇

子
。久

堅
乃

。天
宮

爾
。神

隨
。神

等
座

者
。其

乎
霜

。文
爾

恐
美

。晝
波

毛
。日

之
盡

。夜
羽

毛
。夜

之
盡

。臥
居

雖
嘆

。飽
不

足
香

裳
。

「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

穂
積

皇
子

蔵
古

義
2

1
2

216
挽

歌
神

樂
波

之
。志

賀
左

射
禮

浪
。敷

布
爾

。常
丹

跡
君

之
。所

念
有

計
類

。
「

志
賀

左
射

禮
浪

」の
解

説
に「

左
射

禮〔
二

重
傍

線
赤

鉛
筆

〕は
、ス

ヾ
ル

、セ
ヾ

ル
、ソ

ヾ
ル

と
同

言
」と

あ
る

。
置

始
東

人
蔵

古
義

2
25

2
217

挽
歌

天
飛

也
。輕

路
者

。吾
妹

兒
之

。里
爾

思
有

者
。懃

。欲
見

騰
。不

止
行

者
。人

目
乎

多
見

。眞
根

久
往

者
。人

應
知

見
。挾

根
葛

。後
毛

將
相

等
。大

船
之

。思
憑

而
。玉

蜻
。磐

垣
淵

之
。隱

耳
。戀

管
在

爾
。度

日
乃

。晩
去

之
如

。照
月

乃
。雲

隱
如

。奥
津

藻
之

。名
延

之
妹

者
。黃

葉
乃

。過
伊

去
等

。玉
梓

之
使

乃
言

者
。梓

弓
。聲

爾
聞

而
。將

言
爲

便
。世

武
爲

便
不

知
爾

。聲
耳

乎
。聞

而
有

不
得

者
。吾

戀
。千

重
之

一
隔

毛
。遣

悶
流

。情
毛

有
八

等
。吾

妹
子

之
。不

止
出

見
之

。輕
市

爾
。吾

立
聞

者
。玉

手
次

。畝
火

乃
山

爾
。喧

鳥
之

。音
母

不
所

聞
。玉

桙
。道

行
人

毛
。獨

谷
。似

之
不

去
者

。爲
便

乎
無

見
。妹

之
名

喚
而

。袖
曾

振
鶴

。

217・
218の

題
詞

の
解

説「
古

ヘ
は

今
ノ

世
と

異
に

て
、な

べ
て

は
女

の
家

に
往

來
ひ

つ
ゝ

婚
し

な
れ

ば
、嫡

妻
な

ら
ぬ

を
も

、妻
と

い
は

む
に

た
が

は
ず

」に
黒

イ
ン

ク
で

波
線

、「
妻

を
多

く
持

し
例

」に
赤

鉛
筆

で
囲

み
。そ

の
余

白
に「

古
ヘ

ノ
妻

」と
黒

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

「
天

飛
也

。輕
路

者
」の

解
説

に「
加

里
と

輕
と

親
ク

通
ふ

こ
と

は
、姓

氏
錄

に
、雄

略
天

皇
ノ

御
世

ニ（
略

）と
あ

る
を

併
セ

考
べ

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
眞

根
久

往
者〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
た

び
た

び
行

ば
の

意〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
玉

蜻〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕」の

解
説

に
「

枕
詞

な
り

、契
沖

云
、石

の
中

に
火

を
具

す
る

ゆ
ゑ

に
、玉

蜻
の

石
と

も
い

は
と

も
つ

ゞ
く

る
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
過

伊
去

之
等

〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

死
去

し
と

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
歌

ノ
意〔

二
重

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

説
明「

輕
の

路
は

妹
が

家
里

に
て

あ
れ

ば（
略

）打
は

れ
て

夫
婦

と
な

ら
む

時
も

あ
ら

む
、と

末
を

た
の

み
て

、心
ノ

裏
に

の
み

戀
し

く
思

ひ
て

、月
日

を
經

わ
た

り
し

あ
ひ

だ
に

、ま
こ

と
や

お
も

は
ず

も
、そ

の
妹

は
身

ま
か

り
ぬ

と
使

の
告

來
れ

ば
、い

は
む

か
た

な
く

せ
む

か
た

な
く

、あ
は

れ
に

か
な

し
く

て
、音

づ
れ

に
の

み
聞

て
は

、あ
る

に
も

得
た

へ
あ

ら
れ

ね
ば〔

波
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）心

ま
ど

ひ
の

せ
ら

れ
つ

る
よ

と
な

り
、」に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

、「
そ

の
ま

ゝ
に

つ
く

ろ
は

ず
言

に
出

せ
る

こ
と

、此
ノ

朝
臣

な
ら

で
は

誰
か

は
得

い
は

む
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

51
2

217茶
挽

歌
天

飛
ぶ

や〔
※

茶
イ

ン
ク

で
丸

括
弧

〕　
輕

の
路〔

※
茶

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕は

　
吾

妹
子

が
　

里
に

し
あ

れ
ば

　
ね

も
こ

ろ
に

　
見

ま
く

欲
し

け
ど

　
止

ま
ず

行
か

ば
　

人
目

を
多

み
　

數
多

く
行

か
ば

　
人

知
り

ぬ
べ

み〔
※「

ね
む

こ
ろ

に
〜

」茶
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕
　

狹
根

葛〔
※

茶
イ

ン
ク

で
丸

括
弧

〕　
後

も
逢

は
む

と
　

大
船

の〔
※

茶
イ

ン
ク

で
丸

括
弧

〕　
思

ひ
憑

み
て

　
玉

か
ぎ

る〔
※

茶
イ

ン
ク

で
丸

括
弧

〕　
磐

垣
淵

の
　

隱
り

の
み

　
戀

ひ
つ

つ
あ

る
に

　
渡

る
日

の
　

暮
れ

去
る

が
如

　
照

る
月

の
　

雲
隱

る
如

　
奥

つ
藻

の〔
※

茶
イ

ン
ク

で
丸

括
弧

〕　
靡

き
し

妹
は

　
黃

葉
の

　
過

ぎ
て

去
に

き
と

　
玉

梓
の

　
使

の
言

へ
ば〔

※「
奥

つ
藻

の
」〜

茶
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕　
梓

弓〔
※

茶
イ

ン
ク

で
丸

括
弧

〕　
聲

に
聞

き
て

一
に

云
ふ

、聲
の

み
聞

き
て

　
言

は
む

術
　

爲
む

す
べ

知
ら

に
　

聲
の

み
を

　
聞

き
て

あ
り

得
ね

ば
　

吾
が

戀
ふ

る
　

千
重

の
一

重
も

　
慰

む
る

　
情

も
あ

り
や

と
　

吾
妹

子
が

　
止

ま
ず

出
で

見
し

　
輕

の
市

に
　

吾
が

立
ち

聞
け

ば
　

玉
襷〔

※
茶

イ
ン

ク
で

丸
括

弧
〕　

畝
火

の
山

に
　

喧
く

鳥
の

　
声

も
聞

え
ず

　
玉

桙
の〔

※
茶

イ
ン

ク
で

丸
括

弧
〕　

道
行

く
人

も
　

一
人

だ
に

　
似

て
し

行
か

ね
ば

　
す

べ
を

な
み

　
妹

が
名

喚
び

て
　

袖
ぞ

振
り

つ
る〔

※
傍

線
茶

鉛
筆

、同
じ

個
所

に
茶

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
。

「
す

べ
を

な
み

」以
下

に
茶

イ
ン

ク
で

傍
点

〕或
本

、名
の

み
聞

き
て

あ
り

得
ね

ば
、と

い
ふ

句
あ

り

217-219の
全

体
を

茶
鉛

筆
で

囲
み

、さ
ら

に
茶

イ
ン

ク
で

括
っ

て
い

る
。「

ね
も

こ
ろ

に
〜

人
知

り
ぬ

べ
み

」に
関

し「
※

人
麿

ハ
ソ

ノ
頃

、巻
向

ノ
穴

師
ノ

里
ニ

住
ミ

テ
其

處
ヨ

リ
通

ヘ
ル

モ
ノ

ナ
ラ

ン〔
茶

イ
ン

ク
〕」と

書
込

み
。上

部
余

白
に

茶
イ

ン
ク

で「
輕

の
里

　
今

ノ
畝

傍
町

大
輕

和
田

石
川

五
條

野
ア

タ
リ

一
帯

ノ
地

ニ
相

当
ス

。当
時

ニ
ア

リ
テ

ハ
神

社
ア

リ
、寺

ア
リ

、市
場

ア
リ

、大
道

路
通

ジ
、池

ア
リ

シ
如

シ
。」と

書
込

み
。「

す
べ

を
な

み
妹

が
名

喚
び

て
〜

」に
関

し
、「

亡
キ

妻
ノ

名
ヲ

呼
ブ

ノ
ハ

当
時

恐
ル

ベ
キ

コ
ト

ダ
ツ

タ
ノ

ダ
ノ

ガ
止

ム
ニ

止
マ

レ
ヌ

心
デ

ア
ル

」と
書

込
み

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
歌

人
221

2
217青

挽
歌

天
飛

ぶ
や

輕
の

道〔
※「

輕
の

道
」に

茶
鉛

筆
で

囲
み

〕は
　

我
妹

子
が

里
に

し
あ

れ
ば

　
慇

懃
に

見
ま

く
欲

し
け

ど
　

止
ま

ず
行

か
ば

人
目

を
多

み
　

數
多

く
行

か
ば

人
知

り
ぬ

べ
み

　
實

葛
後

も
逢

は
む

と
　

大
船

の
思

ひ
憑

み
て

　
玉

か
ぎ

る
岩

垣
淵

の
　

隱
り

の
み

戀
ひ

つ
ゝ

あ
る

に
　

渡
る

日
の

暮
れ

行
く

が
如

　
照

る
月

の
雲

隱
る

如
　

沖
つ

藻
の

靡
き

し
妹

は
　

黃
葉

の
過

ぎ
て

去
に

き
と

　
玉

梓
の

使
の

言
へ

ば
　

梓
弓

聲
の

み
聞

き
て

　
言

は
む

術
爲

む
術

知
ら

に
　

聲
の

み
を

聞
き

て
あ

り
え

ぬ
ば

　
吾

が
戀

ふ
る

千
重

の
一

重
も

　
慰

む
る

心
も

あ
り

や
と

　
吾

妹
子

が
止

ま
ず

出
で

見
し

　〔
※

茶
イ

ン
ク

で
「

＊
」の

書
込

み
〕輕

の
市〔

※
二

重
傍

線
茶

イ
ン

ク
〕に

我
が

立
ち

聞
け

ば
　

玉
襷

畝
傍

の
山

に
　

鳴
く

鳥
の

聲
も

聞
え

ず
　

玉
桙

の
道

行
く

人
も

　
一

人
だ

に〔
※「

輕
の

市
〜

一
人

だ
に

」に
赤

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕似

る
が

行
か

ね
ば

　
術

を
な

み
妹

が
名

呼
び

て
　

袖
ぞ

振
り

つ
る〔

※
傍

線
茶

鉛
筆

、「
妹

が
名

〜
振

り
つ

る
」に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕

上
部

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で「

一
」、217-219の

題
詞「

○
柿

本
朝

臣
人

麿
妻

死
之

後
泣

血
哀

慟
作

歌（
巻

二
）」と

書
込

み
。217-219の

い
わ

ゆ
る

泣
血

哀
慟

歌
と

人
麻

呂
の

妻
に

関
し

本
書

は
、「

妻
の

死
ん

だ
時

に
詠

ん
だ

歌
は

、長
歌

二
首

及
び

そ
の

反
歌（

略
）妻

の
区

別
を

立
て

る
爲

に
世

間
で

は
便

宜
、前

の
妻

を
輕

の
嬢

子
と

言
ひ

、後
の

歌
の

妻
を

羽
買

の
嬢

子
と

言
つ

て
ゐ

る〔
傍

線
青

鉛
筆

〕。」と
説

明
。

こ
の

説
明

と
217の

間
に

、茶
イ

ン
ク

で
6

個
の「

＊
」を

書
込

み
。

217の「
輕

の
市

」に
つ

い
て

余
白

に「
＊

輕
─

畝
傍

山
ノ

東
南

。現
在

ノ
高

市
郡

畝
傍

町
大

字
大

輕
ヲ

中
心

ト
ス

ル
地

デ
、石

川
、見

瀨
、

五
條

野
ア

タ
リ

一
帯

ノ
地

に
相

当
ス

。当
時

ニ
ア

リ
テ

ハ
神

社
ア

リ
、寺

ア
リ

、市
場

ア
リ

、大
道

路
通

ジ
、池

ア
リ

シ
如

シ
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。217に
つ

い
て

の
解

説「
我

が
妻

の
生

前
始

終
出

て
見

た
輕

の
市

に
立

ち
出

で
て

聞
け

ば
、か

の
畝

傍
の

山
に

鳴
く

鳥
の

聲
も

聞
え

な
い

。そ
の

道
を

行
く

人
も

、一
人

で
も

妻
に

似
た

者
が

行
か

な
い

の
で

、何
と

も
爲

方
が

な
く

な
つ

て
、妻

の
名

を
呼

ん
で

袖
を

振
つ

た
こ

と
で

あ
つ

た
。／

こ
の

歌
で

は
、そ

の
妻

に
會

ふ
こ

と
を

、人
に

知
ら

れ
る

の
を

恐
れ

て
ゐ

る
趣

で
あ

る
。こ

の
妻

は
生

前
輕

の
郷

に
居

り
、人

麻
呂

は
、〔

※「
補

註
一

」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
〕人

目
を

忍
ん

で
は

こ
ゝ

に
通

つ
て

行
つ

た
も

の
で

あ
つ

た
。

（
略

）末
に

至
つ

て
今

は
亡

き
妻

の
名

を
呼

ぶ
の

は
當

時
と

し
て

は
恐

る
べ

き
こ

と
で

あ
る

が
、止

む
に

止
ま

れ
ぬ

心
で

あ
る

。亡
き

妻
を

求
め

て
、人

麻
呂

が
輕

の
市

に
徘

徊
す

る
あ

た
り

の
描

寫
が

、非
常

に
善

く
出

來
て

ゐ
る〔

傍
線

茶
鉛

筆
、茶

鉛
筆

で
四

重
丸

〕」と
あ

り
、そ

の
余

白
に「

補
註

一
、　

人
麿

ハ
ソ

ノ
頃

巻
向

の
穴

師
の

里
ニ

住
ミ

テ
其

處
ヨ

リ
通

ヘ
ル

モ
ノ

ナ
ラ

ン（
辰

巳
利

文
、大

和
万

葉
地

理
研

究
）」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。

柿
本

人
麻

呂

随
古

墳
112

2
217

挽
歌

…
…

軽
の

市
に

わ
が

立
ち

聞
け

ば
、た

ま
だ

す
き

畝
傍

の
山

に
鳴

く
鳥

の
声

も
聞

え
ず

。
た

ま
ぼ

こ
の

道
行

く
人

も
、ひ

と
り

だ
に

似
る

が
行

か
ね

ば
、す

べ
を

な
み

、妹
が

名
呼

び
て

袖
ぞ

振
り

つ
る

「
頭

腦
の

進
ん

で
き

た
古

代
人

は
、そ

れ
と

同
時

に
ま

た
、も

は
や

前
代

の
人

々
の

も
つ

て
ゐ

た
や

う
な

素
朴

な
他

界
信

仰
か

ら
も

完
全

に
ぬ

け
出

し
て

き
た

の
で

す
。（

略
）彼

等
の

あ
ひ

だ
に

は
死

と
い

ふ
も

の
に

對
す

る
考

へ
か

た
が

ぐ
つ

と
變

つ
て

來
ま

し
た

。そ
れ

が
ど

う
い

う
段

階
を

な
し

て
變

つ
て

い
つ

た
か

と
い

ふ
こ

と
が

、萬
葉

集
な

ど
を

見
て

ゐ
る

と
よ

く
分

か
る

や
う

な
氣

も
ち

が
し

ま
す

」
と

し
て

、本
歌

な
ら

び
に

反
歌

2
首

を
引

用
。

柿
本

人
麻

呂

ノ
古

代
2

21
2

217
挽

歌
─

本
歌

に
つ

い
て「

長
歌

の
方

で
は

、完
全

に
敍

景
と

抒
情

と
が

一
つ

に
融

け
あ

つ
て

ゐ
る

の
は

尠
い

。ま
づ

巻
二

の
挽

歌
の

中
に

あ
る

、
通

ひ
慣

れ
た

輕
の

村
の

愛
人

が
死

ん
だ

の
を

悲
し

ん
だ

歌
な

ど
を

第
一

に
推

す
べ

き
だ

ら
う

。つ
ま

り
、よ

い
歌

に
な

る
と

、人
麻

呂
の

も
の

も
黑

人
の

も
の

も
、情

景
が

融
合

し
て

、景
が

情
を

象
徴

す
る

ば
か

り
か

、情
が

景
の

核
心

を
象

徴
し

て
ゐ

る
や

う
に

見
え

る
の

で
あ

る
」〔

折
口「

叙
景

詩
の

發
生

」〕と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂

ノ
輕

の
里

559
2

217
挽

歌
あ

ま
と

ぶ
や

輕
の

み
ち

は
吾

妹
子

が
里

に
し

あ
れ

ば
…

…
見

ま
く

ほ
し

け
れ

ど
、や

ま
ず

行
か

ば
人

目
を

多
み

…
…

こ
も

り
の

み
戀

ひ
つ

つ
あ

る
に

…
…

沖
つ

藻
の

な
び

き
し

妹
は

も
み

ぢ
ば

の
過

ぎ
て

い
に

き
と

、た
ま

づ
さ

の
使

の
云

へ
ば

…
…

云
は

む
す

べ
爲

む
す

べ
知

ら
に

…
…

吾
妹

子
が

や
ま

ず
い

で
み

し
輕

の
市

に
わ

が
立

ち
き

け
ば

、…
…

た
ま

だ
す

き
畝

傍
の

山
に

鳴
く

鳥
の

、音
も

き
こ

え
ず

、…
…

た
ま

ぼ
こ

の
道

行
く

人
も

一
人

だ
に

似
る

が
行

か
ね

ば
…

…
＊

す
べ

を
な

み
、妹

が
名

よ
び

て
、袖

ぞ
ふ

り
つ

る
。

歌
の

引
用

に
続

け
て「

＊
隠

沼
の

下
ゆ

戀
ふ

れ
ば〔

※
萬

11・
2111〕」が

引
用

。
柿

本
人

麻
呂



─ （0（ ─

蔵
類

別
上

55
2

218茶
挽

歌
秋

山
の

黃
葉

を
茂

み
迷

ひ
ぬ

る〔
※

傍
線

茶
イ

ン
ク

。そ
の

横
に

茶
イ

ン
ク

で「
は

せ
る

（
武

／
齋

）」と
書

込
み

〕妹
を

求
め

む
山

道
知

ら
ず

も
一

に
云

ふ
、路

知
ら

ず
し

て
『

作
者

類
別

上
』

2・
217の

項
参

照
。余

白
に

茶
イ

ン
ク

で
、「

※
死

ン
デ

葬
ラ

レ
ル

コ
ト

ヲ
秋

山
ニ

迷
ヒ

入
ツ

テ
隱

レ
タ

趣
ニ

歌
ツ

テ
ヰ

ル
。カ

ウ
イ

フ
云

ヒ
方

ハ
、現

世
ノ

生
ノ

連
続

ト
シ

テ
遠

イ
處

ニ
行

ク
趣

ニ
シ

テ
ア

ル
。当

時
ハ

マ
ダ

サ
ウ

信
ジ

テ
ヰ

タ
…

…（
茂

）」〔
茂

吉『
萬

葉
秀

歌
〕、「

※
死

者
ヲ

山
ニ

送
ル

ノ
デ

ア
ル

ガ
、ソ

レ
ヲ

死
者

ガ
ミ

ヅ
カ

ラ
山

ニ
入

ル
ト

イ
フ

ヤ
ウ

ニ
解

釋
シ

テ
ヰ

ル
。ソ

ウ
シ

テ
黄

葉
ガ

茂
ク

シ
テ

迷
ツ

テ
シ

マ
ツ

タ
ト

イ
フ

ト
コ

ロ
ニ

歌
ガ

ア
ル

。（
祐

）」〔
武

田
祐

吉『
歴

代
歌

人
研

究
　

柿
本

人
麻

呂
』〕と

書
込

み
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
歌

人
222

2
218青

挽
歌

秋
山

の
黃

葉
を

茂
み

迷
は

せ
る

妹
を

求
め

む
山

路
知

ら
ず

も
『

歌
人

研
究

』
2・

217の
項

参
照

。本
書

は「
死

者
を

山
に

送
る

の
で

あ
る

が
、そ

れ
を

死
者

が
み

づ
か

ら
山

に
入

る
と

い
ふ

や
う

に
解

釋
し

て
ゐ

る
。さ

う
し

て
、黃

葉
が

茂
く

し
て

、迷
つ

て
し

ま
つ

た
と

い
ふ

と
こ

ろ
に

歌
が

あ
る

。そ
の

妻
を

求
め

ん
と

欲
す

れ
ど

も
、道

を
知

ら
ぬ

こ
と

で
あ

る
と

い
ふ

の
で

あ
る〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

随
古

墳
112

2
218

挽
歌

秋
山

の
黄

葉
を

茂
み

迷
は

せ
る

妹
を

求
め

む
山

路
知

ら
ず

も
「

古
墳

」
2

･217の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

随
黒

髪
山

268
2

218
挽

歌
秋

山
の

黄
葉

を
茂

み
迷

ひ
ぬ

る
妹

を
求

め
む

山
道

知
ら

ず
も

「
源

氏
物

語
な

ど
の

頃
と

は
異

り
、宗

教
思

想
が

未
熟

だ
つ

た
せ

ゐ
か

、生
と

死
の

境
界

さ
へ

は
つ

き
り

分
か

ら
ぬ

古
代

人
ら

し
く

」に
続

き
、〔
※
7・
1409〕と

本
歌

が
引

用
。

柿
本

人
麻

呂

ノ
輕

の
里

559
2

218
挽

歌
秋

山
の

黄
葉

を
し

げ
み

、迷
は

せ
る

妹
を

求
め

む
、山

路
知

ら
ず

も
、

柿
本

人
麻

呂
ノ

輕
の

里
562

2
218

挽
歌

秋
山

の
黄

葉
を

茂
み

ま
ど

は
せ

る
柿

本
人

麻
呂

ノ
集

抄
2

61
2

218
挽

歌
秋

山
の

黄
葉

を
茂

み
迷

ひ
ぬ

る
妹

を
求

め
む

山
道

知
ら

ず
も

本
ノ

ー
ト

は「
黄

葉
」と

し
て

218、219、1119を
記

載
。歌

の
引

用
に

続
け

て「（
略

）死
て

入
に

し
妹

を
な

ほ
現

世
の

あ
る

如
く

に
い

ひ
な

し
た

り
」と

あ
る

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

11
2

219
挽

歌
黃

葉
之

。落
去

柰
倍

爾
。玉

梓
之

。使
乎

見
者

。相
日

所
念

。
歌

意
の

説
明

中
、「

黃
葉

の
散

る
に

つ
れ

て〔
傍

線
黒

イ
ン

ク
〕」の

横
に「

な
べ

に〔
黒

イ
ン

ク
〕」の

書
込

み
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

類
別

上
55

2
219茶

挽
歌

黃
葉

の
落

り
去

る
な

へ
に

玉
梓

の
使

を
見

れ
ば

逢
ひ

し
日

念
ほ

ゆ
『

作
者

類
別

上
』

2・
217、218の

項
参

照
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

歌
人

222
2

219青
挽

歌
黃

葉
の

散
り

ぬ
る

な
べ

に
珠

梓
の

使
を

見
れ

ば
逢

ひ
し

日
思

ほ
ゆ

『
歌

人
研

究
』

2・
217の

項
参

照
。

柿
本

人
麻

呂
随

古
墳

112
2

219
挽

歌
も

み
ぢ

葉
の

散
り

ゆ
く

な
べ

に
た

ま
づ

さ
の

使
を

見
れ

ば
逢

ひ
し

日
思

ほ
ゆ

「
古

墳
」

2
･217の

項
参

照
。

柿
本

人
麻

呂
ノ

古
代

2
21

2
219

挽
歌

も
み

ぢ
葉

の
散

り
行

く
な

べ
に

、た
ま

づ
さ

の
使

を
見

れ
ば

、會
ひ

し
日

思
ほ

ゆ
歌

と
そ

の
訳

に
続

き「
調

子
も

落
ち

つ
い

て
、寂

々
と

落
葉

を
ふ

み
な

が
ら

過
ぎ

る［
杖

部（
ハ

セ
ツ

カ
）］使

者
の

姿
が

、耳
か

ら
目

に
感

覺
を

移
し

て
く

る
。そ

れ
が

す
つ

ぽ
り

と
悲

し
い

獨
り

に
な

つ
た

自
覺

に
沈

ん
で

ゐ
る

内
界

と
、よ

く
調

和
し

て
ゐ

る
」〔

折
口「

叙
景

詩
の

發
生

」〕と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂

ノ
輕

の
里

561
2

219
挽

歌
紅

葉
の

散
り

ゆ
く

な
べ

に
、た

ま
づ

さ
の

使
を

見
れ

ば
、逢

ひ
し

日
お

も
ほ

ゆ
。

柿
本

人
麻

呂
ノ

集
抄

2
61

2
219

挽
歌

黄
葉

の
散

り
ぬ

る
な

べ
に

玉
梓

の
使

を
見

れ
ば

逢
ひ

し
日

念
ほ

ゆ
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
2・

218の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

11
2

211
挽

歌
打

蟬
等

。念
之

時
爾

。取
持

而
。吾

二
人

見
之

。趍
出

之
。堤

爾
立

有
。槻

木
之

。己
知

碁
智

乃
枝

之
。春

葉
之

。茂
之

如
久

。念
有

之
。妹

者
雖

有
。憑

有
之

。兒
等

爾
者

雖
有

。世
間

乎
。背

之
不

得
者

。蜻
火

之
。燎

流
荒

野
爾

。白
妙

之
。天

領
巾

隱
。鳥

自
物

。朝
立

伊
麻

之
弖

。入
日

成
。隱

去
之

鹿
齒

。吾
妹

子
之

。形
見

爾
置

有〔
※「

有
」は

丸
囲

み
文

字
〕。若

兒
乃

。乞
泣

毎
。取

與
。物

之
無

者
。烏

穂
自

物
。腋

挾
持

。吾
妹

子
與

。二
人

吾
宿

之
。枕

付
。嬬

屋
之

内
爾

。晝
羽

裳
。浦

不
樂

晩
之

。夜
者

裳
。氣

衝
明

之
。嘆

友
。世

武
爲

便
不

知
爾

。戀
友

。相
因

乎
無

見
。大

鳥
。羽

易
乃

山
爾

。吾
戀

流
。妹

者
伊

座
等

。人
之

云
者

。石
根

左
久

見
手

。名
積

來
之

。吉
雲

曾
無

寸
。打

蟬
跡

。念
之

妹
之

。珠
蜻

。髣
髴

谷
裳

。不
見

思
者

。

「
己

知
碁

智
乃

枝
之

」の
解

説
に「

此
方

此
方

之
枝

之
な

り
、本

居
氏

、こ
は

彼
方

此
方

な
る

を
、此

方
此

方
と

し
も

云
は

、此
方

よ
り

彼
方

と
い

ふ
處

は
、彼

方
に

て
は

又
此

方
な

れ
ば

、此
方

の
此

方
、彼

方
の

此
方

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

鳥
穂

自
物〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
岡

部
氏

ノ
考

に
、鳥

穂
は

、鳥
德

の
誤〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

羽
易

乃
山

」の
解

説
に「

ハ
カ

ヒ
と

訓
べ

し
、買

は
カ

ヒ
、易

は
カ

ヘ
と

よ
む

こ
と

ゝ
お

も
ふ

は
誤

な
り

、凡
て

買
と

い
ふ

も
、物

と
物

と
を

取
易

フ
る

を
云

て
、別

言
に

あ
ら

ず
、カ

ヒ
と

い
ふ

が
本

に
て

、カ
ハ

ル
と

も
カ

フ
ル

と
も

活
く

言
に

て
、皆

一
言

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

55
2

211茶
挽

歌
現

身
と

　
念

ひ
し

時
に

一
に

云
ふ

、う
つ

そ
み

と
思

ひ
し

　
携

へ
て

　
吾

が
二

人
見

し
　

趍
出

の
　

堤〔
※

茶
鉛

筆
で

囲
み

〕に
立

て
る

　
槻

の
木〔

※
茶

鉛
筆

で
囲

み
〕の

　
こ

ち
ご

ち
の

枝
の

　
春

の
葉

の
　

茂
き

が
如

く
　

念
へ

り
し

　
妹

に
は

あ
れ

ど
　

憑
め

り
し

　
兒

ら
に

は
あ

れ
ど

　
世

の
中

を
　

背
き

し
得

ね
ば

　
か

ぎ
ろ

ひ
の

　
燃

ゆ
る

荒
野

に
　

白
砂

の
　

天
領

巾
隱

り
　

鳥
じ

も
の〔

※
茶

イ
ン

ク
で

丸
括

弧
〕　

朝
立

ち〔
※

傍
線

茶
鉛

筆
〕い

ま
し

て
　

入
日

な
す

　
隱

り
に

し
か

ば
　

吾
妹

子
が〔

※
青

鉛
筆

で
開

き
カ

ギ
括

弧
〕　

形
見

に
置

け
る

若
き

兒
の

　
乞

ひ
泣

く
毎

に
　

取
り

與
ふ

　
物

し
無

け
れ

ば
　

男
じ

も
の〔

※
茶

イ
ン

ク
で

丸
括

弧
〕　

脇
ば

さ
み

持
ち

　
吾

妹
子

と
　

二
人

吾
が

宿
し

　
枕

づ
く〔

※
茶

イ
ン

ク
で

丸
括

弧
〕　

嬬
屋

の
内

に
　

晝
は

も
　

う
ら

さ
び

暮
し

　
夜

は
も

　
息

づ
き

明
か

し
　

嘆
け

ど
も

　
せ

む
す

べ
知

ら
に

　
戀

ふ
れ

ど
も

　
逢

ふ
因

を
無

み〔
※

傍
線

茶
鉛

筆
〕　

大
鳥

の〔
※

茶
イ

ン
ク

で
丸

括
弧

〕　
羽

易
の

山〔
※

茶
鉛

筆
で

囲
み

〕に
　

吾
が

戀
ふ

る
　

妹
は

坐
す

と
　

人
の

言
へ

ば
　

石
根

さ
く

み
て

　
な

づ
み

來
し

　
吉

く
も

ぞ
な

き
　

現
身

と
　

念
ひ

し
妹

が
　

玉
か

ぎ
る〔

※
茶

イ
ン

ク
で

丸
括

弧
〕

　
ほ

の
か

に
だ

に
も

　
見

え
ぬ

思
へ

ば〔
※「

大
島

の
　

羽
易

の
山

に
〜

」青
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕

上
部

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で「

羽
易

の
山

　
春

日
山

　
引

手
の

山（
龍

王
山

）　
今

ノ
釜

口
山

一
帯

カ
　

萱
生

千
塚

ナ
ド

ト
イ

フ
名

ノ
地

ガ
ア

ル
如

ク
古

墳
累

々
ト

シ
テ

居
ル

」と
書

込
み

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
221

2
211青

挽
歌

現
身

と
思

ひ
し

時
に

　
取

り
持

ち
て

吾
が

二
人

見
し

　
走

り
出

の
堤

に
立

て
る

　
槻

の
木

の
こ

ち
ご

ち
の

枝
の

　
春

の
葉

の
茂

き
が

如
く

　
念

へ
り

し
妹〔

※
冒

頭
〜「

念
へ

り
し

妹
」に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕に
は

あ
れ

ど
　

憑
め

り
し

兒
ら

に
は

あ
れ

ど
　

世
の

中
を

背
き

し
得

ね
ば

　
陽

炎
の

燃
ゆ

る
荒

野
に

　
白

栲
の

天
領

巾
隱

り
　

鳥
じ

も
の

朝
立

ち
い

ま
し

て
　

入
目〔

※
マ

マ
〕な

す
隱

り
に

し
か

ば
　

吾
妹

子
が

形
見

に
置

け
る

　
若

き
兒

の
乞

ひ
泣

く
毎

に
　

取
り

與
ふ

物
し

無
け

れ
ば

　
鳥

穂
じ

も
の

腋
挿

み
持

ち
　

吾
妹

子
と

二
人

吾
が

宿
し

　
枕

づ
く

嬬
屋

の
内

に
　

晝
は

も
う

ら
さ

び
暮

し
　

夜
は

も
息

づ
き

明
し

　
嘆

け
ど

も
爲

む
術

知
ら

に
　

戀
ふ

れ
ど

も
逢

ふ
由

を
無

み
　

大
鳥

の
羽

買
の

山〔
※「

羽
買

の
山

」に
茶

鉛
筆

で
囲

み
〕に

　
吾

が
戀

ふ
る

妹
は

坐
す

と
　

人
の

言
へ

ば
石

根
さ

く
み

て
　

な
づ

み
來

し
吉

け
く

も
ぞ

な
き

　
現

身
と

念
ひ

し
妹

が
　

玉
か

ぎ
る

ほ
の

か
に

だ
に

も
　

見
え

ぬ
思

へ
ば〔

※「
大

鳥
の

」以
降

に
赤

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕

前
歌

群
と

の
境

に
茶

イ
ン

ク
で「

＊
」

6
個

の
書

き
入

れ
。上

部
余

白
に

茶
イ

ン
ク

で「
二

」、な
ら

び
に

211-212の
題

詞「
○

柿
本

朝
臣

人
麿

妻
死

之
後

泣
血

哀
慟

作
歌（

巻
二

）」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

本
書

は
211に

つ
い

て「
あ

の
羽

買
の

山
に

我
が

妻
は

居
ら

れ
る

と
人

が
言

ふ
の

で
、石

を
踏

み
割

つ
て

骨
を

折
つ

て
來

た
が

、少
し

も
善

い
こ

と
が

無
い

。生
き

て
ゐ

る
と

思
つ

て
來

た
妻

が
、ほ

の
か

に
も

見
え

な
い

こ
と

を
思

へ
ば〔

傍
線

茶
鉛

筆
〕」「

白
栲

の
天

領
巾

穩
〔

マ
マ

〕」は
、白

雲
を

天
上

の
領

巾
と

見
立

て
た

の
で

あ
る

。（
略

）こ
れ

は
妻

を
燒

い
た

煙
で

あ
ら

う
。こ

の
歌

は
、槻

の
木

の
春

の
葉

の
茂

き
こ

と
を

始
め

に
敍

し
て

ゐ
る

の
は

、多
分

そ
の

頃
に

詠
ま

れ
た

歌
で

あ
ら

う
。そ

し
て

そ
の

妻
は

、や
は

り
秋

の
頃

に
死

ん
だ

も
の

と
思

は
れ

る
。死

ん
で

か
ら

や
ゝ

時
を

經
て

、殘
さ

れ
た

若
い

子
を

抱
い

て
悲

み
、又

妻
を

葬
つ

た
山

を
分

け
て

行
く

。そ
の

悲
し

い
有

樣
が

善
く

描
か

れ
て

ゐ
る〔

傍
線

茶
鉛

筆
〕」と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

随
古

墳
115

2
211

挽
歌

…
…

大
鳥

の
羽

が
ひ

の
山

に
、わ

が
恋

ふ
る

妹
は

い
ま

す
と

人
の

い
へ

ば
、岩

根
さ

く
み

て
な

づ
み

来
し

、よ
け

く
も

ぞ
な

き
。現

身
と

お
も

ひ
し

妹
が

、玉
か

ぎ
る

ほ
の

か
に

だ
に

も
見

え
ぬ

、思
へ

ば
。

歌
に

続
き「

人
は

死
ん

で
し

ば
ら

く
の

間
は

山
の

奥
な

ど
に

生
き

て
ゐ

る
と

き
と

す
こ

し
も

変
ら

な
い

姿
を

し
て

暮
ら

し
て

ゐ
る

も
の

だ
と（

略
）」と

あ
る

。さ
ら

に
本

歌
の

鑑
賞

に「
僕

は
數

年
ま

へ
信

濃
の

山
の

な
か

で
さ

ま
ざ

ま
な

人
の

死
を

悲
し

み
な

が
ら

、リ
ル

ケ
の「

Requiem
」を

は
じ

め
て

手
に

し
て

」が
後

続
す

る
。

柿
本

人
麻

呂

ノ
輕

の
里

559
2

211
挽

歌
う

つ
そ

み
と

思
ひ

し
時

に
、と

り
持

ち
て

我
が

二
人

見
し

、＊
走

り
出

の
堤

に
立

て
る

、槻
の

木
の

方
々

の
枝

の
、春

の
葉

の
し

げ
き

が
ご

と
く

、思
へ

り
し

妹
に

は
あ

れ
ど

、…
…

世
の

中
を

そ
む

き
し

得
ね

ば
、…

…

こ
の

箇
所

に「（
妻

の
お

も
ひ

で
）」と

記
載

。引
用

に
続

き「
＊

妻
の

家
の

近
く

に
は

堤
が

あ
つ

て
、そ

こ
に

は
槻

の
木

が
植

ゑ
て

あ
つ

あ
」と

あ
る

。
柿

本
人

麻
呂

ノ
輕

の
里

559
2

211
挽

歌
…

…
か

ぎ
ろ

ひ
の

も
ゆ

る「
＊

＊
荒

野
」に

、し
ろ

た
へ（

白
栲

）の
天

領
布

が
く

り
、鳥

り
じ

も
の

朝
立

ち
い

ま
し

て
、入

日
な

す
隱

れ
に

し
か

ば
…

…
こ

の
箇

所
に「（

葬
送

の
さ

ま
）」と

記
載

。引
用

に
続

き「
＊

＊
春

日
の

地
に

は
ま

だ
荒

涼
た

る
野

も
あ

つ
た

」と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂



─ （0（ ─

ノ
輕

の
里

559
2

211
挽

歌
…

吾
妹

子
と

二
人

わ
が

寐
し

枕
づ

く
閨

屋
の

う
ち

に
、晝

は
も

う
ら

さ
び

暮
ら

し
、夜

は
も

息
づ

き
明

し
、嘆

け
ど

も
せ

む
す

べ
知

ら
に

、…
…

お
ほ

と
り

の
羽

交
の

山
に

、我
が

戀
ふ

る
妹

は
い

ま
す

と
人

の
い

へ
ば

、…
…「

＊
＊

＊
岩

ね
さ

く
み

て
、な

づ
み

來
し

、」よ
け

く
も

ぞ
な

き
。う

つ
そ

み
と

思
ひ

し
妹

が
、玉

か
ぎ

る
仄

か
に

だ
に

も
見

え
な

く
、思

へ
ば

。

こ
の

箇
所

に「（
鰥

ぐ
ら

し
）」と

記
載

。引
用

に
続

き「
＊

＊
＊

山
に

は
巖

石
の

道
が

あ
つ

た
」と

あ
る

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
類

別
上

56
2

211茶
挽

歌
去

年
見

て
し

秋
の

月
夜

は
照

ら
せ

れ
ど

相
見

し
妹

は
い

や
年

さ
か

る
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
225

2
211青

挽
歌

去
年

見
て

し
秋

の
月

夜
は

照
ら

せ
れ

ど
相

見
し

妹
は

い
や

年
さ

か
る

『
歌

人
研

究
』

2・
211の

項
参

照
。

柿
本

人
麻

呂
ノ

集
抄

2
61

2
211

挽
歌

去
年

見
て

し
秋

の
月

夜
は

照
ら

せ
れ

ど
相

見
し

妹
は

い
や

年
ざ

か
る

本
ノ

ー
ト

は「
妻

の
死

」と
し

て
211、212、216、221、221、225を

記
載

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

17
2

212
挽

歌
衾

道
乎

。引
手

乃
山

爾
。妹

乎
置

而
。山

徑
往

者
。生

跡
毛

無
。

「
衾

道
乎

引
手

乃
山

爾
」の

解
説

に「
引

手
の

山
は

、長
歌

に
羽

易
の

山
と

あ
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」「

衾
路

の
と

い
ふ

べ
き

を
、ふ

す
ま

ぢ
を

と
い

へ
り

、（
此

ま
で

契
沖

の
説

な
り〔「（

」の
直

前
に

赤
鉛

筆
で

開
き

丸
括

弧
〕、此

ノ
説

に
、い

さ
ゝ

か
聞

と
り

が
た

き
處

有（
略

）衾
道

の
と

い
ふ

べ
き

を
、衾

道
乎

と
云

る
こ

と
を

こ
と

わ
れ

る
は

、此
説

の
如

し
、）〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。そ
の

余
白

に
黒

イ
ン

ク
で「

衾
道

乎〔「
フ

ス
マ

ヂ
ヲ

」と
ル

ビ
〕ト

云
へ

る
理

由
、」と

書
込

み
。「

山
徑

往
者

」の
解

説
に「

山
路

を
來

れ
ば

と
云

が
如

し〔
波

線
黒

イ
ン

ク
〕、し

か
る

を
此

に
往

と
し

も
云

る
は

、山
の

方
よ

り
い

ひ
た

る
に

て
、山

を
内

に
し

た
る

言
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

56
2

212茶
挽

歌
衾

道
を

引
手

の
山〔

※「
引

手
の

山
」に

茶
鉛

筆
で

囲
み

〕に
妹

を
置

き
て

山
路

を
行

け
ば

生
け

り
と

も
な

し
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
225

2
212青

挽
歌

衾
道

を
引

手
の

山
に

妹
を

置
き

て
山

路
を

行
け

ば
生

け
り

と
も

な
し

『
歌

人
研

究
』

2・
211の

項
参

照
。212に

関
し

本
書

は「
妻

を
山

に
置

い
て

、一
人

生
き

て
ゐ

る
空

も
無

く
山

路
を

歩
む

心
が

、よ
く

出
て

ゐ
る〔

傍
線

茶
鉛

筆
〕」と

解
説

。
柿

本
人

麻
呂

ノ
輕

の
里

559
2

212
挽

歌
衾

路
を

引
手

の
山

？
に

妹
を

置
き

て
、山

路
を

行
け

ば
生

け
る

と
も

な
し

。
柿

本
人

麻
呂

ノ
輕

の
里

561
2

212
挽

歌
衾

田
の

引
手

の
山（

龍
王

山
）─

に
妹

を
置

き
て

や
ま

路
を

行
け

ば
生

け
り

と
も

な
し〔

※
「

─
に

」以
降

波
線

〕。
柿

本
人

麻
呂

ノ
集

抄
2

62
2

212
挽

歌
衾

道
を

引
手

の
山

に
妹

を
置

き
て

山
路

を
行

け
ば

生
け

り
と

も
な

し
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
2・

211の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
類

別
上

56
2

211茶
挽

歌
現

身
と

　
念

ひ
し

時
　

手
携

へ
　

吾
が

二
人

見
し

　
出

で
立

ち
の

　
百

枝
槻

の
木

　
こ

ち
ご

ち
に

　
枝

さ
せ

る
如

　
春

の
葉

の
　

茂
き

が
如

く
　

念
へ

り
し

　
妹

に
は

あ
れ

ど
　

恃
め

り
し

　
妹

に
は

あ
れ

ど
　

世
の

中
を

　
背

き
し

得
ね

ば
　

か
ぎ

ろ
ひ

の
　

燃
ゆ

る
荒

野
に

　
白

栲
の

　
天

領
巾

隱
り

　
鳥

じ
も

の
　

朝
立

ち
い

行
き

て
　

入
日

な
す

　
隱

り
に

し
か

ば
　

吾
妹

子
が

　
形

見
に

置
け

る
　

緑
兒

の
　

乞
ひ

哭
く

毎
に

　
取

り
委

す
　

物
し

な
け

れ
ば

　
男

じ
も

の
　

脇
挿

み
持

ち
　

吾
妹

子
と

　
二

人
吾

が
宿

し
　

枕
づ

く
　

嬬
屋

の
内

に
　

晝
は

　
う

ら
さ

び
暮

し
　

夜
は

　
息

衝
き

明
か

し
　

嘆
け

ど
も

　
せ

む
術

知
ら

に
　

戀
ふ

れ
ど

も
　

逢
ふ

緣
を

無
み

　
大

鳥
の

　
羽

易
の

山
に

　
汝

が
戀

ふ
る

　
妹

は
坐

す
と

　
人

の
云

へ
ば

　
石

根
さ

く
み

て
　

な
づ

み
來

し
　

好
く

も
ぞ

無
き

　
現

身
と

　
念

ひ
し

妹
が

　
灰

に
て

坐
せ

ば

211-216の
全

体
に

茶
イ

ン
ク

で
囲

み
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

56
2

211茶
挽

歌
去

年
見

て
し

秋
の

月
夜

は
渡

れ
ど

も
相

見
し

妹
は

い
や

年
さ

か
る

『
作

者
類

別
上

』
2・

211の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
類

別
上

56
2

215茶
挽

歌
衾

路
を

引
手

の
山

に
妹

を
置

き
て

山
路

念
ふ

に
生

け
り

と
も

な
し

『
作

者
類

別
上

』
2・

211の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
類

別
上

57
2

216茶
挽

歌
家

に
來

て
吾

屋
を

見
れ

ば
玉

床
の

外
に

向
き

け
り

妹
が

木
枕

『
作

者
類

別
上

』
2・

211の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

ノ
集

抄
2

62
2

216
挽

歌
家

に
來

て
吾

が
屋

を
見

れ
ば

玉
床

の
外

に
向

き
け

り
妹

が
木

枕
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
2・

211の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

11
2

217赤
挽

歌
秋

山
。下

部
留

妹
。奈

用
竹

乃
。騰

遠
依

子
等

者
。何

方
爾

。念
居

可
。栲

紲
之

。長
命

乎
。露

己
曾

婆
。朝

爾
置

而
。夕

者
。消

等
言

。霧
己

曾
婆

。夕
立

而
。明

者
。失

等
言

。梓
弓

。音
聞

吾
母

。髣
髴

見
之

。事
悔

敷
乎

。布
栲

乃
。手

枕
纒

而
。劔

刀
。身

二
副

寐
價

牟
。若

草
。其

嬬
子

者
。不

怜
彌

可
。念

而
寐

良
武

。悔
彌

可
。念

戀
良

武
。時

不
在

。過
去

子
等

我
。朝

露
乃

如
也

。夕
霧

乃
如

也
。

歌
の

余
白

に
赤

鉛
筆

で
二

重
丸

。「
騰

遠
依

子
等

」の
解

説
に「

騰
遠

は（
略

）多
和

多
和

と
橈

む
貌

を
云

言
に

て
、橈

み
依

な
び

く
子

と
い

ふ
こ

と
に

て〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

、閉
じ

カ
ギ

括
弧

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
126

2
217青

挽
歌

秋
山

の
し

た
ぶ

る
妹

　
萎

竹
の

と
よ

を
よ

る
兒

等
は〔

※
傍

線
茶

鉛
筆

〕　
何

方
に

思
ひ

居
れ

か
　

栲
紲

の
長

き
命

を
　

露
こ

そ
は

　
朝

に
置

き
て

　
夕

は
消

ぬ
と

い
へ

　
霧

こ
そ

は
夕

に
立

ち
て

　
朝

は
失

す
と

い
へ

　
梓

弓
音

聞
く

我
も

　
髣

髴
に

見
し

事
悔

し
き

を
　

敷
栲

の
手

枕
纒

き
て

　
劔

刀
身

に
副

へ
寢

け
む

　
若

草
の

そ
の

夫
の

子
は

　
寂

し
み

か
思

ひ
て

寢
ら

む
　

悔
し

み
か

思
ひ

戀
ふ

ら
む

　
時

な
ら

ず
過

ぎ
に

し
子

等
が

　
朝

露
の

如
夕

霧
の

如

上
部

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で

、217-219の
題

詞「
○

吉
備

津
采

女
死

時
作

歌（
巻

二
）」と

書
込

み
。前

歌
群

と
の

境
に

茶
イ

ン
ク

で「
＊

」を
6

個
書

入
れ

。
本

書
は

217に
つ

い
て「

采
女

が
こ

の
世

を
辭

し
て

去
つ

た
こ

と
を

、み
づ

か
ら

何
と

思
つ

て
辭

し
た

る
こ

と
な

ら
む

と
い

う
風

に
、敍

す
る〔

※
傍

線
茶

鉛
筆

〕の
で

あ
る

。さ
て

露
と

霧
が

は
か

な
く

消
え

る
も

の
で

あ
る

と
い

ふ
こ

と
を

言
つ

て
、そ

の
露

や
霧

な
ら

ざ
る

采
女

が
又

は
か

な
く

死
ん

で
し

ま
つ

た
こ

と
を

現
し

て〔
二

重
傍

線
茶

鉛
筆

〕ゐ
る

。（
略

）こ
の

歌
は

、采
女

の
描

寫
に

優
れ

た
歌

ひ
方

が
あ

り
、露

と
霧

の
使

い
方

に
妙

味
が

あ
る〔

傍
線

茶
鉛

筆
〕」と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
歌

人
127

2
218青

挽
歌

樂
浪

の
志

我
津

の
子

等
が

罷
り

道
の

川
瀨

の
道

を
見

れ
ば

さ
ぶ

し
も

『
歌

人
研

究
』

2・
217の

項
参

照
。本

書
は

218に
つ

い
て「「

罷
り

道
」は

、こ
の

世
か

ら
退

出
し

て
行

く
道

で
、死

ん
で

行
く

道
で

あ
る

。
〔

二
重

傍
線

茶
鉛

筆
〕そ

の
川

瀨
の

道
を

言
ふ〔

傍
線

茶
鉛

筆
〕。」と

解
説

。
柿

本
人

麻
呂

ノ
集

抄
2

61
2

218
挽

歌
樂

浪
の

志
賀

津
の

子
ら

が
罷

道
の

川
瀬

の
道

は
見

れ
ば

さ
ぶ

し
も

本
ノ

ー
ト

は「
川

瀬
」と

し
て

、218、125、1111を
記

載
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

古
義

2
17

2
219

挽
歌

天
數

。凡
津

子
之

。相
日

。於
保

爾
見

敷
者

。今
叙

悔
。

「
天

數
」の

解
説「

天
は

、左
々

か
或

は
樂

か
の

誤
に

て
、左

左
數

か
樂

數
な

ど
有

し
に

や
、數

ノ
字

を
ナ

ミ
と

よ
む

は
、集

中
に

馬
數

而
な

ど
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

、余
白

に
黒

イ
ン

ク
で「

天
數

＝
楽

」と
書

込
み

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
127

2
219青

挽
歌

天
數

ふ
大

津
の

子
が

逢
ひ

し
日

に
髣

髴
に

見
し

か
ば

今
ぞ

悔
し

き
『

歌
人

研
究

』
2・

217の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

19
2

221
挽

歌
玉

藻
吉

。讃
岐

國
者

。國
柄

加
。雖

見
不

飽
。神

柄
加

。幾
許

貴
寸

。天
地

。日
月

與
共

。滿
將

行
。神

乃
御

面
跡

。云〔
※

丸
囲

み
文

字
〕次

來
。中

乃
水

門
從

。船
浮

而
。吾

榜
來

者
。時

風
。

雲
居

爾
吹

爾
。奥

見
者

。跡
位

浪
立

。邊
見

者
。白

浪
散

動
。鯨

魚
取

。海
乎

恐
。行

船
乃

。梶
引

析
而

。彼
此

之
。島

者
雖

多
。名

細
之

。挾
岑

之
島

乃
。荒

礒
回

爾
。廬

作
而

見
者

。浪
音

乃
。茂

濟
邊

乎
。敷

妙
乃

。枕
爾

爲
而

。荒
床

。自
伏

君
之

。家
知

者
。往

而
毛

將
告

。妻
知

者
。

來
問

益
乎

。玉
桙

之
。道

太
爾

不
知

。欝
悒

久
。待

加
戀

良
武

。愛
伎

妻
等

者
。

「
國

柄
加

、神
柄

加
」の

解
説

に「
可

良
は

淸
て

唱
フ

べ
し

、な
ほ

此
詞

集
中

に
甚

多
け

れ
ど

も
、皆

其
意

な
り〔

波
線

赤
鉛

筆
〕、（

岡
部

氏
ノ

考
に（

略
）た

ゞ
に

故
の

意
と

し
て

通
え

た
り

、）（
略

）神
柄

可
は

、す
ぐ

れ
た

る
神

故
に

か
と

い
ふ

意
に

て
、神

と
は

卽
チ

國
を

い
へ

る
な

り
、（

國
に

鎭
リ

座
ス

神
を

い
ふ

に
は

あ
ら

ず
、）こ

の
國

土
は

、す
べ

て
そ

の
も

と
神

の
生

ま
せ

る
に

よ
り

て
、山

川
國

土
を

卽
チ

神
と

云
る〔（

）の
前

後
に

赤
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕（

略
）」と

あ
る

。「
云

次
来

」の
解

説「
イ

ヒ
ツ

ゲ
ル

と
訓

べ
し

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

跡
位

浪
立

」の
解

説
余

白
に

黒
イ

ン
ク

で「
志

支
奈

美
─

重
浪

─
跡

位
浪

」と
書

込
み

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

57
2

221茶
挽

歌
珠

藻
よ

し〔
※

茶
イ

ン
ク

で
丸

括
弧

〕　
讃

岐
の

國
は

　
國

柄
か

　
見

れ
ど

も
飽

か
ぬ

　
神

柄
か

　
こ

こ
だ

貴
き

　
天

地
　

日
月

と
と

も
に

　
滿

り
ゆ

か
む

　
神

の
御

面〔
※

茶
鉛

筆
で

囲
み

〕と
　

繼
ぎ

來
る

　
中

の
水

門〔
※

茶
鉛

筆
で

囲
み

〕ゆ
　

船
浮

け
て

　
吾

が
榜

ぎ
來

れ
ば

　
時

つ
風

　
雲

居
に

吹
く

に
　

奥
見

れ
ば

　
重

浪
立

ち
　

邊
見

れ
ば

　
白

浪
と

よ
む

　
鯨

魚
取

り〔
※

青
鉛

筆
で

開
き

カ
ギ

括
弧

、茶
イ

ン
ク

で
丸

括
弧

〕　
海

を
恐

み
　

行
く

船
の

　
楫

引
き

折
り

て
　

彼
此

の
　

島
は

多
け

ど
　

名
ぐ

は
し

　
狭

岑
の

島
の

　
荒

磯
面

に
　

廬
り

て
見

れ
ば

　
浪

の
音

の
　

繁
き

濱
邊

を
　

敷
妙

の〔
※

茶
イ

ン
ク

で
丸

括
弧

〕　
枕

に
し

て
　

荒
床

に
　

よ
り

臥
す

君
が

　
家

知
ら

ば
　

行
き

て
も

告
げ

む
　

妻
知

ら
ば

　
來

も
問

は
ま

し
を

　
玉

桙
の〔

※
茶

イ
ン

ク
で

丸
括

弧
〕　

道
だ

に
知

ら
ず

　
鬱

悒
く

　
待

ち
か

戀
ふ

ら
む

　
愛

し
き

妻
ら

は

題
詞

中「
狹

岑
島

」関
し

上
部

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で「

※
狭

岑
島

　
仲

多
度

郡
沙

彌
島

」と
書

込
み

。上
部

余
白

に「
神

の
御

面〔
茶

イ
ン

ク
〕」と

書
込

み
。

柿
本

人
麻

呂
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551
2

221赤
挽

歌
浪

の
音

の
し

げ
き

浜
辺

を
し

き
た

へ
の

枕
に

な
し

て
、荒

床
に

こ
ろ

伏
す

君
が

家
知

ら
ば

行
き

て
も

告
げ

む
、妻

知
ら

ば
來

も
問

は
ま

し
、た

ま
ぼ

こ
の

道
だ

に
知

ら
ず

、お
ぼ

ほ
し

く
待

ち
か

戀
ふ

ら
む

、は
し

き
妻

ら
は

。

「
…

…
舟

浮
け

て
わ

が
漕

ぎ
來

れ
ば

、潮
時

の
風

が
空

に
吹

き
上

げ
る

の
で

、遥
な

沖
を

見
る

と
、後

か
ら

後
か

ら
波

が
立

つ
て

ゐ
、海

岸
を

み
る

と
白

く
碎

け
る

波
が

騒
い

で
ゐ

る
。そ

れ
で

海
上

を
行

く
の

が
恐

し
く

て
、舟

の
艫

を
強

く
引

き
曲

げ
て

漕
い

で
、彼

方
此

方
の

島
も

沢
山

あ
る

が
、狭

岑
の

島
の

岩
浜

の
入

り
込

み
に

、小
屋

掛
け

を
し

て
泊

り
こ

ん
で

、気
が

つ
い

て
み

る
と

、浪
の

音
の

始
終

し
て

ゐ
る

浜
辺

を
枕

に
し

て
寝

ら
れ

、床
で

も
な

い
荒

々
し

い
石

の
上

の
寝

床
に

、轉
寝

を
し

て
ゐ

る
お

前
さ

ん
の

、家
を

知
つ

て
ゐ

た
ら

出
か

け
て

い
つ

て
、こ

ん
な

處
に

ゐ
る

と
い

ふ
こ

と
を

告
げ

て
も

來
よ

う［
。］も

の
を

。」〔
折

口『『
國

文
口

譯
叢

書
萬

葉
集

』〕と
書

き
留

め
た

上
部

余
白

に
、赤

鉛
筆

で
本

歌
を

引
用

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

58
2

221茶
挽

歌
妻

も
あ

ら
ば

採
り

て〔
※

傍
線

茶
イ

ン
ク

、そ
の

横
に「

つ
み

て
」と

書
込

み
〕た

げ
ま

し
〔

※
傍

点
茶

イ
ン

ク
、左

余
白

に「（
食

ノ
古

語
）」と

書
込

み
〕佐

美
の

山
野

の
上

の
宇

波
疑

〔
※

傍
線

茶
イ

ン
ク

、そ
の

横
に「（

嫁
菜

也
）」と

書
込

み
〕過

ぎ
に

け
ら

ず
や

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
2

56
2

222
挽

歌
奥

波
。來

依
荒

礒
乎

。色
妙

乃
。枕

等
卷

而
。奈

世
流〔

※「
奈

世
流

」に
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕君

香
聞

。
「

枕
等

卷
而

」の
解

説
に「

枕
と

化
シ

て
纏

て
と

い
ふ

な
り

、等〔「
等

」赤
鉛

筆
で

囲
み

〕は
、と

し
て

の
意

の
等

に
て

、其
な

ら
ぬ

も
の

を
、

其
に

す
る

を
云〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

奈
世

流
君

香
聞〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
寐

賜
へ

る
君

哉
と

い
ふ

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕、抑

々
奈

須
は

、寐
の

伸
り

た
る

言〔
波

線
赤

鉛
筆

、波
線

黒
イ

ン
ク

〕に
て

、採
を

都
麻

須
、咲

を
惠

麻
須

、踏
を

布
麻

須
、立

を
多

々
須

、待
を

麻
多

須（
略

）な
ど

伸
云

と
、全

同
例

な
り

、さ
て

か
く

伸
云

は
、敬

ひ
た

る
言

に
て

、奈
須

は
寐

賜
ふ

、都
麻

須
は

採
賜

ふ
と

云
意

な
る

に
、

餘
は

准
へ

て
知

べ
し〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。そ
の

余
白

に
黒

イ
ン

ク
で「

奈
須

＝
寝

」と
書

込
み

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

58
2

222茶
挽

歌
奥

つ
波

來
よ

る
荒

磯
を

敷
妙

の
枕

と
纒

き
て

寢
せ

る
君

か
も

柿
本

人
麻

呂
ノ

出
帆

511
2

222青
挽

歌
沖

つ
浪

來
寄

る
荒

磯
を

し
き

た
へ

の
枕

と
ま

き
て

寐
せ

る
君

か
も

柿
本

人
麻

呂
ノ

水のうへ
551

2
222青

挽
歌

沖
つ

浪
來

寄
る

荒
磯

を
し

き
た

へ
の

枕
と

ま
き

て
寐

せ
る

君
か

も〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕

上
余

白
に

緑
鉛

筆
で「

犠
牲［

端
］に

死
人

を
見

て
…

…
」と

書
込

み
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

古
義

2
58

2
221

挽
歌

鴨
山

之
。磐

根
之

巻
有

。吾
乎

鴨
。不

知
等

妹
之

。待
乍

將
有

。
「

吾
乎

鴨
」の

解
説

に「
可

は
疑

ノ
辭

、母
は

歎
息

ノ
辭〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

不
知

等〔「
等

」に
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕妹

之
」の

解
説

に「
等

は
、

み
な

助
辭〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
類

別
上

58
2

221茶
挽

歌
鴨

山
の

磐
根

し
纒

け
る

吾
を

か
も

知
ら

に
と

妹
が

待
ち

つ
つ

あ
ら

む
題

詞
の

横
に

茶
イ

ン
ク

で「
慶

雲
四

年
、四

十
五

？（
齋

藤
説

）」〔
茂

吉『
萬

葉
秀

歌
』〕と

書
込

み
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

歌
人

257
2

221青
挽

歌
鴨

山
の

磐
根

し
枕

け
る

吾
を

か
も

知
ら

に
と

妹
が

待
ち

つ
ゝ

あ
ら

む
柿

本
人

麻
呂

ノ
集

抄
2

62
2

221
挽

歌
鴨

山
の

磐
根

し
纏

け
る

吾
を

か
も

知
ら

に
と

妹
が

待
ち

つ
つ

あ
ら

む
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
2・

211の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

59
2

221
挽

歌
且

今
日

且
今

日
。吾

待
君

者
。石

水
。貝

爾
交

而
。有

登
不

言
八

方
。

「
有

登
不

言
八

方〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説「
鳴

呼
有

と
人

の
言

ず
や

は
、と

い
ふ

意
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

依
羅

娘
子

ノ
集

抄
2

62
2

221
挽

歌
今

日
今

日
と

吾
が

待
つ

君
は

石
川

の
貝

に
ま

じ
り

て
在

り
と

い
は

ず
や

も
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
2・

211の
項

参
照

。
依

羅
娘

子
蔵

古
義

2
61

2
225

挽
歌

直
相

者
。相

不
勝

。〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕石

川
爾

。雲
立

渡
禮

。見
乍

將
偲

。
歌

意
の

説
明

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

依
羅

娘
子

ノ
集

抄
2

62
2

225
挽

歌
直

の
逢

は
逢

ひ
か

つ
ま

し
じ

石
川

に
雲

立
ち

渡
れ

見
つ

つ
偲

ば
む

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

2・
211の

項
参

照
。

依
羅

娘
子

蔵
古

義
2

116
2

228
挽

歌
子

松
之

末
爾

蘿
生

萬
代

爾
『

古
義

2
』

1・
259の

項
参

照
。

川
辺（

河
辺

）
宮

人
蔵

類
別

下
151

2
228赤

挽
歌

妹
が

名
は

千
代

に
流

れ
む

姫
島

の
子

松
が

末
に

蘿
生

す
ま

で
に

228、229、111-117を
赤

鉛
筆

で
括

り
、そ

の
右

肩
に

青
鉛

筆
で

星
印

。
川

辺
（

河
辺

）宮
人

蔵
古

義
2

65
2

229
挽

歌
難

波
方

。鹽
干

勿
有

曾
禰

。沈
之

。妹
之

光
儀

乎
。見

卷
苦

流
思

母
。

「
見

卷
苦

流
思

母
」の

解
説「

見
む

事
の

苦
し

き
よ

と
い

ふ
な

り
、見

巻
は

、見
牟

の
伸

り
た

る
に

て
、見

む
事

の
と

い
ふ

意
に

な
る

、古
言

の
例

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

川
辺

（
河

辺
）宮

人
蔵

類
別

下
151

2
229赤

挽
歌

難
波

潟
潮

干
な

あ
り

そ
ね

沈
み

に
し

妹〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕が

光
儀

を
見

ま
く

苦
し

も
『

作
者

類
別

下
』

2・
228の

項
参

照
。

川
辺

（
河

辺
）宮

人
蔵

古
義

2
66

2
211

挽
歌

梓
弓

。手
取

持
而

。大
夫

之
。得

物
矢

手
挿

。立
向

。〔
※

赤
鉛

筆
で

傍
線

、「
向

」に
囲

み
。赤

鉛
筆

で「
序

」と
書

込
み

〕高
圓

山
爾

。春
野

燒
。野

火
登

見
左

右
。燎

火
乎

。何
如

問
者

。玉
桙

之
。道

來
人

乃
。泣

涙
。霈

霖
爾

落
者

。白
妙

之
。衣

埿
漬

而
。立

留
。吾

爾
語

久
。何

鴨
。本

名
言

。聞
者

。泣
耳

師
所

哭
。語

者
。心

曾
痛

。天
皇

之
。神

之
御

子
之

。御
駕

之
。手

火
之

光
曾

。幾
許

照
而

有
。

「
立

向〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

こ
れ

ま
で

は
、的

と
い

は
む

料
の

序
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
霈

霖
爾

落
者〔

二
重

傍
線

赤
鉛

筆
〕」

の
解

説
に「

ヒ
サ

メ
ニ

フ
レ

バ
な

り
、涙

の
甚

く
落

る
さ

ま
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕（
略

）比
多

雨
な

り〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」、「
吾

爾
語

久
」の

解
説

に「
語

久
は

、可
多

留
の

伸
り

た
る

に
て

、語
る

や
う

は
と

い
ふ

こ
と

に
な

る
、古

語
の

例
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
本

名
言〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
本

名
は

、め
た

に
と

い
は

む
が

ご
と

し
、〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕（

俗
に

め
-つ

た
に

、む
ち

-や
に

な
ど

い
ふ

言
の

本
な

る
べ

し
、〔

波
線

赤
鉛

筆
〕）」、「

御
駕

之〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

イ
デ

マ
シ

ノ
と

訓〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
手

火
之

光
曾〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」の
解

説
に「

御
葬

送
の

御
供

に
、火

を
と

も
し

つ
れ

て
、つ

か
へ

ま
つ

る
を

云
る

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）尋

常
の

殯
葬

に
は

火
を

と
も

す
故

、こ
と

に
か

く
云

る
な

り〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

笠
金

村
歌

集

蔵
古

義
2

71
2

212
挽

歌
御

笠
山

。野
邊

往
道

者
。己

伎
太

雲
。繁

荒
有

可
。久

爾
有

勿
國

。
題

詞「
短

歌
二

首
」に

つ
い

て
の

解
説「

意
得

ず
、左

の
二

首
と

も
に

、右〔
※
万
2・
230〕の

反
歌

に
は

あ
ら

じ
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
己

伎
太

雲〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

己
許

太
久

毛
と

い
ふ

に
同

じ
、こ

ゝ
だ

、こ
ゝ

だ
く

、こ
ゝ

ば
、こ

ゝ
ば

く
、こ

き
ば

く
、こ

ゝ
ら

、そ
こ

ば
、そ

こ
ば

く
、そ

こ
ら

、み
な

も
と

通
フ

言
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

笠
金

村
歌

集

蔵
古

義
2

72
2

215
雑

歌
皇

者
。神

二
四

座
者

。天
雲

之
。雷

之
上

爾
。廬

爲
流

鴨
。

「
廬

爲
流

鴨
」の

解
説「

廬
と

は
假

リ
そ

め
に

造
り

設
て

、旅
居

す
る

家
を

い
ふ

稱
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意〔

二
重

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

説
明

に「
こ

の
雷

カ
岳

に
、離

宮
の

あ
り

け
む

こ
と

は
、十

三
に

、月
日

攝
友

久
經

流
三

諸
之

山
礪

津
宮

地〔〔
※

11・
1211〕、本

歌
に

赤
鉛

筆
で

二
重

丸
、カ

ギ
か

っ
こ

〕」と
あ

る

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
2

71
1

216
雑

歌
不

聽
跡

雖
云

。強
流

志
斐

能
我

。强
語

。比
者

不
聞

而
。朕

戀
爾

家
里

。
「

强
流

志
斐

能
我

」の
解

説
に「

强
流

は
强

て
語

り
聞

え
奉

る
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
强

語
」の

解
説

に「
こ

ゝ
の

語
も〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕、

た
ゞ

の
む

か
し

物
語

す
る

に
は

あ
ら

ず
、お

も
し

ろ
く

あ
る

べ
か

し
く

、ほ
ど

よ
く

拍
子

を
合

セ
て

、か
た

り
し

も
の

」と
あ

る
。

（
文

武
天

皇
）

蔵
古

義
2

76
1

217
雑

歌
不

聽
雖

謂
。話

禮
話

禮
常

。詔
許

曾
。志

斐
伊

波
奉

。强
話

登
言

。
「

志
斐

伊
波

奉〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説「
志

斐
は

自
の

氏
、伊

は
語

の
頭

に
、伊

-往
 伊

-還
な

ど
も

多
く

い
ひ

て
打

出
す

言
と

し
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

志
斐

嫗

ノ
（國文学）

16
1

217
雑

歌
─

※「
語

部
の

歴
史

」と
し

て「
志

斐
ノ

嫗（
萬

葉
集

第
三

）」と
記

載
。歌

の
引

用
は

な
し

。
志

斐
嫗

蔵
古

義
2

77
1

218
雑

歌
大

宮
之

。内
二

手〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕所

聞
。網

引
爲

跡
。網

子
調

流
。海

人
之

呼
聲

。
「

内
二

手
所

聞
」の

解
説

に「
二

手
は

及
の

借
り

字
な

り
、さ

て
二

手
の

字
は

、左
-右

、左
-右

-手
、諸

-手
、兩

-手
な

ど
書

て
、マ

テ
と

よ
ま

せ
た

る
に

同
じ

、〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕（
略

）麻
提

と
い

ふ
意

は
、麻

は
美

に
通

ふ
美

稱
な

る
故

、凡
て

物
の

全
備

た
る

を
稱

て
、麻

某
と

も
美

某
と

も
云

こ
と

多
し〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」、「

網
子

調
流〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
網

子
は

網
引

ク
者

を
い

ふ
、田

作
る

者
を

田
子

、檝
と

る
者

を
檝

子（
略

）獵
に

立
ツ

者
を

獵
子〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

長
意

吉
麻

呂

蔵
古

義
2

79
1

219
雑

歌
八

隅
知

之
。吾

大
王

。高
光

。吾
日

乃
皇

子
乃

。馬
並

而
。三

獵
立

流
。弱

薦
乎

。獵
路

乃
小

野
爾

。十
六

社
者

。伊
波

比
拜

目
。鶉

己
曾

。伊
波

比
回

禮
。四

時
自

物
。伊

波
比

拜
。鶉

成
。伊

波
比

毛
等

保
理

。恐
等

。仕
奉

而
。久

堅
乃

。天
見

如
久

。眞
十

鏡
。仰

而
雖

見
。春

草
之

。益
目

頬
四

寸
。吾

於
富

吉
美

可
聞

。

「
恐

等
」の

解
説「

恐
さ

の
意

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

81
1

211
雑

歌
久

堅
乃

。天
歸

月
乎

。綱
爾

刺
。我

大
王

者
。蓋

爾
爲

有
。

「
綱

爾
刺〔

二
重

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

蓋
の

綱
に

刺
と

い
ふ

な
り

、蓋
の

左
右

に
綱

を
刺

シ
入

て
、そ

の
綱

を
侍

臣
の

執
つ

ゝ
行

を
云

る
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
蓋

爾
爲

有
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

81
1

211
雑

歌
皇

者
。神

爾
之

座
者

。眞
木

之
立

。荒
山

中
爾

。海
成

可
聞

。
「

海
成

可
聞〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

此
は

池
を

造
ら

し
ゝ

を
い

ふ
な

る
べ

し
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

81
1

212
雑

歌
瀧

上
之

。三
船

乃
山

爾
。居

雲
乃

。常
將

有
等

。和
我

不
念

久
爾

。
「

常
將

有
等

」の
解

説「
い

つ
も

常
に

か
く

あ
ら

む
と

ゝ
い

ふ
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
御

歌
ノ

意〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
説

明
に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

。
弓

削
皇

子

蔵
古

義
2

85
1

211
雑

歌
王

者
。千

歳
爾

麻
佐

武
。白

雲
毛

。三
船

乃
山

爾
。絶

日
安

良
米

也
。

「
絶

日
安

良
米

也
」の

解
説「

絶
る

日
は

あ
ら

じ
と

い
ふ

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

春
日

王
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蔵
古

義
2

86
1

215
雑

歌
如

聞
。眞

貴
久

。奇
母

。神
左

備
居

賀
。許

禮
能

水
島

。
「

眞
貴

久
」の

解
説「

豫
て

聞
し

に
た

が
は

ず
、眞

に
貴

く
と

い
ふ

に
て

、人
の

い
ひ

し
も

僞
な

ら
ず

と
の

意
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

の
意

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

長
田

王

蔵
古

義
2

89
1

217
雑

歌
奥

浪
。邊

波
雖

立
。和

我
世

故
我

。三
船

乃
登

麻
里

。瀾
立

目
八

方
。

題
詞

の
解

説
中「

石
川

ノ
大

夫
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

。「
瀾

立
目

八
方

」の
解

説「
嗚

呼
浪

發
む

や
は

、た
・〔

マ
マ

〕じ
と

い
ふ

意
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
（

石
川

宮
麻

呂
）

蔵
古

義
2

89
1

218
雑

歌
隼

人
乃

。薩
摩

乃
迫

門
乎

。雲
居

奈
須

。遠
毛

吾
者

。今
日

見
鶴

鴨
。

「
歌

ノ
意〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

説
明

に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

長
田

王
蔵

古
義

2
91

1
219

雑
歌

三
津

埼
。浪

矣
恐

、隱
江

乃
。船

公
宣

。奴
島

爾〔
※「

船
〜

爾
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕。
「

船
公

宣
奴

島
爾〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」の
解

説
に「

字
の

甚
誤

れ
る

も
の

と
見

え
た

り
、（

舊
訓〔

二
重

傍
線

黒
イ

ン
ク

、赤
鉛

筆
で「

Ａ
」と

書
込

み
〕に

、フ
ネ

コ
グ

キ
ミ

ガ
ユ

ク
カ

ヌ
シ

マ
ニ

、と
よ

め
る

な
ど

は
、論

ふ
限

に
あ

ら
ず

、）故
レ

案
に

、も
と

は
舟

寄
金

津
奴

島
埼

〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕に
と

あ
り

し
を

、金
を

公
に

誤
、寄

を
宣

に
誤

、又
そ

を
顚

倒
へ

、ま
た

奴
の

上
に

、津
ノ

字
を

脱
し

た
る

な
る

べ
し

、ま
た

荒
木

田
氏〔

二
重

傍
線

黒
イ

ン
ク

、赤
鉛

筆
で「

Ｂ
」と

書
込

み
〕、古

本
に

は
島

の
下

に
、一

字
の

闕
あ

り
と

云
り（

略
）フ

ネ
ヨ

セ
カ

ネ
ツ

ヌ
シ

マ
ノ

サ
キ

ニ
と

訓
べ

し
、と

云
る

も
心

ゆ
か

ぬ
説

」、「
本

居
氏〔

二
重

傍
線

黒
イ

ン
ク

、赤
鉛

筆
で「

Ｃ
」と

書
込

み
〕の（

略
）八

毛
を

公
に

誤
、何

時
ノ

字
を

脱
し

、寄
を

宣
に

誤
れ

る
に

て
、フ

ネ
ハ

モ
イ

ツ
カ

ヨ
セ

ム
ヌ

シ
マ

ニ
と

訓
べ

し
」と

あ
り

、そ
れ

ぞ
れ

の
余

白
に

、黒
イ

ン
ク

で「
旧

訓
　

フ
ネ

コ
グ

キ
ミ

ガ
ユ

ク
カ

ヌ
シ

マ
ニ

／
荒

木
田

　
フ

ネ
ヨ

セ
カ

ネ
ツ

ヌ
ジ

マ
ノ

サ
キ

ニ
」、「

本
居

、フ
ネ

ハ
ヨ

セ
ナ

ム
ミ

ヌ
メ

ノ
サ

キ
ニ

」と
書

込
み

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
2

92
1

251
雑

歌
珠

藻
苅

。敏
馬

乎
過

。夏
草

之
。野

島
之

埼
爾

。舟
近

著
奴

。
「

敏
馬

乎
過

」の
解

説「
ミ

ヌ
メ

ヲ
ス

ギ
と

六
言

に
訓

べ
し

、（
而

ノ
字

な
け

れ
ば

、ス
ギ

テ
と

は
訓

べ
か

ら
ず

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

古
義

2
91

1
251

雑
歌

粟
路

之
。野

島
之

前
乃

。濱
風

爾
。妹

之
結

。紐
吹

返
。

「
妹

之
結〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
イ

モ
ガ

ム
ス

ベ
リ

と
訓

べ
し（

略
）四

ノ
卷

に
、獨

宿
而

絶
西

紐
緒〔

※
萬

1・
515〕〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
歌

ノ
意〔

二
重

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

説
明

に「（
或

人
問

フ
尾

ノ
句

、紐
吹

返
と

あ
る

か
ら

は
、第

三
ノ

句
は

濱
風

之
と

あ
る

べ
き

理
な

る
に

、濱
風

爾
と

云
る

は
、事

た
が

ひ
た

る
や

う
に

聞
ゆ

る
は

、い
か

に
と

云
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕、余

答
へ

け
ら

く〔
赤

鉛
筆

で
傍

点（
白

抜
き

）〕、上
に

云
た

る
意

を
よ

く
＼

／
味

ふ
べ

し（
略

）爾〔
赤

鉛
筆

で
三

角
印

〕と
い

ひ
た

る
に

深
き

味
は

あ
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。ま
た

、同
じ

く
歌

意
の

説
明

に「
ぬ

し
ま

の
崎

に
船

は
て

て
、な

ら
は

ぬ
濱

風
の

、ひ
も

ふ
き

か
へ

す
ば

か
り

、は
げ

し
う

ふ
き

た
ら

む
に

は
、も

の
心

ぼ
そ

く
て

、家
な

る
妹

を
、い

と
＼

／
戀

し
う

思
ひ

出
る

よ
し

を
、妹

が
む

す
び

し
と

い
ひ

て
、し

ら
せ

た
る

は
、こ

れ
も

た
ぐ

ひ
な

き
、上

手
の

し
わ

ざ
な

り
け

り（
略

）五
の

句
、吹

か
へ

す
と

有
に

か
け

て
思

へ
ば

、三
の

句
、濱

風
の

と
い

ふ
べ

き
こ

と
わ

り
な

る
に

、に
と

い
へ

る
事

た
が

ひ
た

る
や

う
な

れ
ど

、左
に

あ
ら

ず
、い

と
ゞ

あ
は

れ
な

る
情

を
そ

へ
た

り
、は

ま
風

に
か

う
＼

／
の

事
あ

り
と

、四
五

句
は

こ
と

わ
れ

る
な

り
、そ

の
事

は
、妹

が
む

す
び

し
紐

吹
か

へ
す

と
い

ひ
て

、か
ゝ

る
に

つ
け

て
も

、家
こ

ひ
し

さ
た

へ
が

た
し

、と
い

ふ
餘

意
あ

ら
は

れ
た

り
、此

あ
は

れ
な

る
餘

意
は

、に
の

て
に

を
は

よ
り

い
で

き
つ

る
ぞ

か
し

、妙
な

り
と

も
妙

な
り

、〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂

ノ
古

代
2

25
1

251
雑

歌
淡

路
の

奴
島

の
崎

の
、朝

風
に

、妹
が

結
び

し
紐

吹
き

か
へ

す
柿

本
人

麻
呂

ノ
水のうへ

556
1

251赤
雑

歌
淡

路
の

野
島

ケ
崎

の
浜

風
に

妹
が

結
び

し
紬

ふ
き

か
へ

す
72、251、1617は

、「
妹

を
偲

ぶ
歌

」の
見

出
し

で
記

さ
れ

た
文

の
上

余
白

に
赤

鉛
筆

で
記

載
。「

ノ
オ

ト
水のうへ」15・

1617の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

95
1

252
雑

歌
荒

栲
。藤

江
之

浦
爾

。鈴
寸

釣
。白

水
郎

跡
香

將
見

。旅
去

吾
乎

。
「

藤
江

之
浦

」の
解

説
に「

六
ノ

巻
に

、稻
見

野
能

大
海

乃
原

笑
荒

妙
藤

井
乃

浦〔
※
萬
6
･938〕〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

96
1

251
雑

歌
稻

日
野

毛
。去

過
勝

爾
。思

有
者〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕。心
戀

敷
。可

古
能

島
所

見
。　

「
思

有
者〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「（

有
ノ

字
活

本
に

省
と

作
る

は
わ

ろ
し

、）は
、思

へ
る

に
の

意
な

り
、」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
柿

本
人

麻
呂

ノ
古

代
2

21
1

251
雑

歌
印

南
野

も
行

き
過

ぎ
が

て
に

思
へ

れ
ば

、心
戀

し
き

加
古

の
川

口
見

ゆ
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

97
1

251
雑

歌
留

火
之

。明
大

門
爾

。入
日

哉
。榜

將
別

。家
當

不
見

。
「

門（
マ

マ
）大

門
爾〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

荒
木

田
氏

の
、ア

カ
シ

オ
ホ

ト
ニ

と
よ

め
る

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

99
1

255
雑

歌
天

離
。夷

之
長

道
從

。戀
來

者
。自

明
門

。倭
島

所
見

。　
「

倭
島

所
見〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

倭
島

は
、大

和
ノ

國
な

り
、島

は
國

と
云

に
同

じ
、」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

の
意〔

二
重

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

説
明

中「
夷

の
長

道
を

、家
路

戀
し

く
思

ひ
つ

ゝ
來

れ
ば

」の
右

に「
西

國
の

方
へ

下
る

に
つ

き
て

よ
め

る
な

れ
バ

か
く

解
す

べ
き

也
」と

赤
鉛

筆
で

書
込

み
。同

じ
く

歌
意

の
説

明
に「

或
人

問
、藤

井
ノ

高
尚〔

二
重

傍
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）此

ノ
歌

ノ
意

を
、夷

の
長

き
道

の
あ

ひ
だ

を
、こ

ひ
つ

ゝ
來

れ
ば

、明
石

の
門

よ
り

は
じ

め
て

、我
す

む
方

の
倭

島
見

ゆ
、あ

は
れ

う
れ

し
さ

い
は

む
方

な
し

、〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕と
い

ふ
意

な
り

と
い

へ
り

、さ
る

こ
と

に
あ

ら
ず

や
と

云
り

、余
答

へ
け

ら
く

、詞
の

お
も

て
に

て
は

、さ
る

意
に

き
こ

え
た

り
、し

か
れ

ど
も

、長
道

從
の

從
は

、い
と

か
ろ

く
て

、長
道

を
と

い
ふ

意
な

る
こ

と
、上

に
云

る
如

し
、從

彼
、從

此
の

從
と

は
異

な
れ

ば
、從

の
言

に
さ

の
み

泥
む

べ
き

に
あ

ら
ず

、さ
て

此
ノ

次
上

に
、明

大
門

爾
入

日
哉

、と
あ

る
に

思
ひ

合
す

れ
ば

、こ
れ

も
西

國
の

か
た

へ
下

る
に

つ
き

て
よ

め
り

、と
思

へ
る

が
ゆ

ゑ
に

、な
ほ

そ
の

意
に

と
け

り
、よ

く
考

フ
べ

し〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
2

111
1

256
雑

歌
飼

飯
海

乃
。庭

好
有

之
。苅

薦
乃

。亂
出

所
見

。海
人

釣
船

。
「

苅
薦

乃
」の

解
説「

枕
詞

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

歌
ノ

意〔
二

重
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の「
明

石
の

方
よ

り
遥

に
見

や
る

に（
略

）そ
の

さ
ま

お
の

づ
か

ら
、目

ノ
前

に
う

か
び

つ
ゝ

、見
る

や
う

に
お

ぼ
え

て
、且

家
路

を
恋

し
く

思
ひ

て
、倭

の
方

を
見

や
り

た
る

意
、言

外
に

あ
ふ

れ
た

り
、」に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
2

116
1

259赤
雑

歌
何

時
間

毛
。神

左
備

祁
留

鹿
。香

山
之

。鉾
椙〔

※
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕之

本
爾

薜
生

左
右

二
。

「
鉾

椙
之

本
爾

」の
解

説「
鉾

杉
の

木
に

と
云

が
如

し〔
二

重
傍

線
赤

鉛
筆

〕、鉾
椙

は
、杉

の
若

木
の

、桙
の

長
さ

ば
か

り
あ

る
が

、且
桙

の
形

に
も

似
た

れ
ば

、云
な

る
べ

し
、（

略
解

に
、杉

の
若

木
は

、桙
の

如
く

な
れ

ば
い

ふ
と

云
、荒

木
田

氏
は

、桙
の

如
く

立
る

杉
な

り
と

云
れ

ど
、共

に
盡

さ
ず

、）犹
須

疑
と

い
ふ

名
ノ

義
、又

椙
ノ

字
を

用
る

こ
と

な
ど

品
物

解
に

甚
委

ク
云

り
、十

九
に

も
椙

野
と

あ
り

、（
二

ノ
巻

に
、子

松
之

末
爾

蘿
生

萬
代

爾〔
※
萬
2・
228〕と

あ
れ

ば
、こ

ゝ
も

本
は

末
の

誤
な

り
、と

云
説

あ
れ

ど
、そ

は
中

々
に

偏
り

た
る

こ
と

な
り

、）〔
波

線
赤

鉛
筆

〕本
は

木
と

云
に

同
じ

」と
あ

る
。

鴨
足

人

蔵
古

義
2

117
1

261
雑

歌
天

降
就

。神
乃

香
山

。打
靡

。春
去

來
者

櫻
花

。木
晩

茂
。松

風
丹

。池
浪

飈
。邊

都
返

者
。阿

遲
村

動
。奥

邊
者

。鴨
妻

喚
。百

式
乃

。大
宮

人
乃

。去
出

。榜
來

舟
者

。竿
梶

母
。無

而
佐

夫
之

毛
。榜

與
雖

思
。

解
説

に「
奮

本
此

間
に

、古
今

案
遷

都
寧

樂
之

後
怜

舊
作

此
歌

歟〔
波

線
黒

イ
ン

ク
〕、と

註〔「
註

」に
黒

イ
ン

ク
で

丸
印

〕し
た

る
は

、最
後

人
の

わ
ざ

な
れ

ば
削

去
つ

」と
あ

る
。

鴨
足

人

蔵
古

義
2

118
1

261
雑

歌
八

隅
知

之
。吾

大
王

。高
輝

。日
之

皇
子

。茂
座

。大
殿

於
。久

方
。天

傳
來

。白
雪

仕
物

。往
來

乍
。益

及
常

世
。

「
益

及
常

世
」の

解
説

に「
益

及
は（

略
）彌

重
に

て
、彌

重〔
ル

ビ
…

イ
ヨ

＼
／

シ
キ

〕り
に

と
い

ふ
意

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
古

義
2

119
1

262
雑

歌
矢

釣
山

。木
立

不
見

。落
亂

。雪
驪

。朝
樂

毛
。

「
雪

驪〔
二

重
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

解
難

し
、字

の
誤

な
ど

あ
る

べ
し〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）岡

部
氏〔

二
重

傍
線

赤
鉛

筆
〕は

、驪
は

躧
の

誤
な

る
べ

し（
略

）故
レ

案
フ

に
、驪

は
、驟

ノ
字

の
誤

な
る

べ
し（

略
）雪

驟
は

、ユ
キ

ニ
サ

ワ
キ

テ
と

訓
べ

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

朝
樂

毛
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。

柿
本

人
麻

呂

ノ
大

和
路

512
1

262
雑

歌
矢

釣
山

木
立

も
見

え
ず

降
り

ま
が

ふ
雪

に
駒

う
つ

朝
楽

し
も

柿
本

人
麻

呂
蔵

古
義

2
111

1
261

雑
歌

馬
莫

疾
。打

莫
行

。氣
並

而
。見

氐
毛

和
我

歸
。志

賀
爾

安
良

亡
國

。
「

馬
莫

疾〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

誤
字

あ
る

べ
し（

略
）吾

の
草

書
、■〔

吾
の

草
書

〕と
作

る
を

■〔
馬

の
草

書
〕と

見
、且

次
の

莫
行

の
莫

に
ま

が
へ

な
ど

し
て

、つ
ひ

に
莫

と
寫

し
誤

れ
る

な
る

べ
し〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。「
志

賀
爾

安
良

亡
國

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

刑
部

垂
麻

呂

蔵
古

義
2

112
1

261
雑

歌
物

乃
部

能
。八

十
氏

河
乃

。阿
白

木
爾

。不
知

代
經

浪
乃

。去
邊

白
不

母
。

「
阿

白
木

爾
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
155

1
261青

雑
歌

物
部

の
八

十
宇

治
河

の
網

代
木

に
い

さ
よ

ふ
浪

の
行

方
知

ら
ず

も
上

部
余

白
に

茶
イ

ン
ク

で
題

詞「
○

從
近

江
國

上
來

時
至

宇
治

河
辺

作
歌

」と
書

込
み

。本
書

は「
人

麻
呂

は
當

時
と

し
て

は
所

謂
新

知
識

者
で

、漢
學

の
素

養
も

淺
か

ら
ず

、佛
教

の
説

に
も

亙
つ

て
ゐ

た
と

認
め

ら
れ

る
。さ

う
い

ふ
點

か
ら

し
て

、こ
の

歌
に

無
常

觀
が

含
ま

れ
て

ゐ
る

と
み

て
も

不
思

議
は

な
い

の
で

あ
る

。し
か

し
一

方
か

ら
見

れ
ば

、無
常

觀
と

い
ふ

強
い

意
識

な
し

に
、現

れ
て

は
且

消
え

ゆ
く

波
の

姿
を

眺
め

盡
し

た
と

見
て

も
よ

い
の

で
あ

る
。さ

う
い

ふ
見

方
に

、却
つ

て
作

者
の

本
意

が
あ

る
の

か
も

知
れ

な
い

。童
心

に
な

つ
て

波
の

面
白

さ
に

興
じ

た
と

見
る

の
も

一
つ

の
見

方
で

あ
る

が
、そ

れ
も

或
る

い
は

言
ひ

す
ぎ

て
ゐ

る
か

も
し

れ
な

い
。唯

、は
げ

し
く

流
れ

落
ち

る
波

の
、起

り
て

は
消

え
ゆ

く
姿

を
純

粋
な

心
で

眺
め

て
ゐ

た
と

な
す

べ
き

で
あ

る
か

も
し

れ
な

い〔
傍

線
茶

鉛
筆

〕」
と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂
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蔵
古

義
2

116
1

266
雑

歌
淡

海
乃

海
。夕

浪
千

鳥
。汝

鳴
者

。情
毛

思
努

爾
。古

所
念

。
「

情
毛

思
努

爾
」の

解
説「

情
も

靡
や

ぎ
て

と
い

ふ
意

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

蔵
歌

人
161

1
266青

雑
歌

淡
海

の
海

夕
浪

千
鳥

汝
が

鳴
け

ば
心

も
し

の
に〔

※
黒

鉛
筆

で
囲

み
、青

鉛
筆

で
傍

線
〕古

思
ほ

ゆ
上

部
余

白
に

茶
イ

ン
ク

で
、「

大
寶

元
年

乎
」「

○
柿

本
朝

臣
人

麻
呂

歌
一

首（
巻

三
）」と

書
込

み
。本

書
の

解
説

に「
一

切
の

助
詞

の
類

を
省

い
て

印
象

的
に

描
き

出
し

た
句（

略
）潑

剌
た

る
生

氣
は

乏
し

い
が

、人
間

の
造

り
出

す
藝

術
美

は
、此

處
に

窺
ふ

事
が

出
來

る
の

で
あ

る
。自

然
を

描
く

の
に

此
の

圖
案

化
を

も
つ

て
し

た
所

に
此

の
歌

の
特

色
が

あ
る

。（
略

）人
情

を
解

せ
ざ

る
千

鳥
に

對
し

て
、人

情
を

解
す

る
か

の
如

く
に

取
り

扱
ふ

所
に

、こ
れ

ら
の

生
物

に
對

し
て

親
し

み
の

心
を

持
つ

て
ゐ

た
古

人
の

生
活

が
現

れ
て

ゐ
る

の
で

あ
る

。こ
の

句
が

あ
つ

て
、は

じ
め

て
、上

の
造

句
が

生
き

て
來

る
の

で
あ

る
。「

心
も

し
の

に
」は

、心
も

な
え

＼
／

と
な

る
ま

で
の

意
で

、
下

の
古

ほ
ゆ

を
修

飾
し

て
ゐ

る
。千

鳥
の

鳴
く

聲
に

催
さ

れ
て

、近
江

の
大

津
の

宮
時

代
の

往
時

を
追

憶
し

た
の

で
あ

る
。常

は
、む

し
ろ

忘
れ

て
も

ゐ
た

も
の

ゝ
、た

ま
＼

／
夕

の
浪

に
鳴

き
渡

る
千

鳥
の

聲
に

、新
し

い
思

が
催

し
て

立
て

ら
れ

た
の

で
あ

る〔
傍

線
茶

鉛
筆

、茶
鉛

筆
で

三
重

丸
印

〕」と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
古

義
2

117
1

267
雑

歌
牟

佐
々

婢
波

。木
末

求
跡

。足
日

木
乃

。山
能

佐
都

雄
爾

。相
爾

來
鴨

。
赤

鉛
筆

で
、「

木
末

求
跡

」の
解

説「
住

ム
べ

き
木

末
を

求
む

と
て

と
い

ふ
な

り
」に

傍
線

、「
山

能
佐

都
雄

爾
」の

解
説「

山
の

獵
師

に
」に

囲
み

。「
御

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。
志

貴
皇

子

蔵
古

義
2

119
1

269
雑

歌
人

不
見

者
。我

袖
用

乎
。將

隱
乎

。所
燒

乍
可

將
有

。不
服

而
來

來〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕。

「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

安
倍

女
郎

蔵
類

別
上

116
1

271赤
雑

歌
旅

に
し

て
物

戀
し

き
に

山
下

の
赤

の
そ

ほ
船〔

※
傍

線
茶

イ
ン

ク
〕沖

に
榜

ぐ
見

ゆ
「

赤
の

そ
ほ

船
」に

つ
い

て「
※

赤
ク

塗
ツ

タ
船

」〔
茂

吉『
萬

葉
秀

歌
』〕と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
高

市
黒

人
蔵

古
義

2
121

1
271

雑
歌

客
爲

而
。物

戀
敷

爾
。山

下
。赤

乃
曾

保
船

。奥
榜

所
見

。
「

赤
乃

曾
保

船〔
二

重
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

朱
漆

の
船

を
云

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
高

市
黒

人
蔵

類
別

上
116

1
271赤

雑
歌

櫻
田

へ
鶴

鳴
き

わ
た

る
年

魚
市

潟
潮

干
に

け
ら

し
鶴

鳴
き

わ
た

る〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕

下
部

余
白

に「
尾

張
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
高

市
黒

人
蔵

類
別

上
116

1
272赤

雑
歌

四
極

山
う

ち
越

え
見

れ
ば

笠
縫

の
島

榜
ぎ

か
く

る
棚

無
し

小
舟〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕
下

部
余

白
に「

参
河

」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

高
市

黒
人

蔵
古

義
2

121
1

271
雑

歌
磯

前
。榜

手
回

行
者

。近
江

海
。八

十
之

湊
爾

。鵠
佐

波
二

鳴
。

解
説

中「
八

十
之

湊
爾

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

高
市

黒
人

蔵
類

別
上

116
1

271赤
雑

歌
磯

の
埼

榜
ぎ

囘
み

行
け

ば
近

江
の

海〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕八

十
の

湊
に

鵠
多

に
鳴

く
未

だ
詳

な
ら

ず
下

部
余

白
に「

近
江

」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

高
市

黒
人

蔵
類

別
上

117
1

271
雑

歌
吾

が
船

は〔
※

茶
イ

ン
ク

で
星

印
〕比

良
の

湊〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕に

榜
ぎ

泊
て

む
沖

へ
な

放
り〔

※「
沖

へ
な

放
り

」に
茶

イ
ン

ク
で

傍
点

〕さ
夜

ふ
け

に
け

り
茶

イ
ン

ク
で

、「
吾

が
船

は
」に

関
し「

☆
わ

が
舟

は
明

石
の

浦
に

榜
ぎ

は
て

む
沖

へ
な

放
り

さ
夜

更
け

に
け

り（
巻

七
）〔
※
1229〕〔

茶
イ

ン
ク

〕」、「
沖

へ
な

放
り

」に
つ

い
て「

※
ア

マ
リ

沖
遠

ク
ニ

行
ク

ナ
」と

書
込

み〔
茂

吉『
萬

葉
秀

歌
』〕。下

余
白

に「
近

江
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。

高
市

黒
人

蔵
古

義
2

121
1

271
雑

歌
吾

船
者

。枚
乃

湖
乃〔

※「
乃

」に
赤

鉛
筆

で
丸

囲
み

〕。搒
將

泊
。奥

部
莫

避
。左

夜
深

爾
來

。
解

説
中

、「
枚

乃
湖

爾
」の「

爾
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

、歌
中

の「
乃

」に
線〔

赤
鉛

筆
〕で

接
続

。「
奥

部
莫

避
」の

解
説

に
、「

部
は

物
へ

行
の

へ
に

て
、語

リ
辭

な
り

、〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕（
略

）沖
の

方
へ

、遠
避

る
こ

と
莫

れ
と

い
ふ

な
り〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
高

市
黒

人

蔵
類

別
上

117
1

275赤
雑

歌
何

處
に

か
吾

は
宿

ら
む

高
島

の
勝

野
の〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕原
に

こ
の

日
暮

れ
な

ば
下

部
余

白
に「

近
江

」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

高
市

黒
人

蔵
古

義
2

125
1

275
雑

歌
何

處
。吾

將
宿

。高
島

乃
。勝

野
原

爾
。此

日
暮

去
者

。
「

勝
野

原
爾

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

高
市

黒
人

蔵
類

別
上

117
1

276赤
雑

歌
妹

も
我

も
一

つ
な

れ
か

も
三

河
な

る
二

見
の〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕道
ゆ

別
れ

か
ね

つ
る

下
部

余
白

に「
參

河
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
高

市
黒

人
蔵

類
別

上
117

1
276
一

本
青

雑
歌

三
河

の
二

見
の

道
ゆ

別
れ

な
ば

吾
背

も
吾

も
ひ

と
り

か
も

行
か

む（
此

ノ
歌

ハ
或

ハ
前

歌
ニ

對
ス

ル
答

歌
カ

）
青

鉛
筆

で
、本

歌
の

全
体

に
囲

み
と

斜
線（

削
除

線
）が

付
さ

れ
て

い
る

。
（

高
市

黒
人

が
妻

）

蔵
古

義
2

125
1

276
雑

歌
妹

母
我

母
。一

有
加

母
。三

河
有

。二
見

自
道

。別
不

勝
鶴

。
「

別
不

勝
鶴

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

高
市

黒
人

蔵
古

義
2

126
1

276
一

本
雑

歌
水

河
乃

。二
見

之
自

道
。別

者
。吾

勢
毛

吾
毛

。獨
可

毛
將

去
。

解
説

に「
黒

人
歌

と
こ

そ
き

こ
ゆ

る
に

、こ
は

妻
ノ

答
る

歌
な

る
こ

と
は

著
な

れ
ば

、〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

（
高

市
黒

人
が

妻
）

蔵
類

別
上

117
1

277赤
雑

歌
疾

く
來

て
も

見
て

ま
し

も
の

を
山

城
の

高
の

槻
群〔

※
傍

線
茶

イ
ン

ク
〕散

り
に

け
る

か
も

茶
イ

ン
ク

で
、「

高
の

槻
群

」に
関

し「
※

高
槻

の
村

─「
ト

ア
ル

村
ニ

オ
ナ

ジ
ク

高
ク

槻
ノ

木
ノ

生
タ

ル
木

群
ヲ

イ
フ

ナ
ル

ベ
シ（

槻
落

葉
）」〔

荒
木

田
久

老『
萬

葉
考

槻
落

葉
』〕、下

部
余

白
に「

山
城

」と
書

込
み

。な
お

茂
吉『

萬
葉

秀
歌

』に「「
高

く
槻

の
木

の
生

た
る

木
群

を
い

ふ
成

な
る

べ
し

」と
い

つ
て

學
者

多
く

そ
れ

に
從

つ
た

が
、生

田
耕

一
氏

が（
略

）「
山

城
の

高
の

槻
村

」だ
と

し
た

」と
あ

る
。

高
市

黒
人

蔵
古

義
2

127
1

277
雑

歌
速

來
而

母
。見

手
益

物
乎

。山
背

。高
槻

村
。散

去
奚

留
鴨

。
「

高
槻

村
」の

解
説

に「
兩

説〔
二

重
傍

線
赤

鉛
筆

〕あ
る

べ
し

、一
ツ

に
は

、タ
カ

ツ
キ

ノ
ム

ラ〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕と
よ

み
て

、高
槻

は
村

ノ
名

に
て（

略
）そ

の
村

の
、黃

葉
の

散
れ

る
を

よ
め

る
な

る〔
波

線
赤

鉛
筆

〕べ
し（

略
）二

ツ
に

は
タ

カ
ツ

キ
ム

ラ
ノ

と
訓

て（
略

）そ
の

槻
の

黃
葉

の
、散

れ
る

を
よ

め
る

な
る

べ
し〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。

高
市

黒
人

蔵
類

別
上

117
1

279茶
雑

歌
吾

妹
子

に
猪

名
野

は
見

せ
つ

名
次

山
角

の
松

原
い

つ
か

示
さ

む
高

市
黒

人
蔵

古
義

2
111

1
279

雑
歌

吾
妹

兒
二

。猪
名

野
者

令
見

都
。名

次
山

。角
松

原
。何

時
可

將
示

。
「

歌
ノ

意
」に

赤
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。
高

市
黒

人
ノ

古
代

2
22

1
279

雑
歌

わ
ぎ

も
子

に
猪

名
野

は
見

せ
つ

。名
次

山
、角

の
松

原
、い

つ
か

し
め

さ
む

高
市

黒
人

蔵
類

別
上

117
1

281
雑

歌
住

吉
の

得
名

津
に

立
ち

て
見

渡
せ

ば
武

庫
の

泊
ゆ

出
づ

る
船

人
下

部
余

白
に「

攝
津

」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

高
市

黒
人

蔵
古

義
2

111
1

281
雑

歌
燒

津
邊

。吾
去

鹿
齒

。駿
河

奈
流

。阿
倍

乃
市

道
爾

。相
之

兒
等

羽
裳

。
「

相
之

児
等

羽
裳

」の
解

説「
羽

裳
は

歎
息

き
て

、い
づ

ら
と

尋
ね

慕
ふ

意
の

辭
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

春
日

老

蔵
古

義
2

119
1

288
雑

歌
吾

命
之

。眞
幸

有
者

。亦
毛

將
見

。志
賀

乃
大

津
爾

。緣
流

白
浪

。
「

吾
命

之
」の

解
説

に「
ワ

ガ
イ

ノ
チ

ノ
と

訓
べ

し
、（

ワ
ガ

イ
ノ

チ
シ

と
訓

る
は

、太
じ

き
ひ

が
ご

と
な

り
、）（

略
）略

解
な

ど
に

、例
に

も
よ

ら
ず

し
て

、此
レ

等
を

、ワ
ガ

イ
ノ

チ
と

五
音

に
よ

み
た

る
は

、き
は

め
て

誤〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

穂
積

老

蔵
古

義
2

111
1

289
雑

歌
天

原
。振

離
見

者
。白

眞
弓〔
※
赤
鉛
筆
で
囲
み
〕。張

而
懸

有
。夜

路
者

將
去

。
「

白
眞

弓〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

檀
の

木
に

て
削

り
た

る
に

て〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕、漆

に
て

ぬ
ら

ず
」と

あ
る

。
間

人
大

浦
蔵

古
義

2
111

1
292

雑
歌

久
方

乃
。天

之
探

女
之

。石
船

乃
。泊

師
高

津
者

。淺
爾

家
留

香
裳

。
292

〜
295の

題
詞

の
解

説「
甪

ノ
兄

麻
呂

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

「
天

之
探

女
」「

岩
船

之
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
泊

師
高

津
者〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

泊
師

と
は

、船
の

至
り

著
し

を
云

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

淺
爾

家
留

香
裳

」の
解

説
に「

潮
退

て
淺

く
な

り
け

る
哉

と
い

ふ
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

角
麻

呂

蔵
古

義
2

115
1

291
雑

歌
鹽

千
乃

。三
津

之
海

女
乃

。久
具

都
持

。玉
藻

將
苅

。率
行

見
。

「
三

津
之

海
女

乃
」の

解
説

に「
海

女
と

書
る

は
、海

夫
、海

子
な

ど
書

る
と

、同
様

の
こ

ゝ
ろ〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

久
具

都
持

」の
解

説
に

「
久

具
都

は
、藁

に
て

あ
み

た
る

袋
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

角
麻

呂

蔵
古

義
2

116
1

295
雑

歌
清

江
乃

木
志〔

※「
志

」は
丸

囲
み

文
字

〕笶
松

原
。遠

神
。我

王
之

幸
行

處
。

「
木

志
笑

松
原〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

岸
之

松
原

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

角
麻

呂
蔵

古
義

2
117

1
296

雑
歌

廬
原

乃
。清

見
之

埼
乃

。見
穂

乃
浦

乃
。寛

見
乍

。物
念

毛
奈

信
。

「
寛

見
乍〔

二
重

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
浪

の
ゆ

た
＼

／
と

た
ゆ

た
ひ

つ
ゝ

、お
も

し
ろ

き
を

見
つ

ゝ
と

い
ふ

な
り

、〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

田
口

益
人

蔵
古

義
2

118
1

297
雑

歌
晝

見
騰

。不
飽

田
兒

浦
。大

王
之

。命
恐

。夜
見

鶴
鴨

。
歌

意
の

説
明

中「
公

役
を

恐
み

つ
ゝ

し
み

て
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
田

口
益

人
蔵

古
義

2
118

1
298

雑
歌

亦
打

山〔
※

赤
鉛

筆
で

四
角

囲
み

〕。暮
越

行
而

。廬
前

乃
。角

太
河

原
爾

。獨
可

毛
將

宿
。

「
亦

打
山

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

獨
可

毛
將

宿〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

一
人

宿
む

か
、さ

て
も

く
る

し
や

と
い

ふ
な

り
、可

毛
は

、將
宿

の
下

に
う

つ
し

て
意

得
べ

し〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕、可
は

疑
ノ

辭
、毛

は
歎

息
ノ

辭
な

り〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

春
日

老

蔵
（古義

2）
152

1
299

雑
歌

奥
山

之
。菅

葉
凌

。零
雪

乃
。消

者
將

惜
。雨

莫
零

行
年

。
題

詞
の

解
説「

大
伴

ノ
卿

は
、旅

人
ノ

卿
な

り（
略

）淳
和

天
皇

の
御

名
を

、大
伴

と
申

し
け

る
が

故
に

、其
を

忌
ミ

避
て

、大
伴

を
伴

と
爲

、ま
た

古
き

典
籍

ど
も

に
、大

伴
と

あ
る

を
も

、ト
モ

と
の

み
唱

へ
し

な
る

べ
し〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕、さ

て
す

べ
て

御
諱

を
避

る
事

は
、當

代
天

皇
と

太
上

天
皇

と
の

御
名

に
、か

ぎ
れ

る
こ

と
な

り〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

（
大

伴
安

麻
呂

）

蔵
古

義
2

151
1

111
雑

歌
佐

保
過

而
。寧

樂
乃

手
祭

爾
。置

幣
者

。妹
乎

目
不

離
。相

見
染

跡
衣

。
「

寧
樂

乃
手

祭
爾

」の
解

説
に「

本
居

氏
、多

牟
氣

と
は

、越
行

山
の

、坂
路

の
登

り
極

た
る

處
を

云
、其

所
に

て
は

、神
に

手
向

を
す

る
故

に
云

な
り

、〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕今
ノ

俗
に

、此
レ

を
峠

と
云

は
、手

向
を

訛
れ

る
な

り
と

云
り〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」、「

置
幣

」の
解

説
に「

幣
帛

と
も

帛
と

も
書

て
、其

は
神

に
奉

る
方

に
い

ひ
て

、も
は

ら
い

は
ゆ

る
、白

和
幣

、靑
和

幣
、木

綿
の

類
を

云
な

る
が

、爾
伎

氐
と

い
ふ

は
、

も
と

和
布

の
約

れ
る

言
に

て
、な

べ
て

絹
布

の
類

を
云

稱
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。「

妹
乎

目
不

離
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
歌

ノ
意

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

長
屋

王



─ （（0 ─

蔵
短

歌
6

157
1

116
雑

歌
昔

見
し

　
象

の
小

川
を〔

※
冒

頭
〜「

小
川

を
」に

緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕今
見

れ
ば

、い
よ

ゝ
さ

や
け

く〔
※「

さ
や

け
く

」に
緑

鉛
筆

で
傍

点
〕　

な
り

に
け

る
か

も
大

伴
旅

人

蔵
類

別
下

192
1

118赤
雑

歌
田

兒
の

浦
ゆ〔

※
茶

イ
ン

ク
で

丸
印

〕う
ち

出
で

て
見

れ
ば

眞
白

に
ぞ

不
盡

の
高

嶺
に

雪
は

零
り

け
る

余
白

に「
※

田
兒

浦
ノ

内
ノ

或
地

ヨ
リ

打
チ

出
デ

見
レ

バ
ト

イ
フ

コ
ト

ニ
テ

足
ル

筈
ナ

リ
。カ

ク
テ

ソ
ノ

立
テ

ル
地

モ
田

子
浦

ノ
中

ナ
ル

ナ
リ

。（
山

田
博

士
）」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
山

部
赤

人

ノ
伊

勢
抄

117
1

121
雑

歌
富

士
の

ね
に

降
り

お
け

る
雪

は
水

無
月

の
望

に
け

ぬ
れ

ば
、そ

の
夜

降
り

け
り

虫
麻

呂
歌

集
ノ

大
和

路
512

1
121

雑
歌

三
諸

の
神

名
備

山
に

、五
百

枝
さ

し
繁

に
生

ひ
た

る
栂

の
木

の
、い

や
つ

ぎ
つ

ぎ
に

玉
葛

絶
ゆ

る
こ

と
な

く
、あ

り
つ

つ
も

や
ま

ず
通

は
む

、「
明

日
香

の
古

き
都

は
山

高
み

河
遠

じ
ろ

し
。」春

の
日

は
山

し
見

が
欲

し
、秋

の
夜

は
河

し
さ

や
け

し
。朝

雲
に

鶴
は

亂
れ

、夕
霧

に
蝦

は
さ

わ
ぐ

。「
見

る
毎

に
音

の
み

し
泣

か
ゆ

。古
思

へ
ば

。」

山
部

赤
人

ノ
輕

の
里

561
1

121
雑

歌
神

奈
備

山《
神

ノ
御

座
ト

ア
ル

ベ
キ

森
林

。》に
五

百
枝

さ
し

繁
に

生
ひ

た
る

栂
の

木
の

…
…

飛
鳥

の
古

き
都

は
、山

高
み

、川
遠

白
し

。…
…

夕
霧

に
河

蝦
は

さ
わ

ぐ
。…

…
見

る
毎

に
哭

の
み

し
泣

か
ゆ

、古
思

へ
ば

。…
…

山
部

赤
人

ノ
大

和
路

512
1

125
雑

歌
明

日
香

川
。川

淀
去

ら
ず

立
つ

霧
の

。思
ひ

す
ぐ

べ
き

戀
に

あ
ら

な
く

に
。

山
部

赤
人

蔵
短

歌
6

158
1

112
雑

歌
吾

命
も

　
常

に
あ

ら
ぬ

か
。昔

見
し

象
の

小
川

を〔
※「

昔
か

ら
小

川
を

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕　

行
き

て
見

む
た

め
大

伴
旅

人

蔵
短

歌
6

159
1

111緑
雑

歌
あ

さ
ぢ

は
ら

　
つ

ば
ら

つ
ば

ら〔
※「

つ
ば

ら
つ

ば
ら

」に
傍

点
緑

鉛
筆

〕に
物

念
へ

ば
、舊

り
に

し
里

の〔
※「

舊
り

に
し

里
の

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕　

念
ほ

ゆ
る

か
も

「
ふ

り
に

し
里

」の
解

説「
さ

び
れ

た
里

。一
方

、も
と

住
ん

で
ゐ

た
里

を
ふ

る
里

と
言

ふ
」に

緑
鉛

筆
で

傍
線

。
大

伴
旅

人

ノ
集

抄
1

51
1

111
雑

歌
浅

茅
原

つ
ば

ら
つ

ば
ら

に
物

思
へ

ば
、古

り
に

し
里

の
思

ほ
ゆ

る
か

も
大

伴
旅

人
蔵

短
歌

6
159

1
111緑

雑
歌

萱
草

　
わ

が
紐

に
つ

く
。〔

※
冒

頭
〜「

紐
に

つ
く

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕香

具
山

の
　

舊
り

に
し

里
を

忘
れ

ぬ
が

た
め

上
部

余
白

に
赤

鉛
筆

で「
☆

萱
草

」と
書

込
み

。「
わ

が
紐

に
つ

く
」の

解
説

に「
萱

草
を

採
つ

て
、衣

の
紐

に
結

ん
で

ゐ
た

の
で

あ
る

。心
の

疾
ひ

、心
配

な
ど

を
忘

れ
る

爲
の

咒
術〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕に

、か
う

し
た

方
法

が
あ

つ
た

」と
あ

る
。

大
伴

旅
人

ノ
集

抄
1

51
1

111
雑

歌
萱

草
我

が
紐

に
つ

く
。香

具
山

の
古

り
に

し
里

を
忘

れ
ぬ

が
た

め
。

大
伴

旅
人

ノ
大

和
路

511
1

111
雑

歌
萱

草
我

が
紐

に
つ

く
香

具
山

の
古

り
に

し
里

を
忘

れ
ぬ

が
た

め
大

伴
旅

人
ノ

伊
勢

1
76

1
111

雑
歌

萱
草

　
わ

が
紐

に
つ

く
。香

具
山

の
古

り
に

し
里

を
忘

れ
ぬ

が
た

め
。

「
わ

す
れ

ぐ
さ（

萱
草

）」の
見

出
し

で
、111、727、1161番

歌
を

記
載

。三
首

に
続

き「
忘

れ
貝

と
共

に
、忘

れ
な

く
て

は
悪

い
こ

と
の

あ
る

の
を

忘
れ

る
た

め
の

マ
ジ

ッ
ク

。そ
れ

が
變

化
し

て
風

流
な

も
の

と
な

つ
た

。」と
あ

る
。

大
伴

旅
人

蔵
短

歌
6

161
1

151
雑

歌
黙

居
り

て
　

さ
か

し
ら

す
る

は
、酒

飲
み

て
醉

ひ
な

き
す

る
に

、尚
如

か
ず

け
り

解
説

に「
旅

人
の

作
中

で
も

、殊
に

名
高

い
も

の
だ

。（
略

）こ
の

人
の

作
物

の
音

律
は

、漢
文

學
が

素
質

の
底

に
横

つ
て

ゐ
る

の
だ

。そ
の

中
で

も
、題

材
が

部
分

的
に

日
常

生
活

に
近

づ
い

た
も

の
に

、生
氣

が
あ

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

旅
人

ノ
大

和
路

515
1

156
雑

歌
け

ふ
も

か
も

明
日

香
川

の
夕

さ
ら

ず
か

は
ず〔

※「
か

は
ず

」に
囲

み
〕鳴

く
瀬

の
さ

や
け

か
る

ら
む

上
古

麻
呂

蔵
類

別
下

191
1

158赤
雑

歌
武

庫
の

浦
を

榜
ぎ

囘
む

小
舟

粟
島

を
背

向
に

見
つ

つ
と

も
し

き
小

舟
山

部
赤

人
ノ

大
和

路
511

1
178

雑
歌

昔
見

し
古

き
堤

は
年

深
み

池
の

渚
に

水
草

生
ひ

に
け

り
山

部
赤

人
ノ

集
抄

1
58

1
118

譬
喩

歌
石

竹
之

其
花

爾
毛

我
。朝

旦
、手

取
持

而
、不

戀
日

將
無

原
文

に
読

み「
ナ

デ
シ

コ
ノ

ソ
ノ

ハ
ナ

ニ
モ

ガ
、ア

サ
ナ

サ
ナ

、テ
ニ

ト
リ

モ
チ

テ
、コ

ヒ
ヌ

ヒ
ナ

ケ
ム

」が
並

記
。

大
伴

家
持

蔵
口

譯
1

129
1

115緑
挽

歌
家

な
ら

ば
、妹

が
手

枕
か

む
。く

さ
ま

く
ら

旅
に

臥
せ

る
こ

の
旅

人
あ

は
れ

。
聖

徳
皇

子
蔵

類
別

上
16

1
116赤

挽
歌

百
傳

ふ〔
※

傍
点

茶
イ

ン
ク

〕磐
余

の
池〔

※
傍

線
茶

イ
ン

ク
〕に

鳴
く

鴨
を

今
日

の
み

見
て

や
雲

隱
り

な
む

茶
イ

ン
ク

で
、余

白
に「

百
傳

ふ
、─

枕
詞

、百（
至

ル
ト

イ
フ

意
デ

、五
十

ニ
懸

ケ
、磐

余
ニ

懸
ケ

タ
。（

秀
歌

）」、「
磐

余
ノ

池
、現

存
セ

ズ
。

磯
城

郡
安

倍
村

大
字

池
内

辺
ナ

ラ
ン

」「
臨

終
一

絶
／

金
烏

臨
西

舎
、鼓

声
催

短
命

、泉
路

無
賓

主
、此

夕
離

家
向

。（
懐

風
藻

）」〔
い

ず
れ

も
茂

吉『
萬

葉
秀

歌
』〕と

書
込

み
。

大
津

皇
子

ノ
大

和
路

512
1

116
挽

歌
も

も
つ

た
ふ

磐
餘

の
池

に
鳴

く
鴨

を
今

日
の

み
見

て
や

雲
隱

り
な

む
大

津
皇

子
蔵

短
歌

5
27

1
117

挽
歌

王
の

親
魄

合
へ

や〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕、豊

國
の

鏡
の

山
を

　
宮

と
定

む
る

「
親

魄
合

へ
や

」に
つ

い
て

の
解

説「
両

者
の

魂
が

互
に

ひ
き

合
ふ

こ
と

。魂
が

交
換

し
て

互
の

體
に

は
ひ

る
と

關
係

が
深

く
な

つ
て

離
れ

な
く

な
る

。挽
歌

に
も

戀
愛

歌
に

も
用

ゐ
る

語〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

手
持

女
王

蔵
口

譯
1

111
1

117緑
挽

歌
王

の
睦

魂
あ

へ
や

、豊
國

の
鏡

の
山

を
、宮

と
定

む
る

。
手

持
女

王
ノ

集
抄

2
61

1
117

挽
歌

王
の

親
魄

合
へ

や
豊

國
の

鏡
の

山
を

宮
と

定
む

る
本

ノ
ー

ト
は「

古
墳

」と
し

て
、117-119を

記
載

。
手

持
女

王
蔵

口
譯

1
111

1
118緑

挽
歌

豊
國

の
鏡

の
山

の
岩

門
立

て
、籠

り
に

け
ら

し
。待

て
ど

來
ま

さ
ず

。
手

持
女

王
ノ

集
抄

2
61

1
118

挽
歌

豊
國

の
鏡

の
山

の
石

戸
立

て
隱

り
に

け
ら

し
待

て
ど

來
ま

さ
ぬ

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

1・
117の

項
参

照
。

手
持

女
王

蔵
口

譯
1

111
1

119緑
挽

歌
岩

門
破

る
手

力
も

が
も

。嫋
き

女
に

し
あ

れ
ば

、術
の

し
ら

な
く

。
手

持
女

王
ノ

集
抄

2
61

1
119

挽
歌

石
戸

破
る

手
力

も
が

も
手

弱
き

女
に

し
あ

れ
ば

術
の

知
ら

な
く

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

1・
117の

項
参

照
。本

歌
に

続
き「

上
代

人
の

死
生

に
對

す
る

考
は（

略
）生

死
を

以
て

相
變

る
べ

か
ら

ざ
る

反
對

の
事

實
と

は
考

へ
て

は
を

ら
な

か
つ

た
。」〔

佐
佐

木
信

綱『
萬

葉
集

選
釋

』〕と
記

載
。

手
持

女
王

蔵
口

譯
1

111
1

121
挽

歌
嫋

竹
の

と
を

よ
る

み
子

、さ
に

づ
ら

ふ
我

が
王

は
、隱

國
の

泊
瀬

の
山

に
、神

さ
び

に
い

つ
き

ゐ
ま

す
と

、玉
梓

の
人

ぞ
言

ひ
つ

る
。（

略
）夕

占
と

ひ
、石

占
持

ち
て

、我
が

宿
に

神
籬

を
立

て
ゝ

、枕
邊

に
齋

瓮
を

据
ゑ

、竹
玉

を
間

な
く

貫
き

垂
り

、木
綿

襷
か

ひ
な

に
か

け
て

、天
な

る
さ

ゝ
ら

の
小

野
の

七
編

菅
手

に
取

り
持

ち
て

、ひ
さ

か
た

の
天

の
川

原
に

、出
で

立
ち

て
み

そ
ぎ

て
ま

し
を

。〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕高

山
の

巖
の

上
に

い
ま

せ
つ

る
か

も
。

本
書

評
釈

に「（
理

智
は

世
界

の
外

に
、神

學
化

さ
せ

な
い

敬
虔

な
宗

教
の

世
界

を
考

へ
る

こ
と

の
出

來
た

、祖
先

の
素

朴
な

生
活

が
伺

は
れ

る
）」と

あ
る

。
丹

生
王

ノ
大

和
路

511
1

122
挽

歌
石

の
上

布
留

の
山

な
る

杉
群〔

※「
杉

群
」に

囲
み

〕の
思

ひ
す

ぐ
べ

き
君

に
あ

ら
な

く
に

。
丹

生
王

蔵
口

譯
1

111
1

125緑
挽

歌
川

風
の

さ
む

き
泊

瀨
を

、嘆
き

つ
ゝ

君
が

あ
る

く
に

似
る

人
も

あ
へ

や
山

前
王

ノ
集

抄
2

61
1

125
挽

歌
河

風
の

寒
き

泊
瀬

を
歎

き
つ

つ
君

が
歩

く
に

似
る

人
も

逢
へ

や
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
2・

218の
項

参
照

。
山

前
王

蔵
歌

人
111

1
126青

挽
歌

草
枕

旅
の

宿
に

誰
が

夫
か

國
忘

れ
た

る
家

待
た

ま
く

に
前

歌
と

の
境

に
茶

イ
ン

ク
で「

＊
」を

6
個

書
入

れ
。上

部
余

白
に

題
詞「

○
柿

本
朝

臣
人

麻
呂

見
香

具
山

屍
哀

慟
作

歌
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。本
書

は「
往

時
の

旅
行

に
は

艱
難

が
伴

ふ
。道

行
く

者
は

屡
々

旅
中

に
死

去
し

た
。今

こ
の

香
具

山
で

死
ん

で
ゐ

人
も

、や
は

り
さ

う
い

ふ
旅

人
で

あ
つ

た
で

あ
ら

う
。か

や
う

な
死

體
は

収
め

る
者

も
無

い
の

で
、死

ね
ば

死
ん

だ
ま

ゝ
に

横
た

は
つ

て
ゐ

る
。こ

れ
を

見
る

人
々

は
、自

分
達

の
旅

の
苦

し
い

思
ひ

出
が

あ
り

、こ
ゝ

に
死

ん
だ

人
に

同
情

を
寄

せ
る

の
で

あ
る

。圣
德

太
子

の
御

歌
と

傳
へ

る
、「

家
に

在
ら

ば
妹

が
手

纒
か

む
草

枕
旅

に
臥

せ
る

こ
の

旅
人

あ
は

れ
」の

歌
の

如
き

も
、同

樣
に

旅
に

死
ん

だ
人

を
憫

ま
れ

て
ゐ

る
。

か
や

う
な

歌
で

は
、特

に「
草

枕
」の

枕
詞

が
有

力
に

響
い

て
ゐ

る
。〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
口

譯
1

111
1

126緑
挽

歌
く

さ
ま

く
ら

旅
の

宿
り

に
、誰

が
夫

か
、國

忘
れ

た
る

。家
待

た
ま

く
に

。
評

釈「（
人

麻
呂

に
は

神
の

心
が

見
え

る
。單

な
る

同
情

で
は

な
い

。）」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

柿
本

人
麻

呂
蔵

歌
人

112
1

128青
挽

歌
隠

國
の

初
瀨

の
山

の
山

の
際

に
い

さ
よ

ふ
雲

は
妹

に
か

も
あ

ら
む

前
歌

と
の

境
に

茶
イ

ン
ク

で「
＊

」六
個

の
書

入
れ

。上
部

余
白

に
題

詞「
○

土
形

娘
子

火
葬

泊
瀨

山
時

作
歌

」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

本
書

は「
か

の
初

瀨
の

山
の

山
の

際
に

、行
き

も
や

ら
ず

漂
う

て
ゐ

る
雲

は
、土

形
の

娘
子

が
一

片
の

雲
と

化
し

た
も

の
で

あ
ら

う
か

、
と

い
ふ

の
で

あ
る

。火
葬

を
し

て
も

、犹
そ

の
人

の
亡

く
な

つ
た

こ
と

を
思

は
な

い
。雲

に
化

し
て

山
の

間
に

漂
う

て
ゐ

る
と

敍
し

て
ゐ

る
。〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
口

譯
1

111
1

128緑
挽

歌
隱

國
の

泊
瀨

の
山

の
山

の
間

に
、い

さ
よ

ふ
雲

は
、妹

に
か

も
あ

ら
む

。
柿

本
人

麻
呂

ノ
集

抄
2

61
1

128
挽

歌
隱

口
の

泊
瀬

の
山

の
山

の
際

に
い

さ
よ

ふ
雲

は
妹

に
か

も
あ

ら
む

本
ノ

ー
ト

は「
火

葬
」と

し
て

、128-111、171、171を
記

載
。

柿
本

人
麻

呂



─ （（（ ─

蔵
歌

人
111

1
129青

挽
歌

山
の

間
ゆ

出
雲

の
兒

等
は

霧
な

れ
や

吉
野

の
山

の
峯

に
た

な
び

く
前

歌
群

と
の

境
に

茶
イ

ン
ク

で「
＊

」六
個

の
書

入
れ

。上
部

余
白

に
129、111の

題
詞「

○
溺

死
出

雲
娘

子
火

葬
吉

野
山

時
作

歌
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。本
書

は
129に

つ
い

て「
吉

野
の

山
中

に
於

い
て

そ
の

人
を

燒
く

の
で

、煙
が

山
の

間
か

ら
出

る
と

い
ふ

感
じ

を
も

つ
て

ゐ
る

の
で

あ
ら

う
。そ

の
娘

子
は

霧
で

あ
る

の
か

、吉
野

の
山

の
峯

に
な

び
く

と
歌

つ
て

ゐ
る

。（
略

）歌
と

し
て

は
、哀

痛
の

響
は

む
し

ろ
少

く
し

て
、娘

子
の

死
と

い
ふ

も
の

を
、不

思
議

な
氣

持
で

眺
め

て
ゐ

る
や

う
に

見
え

る
。〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

ノ
集

抄
2

61
1

129
挽

歌
山

の
際

ゆ
出

雲
の

兒
ら

は
霧

な
れ

や
吉

野
の

山
の

嶺
に

棚
引

く
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
1・

128の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
112

1
111青

挽
歌

八
雲

さ
す

出
雲

の
兒

等
が

黒
髪

は
吉

野
の

川
の

沖
に

な
づ

さ
ふ

『
歌

人
研

究
』

1・
129の

項
参

照
。本

書
は

111に
つ

い
て「

こ
ゝ

に
も

悼
み

悲
し

む
と

い
ふ

よ
り

は
、溺

死
し

た
娘

子
の

髪
に

就
い

て
或

る
美

し
さ

が
描

き
出

さ
れ

て
ゐ

る
。〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

解
説

。
柿

本
人

麻
呂

ノ
集

抄
2

61
1

111
挽

歌
八

雲
刺

す
出

雲
の

兒
ら

が
黒

髪
は

吉
野

の
川

の
奥

に
な

づ
さ

ふ
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
1・

128の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
類

別
下

195
1

112赤
挽

歌
吾

も
見

つ
人

に
も

告
げ

む
葛

飾
の

眞
間

の
手

兒
名

が
奥

津
城

處
山

部
赤

人
蔵

類
別

下
151

1
111赤

挽
歌

風
速

の
美

保
の

浦
廻

の
白

躑
躅

見
れ

ど
も

不
怜

し
亡

き
人

思
へ

ば
或

は
云

ふ
、見

れ
ば

悲
し

も
無

き
人

思
ふ

に
『

作
者

類
別

下
』

2・
228の

項
参

照
。

川
辺（

河
辺

）
宮

人
蔵

類
別

下
151

1
115赤

挽
歌

み
つ

み
つ

し
久

米
の

若
子

が
い

觸
れ

け
む

磯
の

草
根

の
枯

れ
ま

く
惜

し
も

『
作

者
類

別
下

』
2・

228の
項

参
照

。
川

辺（
河

辺
）

宮
人

蔵
類

別
下

151
1

116赤
挽

歌
人

言
の

繁
き

こ
の

頃
玉

な
ら

ば
手

に
巻

き
持

ち
て

戀
ひ

ざ
ら

ま
し

を
『

作
者

類
別

下
』

2・
228の

項
参

照
。

川
辺（

河
辺

）
宮

人
蔵

類
別

下
151

1
117赤

挽
歌

妹
も

吾
も

清
の

河
の

河
岸

の
妹

が
悔

ゆ
る

べ
き

心
は

持
た

じ
『

作
者

類
別

下
』

2・
228の

項
参

照
。

川
辺（

河
辺

）
宮

人
蔵

短
歌

6
168

1
118

挽
歌

愛
し

き
人

の
枕

き
て

し
　

し
き

た
へ

の
　

吾
が

手
枕

を
　

枕
く

人
あ

ら
め

や
上

部
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

☆
手

枕
」と

書
込

み
。

大
伴

旅
人

蔵
短

歌
6

169
1

111緑
挽

歌
都

な
る

荒
れ

た
る

家
に〔

※
こ

こ
ま

で
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕　

獨
り

寢
ば

、旅
に

ま
さ

り
て

　
苦

し
か

る
べ

し
大

伴
旅

人

蔵
口

譯
1

111
1

116緑
挽

歌
吾

妹
子

が
見

し
鞆

ノ
浦

の
檉

の
木

は
、常

世
に

あ
れ

ど
、見

し
人

ぞ
な

き
。

116-118の
本

書
評

釈「（
第

一
首

は
、漢

詩
文

の
影

響
が

見
え

る
。第

三
首

は
傑

作
で

あ
る

。木
と

人
間

と
の

世
界

の
交

渉
を

感
じ

と
る

こ
と

の
出

來
た

の
は

、旅
人

の
歌

の
大

き
な

も
の

だ
と

い
ふ

こ
と

を
暗

示
し

て
ゐ

る
。）」に

緑
鉛

筆
で

傍
線

。116-118を
ふ

ま
え

る
1611、1611と

そ
の

左
注

と
も

に
、草

稿
ノ

オ
ト「

出
帆

」の「
遙

か
彼

方
の

絶
壁

の
上

に（
略

）一
本

だ
け

立
つ

て
ゐ

る
檉

の
木

」へ
の

影
響

が
明

確
に

う
か

が
え

る
。

大
伴

旅
人

蔵
短

歌
6

169
1

116緑
挽

歌
吾

妹
子

が
見

し
鞆

の
浦

の
檉

の
樹〔

※「
檉

の
樹

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕は

、常
世

に
あ

れ
ど

、見
し

人
ぞ

な
き

116-118の
上

部
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

☆
檉

ノ
木

」、緑
鉛

筆
で「

木
と

人
間

と
の

世
界

の
交

渉
を

感
じ

る
こ

と
の

出
來

た
の

は
、旅

人
の

歌
の

大
き

い
と

こ
ろ

だ
」〔

折
口『

口
譯

叢
書

』〕と
書

込
み

。116の
解

説
に「

元
來

こ
の

木
は

常
世

の
國

の
木

と
考

へ
ら

れ
、そ

の
國

の
生

物
の

永
生

な
る

如
く

、こ
の

國
に

生
え

て
も

、檉
の

木
は

不
死

だ
と

見
た

の
だ〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。

大
伴

旅
人

ノ
輕

の
里

561
1

116
挽

歌
吾

妹
子

が
見

し
鞆

の
浦

の
檉

の
木

は
、常

世〔
※「

常
世

」に
傍

点
〕に

あ
れ

ど
、見

し
人

ぞ
な

き
歌

に
続

き「
×

漢
詩

文
の

影
響

が
見

え
る

」と
記

載
。「

ノ
オ

ト
輕

の
里

」
1・

118の
項

参
照

。本
ノ

ー
ト

は「
旅

人
の

挽
歌

」の
見

出
し

で
、

116、118、151、152、155を
記

載
。

大
伴

旅
人

ノ
集

抄
1

57
1

116
挽

歌
吾

妹
子

が
見

し
鞆

ノ
浦

の
檉

の
木

は
、＊

常
世

に
あ

れ
ど

、見
し

人
ぞ

な
き

歌
に

続
き「

＊
變

リ
ナ

ク
不

老
不

死
デ

ア
ル

ケ
レ

ド
」と

記
載

。「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

一
」

1・
118の

項
参

照
。

大
伴

旅
人

蔵
口

譯
1

111
1

117緑
挽

歌
鞆

ノ
浦

の
磯

の
檉

の
木

、見
む

毎
に

、相
見

し
妹

は
忘

ら
え

め
や

も
。

『
口

譯
叢

書
1

』
1・

116の
項

参
照

。
大

伴
旅

人
蔵

短
歌

6
171

1
117緑

挽
歌

鞆
の

浦
の

石
の

檉
の

木〔
※「

檉
の

木
」に

緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕。見
む

毎
に

、相
見

し
妹

は
　

忘
ら

え
め

や
も

『
短

歌
大

系
6

』
1・

116の
項

参
照

。
大

伴
旅

人

ノ
集

抄
1

57
1

117
挽

歌
鞆

ノ
浦

の
磯

の
檉

の
木

、見
む

毎
に

、相
見

し
妹

は
忘

ら
え

め
や

も
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
一

」
1・

118の
項

参
照

。
大

伴
旅

人
蔵

口
譯

1
111

1
118緑

挽
歌

石
の

上
に

根
は

ふ
檉

の
木

、見
し

人
を

何
處

な
り

と
問

は
ゞ

、語
り

告
げ

む
か

。
『

口
譯

叢
書

1
』

1
･116の

項
参

照
。

大
伴

旅
人

蔵
短

歌
6

171
1

118緑
挽

歌
石

の
上

に
根

は
ふ

檉
の

木〔
※「

檉
の

木
」に

緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕。見
し

人
を

。何
處

と
問

は
ゞ

、語
り

告
げ

む
か

『
短

歌
大

系
6

』
1・

116の
項

参
照

。118の
解

説
に「

他
界

か
ら

渡
つ

た〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕木
だ

か
ら

、そ
こ

に
行

つ
て

ゐ
る

人
の

消
息

に
も

通
じ

て
ゐ

る
だ

ら
う

」と
あ

る
。

大
伴

旅
人

ノ
輕

の
里

561
1

118
挽

歌
石

の
上

に
根

は
ふ

檉
の

木
、見

し
人

を
何

處
と

問
は

ば
、語

り
告

げ
む

か
。

116、118に
続

き「
×

檉
の

木
。─

常
世

の
國

の
木

と
考

へ
ら

れ
、こ

の
世

に
生

へ
て

も
、不

老
不

死
だ

と
見

な
し

た
。／

×
木

と
人

間
と

の
世

界
の

交
渉

を
感

じ
る

こ
と

の
出

來
た

の
は

、旅
人

の
歌

の
大

き
な

も
の

だ
と

い
ふ

こ
と

を
暗

示
し

て
ゐ

る
。」と

記
載

。「
ノ

オ
ト

輕
の

里
」

1・
116の

項
参

照
。

大
伴

旅
人

ノ
集

抄
1

57
1

118
挽

歌
石

の
上

に
根

は
ふ

檉
の

木
、見

し
人

を
何

處
な

り
と

問
は

ゞ
、語

り
告

げ
む

か
。

116-118に
続

き「
第

一
首

は
漢

詩
文

の
影

響
が

見
え

る
。第

三
首

は
傑

作
で

あ
る

。木
と

人
間

と
の

世
界

の
交

渉
を

感
じ

る
こ

と
の

で
き

た
の

は
、旅

人
の

歌
の

大
き

な
も

の
だ

と
い

ふ
こ

と
を

暗
示

し
て

ゐ
る

」と
記

載
。

大
伴

旅
人

蔵
短

歌
6

171
1

119
挽

歌
妹

と
來

し〔
※「

妹
と

來
し

」に
緑

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕敏
馬

の
崎〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕を
　

還
る

さ
に

一
人

し
て

見
れ

ば
、〔

※「
還

る
〜

見
れ

ば
」に

緑
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕涙

ぐ
ま

し
も

「
敏

馬
の

崎
」の

解
説

に「
水

の
女

神
で

名
高

い
處

故
追

憶
が

起
る

の
だ（

略
）敏

馬
の

崎
が

涙
ぐ

ん
で

ゐ
る

こ
と

よ
、と

見
ら

れ
な

く
は

な
い〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕と

あ
る

。
大

伴
旅

人

ノ
集

抄
1

57
1

119
挽

歌
妹

と
來

し
敏

馬
の

崎
を

、歸
る

さ
に

一
人

し
て

見
れ

ば
、涙

ぐ
ま

し
も

。
大

伴
旅

人
ノ

集
抄

1
57

1
151

挽
歌

行
く

さ
に

は
、二

人
吾

が
見

し
此

崎
を

、一
人

過
ぐ

れ
ば

、見
も

さ
か

ず
來

ぬ
。

歌
に

続
き「

ア
マ

リ
ノ

悲
シ

サ
ニ

、眺
望

モ
シ

ナ
イ

デ
通

ツ
テ

来
タ

。」〔
折

口『
國

文
口

譯
叢

書
萬

葉
集

』〕と
あ

る
。

大
伴

旅
人

蔵
口

譯
1

111
1

151緑
挽

歌
人

も
な

き
空

し
き

家
は

、草
枕

旅
に

ま
さ

り
て

苦
し

か
り

け
り

。
評

釈「（
第

一
首〔

151-151三
首

の
う

ち
の

〕は
、旅

人
の

客
觀

力
が

思
は

れ
る

。同
樣

な
つ

き
つ

め
た

感
じ

を
、か

う
平

氣
に

歌
ふ

こ
と

の
出

來
る

人
は

あ
る

ま
い

）」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

旅
人

蔵
短

歌
6

171
1

151緑
挽

歌
人

も
な

き
空

し
き

家
は

、〔
こ

こ
ま

で
、緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕く

さ
ま

く
ら

　
旅

に
ま

さ
り

て
、苦

し
か

り
け

り
上

部
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

☆
荒

れ
た

る
家

に
還

り
て

」と
書

込
み

。「
空

し
き

家
」の

解
説「

地
方

官
を

罷
め

て
家

へ
還

へ
る

と
、管

理
者

は
あ

つ
て

も
、家

が
荒

れ
て

ゐ
る

樣
子

は
、前

後
王

朝
を

通
じ

て
の

事
實

で
、歌

に
も

、物
語

に
も

見
え

て
ゐ

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

旅
人

ノ
輕

の
里

561
1

151
挽

歌
人

も
な

き
空

し
き

家
は

、草
枕

旅
に

ま
さ

り
て

苦
し

か
り

け
り

。
「

ノ
オ

ト
輕

の
里

」
1・

116、152の
項

参
照

。
大

伴
旅

人
ノ

集
抄

1
57

1
151

挽
歌

人
も

な
き

空
し

き
家

は
、草

枕
、旅

に
ま

さ
り

て
苦

し
か

り
け

り
大

伴
旅

人
蔵

短
歌

6
172

1
152緑

挽
歌

妹
と

し
て

　
二

人
作

り
し

吾
が

山
齋〔

※「
山

齋
」に

緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕は
、木

高
く

　
繁

く
な

り
に

け
る

か
も

大
伴

旅
人

ノ
輕

の
里

561
1

152
挽

歌
妹

と
し

て
二

人
つ

く
り

し
吾

が
山

齋
は

、木
高

く
繁

く
な

り
に

け
る

か
も

。
151、152に

続
き「

既
に

挽
歌

の
型

に
入

り
す

ぎ（
略

）感
情

ハ
勘

定
ノ

外
ニ

ナ
ツ

テ
ヰ

ル
。但

シ
、第

二
首

ハ
、弱

々
シ

イ
ガ

、傑
作

ダ
」と

あ
る

。「
ノ

オ
ト

輕
の

里
」

1・
116の

項
参

照
。

大
伴

旅
人

ノ
集

抄
1

57
1

152
挽

歌
妹

と
し

て
二

人
造

り
し

吾
が

＊
山

齋
は

、木
高

く
繁

く
な

り
に

け
る

か
も

歌
に

続
き「

＊
前

栽
」と

記
載

。
大

伴
旅

人
蔵

短
歌

6
172

1
151

挽
歌

吾
妹

子
が

栽
ゑ

し
梅

の
木

　
見

る
毎

に
、心

む
せ

つ
〔ゝ

※「
心

む
せ

つ
ゝ

」に
緑

鉛
筆

で
傍

点
〕涙

し
流

る
大

伴
旅

人

ノ
集

抄
1

57
1

151
挽

歌
吾

妹
子

が
植

ゑ
し

梅
の

木
見

る
毎

に
、心

む
せ

つ
ゝ

涙
し

流
る

。
大

伴
旅

人
蔵

口
譯

1
112

1
155緑

・
赤

挽
歌

か
く

の
み

に
あ

り
け

る
も

の
を

、萩
が

花
咲

き
て

あ
り

や〔
※「

萩
〜

」緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕と
、問

ひ
し

君
は

も
。

151-158に
つ

い
て

の
評

釈「（
既

に
挽

歌
の

型
に

這
入

り
す

ぎ
て

ゐ
る

。萬
葉

あ
た

り
で

も
、此

邊
に

な
れ

ば
、形

、用
語

の
問

題
ば

か
り

で
、感

情
は

勘
定

の
外

に
な

つ
て

ゐ
る

の
だ

。但
し

第
二

首
は

弱
々

し
い

が
、佳

作
だ

。）」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

余
明

軍

蔵
短

歌
6

172
1

155緑
挽

歌
か

く
の

み
に

あ
り

け
る

も
の

を
。萩

が
花

　
咲

き
て

あ
り

や
と

、〔
※「

萩
〜

あ
り

や
と

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕問

ひ
し

君
は

も
上

部
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

☆
旅

人
の

死
」と

書
込

み
。解

説
に「

類
型

は
古

く
か

ら
あ

る
が

、之
は

三
・

四
句

で
靜

か
な

新
し

い
と〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕こ
ろ

を
拓

い
て

ゐ
る

。」と
あ

る
。

余
明

軍

ノ
輕

の
里

561
1

155
挽

歌
か

く
の

み
に

あ
り

け
る

も
の

を
、萩

が
花

さ
き

て
あ

り
や

と
問

ひ
し

君
は

も
、

「
ノ

オ
ト

輕
の

里
」

1・
116の

項
参

照
。

余
明

軍



─ （（（ ─

蔵
口

譯
1

111
1

161
挽

歌
（

略
）如

何
樣

に
思

ひ
け

め
か

も
、つ

れ
も

な
き

佐
保

の
山

邊
に

な
く

兒
な

す
慕

ひ
來

ま
し

て
、し

き
た

へ
の

家
を

も
造

り
、あ

ら
た

ま
の

年
の

を
長

く
、住

ひ
つ

ゝ
い

ま
し

ゝ
も

の
を

、生
け

る
者

死
ぬ

と
い

ふ
こ

と
に

ま
ぬ

か
れ

ぬ
も

の
に

し
あ

れ
ば

、憑
め

り
し

人
の

こ
と

 
＼゙

／
く

さ
ま

く
ら

旅
な

る
程

に
、佐

保
川

を
朝

川
渡

り
、春

日
野

を
そ

が
ひ

に
見

つ
ゝ

、あ
し

び
き

の
山

邊
を

さ
し

て
、く

ら
闇

と
隱

り
ま

し
ぬ

れ
、言

は
む

術
せ

む
術

し
ら

に
た

も
と

ほ
り

、唯
ひ

と
り

し
て

白
栲

の
衣

手
干

さ
ず

、嘆
き

つ
ゝ

吾
が

泣
く

涙
、有

馬
山

雲
ゐ

た
な

び
き

、雨
に

降
り

き
や

。

161、161の
題

詞
に

緑
鉛

筆
で

丸
印

。そ
の

評
釈「（

坂
上

ノ
郎

女
の

温
い

心
が

、些
し

の
誇

張
も

な
く

現
れ

て
ゐ

る
の

は
懐

し
い

。此
歌

當
時

の
家

族
の

家
庭

の
生

活
や

、外
人

に
對

す
る

當
時

の
人

の
尊

敬
心

な
ど

が
伺

は
れ

る
。）」に

緑
鉛

筆
で

傍
線

。
大

伴
坂

上
郎

女

蔵
短

歌
6

171
1

161
挽

歌
た

く
づ

ぬ
の

　
新

羅
の

國
從（

略
）生

け
る

者
死

ぬ
と

ふ
こ

と
に

遁
ろ

へ
ぬ

も
の

に
し

あ
れ

ば
憑

め
り

し
人

の
こ

と
ご

と
、く

さ
ま

く
ら

　
旅

な
る

程
に

、佐
保

川
を

朝
川

渡
り

、春
日

野
を

そ
が

ひ
に

見
つ

ゝ
、あ

し
び

き
の

　
山

邊
を

さ
し

て
、く

ら
や

み
と

　
隱

り
ま

し
ぬ

れ
、〔

※「
佐

保
川

〜
隱

り
ま

し
ぬ

れ
」ま

で
、緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕言

は
む

術
せ

む
術

知
ら

に
た

も
と

ほ
り

　
唯

ひ
と

り
し

て
、し

ろ
た

へ
の

　
衣

手
干

さ
ず

、歎
き

つ
ゝ

吾
が

泣
く

涙
、有

間
山

雲
ゐ

た
な

び
き

、雨
に

降
り

き
や〔

※「
歎

き
つ

ゝ
」以

下
、緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕

上
部

余
白

に
赤

鉛
筆

で「
☆

尼
の

死
」と

書
込

み
。161-161の

題
詞

中「
尼

理
願

の
死

去
を

悲
嘆

し
て

作
つ

た
歌

一
首

。竝
び

に
短

歌
。」

に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。「

朝
川

渡
り

」の
解

説
に「

葬
送

の
人

の
通

る
道

筋
を

示
し

た
の

で
、朝

に
佐

保
川

を
ば

渡
つ

た〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

坂
上

郎
女

蔵
口

譯
1

115
1

161
挽

歌
止

め
得

ぬ
も

の
に

し
あ

れ
ば

、し
き

た
へ

の
家

從
は

出
で

ゝ
、雲

隱
り

に
き

。
『

口
譯

叢
書

1
』

1・
161の

項
参

照
。

大
伴

坂
上

郎
女

蔵
短

歌
6

171
1

161
挽

歌
留

め
得

ぬ
壽

に
し

あ
れ

ば
、し

き
た

へ
の

、家
從

は
出

で
ゝ

、雲
隱

り
に

き
『

短
歌

大
系

6
』

1・
161の

項
参

照
。

蔵
短

歌
6

175
1

162緑
・

青
挽

歌
今

よ
り

は
　

秋
風

さ
む

く
吹

き
な

む
を

。如
何

に
か

　
獨

り
長

き
夜

を
寢

む
題

詞
中「

亡
い

妻
を

悲
傷

し
て

作
つ

た
歌

」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。上

部
余

白
に

青
鉛

筆
で「

☆
家

持
の

細
み

」と
書

込
み

。解
説

に「
家

持
の

歌
の

細
み〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕は

、既
に

之
に

も
出

て
ゐ

る
。同

じ
境

遇
で

も
、旅

人
と

感
受

の
違

ふ
こ

と
が

訳
る

」と
あ

る
。

大
伴

家
持

ノ
集

抄
1

57
1

162
挽

歌
今

よ
り

は
秋

風
さ

む
く

吹
き

な
む

を
、い

か
に

か
、獨

り
長

き
夜

を
寐

む
大

伴
家

持
ノ

集
抄

1
57

1
161

挽
歌

長
き

夜
を

獨
り

か
寐

む
と

君
が

云
へ

ば
、過

ぎ
に

し
人

の
お

も
ほ

ゆ
る

ら
く

に
。

大
伴

書
持

蔵
短

歌
6

176
1

161緑
挽

歌
秋

さ
ら

ば
見

つ
ゝ

偲
べ

と
　

妹
が

栽
ゑ

し
　

や
ど

の
撫

子〔
※「

妹
が

〜
撫

子
」に

緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕咲
き

に
け

る
か

も
題

詞
中「

瞿
麥

花
」に

緑
鉛

筆
で

傍
線

。解
説

に「
此

も
、一

つ
の

趣
向

を
持

ち
な

が
ら

、細
み

で
統

一〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕し
て

ゐ
る

」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

511
1

161茶
挽

歌
秋

さ
ら

ば
見

つ
つ

思
べ

と
妹

が
植

ゑ
し

宿
の

石
竹

咲
き

に
け

る
か

も
余

白
に「

×
恋

し
け

ば
形

見
に

せ
む

と
吾

が
屋

戸
に

植
ゑ

し
藤

浪
い

ま
咲

き
に

け
り

　
赤

人〔
※
8・
1471〕」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
『

作
者

類
別

下
』

8・
1171の

項
参

照
。

大
伴

家
持

ノ
古

典
181

1
161

挽
歌

秋
さ

ら
ば

見
つ

ゝ
し

の
べ

と
妹

が
植

ゑ
し

宿
の

石
竹

咲
き

に
け

る
か

も
大

伴
家

持
ノ

集
抄

1
58

1
161

挽
歌

秋
さ

ら
ば

見
つ

ゝ
偲

べ
と

妹
が

植
ゑ

し
、宿

の
撫

子
咲

き
に

け
る

か
も

大
伴

家
持

ノ
集

抄
1

58
1

165
挽

歌
現

身
の

世
は

常
な

し
と

知
る

も
の

を
、秋

風
寒

み
、偲

び
つ

る
か

も
。

大
伴

家
持

ノ
集

抄
1

58
1

166
挽

歌
わ

が
宿

に
花

ぞ
咲

き
た

る
。そ

を
見

れ
ど

、心
も

ゆ
か

ず
。は

し
き

や
し

妹
が

あ
り

せ
ば

、
水

鴨
な

す
二

人
な

ら
び

ゐ
、手

折
り

て
も

見
せ

ま
し

も
の

を
。現

身
の

假
れ

る
身

な
れ

ば
、

露
霜

の
消

ぬ
る

が
ご

と
く

、足
引

き
の

山
路

を
指

し
て

、入
日

な
す

隱
り

に
し

か
ば

、そ
こ

思
ふ

に
胸

こ
そ

痛
め

。云
ひ

も
得

に
名

づ
け

も
知

ら
に

、跡
も

な
き

世
の

中
な

れ
ば

、せ
む

術
も

な
し

。

大
伴

家
持

ノ
集

抄
1

58
1

167
挽

歌
時

は
し

も
何

時
も

あ
ら

む
を

。心
憂

く
い

ゆ
く

吾
妹

か
。若

兒
を

置
き

て
。

歌
に

続
き「

死
な

う
と

お
も

へ
ば

、何
も

い
ま

に
限

っ
た

こ
と

は
な

い
の

に
、」〔

折
口『

國
文

口
譯

叢
書

萬
葉

集
』〕と

あ
る

。
大

伴
家

持
ノ

集
抄

1
58

1
168

挽
歌

出
で

て
ゆ

く
道

知
ら

ま
せ

ば
、あ

ら
か

じ
め

、妹
を

止
め

む
關

も
お

か
ま

し
を

。
大

伴
家

持
ノ

集
抄

1
58

1
169

挽
歌

妹
が

見
し

宿
に

、花
咲

き
、時

は
經

ぬ
。我

が
泣

く
涙

い
ま

だ
干

な
く

に
。

大
伴

家
持

ノ
集

抄
1

58
1

171
挽

歌
か

く
の

み
に

あ
り

け
る

も
の

を
。妹

も
我

も
、千

年
の

如
く

憑
み

た
り

け
り

。
大

伴
家

持
ノ

集
抄

1
58

1
171

挽
歌

家
離

り
い

ま
す

吾
妹

を
、止

め
え

に
山

籠
り

つ
れ

、心
ど

も
な

し
。

歌
に

続
き「

＊
私

が
止

め
る

こ
と

が
で

き
な

か
つ

た
た

め
に

、山
の

中
に

籠
つ

て
、出

て
入

ら
ち

し
や

ら
な

い
の

で
、元

氣
も

な
く

な
つ

た
。」〔

折
口『

國
文

口
譯

叢
書

萬
葉

集
』〕と

あ
る

。
大

伴
家

持

ノ
集

抄
1

58
1

172
挽

歌
世

の
中

し
常

か
く

の
み

と
、か

つ
知

れ
ど

、痛
き

心
は

忍
び

か
ね

つ
も

。
大

伴
家

持
ノ

集
抄

1
58

1
171

挽
歌

佐
保

山
に

た
な

び
く

霞
、見

る
毎

に
妹

を
思

ひ
出

て
、泣

か
ぬ

日
は

な
し

。
大

伴
家

持
ノ

集
抄

2
61

1
171

挽
歌

佐
保

山
に

棚
引

く
霞

見
る

ご
と

に
妹

を
思

ひ
出

泣
か

ぬ
日

は
無

し
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
1・

128の
項

参
照

。
大

伴
家

持
ノ

大
和

路
516

1
171

挽
歌

昔
こ

そ
よ

そ
に

も
見

し
か

吾
妹

子
が

奥
津

城
と

思
へ

ば
愛

し
き

佐
保

山
大

伴
家

持
ノ

集
抄

1
58

1
171

挽
歌

昔
こ

そ
よ

そ
に

も
見

し
か

。吾
妹

子
が

奥
つ

城
と

思
へ

ば
、愛

し
き

佐
保

山
。

大
伴

家
持

ノ
集

抄
2

61
1

171
挽

歌
昔

こ
そ

外
に

も
見

し
か

吾
妹

子
が

奥
津

城
と

思
へ

ば
愛

し
き

佐
保

山
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
1・

128の
項

参
照

。
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
511

1
175

挽
歌

か
け

ま
く

も
　

あ
や

に
か

し
こ

し
　

言
は

ま
く

も
　

ゆ
ゆ

し
き

か
も

　
吾

王
　

皇
子

の
命

　
萬

代
に

　
食

し
た

ま
は

ま
し

　
大

日
本

　
久

邇
の

京
は

　
う

ち
靡

く
　

春
さ

り
ぬ

れ
ば

　
山

邊
に

は
　

花
咲

き
撓

り
　

河
瀬

に
は

　
年

魚
子

さ
走

り
　

い
や

日
日

に
　

榮
ゆ

る
時

に
　

逆
言

の
　

枉
言

と
か

も
　

白
細

に
　

舎
人

装
ひ

て
　

和
豆

香
山〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕　
御

興
立

た
し

て
　

ひ
さ

か
た

の
　

天
知

ら
し

ぬ
れ

　
展

轉
び

　
沾

ち
泣

け
ど

も
　

せ
む

す
べ

も
無

し

題
詞

中「
安

積
皇

子
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
大

伴
家

持

蔵
短

歌
6

176
1

176緑
挽

歌
吾

が
大

君
、天

し
ら

さ
む

と
思

は
ね

ば
、お

ほ
に

ぞ
見

け
る

。和
束

杣
山〔

※「
お

ほ
に

」以
下

、緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕
大

伴
家

持

ノ
集

抄
2

61
1

176
挽

歌
吾

王
天

知
ら

さ
む

と
思

は
ね

ば
凡

に
ぞ

見
け

る
和

豆
香

杣
山

本
ノ

ー
ト

は「
花

散
る

」の
見

出
し

で
、176、177、182を

記
載

。
大

伴
家

持
蔵

短
歌

6
176

1
177緑

挽
歌

あ
し

び
き

の
　

山
さ

へ
光

り
咲

く
花

の
　

散
り

ぬ
る

如
き

　
吾

が
大

君
か

も
解

説
に「

人
麻

呂
其

他
、故

人
を

手
本

に
し

て
作

つ
た

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

る
。そ

の
他

人
の

材
料

を
組

み
立

て
ゝ

、一
つ

の
新

し
い

氣
分

の
世

界
を

作
つ

た
の

は
、家

持
の

細
み

で
あ

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

512
1

177赤
挽

歌
あ

し
ひ

き
の

山
さ

へ
光

り
咲

く
花

の
散

り
ぬ

る
如

き
吾

王
か

も
大

伴
家

持
ノ

集
抄

2
61

1
177

挽
歌

足
ひ

き
の

山
さ

へ
ひ

か
り

咲
く

花
の

散
り

ぬ
る

ご
と

き
わ

が
王

か
も

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

1・
176の

項
参

照
。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

177
1

179緑
挽

歌
は

し
か

き
も

　
皇

子
の

命
の

あ
り

が
よ

ひ〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕　

見
し

ゝ
　

活
道

の
路

は
荒

れ
に

け
り〔

※「
活

道
」以

下
、緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕

解
説

に「
此

も
新

し
い

材
料

な
し

に
組

み
立

て
ゝ

、古
い「

あ
り

が
よ

ひ
」と

い
ふ

語〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕が
、非

常
に

自
由

に
は

た
ら

い
て

ゐ
る

」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

177
1

181緑
挽

歌
大

伴
の

名
に

負
ふ

靱
負

ひ
て

　
萬

代
に

憑
み

し
心

　
何

處
か

よ
せ

む
解

説
に「

一
方

に
は

、新
し

い
氣

分
の

文
學

を
作

り
初

め
な

が
ら

、一
方

に
は

古
典

的
な

固
い

歌
を

詠
ん

で
ゐ

る
。其

は
主

と
し

て
、か

う
し

た
古

代
か

ら
の

歴
史

を
も

つ
た

家
の

傳
承

を
思

ふ
心

か
ら

來
る

の
だ

ら
う〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
大

伴
家

持

ノ
集

抄
2

61
1

182
挽

歌
う

つ
せ

み
の

世
の

事
な

れ
ば

外
に

見
し

山
を

や
今

は
所

緣
と

思
は

む
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
1・

176の
項

参
照

高
橋

朝
臣

蔵
短

歌
5

28
1

181
相

聞
一

日
こ

そ
人

も
待

ち
吉

き
。長

き
日

を
　

斯
く

の
み

待
た

ば
、在

り
か

つ
ま

し
じ

解
説

中「
こ

れ
も

挽
歌

風
」に

緑
鉛

筆
で

傍
線

。
八

田
皇

女
蔵

古
義

7
29

1
186

相
聞

山
羽

爾
味

村
騒

去
奈

禮
騰

吾
者

左
夫

思
恵

君
二

四
不

有
者

『
古

義
7

』18・
1171の

項
参

照
。

舒
明

天
皇

蔵
短

歌
5

29
1

188緑
相

聞
君

待
つ

と
吾

が
戀

ひ
居

れ
ば

、わ
が

屋
戸

の
簾

う
ご

か
し

　
秋

の
風

吹
く〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕
額

田
王



─ （（（ ─

蔵
歌

人
212

1
196青

相
聞

三
熊

野
の

浦
の

濱
木

綿
百

重
な

す
心

は
思

へ
ど

直
に

逢
は

ぬ
か

も
本

書
は

歌
番

号
を「

四
六

九
」と

記
載

。上
部

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で

196-199の
題

詞「
柿

本
朝

臣
人

麻
呂

歌
四

首（
巻

四
）」と

書
込

み
。本

書
は「

昔
は

、人
に

便
を

す
る

時
に

は
木

草
の

枝
を

贈
つ

て
、こ

れ
に

思
を

寄
せ

た
も

の
で

あ
る

。使
は

そ
の

木
草

の
枝

を
持

つ
て

行
つ

て
、寄

せ
ら

れ
た

詞
を

語
る

。こ
れ

が
古

代
の

使
者

で
あ

つ
た

。こ
れ

は
文

字
が

入
つ

て
來

て
、文

を
書

く
や

う
に

な
つ

て
か

ら
も

残
つ

て
ゐ

て
、始

め
の

間
は

文
を

草
木

の
枝

に
著

け
て

贈
つ

た
も

の
で

あ
る

。だ
か

ら
本

來
か

ら
言

へ
ば

草
木

の
方

が
主

で
、草

木
が

文
を

持
つ

て
來

た
こ

と
に

な
る

の
で

あ
る

。然
る

に
後

に
な

つ
て

文
が

中
心

に
な

り
、こ

れ
を

草
木

の
枝

に
著

け
る

や
う

に
變

り
、遂

に
は

全
く

草
木

を
離

れ
て

し
ま

ふ
の

で
あ

る
。〔

傍
線

青
鉛

筆
〕」と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

蔵
歌

人
211

1
197青

相
聞

古
に

有
り

け
む

人
も

吾
が

如
か

妹
に

戀
ひ

つ
つ

寢
ね

が
て

ず
け

む
『

歌
人

研
究

』
1・

196の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
211

1
198青

相
聞

今
の

み
の

行
事

に
は

あ
ら

ず
古

の
人

ぞ
益

り
て

音
に

さ
え

泣
き

し
『

歌
人

研
究

』
1・

196の
項

参
照

。198、199に
つ

い
て

本
書

の
解

説
に「

か
や

う
に

、題
詞

に
人

麻
呂

作
歌

と
あ

る
も

の
で

も
、猶

そ
の

妻
の

歌
と

見
な

す
べ

き
も

の
を

も
含

ん
で

ゐ
る

の
で

あ
る

。こ
の

点
、人

麻
呂

歌
集

と
の

相
違

點
で

あ
つ

た
も

の
が

、無
く

な
つ

た
次

第
で

あ
る

。人
麻

呂
傳

記
資

料
の

研
究

の
上

に
、重

要
な

る
意

義
を

有
す

る
も

の
で

あ
る〔

茶
鉛

筆
で

二
重

丸
印

〕」と
あ

る
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
歌

人
215

1
199青

相
聞

百
重

に
も

來
及

か
ぬ

か
も

と
思

へ
か

も
君

が
使

の
見

れ
ど

飽
か

ざ
ら

む
『

歌
人

研
究

』
1・

196、198の
項

参
照

。
柿

本
人

麻
呂

蔵
類

別
上

61
1

511青
相

聞
未

通
女

等
が

袖
振

山
の〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕端
籬

の〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕久

し
き

時
ゆ

思
ひ

き
吾

は
柿

本
人

麻
呂

蔵
歌

人
211

1
511青

相
聞

嬢
子

等
が

袖
布

留
山

の
瑞

籬
の

久
し

き
時

ゆ
思

ひ
き

我
は

上
部

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で

511-511の
題

詞「
○

柿
本

朝
臣

人
麻

呂
歌

三
首（

巻
四

）」と
書

込
み

。本
書

は
511に

つ
い

て「
ま

づ「
嬢

子
等

が
袖

ふ
る

」と
美

し
い

句
を

以
つ

て
起

し
、つ

い
で「

布
留

山
の

瑞
籬

」と
い

ふ
神

聖
な

境
を

描
き

、再
轉

し
て

本
意

に
移

つ
て

ゐ
る

。か
や

う
な

、轉
々

と
し

て
移

り
行

く
姿

の
妙

趣
を

、味
ふ

べ
き

で
あ

る〔
傍

線
茶

鉛
筆

〕」と
解

説
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
短

歌
5

11
1

512
相

聞
夏

野
行

く
牡

鹿
の

角〔
※

こ
こ

ま
で

、赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕の
束

の
間

も
、妹

が
心

を
忘

れ
て

念
へ

や
柿

本
人

麻
呂

蔵
類

別
上

61
1

512青
相

聞
夏

野
行

く
牡

鹿
の

角
の〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕束
の

間
も

妹
が

心
を

忘
れ

て
念

へ
や

柿
本

人
麻

呂
蔵

歌
人

215
1

512青
相

聞
夏

野
行

く
牡

鹿
の

角
の

束
の

間
も

妹
が

心
を

忘
れ

て
思

へ
や

『
歌

人
研

究
』

1・
511の

項
参

照
。本

書
は

512に
つ

い
て「

初
二

句
の

序
が

、夏
野

を
走

る
牡

鹿
の

輕
快

な
姿

で
起

し
て

ゐ
る

。そ
こ

か
ら

生
ず

る
爽

や
か

な
感

じ
が

、こ
の

主
文

を
鮮

な
印

象
の

下
に

受
け

と
ら

せ
る

の
で

あ
る

。相
聞

の
歌

と
し

て
、氣

の
き

い
て

ゐ
る

歌
と

い
ふ

べ
き

で
あ

る〔
傍

線
茶

鉛
筆

〕」と
解

説
。

柿
本

人
麻

呂

蔵
短

歌
5

11
1

511
相

聞
珠

衣
の

さ
ゐ

＼
／

し
づ

み〔
※

こ
こ

ま
で

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕　
家

の
妹

に
も

の
言

は
ず

、來
て

思
ひ

か
ね

つ
も

柿
本

人
麻

呂

蔵
類

別
上

61
1

511青
相

聞
珠

衣
の

さ
ゐ

さ
ゐ

し
づ

み
家

の
妹

に
も

の
言

は
ず

來
て

思
ひ

か
ね

つ
も

柿
本

人
麻

呂
蔵

歌
人

216
1

511青
相

聞
珠

衣
の

さ
ゐ

＼
／

鎭
み

家
の

妹
に

物
言

は
ず

來
に〔

※
赤

鉛
筆

×
印

で「
に

」を
削

除
〕て

思
ひ

か
ね

つ
も

『
歌

人
研

究
』

1・
511の

項
参

照
。本

書
は

511に
つ

い
て「「

さ
ゐ

＼
／

」は
、そ

の
衣

ず
れ

の
音

で
あ

ろ
う

。そ
れ

が
今

鎭
つ

て
と

い
ふ

の
は

、我
が

妻
の

物
音

も
せ

ず
靜

ま
り

反
つ

た
こ

と
を

言
ふ

の
で

、多
分

別
れ

に
臨

ん
で

、泣
き

伏
し

た
り

し
て

衣
ず

れ
の

音
を

も
立

て
な

く
な

つ
た

の
で

あ
る

、と
思

は
れ

る
。さ

て
、こ

れ
と

別
れ

の
詞

を
交

す
こ

と
も

出
來

な
く

な
つ

て
、そ

の
ま

ゝ
に

來
て

、も
の

思
ひ

に
堪

へ
か

ね
る

と
い

ふ
の

で
あ

る
。旅

に
出

る
時

の
歌

と
認

め
ら

れ
る〔

傍
線

茶
鉛

筆
〕」と

解
説

。

柿
本

人
麻

呂

ノ
集

抄
1

51
1

11/511
雑

歌
/相

聞
わ

が
夫

子
は

い
づ

く
行

く
ら

む
。お

き
つ

も
の

名
張

の
山

を
け

ふ
か

越
ゆ

ら
む

1・
11に

重
出

。
当

麻
真

人
麻

呂
が

妻
蔵

古
義

2
91

1
515

相
聞

獨
宿

而
絶

西
紐

緒〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕忌

見
跡

、世
武

爲
便

不
知

哭
耳

之
曾

泣
『

古
義

2
』

1・
251の

項
参

照
。

中
臣

東
人

蔵
短

歌
6

179
1

522
相

聞
處

女
ら

が
玉

櫛
笥

な
る

玉
櫛

の
神

さ
び〔

※「
神

さ
び

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕け

む
も

。
妹

に
逢

は
ず

あ
れ

ば
解

説「
當

時
の

女
、殊

に
宮

廷
に

出
入

り
す

る
女

性
は

、神
事

に
あ

づ
か

つ
て

ゐ
た

の
だ

か
ら

、人
間

と
の

緣
が

遠
く

な
れ

ば
、神

の
も

の
の

氣
分

が
増

し
て

來
る

。老
い

て
人

に
近

よ
ら

ぬ
感

じ
が

、神
さ

ぶ
に

當
る

」の
上

部
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

☆
神

さ
ぶ

」と
書

込
み

。
藤

原
麻

呂

蔵
短

歌
6

181
1

525
相

聞
佐

保
川〔

※「
佐

保
川

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕の

小
石

蹈
み

渡
り

、ぬ
ば

た
ま

の
　

黑
駒

の
來

る
夜

は
、年

に
も

あ
ら

ぬ
か

上
部

余
白

に
赤

鉛
筆

で「
佐

保
川

」と
書

込
み

。
大

伴
坂

上
郎

女

蔵
短

歌
6

181
1

526
相

聞
千

鳥
鳴

く
佐

保〔
※

こ
こ

ま
で

、緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕の
河

瀨
の

さ
ゞ

れ
浪

　
止

む
時

も
な

し
。我

が
戀

ふ
ら

く
は

大
伴

坂
上

郎
女

蔵
短

歌
6

181
1

527
相

聞
來

む
と

い
ふ

も
、來

ぬ
時

あ
る

を
。來

じ
と

い
ふ

を
　

來
む

と
は

待
た

じ
。來

じ
と

い
ふ

も
の

を
。

解
説「

王
朝

女
流

の
歌

の
本

流
的

な
物

」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

坂
上

郎
女

蔵
短

歌
6

181
1

528
相

聞
千

鳥
鳴

く
佐

保〔
※

こ
こ

ま
で

、緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕の
河

門
の

瀨
を

廣
み

、う
ち

橋
渡

す
。汝

が
來

と
念

へ
ば

大
伴

坂
上

郎
女

蔵
短

歌
6

182
1

529
相

聞
佐

保
川

の
岸

の
つ

か
さ

の
柴

な
刈

り
そ

ね
。』　

あ
り

つ
ゝ

も
、〔

※「
あ

り
つ

ゝ
も

」に
赤

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕春
し

來
た

ら
ば

、立
ち

隱
る

か
ね

解
説「

此
は

旋
頭

歌
で

あ
る

」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

坂
上

郎
女

ノ
桂

宮
一

-
1

511
相

聞
あ

か
こ

ま
の

、こ
ゆ

る
む

ま
お

り
の

、し
め

ゆ
ひ

し
、い

も
が

こ
こ

ろ
は

、う
た

が
ひ

も
な

し
。

傳
紀

貫
之『

桂
宮

舊
蔵

　
萬

葉
集

』の
表

紙
裏

に
、縦

三
つ

折
り

に
し

て
挟

み
込

ま
れ

た
Ｂ

1
無

地
用

紙
の

両
面

に
記

さ
れ

た
11首

の
う

ち
表

面
に「

一
」と

し
て

鉛
筆

で
記

載
さ

れ
た

22首
中

の
一

首
。表

記
の

一
致

か
ら

出
典

は
本

書
。

聖
武

天
皇

ノ
桂

宮
一

-
1

511
相

聞
あ

つ
さ

ゆ
み

、［
か

］つ
め

ひ
く

よ
と

の
、と

ほ
と

に
も

、き
み

が
み

ゆ
き

を
、き

く
は

う
れ

し
も

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
聖

武
天

皇

ノ
桂

宮
一

-
1

512
相

聞
う

ち
ひ

さ
す

、み
や

に
ゆ

く
こ

を
、ま

か
な

し
み

、と
む

れ
ば

く
る

し
、や

れ
ば

す
べ

な
し

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
大

伴
宿

奈
麻

呂
ノ

桂
宮

一
-

1
511

相
聞

な
に

は
が

た
、し

ほ
ひ

の
な

ご
り

、あ
く

ま
で

に
、ひ

と
の

み
る

こ
を

、わ
れ

し
、と

も
し

も
。

「
ノ

オ
ト

桂
宮

一
」

1・
511の

項
参

照
。

大
伴

宿
奈

麻
呂

ノ
桂

宮
一

-
1

515
相

聞
し

き
た

へ
の

、た
ま

く
ら

ま
ず〔

※
マ

マ
〕、へ

だ
て

お
き

て
、と

し
ぞ

へ
に

け
る

、あ
は

じ
と

お
も

へ
ば

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
安

貴
王

ノ
桂

宮
一

-
1

516
相

聞
お

う
の

う
み

の
、し

ほ
ひ

の
か

た
の

、か
た

お
も

ひ
に

、お
も

ひ
や

る
か

も
、み

ち
の

な
が

て
に

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
門

部
王

ノ
桂

宮
一

-
1

518
相

聞
ひ

と
ご

と
を

、し
げ

み
こ

ち
た

み
、あ

は
ざ

れ
ば

、こ
こ

ろ
あ

る
ご

と
、お

も
ふ

な
、わ

が
せ

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
高

田
女

王

ノ
桂

宮
一

-
1

519
相

聞
わ

が
せ

こ
し

、ど
け

む〔
※

マ
マ

〕と
い

は
ば

、ひ
と

ご
と

は
、し

げ
く

あ
り

と
も

、い
で

て
あ

は
ま

し
を

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
高

田
女

王

ノ
桂

宮
一

-
1

511
相

聞
わ

が
せ

こ
に

、ま
た

は
あ

は
じ

と
、お

も
へ

ば
か

、け
さ

の
わ

か
れ

の
、す

べ
な

か
り

つ
る

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
高

田
女

王
ノ

桂
宮

一
-

1
511

相
聞

こ
の

よ
に

は
、ひ

と
ご

と
し

げ
し

、こ
む

よ
に

も
、あ

は
む

わ
が

せ
こ

、い
ま

な
ら

ず
と

も
。

「
ノ

オ
ト

桂
宮

一
」

1・
511の

項
参

照
。

高
田

女
王

ノ
桂

宮
一

-
1

512
相

聞
と

こ
と

は
に

、か
よ

ひ
し

き
み

が
、つ

か
ひ

こ
ず

、い
ま

は
あ

は
じ

と
、た

ゆ
た［

ふ
］ひ

ぬ
ら

し
。

「
ノ

オ
ト

桂
宮

一
」

1・
511の

項
参

照
。

高
田

女
王

ノ
輕

の
里

558
1

511
相

聞
天

飛
ぶ

や
　

輕
の

路
よ

り
　

玉
だ

す
き

　
畝

火
を

見
つ

つ
…

…
笠

金
村

ノ
桂

宮
一

-
1

511
相

聞
お

く
れ

ゐ
て

、こ
ひ

つ
つ

あ
ら

ず
は

、き
の

く
に

の
、い

も
せ

の
や

ま
に

、あ
ら

ま
し

も
の

を
。

「
ノ

オ
ト

桂
宮

一
」

1・
511の

項
参

照
。

笠
金

村



─ （（（ ─

ノ
桂

宮
一

-
1

515
相

聞
わ

が
せ

こ
が

、あ
と

ふ
み

も
と

め
、お

ひ
ゆ

か
ば

、き
の

せ
き

も
り

や
、と

ど
め

て
む

か
も

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
笠

金
村

ノ
伊

勢
抄

111
1

517
相

聞
天

雲
の

よ
そ

に
さ

へ
見

し
吾

妹
子

に
心

も
身

さ
へ

よ
り

に
し

も
の

を
笠

金
村

ノ
桂

宮
一

-
1

517
相

聞
あ

ま
ぐ

も
の

、よ
そ

に
み

し
よ

り
、わ

ぎ
も

こ
に

、こ
こ

ろ
も

み
さ

へ
、よ

り
に

し
も

の
を

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
笠

金
村

ノ
桂

宮
一

-
1

518
相

聞
こ

よ
ひ

の
や

、は
や

く
あ

く
れ

ば
、す

べ
を

な
み

、あ
き

の
も

も
よ

を
、ね

が
ひ

つ
る

か
も

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
笠

金
村

ノ
桂

宮
一

-
1

519
相

聞
あ

め
つ

ち
の

、か
み

も
た

す
け

よ
。く

さ
ま

く
ら

、た
び

ゆ
く

き
み

の
、い

へ
に

い
た

る
ま

で
。

「
ノ

オ
ト

桂
宮

一
」

1・
511の

項
参

照
。

石
川

足
人

ノ
桂

宮
一

-
1

551
相

聞
お

ほ
ふ

ね
の

、お
も

ひ
た

の
み

し
、き

み
が

い
な

ば
、わ

れ
は

こ
ひ

む
な

、た
だ

に
あ

ふ
ま

で
に

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
石

川
足

人

ノ
桂

宮
一

-
1

551
相

聞
や

ま
と

ぢ
の

、し
ま

の
う

ら
わ

に
、よ

す
る

な
み

、あ
ひ

だ
も

な
け

む
、わ

が
こ

ひ
ま

く
ば

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
石

川
足

人
ノ

桂
宮

一
-

1
552

相
聞

わ
が

き
み

は
、わ

け
を

ば
し

ね
と

、お
も

ふ
か

も
。あ［

は
］ふ

よ
あ

は
ぬ

よ
、よ

ま
せ〔

※
右

側
に「

？
」記

号
〕な

る
ら

む
。

「
ノ

オ
ト

桂
宮

一
」

1・
511の

項
参

照
。

大
伴

三
依

ノ
桂

宮
一

-
1

551
相

聞
あ

ま
ぐ

も
の

、へ
だ

て
の

き
は

め
、と

ほ
け

ど
も

、こ
こ

ろ
し

ゆ
け

ば
、こ

ふ
る

も
の

か
も

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
丹

生
女

王
ノ

桂
宮

一
-

1
551

相
聞

い
に

し
へ

の
、ひ

と
の

の
ま

せ
る

、き
び

の
さ

け［
や

］、や
も

は
と

す
べ

な
、ぬ

き
す

た
ま

は
む

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
丹

生
女

王

ノ
桂

宮
一

-
1

555
相

聞
き

み
が

た
め

、し
た

み
し

さ
け

を
、や

す
の

の
に

、ひ
と

り
や

の
ま

む
。と

も
な

し
に

し
て

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
一

」
1・

511の
項

参
照

。
大

伴
旅

人
ノ

桂
宮

二
-

1
556

相
聞

つ
く

し
ぶ

ね
、ま

た
も

こ
ざ

れ
ば

、か
ね

て
よ

り
、あ

ら
ぶ

る
き

み
を

、み
し

が
か

な
し

さ
。

傳
紀

貫
之『

桂
宮

舊
蔵

　
萬

葉
集

』の
表

紙
裏

に
、縦

三
つ

折
り

に
し

て
挟

み
込

ま
れ

た
Ｂ

1
無

地
用

紙
の

両
面

に
記

さ
れ

た
11首

の
う

ち
裏

面
に「

二
」と

し
て

鉛
筆

で
記

載
さ

れ
た

21首
中

の
一

首
。表

記
の

一
致

か
ら

出
典

は
本

書
。

賀
茂

女
王

ノ
桂

宮
二

-
1

557
相

聞
お

ほ
ふ

ね
を

、こ
ぎ

の
す

ゝ
み

に
、い

は
に

ふ
れ

、か
へ

ら
ば

か
へ

れ
。い

も
に

よ
り

て
は

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
土

師
水

道
ノ

桂
宮

二
-

1
558

相
聞

ち
は

や
ふ

る
、か

み
の

や
し

ろ
に

、わ
が

か
け

し
、ぬ

さ［
は

］［
を

］〈
は

〉た
ば

ら
む

。い
も

に
あ

は
な

く
に

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
土

師
水

道

ノ
桂

宮
二

-
1

559
相

聞
こ

と
も

な
く

、あ
り

こ
し

も
の

を
、お

い
な

み
に

、か
ゝ

る
こ

ひ
に

も
、わ

れ
は

あ
へ

る
か

も
。

「
ノ

オ
ト

桂
宮

二
」

1・
556の

項
参

照
。

大
伴

百
代

ノ
桂

宮
二

-
1

561
相

聞
こ

ひ
し

な
む

、の
ち

は
な

に
せ

む
。い

け
る

ひ
の

、た
め

こ
そ

い
も

を
、み

ま
ほ

し
み

す
れ

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
大

伴
百

代
ノ

桂
宮

二
-

1
561

相
聞

お
も

は
ぬ

を
、お

も
ふ

と
い

は
ゞ

、お
ほ

の
な

る
、み

か
さ

の
も

り
の

、〔
※

以
下

な
し

〕
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。。
大

伴
百

代
蔵

短
歌

6
181

1
562

相
聞

暇
な

く
、人

の
眉

根
を

徒
に

掻
か

し
め

に
つ

〔ゝ
※「

人
の

」以
下

、緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕、
逢

は
ぬ

妹
か

も
上

部
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

☆
眉

掻
」と

書
込

み
。「

眉
根

を
」の

解
説「

古
代

か
ら

の
民

族
信

仰
。眉

根
が

痒
く

感
ぜ

ら
れ

る
時

に
は

、思
ふ

人
に

逢
へ

る
と

考
へ

た
の

で
あ

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

百
代

ノ
桂

宮
二

-
1

562
相

聞
い

と
ま

な
き

、ひ
と

の
ま

ゆ
ね

を
、い

た
づ

ら
に

、か
ゝ

し
め

つ
ゝ

も
、あ

は
ぬ

い
も

か
も

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
大

伴
百

代
ノ

東
歌

11
1

562
相

聞
暇

な
く

人
の

眉
根

を
い

た
づ

ら
に

掻
か

し
め

に
つ

つ
、逢

は
ぬ

妹
か

も
歌

の
引

用
の

前
に「

眉
　

眉
根

が
痒

く
感

ぜ
ら

れ
る

時
に

は
思

ふ
人

に
逢

へ
る

と
考

へ
た

。古
代

か
ら

の
民

間
信

仰
」と

あ
る

。
大

伴
百

代
ノ

桂
宮

二
-

1
561

相
聞

く
ろ

か
み

に
、し

ら
が

ま
じ

り
て

、お
い

た
れ

ど
、か

か
る

こ
ひ

に
は

、い
ま

だ
あ

は
な

く
に

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
大

伴
坂

上
郎

女

ノ
桂

宮
二

-
1

561
相

聞
や

ま
す

げ
の

、み
な

ら
ぬ

こ
と

を
、わ

れ
に

よ
り

、い
は

れ
し

き
み

は
、た

れ
と

ね
ぬ

ら
む

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
大

伴
坂

上
郎

女
ノ

桂
宮

二
-

1
565

相
聞

お
ほ

と
も

の
、み

つ
と

は
い

は
じ

、あ
か

ね
さ

し
、て

れ
る

つ
き

よ
に

、た
だ

に
あ

へ
り

と
も

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
賀

茂
女

王

ノ
桂

宮
二

-
1

566
相

聞
く

さ
ま

く
ら

、た
び

ゆ
く

き
み

を
、う

つ
く

し
み

、た
ぐ

ひ
て

ぞ
こ

し
、し

が
の

は
ま

べ
を

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
大

伴
百

代
ノ

古
代

1
11

1
566

相
聞

草
枕

旅
行

く
君

を
愛

し
み

、副
ひ

て
ぞ

來
し

、志
珂

の
濱

邊
を

。
大

伴
百

代
ノ

古
代

1
11

1
567

相
聞

周
防

な
る

磐
國

山
を

越
え

む
日

は
、手

向
よ

く
せ

よ
、荒

し
そ

の
道

。
大

伴
百

代
ノ

桂
宮

二
-

1
567

相
聞

す
は

う
な

る
、い

は
く

に
や

ま
を

、こ
え

む
ひ

は
、た

む
け

よ
く

せ
よ

、あ
ら

し
そ

の
み

ち
。

「
ノ

オ
ト

桂
宮

二
」

1・
556の

項
参

照
。

大
伴

百
代

ノ
桂

宮
二

-
1

568
相

聞
み

さ
き

ま
ひ

、あ
ら

い
そ

に
よ

す
る

、い
ほ

へ
な

み
、た

ち
て

も
ゐ

て
も

、わ
が

お
も

へ
る

き
み

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
門

部
石

足

ノ
古

代
1

11
1

568
相

聞
み

崎
み

の
荒

磯
に

よ
す

る
五

百
重

浪
、立

ち
て

も
居

て
も

わ
が

念
へ

る
君

。
門

部
石

足
ノ

桂
宮

二
-

1
569

相
聞

か
ら

ひ
と

の
、こ

ろ
も

そ
む

と
い［

は
む

］〈
ふ

〉、む
ら

さ
き

の
、こ

ゝ
ろ

に
し

み
て

、お
も

ほ
ゆ

る
か

も
。

「
ノ

オ
ト

桂
宮

二
」

1・
556の

項
参

照
。

麻
田

陽
春

ノ
桂

宮
二

-
1

571
相

聞
や

ま
と

へ
と

、き
み

が
た

つ
ひ

の
、ち

か
け

れ
ば

、の
に

た
つ

し
か

も
、と

よ
み

て
ぞ

な
く

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
麻

田
陽

春
ノ

桂
宮

二
-

1
571

相
聞

つ
き

よ
よ

し
、か

は
の

お
と

す
め

り
。い

ざ
こ

ゝ
に

、ゆ
く

も
と

ま
る

も
、あ

そ
び

て
ゆ

か
［

□
］〈

む
〉。

「
ノ

オ
ト

桂
宮

二
」

1・
556の

項
参

照
。

大
伴

四
綱

ノ
桂

宮
二

-
1

572
相

聞
ま

す
か

が
み

、あ
か

ざ
る

き
み

に
、お

く
れ

て
や

、あ
し

た
ゆ

ふ
べ

に
、さ

び
つ

つ
を

ら
む

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
満

誓
ノ

桂
宮

二
-

1
571

相
聞

む
は

た
ま

の
、く

ろ
か

み
か

は
り

、し
ら

け
て

も
、い

た
き

こ
ひ

に
は

、あ
ふ

と
き

あ
り

け
り

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
満

誓

ノ
桂

宮
二

-
1

571
相

聞
こ

こ
に

あ
り

て
、つ

く
し

や
い［

。□
］づ

こ
。し

ら
く

も
の

、た
な

び
く

や
ま

の
、に

し
に

あ
る

ら
し

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
大

伴
旅

人

ノ
桂

宮
二

-
1

575
相

聞
く

さ
か

え
の

、い
り

え
に

あ
さ

る
、あ

し
た

づ
の

、あ
な

た
づ

＼
／

し
、と

も
な

し
に

し
て

。
「

ノ
オ

ト
桂

宮
二

」
1・

556の
項

参
照

。
大

伴
旅

人
ノ

桂
宮

二
-

1
576

相
聞

い
ま

よ
り

は
、き

や
ま

の
み

ち
は

、く
る

し
け

む
。わ

が
か

よ
は

む
と

、お
も

ひ
し

も
の

を
。

「
ノ

オ
ト

桂
宮

二
」

1・
556の

項
参

照
。

葛
井

大
成

蔵
口

譯
1

181
1

591
緑

・
赤

相
聞

君
に

戀
ひ

、い
た

も
術

な
み

、奈
良

山
の

小
松

が
下

に
、立

ち
嘆

き
つ

る〔
※

赤
イ

ン
ク

で
「

き
つ

る
」を

削
除

、横
に「

く
か

も
」と

書
込

み
〕。

笠
女

郎

蔵
短

歌
6

186
1

591
相

聞
君

に
戀

ひ
　

甚
も

す
べ

な
み

、奈
良

山
の

小
松

が
下

に〔
※「

奈
良

山
」以

下
に

緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕　
立

ち
な

げ
く

か
も

解
説

に「
何

の
爲

に
小

松
の

下
に

立
つ

た
か

ゞ
、問

題
に

な
る

。單
に

さ
う

言
ふ

こ
と

も
あ

つ
た

の
だ

と
、そ

こ
に

詩
を

感
じ

る
よ

り
は

、
實

生
活

を
見

る
方

が
よ

い
。つ

ま
り

、魂
よ

ば
ひ

の
招

魂
法〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕を

、思
ふ

人
に

向
つ

て
す

る
爲

に
、奈

良
山

の
小

松
原

に
登

つ
て

ゐ
た

が
、そ

の
か

ひ
も

な
い

と
言

ふ
の

だ
」と

あ
る

。

笠
女

郎

蔵
口

譯
1

181
1

591赤
相

聞
我

が
宿

の
夕

か
げ

草
の

白
露

の
、消

ぬ
か

に
、も

と
な

、思
ほ

ゆ
る

か
も

。
笠

女
郎

蔵
短

歌
6

187
1

591緑
相

聞
吾

が
や

ど
の

夕
影

草
の

白
露

の
　

消
ぬ

か
に

　
も

と
な〔

※「
も

と
な

」に
緑

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕　
念

ほ
ゆ

る
か

も
「

も
と

な
」の

解
説

に「
假

り
に「

や
る

せ
な

い
」〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕と

譯
し

て
、や

ゝ
當

る
。結

局
、い

け
な

く
・

な
さ

け
な

く
な

ど
言

ふ
べ

き
語

」と
あ

る
。

笠
女

郎

ノ
古

典
181

1
591

相
聞

わ
が

宿
の

夕
か

げ
草

の
白

露
の

け
ぬ

が
に

も
と

な
お

も
ほ

ゆ
る

か
も

笠
女

郎
蔵

短
歌

6
187

1
618

相
聞

相
念

は
ぬ

人
を

思
ふ

は
、大

寺
の

餓
鬼

の
し

り
へ

に
　

額
づ

く
如

し〔
※「

大
寺

」以
下

、緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕
「

大
寺

の
餓

鬼
」の

説
明

に「
今

も
殘

つ
て

ゐ
る

餓
鬼

像（
略

）法
隆

寺
の

塔
の

須
彌

山
像

の
下

部
に

も
其

が
あ

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。本

書
は「

笠
ノ

女
郎

の
發

明
で

な
く

、當
時

の
諺

に
も

こ
ん

な
こ

と
を

言
う

た
の

か
も

知
れ

な
い

。寺
に

行
つ

て
、佛

・
菩

薩
・

天
部

の
神

に
も

祈
ら

ず
に

、餓
鬼

に
祈

る
こ

と
の

無
益

さ
を

比
喩

に
し

た〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
解

説
。

笠
女

郎

ノ
大

和
路

516
1

675
相

聞
を

み
な

え
し

咲
澤

に
生

ふ
る

花
が

つ
み

か
つ

て
も

知
ら

ぬ
戀

も
す

る
か

も
中

臣
女

郎



─ （（（ ─

蔵
短

歌
6

188
1

681
相

聞
言

ふ
辭

の
畏

き
國

ぞ
。く

れ
な

ゐ〔
※「

く
れ

な
ゐ

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕の

色
に

な
出

で
そ

。念
ひ

死
ぬ

と
も

「
く

れ
な

ゐ
の

」の
解

説「
戀

愛
を

暗
示

す
る

習
慣

の
あ

つ
た

語〔
二

重
傍

線
緑

鉛
筆

〕だ
か

ら
、他

の
戀

愛
を

直
敍

す
る

語
と

叶
つ

て
、氣

分
的

に
効

果
が

あ
る

」の
上

に
赤

鉛
筆

で「
く

れ
な

ゐ
」と

書
込

み
。

大
伴

坂
上

郎
女

ノ
花

の
話

579
1

715
相

聞
は

ね
蔓

今
す

る
妹

を
夢

に
見

て
、心

の
中

に
戀

ひ
わ

た
る

か
も

「
は

ね
か

づ
ら

」の
見

出
し

で
、715、716、1112、2627を

記
載

。四
首

に
続

き「
即「

は
ね

蔓
今

す
る

妹
」と

い
ふ

様
な

形
に

な
っ

て
ゐ

る
。

純
粹

の
處

女
の

時
代

で
あ

つ
て

、手
の

觸
れ

ら
れ

な
い

事
を

意
味

す
る

物
忌

み
の

徴
の

も
の

で
あ

つ
た

ら
し

い
。」と

あ
る

。
大

伴
家

持

ノ
花

の
話

579
1

716
相

聞
は

ね
蔓

今
す

る
妹

は
な

か
り

し
を

、如
何

な
る

妹
ぞ

、許
多

戀
ひ

わ
た

る
、

「
ノ

オ
ト

花
の

話
・

詩
經

」
1・

715の
項

参
照

。
童

女
蔵

類
別

下
515

1
718赤

相
聞

思
は

ぬ
に

妹
が

笑
ひ

を
夢

に
見

て
心

の
う

ち
に

燃
え

つ
つ

ぞ
居

る
大

伴
家

持
ノ

集
抄

1
51

1
727

相
聞

萱
草

我
が

下
紐

に
着

け
た

れ
ど

、醜
の

醜
草

、言
に

し
あ

り
け

り
歌

に
続

き「
萱

草
ナ

ン
テ

、言
葉

ダ
ケ

デ
ア

ツ
タ

」〔
折

口『
國

文
口

譯
叢

書
萬

葉
集

』〕と
あ

る
。

大
伴

家
持

ノ
伊

勢
1

76
1

727
相

聞
萱

草
　

わ
が

下
紐

に
つ

け
た

れ
ど

醜
の

し
こ

草
こ

と
に

し
あ

り
け

り
。

「
ノ

オ
ト

伊
勢

物
語

一
」

1・
111の

項
参

照
。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

191
1

715
相

聞
春

日
山

霞
た

な
び

き
、心

ぐ
ゝ

照
れ

る
月

夜
に〔

※
心

ぐ
ゝ

」以
下

に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕、獨

り
か

も
寢

む
大

伴
坂

上
大

嬢

蔵
口

譯
1

216
1

715赤
相

聞
春

日
山

霞
た

な
び

き
、心

ぐ
ゝ

照
れ

る
月

夜
に

、獨
り

か
も

寢
む

。
大

伴
坂

上
大

嬢
蔵

短
歌

6
191

1
716

相
聞

月
夜

に
は

門
に

出
で

立
ち

、夕
占

と
ひ

、足
占

を
ぞ

せ
し

。行
か

ま
く

を
欲

り〔
※「

夕
占

」
「

足
占

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕

解
説

に「
夕

占
と

ひ
　

人
顔

の
朧

な
道

に
立

つ
て

、行
人

の
こ

と
ば

を
聞

い
て

す
る

の
が

、夕
占

。夕
占

に
よ

つ
て

神
の

意
志

を
問

ふ
（

略
）足

占
　

足
數

を
基

準
と

し
て

す
る

占
ひ〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
り

、そ
の

上
部

余
白

に
赤

鉛
筆

で「
夕

占
　

足
占

」と
書

込
み

。
大

伴
家

持

蔵
類

別
下

516
1

716緑
相

聞
月

夜
に

は
門

に
出

で
立

ち
夕

占
問

ひ
足

卜
を

ぞ
せ

し
行

か
ま

く
を

欲
り

大
伴

家
持

蔵
口

譯
1

216
1

716赤
相

聞
月

夜
に

は
門

に
出

で
立

ち
、夕

占
と

ひ
、足

占
を

ぞ
せ

し
。行

か
ま

く
を

欲
り

。
大

伴
家

持
蔵

短
歌

6
191

1
711緑

相
聞

夢
の

會
ひ

は
　

苦
し

か
り

け
り

。お
ど

ろ
き

て
、掻

き
探

れ
ど

も
、手

に
も

觸
れ

ね
ば

大
伴

家
持

蔵
口

譯
1

218
1

711赤
相

聞
夢

會
ひ

は
苦

し
か

り
け

り
。驚

き
て

、掻
き

探
れ

ど
も

、手
に

も
觸

れ
ね

ば
。

『
口

譯
叢

書
1

』12・
2911の

項
参

照
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

516
1

711赤
相

聞
夢

の
逢

は
苦

し
か

り
け

り
覺

き
て

か
き

探
れ

ど
も

手
に

も
觸

れ
ね

ば
大

伴
家

持
ノ

古
典

182
1

711
相

聞
夢

の
逢

ひ
く

る
し

か
り

け
り

お
ど

ろ
き

て
か

き
さ

ぐ
れ

ど
も

手
に

も
ふ

れ
ね

ば
、

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

191
1

712緑
相

聞
一

重
の

み
妹

が
結

ば
む

帶
を

す
ら

、三
重

結
ぶ

べ
く

　
我

が
身

は
な

り
ぬ

大
伴

家
持

蔵
口

譯
1

218
1

712赤
相

聞
一

重
の

み
妹

が
結

び
し

帶
を

す
ら

、三
重

結
ぶ

べ
く

、我
が

身
は

な
り

ぬ
。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

191
1

711緑
相

聞
夕

さ
ら

ば
、や

ど
あ

け
設

け
て

吾
待

た
む

。夢
に

逢
ひ

見
に

　
來

む
と

ふ
人

を
大

伴
家

持
蔵

口
譯

1
218

1
711赤

相
聞

夕
さ

ら
ば

、宿
あ

け
設

け
て

我
待

た
む

。夢
に

逢
ひ

見
に

來
む

と
ふ

人
を

。
『

口
譯

叢
書

1
』12・

2912の
項

参
照

。
大

伴
家

持
ノ

東
歌

11
1

711
相

聞
夕

さ
ら

ば
宿

あ
け

設
け

て
我

待
た

む
　

夢
に

逢
ひ

見
に

　
來

む
と

い
ふ

人
を

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

191
1

718緑
相

聞
戀

ひ
死

な
む

　
そ

れ
も

同
じ

ぞ
。何

せ
む

に
、人

目
、人

言
こ

ち
た

み
　

吾
が

せ
む

大
伴

家
持

蔵
口

譯
1

219
1

718赤
相

聞
戀

ひ
死

な
む

そ
れ

も
同

じ
ぞ

。何
せ

む
に

、人
目

、人
言

こ
ち

た
み

、吾
が

せ
む

。
大

伴
家

持
蔵

短
歌

6
191

1
751緑

相
聞

あ
ひ

見
て

は
　

幾
日

も
へ

ぬ
を

、こ
ゝ

だ
く

も
　

狂
ひ

に
狂

ひ
　

思
ほ

ゆ
る

か
も

大
伴

家
持

ノ
古

典
182

1
751

相
聞

相
見

て
は

幾
日

も
つ

ぬ
を

こ
こ

だ
く

も
狂

ひ
に

狂
ひ

お
も

ほ
ゆ

る
か

も
大

伴
家

持
蔵

短
歌

6
191

1
751緑

相
聞

夜
の

ほ
ど

ろ
、吾

が
出

で
ゝ

來
れ

ば
、吾

妹
子

が
思

へ
り

し
く

し
、〔

※「
吾

妹
子

」以
下

、緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕面
影

に
見

ゆ
解

説「
家

持
の

持
つ

て
ゐ

る
細

み
と

、前
代

の
歌

の
太

さ
と

が
兩

立
し

て
ゐ

る
歌

」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
口

譯
1

221
1

751赤
相

聞
夜

の
ほ

ど
ろ

、我
が

出
で

ゝ
來

れ
ば

、吾
妹

子
が

思
へ

り
し

く
し

、面
影

に
見

ゆ
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
2

579
1

751
相

聞
夜

之
穂

杼
呂

。吾
出

而
來

者
。吾

妹
子

之
。念

有
四

九
四

。面
影

二
三

湯
。

解
説

中「
夜

之
穂

杼
呂

」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
口

譯
1

221
1

755赤
相

聞
夜

の
ほ

ど
ろ

出
で

つ
ゝ

來
ら

く
、度

多
く

な
れ

ば
、我

が
胸

切
り

も
燒

く
が

如
し

。
大

伴
家

持
蔵

短
歌

6
191

1
767緑

相
聞

都
路

を
遠

み
や

、妹
が

、こ
の

頃
は

誓
ひ

て
寢

れ
ど

、〔
※「

こ
の

頃
〜

寢
れ

ど
、」に

緑
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕夢

に
見

え
來

ぬ
解

説「
自

分
の

魂
が

行
く

と
見

な
い

で
、妹

の
魂

が
來

る
と

い
ふ

處
に

注
意

」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
口

譯
1

221
1

767赤
相

聞
都

路
を

遠
み

や
、妹

が
、此

頃
は

誓
ひ

て
寢

れ
ど

、夢
に

見
え

來
ぬ

。
大

伴
家

持
蔵

口
譯

1
221

1
768赤

相
聞

今
し

ら
す

恭
仁

の
都

に
、妹

に
逢

は
ず

久
し

く
な

り
ぬ

。行
き

て
は

や
見

な
。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

191
1

769緑
相

聞
ひ

さ
か

た
の

　
雨

の
降

る
日

を
、た

ゞ
一

人
山

邊
に

を
れ

ば
、〔

※「
山

邊
に

を
れ

ば
、」に

緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕い
ぶ

せ
か

り
け

り
「

山
邊

に
を

れ
ば

」の
解

説
に「

恭
仁

の
都

は（
略

）狭
い

地
だ

か
ら

、家
持

の
假

り
家

な
ど

は
、山

近
く

建
つ

て
ゐ

た
の

だ
ら

う〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
口

譯
1

221
1

769赤
相

聞
ひ

さ
か

た
の

雨
の

降
る

日
を

、只
一

人
山

邊
に

を
れ

ば
、い

ぶ
せ

か
り

け
り

。
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
511

1
769赤

相
聞

ひ
さ

か
た

の
雨

の
降

る
日

を
た

だ
獨

り
山

邊
に

居
れ

ば
鬱

せ
か

り
け

り
大

伴
家

持
蔵

名
歌

6
21

1
771

相
聞

事
問

は
ぬ

木
す

ら
味

狭
藍

諸
茅

等
が

練
の

村
戸

に
あ

ざ
む

か
へ

り
本

書
は「

事
と

は
ぬ

は
物

云
は

ぬ
事

。第
三

四
句

は
昔

か
ら

解
し

難
い

句
と

し
て

誰
も

と
い

た
人

が
い

な
い

。／
歌

の
意

は
、物

を
い

は
な

い
木

で
も

云
云

に
あ

ざ
む

か
れ

た
、で

あ
る

か
ら

、人
間

の
自

分
が

、妹
の

偽
の

戀
を

真
と

思
つ

て
今

ま
で

あ
ざ

む
か

れ
て

居
た

の
も

無
理

の
な

い
事

で
あ

る
」と

解
説

。

大
伴

家
持

蔵
名

歌
6

1
771

相
聞

百
千

た
び

戀
ふ

と
い

ふ
と

も
諸

茅
等

が
練

の
言

葉
し

吾
は

た
の

ま
じ

本
書

は「
千

度
も

百
度

も
自

分
を

戀
し

く
思

ふ
と

云
つ

て
も

云
云（

第
三

四
句

）と
丁

度
同

じ
事

の
偽

を
決

し
て

自
分

は
頼

み
に

思
ふ

ま
い

」と
解

説
。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

191
1

775
相

聞
鶉

鳴
く

舊
り

に
し

鄕〔
※

こ
こ

ま
で

、緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕ゆ
念

へ
ど

も
、何

ぞ
も

　
妹

に
逢

ふ
よ

し
も

な
き

大
伴

家
持

蔵
口

譯
1

221
1

775赤
相

聞
鶉

鳴
く

古
り

に
し

里
ゆ

思
へ

ど
も

、何
ぞ

も
妹

に
逢

ふ
よ

し
も

な
き

。
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
517

1
775緑

相
聞

鶉
鳴

く
故

り
に

し
郷

ゆ
お

も
へ

ど
も

何
ぞ

も
妹

に
逢

ふ
緣

も
無

き
大

伴
家

持
ノ

伊
勢

1
92

1
775

相
聞

う
づ

ら
鳴

ふ
り

に
し

里
ゆ

お
も

へ
ど

も
何

ぞ
も

妹
に

逢
ふ

よ
し

も
な

き
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
517

1
777緑

相
聞

吾
妹

子
が

屋
戸

の
籬

を
見

に
行

か
ば

蓋
し

門
よ

り
返

し
な

む
か

も
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
518

1
778緑

相
聞

う
つ

た
へ

に
籬

の
姿

見
ま

く
欲

り
行

か
む

と
い

へ
や

君
を

見
に

こ
そ

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

518
1

779緑
相

聞
板

蓋
の

黒
木

の
屋

根
は

山
近

し
明

日
の

取
り

て
持

ち
參

り
來

む
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
518

1
781緑

相
聞

黒
樹

取
り

草
も

刈
り

つ
つ

仕
へ

め
ど

勤
し

き
汝

と
譽

め
む

と
も

あ
ら

じ
一

に
云

ふ
、仕

ふ
と

も
大

伴
家

持

蔵
類

別
下

518
1

781緑
相

聞
ぬ

ば
た

ま
の

昨
夜

は
還

し
つ

今
夜

さ
へ

吾
を

還
す

な
路

の
長

道
を

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

196
1

788
相

聞
う

ら
若

み
、花

咲
き

難
き

梅
を

栽
ゑ

て
、人

の
言

繁
み

、念
ひ

ぞ
　

吾
が

す
る

解
説

に「
未

通
女

を
犯

す
こ

と
を

、信
仰

的
に

嚴
に

忌
ん

で
ゐ

た
時

代
を

考
へ

ね
ば

訣
ら

な
い〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
大

伴
家

持
蔵

口
譯

1
227

1
789緑

・
赤

相
聞

心
ぐ

ゝ
思

ほ
ゆ

る
か

も
。春

霞
た

な
び

く
時

に
、言

の
通

へ
ば

。
大

伴
家

持

蔵
短

歌
6

212
5

859緑
雑

歌
春

さ
れ

ば
、吾

家
の

里
の

川
門

に
は

、鮎
子

さ
走

る
。君

待
ち

か
て

に〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕

作
者

未
詳

ノ
古

代
1

12
5

871
雑

歌
遠

つ
人

ま
つ

ら
さ

よ
ひ

め〔
※「

ま
つ

ら
さ

よ
ひ

め
」に

傍
点

〕つ
ま

戀
ひ

に
、領

巾
振

り
し

よ
り

負
へ

る
山

の
名

歌
に

続
き「（

憶
良

）」と
記

載
。。

（
大

伴
旅

人
）

ノ
古

代
1

12
5

871
雑

歌
海

原
の

沖
行

く
船

を
歸

れ
と

か
、領

巾
ふ

ら
し

け
む

。松
浦

佐
用

媛
。

（
山

上
憶

良
）

ノ
古

代
1

12
5

875
雑

歌
行

く
船

を
ふ

り
と

ゞ
み

か
ね

、い
か

ば
か

り
こ

ほ
し

く
あ

り
け

む
。松

浦
佐

用
媛

。
（

山
上

憶
良

）



─ （（（ ─

蔵
短

歌
6

215
5

881
雑

歌
あ

ま
さ

か
る

　
ひ

な
に

五
年

住
ま

ひ
つ

ゝ
、都

の
千

ぶ
り〔

※「
都

の
手

ぶ
り

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕　

忘
ら

え
に

け
り

「
手

ぶ
り

」の
解

説
に「

ふ
り

は
元

鎭
魂

に
關

す
る

語
。だ

か
ら

都
風

の
咒

術
の

歌
舞

を
言

ふ
こ

と
か

ら
、廣

く
都

風
の

し
ぐ

さ
に

な
つ

た
の

だ
ら

う〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

山
上

憶
良

ノ
古

代
1

12
5

881
雑

歌
國

遠
き

道
の

な
が

て
を

、お
ぼ

ほ
し

く
、戀

て
や

過
ぎ

な
む

。言
問

ひ
も

な
く

。
881-891は

、現
存

す
る

蔵
書

へ
の

書
入

れ
が

な
い

が
、表

記
の

一
致

か
ら

、出
典

は
折

口
信

夫『
國

文
口

譯
叢

書
萬

葉
集

』と
考

え
ら

れ
る

。
麻

田
陽

春

ノ
古

代
1

12
5

885
雑

歌
朝

霧
の

消
易

き
わ

が
身

、他
國

に
過

ぎ
が

て
ぬ

か
も

。親
の

目
を

欲
り

。
「

ノ
オ

ト
古

代
研

究
一

」
5・

881の
項

参
照

。
麻

田
陽

春
ノ

古
代

1
11

5
886

雑
歌

う
ち

ひ
さ

す
都

へ
の

ぼ
る

と
た

ら
ち

ね
の

母
が

手
離

れ
常

知
ら

ぬ
國

の
奥

處
を

百
重

山
越

え
て

過
ぎ

ゆ
き

何
時

し
か

も
都

を
見

む
と

思
ひ

つ
つ

語
ら

ひ
を

れ
ど

己
が

身
し

い
た

は
し

け
れ

ば
玉

桙
の

道
の

隈
み

に
、草

た
を

り
柴

う
ち

し
き

て
、と

こ
じ

も
の

う
ち

こ
い

ふ
し

て
思

ひ
つ

つ
歎

き
臥

せ
ら

く
國

に
あ

ら
ば

父
と

り
見

ま
し〔

※「
と

り
見

ま
し

」に
傍

点
〕家

に
あ

ら
ば

母
と

り
見

ま
し〔

※「
と

り
見

ま
し

」に
傍

点
〕世

の
中

は
か

く
の

み
な

ら
し

犬
じ

も
の

道
に

臥
し

て
や

命
す

ぎ
な

む

「
と

り
見

ま
し

」の
下

部
に「

看
護

」と
記

載
。「

ノ
オ

ト
古

代
研

究
一

」
5・

881の
項

参
照

。
山

上
憶

良

ノ
古

代
1

11
5

887
雑

歌
た

ら
ち

し
の

母
が

目
見

ず
て

、お
ほ

ほ
し

く
何

方
向

き
て

か
、あ

が
別

る
ら

む
。わ

が
齢

す
ぎ

な
む

「
ノ

オ
ト

古
代

研
究

一
」

5・
881の

項
参

照
。

山
上

憶
良

ノ
古

代
1

11
5

888
雑

歌
常

知
ら

ぬ
道

の
長

手
を

、く
れ

く
れ

と
如

何
に

行
か

む
。か

り
て

は
な

し
に〔

※「
ア

テ
ド

モ
ナ

シ
ニ

」と
右

に
記

載
〕。餉

は
な

し
に

。
「

ノ
オ

ト
古

代
研

究
一

」
5・

881の
項

参
照

。
山

上
憶

良

ノ
古

代
1

11
5

889
雑

歌
家

に
在

り
て

母
が

と
り

見
ば

、慰
む

る
心

あ
ら

ま
し

。死
な

ば
死

ぬ
と

も
。後

は
死

ぬ
と

も
。

「
ノ

オ
ト

古
代

研
究

一
」

5・
881の

項
参

照
。

山
上

憶
良

ノ
古

代
1

11
5

891
雑

歌
出

で
て

往
に

し
日

を
數

へ
つ

つ
、今

日
々

々
と

吾
を

待
た

す
ら

む
、父

母
ら

は
も

。母
が

悲
し

さ
。

「
ノ

オ
ト

古
代

研
究

一
」

5・
881の

項
参

照
。

山
上

憶
良

ノ
古

代
1

12
5

891
雑

歌
一

世
に

は
、再

見
え

ぬ
父

母
を

、お
き

て
や

、永
く

吾
が

別
れ

な
む

。相
別

れ
な

む
。

「
ノ

オ
ト

古
代

研
究

一
」

5・
881の

項
参

照
。

山
上

憶
良

蔵
類

別
下

195
6

917
雑

歌
や

す
み

し
し

　
わ

ご
大

王
の

　
常

宮
と

　
仕

へ
ま

つ
れ

る
　

雜
賀

野
ゆ

　
背

向
に

見
ゆ

る
　

奥
つ

島
　

清
き

渚
に

　
風

吹
け

ば
　

白
波

騒
ぎ

　
潮

干
れ

ば
　

玉
藻

苅
り

つ
つ

　
神

代
よ

り
　

然
ぞ

尊
き

　
玉

津
島

山〔
※

茶
イ

ン
ク

で
傍

線
〕

917、918の
題

詞
中「

紀
伊

國
」の

横
に「

聖
武

天
皇〔

茶
イ

ン
ク

〕」と
書

込
み

。
山

部
赤

人

蔵
類

別
下

195
6

918赤
雑

歌
奥

つ
島

荒
磯

の
玉

藻
潮

干
滿

ち
て

隱
ろ

ひ
ゆ

か
ば〔

※
傍

線
茶

イ
ン

ク
、「

隱
れ

ゆ
か

ば
」

と
書

込
み

〕思
ほ

え
む

か
も〔

※「
潮

干
滿

ち
て

」以
降

茶
イ

ン
ク

で
傍

点
〕

『
作

者
類

別
下

』
6・

917の
項

参
照

。余
白

に
茶

イ
ン

ク
で「「

思
ほ

え
む

か
も

」─
赤

人
的

ニ
清

淡
ノ

調
デ

ア
ル

ガ
、ナ

カ
ニ

情
感

ガ
漂

ツ
テ

ヰ
テ

佳
イ

歌
デ

ア
ル

。海
ノ

玉
藻

ニ
對

ス
ル

係
恋

ト
モ

云
フ

ベ
キ

モ
ノ

デ
…

…（
茂

吉
）」〔『

萬
葉

秀
歌

』〕と
書

込
み

。
山

部
赤

人

蔵
類

別
下

195
6

919赤
雑

歌
若

の
浦

に
潮

滿
ち

來
れ

ば
潟

を
無

み〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕葦

邊
を

さ
し

て
鶴

鳴
き

渡
る

左
注「

玉
津

島
」に

茶
イ

ン
ク

で
傍

線
。

山
部

赤
人

ノ
（

出
帆

）
519

6
919

雑
歌

葦
邊

を
さ

し
て

「
鶴

が
な

く
葦

邊
を

さ
し

て
飛

び
渡

る
」と

原
歌

を
改

変
。

山
部

赤
人

ノ
（

出
帆

）
511

6
919

雑
歌

-
本

歌
に

基
づ

く「
夕

方
に

な
る

と
、葦

邊
か

ら
鶴

が
群

が
り

な
が

ら
立

つ
て

い
つ

た
。葦

の
間

に
も

波
が

充
ち

て
き

た
の

だ
つ

た
。」の

記
述

。歌
の

引
用

は
な

い
。

山
部

赤
人

蔵
類

別
下

196
6

921赤
雑

歌
み

吉
野

の
象

山
の

際
の

木
末

に
は

幾
許

も
騒

ぐ
鳥

の
聲

か
も〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕
山

部
赤

人
ノ

古
代

2
22

6
921

雑
歌

み
吉

野
の

象
山

の
際

の
木

梢
に

は
、許

多
も

騒
ぐ

鳥
の

聲
か

も
歌

に
続

き「（
略

）此
歌

の
中

に
は

、深
い

暗
示

の
こ

も
つ

て
ゐ

る
氣

が
す

る
。見

事
、其

靈
を

捉
へ

た
歌

だ
」と

あ
る

。「
ノ

オ
ト

古
代

研
究

二
」

6・
925の

項
参

照
。

山
部

赤
人

蔵
類

別
下

196
6

925赤
雑

歌
ぬ

ば
た

ま
の

夜
の

深
け

ぬ
れ

ば
久

木
生

ふ
る

清
き

河
原〔

※
傍

線
茶

イ
ン

ク
〕に

千
鳥

數
鳴

く
山

部
赤

人

ノ
古

代
2

22
6

925
雑

歌
ぬ

ば
た

ま
の

夜
の

更
け

ゆ
け

ば
、楸

生
ふ

る
清

き
河

原
に

千
鳥

頻
鳴

く
921、925に

続
き「

前
ノ

歌
モ

、コ
ノ

歌
モ

、聽
覚

カ
ラ

自
然

ノ
核

心
ニ

迫
ラ

ウ
ト

シ
テ

ヰ
ル

。聽
覚

ニ
ヨ

ル
新

シ
イ

寫
生

ノ
方

法
ヲ

發
見

シ
テ

ヰ
ル

。」と
あ

る
。

山
部

赤
人

ノ
水のうへ

552
6

925
雑

歌
ぬ

ば
た

ま
の

夜
の

ふ
け

ゆ
け

ば
、「

楸
生

ふ
る

清
き

川
原

に
、」〔

※「
」赤

鉛
筆

〕千
鳥

し
ば

鳴
く

上
部

余
白

に「
魂

鎮
め〔

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。歌
に

続
き「

鳴
き

絶
え

ぬ
千

鳥
の

声
を

夜
牀

に
聽

き
な

が
ら

、晝
見

た「
楸

生
ふ

る
清

き
川

原
」を

瞑
想

し
て

ゐ
る

の
で

あ
る

。（
略

）魂
が

夜
に

な
る

と
晝

間
き

た
だ

け
の

道
を

フ
ル

サ
ト

の
方

へ
歸

つ
て

ゆ
く

。そ
れ

を
目

を
つ

ぶ
つ

て
、〈

晝
見

た
〉或

美
し

い
風

景
の

中
に

、止
め

る
。／

ソ
ノ

魂
ガ

自
分

ノ
家

ニ
歸

ツ
テ（

略
）自

分
ノ

俤
ガ

ソ
コ

ニ
立

チ
現

レ
ル

、ソ
レ

ハ
ヨ

ク
ナ

イ
コ

ト
ト

シ
タ

。／
─

タ
ブ

ー〔「
タ

ブ
ー〔

赤
鉛

筆
〕」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」と
あ

る
。

山
部

赤
人

蔵
古

義
2

95
6

918
雑

歌
稻

見
野

能
大

海
乃

原
笑

荒
妙

藤
井

乃
浦〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕爾
鮪

釣
等

海
人

船
散

動
『

古
義

2
』

1
･252の

項
参

照
。

山
部

赤
人

蔵
口

譯
1

297
6

911緑
雑

歌
明

石
潟

。潮
干

の
道

を
、明

日
よ

り
は

、し
た

笑
ま

し
け

む
。家

近
つ

け
ば

。
山

部
赤

人
蔵

類
別

下
198

6
911赤

雑
歌

玉
藻

苅
る

辛
荷

の
島

に
島

囘
す

る
鵜

に
し

も
あ

れ
や

家
念

は
ざ

ら
む

山
部

赤
人

蔵
口

譯
1

298
6

911緑
雑

歌
島

隱
り

我
が

漕
ぎ

來
れ

ば
、羨

し
か

も
。大

和
へ

上
る

。ま
熊

野
の

舟
。

山
部

赤
人

蔵
類

別
下

198
6

911赤
雑

歌
鳥

隱
り

吾
が

榜
ぎ

來
れ

ば
羨

し
か

も
大

和
へ

上
る

眞
熊

野
の

船
山

部
赤

人
蔵

口
譯

1
298

6
915緑

雑
歌

風
吹

け
ば

、波
か

立
た

む
と

、さ
も

ら
ひ

に
、都

多
の

細
江

に
浦

隱
り

を
り

。
評

釈「（
平

凡
な

事
件

を
、か

く
ま

で
人

の
胸

に
沁

ま
せ

る
こ

と
が

出
來

た
の

は
、赤

人
の

詩
人

と
し

て
の

價
値

を
語

つ
て

ゐ
る

。佳
作

。）」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

山
部

赤
人

蔵
類

別
下

198
6

915赤
雑

歌
風

吹
け

ば
浪

か
立

た
む

と
伺

候
に

都
多

の
細

江〔
※

傍
線

茶
イ

ン
ク

〕に
浦

隱
り

居
り〔

※
二

重
傍

線
赤

鉛
筆

〕
「

都
多

の
細

江
」に

つ
い

て
余

白
に「

※
姫

路
カ

ラ
西

南
　

津
田

、細
江

ノ
辺

リ
ナ

ラ
ン〔

茶
イ

ン
ク

〕」〔
茂

吉『
萬

葉
秀

歌
』〕と

書
込

み
。

山
部

赤
人

蔵
短

歌
6

216
6

965緑
雑

歌
凡

な
ら

ば
、か

も
か

く
も

せ
む

を
。畏

み
と

　
振

り
た

き
袖

を
忍

び
た

る
か

も〔
※「

振
り

た
き

」以
下

、緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕
児

島

蔵
短

歌
6

217
6

966緑
雑

歌
大

和
路

は
雲

隱
り

た
り

。然
れ

ど
も

、わ
が

振
る

袖
を〔

※「
わ

が
振

る
袖

を
」に

緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕、無
禮

し
と

思
ふ

な
左

注
中「「

袖
を

振
る

歌
」」に

緑
鉛

筆
で

二
重

傍
線

。
児

島

蔵
短

歌
6

217
6

967緑
雑

歌
大

和
路

の
吉

備
の

兒
島

を
過

ぎ
て

行
か

ば
、筑

紫
の

兒
島

念
ほ

え
む

か
も

大
伴

旅
人

蔵
口

譯
1

118
6

968赤
・

緑
雑

歌
健

男
と

思
へ

る
我

や
、み

づ
く

き
の

水
城

の
う

へ
に

、涙
の

ご
は

む
。

大
伴

旅
人

蔵
短

歌
6

217
6

968緑
雑

歌
健

ら
男

と
念

へ
る

吾
や

、み
づ

く
き

の
　

水
城

の
う

へ
に

、涙
の

ご
は

む
大

伴
旅

人
ノ

古
代

1
11

6
968

雑
歌

ま
す

ら
を

と
お

も
へ

る
吾

や
み

づ
く

き
の

水
城

の
上

に
涙

の
ご

は
む

大
伴

旅
人

ノ
大

和
路

516
6

979
雑

歌
吾

背
子

が
著

る
衣

薄
し

佐
保

風
は

い
た

く
な

吹
き

そ
家

に
至

る
ま

で
大

伴
坂

上
郎

女
ノ

古
典

181
6

991
雑

歌
月

立
ち

て
ま

だ
三

日
月

の
眉

根
か

き
け

な
が

く
戀

ひ
し

君
に

あ
へ

る
か

も
大

伴
坂

上
郎

女
蔵

短
歌

6
218

6
991緑

雑
歌

ふ
り

さ
け

て
若

月
見

れ
ば

、一
目

見
し

人
の

眉
引

き〔
※「

一
日

」以
下

、緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕念
ほ

ゆ
る

か
も

本
書

で
は

歌
番

号
を

995と
記

載
。題

詞
中「

初
月

の
歌

」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。解

説
に「

家
持

と
し

て
は

年
月

あ
る

物
で

、最
古

い
作〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
大

伴
家

持

蔵
類

別
下

511
6

991赤
雑

歌
振

仰
け

て
若

月
見

れ
ば

一
目

見
し

人
の

眉
引〔

※
傍

線
茶

イ
ン

ク
〕お

も
ほ

ゆ
る

か
も

茶
イ

ン
ク

で
、題

詞
中「

大
伴

宿
禰

家
持

」横
に「

十
六

才
頃

」、「
眉

引
」に

関
し

余
白

に「
黛

　
和

名
万

由
須

美
」〔

い
ず

れ
も

茂
吉『

萬
葉

秀
歌

』〕と
書

込
み

。
大

伴
家

持

ノ
古

典
181

6
991

雑
歌

ふ
り

さ
け

て
若

月
見

れ
ば

一
目

見
し

人
の

眉
引

お
も

ほ
ゆ

る
か

も
大

伴
家

持



─ （（7 ─

蔵
短

歌
6

219
6

995緑
雑

歌
か

く
し

つ
ゝ

遊
び

飲
み

こ
そ

。草
木

す
ら

、春
は

生
ひ

つ
ゝ

、秋
は

散
り

ぬ
る〔

※「
草

木
」

以
下

、緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕
解

説
に「

享
樂

的
な

中
に

、旅
人

の
讃

酒
歌

と
違

つ
た

純
日

本
的

な
も

の
が

あ
る

。〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

坂
上

郎
女

ノ
古

典
181

6
995

雑
歌

か
く

し
つ

ゝ
遊

び
飲

み
こ

そ
草

木
す

ら
春

は
生

ひ
つ

ゝ
、秋

は
散

り
ゆ

く
大

伴
坂

上
郎

女
随

（
若

菜
）

265
6

1119-
1121

雑
歌

─
「

輕
太

子
と

輕
大

郎
女

と
の

哀
切

な
情

史（
略

）そ
れ

が
い

く
つ

か
の

似
た

や
う

な
物

語
─

例
へ

ば
萬

葉
集

の
石

上
乙

麻
呂

の
流

離
の

歌
〔
※
6・
1019-23〕や

、中
臣

宅
守

と
狹

野
茅

上
娘

子
と

の
悲

戀
の

相
聞

の
や

う
な

も
の〔
※
15・
3723-3785〕─

に
次

か
ら

次
へ

と
姿

を
変

へ
な

が
ら

、ず
つ

と
平

安
朝

ま
で

賡
い

て
く

る
」と

あ
る

。

作
者

未
詳

蔵
短

歌
6

219
6

1117緑
雑

歌
今

造
る

恭
仁

の
都

は
、山

河
の

清
き

を
見

れ
ば

、宜
、領

ら
す

ら
し

解
説

中「
語

は
古

く
て

、感
覺

は
新

し
い

」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

随
散

歩
525

6
1112

雑
歌

一
松

、幾
代

可
歴

流
、吹

風
乃

、声
之

清
者

、年
深

香
聞

。
「

よ
き

風
流

人（
略

）と
て

決
し

て
松

そ
の

も
の

の
奥

深
い

気
持

を
理

解
し

て
は

居
な

い
の

だ
。た

だ
彼

等
の

中
の

或
る

者
は

、そ
の

松
の

高
貴

な
氣

息
に

よ
つ

て
お

の
づ

か
ら

人
生

の
高

み
に

引
き

上
げ

ら
れ

て
行

つ
た

や
う

で
あ

る
。一

松
、幾

代（
略

）。そ
の

一
人

で
あ

つ
た

市
原

王
は

何
気

な
く

か
う

詠
ん

で
」と

あ
る

。

市
原

王

蔵
類

別
下

511
6

1111
雑

歌
た

ま
き

は
る

壽
は

知
ら

ず
松

が
枝

を
結

ぶ
こ

こ
ろ

は
長

く
と

ぞ
念

ふ
題

詞
中「

活
道

岡
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。
大

伴
家

持
蔵

口
譯

1
111

6
1156赤

雑
歌

處
女

ら
が

績
麻

か
く

と
ふ

鹿
脊

の
山

、時
の

行
け

れ
ば

、都
と

な
り

ぬ
。

田
辺

福
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
67

7
1187赤

雑
歌

痛
足

河
河

浪
立

ち
ぬ

卷
目

の
齋

槻
が

嶽
に

雲
居

立
て

る
ら

し〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕

1187、1189の
題「

雲
を

詠
め

る
」の「

雲
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

67
7

1188赤
雑

歌
あ

し
ひ

き
の

山
河

の
瀨

の
響

る
な

へ
に

弓
月

が
嶽

に
雲

立
ち

渡
る

『
作

者
類

別
上

』
7・

1187の
項

参
照

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

67
7

1192
赤

・
青

雑
歌

鳴
る

神
の

音
の

み
聞

き
し

卷
向

の
檜

原
の

山〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕を

今
日

見
つ

る
か

も
1192-1191の

題「
山

を
詠

め
る

」の「
山

」に
赤

鉛
筆

で
囲

み
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

67
7

1191赤
雑

歌
三

諸
の

そ
の

山
並

に
子

等
が

手
を〔

※「
子

等
が

手
を

」に
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕巻
向

山
は

繼
の

よ
ろ

し
も〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕
『

作
者

類
別

上
』

7・
1192の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

67
7

1191青
雑

歌
我

が
衣

も
色

服
に

染
め

む
味

酒
三

室
の

山
は

黃
葉

し
に

け
り

『
作

者
類

別
上

』
7・

1192の
項

参
照

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

259
7

1196赤
雑

歌
昔

者
の

事
は

知
ら

ぬ
を

我
見

て
も

久
し

く
な

り
ぬ

天
の

香
具

山〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

511
7

1196
雑

歌
古

の
こ

と
は

知
ら

ぬ
を

我
見

て
も

久
し

く
な

り
ぬ

天
の

香
具

山
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
68

7
1111
青

・
赤

雑
歌

卷
向

の
痛

足
の

川〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕ゆ
往
く
水

の
絶

ゆ
る

こ
と

無
く

ま
た

反
り

見
む

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

68
7

1111赤
雑

歌
ぬ

ば
た

ま
の

夜
さ

り
來

れ
ば

ま
き

む
く

の
川

音〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕高

し
も

嵐
か

も
疾

き
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

259
7

1112赤
雑

歌
大

王
の

三
笠

の
山〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕の
帶

に
せ

る
細

谷
川

の
音

の
清

け
さ

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

511
7

1117
雑

歌
泊

瀬
川

白
木

綿
花

に
落

ち
た

ぎ
つ

瀬
を

さ
や

け
み

と
見

に
來

し
我

を
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
261

7
1119青

雑
歌

さ
檜

の
隈

檜
の

隈
川〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕の
瀬

を
早

み
君

が
手

取
ら

ば
緣

せ
言

は
む

か
も

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

511
7

1119
雑

歌
さ

檜
隈

、檜
隈

川
の

瀬
を

早
み

、君
が

手
取

ら
ば

、よ
せ

言
は

む
か

も
作

者
未

詳
ノ

花
の

話
579

7
1112

雑
歌

は
ね

蔓
今

す
る

妹
を

う
ら

若
み

、い
ざ

、率
川

の
音

の
さ

や
け

さ
「

ノ
オ

ト
花

の
話

・
詩

經
」

1・
715の

項
参

照
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

68
7

1118赤
雑

歌
い

に
し

へ
に

あ
り

け
む

人
も

吾
が

如
か

三
輪

の
檜

原〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕に

挿
頭

折
り

け
む

1118、1119の
題「

葉
を

詠
め

る
」中

の「
葉

」に
赤

鉛
筆

で
囲

み
。黒

鉛
筆

で
、そ

の
下

に「
三

輪
ノ

檜
原

ノ
ホ

ト
リ

ニ
住

メ
ル

女
ニ

男
ノ

与
ヘ

シ
歌

カ
？

」、1118歌
の

下
に「（

男
）」、1119歌

の
下

に「（
女

）」と
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

68
7

1119赤
雑

歌
往

く
川

の
過

ぎ
ゆ

く
人

の
手

折
ら

ね
ば

う
ら

ぶ
れ

立
て

り
三

輪
の

檜
原〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕は
『

作
者

類
別

上
』

7・
1118の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集

ノ
大

和
路

511
7

1119
雑

歌
ゆ

く
川

の
す

ぎ
に

し
人

の
手

折
ら

ね
ば

う
ら

ぶ
れ

立
て

り
三

輪
の

檜
原〔

＊「
檜

原
」に

囲
み

〕は
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

261
7

1125青
雑

歌
清

き
瀬

に
千

鳥
妻

喚
び

山
の

際
に

霞
立

つ
ら

む
甘

南
備

の
里〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
157

7
1129緑

雑
歌

琴
と

れ
ば

嘆
息

さ
き

だ
つ

。蓋
し

く
も

、琴
の

下
樋

に
、妻

や
こ

も
れ

る
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

261
7

1111赤
雑

歌
し

な
が

鳥〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕猪

名
野

を
來

れ
ば

有
間

山
夕

霧
立

ち
ぬ

宿
は

無
く

し
て

一
本

に
云

ふ
、猪

名
の

浦
廻

を
榜

ぎ
來

れ
ば〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕
古

集

ノ
七

部
集

221
7

1111
雑

歌
し

が
な

鳥
猪

名
野

を
來

れ
ば

有
馬

山
、夕

霧
立

ち
ぬ

宿
は

な
く

し
て

歌
に

続
き「

旅
情

が「
し

が
な

鳥
猪

名
野

を
來

れ
ば

」と
い

ふ
語

の
も

つ
侘

び
し

い
調

べ
の

中
に

存
し

、イ
メ

ー
ヂ

が
音

樂
に

よ
つ

て
表

は
さ

れ
て

を
る

」と
あ

る
。

古
集

蔵
類

別
上

261
7

1161赤
雑

歌
家

離
り

旅
に

し
在

れ
ば

秋
風

の
寒

き
暮

に
鴈

鳴
き

わ
た

る
古

集
蔵

類
別

上
265

7
1176赤

雑
歌

夏
麻

引
く

海
上

潟〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕の

沖
つ

州
に

鳥
は

す
だ

け
ど

君
は

音
も

せ
ず

黒
鉛

筆
で

、上
部

余
白

に「
□

□
」、歌

の
下

に「（
女

）」と
書

込
み

。
古

集
蔵

口
譯

1
166

7
1178赤

雑
歌

印
南

野
は

行
き

過
ぎ

ぬ
ら

し
。あ

ま
づ

た
ふ

日
笠

ノ
浦

に
波

立
て

り
、見

ゆ
。

古
集

蔵
口

譯
1

167
7

1181
雑

歌
鳥

じ
も

の
海

に
浮

き
ゐ

て
、沖

つ
波

騒
ぐ

を
き

け
ば

、あ
ま

た
悲

し
も

。
古

集
蔵

類
別

上
68

7
1187青

雑
歌

網
引

す
る

海
子

と
や

見
ら

む
飽

浦
の

清
き

荒
磯

を
見

に
來

し
吾

を
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

158
7

1228赤
雑

歌
か

ざ
は

や
の

三
保

の
浦

ま
を

11･1119の
余

白
へ

の
書

込
み

。『
口

譯
叢

書
1

』11・
1119の

項
参

照
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

117
7

1229茶
雑

歌
わ

が
舟

は
明

石
の

浦
に

榜
ぎ

は
て

む
沖

へ
な

放
り

さ
夜

更
け

に
け

り
1・

271の
余

白
へ

の
書

込
み

。『
作

者
類

別
上

』
1・

271の
項

参
照

。
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
68

7
1217青

雑
歌

大
穴

牟
遲〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

、横
に「

大
國

主
令

」と
書

込
み

〕少
御

神〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
、横

に「
少

名
毘

古
郡

」と
書

込
み

〕の
作

ら
し

し
妹

背
の

山〔
※

傍
線

青
鉛

筆
、横

に「
大

和
ハ

紀
伊

ト
ノ

境
ニ

ア
リ

」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

〕は
見

ら
く

し
よ

し
も

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

69
7

1218青
雑

歌
吾

妹
子

と
見

つ
つ

偲
ば

む
沖

つ
藻

の
花

咲〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕き

た
ら

ば
我

に
告

げ
こ

そ
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

69
7

1219青
雑

歌
君

が
た

め
浮

沼
の

池
の

菱
採

む
と

我
が

染
め

し
袖

ぬ
れ

に
た

る
か

も
歌

の
下

に「（
女

）」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。　『
口

譯
叢

書
5

』16・
1876の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
69

7
1251青

雑
歌

妹
が

た
め

管
の

實
採

り
に

行
き

し
吾

山
路

に
ま

ど
ひ

こ
の

日
暮

ら
し

つ
人

麻
呂

歌
集

蔵
牧

野
75

7
1251

雑
歌

妹
が

爲
め

菅
の

實
採

り
に

行
き

し
吾

山
路

に
惑

ど
ひ

此
の

日
暮

し
つ

「
カ

キ
ツ

バ
タ

一
家

言
」中

の「
か

き
つ

ば
た

」の
項

。解
説

に「
萬

葉
歌

の
眞

鳥
住

云
々

の
歌

中
に

在
る

菅
の

實
の

事（
略

）菅
の

字
が

用
ゐ

ら
れ

て
あ

つ
て

も
其

れ
は

決
し

て
ス

ゲ
其

物
で

は
無

く
て

其
的

物
は

正
に

ス
ヒ

カ
ヅ

ラ
科

の
落

葉
灌

木
な

る
ガ

マ
ズ

ミ
で

あ
る

、此
木

は
諸

州
何

處
に

も
普

通
に

見
ら

れ
神

社
の

藪
な

ど
に

も
少

な
く

な
い

、ス
ガ

の
實

は
ス

ミ
の

實
、卽

ち
ズ

ミ
の

實
で

あ
る（

略
）「

妹
が

爲
菅

の
實

採
り

に（
略

）」の
ス

ガ
の

實
も

亦
同

じ
く

ガ
マ

ズ
ミ

の
實

で
あ

つ
て（

略
）菅

の
實

の
菅

と
山

菅
の

菅
と

は
字

は
同

じ
で

も
物

は
異

つ
て

ゐ
る

が
、之

れ
を

混
同

し
て

ゐ
る

の
が

世
間

の
歌

學
者

で〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

11
7

1261赤
雑

歌
曉

と
夜

烏
鳴

け
ど

こ
の

峰〔
※

青
鉛

筆
で「

ヲ
カ

」と
書

込
み

〕の
木

末
の

上
は

い
ま

だ
靜

け
し

古
歌

集

蔵
ノ

オ
ト

177
7

1261
雑

歌
暁

に
夜

鴉
啼

け
ど

こ
の〔

※「
こ

の
」に

白
抜

き
傍

点
〕丘

の
木

末
の

う
へ

は
い

ま
だ

静
け

し
古

歌
集

蔵
類

別
上

69
7

1268赤
雑

歌
兒

等
が

手
を

巻
向

山
は

常
な

れ
ど

過
ぎ

に
し

人
に

行
き

纒
か

め
や

も〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
69

7
1269赤

雑
歌

卷
向

の
山

邊
と

よ
み

て
行

く
水

の
水

泡
の

ご
と

し
世

の
人

吾
は〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

69
7

1271青
雑

歌
遠

く
に

あ
り

て
雲

居
に

見
ゆ

る
妹

が
家

に
早

く
い

た
ら

む
歩

め
黑

駒
人

麻
呂

歌
集



─ （（8 ─

ノ
集

抄
2

61
7

1272
雑

歌
太

刀
の

し
り

鞘
に

入
野

に
葛

ひ
く

我
妹

、ま
袖

も
ち

、〈
我

に
〉著

せ
て

む
と

か
も

、夏
葛

ひ
く

も
。

歌
に

続
き「

納
野

ニ
葛

ヒ
ク

婦
ハ

己
ガ

夫
ニ

著
セ

テ
ム

ト
テ

カ
、兩

袖
モ

テ
引

ク
ラ

ム
、サ

テ
モ

ア
ハ

レ
ノ

婦
女

ヤ
。（

古
義

）」と
あ

る
。

本
ノ

ー
ト

は「
労

働
歌（

二
）」と

し
て

、1272-1277、1279、1281を
記

載
。

人
麻

呂
歌

集

ノ
集

抄
2

61
7

1271
雑

歌
住

吉
の

花
づ

ま
君

が
馬

乘
り

ご
ろ

も
、さ

ひ
づ

ら
ふ

漢
女

を
す

ゑ
て

、縫
へ

る
夜

ぞ
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
7・

1272の
項

参
照

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

71
7

1271青
雑

歌
住

吉
の

出
見

の
濱

の
柴

な
苅

り
そ

ね〔
※

青
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

〕未
通

女
等

が
赤

裳
の

裾
の

ぬ
れ

て
ゆ

か
む

見
む

人
麻

呂
歌

集

ノ
集

抄
2

61
7

1271
雑

歌
住

吉
の

出
見

の
濱

の
柴

な
刈

り
そ

ね
。處

女
ら

が
赤

裳
の

裾
の

、濡
れ

て
行

か
む

見
む

。
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
7・

1272の
項

参
照

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

71
7

1275
雑

歌
住

吉
の

小
田

を
刈

ら
す

子
奴

か
も

無
き〔

※
青

鉛
筆

で
閉

じ
カ

ギ
括

弧
〕奴

あ
れ

ど
妹

が
御

爲
と

、私
田

刈
る

ノ
集

抄
2

61
7

1275
雑

歌
住

吉
の

小
田

を
刈

ら
す

子
、奴

か
も

な
き

奴
あ

れ
ど

、妹
が

み
た

め
と

、私
田

刈
る

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

7・
1272の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集
ノ

集
抄

2
61

7
1276

雑
歌

池
の

べ
の

小
槻

が
も

と
の

篠
な

刈
り

そ
ね

。そ
れ

を
だ

に
、君

が
か

た
み

に
、見

つ
つ

偲
ば

む
。

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

7・
1272の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

71
7

1277
雑

歌
天

な
る

姫
菅

原
の

草
な

刈
り

そ
ね〔

※
青

鉛
筆

で
閉

じ
カ

ギ
括

弧
〕蜷

の
膓

か
黑

き
髪

に
芥

し
著

く
も

ノ
集

抄
2

61
7

1277
雑

歌
天

な
る

姫
す

が
原

の
草

な
刈

り
そ

ね
。み

な
の

わ
た

、か
黒

き
髪

に
、芥

し
つ

く
も

。
歌

に
続

き「
姫

。地
名

乎
。（

略
）シ

カ
菅

ヲ
カ

ル
コ

ト
ナ

カ
レ

、汝
ガ

ウ
ル

ハ
シ

キ
髪

ニ
芥

ノ
ツ

キ
テ

穢
レ

ム
ハ

サ
テ

モ
惜

シ
キ

コ
ト

ゾ
（

古
義

）」と
あ

る
。「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
7・

1272の
項

参
照

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

71
7

1278青
雑

歌
夏

影
の

房
の

下
に

衣
裁

つ
吾

妹〔
※

青
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

〕裏
設

け
て

吾
が

た
め

裁
た

ば
や

や
大

に
裁

て
人

麻
呂

歌
集

ノ
集

抄
2

61
7

1278
雑

歌
夏

影
の

房
の

下
に

衣
裁

つ
我

妹
心

設
け

て
我

が
た

め
に

裁
た

ば
や

や
大

に
裁

て
本

ノ
ー

ト
は「

労
働

歌（
一

）」と
し

て
1278、1285、1289、1292を

記
載

。
人

麻
呂

歌
集

ノ
集

抄
2

61
7

1279
雑

歌
あ

づ
さ

ゆ
み

引
津

の
邊

な
る

、莫
告

藻
の

花
。摘

む
ま

で
に

逢
は

ざ
ら

め
や

も
、莫

告
藻

の
花

。
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
7・

1272の
項

参
照

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

71
7

1281青
雑

歌
う

ち
日

さ
す

宮
路

を
行

く
に

吾
が

裳
は

破
れ

ぬ〔
※

青
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

〕玉
の

緒
の

念
ひ

萎
え

て
家

に
在

ら
ま

し
を

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

71
7

1281赤
雑

歌
君

が
た

め
手

力
疲

れ
織

り
た

る
衣

ぞ〔
※

青
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

〕春
さ

ら
ば

い
か

な
る

色
に

摺
り

て
ば

好
け

む
人

麻
呂

歌
集

ノ
集

抄
2

61
7

1281
雑

歌
君

が
た

め
手

力
疲

れ
織

り
た

る
衣

ぞ
。春

さ
ら

ば
、い

か
な

る
色

に
摺

り
て

ば
好

け
む

。
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
7・

1272の
項

参
照

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

71
7

1282青
雑

歌
橋

立
の

倉
椅

山〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕に

立
て

る
白

雲〔
※

青
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

〕見
ま

く
欲

り
我

が
す

る
な

へ
に

立
て

る
白

雲
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

71
7

1281青
雑

歌
橋

立
の

倉
椅

川〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕の

石
走

は
も〔

※
青

鉛
筆

で
閉

じ
カ

ギ
括

弧
〕壯

子
時

に
我

が
渡

り
た

る
石

走
は

も
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

187
7

1281
雑

歌
は

し
だ

て
の

椋
橋

川
の

石
の

橋
は

も
。榮

え
に

し
君

が
渡

し
〔ゝ

※
黒

鉛
筆

で「
榮

え
に

し
君

が
渡

し
ゝ

」を
削

除
し

、余
白

に「
壮

子
時

に
、我

の
渡

し
し

」と
書

込
み

〕石
の

橋
は

も
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

71
7

1285赤
雑

歌
春

日
す

ら
田

に
立

ち
疲

る
君

は
哀

し
も〔

※
青

鉛
筆

で
閉

じ
カ

ギ
括

弧
〕若

草
の
孋

無
き

君
が

田
に

立
ち

疲
る

人
麻

呂
歌

集

ノ
集

抄
2

61
7

1285
雑

歌
春

日
す

ら
田

に
立

ち
疲

る
君

は
悲

し
も

わ
か

ぐ
さ

の
妻

な
き

君
は

田
に

立
ち

疲
る

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

7・
1278の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
71

7
1287青

雑
歌

靑
角

髪〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕依

網
の

原〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕に

人
も

逢
は

ぬ
か

も〔
※

青
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

〕石
走

る〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕淡

海
県

縣
の

物
が

た
り

せ
む

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

71
7

1288赤
雑

歌
水

門
の

葦
の

末
葉

を
誰

か
手

折
り

し〔
※

青
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

〕吾
背

子
が

振
る

手
を

見
む

と
我

ぞ
手

折
り

し
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

71
7

1289青
雑

歌
垣

越
ゆ

る
犬

呼
び

越
せ

て
鳥

獵
す

る
君〔

※
青

鉛
筆

で
閉

じ
カ

ギ
括

弧
〕靑

山
と

し
げ

き
山

邊
に

馬
息

め
君

下
部

余
白

に「
女

ノ
比

喩
」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集

ノ
集

抄
2

61
7

1289
雑

歌
垣

越
ゆ

る
犬

呼
び

こ
せ

て
鳥

獵
す

る
君

靑
山

の
葉

茂
き

山
邊

、馬
休

め
、君

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

7・
1278の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
71

7
1291赤

雑
歌

海
の

底
沖

つ
珠

藻
の

名
告

藻
の

花〔
※

青
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

〕妹
と

吾
と

此
處

に
何

な
り

と
莫

告
藻

の
花

「
何

な
り

と
」に

つ
い

て「
し

あ
り

と〔
黒

鉛
筆

で
囲

み
〕」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集

ノ
集

抄
2

61
7

1292
雑

歌
江

林
に

宿
る

鹿
や

も
求

む
る

に
よ

き
白

栲
の

袖
ま

き
あ

げ
て

鹿
待

つ
わ

が
夫

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

7・
1278の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
71

7
1291青

雑
歌

朝
づ

く
日〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕向
ひ

の
山

に
月

立
て

り
見

ゆ
遠

妻
を

待
ち

た
る

人
し

見
つ

つ
偲

ば
む

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

268
7

1117青
譬

喩
歌

海
の

底
沈

く
白

玉〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕風

吹
き

て
海

は
荒

る
と

も
取

ら
ず

ば
止

ま
じ

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

269
7

1116赤
譬

喩
歌

冬
ご

も
り

春
の

大
野

を
燒

く
人

は
燒

き
足

ら
ぬ

か
も

吾
が

情
熾

く
余

白
に「

さ
ま

ざ
ま

に
思

ふ
こ

と
の

し
げ

き
心

も
野

の
草

の
如

く
な

れ
ば

な
り（

契
沖

）〔
黒

鉛
筆

〕」〔
引

用
元

は
佐

佐
木

信
綱『

萬
葉

集
選

釋
』か

〕と
書

込
み

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
1

198
7

1116緑
譬

喩
歌

冬
ご

も
り

春
の

大
野

を
燒

く
人

は
、燒

き
飽

か
ね

か
も

、我
が

心
燒

く
。

作
者

未
詳

蔵
（

牧
野

）
71

7
1111

譬
喩

歌
眞

鳥
住

卯
手

の
神

社
の

菅
の

實
を

衣
に

書
付

令
服

兒
欲

得
「

カ
キ

ツ
バ

タ
一

家
言

」中
の「

か
き

つ
ば

た
」の

項
。万

7
･1251「

牧
野

」の
項

参
照

。
作

者
未

詳
ノ

大
和

路
511

7
1151

譬
喩

歌
石

の
上

布
留

の
早

稲
田〔

※「
早

稲
田

」に
囲

み
〕の

穂
に

は
い

で
ず

、心
の

中
に

戀
ふ

る
こ

の
頃

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

515
7

1181
譬

喩
歌

明
日

香
川

、瀬
々

に
玉

藻〔
※「

玉
藻

」に
囲

み
〕は

生
ひ

た
れ

ど
、柵

あ
れ

ば
な

び
き

あ
は

な
く

に
。

作
者

未
詳

随
黒

髪
山

268
7

1119
挽

歌
秋

山
に

黃
葉

あ
は

れ
と

う
ら

ぶ
れ

て
入

り
に

し
妹

は
待

て
ど

来
ま

さ
ぬ

『
黒

髪
山

』
2・

218の
項

参
照

。
作

者
未

詳
随

古
墳

111
7

1119
挽

歌
秋

山
の

黃
葉

あ
は

れ
と

う
ら

ぶ
れ

て
入

り
に

し
妹

は
待

て
ど

来
ま

さ
ず

歌
に

続
き「

こ
れ

は
巻

七
の

雜
の

挽
歌

の
な

か
に

出
て

ゐ
る

作
者

不
詳

の
も

の（
略

）非
常

に
人

麻
呂

の
歌

と
似

て
ゐ

て（
略

）か
う

い
ふ

や
う

な
愛

す
る

者
の

死
に

対
す

る
思

想
が

、た
い

へ
ん

當
時

の
人

々
に

気
に

い
ら

れ
た

と
い

ふ
こ

と
が

分
か

る
」と

あ
る

。
作

者
未

詳

ノ
輕

の
里

558
7

1119
挽

歌
秋

山
の

黄
葉

あ
は

れ
と

う
ら

ぶ
れ

て
入

り
に

し
妹

は
待

て
ど

來
ま

さ
ず

歌
の

前
に「

死
者

は
ま

だ
、こ

の
世

の
延

長
の

や
う

に
し

て
暮

ら
し

て
ゐ

る
。─

そ
の

た
め

、死
者

と
一

し
よ

に
、古

墳
に

、死
者

の
日

常
生

活
の

品
々

を
入

れ
た

。（
略

）靈
魂

が
肉

体
か

ら
離

れ
切

つ
て

し
ま

ふ
ま

で
、死

者
は

、生
者

と
同

一
の

生
活

を
い

と
な

ん
で

ゐ
る

。／
─

墳
墓

は
、實

は
、死

者
が

冥
府

へ
ゆ

く
ま

で
の

住
居

。」と
あ

る
。

作
者

未
詳

ノ
輕

の
里

561
7

1119
挽

歌
秋

山
の

黄
葉

あ
は

れ
と

う
ら

ぶ
れ

て
入

り
に

し
妹

は
待

て
ど

き
ま

さ
ず

作
者

未
詳

ノ
集

抄
2

61
7

1119
挽

歌
秋

山
に

黄
葉

あ
は

れ
と

う
ら

ぶ
れ

て〔
＊「

う
ら

ぶ
れ

て
」に

傍
点

〕入
り

に
し

妹
は

待
て

ど
來

ま
さ

ぬ
歌

に
続

き「（
略

）女
の

死
た

る
を

山
に

は
ふ

り
た

る
を

、も
み

ぢ
を

賞
翫

て
入

り
し

、と
云

な
し

た
り

」と
あ

る
。「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
二

」
2・

218の
項

参
照

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
1

111
7

1112赤
挽

歌
わ

が
夫

子
を

い
づ

ち
行

か
め

と
辟

竹
の

そ
が

ひ
に

寢
し

く
今

し
悔

し
も

11・
1577の

余
白

へ
の

書
入

れ
。『

口
譯

叢
書

1
』11・

1577の
項

参
照

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
111

7
1115緑

挽
歌

た
ま

づ
さ

の
妹

は
玉

か
も

。あ
し

び
き

の
清

き
山

邊
に

撒
け

ば
、散

り
に

ぬ
る

。
作

者
未

詳
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ノ
輕

の
里

558
7

1115
挽

歌
た

ま
づ

さ
の

妹
は

珠
か

も
。あ

し
び

き
の

清
き

山
邊

に
撒

け
ば

、散
り

に
ぬ

る
。

歌
に

続
き「

死
生

觀
の

不
安

定
、／

ま
だ

ど
こ

か
に

ゐ
る

や
う

な
、─

山
に

さ
す

ら
つ

た
り

、何
か

し
て

ゐ
る

や
う

な
─

感
じ

で
、死

者
が

は
か

ら
お

も
ひ

出
さ

れ
る

。（
略

）死
者

へ
の

思
ひ

を
深

め
、そ

の
魂

を
し

づ
め

る
た

め
に

、死
者

を
美

化
し

て
歌

ふ
こ

と
を

考
へ

出
す

。
─

そ
こ

に
歌

が
あ

る
。」と

記
さ

れ
て

い
る

。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

115
8

1118青
春

雑
歌

石
激

る
垂

水〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕の

上
の

さ
蕨

の
萌

え
出

づ
る

春
に

な
り

に
け

る
か

も
志

貴
皇

子
ノ

古
典

181
8

1118
春

雑
歌

石
激

る
垂

水
の

上
の

早
蕨

の
萌

え
出

る
春

に
な

り
に

け
る

か
も

、
志

貴
皇

子
ノ

古
典

181
8

1121
春

雑
歌

春
山

の
岬

の
た

を
り

に
　

春
菜

つ
む

　
妹

が
白

紐
見

ら
く

し
好

し
も

尾
張

連
ノ

古
典

181
8

1122
春

雑
歌

う
ち

靡
く

春
來

る
ら

し
山

の
際

の
遠

き
木

末
の

咲
き

行
く

見
れ

ば
尾

張
連

蔵
類

別
下

199
8

1121赤
春

雑
歌

春
の

野
に

菫
採

み
に

と
來

し
吾

ぞ
野

を
な

つ
か

し
み〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕一
夜

宿
に

け
る

余
白

に「
※

全
体

ガ
ム

ヅ
カ

シ
ク

ナ
イ

。赤
人

的
ナ

清
朗

ナ
調

ベ
ノ

歌
デ

ア
ル

ガ
、菫

咲
ク

野
ニ

対
ス

ル
一

ツ
ノ

係
恋

ト
イ

ツ
タ

ヤ
ウ

ナ
情

調
ヲ

感
ジ

サ
セ

ル
歌

デ
ア

ル（
茂

吉
）〔

茶
イ

ン
ク

〕」〔『
萬

葉
秀

歌
』〕と

書
込

み
。

山
部

赤
人

ノ
古

代
2

22
8

1121
春

雑
歌

春
の

野
に

菫
摘

み
に

と
來

し
我

ぞ
、野

を
懐

し
み

、一
夜

寐
に

け
る

歌
に

続
き「

平
安

朝
ノ

文
學

ニ
於

ケ
ル

優
美

ハ
赤

人
ニ

始
マ

ル
ト

言
ツ

テ
ヨ

イ〔
傍

線
〕（

略
）赤

人
ノ

工
夫

シ
タ

優
美〔

二
重

傍
線

〕ハ
平

穩
ナ

生
活

ヲ
基

調
ト

シ
テ

、自
然

、人
事

ニ
輕

イ
交

渉
ヲ

ツ
ケ

テ
見

タ
モ

ノ
デ

、根
底

カ
ラ

心
ヲ

搖
リ

動
カ

ス
種

類
ノ

感
動

ヲ
避

ケ
ル

事
デ

ア
ツ

タ〔
傍

線
〕」と

あ
る

。

山
部

赤
人

蔵
類

別
下

199
8

1111赤
春

雑
歌

百
濟

野
の

萩
の

古
枝

に
春

待
つ

と
居

り
し

鶯
鳴

き
に

け
む

か
も

山
部

赤
人

ノ
古

典
177

8
1111

春
雑

歌
百

濟
野

の
萩

の
古

枝
に

春
待

つ
と

來
居

し
鶯

鳴
き

に
け

む
か

も〔
※「

鳴
き

に
」以

下
に

傍
点

〕
山

部
赤

人

ノ
古

代
2

22
8

1111
春

雑
歌

百
濟

野
の

萩
の

舊
枝

に
、春

待
つ

と
來

棲
し

鶯
、啼

き
に

け
む

か
も

歌
に

続
き「（

略
）來

棲
し〔

二
重

傍
線

〕ト
言

フ
ノ

ハ
、全

ク
ノ

空
想

デ
ア

ル
。優

美
ノ

爲〔
傍

線
〕ニ

立
テ

タ
趣

向（
略

）調
子

が
既

に
平

安
朝

ヲ
斜

聽
サ

セ
テ

ヰ
ル

」と
あ

る
。

山
部

赤
人

ノ
大

和
路

516
8

1112
春

雑
歌

吾
背

子
が

見
ら

む
佐

保
道

の
靑

柳
を

手
折

り
て

だ
に

も
見

む
よ

し
も

が
も

大
伴

坂
上

郎
女

ノ
古

典
177

8
1115

春
雑

歌
蝦

鳴
く

甘
南

備
河

に
陰

見
え

て
今

や
咲

く
ら

む
山

振
の

花
厚

見
王

ノ
古

典
177

8
1119

春
雑

歌
時

は
今

は
春

に
な

り
ぬ

と
み

雪
ふ

る
遠

き
山

邊
に

霞
棚

引
く

中
臣

武
良

自
蔵

短
歌

6
211

8
1111緑

春
雑

歌
う

ら
霧

ら
し

　
雪

は
降

り
つ

ゝ
。し

か
す

が
に

、吾
家

の
苑

に
、鶯

鳴
く

も
大

伴
家

持
ノ

古
典

181
8

1111
春

雑
歌

う
ち

き
ら

し
雪

は
ふ

り
つ

ゝ
し

か
す

が
に

わ
ぎ

へ
園

に
う

ぐ
ひ

す
な

く
も

、
大

伴
家

持
ノ

古
典

177
8

1111
春

雑
歌

霞
立

つ
野

の
上

の
方

に
行

き
し

か
ば

鶯
鳴

き
つ〔

※「
行

き
〜

鳴
き

つ
」に

傍
点

〕春
に

な
る

ら
し

丹
比

乙
麻

呂

ノ
古

典
177

8
1111

春
雑

歌
山

振
の

咲
き

た
る

野
邊

の
壺

菫
こ

の
春

の
雨

に〔
※「

こ
の

〜
雨

に
」に

白
抜

き
傍

点
〕盛

り
な

り
け

り
高

田
女

王

ノ
大

和
路

511
8

1111
春

雑
歌

山
ふ

き
の

咲
き

た
る

ぬ
べ

の
つ

ぼ
す

み
れ

こ
の

春
の

雨
に

盛
り

な
り

け
り

高
田

女
王

蔵
短

歌
6

211
8

1117緑
春

雑
歌

尋
常

に
聞

け
ば

　
苦

し
き

喚
子

鳥
。聲

懷
し

き
時

に
は

な
り

ぬ〔
※「

聲
」以

下
、緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕

大
伴

坂
上

郎
女

ノ
古

典
181

8
1118

春
雑

歌
わ

が
や

ど
に

蒔
き

し
瞿

麥
い

つ
し

か
も

花
に

咲
き

な
む

比
へ

つ
ゝ

み
む

大
伴

家
持

蔵
口

譯
1

126
8

1156緑
春

相
聞

此
花

の
一

瓣
の

中
に

、百
種

の
言

ぞ
籠

れ
る

。お
ほ

ろ
か

に
す

な
。

評
釈「（

廣
嗣

の
悲

劇
的

な
半

生
と

、悲
痛

な
性

格
を

思
ふ

と
此

歌
の

上
に

も
、强

い
力

が
沁

み
出

て
ゐ

る
の

を
覺

え
る

。（
傑

作
。）」に

緑
鉛

筆
で

傍
線

藤
原

広
嗣

蔵
（

類
別

下
）

519
8

1162-
1

春
相

聞
─

題
詞

に
付

さ
れ

た
割

注「（
此

ノ
和

歌
ノ

贈
歌

ハ
集

中
ニ

見
エ

ズ
贈

主
不

明
な

り
）」に

青
鉛

筆
で

二
重

、三
重

の
削

除
線

。

蔵
類

別
下

199
8

1171茶
春

雑
歌

戀
し

け
ば

形
見

に
せ

む
と

吾
が

屋
戸

に
植

ゑ
し

藤
浪

い
ま

咲
き

に
け

り
茶

イ
ン

ク
で

余
白

に「
×

秋
さ

ら
ば

見
つ

つ
偲

べ
と

妹
が

植
ゑ

し
屋

前
の

石
竹

咲
き

に
け

る
か

も
　

家
持〔
※
3・
464〕」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。『
作

者
類

別
下

』
1・

161の
項

参
照

。
山

部
赤

人

蔵
短

歌
6

212
8

1179緑
夏

雑
歌

こ
も

り
の

み
を

れ
ば

い
ぶ

せ
み

、慰
む

と
、出

で
立

ち
聞

け
ば

、來
鳴

く
蜩

題
詞

中「
晩

蟬
の

歌
」に

緑
鉛

筆
で

傍
線

。
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
519

8
1179緑

夏
雑

歌
隱

り
の

み
居

れ
ば

鬱
悒

み
慰

む
と

出
で

立
ち

聞
け

ば
來

鳴
く

晩
蟬

題
詞

中「
晩

蟬
」に

緑
鉛

筆
で

傍
線

。
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
521

8
1191赤

夏
雑

歌
夏

山
の

木
末

の
繁〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕に
ほ

と
と

ぎ
す

鳴
き

響
む

な
る

聲
の

遙
け

さ
余

白
に

茶
イ

ン
ク

で「
※

今
夜

の
お

ぼ
つ

か
な

き
に

霍
公

鳥
鳴

く
な

る
声

の
音

の
遙

け
さ（

巻
十

、読
人

不
知

）〔
※
10・
1952〕」〔

折
口

『『
國

文
口

譯
叢

書
萬

葉
集

』〕と
書

込
み

。
大

伴
家

持

蔵
口

譯
1

119
8

1515緑
秋

雑
歌

我
が

夫
子

を
、何

時
ぞ

、今
か

と
、待

つ
な

べ
に

、容
貌

は
見

え
む

。秋
の

風
吹

く
。

藤
原

宇
合

ノ
伊

勢
1

92
8

1558
秋

雑
歌

う
づ

ら
鳴

ふ
り

に
し

里
に

秋
は

ぎ
を

思
ふ

人
ど

ち
あ

ひ
み

つ
る

か
も

沙
弥

尼
等

蔵
類

別
下

511
8

1565緑
雑

歌
吾

が
屋

戸
の

一
む

ら
萩

を
念

ふ
兒

に
見

せ
ず

ほ
と

ほ
と

散
ら

し
つ

る
か

も
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
511

8
1615

秋
雑

歌
高

圓
の〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕野
邊

の
秋

萩
こ

の
頃

の
曉

露
に

咲
き

に
け

む
か

も
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
516

8
1629茶

秋
相

聞
ね

む
ご

ろ
に

　
物

を
念

へ
ば

　
言

は
む

術
　

爲
む

術
も

無
し

　
妹

と
吾

　
手

携
は

り
て

　
朝

に
は

　
庭

に
出

で
立

ち
　

夕
に

は
　

床
う

ち
拂

ひ
　

白
細

の
　

袖
さ

し
交

へ
て

　
さ

寢
し

夜
や

　
常

に
あ

り
け

る
　

あ
し

ひ
き

の
　

山
鳥

こ
そ

は
　

峯
向

に
　

嬬
問

す
と

云
へ

　
現

身
の

　
人

な
る

我
や

　
何

す
と

か
　

一
日

一
夜

も
　

離
り

居
て

　
嘆

き
戀

ふ
ら

む
　

此
念

へ
ば

　
胸

こ
そ

痛
め

　
其

故
に

　
情

和
ぐ

や
と

　
高

圓
の

　
山

に
も

野
に

も
　

う
ち

行
き

て
　

遊
び

往
け

ど
　

花
の

み
　

匂
ひ

て
あ

れ
ば

　
見

る
ご

と
に

　
ま

し
て

思
ほ

ゆ
　

い
か

に
し

て
　

忘
れ

む
も

の
ぞ

　
戀

と
ふ

も
の

を〔
※「

花
の

み
」以

下
茶

鉛
筆

で
傍

点
〕

1629、1611の
余

白
に「

※
コ

ノ
歌

ノ
如

キ
ハ

万
葉

ノ
恋

愛
詩

人
ガ

自
然

詩
人

ニ
ナ

ツ
テ

ユ
ク

道
筋

ヲ
ヨ

ク
語

ツ
テ

ヲ
ル

モ
ノ

ナ
リ〔

茶
イ

ン
ク

〕」と
書

込
み

。
大

伴
家

持

蔵
類

別
下

516
8

1611
秋

相
聞

高
圓

の
野

邊
の

容
花

お
も

か
げ

に
見

え
つ

つ
妹

は
忘

れ
か

ね
つ

も
『

作
者

類
別

下
』

8・
1629の

項
参

照
。

大
伴

家
持

ノ
大

和
路

511
8

1611
秋

相
聞

高
圓

の
野

邊
の

か
ほ

ば
な（

容
花

）お
も

か
げ

に
見

え
つ

つ
妹

は
忘

れ
か

ね
つ

も
大

伴
家

持
蔵

短
歌

6
211

8
1611緑

秋
相

聞
今

造
る

恭
仁

の
都

に
、秋

の
夜

の
長

き
に

　
獨

り
寢

る
が

苦
し

さ
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
519

8
1611緑

秋
相

聞
今

造
る

久
邇

の
京〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕に
秋

の
夜

の
長

き
に

獨
り

宿
る

が
苦

し
さ

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

211
8

1612緑
秋

相
聞

あ
し

び
き

の
　

山
邊

に
を

り
て

、秋
風

の
日

に
日

に
吹

け
ば

、妹
を

し
ぞ

念
ふ

解
説

中「
萬

葉
と

古
今

と
の

よ
い

部
分

を
繋

ぐ
も

の
で

あ
る

」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

519
8

1612緑
秋

相
聞

あ
し

ひ
き

の
山

邊
に

居
り

て
秋

風
の

日
に

日
に

吹
け

ば
妹

を
し

ぞ
念

ふ
大

伴
家

持
蔵

類
別

上
71

9
1687青

雑
歌

白
鳥

の〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕鷺

坂
山

の
松

蔭
に

宿
り

て
行

か
な

夜
も

深
け

行
く

を
題

詞
中「

鷺
坂

」の
横

に「（
山

城
）」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
71

9
1691青

雑
歌

高
島

の
阿

渡
河

波
は

騒
げ

ど
も

吾
は

家
思

ふ
宿

悲
し

み
1691、1691の

題
詞

の
横

に「（
近

江
海

ノ
西

岸
ニ

ア
リ

）〔
黒

鉛
筆

〕」と
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

71
9

1691青
雑

歌
旅

な
れ

ば
三

更〔
※

黒
鉛

筆
で

囲
み

〕を
指

し
て

照
る

月
の

高
島

山
に

隱
ら

く
惜

し
も

『
作

者
類

別
上

』
9・

1691の
項

参
照

。「
三

更
」に

つ
い

て「
夜

中（
地

名
？

）」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

71
9

1692青
雑

歌
吾

が
戀

ふ
る

妹
は

逢
は

さ
ず〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕玉
の

浦〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕に

衣
片

敷
き

一
人

か
も

寢
む

余
白

に「（
亡

き
妻

を
恋

し
ツ

ツ
ハ

ル
バ

ル
来

タ
ル

趣
ナ

リ
）」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

71
9

1691青
雑

歌
玉

匣
明

け
ま

く
惜

し
き

あ
た

ら
夜

を
袖

離
れ

て
一

人
か

も
寢

む
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

71
9

1691青
雑

歌
細

領
巾〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕の
鷺

坂
山

の
鷺

坂
山

の
白

躑
躅

吾
に

染
は

ね
妹

に
示

さ
む

題
詞

の
下

に「（
山

城
）」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集



─ （（0 ─

蔵
類

別
上

71
9

1695青
雑

歌
妹

が
門

入
り〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕泉
河

の
常

滑
に

み
雲

殘
れ

り
い

ま
だ

冬
か

も
題

詞
の

下
に「（

山
城

）」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

71
9

1696青
雑

歌
衣

手
の〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕名
木

の
河

邊
を

春
雨

に
吾

立
ち

沾
る

と
家

念
ふ

ら
む

か
1696-1698の

題
詞

の
下

に「（
山

城
）」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
71

9
1697青

雑
歌

家
人

の
使

な
る

ら
し

春
雨

の
避

く
れ

ど
吾

を
沾

ら
す

念
へ

ば
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

71
9

1698青
雑

歌
焱

り
干

す
人

も
あ

れ
や

も
家

人
の

春
雨

す
ら

を
間

使
に

す
る

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
71

9
1699赤

雑
歌

巨
椋

の
入

江
響

む
な

り
射

部
人

の〔
※「

射
部

人
の

」に
黒

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕伏
見

が
田

井
に

雁
渡

る
ら

し
題

詞
の

下
に「（

山
城

）」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

75
9

1711赤
雑

歌
さ

夜
中

と
夜

は
深

け
ぬ

ら
し

鴈
が

音
の

聞
ゆ

る
空

に
月

渡
る

見
ゆ

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
75

9
1711赤

雑
歌

う
ち

た
を

り
多

武
の

山
霧

し
げ

み
か

も
細

川
の

瀨
に

波
の

騒
げ

る
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

75
9

1717青
雑

歌
山

城
の

久
世

の〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕鷺

坂
神

代
よ

り〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕春

は
張〔

※
「

張
」を

黒
鉛

筆
で「

萠
」に

修
正

〕り
つ

つ
秋

は
散

り
け

り
題

詞
の

下
に「（

山
城

）」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

75
9

1718青
雑

歌
春

草
を

馬〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕昨

山
よ

越
え

來
な

る
鴈

の
使

は
宿

過
ぐ

な
り

題
詞

の
下

に「（
山

城
）」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
76

9
1719赤

雑
歌

御
食

向
ふ

南
淵

山〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕の

巖
に

は
落

り
し

は
だ

れ
か

消
え

殘
り

た
る

人
麻

呂
歌

集
ノ

大
和

路
512

9
1719

雑
歌

み
け

む
か

ふ
南

淵
山

の
巌

に
は

降
れ

る（
ち

り
し

）は
だ

れ
か

消
え

殘
り

た
る

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
22

9
1712
-11

雑
歌

─
1712、1711の

題
詞

の
上

に
赤

鉛
筆

で
丸

印
。

虫
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

28
9

1758
-59

雑
歌

─
1758、1759の

題
詞

の
上

に
赤

鉛
筆

で
丸

印
。

虫
麻

呂
歌

集

蔵
短

歌
5

61
9

1759赤
雑

歌
鷲

の
住

む
筑

波
の

山
の

　
裳

羽
服

津
の

そ
の

津
の

上
に

、率
ひ

て
、未

通
女

壯
士

の
　

往
き

集
ひ

、嬥
歌

ふ
嬥

歌
に

、他
妻

に
吾

も
交

ら
む

。吾
が

妻
に

他
も

言
問

へ
。こ

の
山

を
領

く
神

の
、昔

よ
り

禁
め

ぬ
行

事
ぞ

。今
日

の
み

は
、め

ぐ
し

も
な

見
そ

。言
も

咎
む

な
　

　
嬥

歌
は

東
の

俗
語

に
か

ゞ
ひ

と
曰

ふ

1759、1761の
上

部
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

歌
垣

」と
書

込
み

。「
嬥

歌
ふ

嬥
歌

」の
解

説
に「

市
の

信
仰

を
土

臺
と

し
て

言
へ

ば
、神

が
來

り
臨

ん
で

精
靈

を
押

し
鎭

め
て

村
を

祝
福

し
て

か
へ

る
。こ

の
傳

承
か

ら
交

易
も

開
け

、村
人

の
結

婚
法

も
規

定
さ

れ
て

來
た

の
で

あ
る

。
〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」。「

他
妻

も
吾

も
交

ら
む

」の
解

説
に「

神
事

の
夜

は
其

前
の

禁
忌

か
ら

解
放

さ
れ

る
の

で
あ

る
が

、か
く

配
偶

者
の

あ
る

も
の

も
、其

夜
は

結
婚

前
の

狀
態

に
か

へ
つ

た
訣

だ〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

虫
麻

呂
歌

集

蔵
短

歌
5

65
9

1761赤
雑

歌
男

の
神

に
雲

立
ち

登
り

　
時

雨
ふ

り
　

沾
れ

通
る

と
も

、吾
還

ら
め

や
『

短
歌

大
系

5
』

9・
1759の

項
参

照
。

虫
麻

呂
歌

集
ノ

大
和

路
512

9
1761

雑
歌

神
奈

備
山

に
…

…
秋

萩
の

妻
を

ま
か

む
と

、朝
月

夜
明

け
ま

く
惜

し
み

、あ
し

び
き

の
山

彦
と

よ
め

、喚
び

立
て

啼
く

も
。

人
麻

呂
歌

集
（

或
云

）
ノ

大
和

路
512

9
1762

雑
歌

明
日

の
夕

逢
は

ざ
ら

め
や

も
。あ

し
び

き
の

山
彦

と
よ

め
呼

び
立

て
哭

く
も

。
人

麻
呂

歌
集

（
或

云
）

蔵
類

別
上

77
9

1775赤
相

聞
泊

瀬
河〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕夕
渡

り
來

て
我

妹
子

が
家

の
金

門
に

近
づ

き
に

け
り

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
77

9
1782青

相
聞

雪
こ

そ
は

春
日

消
ゆ

ら
め

心
さ

へ
消

え
失

せ
た

れ
や

言
も

通
は

ぬ
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

77
9

1781青
相

聞
松

反
り

し
ひ

て
あ

れ
や

は
三

栗
の

中
上

り
來

ず
麻

呂
と

云
ふ

奴
歌

の
下

に
青

鉛
筆

で「
？

」と
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

ノ
大

和
路

511
9

1788
相

聞
布

留
山

ゆ
、た

だ
に

見
渡

す
都

に
ぞ

。い
も

ね
ず

戀
ふ

る
。遠

か
ら

な
く

に
。

笠
金

村
歌

集
蔵

類
別

上
78

9
1796赤

挽
歌

黃
葉

の
過

ぎ
に

し
子〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕等
と

携
は

り
遊

び
し

磯
を

見
れ

ば
悲

し
も

人
麻

呂
歌

集
蔵

歌
人

228
9

1796青
挽

歌
黃

葉
の

過
ぎ

に
し

子
等

と
携

は
り

遊
び

し
磯

を
見

れ
ば

悲
し

も
前

歌
群

と
の

境
に

茶
イ

ン
ク

で「
＊

」
6

個
を

書
入

れ
。上

部
余

白
に

1796-1799の
題

詞「
○

紀
伊

國
作

歌
四

首（
柿

本
朝

臣
人

麻
呂

之
歌

集
出（

巻
九

）」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。本

書
は

1796に
つ

い
て「

人
麻

呂
は

、紀
伊

の
國

に
は

少
く

と
も

二
囘

以
上

行
つ

て
ゐ

る
筈

で
あ

り
、そ

の
一

囘
は

妻
と

共
に

行
つ

た
の

で
あ

つ
た

。當
時

婦
人

が
か

や
う

な
紀

伊
の

國
な

ど
に

行
く

事
情

を
考

へ
る

と
、大

體
二

つ
の

場
合

が
有

る
。一

つ
は

夫
が

地
方

官
と

し
て

任
地

に
下

つ
た

場
合

に
、こ

れ
に

伴
ふ

こ
と

。今
一

つ
は

そ
の

妻
が

宮
廷

に
奉

仕
し

、行
幸

等
の

お
供

で
旅

行
し

た
と

見
る

の
で

あ
る

。天
武

天
皇

の
御

代
に

は
、夫

の
有

る
婦

人
で

も
志

有
る

者
は

、宮
廷

に
仕

へ
し

め
る

由
が

見
え

て
ゐ

る
。又

、伊
勢

の
御

幸
に

妻
が

お
供

を
し

て
居

り
、人

麻
呂

が
都

に
留

つ
て

ゐ
た

場
合

も
あ

る
の

で
、こ

の
妻

は
多

分
女

帝
に

ま
し

ま
し

た
持

統
天

皇
の

官
女

で
あ

ら
う

と
考

へ
ら

れ
る

の
で

あ
る〔

傍
線

茶
鉛

筆
〕」と

解
説

。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

78
9

1797赤
挽

歌
鹽

氣
立

つ
荒

磯
に

は
あ

れ
ど

行
く

水
の

過
ぎ

に
し〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕妹
が

形
見

と
ぞ

來
し

人
麻

呂
歌

集
蔵

歌
人

229
9

1797青
挽

歌
潮

氣
立

つ
荒

磯
に

は
あ

れ
ど

行
く

水
の

過
ぎ

に
し

妹
が

形
見

と
ぞ

來
し

『
歌

人
研

究
』

9・
1796の

項
参

照
。本

書
は

1797に
つ

い
て「「

行
く

水
の

」は
、過

ぎ
に

し
の

枕
詞

で
あ

る
が

、人
の

死
し

て
又

歸
ら

ざ
る

を
譬

へ
た

深
い

意
味

を
持

つ
て

ゐ
る

。〔
傍

線
青

鉛
筆

〕」と
解

説
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

78
9

1798赤
挽

歌
古

に
妹

と
吾

が
見

し
ぬ

ば
た

ま
の

黑
牛

潟〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕を

見
れ

ば
さ

ぶ
し

も
人

麻
呂

歌
集

蔵
歌

人
229

9
1798青

挽
歌

古
に

妹
と

我
が

見
し

烏
玉

の
黒

牛
潟

を
見

れ
ば

不
樂

し
も

『
歌

人
研

究
』

9・
1796の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
78

9
1799赤

挽
歌

玉
津

島〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕磯

の
浦

廻
の

眞
砂

に
も

染
ひ

て
行

か
な

妹
が

觸
り

け
む

人
麻

呂
歌

集
蔵

歌
人

211
9

1799青
挽

歌
玉

津
島

磯
の

浦
廻

の
眞

砂
に

も
に

ほ
ひ

て
行

か
な

妹
が

獨
り

け
む

『
歌

人
研

究
』

9・
1796の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集
ノ

東
歌

11
9

1811
挽

歌
屋

敷
内

の
麻

を
ば

引
い

て
乾

し
て

い
と

し
い

妻
が

作
つ

て
著

せ
た

下
袴

の
紐

さ
へ

も
解

い
て

寐
ず

一
重

廻
り

の
帯

を
ば

三
重

廻
り

に
結

ぶ
ほ

ど
痩

せ
る

ま
で

忙
し

く
苦

し
い

努
め

に
從

事
し

て
、さ

あ
、こ

れ
か

ら
は

國
へ

下
つ

て
い

つ
て

、両
親

を
も

い
と

し
い

人
を

も
見

よ
う

と
思

ひ
な

が
ら

や
つ

て
來

た
こ

の
人

は
東

の
國

の
恐

ろ
し

い
處

の
足

柄
の

神
の

ゐ
ら

れ
る

山
の

坂
道

で
か

う
し

て
倒

れ
て

、著
物

も
寒

さ
う

に
見

え
る

し
、髪

も
亂

れ
て

ゐ
る

が
、國

を
問

う
て

も
國

も
言

は
な

け
れ

ば
、家

を
問

う
て

も
家

も
言

は
ず

に
ゐ

る
が

、
こ

れ
も

達
者

な
男

の
元

氣
に

任
せ

て
、行

き
た

い
と

心
が

進
む

ま
ま

に
無

理
を

し
た

た
め

に
此

處
で

こ
ん

な
に

し
て

倒
れ

て
ゐ

る
の

だ

歌
は

折
口『

國
文

口
譯

叢
書

萬
葉

集
』の

口
訳

で
引

か
れ

て
い

る
。そ

れ
に

続
き

同
書

か
ら

評
釈「

こ
れ

は
都

の
宮

中
の

雜
仕

、或
は

九
州

の
防

人
等

に
召

さ
れ

た
者

が
、行

く
時

は
團

隊
と

な
つ

て
行

く
が

、歸
り

は（
略

）官
の

保
護

も
な

く
歸

る
の

で
、中

に
は

行
路

病
者

と
な

つ
て

死
ぬ

者
が

多
か

つ
た（

略
）死

ね
ば

穢
れ

が
あ

る
と

し
て

、い
よ

い
よ

打
舍

て
て

其
を

見
て

さ
へ

祓
を

し
た

位
で

あ
つ

た
。＊

集
中

に
此

類
の

歌
は

到
る

處
に

見
え

て
ゐ

る
」が

引
か

れ
て

い
る

。

田
辺

福
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

78
11

1812赤
春

雑
歌

ひ
さ

か
た

の
天

の
香

具
山〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕こ
の

ゆ
ふ

べ
霞

た
な

び
く

春
立

つ
ら

し
も

人
麻

呂
歌

集
ノ

大
和

路
529

11
1812

春
雑

歌
ひ

さ
か

た
の

天
の

香
具

山
こ

の
夕

霞
た

な
び

く
春

立
つ

ら
し

も
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

78
11

1811青
春

雑
歌

卷
向

の
檜

原
に

立
て

る
春

霞〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕鬱

に
し

思
は

ば
な

づ
み

來
め

や
も

〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

78
11

1811赤
春

雑
歌

古
の

人
の

植
ゑ

け
む

杉
が

枝
に

霞
棚

引
く

春
は

來
ぬ

ら
し

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
78

11
1815赤

春
雑

歌
子

等
が

手
を〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕卷
向

山〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕に

春
さ

れ
ば

木
の

葉
凌

ぎ
て

霞
た

な
び

く
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

78
11

1816赤
春

雑
歌

玉
か

ぎ
る〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕夕
さ

り
來

れ
ば

獵
人

の〔
※「

獵
人

の
」に

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕弓

月
が

嶽〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕に

霞
た

な
び

く
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

78
11

1817赤
春

雑
歌

今
朝

行
き

て
明

日
は

來
な

む
と

云
ひ

寢
し

に
朝

妻
山〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕に
霞

た
な

び
く

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
78

11
1818赤

春
雑

歌
子

等
が

名
に

懸
け

の
宜

し
き〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕朝
妻

の
片

山〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕ぎ

し
に

霞
た

な
び

く
余

白
に

黒
鉛

筆
で「

朝
妻

山
─

金
剛

山
ノ

麓
ニ

ア
リ

」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

ノ
大

和
路

511
11

1819
春

雑
歌

爲
メ

君
、山

田
之

澤
ニ

、惠
具

採
跡

、雪
消

之
水

爾
、裳

ノ
裾

所
沾

作
者

未
詳



─ （（（ ─

ノ
花

の
話

578
11

1865
春

雑
歌

打
ち

靡
き

春
さ

り
來

ら
し

、山
の

際
の

遠
き

木
末

の
咲

き
行

く
見

れ
ば

「
花

の
話〔

囲
み

〕（
櫻

の
花

）」の
見

出
し

で
記

さ
れ

た
も

の
。歌

に
前

後
し「

奈
良

朝
の

歌
は

櫻
の

花
を

賞
め

て
ゐ

な
い（

略
）花

を
観

賞
す

る
態

度
は

、支
那

の
詩

文
か

ら
教

へ
ら

れ
た（

略
）打

ち
靡

き（
略

）の
如

き
歌

も
あ

る
が

、此
は

花
を

讚
め

た
歌

で
は

な
い

」と
あ

る
。

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

515
11

1878
春

雑
歌

い
ま

行
き

て
聞

く
も

の
に

も
が

。明
日

香
川

。春
雨

ふ
り

て
た

き
づ

瀬
の

音
を

。
作

者
未

詳
ノ

大
和

路
511

11
1879

春
雑

歌
春

日
野

に
煙

立
つ

見
ゆ

少
女

ら
し

春
野

の
う

は
ぎ（

菟
芽

木
）採

み
て

煮
ら

し
も

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

79
11

1892
青

・
赤

春
相

聞
春

山
の

霧
に

惑
へ

る
う

ぐ
ひ

す〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕も

我
に

ま
さ

り
て

物
思

は
め

や
人

麻
呂

歌
集

ノ
大

和
路

511
11

1895
春

相
聞

春
去

レ
バ

、先
ヅ

三
枝

ノ
、幸

命
在

、後
ニ

モ
相

ム
、莫

戀
吾

妹
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

79
11

1896青
春

相
聞

春
さ

れ
ば

し
だ

り
柳

の〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕と

を
を

に
も

妹
が

心
に

乘
り

に
け

る
か

も〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕

人
麻

呂
歌

集

蔵
歌

人
268

11
1896青

春
相

聞
春

さ
れ

ば
し

だ
り

柳
の

と
を

ゝ
に

も
妹

が
心

に〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕乘

り
に

け
る

か
も〔

※
二

重
傍

線
青

鉛
筆

〕
本

書
は

1896に
つ

い
て「

心
に

乘
る

と
い

ふ
の

は
、心

の
對

象
と

な
る

事
、卽

、思
ふ

事
を

い
ふ（

略
）此

の
歌

で
は

自
分

が
愛

人
の

心
に

乘
つ

た
と

言
ふ

の
で

、愛
人

に
思

は
れ

る
や

う
に

な
つ

た
事

を
い

ふ
。（

略
）妹

が
心

に
乘

る
と〔

傍
線

青
鉛

筆
〕い

ふ
の

は
、氣

の
利

い
た

現
し

方
で

何
人

か
が

云
ひ

出
し

て
か

ら
他

の
人

が
こ

れ
を

眞
似

て
使

つ
て

ゐ
る

の
で

あ
ら

う
。集

中
多

く
の

例
が

あ
る

。（
略

）次
に

妹
が

心
の

乘
り

に
け

る
か

も
の

句
を

持
つ

て
ゐ

る
歌

を
掲

げ
て

置
く〔

青
鉛

筆
で

三
重

丸
印

〕」と
解

説
。そ

の
例

歌
と

し
て

、「
東

人
の

（
略

）〔
※
2・
100〕」「

宇
治

川
の

瀨
々

の
し

き
浪

し
く

し
く

に
妹

が
心

に
乘

り
に

け
る

か
も〔
※
11・
2427〕〔

青
鉛

筆
で

丸
印

〕」「
大

舟
に

葦
荷

か
り

つ
み〔
※
11・
2748〕」「

驛
路

に
引

舟
渡

し〔
※
11・
2749〕」「

漁
す

る〔
※
12・
3174〕」が

掲
載

。

人
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

65
11

1911赤
春

相
聞

わ
が

夫
子

に
我

が
戀

ふ
ら

く
は

、奥
山

の
馬

醉
木

の
花

の
、今

盛
り

な
り

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
68

11
1915赤

春
相

聞
我

が
夫

子
に

戀
ひ

て
術

な
み

、春
雨

の
降

る
わ

き
知

ら
に

、出
で

ゝ
來

し
か

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

71
11

1925赤
春

相
聞

朝
戸

出
の

君
が

姿
を

よ
く

見
ず

て
、長

き
春

日
を

戀
ひ

や
暮

さ
む

。
『

口
譯

叢
書

1
』12・

2811の
項

参
照

。
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
15

11
1

9
1

7
青

・
赤

夏
雑

歌
丈

夫
の

　
出

で
立

ち
向

ふ
　

故
郷

の
　

神
名

備
山〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕に
　

明
け

來
れ

ば
　

柘
の

小
枝

に
　

夕
さ

れ
ば

　
小

松
が

末
に

　
里

人
の

　
聞

き
戀

ふ
る

迄
　

山
彥

の
　

答
へ

す
る

ま
で

　
霍

公
鳥

　
妻

戀
す

ら
し

　
さ

夜
中

に
鳴

く

古
歌

集

蔵
類

別
上

15
11

1918赤
夏

雑
歌

旅
に

し
て

妻
戀

す
ら

し
ほ

と
と

ぎ
す

神
名

備
山〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕に
さ

夜
ふ

け
て

鳴
く

古
歌

集
蔵

類
別

下
521

11
1952茶

夏
雑

歌
今

夜
の

お
ぼ

つ
か

な
き

に
霍

公
鳥

鳴
く

な
る

声
の

音
の

遙
け

さ
1191の

余
白

へ
の

書
込

み
。『

作
者

類
別

下
』

8・
1191の

項
参

照
。

作
者

未
詳

ノ
伊

勢
抄

118
11

1966
夏

雑
歌

風
に

散
る

花
た

ち
ば

な
を

袖
に

う
け

て
君

お
は

せ
り

と
お

も
ひ

つ
る

か
も

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

82
11

1991赤
夏

相
聞

外
に

の
み

見
つ

ゝ
や

戀
ひ

む
。紅

の
末

摘
む

花
の

、色
に

出
で

ず
と

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

81
11

1995赤
夏

相
聞

水
無

月
の

地
さ

へ
裂

け
て

照
る

日
に

も
、我

が
袖

干
め

や
。君

に
逢

は
ず

し
て

。
作

者
未

詳
ノ

伊
勢

抄
126

11
2152

秋
雑

歌
こ

の
夕

べ
降

り
く

る
雨

は
彦

星
の

は
や

こ
ぐ

舟
の

櫂
の

ち
る

か
も

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

82
11

2191青
秋

雑
歌

さ
を

鹿
の

こ
こ

ろ
相

念
ふ〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕秋
萩〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕の
時

雨
の

零
る

に
散

ら
く

し
惜

し
も

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

82
11

2195青
秋

雑
歌

夕
さ

れ
ば

野
辺

の
秋

萩〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕う

ら
若

み
露

に
枯

れ
つ

つ
秋

待
ち

難
し

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
111

11
2111赤

秋
雑

歌
朝

顔
は

朝
露

負
ひ

て
咲

く
と

い
へ

ど
、夕

陰
に

こ
そ

咲
き

ま
さ

り
け

れ
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

112
11

2161赤
秋

雑
歌

庭
草

に
む

ら
雨

降
り

て
、蟋

蟀
の

鳴
く

聲
聞

け
ば

、秋
づ

き
に

け
る

。
作

者
未

詳
ノ

大
和

路
515

11
2162

秋
雑

歌
神

奈
備

の
山

下
と

よ
み

ゆ
く

水
に

か
は

づ〔
※「

か
は

づ
」に

囲
み

〕鳴
く

な
り

秋
と

云
は

む
と

や
作

者
未

詳

蔵
類

別
上

82
11

2178青
秋

雑
歌

妻
ご

も
る〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕矢
野

の
神

山〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕露

霜
に

に
ほ

ひ
そ

め
た

り
散

ら
ま

く
惜

し
も

「
矢

野
の

神
山

」に
つ

い
て「

伊
勢

ニ
ア

ル〔
黒

鉛
筆

〕」と
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

82
11

2179青
秋

雑
歌

朝
露

に
に

ほ
ひ

そ
め

た
る

秋
山

に
時

雨
な

零
り

そ
在

り
渡

る
が

ね〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕

「
在

り
渡

る
が

ね
」に

つ
い

て「
ド

ウ
ゾ

コ
ノ

マ
マ

デ
ア

リ
タ

イ
モ

ノ
デ

ア
ル

」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

ノ
大

和
路

511
11

2222
秋

雑
歌

夕
さ

れ
ば

か
は

づ
鳴

く
な

る
三

輪
川

の
清

き
瀬

の
音

…
…

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

81
11

2211青
秋

雑
歌

一
日

に
は

千
重

し
く

し
く

に
我

が
戀

ふ
る

妹
が

あ
た

り
に

時
雨

零
れ

見
む

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
81

11
2219青

秋
相

聞
秋

山
の〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕し
た

び〔
※

し
た

び
」に

黒
鉛

筆
で

囲
み

〕が
下

に
鳴

く
鳥

の
〔

※
冒

頭
か

ら
こ

こ
ま

で
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕聲
だ

に
聞

か
ば

な
に

か
嘆

か
む

「
し

た
び

」に
つ

い
て「

草
木

ノ
赤

キ
ヲ

イ
フ

」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

126
11

2219赤
秋

相
聞

秋
山

の
し

た
び

が
下

に
鳴

く
鳥

の
、聲

だ
に

聞
か

ば
、何

か
嘆

か
む

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

81
11

2211青
秋

相
聞

誰
ぞ

彼
と

我
を

な
問

ひ
そ

九
月

の
露

に
ぬ

れ
つ

つ
君

待
つ

吾
を

歌
の

下
に「（

女
）」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
81

11
2211青

秋
相

聞
秋

の
夜

の
霧

立
ち

わ
た

る〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕夙

夙
に〔

※
黒

鉛
筆

で
囲

み
〕夢

に
ぞ

見
つ

る
妹

が
す

が
た

を
「

夙
夙

に
」に

つ
い

て「
＝

お
ほ

ぼ
し

く
」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

81
11

2212青
秋

相
聞

秋
の

野
の
尾
花

が
末

の〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕生

ひ
靡

き
心

は
妹

に
依

り
に

け
る

か
も

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
81

11
2211青

秋
相

聞
秋

山
に

霜
ふ

り
覆

ひ
木

葉
散

り
歳〔

※
鉛

筆
で「

年
」に

修
正

〕は
行

く
と

も
我

れ
め

や
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

128
11

2216赤
秋

相
聞

秋
の

田
の

穂
の

上
に

置
け

る
白

露
の

、消
ぬ

べ
く

も
、我

は
思

ほ
ゆ

る
か

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

128
11

2219赤
秋

相
聞

鶴
が

音
の

聞
ゆ

る
田

居
に

庵
り

し
て

、我
旅

な
り

と
、妹

に
告

げ
こ

そ
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

129
11

2251赤
秋

相
聞

橘
の

守
り

部
の

里
の

門
田

早
稲

。刈
る

時
過

ぎ
ぬ

。來
じ

と
す

ら
し

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

111
11

2262赤
秋

相
聞

秋
萩

を
散

す
長

雨
の

降
る

頃
は

、獨
り

起
き

居
て

、戀
ふ

る
夜

ぞ
多

き
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

111
11

2261赤
秋

相
聞

蟋
蟀

の
待

ち
悦

べ
る

秋
の

夜
を

、寢
る

驗
な

し
。枕

と
我

は
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

111
11

2271赤
秋

相
聞

何
ご〔

※「
ご

」の
横

に
赤

鉛
筆

で「（
す

）」と
書

込
み

〕と
か

君
を

厭
は

む
。秋

萩
の

そ
の

初
花

は
、嬉

し
き

も
の

を
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

111
11

2281赤
秋

相
聞

萩
が

花
咲

け
る

を
見

れ
ば

、君
に

逢
は

ず
、誠

も
、久

に
な

り
に

け
る

か
な

。
作

者
未

詳
ノ

大
和

路
511

11
2289

秋
相

聞
藤

原
の

古
り

に
し

里
の

秋
萩

は
咲

き
て

散
り

に
き

君
待

ち
か

ね
て

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

81
11

2112赤
冬

雑
歌

我
が

袖
に

霰
た

ば
し

る〔
※

青
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

〕巻
き

隱
し

消
た

ず
て

あ
ら

む〔
※

青
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

〕妹
が

見
む

た
め

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

81
11

2111赤
冬

雑
歌

あ
し

ひ
き

の
山

か
も

高
き

卷
向

の〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕岸

の
子

松
に

み
雪

降
り

來
る

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
81

11
2111赤

冬
雑

歌
卷

向
の

檜
原〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕も
い

ま
だ

雲
居

ね
ば

子
松

が
末

ゆ
沫

雪
流

る
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

81
11

2115赤
冬

雑
歌

あ
し

ひ
き

の
山

道
も

知
ら

ず
白

橿
の

枝
も

と
を

を
に

雪
の

降
れ

れ
ば

或
は

云
ふ

、枝
も

た
わ

た
わ

人
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

111
11

2111赤
冬

雑
歌

八
田

の
野

の
淺

茅
色

づ
く

。愛
發

山
、峰

の
泡

雪
、寒

く
降

る
ら

し
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

81
11

2111青
冬

相
聞

零
る

雪
の

空
に〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕消
ぬ

べ
く

戀
ふ

れ
ど

も
逢

ふ
よ

し
な

く
て

月
ぞ

經
に

た
る

人
麻

呂
歌

集



─ （（（ ─

蔵
類

別
上

81
11

2111青
冬

相
聞

沫
雪

は
千

重
に

零
り

敷
け

戀
し

く
の

日
長

き
我

は〔
※「

戀
し

く
」〜

黒
鉛

筆
で

囲
み

〕見
つ

つ
偲

ば
む

人
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

115
11

2116赤
冬

相
聞

甚
も

夜
更

け
て

な
行

き
。道

の
邊

の
齋

笹
が

上
に

、霜
の

降
る

夜
を

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
115

11
2119赤

冬
相

聞
吉

隱
の

野
木

に
降

り
蔽

ふ
白

雪
の

、い
ち

じ
ろ

く
し

も
戀

ひ
む

、わ
れ

か
も

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
116

11
2111赤

冬
相

聞
思

ひ
出

づ
る

時
は

、術
な

み
、豊

國
の

由
布

山
雪

の
、消

ぬ
べ

く
思

ほ
ゆ

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
117

11
2111赤

冬
相

聞
海

人
小

舟
泊

瀨
の

山
に

降
る

雪
の

、日
長

く
戀

ひ
し

君
が

音
ぞ

す
る

。
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
81

11
2151赤

相
聞・旋

頭
歌

新
室

の
壁

草
苅

り
に

坐
し

給
は

ね
草

の
如

依
り

合
ふ

未
通

女
は

君
が

ま
に

ま
に

2151
ー

2162の
見

出
し「

旋
頭

歌
」に

青
鉛

筆
で

囲
み

。
人

麻
呂

歌
集

ノ
國

文
学

12
11

2151
相

聞・旋
頭

歌
新

室
の

壁
草

刈
り

に
い

ま
し

給
は

ね
。草

の
ご

と
よ

り
あ

ふ
處

女
は

君
が

ま
に

ま
に

。
歌

に
続

き「
＊

室
ほ

ぎ
の

正
客

に
舞

媛（
マ

ヒ
ヒ

メ
）の

身
を

任
せ

る
」と

あ
る

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

81
11

2152赤
相

聞・旋
頭

歌
新

室
を

踏
み

鎮
む

子
し

手
玉

鳴
ら

す
も

玉
の

如
照

り
た

る
君

を
内

へ
と

白
せ

『
作

者
類

別
上

』11・
2151の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集
ノ

國
文

学
12

11
2152

相
聞・旋

頭
歌

新
室

を
踏

み
し

づ
む

る
子

が
手

玉
鳴

ら
す

も
。玉

の
ご

と
照

り
た

る
君

を
内

に
と

ま
を

せ
。

歌
に

続
き「

＊
寝

室
の

室
ほ

ぎ
に

招
い

た
正

客
─

家
々

を
訪

ね
た

神
の

俤
が

見
え

る
で

は
な

い
か

」と
あ

る
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

81
11

2151赤
相

聞・旋
頭

歌
長

谷
の

五
百

槻
が

下
に〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕吾
が

隱
せ

る
妻

茜
さ

し
照

れ
る

月
夜

に
人

見
て

む
か

も
一

に
云

ふ
、人

見
つ

ら
む

か
『

作
者

類
別

上
』11・

2151の
項

参
照

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

81
11

2151赤
相

聞・旋
頭

歌
健

男
の

念
ひ

亂
れ

て
隱

せ
る

そ
の

妻
天

地
に

徹
り

照
る

と
も

顯
れ

め
や

も
一

に
云

ふ
、丈

夫
の

思
ひ

健
び

て
『

作
者

類
別

上
』11・

2151の
項

参
照

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

81
11

2155赤
相

聞・旋
頭

歌
め

ぐ
し

し
と

吾
が

念
ふ

妹
は

早
も

死
ね

や
も

生
り

と
も

吾
に

依
る

べ
し

と
人

の
言

は
な

く
に

『
作

者
類

別
上

』11・
2151の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

85
11

2157赤
相

聞・旋
頭

歌
朝

戸
出

の
君

が
足

結
を

潤
す

露
原

早
く

起
き

出
で

つ
つ

吾
も

裳
裾

潤
ら

さ
な

『
作

者
類

別
上

』11・
2151の

項
参

照
。歌

の
下

に「（
女

）」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

85
11

2168赤
相

聞
・

正
述

垂
乳

根
の

母
が

手
放

れ
斯

く
ば

か
り

術
な

き
事

は
い

ま
だ

爲
な

く
に

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
152

11
2168赤

相
聞

・
正

述
垂

乳
根

の
母

が
手

離
り

、か
く

許
り

す
べ

な
き

こ
と

は
、い

ま
だ

せ
な

く
に

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

85
11

2169赤
相

聞
・

正
述

人
の

寢
る

味
宿

は
寢

ず
て

愛
し

き
や

し
君

が
目

す
ら

を
欲

り
て

嘆
く

も
或

本
の

歌
に

云
ふ

、君
を

思
ふ

に
明

け
に

け
る

か
も

人
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

152
11

2169赤
相

聞
・

正
述

人
の

寢
る

熟
寢

は
寢

ず
て

、は
し

き
や

し
君

が
面

す
ら

を
、欲

り
し

嘆
く

も
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
152

11
2171赤

相
聞

・
正

述
戀

ひ
死

な
ば

、戀
ひ

も
死

ね
と

や
。玉

桙
の

道
行

く
人

の〔
※

傍
線

茶
イ

ン
ク

〕、言
も

告
げ

な
く

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

85
11

2171赤
相

聞
・

正
述

何
時

は
し

も
戀

ひ
ぬ

時
と

は
あ

ら
ね

ど
も

夕
片

設
け

て
戀

は
術

無
し〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

152
11

2171黒
相

聞
・

正
述

い
つ

と
は

も
戀

ひ
ぬ

時
と

は
あ

ら
ね

ど
も

、夕
方

ま
け

て
戀

ひ
は

、術
な

し
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
86

11
2175赤

相
聞

・
正

述
吾

ゆ
後

生
れ

む
人

は
吾

が
如

く
戀

す
る

道
に

あ
ひ

こ
す

な
勤

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
151

11
2175赤

相
聞

・
正

述
我

ゆ
後

、生
れ

む
人

は
、我

が
如

く
戀

ひ
す

る
道

に
會

ひ
こ

す
な〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕。ゆ
め

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

151
11

2178
相

聞
・

正
述

よ
し

ゑ
や

し〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕、來

ま
さ

ぬ
君

を
何

せ
む

に
、飽

か
ず

て
わ

れ
は

、戀
ひ

つ
ゝ

を
ら

む
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

151
11

2181赤
相

聞
・

正
述

は
し

き
や

し
誰

が
障

れ
か

も
、玉

桙
の

道
に

忘
れ

て
、君

は
來

ま
さ

ぬ
。〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

86
11

2182赤
相

聞
・

正
述

う
ち

日
さ

す
宮

道
を

人
は

滿
ち

行
け

ど
吾

が
念

ふ
公

は
た

だ
一

人
の

み
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

86
11

2186赤
相

聞
・

正
述

石
す

ら
行

き
通

る
べ

き
健

男
も

戀
と

ふ
事

は
後

悔
い

に
け

り
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

151
11

2186赤
相

聞
・

正
述

巖
す

ら
ゆ

き
徹

す
べ

き
健

男
も

、戀
と

ふ
こ

と
は

後
悔

い
に

け
り

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

155
11

2189赤
相

聞
・

正
述

ぬ
ば

玉
の

此
夜

な
明

け
そ

。あ
か

ら
ひ

く
朝

行
く

君
を

、や
れ

ば
苦

し
も

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

155
11

2191赤
相

聞
・

正
述

た
ま

さ
か

に
昨

日
の

夕
見

し
も

の
を

。今
日

の
朝

に
、戀

ふ
べ

き
も

の
か

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

156
11

2191
相

聞
・

正
述

玉
桙

の
道

行
か

ず
し

て
あ

ら
ま

せ
ば

、懇
ろ〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕、か
ゝ

る
戀

に
は

遇
は

じ
。

「
懇

ろ
」に

つ
い

て
上

部
余

白
に「

真
心

ヲ
以

テ
、」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
87

11
2191赤

相
聞

・
正

述
朝

影
に

吾
が

身
は

な
り

ぬ
玉

耀
る

ほ
の

か
に

見
え

て
去

に
し

子
故

に
12･1185に

重
出

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

156
11

2191赤
相

聞
・

正
述

朝
影

に
我

が
身

は
な

り
ぬ

。玉
か

ぎ
る

仄
か

に
見

え
て

去
に

し
子

故
に

。〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

87
11

2195赤
相

聞
・

正
述

行
け

ど
行

け
ど

逢
は

ぬ
妹

ゆ
ゑ

ひ
さ

か
た

の
天

の
露

霜
に

ぬ
れ

に
け

る
か

も
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

156
11

2195赤
相

聞
・

正
述

行
け

ど
＼

／
逢

は
ぬ

妹
故

、久
方

の
天

の
露

霜
に

、濡
れ

に
け

る
か

も
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
87

11
2199赤

相
聞

・
正

述
朱

ら
ひ

く
膚

も
觸

れ
ず

て
寢

た
れ

ど
も

心
を

異
し

く
我

が
念

は
な

く
に

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
157

11
2199赤

相
聞

・
正

述
あ

か
ら

引
く

肌
も

觸
れ

ず
と〔

※「
と

」の
横

に
赤

鉛
筆

で「
と

」と
書

込
み

〕、寐
た

れ
ど

も
、心

異
に

し
も

、我
が

思
は

な
く

に
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

87
11

2111赤
相

聞
・

正
述

戀
ひ

死
な

ば
戀

ひ
も

死
ね

と
や

我
妹

子
が

吾
家

の
門

を
過

ぎ
て

行
く

ら
む

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
157

11
2111赤

相
聞

・
正

述
戀

ひ
死

な
ば

戀
ひ

も
死

ね
と

や
、吾

妹
子

が
、吾

家
の

門
を

過
ぎ

て
行

く
ら

む
。〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

157
11

2112
相

聞
・

正
述

妹
が

あ
た

り
遠

く
し〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕見
れ

ば
、あ

や
し

く
も

我
は

ぞ
戀

ふ
る

。逢
ふ

よ
し

を
な

み
。

蔵
類

別
上

88
11

2111赤
相

聞
・

正
述

戀
ふ

る
こ

と
慰

め
か

ね
て

出
で

行
け

ば
山

も
川

を
も

知
ら

ず
來

に
け

り
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

88
11

2115
相

聞
・

寄
物

處
女

等
を

袖
布

留
山〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕の
瑞

垣
の

久
し

き
時

ゆ
念

ひ
來

つ
吾

は
人

麻
呂

歌
集

ノ
大

和
路

511
11

2115
相

聞
・

寄
物

を
と

め
ら

が
袖

ふ
る

山
の

瑞
垣

の
。久

し
き

時
ゆ

思
ひ

き
わ

れ
は

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

88
11

2117
相

聞
・

寄
物

石
上

布
留〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕の
神

杉
神

さ
び

て
戀

を
も

我
は

更
に

す
る

か
も

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
161

11
2119

相
聞

・
寄

物
天

地
と

い
ふ

名
の

絶
え

て
あ

ら
ば

こ
そ

、汝
と

、我
と

逢
ふ

こ
と

や
ま

め
。〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

161
11

2121赤
相

聞
・

寄
物

月
見

れ
ば

、國
は

同
じ

く
、山

へ〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
、横

に「
隔

」と
赤

鉛
筆

で
書

込
み

〕な
り

、愛
は

し
妹

が
へ

な
り

た
る

か
も

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

89
11

2121赤
相

聞
・

寄
物

來
る

路〔
※

傍
線

青
鉛

筆
、黒

鉛
筆

で
囲

み
〕は

石
踏

む
山

の
無

く
も

が
も

吾
が

待
つ

君
が

馬
躓

く
に〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕
「

来
る

路
」に

つ
い

て「
木

幡
路

」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

161
11

2122
相

聞
・

寄
物

石
根

踏
み

重
る

山
は

あ
ら

ね
ど

も
、逢

は
ぬ

日
ま

ね
み

、〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕戀

ひ
渡

る
か

も
。

「
ま

ね
み

」に
つ

い
て

上
部

余
白

に「
多

し
、数

多
、〔

黒
鉛

筆
〕」と

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

89
11

2125赤
相

聞
・

寄
物

山
科

の
木

幡
の

山〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕を

馬
は

あ
れ

ど
歩

ゆ
吾

が
來

し
汝

を
念

ひ
か

ね
人

麻
呂

歌
集
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蔵
口

譯
1

161
11

2125
相

聞
・

寄
物

山
科

の
木

幡
の

山
を

、馬
は

あ
れ

ど
、徒

歩
よ

り〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕、我

が
來

。汝
思

ひ
か

ね
て

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

162
11

2126
相

聞
・

寄
物

遠
山

に
霞

棚
引

き
彌

遠
に〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕、妹
が

面
見

ず
て

、我
が

戀
ふ

ら
く

も
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

歌
人

269
11

2127青
相

聞
・

寄
物

宇
治

川
の

瀨
々

の
し

き
浪

し
く

し
く

に
妹

が
心

に
乘

り
に

け
る

か
も

『
歌

人
研

究
』

9・
1796の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
162

11
2111

相
聞

・
寄

物
此

川
の

水
泡

逆
捲

き
行

く
水

の〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕、言

は
返

さ
じ

。思
ひ

染
め

た
れ

ば
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
91

11
2111青

相
聞

・
寄

物
水

の
上

に
數

書
く

如
き

吾
が

命〔
※

破
線

赤
鉛

筆
〕を

妹
に

逢
は

む
と

祈
誓

ひ
つ

る
か

も
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

161
11

2111赤
相

聞
・

寄
物

水
の

上
に

數
か

く
如

き
我

が
命

、妹
に

会
は

む
と

、う
け

ひ〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕つ

る
か

も
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
91

11
2116赤

相
聞

・
寄

物
大

船
の

香
取

の
海

に
碇

お
ろ

し
如

何
な

る
人

か
物

念
は

ざ
ら

む
人

麻
呂

歌
集

ノ
輕

の
里

559
11

2111
相

聞
・

寄
物

隱
り

沼
の

下
ゆ

戀
ふ

れ
ば

、す
べ

を
な

み
、妹

が
名

の
り

つ
。忌

む
べ

き
も

の
を

、
「

ノ
オ

ト
輕

の
里

」
2・

217の
項

参
照

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

161
11

2112
赤

・
黒

相
聞

・
寄

物
大

土
も

採
れ

ば
盡

く
れ

ど
、世

の
中

に
盡

き
せ

ぬ
も

の
は

、戀
に

し
あ

り
け

り
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

165
11

2111
相

聞
・

寄
物

白
檀

磯
邊

の
山

の
當

磐
な

る
、命

な
れ

や
も

。〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕戀

ひ
つ

ゝ
を

ら
む

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

165
11

2116
相

聞
・

寄
物

白
玉

を
纒

き
て

ぞ
持

た
る

。今
よ

り
は

、我
が

玉
に

せ
む

。知
れ

る
時

だ
に

。〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

91
11

2119
相

聞
・

寄
物

香
具

山〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕に

雲
居

た
な

び
き

鬱
し

く
相

見
し

子
ら

を
後

戀
ひ

む
か

も
人

麻
呂

歌
集

ノ
大

和
路

529
11

2119
相

聞
・

寄
物

香
具

山
に

雲
ゐ

た
な

び
き

お
ぼ

ほ
し

く
あ

ひ
見

し
子

ら
を

後
戀

ひ
む

か
も

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
91

11
2151青

相
聞

・
寄

物
春

楊〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕葛

城
山〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕に
發

つ
雲

の〔
※「

葛
城

山
」〜

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕立

ち
て

も
坐

て
も

妹
を

し
ぞ

念
ふ〔

※
破

線
赤

鉛
筆

〕
人

麻
呂

歌
集

蔵
歌

人
111

11
2151

相
聞

・
寄

物
春

楊
葛

城
山

に
發

つ
雲

の
立

ち
て

も
坐

て
も

妹
を

し
ぞ

念
ふ

本
書

は
2151に

つ
い

て「
こ

れ
は

序
歌

で
あ

つ
て（

略
）元

來
寄

物
陳

思
の

歌
は

、云
は

う
と

欲
す

る
内

容
は

單
純

な
の

を
常

と
す

る
。こ

れ
を

比
喩

等
の

法
に

依
つ

て
變

化
を

與
へ

て
、一

首
の

歌
と

な
す

の
で

あ
る

。相
聞

の
歌

は
、特

定
の

讀
手

を
要

す
る

も
の

で
あ

る
か

ら
、そ

の
相

手
に

自
分

の
心

を
、う

ま
く

理
解

せ
し

め
る

の
が

目
的

で
あ

る〔
二

重
傍

線
青

鉛
筆

〕」と
解

説
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

166
11

2155赤
相

聞
・

寄
物

我
故

に
云

は
れ

し
妹

は
、高

山
の

峯
の

朝
霧

、過
ぎ

に
け

む
か

も
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
91

11
2156赤

相
聞

・
寄

物
ぬ

ば
た

ま
の

黒
髪

山〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕の

山
草

に
小

雨
零

り
し

き〔
※

冒
頭

〜
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕し
く

し
く

思
ほ

ゆ〔
※

破
線

赤
鉛

筆
〕

人
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

167
11

2156赤
相

聞
・

寄
物

ぬ
ば

玉
の

黒
髪

山
の

山
草

に
、小

雨
降

り
頻

き
、し

く
＼

／
思

ほ
ゆ

。
人

麻
呂

歌
集

ノ
大

和
路

511
11

2156
相

聞
・

寄
物

ぬ
ば

た
ま

の
黒

髪
山

の
山

す
げ

に
小

雨
ふ

り
し

き
し

く
し

く
思

ほ
ゆ

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
167

11
2157

相
聞

・
寄

物
大

野
ら

に
小

雨
降

り
頻

き
、木

の
下

に
よ

り
＼

／〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕寄

り
來

。我
が

思
ふ

人
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

167
11

2159黒
相

聞
・

寄
物

吾
が

夫
子

が
濱

行
く

風
の

彌
速

に
、早

言
な

さ
ば

、彌
逢

は
ざ

ら
む

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

91
11

2161青
相

聞
・

寄
物

遠
妹

の
振

仰
け

見
つ

つ
偲

ぶ
ら

む
こ

の
月

の〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕面

に
雲

な
棚

引
き

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
92

11
2165赤

相
聞

・
寄

物
我

背
子

に
吾

が
戀

ひ
居

れ
ば

吾
が

屋
戸

の
草

さ
へ

思
ひ

末
枯

れ
に

け
り

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
168

11
2165赤

相
聞

・
寄

物
我

が
夫

子
に

我
が

戀
ひ

を
れ

ば
、我

が
宿

の
草

さ
へ

、思
ひ

う
ら

枯
れ

に
け

り
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
92

11
2169赤

相
聞

・
寄

物
山

萵
苣

の
白

露
お

も
み

う
ら

ぶ
る

る
心

を
深

み
吾

が
戀

ひ
止

ま
ず

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
91

11
2181青

相
聞

・
寄

物
路

の
邊

の
壹

師
の

花
の

灼
然

く〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕人

皆
知

り
ぬ

我
が

戀
妻

は〔
※

破
線

赤
鉛

筆
〕或

本
の

歌
に

云
ふ

、い
ち

じ
ろ

く
人

知
り

に
け

り
繼

ぎ
て

し
念

へ
ば

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

91
11

2181青
相

聞
・

寄
物

君
來

ず
ば

形
見

に
せ

む
と

我
二

人
植

ゑ
し

松
の

木〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕君

を
待

ち
出

で
む

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
91

11
2187

相
聞

・
寄

物
奈

良
山〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕の
小

松
が

末
の〔

※
冒

頭
〜

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕何

ぞ
は

我
が

思
ふ

妹
に

逢
は

ず
止

み
な

む〔
※

破
線

赤
鉛

筆
〕

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

91
11

2189
相

聞
・

寄
物

橘
の

下
に

我
立

ち
下

枝
取

り〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕成

ら
む

や
君

と
問

ひ
し

子
ら

は
も

〔
※

破
線

赤
鉛

筆
〕

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

91
11

2191青
相

聞
・

寄
物

妹
に

戀
ひ

寢
ね

ぬ
朝

明
に

鴛
鴦

の〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕此

處
ゆ

此
わ

た
る〔

※
黒

鉛
筆

で
、

横
に「

こ
こ

ゆ
わ

た
る

は
」と

書
込

み
。黒

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕妹
が

使
か

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

91
11

2191青
相

聞
・

寄
物

高
山

の
岑

行
く

鹿
猪

の〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕友

を
多

み
袖

振
ら

ず
來

つ
忘

る
と

念
ふ

な〔
※

破
線

赤
鉛

筆
〕

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

91
11

2195赤
相

聞
・

寄
物

た
ら

ち
ね

の
母

が
養

ふ
蠶

の
眉

隱
り

こ
も

れ
る

妹
を

見
む

よ
し

も
が

も
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

171
11

2195赤
相

聞
・

寄
物

垂
乳

根
の

母
が

養
ふ

蠶
の

繭
籠

り
、隱

れ
る

妹
を

見
む

よ
し

も
が

も
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
91

11
2196青

相
聞

・
寄

物
肥

人
の

額
髪

結
へ

る
染

木
綿

の〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕染

め
し

こ
こ

ろ
は

我
忘

れ
め

や
〔

※
破

線
赤

鉛
筆

〕一
に

云
ふ

、忘
ら

え
め

や
も

歌
の

下
に「（

男
）」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

91
11

2197青
相

聞
・

寄
物

隼
人

の
名

に
負

ふ
夜

聲〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕い

ち
じ

ろ
く

吾
が

名
は

告
り

つ
妻

と
恃

ま
せ〔

※
破

線
赤

鉛
筆

〕
歌

の
下

に「（
女

」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

91
11

2198青
相

聞
・

寄
物

劒
刀

諸
刃

の
利

き
に

足
踏

み
て

死
に

に
も

死
な

む
君

に
依

り
て

ば〔
※

破
線

赤
鉛

筆
〕

歌
の

下
に「（

女
」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
171

11
2198赤

相
聞

・
寄

物
劒

大
刀

両
刄

の
鋭

き
に

、足
踏

み
て

、死
に

も
死

に
な

む
。君

に
よ

り
て

ば
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
91

11
2511赤

相
聞

・
寄

物
朝

づ
く〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕日
向

ふ
黄

楊
櫛〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕舊
り

ぬ
れ

ど
何

し
か

君
が

見
る

に
飽

か
ざ

ら
む〔

※
破

線
赤

鉛
筆

〕
歌

の
下

に「（
女

」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

175
11

2512
相

聞
・

寄
物

ま
そ

鏡
手

に
と

り
持

ち
て

、朝
な

朝
な

見
れ

ど
も

、君
は

飽
く

こ
と

も
な

し
。〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

91
11

2511赤
相

聞
・

寄
物

夕
さ

れ
ば

床
の

へ
去

ら
ぬ

黃
楊

枕〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕い

つ
し

か
汝

主
を

待
つ

ぞ
苦

し
き

歌
の

下
に「（

女
）」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
175

11
2515赤

相
聞

・
寄

物
梓

弓
引

き
て

緩
さ

ず
、あ

ら
ま

せ
ば

、か
ゝ

る
戀

に
は

遇
は

ざ
ら

ま
し

を
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
95

11
2516青

相
聞

・
寄

物
言

靈
の

八
十

の
衢

に
夕

占
問

ふ〔
※

破
線

赤
鉛

筆
〕占

正
に

告
れ

妹
に

あ
は

む
由〔

※「
の

る
妹

は
あ

ひ
依

ら
む

」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

、黒
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕

人
麻

呂
歌

集

ノ
東

歌
11

11
2516

相
聞

・
寄

物
こ

と
だ

ま
の

八
十

の
衢

に
夕

占
と

ふ
歌

に
前

後
し

て「
夕

方
は

靈
魂

の
遊

離
流

動
す

る
時

期
で

あ
る

と
考

へ
ら

れ
て

ゐ
た（

略
）夕

べ
の

辻
に

出
て

、道
行

く
人

の
話

を
き

き
、

そ
の

話
の

如
何

に
よ

つ
て

占
ふ

法
が

あ
つ

た
」と

あ
る

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

95
11

2517青
相

聞
・

寄
物

玉
桙

の
路

往
占

に
う

ら
な

へ
ば〔

※
破

線
赤

鉛
筆

〕妹
は

逢
は

む
と

我
に

告
り

つ
る

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
95

11
2518青

相
聞

・
問

答
皇

祖
の

神
の

御
門

を
懼

み
と

侍
従

ふ
時

に
逢

へ
る

君
か

も
2518、2519に

つ
い

て
、「

人
麻

呂
ノ

妻
ノ

身
分

ヲ
考

ヘ
ル

資
料

ト
シ

テ
重

要
也

」〔
武

田
祐

吉『
萬

葉
集

歌
人

研
究

叢
書

　
柿

本
人

麻
呂

』〕と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

176
11

2518赤
相

聞
・

問
答

皇
祖

の
神

の
御

門
を

畏
み

と
、侍

ふ
時

に
、逢

へ
る

君
か

も
。

人
麻

呂
歌

集



─ （（（ ─

蔵
類

別
上

95
11

2519
相

聞
・

問
答

ま
そ

鏡
見

と
も

言
は

め
や

玉
輝

る
石

垣
淵

の
隠

り
た

る
妻

『
作

者
類

別
上

』11・
2518の

項
参

照
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
176

11
2519赤

相
聞

・
問

答
ま

そ
鏡

見
と

も
い

は
め

や
。玉

か
ぎ

る
岩

垣
淵

の
隱

り
た

る
妹

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

95
11

2511赤
相

聞
・

問
答

赤
駒

の
足

掻
速

け
ば

雲
居

に
も

隱
り

往
か

む
ぞ

袖
巻

け
吾

妹
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

95
11

2511赤
相

聞
・

問
答

隱
口

の
豊

泊
瀨

道〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕は

常
滑

の
恐

き
道

ぞ
戀

ふ
ら

く
は

ゆ
め

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
95

11
2512赤

相
聞

・
問

答
味

酒
を

三
諸

の
山〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕に
立

つ
月

の
見

が
欲

し
君

が
馬

の
音

ぞ
爲

る
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

178
11

2517赤
相

聞
・

正
述

垂
乳

根
の

母
に

障
ら

ば
、徒

ら
に

、汝
も

、我
も

、事
な

す
べ

し
や

。
口

訳
中「

邪
魔

を
せ

ら
れ

た
」の

右
に

赤
イ

ン
ク

で「
拘

泥
し

て
ゐ

た
ら

」と
書

込
み

。な
お

茂
吉『

萬
葉

秀
歌

』に「「
母

に
関

わ
る

こ
と

な
く

、拘
泥

す
る

こ
と

な
く

」と
解

釋
し

て
い

い
」と

あ
る

の
が

出
典

か
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

178
11

2519赤
相

聞
・

正
述

奥
山

の
眞

木
の

板
戸

を
押

し
開

き
、し

ゑ
や〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕、出
で

來
ね

。後
は

何
せ

む
。

上
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

奥
山

の
眞

木
の

板
戸

を
と

ど
と

し
て

我
が

開
か

む
に

入
り

來
て

寢
さ

ね（
東

歌
）〔
※
14・
3467〕」と

書
込

み
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

181
11

2527赤
相

聞
・

正
述

誰
ぞ

、こ
の

我
が

宿
に

來
呼

ぶ
。た

ら
ち

ね
の

母
に

こ
ろ

ば
え

、物
思

ふ
我

を
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
12

11
2527

相
聞

・
正

述
誰

ぞ
こ

の
吾

が
屋

戸
に

來
よ

ぶ
、た

ら
ち

ね
の

母
に

叱
ば

え
、も

の
思

ふ
吾

を
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

181
11

2528赤
相

聞
・

正
述

さ
寢

ぬ
夜

は
、千

夜
も

あ
り

と
も

、吾
が

夫
子

が
思

ひ
悔

ゆ
べ

き
心

は
持

た
じ

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
181

11
2511赤

相
聞

・
正

述
麁

玉
の

岐
部

が
竹

垣
、編

み
間

ゆ
も

、妹
し

見
え

な
ば

、我
が

戀
ひ

め
や

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

181
11

2515赤
相

聞
・

正
述

お
ほ

か
た

の
わ

ざ
と

は
思

は
ず

、我
が

故
に

、人
に

こ
ち

た
く

云
は

れ
し

も
の

を
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

181
11

2517赤
相

聞
・

正
述

た
ら

ち
ね

の
母

に
知

ら
え

ず
、我

が
持

て
る

心
は

、よ
し

ゑ
、君

が
ま

に
＼

／
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

182
11

2519赤
相

聞
・

正
述

あ
ひ

見
て

は
千

年
や

い
ぬ

る
。否

諾
か

も
、我

か
然

思
ふ

。君
待

ち
か

て
に

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
182

11
2511赤

相
聞

・
正

述
振

り
分

け
の

髪
を

短
み

、若
草

を
髪

に
手

擧
ら

む
、妹

を
し

ぞ
思

ふ
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

182
11

2511赤
相

聞
・

正
述

た
も

と
ほ

り
往

き
多

武
の

里
に

、妹
を

置
き

て
、心

空
な

り
。土

は
踏

め
ど

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

182
11

2512赤
相

聞
・

正
述

若
草

の
新

手
枕

を
枕

き
初

め
て

、夜
を

や
隔

て
む

。憎
く

ゝ
あ

ら
な

く
に

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
181

11
2516赤

相
聞

・
正

述
不

意
に

至
ら

ば
、妹

が
嬉

し
み

と
笑

ま
む

眉
引

き
、思

ほ
ゆ

る
か

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

181
11

2551赤
相

聞
・

正
述

立
ち

て
思

ひ
、坐

て
も

ぞ
思

ふ
。紅

の
赤

裳
裾

曳
き

い
に

し
姿

を
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

181
11

2551赤
相

聞
・

正
述

思
ふ

に
し

餘
り

に
し

か
ば

、術
を

な
み

、出
で

ゝ
ぞ

行
き

し
。其

門
を

見
に

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
251

11
2551赤

相
聞

・
正

述
む

か
へ

れ
ば

面
隱

れ
す

る
も

の
か

ら
に

繼
ぎ

て
ぞ

み
ま

く
ほ

し
き

君
か

み
2916の

余
白

へ
の

書
込

み
。『

口
譯

叢
書

1
』12・

2916の
項

参
照

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
185

11
2561赤

相
聞

・
正

述
人

も
な

き
古

り
に

し
里

に
あ

る
人

を
、愛

く
や

、君
が

戀
ひ

に
死

な
せ

む
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

187
11

2568赤
相

聞
・

正
述

大
方

に
吾

し
思

は
ゞ

、か
く

許
り

か
た

き
御

門
を

、退
り

出
で

め
や

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

187
11

2571
赤

・
黒

相
聞

・
正

述
健

男
は

、と
も

の
騒

ぎ
に

慰
む

る
心

も
あ

ら
む

を
。我

ぞ
苦

し
き

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
1

187
11

2572赤
相

聞
・

正
述

欺
も

似
つ

き
て

ぞ
す

る
。何

時
よ

り
か

、見
ぬ

人
戀

ひ
に

、人
の

死
に

せ
り

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
188

11
2571赤

相
聞

・
正

述
心

さ
へ

奉
せ

る
君

に
、何

し
か

も
、云

は
ぬ

を
云

ひ
し

と
、我

が
盗

ま
は

む
。

作
者

未
詳

蔵
短

歌
5

87
11

2751
相

聞
・

正
述

心
さ

へ
奉

れ
る〔

※「
奉

れ
る

」の
横

に
赤

鉛
筆

で「
マ

ダ
せ

る
」と

書
込

み
〕君

に
、何

を
か

も
　

言
は

ぬ
を

言
ひ

し
と

、わ
が

竊
ま

は
む

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

188
11

2571赤
相

聞
・

正
述

面
忘

れ
だ

に
も

え
ず

や
と

、手
握

り
て

打
て

ど
さ

は
ら

ず
。戀

の
奴

は
。〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
189

11
2578赤

相
聞

・
正

述
朝

寢
髪

我
は

梳
ら

じ
。愛

し
き

君
が

手
枕

觸
り

て
し

も
の

を
。

作
者

未
詳

ノ
集

抄
1

52
11

2578
相

聞
・

正
述

朝
寐

髪
わ

れ
は

け
づ

ら
じ

、う
つ

く
し

き
君

が
手

枕
觸

て
し

物
を

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
189

11
2581赤

相
聞

・
正

述
言

に
い

へ
ば

耳
に

た
易

し
。少

く
も

、心
の

中
に

我
が

思
は

な
く

に
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

189
11

2582赤
相

聞
・

正
述

あ
ぢ

き
な

く
、何

の
し

れ
ご

と
。今

更
に

童
ご

と
す

る
。老

い
人

に
し

て
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

191
11

2589赤
相

聞
・

正
述

あ
ひ

思
は

ず
君

は
あ

る
ら

し
。ぬ

ば
玉

の
夢

に
も

見
え

ず
。う

け
ひ

て〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕

寢
れ

ど
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

191
11

2592赤
相

聞
・

正
述

戀
ひ

死
な

む
後

は
何

せ
む

。吾
命

の
生

け
る

日
に

こ
そ

、見
ま

く
欲

り
す

れ
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

192
11

2599赤
相

聞
・

正
述

効
な

き
戀

を
も

す
る

か
。夕

さ
れ

ば
、人

の
手

枕
き

て
寢

な
む

子
ゆ

ゑ
に

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
191

11
2619

相
聞

・
正

述
白

栲
の

袖
は

ま
よ

ひ
ぬ〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕。吾
妹

子
が

家
の

あ
た

り
を

、息
ま

ず
振

り
し

に
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

195
11

2611赤
相

聞
・

正
述

夕
占

に
も

占
に

も
宣

れ
る

今
宵

だ
に

、來
ま

さ
ぬ

君
を

、何
時

と
か

待
た

む
。

『
口

譯
叢

書
1

』11・
1169の

項
参

照
。

作
者

未
詳

ノ
集

抄
1

56
11

2611
相

聞
・

正
述

夕
占

に
も

占
に

も
告

れ
る

今
宵

だ
に

來
ま

さ
ぬ

君
を

い
つ

と
か

待
た

む
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
197

11
2622赤

相
聞

・
寄

物
志

珂
の

海
人

の
鹽

燒
衣

。な
る

と
い

へ
ど〔

※「
ナ

レ
ヌ

レ
ド

」と
赤

鉛
筆

で
書

込
み

〕、戀
と

ふ
も

の
は

、忘
れ

か
ね

つ
も

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
1

197
11

2621※
相

聞
・

寄
物

紅
の

や
し

ほ
の

衣
。朝

な
朝

な
、な

る
と

は
す

れ
ど

、彌
め

づ
ら

し
も

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
197

11
2627赤

相
聞

・
寄

物
は

ね
蘰

今
爲

る
妹

が
う

ら
若

み
、笑

み
ゝ

、怒
り

み
、つ

け
し

紐
解

く
。

作
者

未
詳

ノ
花

の
話

579
11

2627
相

聞
・

寄
物

は
ね

蔓
今

す
る

妹
が

う
ら

若
み

、笑
み

ゝ
、怒

り
み

、つ
け

し
紐

解
く

。
「

ノ
オ

ト
花

の
話

・
詩

經
」

1・
715の

項
参

照
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

211
11

2611赤
相

聞
・

寄
物

時
守

り
の

打
ち

鳴
す

鼓
、數

み
見

れ
ば

、時
に

は
な

り
ぬ

。會
は

な
く

も
あ

や
し

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
211

11
2612赤

相
聞

・
寄

物
燈

の
影

に
か

ゞ
よ

ふ
、う

つ
そ

み
の

妹
が

笑
ひ

し
、面

影
に

見
ゆ

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
211

11
2611赤

相
聞

・
寄

物
小

墾
田

の
坂

田
の

橋
の

崩
れ

な
ば

、桁
よ

り
行

か
む

。な
戀

ひ
そ

。吾
妹

。
下

部
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
高

市
村

飛
鳥

」と
書

込
み

。
作

者
未

詳
ノ

東
歌

11
11

2611
相

聞
・

寄
物

小
墾

田
の

坂
田

の
橋

の
崩

れ
な

ば
桁

よ
り

ゆ
か

む
な

戀
ひ

そ
吾

妹
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
212

11
2651赤

相
聞

・
寄

物
馬

の
音

の
と

ゞ
と

も
す

れ
ば

、松
陰

に
出

で
ゝ

ぞ
見

つ
る

。盖
し

君
か

と
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
11

11
2651

相
聞

・
寄

物
馬

の
音

の
と

ゞ
と

も
す

れ
ば

松
陰

に
出

で
て

ぞ
見

つ
る

け
だ

し
君

か
と

作
者

未
詳

ノ
東

歌
11

11
2651

相
聞

・
寄

物
馬

の
音

の
と

ど
と

も
す

れ
ば

松
陰

に
出

で
て

ぞ
見

つ
る

け
だ

し
君

か
と

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

212
11

2651赤
相

聞
・

寄
物

君
に

戀
ひ

眠
ね

ぬ
朝

明
に

、誰
が

乘
れ

る
馬

の
足

音
ぞ

、我
に

聞
か

す
る

。
作

者
未

詳
ノ

東
歌

11
11

2651
相

聞
・

寄
物

君
に

戀
ひ

寐
ね

る
朝

明
に

、誰
が

乘
れ

る
馬

の
足

音
ぞ

、わ
れ

に
聞

か
す

る
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

215
11

2657
相

聞
・

寄
物

神
名

火〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕に

神
籬

立
て

て
齋

へ
ど

も
人

の
心

は
守

り
敢

へ
ぬ

も
の

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

211
11

2661赤
相

聞
・

寄
物

夜
並

べ
て

君
を

來
ま

せ
と

、千
早

振
る

神
の

社
を

祈
ま

ぬ
日

は
な

し
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

211
11

2661赤
相

聞
・

寄
物

靈
ち

は
ふ

神
も

。我
を

ば
捨

て
こ

そ
。し

ゑ
や

、命
の

惜
し

け
く

も
な

し
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

211
11

2661赤
相

聞
・

寄
物

ち
は

や
ぶ

る
神

の
齋

垣
も

越
え

ぬ
べ

し
。今

は
我

が
名

の
惜

し
け

く
も

な
し

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
215

11
2666緑

相
聞

・
寄

物
妹

が
目

を
見

ま
く

惜
し

け
く

、夕
闇

の
木

の
葉

隱
れ

る
月

を
待

つ
如

。
作

者
未

詳
ノ

東
歌

11
11

2666
相

聞
・

寄
物

妹
が

目
を

見
ま

く
惜

し
け

く
夕

闇
の

木
の

葉
隱

れ
る

月
を

待
つ

ご
と

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

215
11

2667緑
相

聞
・

寄
物

ま
袖

持
ち

、床
打

掃
ひ

、君
待

つ
と

を
り

し
間

に
、月

傾
き

ぬ
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
11

11
2667

相
聞

・
寄

物
ま

袖
持

ち
、床

打
ち

掃
ひ

、君
待

つ
と

を
り

し
間

に
、月

傾
き

ぬ
。

作
者

未
詳



─ （（（ ─

蔵
口

譯
1

215
11

2669赤
相

聞
・

寄
物

吾
が

夫
子

が
振

り
離

け
見

つ
ゝ

嘆
く

ら
む

、清
き

月
夜

に
、雲

な
棚

引
き

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
216

11
2671赤

相
聞

・
寄

物
朽

網
山

。夕
居

る
雲

の
薄

れ
い

な
ば

、我
は

戀
ひ

む
な

。君
が

面
を

欲
り

。
作

者
未

詳
ノ

東
歌

11
11

2671
相

聞
・

寄
物

朽
綱

山
。夕

居
る

雲
の

薄
れ

い
な

ば
、我

は
戀

ひ
む

な
、君

が
面

を
欲

り
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

216
11

2676
相

聞
・

寄
物

久
方

の
天

飛
ぶ

雲
に

あ
り

て
し

が〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕。君

と
逢

ひ
見

む
。落

つ
る

日
な

し
に

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
1

217
11

2679赤
相

聞
・

寄
物

窓
越

し
に

月
お

し
照

り
て

、足
引

き
の〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕あ
ら

し
吹

く
夜

は
、君

を
し

ぞ
思

ふ
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
11

11
2679

相
聞

・
寄

物
窓

ご
し

に
月

お
し

照
り

て
、あ

し
び

き
の

嵐
ふ

く
夜

は
、君

を
し

ぞ
思

ふ
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
217

11
2681赤

相
聞

・
寄

物
遠

方
の

赤
土

の
小

屋
に

、小
雨

降
り

床
さ

へ
濡

れ
ぬ

。身
に

副
へ

。吾
妹

。
作

者
未

詳
ノ

東
歌

11
11

2681
相

聞
・

寄
物

を
ち

か
た

の
赤

土
の

小
屋

に
小

雨
降

り
床

さ
へ

濡
れ

ぬ
、身

に
添

へ
、吾

妹
。

「
赤

土
の

小
屋

」の
下

に「
掘

立
小

屋
」と

あ
る

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
218

11
2681赤

相
聞

・
寄

物
笠

な
し

と
人

に
は

言
ひ

て
、雨

づ
ゝ

み
留

り
し

君
が

、姿
し

思
ほ

ゆ
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

218
11

2687赤
相

聞
・

寄
物

櫻
麻

の
苧

生
の

下
草

。露
し

あ
れ

ば
、明

し
て

い
行

け
。母

は
知

る
と

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

219
11

2692赤
相

聞
・

寄
物

夕
凝

り
の

霜
置

き
に

け
り

。朝
戸

出
に

、そ
の

上
踏

み
て

人
に

知
ら

ゆ
な

。
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
218

11
2711

相
聞

・
寄

物
明

日
香

川〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕明

日
も

渡
ら

む
石

走
の

遠
き

心
は

思
ほ

え
ぬ

か
も

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

211
11

2711赤
相

聞
・

寄
物

足
引

き
の

山
下

と
よ

み
行

く
水

の
、時

と
も

な
く

も
、戀

ひ
渡

る
か

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

211
11

2716赤
相

聞
・

寄
物

泊
瀬

川
。跡

見
の

速
瀬

を
掬

び
上

げ
て

、飽
か

ず
や

、妹
と

、問
ひ

し
君

は
も

。
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
219

11
2711

相
聞

・
寄

物
明

日
香

河〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕行

く
瀬

を
早

み
は

や
け

む
と

待
つ

ら
む

妹
を

此
の

日
暮

ら
し

つ
作

者
未

詳

ノ
大

和
路

515
11

2711
相

聞
・

寄
物

明
日

香
川

。ゆ
く

瀬
を

早
み

。早
や

見
む

と
。待

つ
ら

む
妹

を
。此

の
日

暮
し

つ
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

219
11

2715
相

聞
・

寄
物

神
名

火〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕の

打
ち

廻
む

埼
の

石
淵

の
隱

り
て

の
み

や
吾

が
戀

ひ
居

ら
む

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

215
11

2728
相

聞
・

寄
物

近
江

ノ
海

。沖
つ

島
山

奥
ま

へ
て〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕、我
が

思
ふ

妹
が

言
の

繁
け

む
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

221
11

2762赤
相

聞
・

寄
物

蘆
垣

の
中

の
柔

草
に

こ
よ

か
に

、我
と

笑
ま

し
て

、人
に

知
ら

ゆ
な

。
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
221

11
2771

相
聞

・
寄

物
神

南
備〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕の
淺

小
竹

原
の

女
郎

花
思

べ
る

公
が

噂
の

著
け

く
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
225

11
2786赤

相
聞

・
寄

物
山

吹
の

匂
へ

る
妹

が
、は

ね
ず

色
の

赤
裳

の
姿

、夢
に

見
え

つ
ゝ

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
226

11
2787赤

相
聞

・
寄

物
天

地
の

よ
り

合
ひ

の
極

み
、〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

・
赤

鉛
筆

〕玉
の

緒
の

絶
え

じ
と

思
ふ

、妹
が

邊
見

つ
。

口
訳

に「
何

時
迄

も〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕切
れ

ま
い

と
思

う
て

居
る

い
と

し
い

人
の

、家
の

邊
を

、遙
な

地
平

線
の

邊
に

眺
め

た
」と

あ
る

。
作

者
未

詳

ノ
伊

勢
1

92
11

2799
相

聞
・

寄
物

人
言

を
し

げ
み

と
君

を
う

づ
ら

鳴
く

人
の

古
家

に
語

ら
ひ

て
や

り
つ

。
「

伊
勢

物
語

一
」に「

○
歌

意
ハ

、人
ノ

口
サ

ガ
ナ

キ
ニ

ヨ
リ

テ
吾

家
ニ

君
ヲ

ム
カ

フ
ル

コ
ト

ア
タ

ハ
ズ

、人
ノ

住
ア

ラ
シ

テ
人

目
ナ

キ
古

家
ニ

率
行

テ
、ア

ヒ
カ

タ
ラ

ヒ
テ

、サ
テ

後
ニ

去
リ

ツ
ル

ガ
、ア

カ
ズ

ク
チ

ヲ
シ

キ
事

、ト
ナ

ル
ベ

シ
。」と

あ
る

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
1

228
11

2812赤
相

聞
・

寄
物

思
へ

ど
も

思
ひ

も
か

ね
つ

。足
引

き
の

山
鳥

の
尾

の
、長

き
此

夜
か

。
作

者
未

詳
ノ

伊
勢

抄
111

11
2825

相
聞

・
問

答
玉

く
し

げ
家

も
な

に
せ

ん
八

重
葎

お
ほ

へ
る

小
屋

も
妹

と
し

を
ら

ば
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
215

11
2816赤

相
聞

・
譬

喩
三

島
菅

。未
苗

な
り

。時
待

た
ば

、着
ず

や
な

り
な

む
。三

島
菅

笠
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
11

11
2816

相
聞

・
譬

喩
三

島
菅

、い
ま

だ
苗

な
り

、時
ま

た
ば

著
ず

や
な

り
な

む
、三

島
菅

笠
。

「
菅

は
屢

々
女

に
譬

へ
ら

れ
て

ゐ
る

」と
し

て
本

歌
が

引
用

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
215

11
2817赤

相
聞

・
譬

喩
み

吉
野

の
水

隈
が

菅
を

編
ま

な
く

に
、苅

り
の

み
苅

り
て

、亂
り

な
む

と
や

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
217

12
2811赤

相
聞

・
正

述
我

が
夫

子
が

朝
明

の
姿〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕、よ
く

見
ず

て
、今

日
の

間
を

戀
ひ

暮
す

か
も

。
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
朝

戸
出

の
君

が
姿

を
よ

く
見

ず
て

長
き

春
日

を
恋

ひ
や

暮
ら

さ
む（

巻
十

）〔
※
10・
1925〕」と

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
217

12
2815赤

相
聞

・
正

述
忘

る
や

と
物

語
り

し
て

、心
や

り
過

ぐ
せ

ど
過

ぎ
ず

。尚
ぞ

戀
ひ

し
き

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

218
12

2818
相

聞
・

正
述

直
接

に
會

は
ず

、あ
る

は
宜

な
り

。夢
に

だ
に

、何
し

か
、人

の
言

の
繁

け
む

。
上

部
余

白
に

茶
イ

ン
ク

で「
小

町
歌

。現
に

は
さ

も
こ

そ
あ

ら
め

夢
に

さ
へ

人
目

を
も

る
と

見
る

が
侘

し
き

。〔
※

古
今

集
・

656〕」と
書

込
み

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
西

村
12

2851
相

聞
人

見
れ

ば
表

を
む

す
び

て
人

見
ね

ば
下

紐
あ

け
て

戀
ふ

る
日

ぞ
多

き
「

第
5

章
土

俗
的

考
察

第
二

節
禁

忌
的

習
俗（

1
）下

紐
」。「

今
、下

紐
に

つ
い

て
の

習
俗

を
窺

ふ
爲

め
に

、若
干

の
歌

を
次

ぎ
に

抜
萃

す
る

。〔
※
3145、2851、2866、2919、2951、2982〕以

上
は

ほ
ん

の
六

例
に

過
ぎ

な
い

が
、其

各
々

に
つ

い
て

窺
ふ

と
、（

一
）は

相
手

が
自

分
を

思
つ

て
ゐ

る
と

、下
紐

が
解

け
る

と
い

ふ
兆

が
あ

る
と

信
じ

た
こ

と
を

示
し

、（
二

）は
相

手
を

戀
ふ

る
場

合
に

は
祕

か
に

下
紐

を
明

け
て

待
つ

た
こ

と
を

示
し

、（
三

）は
下

紐
が

貞
操

帶
と

し
て

の
任

務
を

有
つ

て
ゐ

た
こ

と
を

示
し

、（
四

）は
下

紐
が

相
手

に
解

か
る

べ
き

も
の

で
、勝

手
に

處
置

し
て

は
な

ら
ぬ

こ
と

を
示

し
、（

五
）は

下
紐

の
結

び
を

解
く

の
は

容
易

で
な

い
こ

と
を

示
し

、（
六

）は
久

し
い

間
女

と
分

れ
て

ゐ
て

、自
然

に
下

紐
の

緒
が

切
れ

さ
う

に
な

つ
た

が
、針

は
あ

つ
て

も
そ

れ
を

ど
う

す
る

こ
と

も
出

來
ず

、悩
み

悶
え

て
ゐ

る
男

の
心

を
示

し
て

ゐ
る

。」の
箇

所
に

書
入

れ
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

97
12

2855
相

聞
・

寄
物

新
墾

の
今

作
る

路〔
※

青
鉛

筆
で

丸
括

弧
〕さ

や
か

に
も

聞
き

に
け

る
か

も
妹

が
上

の
こ

と
を

人
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

219
12

2855赤
相

聞
・

寄
物

新
墾

り
の

今
作

る
道

。爽
か

に
も

聞
え

け
る

か
も

。妹
が

上
の

こ
と

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

219
12

2856
相

聞
・

寄
物

山
城

の
石

田
ノ

杜
に

、心
鈍

く
手

向
け

し
た

れ
や

、〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕妹

に
逢

ひ
難

く
。

人
麻

呂
歌

集
蔵

類
別

上
97

12
2859

相
聞

・
寄

物
飛

鳥
河〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕高
河

避
が

し
越

え
來

し
つ

ま
こ

と
今

夜
を

明
か

さ
ず

行
け

や
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

211
12

2859赤
相

聞
・

寄
物

飛
鳥

川
。高

川
避

か
し

越
え

て
來

つ
。ま

こ
と

、今
宵

は
、明

け
ず

行
か

め
や

。
人

麻
呂

歌
集

蔵
類

別
上

98
12

2861
相

聞
・

寄
物

八
釣

河〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕水

底
絶

え
ず

行
く

水
の

續
ぎ

て
ぞ

戀
ふ

る
こ

の
年

來
は

或
本

の
歌

に
曰

く
、水

尾
も

絶
え

せ
ず

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

98
12

2862赤
相

聞
・

寄
物

山
河

の
水

陰
に

生
ふ

る
山

草
の

止
ま

ず
も

妹
は

お
も

ほ
ゆ

る
か

も
人

麻
呂

歌
集

蔵
口

譯
1

211
12

2866赤
相

聞
・

正
述

人
妻

に
云

ふ
は

誰
が

言
。さ

衣
の

此
紐

解
け

と
、云

ふ
は

誰
が

言
。

上
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

誰
ぞ

こ
の

家
の

戸
お

そ
ぶ

る
。新

嘗
に

吾
が

夫
を

や
り

て
齋

ふ
こ

の
戸

を（
巻

十
四

）〔
※
3460〕」と

書
込

み
。

作
者

未
詳

蔵
西

村
12

2866
相

聞
人

妻
に

い
ふ

は
誰

が
こ

と
さ

ご
ろ

も
の

此
紐

解
け

と
い

ふ
は

誰
が

こ
と

『
西

村
』12・

2851の
項

参
照

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
212

12
2871赤

相
聞

・
正

述
人

言
の

讒
す

を
聞

き
て

、玉
桙

の
道

に
も

逢
は

じ
と

、云
へ

る
吾

妹
子

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
212

12
2872赤

相
聞

・
正

述
會

は
な

く
も

憂
し

と
思

へ
ば

、彌
益

し
に

、人
言

繁
く

聞
え

來
る

か
も

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
211

12
2871緑

相
聞

・
正

述
確

か
な

る
使

ひ
を

な
み

と
、心

を
ぞ

使
に

遣
り

し
。夢

に
見

え
き

や
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

211
12

2875赤
相

聞
・

正
述

天
地

に
少

し
至

ら
ぬ〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕健
男

と
、思

ひ
し

我
や

、雄
心

も
無

き
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
11

12
2876

相
聞

・
正

述
里

近
く

家
や

を
る

べ
き

、水
無

月
の

祓
も

し
つ

つ
、戀

ひ
の

繁
け

く
。

「
水

無
月

の
祓

も
し

つ
つ

」の
訓

読
は

折
口『

口
訳

叢
書

』に
よ

っ
て

い
る

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
211

12
2877

相
聞

・
正

述
何

時
は

な
も

、〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕戀

ひ
ず

あ
り

と
は

あ
ら

ね
ど

も
、う

た
て

、此
頃

、戀
ひ

の
繁

き
も

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
1

215
12

2886赤
相

聞
・

正
述

人
言

は
、ま

こ
と

こ
ち

た
く

な
り

ぬ
と

も
、其

故
に

觸
ら

む〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕我

な
ら

な
く

に
。

作
者

未
詳



─ （（（ ─

蔵
口

譯
1

215
12

2887赤
相

聞
・

正
述

立
ち

て
居

る〔
※

緑
鉛

筆
で「

ゐ
て

」と
書

込
み

〕便
も

知
ら

に
、我

が
心

天
つ

空
な

り
。地

は
踏

め
ど

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

216
12

2891赤
相

聞
・

正
述

聞
き

し
よ

り
物

を
思

へ
ば

、我
が

胸
は

割
れ

て
碎

け
て

、鋭
心

も
な

し
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

218
12

2917赤
相

聞
・

正
述

健
男

の
鋭

き
心

も
今

は
な

し
。戀

ひ
の

奴
に

、我
は

死
ぬ

べ
し

。〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

219
12

2912赤
相

聞
・

正
述

人
の

見
て

言
咎

め
せ

ぬ
夢

に
、我

、今
宵

至
ら

む
。宿

さ
す

な
。ゆ

め
。

上
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

夕
さ

ら
ば

宿
あ

け
設

け
て

我
待

た
む

夢
に

逢
ひ

見
に

來
む

と
い

ふ
人

を
　

大
伴

家
持〔
※
4・
744〕」と

書
込

み
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
11

12
2912

相
聞

・
正

述
人

の
見

て
言

咎
め

せ
ぬ

夢
に

、我
、今

宵
至

ら
む

。宿
閉

す
な

、ゆ
め

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
251

12
2911赤

相
聞

・
正

述
う

つ
く

し
と

思
ふ

吾
妹

を
、夢

に
見

て
、起

き
て

探
る

に
、無

き
が

寂
し

さ
。〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
夢

の
逢

ひ
は

苦
し

か
り

け
り

驚
き

て
掻

き
探

れ
ど

も
手

に
も

觸
れ

ね
ば

　
大

伴
家

持〔
※
4・
741〕」と

書
込

み
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

251
12

2915黒
相

聞
・

正
述

妹
と

云
へ

ば
無

禮
し

畏
し

。し
か

す
が

に
、か

け
ま

く
欲

し
き

言
に

も
あ

る
か

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

251
12

2916赤
相

聞
・

正
述

玉
筐

會
は

む
と

い
ふ

は
、誰

な
る

か
。會

へ
る

時
さ

へ
、面

隱
し

す
る

。
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
む

か
へ

れ
ば

面
隱

れ
す

る
も

の
か

ら
に

繼
ぎ

て
ぞ

み
ま

く
ほ

し
き

君
か

み（
巻

十
一

）〔
※
11・
2554〕」と

書
込

み
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

251
12

2917赤
相

聞
・

正
述

現
に

か
妹

が
來

ま
せ

る
。夢

に
か

も
、我

か
惑

へ
る

。戀
ひ

の
繁

き
に

。
作

者
未

詳
ノ

伊
勢

抄
121

12
2917

相
聞

・
正

述
う

つ
つ

に
か

妹
が

き
ま

せ
る

夢
に

か
も

わ
れ

か
ま

ど
へ

る
こ

ひ
の

し
げ

き
に

作
者

未
詳

ノ
伊

勢
1

87
12

2917
相

聞
・

正
述

う
つ

つ
に

か
妹

が
來

ま
せ

る
、夢

に
か

も
我

か
ま

ど
へ

る
戀

の
繁

き
に

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

251
12

2918
相

聞
・

正
述

大
方

は
な

ど
か

も
戀

ひ
む

。言
擧

げ
せ

ず
、妹

に
寄

り
寢

む
年

は
近

き
を

。
口

訳
に「

や
つ

と
の

思
ひ

で
、い

ざ
こ

ざ
な

く
許

さ
れ

て
、い

と
し

い
人

と
絡

み
合

う
て

寢
る

時〔
黒

鉛
筆

で
三

角
印

な
ら

び
に

波
線

〕
は

、近
づ

い
て

來
て

居
る

の
に

、好
い

加
減

な
こ

と
で

、何
を

彼
此

と
焦

れ
よ

う
か

」と
あ

る
。

作
者

未
詳

蔵
西

村
12

2919
相

聞
二

人
し

て
結

び
し

紐
を

一
人

し
て

吾
は

解
き

見
じ

た
ゞ

だ
に

逢
ふ

ま
で

は
『

西
村

』12・
2851の

項
参

照
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

252
12

2925赤
相

聞
・

正
述

緑
兒

の
爲

こ
そ

、乳
母

は
求

む
と

へ
。乳

飲
め

や
。君

が
乳

母
求

む
ら

む
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

252
12

2927
相

聞
・

正
述

う
ら

ぶ
れ

て
か

れ
に〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕し
袖

を
、又

枕
か

ば
、過

ぎ
に

し
戀

ひ
や

、亂
り

來
む

か
も

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
1

252
12

2929
相

聞
・

正
述

宵
々

に
我

が
立

ち
待

つ
に

、蓋
し

く
も

、〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕君

來
ま

さ
ず

ば
、苦

し
か

る
べ

し
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

252
12

2911黒
相

聞
・

正
述

生
け

る
世

に
、戀

ひ
と

ふ
も

の
を

あ
ひ

見
ね

ば
、戀

ひ
の

中
に

も
、我

ぞ
苦

し
き

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
251

12
2911黒

相
聞

・
正

述
心

に
は

燃
え

て
思

へ
ど

、う
つ

そ
み

の
人

目
を

忍
び

、妹
に

會
は

ぬ
か

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

251
12

2912黒
相

聞
・

正
述

あ
ひ

思
は

ず
、君

は
在

め
ど

、片
戀

ひ
に

我
は

ぞ
戀

ふ
る

。君
が

姿
を

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
251

12
2916赤

相
聞

・
正

述
今

は
吾

は
死

な
む

よ
。我

が
夫

。戀
ひ

す
れ

ば
、一

夜
一

日
も

安
け

く
も

な
し

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
251

12
2911赤

相
聞

・
正

述
な

か
＼

／
に

死
な

ば
易

け
む

。出
づ

る
日

の
入

る
わ

き
知

ら
に

、吾
し

苦
し

も
。

作
者

未
詳

ノ
伊

勢
1

88
12

2951
相

聞
・

正
述

我
妹

子
が

夜
戸

出
の

姿
見

て
し

よ
り

、心
そ

ら
な

り
、土

は
ふ

め
ど

も
作

者
未

詳
蔵

西
村

12
2951

相
聞

海
石

榴
市

の
八

十
の

ち
ま

た
に

た
ち

な
ら

し
結

び
し

紐
を

解
か

ま
く

を
し

も
『

西
村

』12・
2851の

項
参

照
。

作
者

未
詳

ノ
輕

の
里

558
12

2951
相

聞
・

正
述

心
諸

海
石

榴
市

の
八

十
の

ち
ま

た
に

立
ち

な
ら

し
結

び
し

紐
を

と
か

ま
く

惜
し

も
作

者
未

詳

ノ
輕

の
里

562
12

2951
相

聞
・

正
述

心
諸

つ
ば

い
ち

の
八

十
の

衢
に

た
ち

な
ら

し
む

す
び

し
紐

を
と

か
ま

く
お

し
も

作
者

未
詳

蔵
西

村
12

2982
相

聞
針

あ
れ

ど
妹

し
な

け
れ

ば
著

け
め

や
と

吾
を

な
や

ま
し

絶
ゆ

る
紐

の
緒

『
西

村
』12・

2851の
項

参
照

。
作

者
未

詳
ノ

伊
勢

抄
111

12
2985
一

本
相

聞
・

寄
物

梓
弓

末
の

た
づ

き
は

知
ら

ね
ど

も
心

は
君

に
よ

り
に

し
も

の
を

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

261
12

2997
相

聞
・

寄
物

石
ノ

上
布

留
の

高
橋

、高
々

に
、〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕妹
が

待
つ

ら
む

。夜
ぞ

更
け

に
け

る
。

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

511
12

2997
相

聞
・

寄
物

石
の

上
布

留
の

高
橋

た
か

だ
か

に
妹

が
待

つ
ら

む
夜

ぞ
更

け
に

け
る

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
265

12
1111赤

相
聞

・
寄

物
魂

あ
は

ゞ
あ

ひ
寢

む
も

の
を

。小
山

田
の

鹿
田

守
る

如
、母

し
守

ら
す

も
。

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

511
12

1112
相

聞
・

寄
物

と
の

ぐ
も

り
雨

ふ
る

川〔
※「

雨
ふ

る
川

」に
囲

み
〕の

さ
ざ

れ
波

間
な

く
も

君
は

お
も

ほ
ゆ

る
か

も
。

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

511
12

1111
相

聞
・

寄
物

我
妹

子
や

我
を

忘
ら

す
な

。石
の

上
袖

ふ
る

山〔
※「

袖
ふ

る
山

」に
囲

み
〕の

絶
え

む
と

思
へ

や
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

211
12

1125青
相

聞
・

寄
物

石
走

る
垂

水〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕の

水
の

愛
し

き
や

し
君

に
戀

ふ
ら

く
吾

が
情

か
ら

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

271
12

1112緑
相

聞
・

寄
物

君
が

邊
見

つ
ゝ

も
あ

ら
む

。膽
駒

山
雲

な
棚

引
き

、雨
は

降
る

と
も

。
作

者
未

詳
ノ

伊
勢

抄
111

12
1112

相
聞

・
寄

物
君

が
あ

た
り

見
つ

ゝ
も

を
ら

む
。生

駒
山

、雲
な

た
な

び
き

。雨
は

降
る

と
も

作
者

未
詳

ノ
集

抄
1

51
12

1112
相

聞
・

寄
物

君
が

あ
た

り
見

つ
つ

も
あ

ら
む

。生
駒

山
。雲

な
た

な
び

き
、雨

は
降

る
と

も
。

歌
に

続
き「（

口
譯

）い
と

し
い

人
の

住
ん

で（
略

）」〔
折

口『
國

文
口

譯
叢

書
萬

葉
集

』〕と
あ

る
。

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

516
12

1152
相

聞
・

寄
物

杜
若

開
澤

に
生

ふ
る

菅
の

根
の

絶
ゆ

と
や

君
が

見
え

ぬ
此

の
頃

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

271
12

1156赤
相

聞
・

寄
物

妹
が

門
 行

き
過

ぎ
か

ね
て

草
結

ぶ〔
※

傍
点

赤
イ

ン
ク

、傍
線

緑
鉛

筆
〕。風

吹
き

解
く

な
。直

接
に

會
ふ

迄
に

。
作

者
未

詳

ノ
集

抄
2

61
12

1156
相

聞
・

寄
物

妹
が

門
ゆ

き
す

ぎ
か

ね
て

草
結

ぶ
風

吹
き

と
く

な
ま

た
か

へ
り

見
む

歌
に

続
き「

草
結

と
は

古
人

の
も

は
ら

せ
し

う
け

ひ
事

に
て（

略
）」と

あ
る

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
271

12
1157赤

相
聞

・
寄

物
淺

茅
原

の
茅

生
に

足
踏

み
、心

ぐ
み

、我
が

思
ふ

子
ら

が
家

の
邊

見
つ

。
作

者
未

詳
ノ

伊
勢

1
76

12
1161

相
聞

・
寄

物
萱

草
わ

が
紐

に
つ

く
。時

と
な

く
思

ひ
わ

た
れ

ば
生

け
り

と
も

な
し

。
「

ノ
オ

ト
伊

勢
物

語
一

」
1・

111の
項

参
照

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
275

12
1162赤

相
聞

・
寄

物
萱

草
垣

も
し

み
ゝ

に
植

ゑ
た

れ
ど

、醜
の

醜
草

。尚
戀

ひ
に

け
り

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
277

12
1169赤

相
聞

・
寄

物
赤

駒
の

い
行

き
は

ゞ
か

る
眞

葛
原

。何
の

傳
言

。た
ゞ

に
し

吉
け

む
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

278
12

1177赤
相

聞
・

寄
物

睢
鳩

居
る

荒
磯

に
生

ふ
る

名
告

藻
の

、よ
し

、名
は

告
ら

む
。親

は
知

る
と

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

281
12

1185赤
相

聞
・

寄
物

朝
影

に
我

身
は

な
り

ぬ〔
※

傍
点

赤
イ

ン
ク

〕。玉
か

ぎ
る

仄
か

に
見

え
て

、去
に

し
子

故
に

。
万

11・
2191に

重
出

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
281

12
1186赤

相
聞

・
寄

物
な

か
＼

／
に

人
と

あ
ら

ず
は

、桑
蠶

に
も

な
ら

ま
し

も
の

を
。玉

の
緒

許
り

。
上

部
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
伊

勢
物

語
　「

歌
さ

へ
ぞ

ひ
な

び
た

り
け

る
」」と

書
込

み
。

作
者

未
詳

ノ
伊

勢
抄

118
12

1186
相

聞
・

寄
物

な
か

な
か

に
人

と
あ

ら
ず

は
、桑

子
に

も
な

ら
ま

し
も

の
を

。玉
の

緒
ば

か
り

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

282
12

1197赤
相

聞
・

寄
物

さ
ひ

の
隈

檜
ノ

隈
川

に
駒

止
め

て
、馬

に
水

養
へ

。我
外

に
見

む
。

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

古
今

集
御

歌
所

歌
」と

書
込

み
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
15

12
1197

相
聞

・
寄

物
さ

ひ
の

隈
、檜

の
隈

川
に

、駒
と

め
て

、馬
に

水
飼

へ
、我

外
に

見
む

。
歌

に
続

き「
朝

歸
り

の
男

に
對

し
て

女
が

名
殘

り
を

惜
し

む
歌

。古
今

集
大

歌
所

の
歌

に
見

え
、ま

た
神

楽
に

も
歌

ふ
。神

事
歌

と
し

て
も

目
的

は
一

つ
で

、一
夜

の
祭

り
果

て
て

歸
り

ゆ
く

神
に

対
し

て
名

殘
り

を
惜

し
む

、か
く

追
慕

す
る

の
は

神
送

り
で

も
挽

歌
で

も
同

じ
だ

。併
、か

へ
つ

て
來

り
、靈

が
居

残
つ

て
は

迷
惑

な
の

で
、實

は
神

を
う

ら
げ

て
ゐ

る
こ

と
な

の
だ（

略
）」と

あ
る

。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

281
12

1111赤
相

聞
・

寄
物

思
は

ぬ
を

思
ふ

と
云

は
ゞ

、眞
鳥

棲
む

雲
梯

ノ
杜

の
神

し
、知

ら
さ

む
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
11

12
1111

相
聞

・
寄

物
思

は
ぬ

を
思

ふ
と

い
あ

は
ば

、眞
鳥

棲
む

雲
梯

の
杜

の
神

し
、知

ら
さ

む
作

者
未

詳
蔵

短
歌

5
117

12
1111赤

相
聞・問

答
歌

紫
は

灰
さ

す
も

の
ぞ

、海
石

榴
市

の
八

十
の

衢
に

、あ
へ

る
児

や
誰

1111、1112の
上

部
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

海
石

榴
市

」と
書

込
み

。
作

者
未

詳



─ （（7 ─

蔵
口

譯
1

281
12

1111
赤

・
緑

相
聞・問

答
歌

紫
草

に
灰

さ
す

も
の

ぞ
。海

石
榴

市
の

八
十

の
衢

に
會

へ
る

子
や

。誰
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
15

12
1111

相
聞・問

答
歌

紫
は（

椿
の

枝
を

燒
い

た
）灰

さ
す

も
の

ぞ
、海

石
榴

市
の

八
十

の
衢

に
、逢

へ
る

子
や

誰
れ

。
1111、1112の

引
用

に
先

立
ち「

海
石

榴
市

／
山

人
が

椿（
い

ま
の

山
茶

花
）を

も
つ

て
市

に
表

は
れ

里
人

を
祝

福
し

た
。（

後
に

も
椿

を
持

つ
て

歩
く

巫
女

が
あ

る
）さ

う
い

ふ
市

に
段

々
椿

の
木

を
植

木
に

す
る

處
も

出
來

た
、山

邊
郡

や
高

市
郡

に
有

名
な

海
石

榴
市

を
傳

へ
て

ゐ
る

。」と
あ

る
。

作
者

未
詳

ノ
輕

の
里

558
12

1111
相

聞・問
答

歌
む

ら
さ

き
の

灰
さ

す
も

の
ぞ

海
石

榴
市

の
八

十
の

ち
ま

た
に

逢
へ

る
兒

や
誰

れ
作

者
未

詳
ノ

輕
の

里
561

12
1111

相
聞・問

答
歌

紫
草

は
灰

さ
す

も
の

ぞ
。海

石
榴

市
の

八
十

の
衢

に
逢

へ
る

子
や

、誰
れ

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
281

12
1112
赤

・
緑

相
聞・問

答
歌

た
ら

ち
ね

の
母

が
呼

ぶ
名

を
申

さ
め

ど
、道

行
く

人
を

、誰
と

知
り

て
か

。
作

者
未

詳

蔵
短

歌
5

117
12

1112赤
相

聞・問
答

歌
た

ら
ち

ね
の

母
が

召
ぶ

名
を

白
さ

め
ど

、路
ゆ

く
人

を
誰

と
知

り
て

か
『

短
歌

大
系

5
』12・

1111の
項

参
照

。
作

者
未

詳
ノ

東
歌

15
12

1112
相

聞・問
答

歌
た

ら
ち

ね
の

母
が

呼
ぶ

名
を

申
さ

め
ど

、道
行

く
人

を
誰

れ
と

知
り

て
か

。
ノ

オ
ト『

東
歌

』12・
1111の

項
参

照
。

作
者

未
詳

ノ
輕

の
里

561
12

1112
相

聞・問
答

歌
た

ら
ち

ね
の

母
が

よ
ぶ

名
を

申
さ

め
ど

。道
行

く
人

を
、誰

と
知

り
て

か
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

288
12

1125赤
相

聞・問
答

歌
久

方
の

雨
の

降
る

日
を

、我
が

門
に

、簑
笠

着
ず

て
來

る
人

や
、誰

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
288

12
1126赤

相
聞・問

答
歌

巻
向

の
穴

師
ノ

山
に

雲
居

つ
ゝ

、雨
は

降
れ

ど
も

、濡
れ

つ
ゝ

ぞ
來

し
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
15

12
1128

相聞・羈旅発思
吾

妹
子

を
、夢

に
見

に
來

と
、大

和
路

の
渡

り
瀬

ご
と

に
手

向
け

吾
が

す
る

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
289

12
1129赤

相聞・羈旅発思
櫻

花
咲

き
か

も
散

る
と

見
る

迄
に〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕、誰
か

も
、こ

ゝ
に

見
え

て
、散

り
行

く
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
西

村
12

1115
相

聞
・

羈
旅

発
思

吾
妹

子
し

吾
を

し
ぬ

ぶ
ら

し
草

枕
旅

の
ま

ろ
ね

に
下

紐
と

け
ぬ

『
西

村
』12・

2851の
項

参
照

。
作

者
未

詳

ノ
集

抄
1

56
12

1191
相

聞・非
別

歌
よ

し
ゑ

や
し

戀
ひ

じ
と

す
れ

ど
木

綿
間

山
越

え
に

し
君

が
思

ほ
ゆ

ら
く

に
。

1191、1175に
続

き「
＊

旅
の

歌
と

せ
ら

れ
て

ゐ
る

。が
、二

つ
と

も
山

陰
に

見
え

な
く

な
つ

た
の

だ〈
か

〉ら
、死

人
を

追
悼

し
て

の
歌

と
見

る
の

が
本

當
で

は
な

い
だ

ら
う

か
。」と

記
載

。『
口

譯
叢

書
1

』11・
1175の

項
参

照
。

作
者

未
詳

ノ
古

代
1

9
12

1191
相

聞・非
別

歌
よ

し
ゑ

や
し

戀
ひ

じ
と

す
れ

ど
、木

綿
間

山
越

え
に

し
君

が
、思

ほ
ゆ

ら
く

に
。

1191、1175に
続

き「
旅

ノ
歌

ト
セ

ラ
レ

テ
ヰ

ル
、ダ

ガ
二

ツ
ト

モ
木

綿
間

山
ガ

墓
地

ト
見

ラ
レ

ル
。死

人
ヲ

追
悼

シ
テ

ノ
歌

ト
見

テ
モ

ヨ
シ

」と
あ

る
。『

口
譯

叢
書

1
』11・

1175の
項

参
照

。
作

者
未

詳

ノ
伊

勢
抄

112
12

1191
相

聞・悲
別

歌
玉

が
つ

ま
し

ま
ぐ

ま
山

の
夕

ぐ
れ

に
ひ

と
り

か
君

が
山

路
こ

ゆ
ら

ん
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
157

11
1222

雑
歌

三
諸

は
　

人
の

守
る

山
　

本
邊

は
　

馬
酔

木
花

開
き

　
末

邊
は

　
椿

花
開

く
　

う
ら

麗
し

山
ぞ

　
泣

く
兒

守
る

山〔
※

傍
線

茶
イ

ン
ク

〕
歌

の
横

に
、「

三
諸

者
。人

之
守

山
。本

辺
者

。馬
酔

木
花

花
開

。末
辺

方
。椿

花
開

。浦
妙

山
曽

。泣
兒

守
山

。」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。上

部
余

白
に「

※
コ

ノ
守

ル
山

ト
ハ

人
妻

ヲ
言

ツ
タ

ノ
デ

、コ
レ

ハ
人

妻
ノ

美
シ

サ
ヲ

ナ
ツ

カ
シ

ム
意

ヲ
ノ

ベ
タ

モ
ノ

ト
解

シ
テ

、一
層

面
白

イ
ト

思
フ（

佐
）」〔

佐
佐

木
信

綱『
萬

葉
集

選
釋

』〕と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

512
11

1222
雑

歌
み

も
ろ〔

※
囲

み
〕は

人
の

守
る

山
。下

邊
は

馬
醉

木
花

さ
き

、末
邊

は
椿

花
咲

く
、う

ら
ぐ

は
し

山
ぞ

、泣
く

兒
守

る
山

。
作

者
未

詳

ノ
大

和
路

512
11

1227
雑

歌
神

奈
備

の
み

も
ろ〔

※
囲

み
〕の

神
の

帯
に

せ
る

明
日

香
の

川
の

水
脈

は
や

み
生

ひ
た

め
が

た
き

石
枕

苔
む

す
ま

で
…

…
作

者
未

詳

ノ
大

和
路

512
11

1228
雑

歌
神

名
備

の
み

も
ろ

の
山〔

※
囲

み
〕に

齋
ふ

松
思

ひ
す

ぎ
め

や
苔

む
す

ま
で

に
。

作
者

未
詳

ノ
古

代
1

8
11

1229
雑

歌
齋

串
立

て（
神

）酒
瓮

据
ゑ

ま
つ

る
祝

部
が

う
づ

の
山

蘰
見

れ
ば

、と
も

し
も

作
者

未
詳

蔵
古

義
2

71
11

1211赤
雑

歌
月

日
攝

友
久

經
流

三
諸

之
山

礪
津

宮
地

『
古

義
2

』万
2

･215の
項

参
照

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
117

11
1218赤

相
聞

磯
城

島
の

大
和

ノ
國

に
、人

さ
は

に
充

ち
て

あ
れ

ど
も

、藤
波

の
思

ひ
ま

つ
は

し
、若

草
の

し
ぬ

び
つ

き
に

し
君

が
面

に
戀

ひ
や

明
さ

む
。長

き
こ

の
夜

を
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

99
11

1251赤
相

聞
葦

原
の

　
水

穂
の

國
は

　
神

な
が

ら
　

言
擧

せ
ぬ

國〔
※

赤
鉛

筆
で

閉
じ

カ
ギ

括
弧

〕　
然

れ
ど

も
　

言
擧

ぞ
吾

が
す

る
　

言
幸

く
　

眞
福

く
坐

せ
と〔

※
赤

鉛
筆

で
閉

じ
カ

ギ
括

弧
〕　

恙
な

く
　

福
く

坐
さ

ば
　

荒
磯

浪
　

あ
り

て
も

見
む

と
　

百
重

波
　

千
重

浪
に

し
き

　
言

擧
す

吾
は

　
言

擧
す

吾
は

人
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

119
11

1251赤
相

聞
葦

原
の

瑞
穂

ノ
國

は
、神

な
が

ら
言

擧
げ

せ
ぬ

國
、し

か
は

あ
れ

ど
、言

擧
げ

ぞ
我

が
す

る
。こ

と
幸

く
ま

さ
き

く
ま

せ
と

。つ
ゝ

み
な

く
幸

く
い

ま
さ

ば
、荒

磯
波

あ
り

て
も

見
む

と
。百

重
波

千
重

波
頻

き
に

、言
擧

げ
す

る
、我

。

人
麻

呂
歌

集

蔵
類

別
上

99
11

1251赤
相

聞
敷

島
の

日
本

の
國

は
言

靈
の

佐
く

る
國

ぞ
ま

福
く

あ
り

こ
そ

人
麻

呂
歌

集
蔵

口
譯

1
121

11
1255赤

相
聞

古
從

言
ひ

續
ぎ

け
ら

く
、戀

す
れ

ば
安

か
ら

ぬ
も

の
と

、玉
の

緒
の

續
ぎ

て
は

言
へ

ど
、處

女
等

が
心

を
知

ら
に

、其
處

知
ら

む
よ

し
の

な
け

れ
ば

、夏
麻

ひ
く

領
か

ぶ
し

ま
け

、刈
薦

の
心

も
萎

に
、人

知
れ

ず
、も

と
な

ぞ
戀

ふ
る

。い
き

の
を

に
し

て
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

121
11

1258赤
相

聞
あ

ら
玉

の
年

は
來

行
き

て
、玉

梓
の

使
の

來
ね

ば
、霞

立
つ

長
き

春
日

を
、天

地
に

思
ひ

足
ら

は
し

、た
ら

ち
ね

の
母

が
飼

ふ
蠶

の
繭

籠
り

息
づ

き
渡

り
、我

が
戀

ふ
る

心
の

う
ち

を
、

人
に

言
ふ

も
の

に
し

あ
ら

ね
ば

、松
が

根
の

待
つ

事
遠

み
、天

傳
ふ

日
の

暮
れ

ぬ
れ

ば
、白

栲
の

、我
が

衣
手

は
、と

ほ
り

て
濡

れ
ぬ

。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
18

11
1258

相
聞

「
た

ら
ち

ね
の

母
が

飼
ふ

蠶
の

繭
籠

り
」─

い
き

づ
き

わ
た

り
わ

が
戀

ふ
る

心
の

う
ち

を
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
121

11
1259黒

相
聞

か
く

の
み

し
相

思
は

ざ
ら

ば
、天

雲
の

よ
そ

に
ぞ

、君
は

あ
る

べ
か

り
け

る
作

者
未

詳
蔵

口
譯

1
121

11
1261
赤

・
黒

相
聞

小
治

田
の

愛
知

の
水

を
、間

な
く

ぞ
人

は
汲

む
と

ふ
。と

き
じ

く
ぞ

人
は

飲
む

と
ふ

。汲
む

人
の

間
な

き
が

如
、飲

む
人

の
と

き
じ

く
が

如
、我

妹
子

に
我

が
戀

ふ
ら

く
は

、止
む

時
も

な
し

。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

122
11

1261赤
相

聞
籠

國
の

泊
瀬

ノ
川

の
上

つ
瀬

に
、齋

杭
を

う
ち

、下
つ

瀬
に

眞
杭

を
う

ち
、齋

杭
に

は
鏡

を
懸

け
、眞

杭
に

は
眞

玉
を

懸
け

、眞
玉

な
す

我
が

思
ふ

妹
も

、鏡
な

ず
我

が
思

ふ
妹

も
、あ

り
と

言
は

ゞ
こ

そ
、國

に
も

家
に

も
行

か
め

。誰
ゆ

ゑ
か

行
か

む
。

作
者

未
詳

ノ
伊

勢
抄

111
11

1265
相

聞
世

の
中

を
う

し
と

思
ひ

て
家

出
せ

し
我

や
な

に
に

か
か

へ
り

て
な

ら
む

作
者

未
詳

ノ
伊

勢
1

76
11

1265
相

聞
よ

の
な

か
を

う
し

と
お

も
ひ

て
い

へ
で

せ
し

我
や

な
に

に
か

か
へ

り
て

な
ら

ん
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
166

11
1266赤

相
聞

春
さ

れ
ば

　
花

咲
き

を
を

り
　

秋
づ

け
ば

　
丹

の
穂

に
黄

づ
　

味
酒

を
　

神
名

火
山

の
　

帶
に

せ
る

　
明

日
香

の
河

の〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕　

速
き

瀬
に

　
生

ふ
る

珠
藻

の
　

う
ち

靡
き

　
情

は
依

り
て

　
朝

露
の

　
消

な
ば

消
ぬ

べ
く

　
戀

ふ
ら

く
も

　
し

る
く

も
逢

へ
る

　
隱

妻
か

も

作
者

未
詳



─ （（8 ─

蔵
口

譯
1

121
11

1266
相

聞
春

さ
れ

ば
花

咲
き

を
ゝ

り
、秋

づ
け

ば
丹

の
穂

に
も

み
づ

、美
酒

を
神

南
備

山
の

佩
び

に
せ

る
飛

鳥
ノ

川
の

、早
き

瀬
に

生
る

玉
藻

の
、う

ち
靡

き
心

は
よ

り
て

、朝
露

の
消

な
ば

消
ぬ

べ
く

、戀
ふ

ら
く

も
著

く
、逢

へ
る

隱
妻

か
も

。

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

515
11

1266
相

聞
…

…
神

南
備

山
の

帶
に

せ
る

明
日

香
の

川
の

早
き

瀬
に

生
ふ

る
玉

藻〔
※「

玉
藻

」に
囲

み
〕の

う
ち

靡
き

心
は

寄
り

て
、朝

露
の

消
な

ば
消

ぬ
べ

く
戀

ふ
ら

く
も

、し
る

く
も

逢
へ

る
隱

妻
か

も
。

作
者

未
詳

ノ
輕

の
里

562
11

1266
相

聞
神

奈
備

山
の

帯
に

せ
る

飛
鳥

の
川

の
速

き
瀬

に
生

ふ
る

玉
藻

の
う

ち
な

び
き

…
…

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

166
11

1267赤
相

聞
明

日
香

河〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕瀨

瀨
の

珠
藻

の
う

ち
靡

き
情

は
妹

に
依

り
に

け
る

か
も

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

515
11

1267
相

聞
明

日
香

川
、瀬

々
の

玉
藻〔

※「
玉

藻
」に

囲
み

〕の
う

ち
な

び
き

心
は

妹
に

よ
り

に
け

る
か

も
作

者
未

詳

蔵
類

別
上

167
11

1268茶
相

聞
三

諸
の

　
神

奈
備

山
ゆ

　
と

の
曇

り
　

雨
は

降
り

來
ぬ

　
雨

霧
ひ

　
風

さ
へ

吹
き

ぬ
　

大
口

の
　

眞
神

の
原

ゆ〔
※

傍
点

茶
イ

ン
ク

〕　
思

び
つ

つ
　

還
り

に
し

人
　

家
に

到
り

き
や

下
部

余
白

に「
※

眞
神

原
　

当
時

都
ノ

外
ノ

物
サ

ビ
シ

イ
ト

コ
ロ

デ
ア

ツ
タ

ト
見

エ
ル

」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。上

部
余

白
に「

○
岡

本
宮

ノ
ア

タ
リ

ニ
住

ン
デ

ヰ
タ

女
ガ

自
分

ニ
逢

ツ
テ

別
レ

テ
帰

ツ
テ

ユ
ク

男
ノ

上
ヲ

思
ヒ

ヤ
ツ

タ
歌

デ
ア

ル（
佐

）」〔
佐

佐
木

信
綱『

萬
葉

集
選

釋
』〕と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

121
11

1268赤
相

聞
神

籬
の

神
南

備
山

從
、と

の
曇

り
雨

は
降

り
來

ぬ
。天

霧
ひ

風
さ

へ
吹

き
ぬ

。大
内

ノ
眞

神
个

原
從

偲
び

つ
ゝ

、歸
り

に
し

人
、家

に
至

り
き

や
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

121
11

1271赤
相

聞
さ

し
燒

か
む

小
家

の
陋

屋
に

、掻
き

捨
て

む
破

れ
こ

も
を

敷
き

て
、か

き
折

ら
む

醜
の

醜
手

を
さ

し
か

へ
て

寢
な

む
君

故
、あ

か
ね

さ
す

晝
は

し
み

ら
に

、ぬ
ば

玉
の

夜
は

す
が

ら
に

、こ
の

床
の

、ひ
し

と
鳴

る
迄

、な
げ

き
つ

る
か

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

125
11

1272赤
相

聞
う

ち
は

へ
て

思
ひ

し
小

野
は

、遠
か

ら
ぬ

其
里

人
の

標
結

ふ
と

聞
き

て
し

日
よ

り（
略

）亂
り

麻
の

麻
笥

を
な

み
と

、吾
が

涙
千

重
の

一
重

も
人

知
れ

ず
、も

と
な

や
戀

ひ
む

。い
き

の
を

に
し

て
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

126
11

1276赤
相

聞
百

足
ら

ず
山

田
の

路
を

、靡
く

藻
の

う
つ

く
し

づ
ま

と
言

問
は

ず
別

れ
し

來
れ

ば
、早

川
の

行
く

へ
も

知
ら

に
、衣

手
の

か
へ

る
も

知
ら

に
、馬

じ
も

の
立

ち
て

躓
き

、せ
む

術
の

た
づ

き
を

知
ら

に
、武

士
の

八
十

の
心

を
、天

地
に

思
ひ

た
ら

は
し

、た
ま

あ
は

ゞ
、君

來
ま

す
や

と
、我

が
な

げ
く

八
尺

の
な

げ
き

、玉
梓

の
路

來
る

人
の

、立
ち

ど
ま

り
如

何
に

と
問

は
ゞ

、答
へ

や
る

た
づ

き
を

知
ら

に
、さ

に
づ

ら
ふ

君
が

名
言

は
ゞ

、色
に

出
で

ゝ
人

知
り

ぬ
べ

み
、あ

し
び

き
の

山
よ

り
出

づ
る

月
待

つ
と

、人
に

は
言

ひ
て

、君
待

つ
。我

を
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

127
11

1278赤
相

聞
赤

駒
の

馬
屋

を
建

て
、黑

駒
の

馬
屋

を
建

て
ゝ

、其
を

飼
ひ

、吾
が

行
く

が
如

、思
ひ

づ
ま

心
に

乘
り

て
、高

山
の

峰
の

た
を

り
に

、射
部

立
て

ゝ
鹿

待
つ

が
如

、我
が

待
つ

君
を

犬
な

吠
え

そ
ね

。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
19

11
1279

相
聞

葦
垣

の
末

か
き

分
け

て
君

越
ゆ

と
人

に
な

告
げ

そ
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
169

11
1281茶

相
聞

妾
が

背
子

は
　

待
て

ど
來

ら
ず

　
天

の
原

　
ふ

り
放

け
見

れ
ば

　
ぬ

ば
た

ま
の

　
夜

も
ふ

け
に

け
り

　
さ

夜
ふ

け
て

　
嵐

の
吹

け
ば

　
立

ち
と

ま
り

　
待

つ
わ

が
袖

に
　

ふ
る

雪
は

　
凍

り
わ

た
り

ぬ
　

今
更

に
　

君
來

ま
さ

め
や

　
さ

な
葛

　
後

も
逢

は
む

と
　

慰
む

る
　

心
を

持
ち

て
　

み
袖

持
ち

　
床

う
ち

拂
ひ

　
現

に
は

　
君

に
は

逢
は

ず
　

夢
に

だ
に

　
逢

ふ
と

見
え

こ
そ

　
天

の
足

夜
よ

「
足

夜
」に

つ
い

て「
全

キ
夜

ノ
意

」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。茶

イ
ン

ク
で

、上
部

余
白

に「
女

ガ
男

ヲ
マ

ツ
思

ヒ
ヲ

詠
ン

ダ
作

デ
ア

ル
」

「
言

葉
足

り
て

心
み

ち
静

か
に

し
て

力
あ

り（
真

淵
）」〔

佐
佐

木
信

綱『
萬

葉
集

選
釋

』〕と
書

込
み

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
1

128
11

1281赤
相

聞
我

が
夫

子
は

待
て

ど
來

ま
さ

ず
、天

ノ
原

ふ
り

さ
け

見
れ

ば
、ぬ

ば
玉

の
夜

も
更

け
に

け
り

。さ
夜

更
け

と
、あ

ら
し

の
吹

け
ば

、立
ち

止
り

、待
つ

吾
が

袖
に

、降
る

雪
は

凍
り

わ
た

り
ぬ

。今
更

に
君

來
ま

さ
め

や
。（

略
）現

に
は

君
に

は
逢

は
ず

、夢
に

だ
に

逢
ふ

と
見

え
こ

そ
。天

の
足

り
夜

に
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

171
11

1111茶
相

聞
里

人
の

　
吾

に
告

ぐ
ら

く
　

汝
が

戀
ふ

る
　

愛
夫

は
　

黃
葉

の
　

散
り

み
だ

れ
た

る
　

神
名

火
の

　
こ

の
山

邊
か

ら
或

本
の

歌
に

云
ふ

、そ
の

山
邊

　
ぬ

ば
た

ま
の

　
黑

馬
に

乘
り

て
　

河
の

瀨
を

　
七

瀨
渡

り
て

　
う

ら
ぶ

れ
て

　
夫

は
逢

ひ
き

と
　

人
ぞ

告
げ

つ
る

上
部

余
白

に「
※

コ
レ

ヲ
眞

淵
ノ

如
ク（

夫
ノ

死
シ

テ
黄

泉
ニ

行
ケ

ル
ヲ

嘆
イ

タ
作

）ト
解

ス
レ

バ
、幻

想
メ

イ
タ

趣
ガ

出
テ

、カ
ツ

上
代

人
ノ

死
ニ

対
ス

ル
考

モ
伺

ハ
レ

ル
。マ

タ
宣

長
ノ

如
ク（

相
聞

歌
ト

シ
テ

女
ガ

自
分

ノ
恋

シ
タ

フ
男

ノ
上

ヲ
人

ニ
聞

イ
テ

詠
ン

ダ
作

）ト
解

ス
レ

バ
、漂

泊
者

ノ
上

ヲ
歌

ツ
タ

モ
ノ

ト
シ

テ
更

ニ
一

種
ノ

興
味

ガ
出

テ
來

ル
。（

選
釋

）〔
茶

イ
ン

ク
〕」〔

佐
佐

木
信

綱『
萬

葉
集

選
釋

』〕。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

118
11

1111赤
相

聞
里

人
の

わ
れ

に
告

ぐ
ら

く
、汝

が
戀

ふ
る

う
つ

く
し

夫
は

、も
み

ぢ
葉

の
散

り
の

ま
が

ひ
に

、神
南

備
の

こ
の

山
邊

か
ら

、ぬ
ば

玉
の

黑
馬

に
乘

り
て

、川
の

瀨
を

七
瀨

渡
り

て
、う

ら
ぶ

れ
て

夫
は

逢
へ

り
と

、人
ぞ

告
げ

つ
る

。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
12

11
1111

相
聞

里
人

の
わ

れ
に

告
ぐ

ら
く

な
が

戀
ふ

る
う

つ
く

し
夫

は
、も

み
ぢ

葉
の

散
り

の
ま

が
ひ

に
神

南
備

の
こ

の
山

邊
か

ら
ぬ

ば
た

ま
の

黒
馬

に
乘

り
て

川
の

瀬
を

七
瀬

渡
り

て
 う

ら
ぶ

れ
て

夫
は

逢
へ

り
と

、人
ぞ

告
げ

つ
る

。

作
者

未
詳

ノ
集

抄
2

62
11

1111
相

聞
里

人
の

吾
に

告
ぐ

ら
く

、汝
が

戀
ふ

る
う

つ
く

し
妻

は
、も

み
ぢ

葉
の

散
り

み
だ

り
た

る
神

名
備

の
そ

の
山

べ
か

ら
、ぬ

ば
玉

の
黒

馬
に

の
り

て
、川

の
瀬

を
七

瀬
わ

た
り

て
、う

ら
ぶ

れ
て

妻
は

あ
へ

り
と

、人
ぞ

告
げ

つ
る

。

「
ノ

オ
ト

萬
葉

集
抄

二
」

2・
218の

項
参

照
。歌

に
続

き「〔
相

聞
歌

中
に

あ
る

が
、正

し
く

は
挽

歌
の

中
に

入
る

べ
き

で
、こ

は
夫

の
死

し
て

黄
泉

に
行

つ
た

の
を

歎
い

た
作

で
あ

る
と

解
し

た
の

は
眞

淵
で

あ
る

。矢
張

相
聞

歌
と

し
て

、女
が

自
分

の
戀

し
た

ふ
男

の
上

を
人

に
聞

い
て

詠
ん

だ
も

の
と

な
す

の
は

宣
長

で
あ

る
。…

…
之

を
眞

淵
の

如
く

解
釋

す
れ

ば
、幻

想
め

い
た

趣
が

出
て

、か
つ

上
代

人
の

死
に

對
す

る
考

も
伺

は
れ

る
。〕」と

あ
る

。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
12

11
1111

相
聞

聞
か

せ
ず

し
て

黙
も

あ
ら

ま
し

を
。何

し
か

も
、君

が
た

だ
か

を
人

の
告

げ
け

る
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

111
11

1119青
問

答
物

念
は

ず
　

路
行

き
な

む
も

　
靑

山
を

　
ふ

り
放

け
見

れ
ば

　
躑

躅
花

　
香

少
女

　
櫻

花
　

盛
少

女〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕　

汝
を

ぞ
も

　
吾

に
依

す
と

ふ
　

吾
を

ぞ
も

　
汝

に
依

す
と

ふ
　

汝
は

い
か

に
念

ふ
や〔

※
青

鉛
筆

で
改

行
記

号
の

書
込

み
〕　

念
へ

こ
そ

　
歳

の
八

年
を

　
切

る
髪

の
　

よ
ち

こ〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕を

過
ぐ

り
　

橘
の

　
末

枝
を

過
ぐ

り
　

此
川

の
　

下
に

も
長

く
　

汝
が

心
待

て

「
切

る
髪

の
　

よ
ち

こ
」の

横
に「

少
女

十
六

七
ノ

頃
」と

黒
鉛

筆
で

書
込

み
。

人
麻

呂
歌

集

蔵
口

譯
1

111
11

1111
問

答
川

の
瀨

の
石

踏
み

渡
り

、ぬ
ば

玉
の

黑
馬

の
來

夜
は

、常
に

あ
ら

ぬ
か

も
。〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕
作

者
未

詳

蔵
類

別
上

176
11

1111茶
問

答
つ

ぎ
ね

ふ〔
※

茶
イ

ン
ク

で
丸

括
弧

〕　
山

城
道

を
　

他
夫

の
　

馬
よ

り
行

く
に

　
己

夫
の

　
歩

よ
り

行
け

ば
　

見
る

ご
と

に
　

哭
の

み
し

泣
か

ゆ
　

其
思

ふ
に

　
心

し
痛

し
　

た
ら

ち
ね

の
　

母
が

形
見

と
　

吾
が

持
て

る
　

ま
そ

み
鏡

に
　

蜻
蛉

領
巾

　
負

ひ
竝

め
持

ち
て

　
馬

か
へ

吾
背

上
部

余
白

ニ「
コ

レ
ハ

当
時

ノ
旅

商
人

ナ
ド

ノ
妻

ノ
詠

ン
ダ

モ
ノ

デ
ア

ル
」「

言
葉

飾
ら

ず
思

ふ
情

を
の

み
い

ひ
續

け
た

る
に

姿
よ

ろ
し

く
あ

は
れ

深
く

覚
え

ら
る

る
は

　
こ

れ
ら

こ
ひ

歌
て

ふ
も

の
な

れ
　

眞
淵

」〔
佐

佐
木

信
綱『

萬
葉

集
選

釋
』〕と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
作

者
未

詳



─ （（9 ─

蔵
口

譯
1

111
11

1111赤
問

答
つ

ぎ
ね

ふ
山

城
路

を
、人

夫
の

馬
よ

り
行

く
に

、己
夫

の
陸

路
よ

り
行

け
ば

、見
る

毎
に

哭
の

み
し

泣
か

ゆ
。そ

こ
思

ふ
に

心
し

痛
し

。た
ら

ち
ね

の
母

が
か

た
み

と
我

が
も

た
る

眞
澄

鏡
に

、蜻
蛉

領
巾

お
ひ

並
め

持
ち

て
、馬

か
へ

。吾
が

夫
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
11

11
1111

問
答

つ
ぎ

ね
ふ

山
背

道
を

人
づ

ま
の

馬
よ

り
行

く
に

己
づ

ま
が

か
ち

よ
り

行
け

ば
見

る
毎

に
ね

の
み

し
泣

か
ゆ

そ
こ

も
ふ

に
心

し
い

た
し

た
ら

ち
ね

の
母

が
形

見
と

わ
が

も
た

る
ま

そ
み

鏡
に

あ
き

つ
領

布
お

ひ
な

め
も

ち
て

馬
か

へ
わ

が
背

。

作
者

未
詳

ノ
大

和
路

511
11

1111
問

答
次

嶺
山

背
路

を
人

つ
ま

の
馬

よ
り

ゆ
く

に
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
177

11
1117茶

問
答

馬
買

は
ば

妹
歩

行
な

ら
む

よ
し

ゑ
や

し
石

は
履

む
と

も
吾

は
二

人
行

か
む

余
白

に「
コ

ハ
妻

ノ
眞

情
ニ

対
シ

テ
答

ヘ
シ

夫
ノ

作
ナ

リ
」〔

佐
々

木
信

綱『
萬

葉
集

選
釋

』〕と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

181
11

1127茶
挽

歌
百

小
竹

の〔
※

茶
イ

ン
ク

で
丸

括
弧

〕　
三

野
の

王
　

西
の

厩
　

立
て

て
飼

ふ
駒

　
東

の
厩

　
立

て
て

飼
ふ

駒
　

草
こ

そ
は

　
取

り
て

飼
ふ

が
に〔

※「
ふ

が
に

」の
横

に「
ひ

な
め

」
と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

〕　
水

こ
そ

は
　

挹
み

て
飼

ふ
が

に〔
※「

ひ
な

め
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

〕　
何

し
か

も
　

葦
毛

の
馬

の
　

嘶
え

立
ち

つ
る

上
部

余
白

に「
三

野
王

諸
兄

公
ノ

父
ガ

薨
去

サ
レ

タ
ノ

ヲ
悲

シ
ム

意
ヲ

、王
ガ

飼
ヒ

給
フ

タ
厩

ノ
馬

ガ
鳴

立
ツ

タ
コ

ト
ニ

ツ
ケ

テ
述

ベ
タ

…（
選

釋
）」〔

佐
佐

木
信

綱『
萬

葉
集

選
釋

』〕と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

152
11

1116赤
挽

歌
鳥

が
音

の
聞

え
ぬ

海
に

、高
山

を
隔

て
に

な
し

て
、沖

つ
藻

を
枕

に
枕

き
て

、蠶
の

衣
濯

ぎ
も

着
ず

に
、鯨

取
り

海
の

濱
邊

に
、う

ら
も

な
く

宿
れ

る
人〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕は
、母

父
に

愛
子

に
か

あ
ら

む
。若

草
の

妻
か

あ
り

け
む

。思
ほ

し
き

言
傳

て
む

や
と

、家
問

へ
ば

、家
を

も
宣

ら
ず

。名
を

問
へ

ど
名

だ
に

も
宣

ら
ず

。泣
く

子
な

す
言

だ
に

問
は

ず
。思

へ
ど

も
悲

し
き

も
の

は
、世

の
中

の
常

。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

151
11

1117
挽

歌
母〔

※
ル

ビ「
お

も
」に

黒
鉛

筆
で

傍
線

〕父
も

、妻
も

、子
ど

も
ゝ

、た
か

＼゙
／

に
、來

む
と

待
ち

け
む

人
の

悲
し

さ
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
1

158
11

1119
東

歌
・

雑
歌

葛
飾

の
眞

間
の

浦
曲

を
漕

ぐ
船

の
、船

人
騒

ぐ
。波

立
つ

ら
し

も
。

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

か
ざ

は
や

の
三

保
の

浦
ま

を〔
※
7・
1228〕」と

書
込

み
。

東
歌

・
下

総
蔵

口
譯

1
159

11
1152赤

東
歌

・
雑

歌
信

濃
な

る
苧

賀
の

荒
野

に
、杜

鵑
鳴

く
聲

聞
け

ば
、時

す
ぎ

に
け

り
。

東
歌

・
信

濃
ノ

集
抄

1
55

11
1152

東
歌

・
雑

歌
信

濃
な

る
す

が
の

荒
野

に
、杜

鵑
鳴

く
聲

聞
け

ば
、時

す
ぎ

に
け

り
歌

に
続

き「
こ

こ
は

信
濃

の
苧

賀
の

野
だ（

略
）」〔

折
口『

國
文

口
譯

叢
書

萬
葉

集
』〕と

記
載

。
東

歌
・

信
濃

蔵
古

義
6

7
11

1151
東

歌（
相

聞
）

伎
倍

比
等

乃
。萬

太
良

夫
須

麻
爾

。和
多

佐
波

太
。伊

利
奈

麻
之

母
乃

。伊
毛

我
乎

杼
許

爾
。

「
和

多
佐

波
太

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

遠
江

国
蔵

口
譯

1
159

11
1151赤

東
歌

・
相

聞
伎

倍
人

の
斑

衾
に

綿
さ

は
だ〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕、入
り

な
ま

し
も

の
。妹

が
小

床
に

。
東

歌
・

遠
江

ノ
集

抄
1

55
11

1151
東

歌
・

相
聞

伎
倍

人
の

斑
衾

に
綿

さ
は

だ
、入

り
な

ま
し

も
の

。妹
が

小
床

に
。

歌
に

続
き「

伎
倍（

遠
州

）の
里

人
の

こ
し

ら
へ

る
、名

物
の

だ
ん

だ
ら

染
め

の（
略

）」〔
折

口『
國

文
口

譯
叢

書
萬

葉
集

』〕と
あ

る
。

東
歌

・
遠

江
蔵

古
義

6
7

11
1155

東
歌（

相
聞

）
安

麻
乃

波
良

。不
自

能
之

婆
夜

麻
。己

能
久

禮
能

。等
伎

由
都

利
奈

波
。阿

波
受

可
母

安
良

牟
。

「
等

伎
由

都
利

奈
波

」の
解

説
に「

時
依

移
な

ば
な

り〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

駿
河

国
蔵

口
譯

1
161

11
1155赤

東
歌

・
相

聞
天

の
原

冨
士

の
柴

田
、こ

の
く

れ〔
※「

こ
の

く
れ

」に
傍

点
赤

イ
ン

ク
〕の

時
移

り
な

ば
、

逢
は

ず
か

も
あ

ら
む

。
東

歌
・

駿
河

ノ
集

抄
1

57
11

1155
東

歌
・

相
聞

天
の

原
富

士
の

柴
山

、こ
の

く
れ

の
、時

移
り

な
ば

、逢
は

ず
か

も
あ

ら
む

歌
に

続
き「

大
空

に
そ

び
へ

た
富

士
の（

略
）」〔

折
口『

國
文

口
譯

叢
書

萬
葉

集
』〕と

あ
る

。
東

歌
・

駿
河

蔵
口

譯
1

161
11

1157赤
東

歌
・

相
聞

霞
ゐ

る
富

士
の

山
邊

に
、わ

が
行

な
ば

、い
づ

し
向

き
て

か
、妹

が
歎

か
む

。
東

歌
・

駿
河

ノ
集

抄
1

56
11

1157
東

歌
・

相
聞

霞
ゐ

る
富

士
の

山
邊

に
、わ

が
來

な
ば

、い
づ

ち
向

き
て

か
、妹

が
な

げ
か

む
東

歌
・

駿
河

ノ
水のうへ

551
11

1157緑
東

歌
・

相
聞

霞
ゐ

る
富

士
の

山
べ

に
、わ

が
行

な
ば

、い
づ

し
向

き
て

か
、妹

が
歎

か
む

東
歌

・
駿

河
蔵

口
譯

1
161

11
1159赤

東
歌

・
相

聞
駿

河
ノ

海
。磯

邊
に

生
ふ

る
濱

つ
ゞ

ら
、汝

を
憑

み
、母

に
違

ひ
ぬ

。
東

歌
・

駿
河

ノ
集

抄
1

57
11

1159
東

歌
・

相
聞

駿
河

の
海

磯
邊

に
生

ふ
る

濱
葛

、汝
を

た
の

み
、母

に
違

ひ
ぬ

東
歌

・
駿

河
蔵

口
譯

1
162

11
1162赤

東
歌

・
相

聞
相

模
嶺

の
小

嶺
見

遙
し

、忘
れ

來
る

妹
が

名
呼

び
て

、吾
を

な〔
※

マ
マ

〕し
泣

く
な

。
本

書
は「

自
分

は
防

人
に

召
さ

れ
て

、故
鄕

相
模

を
立

つ
て

、遠
く

都
へ

上
る

。故
鄕

の
相

模
の

高
山

の
頂

上
も

、だ
ん

＼
／

遠
く

に
見

え
る

樣
に

な
つ

て
、連

れ
來

る
の

を
忘

れ
た

可
愛

し
い

人
を

ば
、（

仲
間

の
者

が
心

な
く

、）其
女

房
の

名
前

を
言

ひ
出

し
て

、自
分

を
泣

か
せ

る
こ

と
よ

」と
訳

。な
お

、折
口

は「
防

人
に

召
さ

れ
て

」と
解

釈
し

て
い

る
が

、そ
う

断
じ

得
る

根
拠

は
元

歌
に

な
い

。

東
歌

・
相

模

蔵
口

譯
1

162
11

1165赤
東

歌
・

相
聞

鎌
倉

の
見

越
ノ

崎
の

岩
崩

の
、君

が
悔

ゆ
べ

き
心

は
も

た
じ

。
東

歌
・

相
模

蔵
口

譯
1

161
11

1166赤
東

歌
・

相
聞

ま
愛

し
み

、さ
寢

に
吾

は
ゆ

く
。鎌

倉
の

み
な

の
せ

川
に

潮
滿

つ
な

む
か

。
東

歌
・

相
模

蔵
口

譯
1

161
11

1169赤
東

歌
・

相
聞

足
柄

の
眞

間
の

小
菅

の
菅

枕
。あ

ぜ
か

枕
か

さ
む

。兒
等

爲
。手

枕
。

東
歌

・
相

模
蔵

口
譯

1
161

11
1171赤

東
歌

・
相

聞
足

柄
の

箱
根

の
嶺

ろ
の

に
こ

草
の

、花
妻

な
れ

や
、紐

解
か

ず
寢

む
。

東
歌

・
相

模
ノ

東
歌

16
11

1171
東

歌
・

相
聞

足
柄

の
箱

根
の

嶺
ろ

の
に

こ
ぐ

さ
の

花
妻

な
れ

や
紐

と
か

ず
寐

む
歌

の
前

に「
結

婚
以

前
の

或
期

間
、物

忌
の

隔
離

生
活

が
あ

る
。目

に
見

え
て

會
ふ

こ
と

の
許

さ
れ

な
い

妻
が

花
妻

」と
あ

る
。

東
歌

・
相

模
蔵

口
譯

1
161

11
1171赤

東
歌

・
相

聞
足

柄
の

御
坂

恐
み

、隱
湯

の
吾

が
下

ば
へ

を
、言

出
つ

る
か

も
。

東
歌

・
相

模
ノ

東
歌

15
11

1171
東

歌
・

相
聞

足
柄

の
御

坂
恐

こ
み

、〈
く

も
り

よ
の

〉わ
が

下
ば

へ
を

、言
出

つ
る

か
も

。
東

歌
・

相
模

蔵
口

譯
1

161
11

1171赤
東

歌
・

相
聞

玉
川

に
晒

ら
す

調
布

、さ
ら

＼
／

に
、何

ぞ
、こ

の
兒

の
、こ

ゝ
だ

か
な

し
き

。
東

歌
・

武
蔵

蔵
口

譯
1

161
11

1171
東

歌
・

相
聞

武
蔵

野
に

卜
へ

象
灼

き
、ま

さ
で

に
も

宣
ら

ぬ
君

が
名

、卜
に

出
に

け
り

。
上

部
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
ウ

ラ
ヘ

カ
タ

ヤ
キ

は
鹿

占
也

」と
書

込
み

。
東

歌
・

武
蔵

蔵
口

譯
1

161
11

1175赤
東

歌
・

相
聞

武
蔵

野
の

小
岫

が
雉

子
、立

ち
別

れ
い

に
し

宵
よ

り
、夫

ろ
に

逢
は

な
ふ

よ
。

東
歌

・
武

蔵
蔵

口
譯

1
161

11
1176赤

東
歌

・
相

聞
戀

し
け

ば
袖

も
振

ら
む

を
。武

藏
野

の
白

朮
が

花
の

、色
に

出
な

。ゆ
め

。
東

歌
・

武
蔵

ノ
東

歌
16

11
1176

東
歌

・
相

聞
戀

し
け

ば
袖

も
振

ら
む

を
。武

蔵
野

の
朮

が
花

の
色

に
出

な
、ゆ

め
。

東
歌

・
武

蔵
蔵

口
譯

1
165

11
1176
或

本
赤

東
歌

・
相

聞
如

何
に

し
て

戀
ひ

ば
か

、妹
に

、武
藏

野
の

朮
が

花
の

、色
に

出
ず

あ
ら

む
。

東
歌

・
武

蔵

ノ
東

歌
16

11
1176
或

本
東

歌
・

相
聞

い
か

に
し

て
戀

ひ
ば

か
妹

に
、武

蔵
野

の
朮

が
花

の
、色

に
出

ず
あ

ら
む

。
東

歌
・

武
蔵

蔵
口

譯
1

165
11

1179赤
東

歌
・

相
聞

吾
が

脊
子

を
、あ

ど
か

も
言

は
む

。武
蔵

野
の

求
が

花
の

、〔
※「

と
き

な
き

」に
赤

イ
ン

ク
で「

×
」印

〕と
き

な
き

も
の

を
。

「
と

き
な

き
」に

関
し

、上
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

×
□

□
□

□
は

い
つ

も
盛

り
□

の
松

の
葉

」と
書

込
み

。
東

歌
・

武
蔵

蔵
口

譯
1

165
11

1181
東

歌
・

相
聞

夏
麻

引
く

、う
な

ひ
を

さ
し

て
飛

ぶ
鳥

の
、至

ら
む

と
ぞ

よ
、吾

が
下

ば
へ

し
。〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕
東

歌
・

武
蔵

蔵
口

譯
1

166
11

1182赤
東

歌
・

相
聞

望
多

の
峰

ろ
の

笹
葉

の
、露

じ
も

の
ぬ

れ
て

吾
來

な
は

、汝
は

戀
ふ

ば
ぞ

も
。

下
部

余
白

に「
望

陀
　

君
津

郡
」と

赤
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
東

歌
・

上
総

蔵
口

譯
1

166
11

1181赤
東

歌
・

相
聞

葛
飾

の
眞

間
の

手
兒

名
を

。誠
か

も
、わ

れ
に

寄
す

と
ふ

。眞
間

の
手

兒
名

を
。

東
歌

・
下

総
蔵

口
譯

1
166

11
1185赤

東
歌

・
相

聞
葛

飾
の

眞
間

の
手

兒
名

が
あ

り
し

か
ば

、眞
間

の
磯

邊
に

、波
も

轟
に

、
東

歌
・

下
総

蔵
口

譯
1

166
11

1186赤
東

歌
・

相
聞

鳩
鳥

の
葛

飾
早

稲
を

饗
す

と
も

、そ
の

か
な

し
き

を
、外

に
立

て
め
や
も

。
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
誰

ぞ
こ

の
家

の
戸

お
そ

ぶ
る

。新
嘗

に
吾

が
夫

を
や

り
て

斎
ふ

こ
の

戸
を

。〔
※
14・
3460〕」と

書
込

み
。本

書
は

1186を
、「

今
日

は
新

嘗
だ

。そ
れ

で
人

を
払

う
て

、神
様

に
、葛

飾
の

早
稲

を
お

供
へ

申
し

て
ゐ

る
の

だ
。（

誰
も

内
へ

入
れ

る
事

は
出

来
な

い
。）と

し
て

も
、彼

の
可

愛
い

お
方

を
ぢ

つ
と

、表
に

立
た

し
て

置
か

う
か

」と
訳

。

東
歌

・
下

総

ノ
東

歌
16

11
1186

東
歌

・
相

聞
に

ほ
ど

り
の

葛
飾

早
稻

を
饗

す
と

も
、そ

の
か

な
し

き
を

、外
に

立
て

め
や

も
。

歌
に

続
き「

新
嘗

の
夜

は
、そ

の
饗

應
を

受
け

に
下

り
給

ふ
神

以
外

に
は

、家
人

も
出

は
ら

は
し

て
、主

卿
と

か
娘

と
か

選
ば

れ
た

女
の

み
が

殘
つ

て
神

を
饗

應
す

る
。そ

ん
な

厳
重

な
物

忌
の

日
で

も
戀

人
を

外
に

立
た

し
て

お
け

な
い

と
い

ふ
の

だ
。信

仰
と

現
實

生
活

と
の

矛
盾

を
示

し
て

ゐ
る

。信
仰

が
衰

へ
た

と
も

い
へ

る
が

、む
し

ろ
切

實
な

恋
愛

を
考

へ
た

、戯
曲

的
な

歌
」と

あ
る

。

東
歌

・
下

総



─ （（0 ─

蔵
口

譯
1

167
11

1187赤
東

歌
・

相
聞

跫
音

せ
ず

行
か

む
駒

も
が

。葛
飾

の
眞

間
の

繼
橋

、止
ま

ず
通

は
む

。
東

歌
・

下
総

蔵
口

譯
1

168
11

1191赤
東

歌
・

相
聞

筑
波

嶺
の

遠
面

此
面

に
、守

り
部

す
ゑ

、母
は

も
れ

ど
も

、夫
ぞ

逢
ひ

に
け

る〔
※「

夫
ぞ

」
以

下
に

赤
イ

ン
ク

で
傍

点
〕。

「
夫

ぞ
逢

ひ
に

け
る

」に
つ

い
て

、赤
イ

ン
ク

で「
魂

ぞ
合

ひ
に

け
る〔

傍
点

〕」と
書

込
み

。
東

歌
・

常
陸

ノ
東

歌
11

11
1191

東
歌

・
相

聞
…

…
母

は
守

れ
ど

も
、魂

ぞ
合

ひ
に

け
る

歌
の

前
に「

戀
は

こ
の

相
手

の
魂

を
乞

ふ
こ

と
で

あ
る

。母
は

張
番

し
て

ゐ
る

が
、娘

は
魂

が
自

然
戀

人
と

行
き

觸
れ

て
仲

よ
く

な
つ

て
ゐ

る
」と

あ
る

。
東

歌
・

常
陸

蔵
口

譯
1

168
11

1195赤
東

歌
・

相
聞

小
筑

波
の

嶺
ろ

に
月

立
し

、逢
ひ

た
從

は
、さ

は
だ

な
り

ぬ
を

。ま
た

寝
て

む
か

も
。

東
歌

・
常

陸
蔵

口
譯

1
169

11
1198赤

東
歌

・
相

聞
人

皆
の

言
は

絶
ゆ

と
も

、埴
科

の
石

井
ノ

手
兒

が
言

な
絶

え
そ

ね
。

東
歌

・
信

濃
蔵

口
譯

1
169

11
1199赤

東
歌

・
相

聞
信

濃
路

は
新

の
墾

り
路

。か
り

ば
ね

に
足

踏
ま

す
な

。履
は

け
。吾

が
兄

。
東

歌
・

信
濃

蔵
口

譯
1

169
11

1111赤
東

歌
・

相
聞

吾
が

戀
ひ

は
、ま

さ
か

も
か

な
し

。草
枕

多
胡

の
入

野
の

、お
く

も
か

な
し

も
。

東
歌

・
上

野
蔵

口
譯

1
171

11
1111赤

東
歌

・
相

聞
上

つ
毛

野
安

蘇
の

眞
麻

群
掻

き
抱

き
、寢

れ
ど

飽
か

ぬ
を

。あ
ど

か
我

が
せ

む
。

東
歌

・
上

野
ノ

東
歌

17
11

1111
東

歌
・

相
聞

上
つ

毛
野

安
蘇

の
眞

麻
む

ら
、掻

き
抱

き
、寐

れ
ど

飽
か

ぬ
を

、あ
ど

か
我

が
せ

む
東

歌
・

上
野

蔵
口

譯
1

171
11

1115赤
東

歌
・

相
聞

上
つ

毛
の

を
ど

の
た

ど
り

の
川

路
に

も
、兒

等
は

逢
は

な
も

。一
人

の
み

し
て

。
東

歌
・

上
野

蔵
口

譯
1

171
11

1117赤
東

歌
・

相
聞

上
つ

毛
野

ま
ぐ

は
島

門
に

、朝
日

さ
し

、ま
ぎ

ら
は

し
も

な
。あ

り
つ

ゝ
見

れ
ば

。
東

歌
・

上
野

蔵
口

譯
1

171
11

1118赤
東

歌
・

相
聞

新
田

山
。峰

に
は

つ
か

な
ゝ

、吾
に

よ
そ

り
、は

し
な

る
子

ら
し

、あ
や

に
か

な
し

も
。

東
歌

・
上

野
蔵

口
譯

1
171

11
1111赤

東
歌

・
相

聞
伊

香
保

ろ
の

岨
の

榛
原

。ね
も

ご
ろ

に
奥

を
な

か
ね

そ
。ま

さ
か

し
よ

か
ば

。
東

歌
・

上
野

蔵
口

譯
1

171
11

1122赤
東

歌
・

相
聞

伊
香

保
風

。吹
く

日
吹

か
ぬ

日
あ

り
と

い
へ

ど
、吾

が
戀

ひ
の

み
し

、時
な

か
り

け
り

。
東

歌
・

上
野

蔵
口

譯
1

171
11

1121赤
東

歌
・

相
聞

上
つ

毛
野

伊
香

保
の

嶺
ろ

に
降

る
雪

の
、行

き
過

ぎ
か

て
ぬ

。妹
が

家
の

あ
た

り
。

東
歌

・
上

野
ノ

東
歌

17
11

1125
東

歌
・

相
聞

下
つ

毛
野

安
蘇

の
川

原
よ

石
踏

ま
ず

空
ゆ

と
來

ぬ
よ

汝
が

心
告

れ
東

歌
・

下
野

蔵
西

村
117

11
1127

東
歌

・
相

聞
筑

紫
な

る
香

ふ
子

ゆ
ゑ

に
み

ち
の

く
の

香
取

處
女

の
結

び
し

紐
と

く
「

第
5

章
土

俗
的

考
察

第
二

節
禁

忌
的

習
俗（

1
）下

紐
」。左

の
歌

と
そ

の
解

説「
寧

樂
時

代
の

歌
謠

に
現

は
れ

て
來

る『
下

紐
』は

男
女

兩
性

が
相

互
に

對
手

の
そ

れ
を

結
ん

で
、次

ぎ
に

會
合

す
る

ま
で

は
解

か
な

い
約

束
を

し
た

も
の

で
あ

る
。下

紐
が

ど
ん

な
制

を
有

つ
て

ゐ
た

か
は

分
ら

な
い

が
、動

々
も

す
れ

ば
自

づ
と

解
け

る
性

質
を

有
つ

て
ゐ

た
ら

し
い

。／『
筑

紫
な

る
香

ふ
子

ゆ
ゑ

に
み

ち
の

く
の

香
取

處
女

の
結

び
し

紐
と

く〔
※
14・
3427〕』（

巻
十

四
）／

を
味

つ
て

見
る

と
陸

奥
の

香
取

の
男

が
、そ

こ
で

女
に

結
ば

し
た

下
紐

を
、

筑
紫

へ
來

て
美

し
い

女
に

逢
つ

た
爲

め
に

解
く

こ
と

に
な

つ
た

と
い

ふ
意

で
、男

性
も

貞
操

帶
と

し
て

の
下

紐
を

結
ん

で
ゐ

た
こ

と
が

知
れ

る
。」の

箇
所

に
書

入
れ

。

東
歌

・
陸

奥

蔵
口

譯
1

171
11

1127赤
東

歌
・

相
聞

筑
紫

な
る

匂
ふ

兒
ゆ

ゑ
に

、陸
奥

の
香

取
處

女
の

結
ひ

し
紐

解
く

。
東

歌
・

陸
奥

ノ
水のうへ

517
11

1127青
東

歌
・

相
聞

筑
紫

な
る

匂
ふ

兒
ゆ

ゑ
に

、陸
奥

の
香

取
處

女
の

結
ひ

し
紐

解
く

。
東

歌
・

陸
奥

蔵
口

譯
1

175
11

1112赤
東

歌・譬
喩

歌
あ

し
が

り
の

わ
を

か
け

山
の

穀
の

木
の

、吾
を

か
づ

さ
ぬ

も
。か

づ
さ

か
ず

と
も

。
東

歌
・

相
模

ノ
東

歌
17

11
1111

東
歌・譬

喩
歌

上
つ

毛
野

安
蘇

山
つ

づ
ら

、野
を

廣
み

、延
ひ

に
し

も
の

を
、あ

ぜ
か

絶
え

せ
む

東
歌

・
上

野
蔵

口
譯

1
176

11
1118赤

東
歌

・
雑

歌
つ

む
が

野
に

鈴
が

音
聞

ゆ
。上

信
太

の
殿

の
仲

男
し

、鳥
狩

り
す

ら
し

も
。

国
名

不
明

歌
ノ

東
歌

16
11

1118
東

歌
・

雑
歌

つ
む

が
野

に
鈴

が
音

聞
ゆ

、か
む

し
だ

の
殿

の
若

子
し

、鳥
狩

り
す

ら
し

も
。

国
名

不
明

歌
ノ

集
抄

1
55

11
1118

東
歌

・
雑

歌
つ

む
が

野
に

鈴
が

音
聞

ゆ
。上

信
太

の
殿

の
仲

男
し

、鳥
狩

り
す

ら
し

も
歌

に
続

き「
つ

が
む

野
で

、鷹
に

つ
け

た（
略

）」〔
折

口『
國

文
口

譯
叢

書
萬

葉
集

』〕と
あ

る
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
176

11
1119赤

東
歌

・
雑

歌
鈴

音
の

驛
亭

の
包

み
井

の
、水

を
た

ま
へ

な
。妹

が
直

手
從

。
国

名
不

明
歌

ノ
東

歌
17

11
1119

東
歌

・
雑

歌
す

ず
が

ね
の

、驛
舎

の
、つ

つ
み

井
の

、水
を

た
ま

へ
な

、妹
が

た
だ

手
よ

。
歌

に
続

き「
官

使
が

早
馬

を
疾

驅
さ

せ
て

、驛
と

驛
と

の
間

を
傳

走
す

る
驛

毎
に

驛
馬

の
用

意
が

あ
つ

た
。沖

縄
に

も
手

水
の

歌
が

あ
る

。（
略

）素
手

で
水

を
飲

ま
せ

る
と

い
ふ

の
戀

愛
の

成
立

と
い

う
こ

と
に

も
な

る
」と

あ
る

。
国

名
不

明
歌

ノ
集

抄
1

56
11

1119
東

歌
・

雑
歌

鈴
が

音
の

驛
亭

の
つ

ゝ
み

井
の

水
を

た
ま

へ
な

。妹
が

た
だ

手
よ

。
歌

に
続

き「
驛

馬
に

乘
る

人
は

、官
の

使
で

あ
る

こ
と

を
示

す
驛

鈴
を

も
つ

て
ゐ

た
」と

あ
る

。
国

名
不

明
歌

蔵
短

歌
5

111
11

1111青
東

歌
・

雑
歌

う
ら

も
な

く
　

我
が

行
く

道
に

、靑
柳

の
張

り
て

立
て

れ
ば

、も
の

思
ひ

出
づ

も
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

177
11

1111赤
東

歌
・

雑
歌

心
も

な
く

吾
が

行
く

道
に

、靑
柳

の
萌

り
て

立
て

れ
ば

、物
思

ひ
つ

ゝ
も〔

※「
つ

ゝ
も

」の
横

に
赤

イ
ン

ク
で「

出
づ

も
」と

書
込

み
〕。

「
つ

ゝ
も

」の
横

に「
出

づ
も

」と
赤

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

国
名

不
明

歌

ノ
集

抄
1

55
11

1111
東

歌
・

雑
歌

う
ら

も
な

く
我

が
行

く
道

に
、靑

柳
の

萌
り

て
立

て
れ

ば
、も

の
思

ひ
出

で
も

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
178

11
1117赤

東
歌

・
雑

歌
く

さ
か

げ
の

安
濃

な
行

か
む

と
墾

り
し

道
。安

濃
は

行
か

ず
て

、荒
草

だ
ち

ぬ
。

国
名

不
明

歌
ノ

東
歌

17
11

1117
東

歌
・

雑
歌

く
さ

か
げ

の
安

濃
な

行
か

む
と

墾
り

し
道

、安
濃

は
行

か
ず

て
、荒

草
立

ち
ぬ

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
179

11
1152緑

東
歌

・
雑

歌
お

も
し

ろ
き

野
を

ば
、な

燒
き

そ
。古

草
に

新
草

ま
じ

り
、生

ひ
ば

生
ふ

る
が

に
。

国
名

不
明

歌
ノ

伊
勢

抄
118

11
1152

東
歌

・
雑

歌
お

も
し

ろ
き

野
を

ば
な

燒
き

そ
。古

草
に

、新
草

ま
じ

り
、生

ひ
ば

生
ふ

る
が

に
。

国
名

不
明

歌
ノ

集
抄

1
51

11
1152

東
歌

・
雑

歌
お

も
し

ろ
き

野
を

ば
、な

燒
き

そ
。古

草
に

新
草

ま
じ

り
、生

ひ
ば

生
ふ

る
が

に
。

歌
に

続
き「

面
白

い
眺

め
の

野
を

燒
い

て
は

な
ら

な
い（

略
）」〔

折
口『

國
文

口
譯

叢
書

萬
葉

集
』〕と

あ
る

。
国

名
不

明
歌

ノ
伊

勢
1

71
11

1152
東

歌
・

雑
歌

お
も

し
ろ

き
野

を
ば

な
燒

き
そ

、古
草

に
新

草
ま

じ
り

生
ひ

ば
生

ふ
る

か
に

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

179
11

1151赤
東

歌
・

雑
歌

庭
に

立
つ

麻
布

小
衾

。今
宵

だ
に

、妻
よ

し
こ

せ
ぬ

。麻
布

小
衾

。
国

名
不

明
歌

ノ
東

歌
17

11
1151

東
歌

・
雑

歌
（

庭
に

立
つ

）麻
布

小
衾

、今
宵

だ
に

、夫
よ

し
こ

せ
ぬ

、麻
布

小
衾

。
歌

に
続

き「
麻

布
蒲

團
に

對
し

て
の

呪
術

。（
略

）そ
の

信
仰

を
除

い
て

し
ま

ふ
と

、叙
情

歌
と

し
て

の
價

値
を

生
ず

る
」と

あ
る

。
国

名
不

明
歌

蔵
短

歌
5

111
11

1155青
東

歌
・

相
聞

戀
し

け
ば

來
ま

せ
。我

が
せ

こ
。垣

つ
柳

　
梢

摘
み

か
ら

し
、我

立
ち

待
た

む
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

179
11

1155赤
東

歌
・

相
聞

戀
し

け
ば

來
ま

せ
。吾

が
夫

子
。垣

内
柳

末
抓

み
枯

し
、吾

立
ち

待
た

む
。

国
名

不
明

歌
ノ

東
歌

12
11

1155
東

歌
・

相
聞

戀
し

け
ば

來
ま

せ
、わ

が
背

子
。垣

つ
柳

、梢
摘

み
か

ら
し

、わ
れ

立
ち

待
た

む
。

国
名

不
明

歌
ノ

集
抄

1
55

11
1155

東
歌

・
相

聞
戀

し
け

ば
來

ま
せ

。我
が

せ
こ

。垣
つ

柳
梢

摘
み

枯
ら

し
、わ

れ
立

ち
待

た
む

。
国

名
不

明
歌

蔵
短

歌
5

111
11

1159緑
東

歌
・

相
聞

稻
搗

け
ば

　
か

ゝ
る

我
が

手
を

。今
宵

も
か

、殿
の

若
子

が
取

り
て

な
げ

か
む

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
181

11
1159赤

東
歌

・
相

聞
稻

搗
け

ば
皹

る
吾

が
手

を
、今

宵
も

か
、殿

の
若

子
が

、と
り

て
嘆

か
む

。
国

名
不

明
歌

ノ
伊

勢
抄

115
11

1159
東

歌
・

相
聞

稻
舂

け
ば

皹
る

我
が

手
を

。今
宵

も
か

殿
の

若
子

が
、と

り
て

嘆
か

む
国

名
不

明
歌

ノ
集

抄
1

56
11

1159
東

歌
・

相
聞

稲
搗

け
ば

皹
る

あ
が

手
を

、今
宵

も
か

、殿
の

若
子

が
と

り
て

嘆
か

む
歌

に
続

き「
こ

の
女

は（
略

）女
奴

の
境

遇
で

あ
つ

て
、通

婚
の

許
さ

れ
な

い
間

柄
」と

あ
る

。
国

名
不

明
歌

ノ
伊

勢
1

81
11

1159
東

歌
・

相
聞

稲
舂

け
ば

皹
る

わ
が

手
を

。今
宵

も
か

、殿
の

若
子

が
と

り
て

嘆
か

む
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
181

11
1161赤

東
歌

・
相

聞
誰

ぞ
こ

の
家

の
戸

お
そ

ぶ
る

。新
嘗

に
吾

が
夫

を
や

り
て

、齋
ふ

こ
の

戸
を

。
『

口
譯

叢
書

1
』12･2866、11・

1186の
項

参
照

。
国

名
不

明
歌

ノ
東

歌
12

11
1161

東
歌

・
相

聞
誰

ぞ
こ

の
屋

の
戸

お
そ

ぶ
る

、新
嘗

に
わ

が
夫

を
や

り
て

齋
ふ

こ
の

戸
を

国
名

不
明

歌
ノ

集
抄

1
56

11
1161

東
歌

・
相

聞
誰

ぞ
こ

の
屋

の
戸

お
そ

ぶ
る

。新
嘗

に
わ

が
夫

を
や

り
て

、齋
ふ

こ
の

戸
を

。
歌

に
続

き「
誰

だ
。こ

の
う

ち
の

戸
を

押
し

て（
略

）」〔
折

口『
國

文
口

譯
叢

書
萬

葉
集

』〕と
あ

る
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
181

11
1161赤

東
歌

・
相

聞
間

遠
く

の
野

に
も

逢
は

な
む

。心
な

く
里

の
み

中
に

、逢
へ

る
夫

な
か

も
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
181

11
1161赤

東
歌

・
相

聞
人

言
の

繁
き

に
依

り
て

、蒋
薦

の
同

じ
枕

は
、吾

は
枕

か
じ

や
も

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

178
11

1167赤
東

歌
・

相
聞

奥
山

の
眞

木
の

板
戸

を
と

ど
と

し
て

我
が

開
か

む
に

入
り

來
て

寐
さ

ね
『

口
譯

叢
書

1
』11・

2519の
項

参
照

。
国

名
不

明
歌

ノ
集

抄
1

56
11

1169
東

歌
・

相
聞

夕
占

に
も

今
宵

と
占

ら
ろ

。わ
が

夫
は

、何
故

ぞ
も

、今
宵

寄
し

ろ
來

ま
さ

ぬ
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

182
11

1169赤
東

歌
・

相
聞

夕
占

に
も

今
夜

と
占

ら
ろ

。吾
が

夫
な

は
、何

故
ぞ

も
、今

夜
寄

し
ろ

來
ま

さ
ぬ

。
上

部
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
夕

占
に

も
占

に
も

告
れ

る
今

夜
だ

に
來

ま
さ

ぬ
君

を
い

つ
と

か
待

た
む（

巻
十

一
）〔

※
11・

2611〕」と
書

込
み

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

182
11

1172赤
東

歌
・

相
聞

人
妻

と
、何

故
か

其
を

云
は

む
。然

ら
ば

か
、隣

の
衣

を
借

り
て

着
な

は
も

。
国

名
不

明
歌



─ （（（ ─

蔵
短

歌
6

118
11

1175緑
東

歌
・

相
聞

戀
ひ

つ
ゝ

も
　

居
ら

む
と

す
れ

ど
、木

綿
間

山
　

隱
れ

し〔
※「

木
綿

間
山

　
隱

れ
し

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕君

を
思

ひ
か

ね
つ

も
解

説
に「

悲
別

歌
と

挽
歌〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕と

は
、實

は
區

別
は

な
い

の
で

あ
る

。萬
葉

集
の

編
者

た
ち

も
、そ

の
點

誤
解

し
て

ゐ
る

こ
と

が
多

い
で

あ
ら

う
」と

あ
る

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

181
11

1175
東

歌
・

相
聞

戀
ひ

つ
ゝ

も
を

ら
む

と
す

れ
ど

、ゆ
ふ

ま
山

隱
れ

し
君

を
思

ひ
か

ね
つ

も
。

上
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

よ
し

ゑ
や

し
恋

ひ
じ

と
す

れ
ど

木
綿

間
山

越
え

に
し

君
が

思
ほ

ゆ
ら

く
に〔
※
12・
3191〕」と

書
込

み
。

国
名

不
明

歌
ノ

東
歌

17
11

1175
東

歌
・

相
聞

戀
ひ

つ
つ

も
を

ら
む

と
す

れ
ど

、ゆ
ふ

ま
山

隱
れ

し
君

を
思

ひ
か

ね
つ

も
歌

に
続

き「
旅

の
歌

と
セ

ラ
レ

テ
ヰ

ル
。シ

カ
シ

木
綿

間
山

ノ
山

陰
ニ

見
エ

ナ
ク

ナ
ツ

テ
シ

マ
ツ

タ
ノ

ダ
カ

ラ
、死

人
ヲ

追
悼

シ
テ

ノ
歌

カ
」と

あ
る

。
国

名
不

明
歌

ノ
集

抄
1

56
11

1175
東

歌
・

相
聞

戀
ひ

つ
ゝ

も
を

ら
む

と
す

れ
ど

、木
綿

間
山

隱
れ

し
君

を
思

ひ
か

ね
つ

も
「

ノ
オ

ト
萬

葉
集

抄
一

」12・
1191の

項
参

照
。

国
名

不
明

歌
ノ

古
代

1
9

11
1175

東
歌

・
相

聞
戀

ひ
つ

つ
も

居
ら

む
と

す
れ

ど
、木

綿
間

山
隱

れ
し

君
を

、思
ひ

か
ね

つ
も

。
「

ノ
オ

ト
古

代
研

究
一

」12・
1191の

項
参

照
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
181

11
1176

東
歌

・
相

聞
宜

、子
等

は
吾

に
戀

ふ
な

も
。立

と
月

の
、流

な
へ

行
け

ば
、戀

ふ
し

か
る

な
も

。
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
む

べ
子

ら
は

我
に

恋
ふ

ら
む

立
つ

月
の

な
が

ら
へ

ゆ
け

ば
こ

ほ
し

か
る

ら
む〔
※
14・
3476〕」と

書
込

み
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
181

11
1179赤

東
歌

・
相

聞
あ

か
み

山
草

根
刈

り
退

け
、逢

は
す

が
へ

、爭
ふ

妹
し

あ
や

に
か

な
し

も
。

国
名

不
明

歌
蔵

短
歌

5
115

11
1181

東
歌

・
相

聞
あ

り
ぎ

ぬ
の

　
さ

ゑ
＼

／
し

づ
み

、家
の

妹
に

も
の

言
は

ず
來

に
て

、思
ひ

苦
し

も
「

あ
り

ぎ
ぬ

」の
説

明
に「

殆
同

歌
が

巻
四（

五
〇

三
）に

人
麻

呂
作

と
出

て
ゐ

て
、其

に
は

珠
衣

と
充

て
ゝ

ゐ
る

。珠
衣

で
い

へ
ば

靈
的

な
衣

で
、鎭

魂
に

用
ゐ

た〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」、「
さ

ゑ
＼

／
し

づ
み

」の
説

明
に「

そ
の

衣
が

ざ
わ

め
き

鳴
り

、亦
靜

ま
り

す
る

事
を

い
ふ

咒
文

的
な

語
で

あ
つ

た
の

が
、歌

に
用

ゐ
ら

れ
る

樣
に

な
つ

た〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。解

説
中「

し
み

＼゙
／

と
心

が
靜

ま
つ

て
、今

更
黙

つ
て

出
て

來
た

こ
と

が
悔

ま
れ

る
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。

国
名

不
明

歌
（

人
麻

呂
歌

集
）

蔵
口

譯
1

181
11

1181赤
東

歌
・

相
聞

あ
り

衣
の

さ
ゑ

＼
／

し
づ

み
、家

の
妹

に
物

言
は

ず
來

に
て

、思
ひ

苦
し

も
。

上
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

小
竹

の
葉

は
み

山
も

さ
や

に
乱

け
と

も
吾

は
妹

お
も

ふ
別

れ
來

ぬ
れ

ば（
人

麻
呂

）〔
*2・
133〕」と

書
込

み
。

国
名

不
明

歌
（

人
麻

呂
歌

集
）

蔵
口

譯
1

181
11

1181赤
東

歌
・

相
聞

麻
苧

ら
を

桶
に

ふ
す

さ
に

積
ま

ず
と

も
、明

日
來

せ
ざ

め
や

。い
ざ

せ
。小

床
に

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

185
11

1191
赤

・
黒

東
歌

・
相

聞
柳

こ
そ

伐
れ

ば
生

え
す

れ
。世

に
人

の
戀

に
死

な
む

を
、如

何
に

せ
よ

と
ぞ

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

186
11

1191赤
東

歌
・

相
聞

子
持

山
若

楓
の

も
み

づ
迄

、寢
も

と
吾

は
思

ふ
。汝

は
何

か
思

ふ
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
186

11
1196赤

東
歌

・
相

聞
橘

樹
の

こ
ば

の
童

女
が

思
ふ

ら
む

、心
う

つ
く

し
。い

で
、我

は
行

か
な

。
国

名
不

明
歌

ノ
東

歌
11

11
1198

東
歌

・
相

聞
海

は
ら

の
、根

茅
小

菅
、あ

ま
た

あ
れ

ば
、君

は
忘

ら
す

、我
忘

る
れ

や
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
187

11
1511赤

東
歌

・
相

聞
紫

は
根

を
か

も
終

ふ
る

。人
の

子
の

う
ら

悲
し

け
を

。寐
を

終
へ

な
く

に
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
188

11
1515赤

東
歌

・
相

聞
う

ち
日

さ
す

宮
ノ

瀨
川

の
貌

花
の

、戀
ひ

て
か

寢
ら

む
。き

ぞ
も

、今
夜

も
。

口
訳

中
、緑

鉛
筆

で「
旅

に
居

る
人

」を
緑

鉛
筆

で
削

除〔
二

重
削

除
線

〕し「
あ

の
娘

は
、」と

書
入

れ
。

国
名

不
明

歌
蔵

短
歌

5
118

11
1515緑

東
歌

・
相

聞
あ

が
お

も
の

忘
れ

む
し

だ
は〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕、國
は

ふ
り

　
嶺

に
立

つ
雲

を
見

つ
ゝ

偲
ば

せ
上

部
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

Requiem
」と

書
込

み
。解

説
に「

類
型

的
の

歌
だ

が
、古

い
感

情
の

表
れ

て
ゐ

る
歌〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
国

名
不

明
歌

蔵
短

歌
5

185
11

1515
東

歌
・

相
聞

あ
が

お
も

の
忘

れ
む

し
だ

は
、國

は
ふ

り
嶺

に
立

つ
雲

を
見

つ
ゝ

　
偲

ば
せ〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕
『

短
歌

大
系

5
』21・

1167の
項

参
照

。赤
鉛

筆
で

上
部

余
白

に「
Requiem

」と
書

込
み

。本
書

は
1515に

つ
い

て「
雲

を
見

て
人

を
思

ふ
事

は
、雲

が
顏

に
見

え
る

の
で

も
、又

雲
の

立
つ

邊
り

を
戀

人
の

ゐ
る

處
と

見
る

の
で

も
な

い
。恐

ら
く

、別
れ

際
に

振
る

領
布

を
心

に
持

つ
て

ゐ
る

の
だ

。旅
路

で
不

安
を

感
ぜ

ら
れ

た
時

、遠
い

國
境

邊
の

山
に

立
つ

て
ゐ

る
雲

に
、私

が
領

布
を

振
つ

て
、靈

の
咒

術
を

施
し

て
ゐ

る
姿

を
、思

ひ
浮

べ
て

く
れ

と
い

ふ
の

が
東

歌（
三

五
一

五
）な

の
で

あ
る

。其
か

ら
旅

の
歌

の
類

型
と

し
て

作
ら

れ
て

來
る

の
だ

。尤
、別

に
挽

歌
に

は
屢

々
雲

・
霞

を
死

者
に

み
る

例
が

あ
る

。〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
解

説
。

国
名

不
明

歌

蔵
口

譯
1

189
11

1515赤
東

歌
・

相
聞

我
が

面
の

忘
れ

む
時

は
、國

放
り

嶺
に

立
つ

雲
を

見
つ

ゝ
、偲

ば
せ

。
上

部
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
面

形
の

忘
れ

む
時

は
大

野
ろ

に
た

な
び

く
雲

を
見

つ
つ

偲
ば

む〔
※
14・
3520〕」と

書
込

み
。

国
名

不
明

歌
ノ

集
抄

1
56

11
1515

東
歌

・
相

聞
あ

が
お

も
の

忘
れ

む
時

は
、國

は
ふ

り
、嶺

に
立

つ
雲

を
見

つ
ゝ

偲
ば

せ
歌

に
続

き「
私

の
お

も
か

げ
が［

忘
れ

］髣
髴

と
し

て
現

は
れ

な
い

で
不

安
な

と
き

は
、雲

が
國

を
離

れ
て

、遠
い

山
の

い
た

だ
き

に
立

つ
の

を
見

な
が

ら
、私

の
こ

と
を

思
ひ

出
し

て
下

さ
い

」と
あ

り
そ

の
上

部
に「

Requiem
」と

記
載

。
国

名
不

明
歌

ノ
水のうへ

551
11

1515青
東

歌
・

相
聞

わ
が

面
の

忘
れ

む
時

は
、國

放
り

、嶺
に

立
つ

雲
を

見
つ

つ
偲

ば
せ

。
「

富
士

山
」と

あ
る

記
述

の
上

余
白

に
1521と

共
に

青
鉛

筆
で

書
か

れ
て

い
る

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

191
11

1519赤
東

歌
・

相
聞

汝
が

母
に

罵
ら

れ
、吾

は
行

く
。靑

雲
の

出
で

來
。我

妹
子

。あ
ひ

見
て

行
か

む
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
189

11
1521赤

東
歌

・
相

聞
面

形
の

忘
れ

む
時

は
大

野
ろ

に
た

な
び

く
雲

を
見

つ
つ

偲
ば

む
『

口
譯

叢
書

1
』11・

1515の
項

参
照

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

191
11

1521赤
東

歌
・

相
聞

面
形

の
忘

れ
む

し
だ

は〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕、大

野
ろ

に
棚

引
く

雲
を

見
つ

ゝ
偲

ば
む

。
国

名
不

明
歌

ノ
集

抄
1

56
11

1521
東

歌
・

相
聞

お
も

が
た

の
忘

れ
む

時
は

大
野

ろ
に

た
な

び
く

雲
を

見
つ

つ
偲

ば
む

国
名

不
明

歌
ノ

水のうへ
551

11
1521青

東
歌

・
相

聞
面

形
の

忘
れ

む
時

は
、大

野
ろ

に
棚

引
く

雲
を

見
つ

つ
偲

ば
む

※「
富

士
山

」と
あ

る
記

述
の

上
余

白
に

1515と
共

に
青

鉛
筆

で
書

か
れ

て
い

る
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
191

11
1521赤

東
歌

・
相

聞
鴉

と
ふ

大
を

そ
鳥

の
、ま

さ
で

に
も

、來
ま

さ
ぬ

君
を

、こ
ろ

く
と

ぞ
鳴

く
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
191

11
1522赤

東
歌

・
相

聞
昨

日
こ

そ
は

子
ろ

と
さ

寢
し

か
。雲

の
上

ゆ
鳴

き
行

く
鶴

の
、間

遠
く

思
ほ

ゆ
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
191

11
1521赤

東
歌

・
相

聞
坂

越
え

て
、阿

部
の

田
の

面
に

居
る

鶴
の

、と
も

し
き

君
は

、明
日

さ
へ

も
が

も
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
192

11
1511赤

東
歌

・
相

聞
さ

雄
鹿

の
伏

す
や

叢
見

え
ず

と
も

、子
ろ

が
か

な
戸

よ
行

か
く

し
吉

し
も

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

192
11

1511
東

歌
・

相
聞

妹
を

こ
そ

會
ひ

見
に

來
し

か
。眉

引
き

の
横

山
邊

ろ
に

鹿
な

す
面

貌
。〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

191
11

1517
或

本
東

歌
・

相
聞

う
ま

せ
越

し
、麥

食
む

駒
の

、は
つ

＼
／

に
新

肌
觸

れ
し

子
ろ

し
か

な
し

も
。

国
名

不
明

歌

蔵
口

譯
1

191
11

1519赤
東

歌
・

相
聞

崩
岸

の
上

に
駒

を
繋

ぎ
て

、危
か

ど
、人

妻
子

ろ
を

、い
き

に
我

が
す

る
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
191

11
1511赤

東
歌

・
相

聞
む

ろ
が

や
の

都
留

ノ
堤

の
、な

り
ぬ

が
に

、子
ろ

は
言

へ
ど

も
、い

ま
だ

寢
な

く
に

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

191
11

1511赤
東

歌
・

相
聞

飛
鳥

川
下

濁
れ

る
を

知
ら

ず
し

て
、夫

な
ゝ

と
二

人
、さ

寢
て

悔
し

も
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
191

11
1516赤

東
歌

・
相

聞
靑

柳
の

發
ら

ろ
川

門
に

、汝
を

待
つ

と
、清

水
は

掬
ま

ず
、立

處
馴

ら
す

も
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
195

11
1519赤

東
歌

・
相

聞
た

ゆ
ひ

潟
汐

滿
ち

渡
る

。何
處

從
か

も
、か

な
し

き
夫

ろ
が

、我
家

通
は

む
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
196

11
1551赤

東
歌

・
相

聞
妹

が
寢

る
床

の
邊

に
、岩

潜
る

水
に

も
が

も
よ

。入
り

て
寢

ま
く

も
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
196

11
1556赤

東
歌

・
相

聞
潮

舟
の

起
か

れ
ば

悲
し

。さ
寢

つ
れ

ば
人

言
繁

し
。な

ど
も

か
も

爲
む

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

196
11

1557赤
東

歌
・

相
聞

な
や

ま
し

け
人

妻
か

も
よ

。漕
ぐ

舟
の

忘
れ

は
せ

な
ゝ

。彌
思

ひ
益

す
に

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

197
11

1561赤
東

歌
・

相
聞

ひ
た

潟
の

磯
の

若
布

の
、立

ち
亂

え
、吾

を
か

待
つ

な
も

。昨
日

も
、今

宵
も

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

197
11

1561赤
東

歌
・

相
聞

こ
す

げ
ろ

の
、浦

吹
く

風
の

、あ
ど

す
ゝ

か
、か

な
し

け
子

ろ
を

、思
ひ

過
さ

む
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
198

11
1565赤

東
歌

・
相

聞
か

の
子

ろ
と

寢
ず

や
な

り
な

む
。は

だ
薄

う
ら

野
の

山
に

、月
片

よ
る

も
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
198

11
1566

東
歌

・
相

聞
吾

妹
子

に
我

が
戀

ひ
死

な
ば

、添
は

へ
か

も
神

に
負

せ
む

。心
知

ら
ず

て
。

上
部

余
白

に「
人

知
れ

ず
我

が
恋

ひ
死

な
ば

あ
ぢ

き
な

く
い

づ
れ

の
神

に
な

き
名

お
ふ

せ
む（

伊
勢

物
語

）」と
赤

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
198

11
1567緑

東
歌・防

人
歌

置
き

て
行

か
ば

、妹
は

ま
が

な
し

。持
ち

て
行

く
梓

の
弓

の
、弓

束
に

も
が

も
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
198

11
1568緑

東
歌・防

人
歌

後
れ

居
て

戀
ひ

ば
苦

し
も

。朝
狩

り
の

君
が

弓
に

も
な

ら
ま

し
も

の
を

。
国

名
不

明
歌

ノ
水のうへ

551
11

1569
東

歌・防
人

歌
防

人
に

立
ち

て
朝

明
の

柴
戸

出
に

、手
離

れ
惜

し
み

、泣
き

し
子

ら
は

も
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
199

11
1571赤

東
歌・防

人
歌

葦
の

葉
に

夕
霧

立
ち

て
、鴨

が
音

の
寒

き
夕

し
、汝

を
ば

偲
ば

む
。

国
名

不
明

歌
ノ

出
帆

518
11

1571
東

歌・防
人

歌
葦

の
葉

に
夕

霧
立

ち
て

鴨
が

音
の

寒
き

夕
し

汝
を

ば
し

ぬ
ば

む
。

国
名

不
明

歌
ノ

水のうへ
518

11
1571

東
歌・防

人
歌

葦
の

葉
に

夕
霧

立
ち

て
、鴨

が
音

の
寒

き
夕

し
、汝

を
ば

し
ぬ

ば
む

。
国

名
不

明
歌



─ （（（ ─

蔵
短

歌
5

186
11

1572緑
東

歌・譬
喩

歌
何

思
へ

か
、あ

じ
く

ま
山

の
楪

樹
の

莟
ま

る
時

に
、風

吹
か

ず
か

も〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕

『
短

歌
大

系
5

』11・
1187の

項
参

照
。本

書
は

1572に
つ

い
て「「（

略
）風

の
吹

か
な

い
限

り
が

あ
ら

う
か

」。風
が

卷
葉

を
吹

き
解

く
こ

と
も

あ
ら

う
と

い
ふ

の
で

あ
る

。婚
期

に
達

し
な

い
處

女
は

、總
て

神
の

物
で

、こ
れ

を
犯

す
こ

と
は

、人
間

最
大

の
け

が
れ

と
し

て
ゐ

た
。〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

解
説

。

国
名

不
明

歌

蔵
口

譯
1

111
11

1576赤
東

歌・譬
喩

歌
苗

代
の

小
水

葱
が

花
を

衣
に

摺
り

、褻
る

ゝ
ま

に
ま

に
、あ

ぜ
か

ゝ
な

し
け

。
国

名
不

明
歌

ノ
東

歌
18

11
1576

東
歌・譬

喩
歌

苗
代

の
小

水
葱

が
花

を
衣

に
摺

り
、馴

る
る

ま
に

ま
に

、何
か

か
な

し
け

。
国

名
不

明
歌

蔵
口

譯
1

111
11

1577赤
東

歌
・

挽
歌

か
な

し
き

妹
を

、い
づ

ち
行

か
め

と
、山

菅
の

そ
が

ひ
に

寢
し

く
、今

し
悔

し
も

。
上

部
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
わ

が
夫

子
を

い
づ

ち
行

か
め

と
辟

竹
の

そ
が

ひ
に

寢
し

く
今

し
悔

し
も（

巻
七

）〔
※
7・1412〕」と

書
込

み
。

国
名

不
明

歌
蔵

口
譯

1
111

15
1578青

（
相

聞
）

武
庫

ノ
浦

の
入

江
の

州
島〔

※
マ

マ
〕、は

ぐ
ゝ

も
る

君
を

離
れ

て
、戀

に
死

ぬ
べ

し
。

遣
新

羅
使

人
蔵

口
譯

1
111

15
1581青

（
相

聞
）

君
が

行
く

海
邊

の
宿

に
霧

立
た

ば
、吾

が
立

ち
嘆

く
息

と
知

り
ま

せ
。

遣
新

羅
使

人
蔵

口
譯

1
112

15
1582青

（
相

聞
）

大
船

を
、荒

海
に

出
し

在
す

君
。つ

ゝ
む

こ
と

な
く

早
歸

り
ま

せ
。

遣
新

羅
使

人
蔵

口
譯

1
112

15
1581青

（
相

聞
）

別
れ

な
ば

う
ら

悲
し

け
む

。吾
が

衣
下

に
着

ま
せ

。直
接

に
逢

ふ
迄

に
。

遣
新

羅
使

人
蔵

口
譯

1
112

15
1586青

（
相

聞
）

我
が

故
に

、思
ひ

な
痩

せ
そ

、秋
風

の
吹

か
む

其
月

、逢
は

む
も

の
故

。
遣

新
羅

使
人

ノ
（

出
帆

）
519

15
1611

（
雑

歌
）

─
1611、1611を

典
拠

と
す

る「
或

夕
方

、遙
か

彼
方

の
絶

壁
の

上
に

、何
か

の
木

の
立

つ
て

ゐ
る

の
が

沖
の

方
か

ら
見

え
た

。そ
れ

は
そ

ん
な

と
こ

ろ
に

飛
び

離
れ

て
一

本
だ

け
立

つ
て

ゐ
る

檉
の

木
だ

つ
た（

略
）何

の
氣

な
し

に
見

過
ご

し
て

、大
ぶ

立
つ

て
し

ま
つ

て
」と

記
さ

れ
て

い
る

。歌
自

体
の

引
用

は
見

ら
れ

な
い

。

遣
新

羅
使

人

ノ
（

出
帆

）
519

15
1611

（
雑

歌
）

─
遣

新
羅

使
人

ノ
水のうへ

555
15

1615赤
（

相
聞

）
わ

が
故

に
妹

嘆
く

ら
し

。風
速

の
浦

の
沖

邊
に

霧
た

な
び

け
り

。
遣

新
羅

使
人

ノ
水のうへ

555
15

1621
（

雑
歌

）
山

の
端

に
月

か
た

む
け

ば
、漁

す
る

海
人

の
と

も
し

火
、沖

に
な

づ
さ

ふ
。

遣
新

羅
使

人
ノ

水のうへ
555

15
1621

（
雑

歌
）

わ
れ

の
み

や
夜

舟
は

漕
ぐ

と
思

へ
れ

ば
、沖

邊
の

方
に

檝
の

音
す

な
り

。
遣

新
羅

使
人

ノ
出

帆
519

15
1625

（
挽

歌
）

逝
く

水
の

か
へ

ら
ぬ

ご
と

く
吹

く
風

の
見

え
ぬ

が
ご

と
く

跡
も

な
き

人
の

世
の

人
に

し
て

別
れ

に
し

妹
が

□
せ

て
し

な
れ

衣
袖

か
た

敷
き

て
獨

り
か

も
ね

む
。

遣
新

羅
使

人
（

丹
比

大
夫

　
笠

麻
呂

）
ノ

水のうへ
516

15
1625

（
挽

歌
）

…
…

逝
く

水
の

か
へ

ら
ぬ

如
く

、吹
く

風
の

見
え

ぬ
が

如
く

、跡
も

な
き

世
の

人
に

し
て

、
別

れ
に

し
妹

が
着

せ
て

し
、褻

れ
衣

、袖
片

敷
き

て
。獨

り
か

も
寐

む
。

「
世

の
人

に
し

て
」と「

別
れ

に
し

妹
」の

間
に「

い
ま

あ
る

か
と

思
へ

ば
、す

ぐ
何

ん
の

痕
蹟

も
止

め
な

い
や

う
に

な
つ

て
し

ま
ふ

、儚
い

こ
の

世
の

人
間

の
こ

と
と

て〔
赤

鉛
筆

〕」〔
折

口『
國

文
口

譯
叢

書
萬

葉
集

』〕が
挿

入
。

遣
新

羅
使

人
（

丹
比

大
夫

　
笠

麻
呂

）
ノ

出
帆

519
15

1626
（

挽
歌

）
鶴

が
な

く
葦

辺
を

さ
し

て
飛

び
渡

る
あ

な
た

づ
た

づ
し

、ひ
と

り
さ

ね〔
※

マ
マ

〕れ
ば

、
鶴

と
葦

辺
を

あ
わ

せ
詠

む
歌

に
、919も

あ
る

。
遣

新
羅

使
人

（
丹

比
大

夫
　

笠
麻

呂
）

ノ
水のうへ

516
15

1626
（

挽
歌

）
鶴

が
鳴

き
、葦

辺
を

さ
し

て
飛

び
渡

る
、あ

な
た

づ
た

づ
し

、。独
り

さ
寐

れ
ば

。
遣

新
羅

使
人

（
丹

比
大

夫
　

笠
麻

呂
）

蔵
口

譯
1

117
15

1611緑
（

雑
歌

）
大

君
の

命
畏

み
、大

舟
の

引
き

の
ま

に
＼

／
、宿

り
す

る
か

も
。

左
注「

雪
ノ

宅
麻

呂
の

歌
」に

緑
鉛

筆
で

傍
線

。
遣

新
羅

使
人

（
雪

宅
麻

呂
）

ノ
水のうへ

555
15

1611
（

雑
歌

）
大

君
の

命
畏

し
み

、大
舟

の
ひ［

け
］き

の
ま

に
ま

に
宿

り
す

る
か

も
遣

新
羅

使
人

（
雪

宅
麻

呂
）

ノ
水のうへ

556
15

1617赤
（

相
聞

）
わ

ぎ
も

こ
が

如
何

に
思

へ
か

。ぬ
ば

た
ま

の
一

夜
も

お
ち

ず
、夢

に
し

見
ゆ

る
。

本
歌

は「
旅

の
う

た
げ〔

緑
鉛

筆
で

囲
み

〕」か
ら

引
き

出
さ

れ
る

形
で

欄
外

に
赤

鉛
筆

で
記

載
。

72、251、1617は
、「「

妹
を

偲
ぶ

歌
」も

實
は

純
粹

に
自

分
を

慰
め

る
爲

の
も

の
で

は
な

か
つ

た
。…

…
ほ

ん
と

う
は

大
抵

多
人

數
の

驚
異

を
め

ど
に

据
ゑ

た
叙

事
脈

の
抒

情
詩

で
あ

つ
た

の
で

あ
る

。旅
行

中
に「

家
な

る
妹

」を
恋

し
が

つ
た

歌
の

多
く

は
、同

行
の

旅
人

の
共

通
の

感
情

を
唆

る
處

に
立

ち
場

が
あ

つ
た

の
だ

。其
等

の
歌

は
、「

旅
の

う
た

げ
」の

席
で

謡
は

れ
、よ

く
人

々
の

涙
を

絞
つ

て
、悲

劇
の

中
に

生
の

充
實

と
人

情
の

普
遍

を
感

得
し

て
、寂

し
い

歓
び

を
味

ふ
の

と
似

た
慰

み
を

感
じ

さ
せ

れ
ば

、（
其

歌
は

都
の

人
々

の
口

に
愛

誦
せ

ら
れ

る
様

に
な

る
。現

に
万

葉
集

の
羈

旅
歌

や
相

聞
の

部
に

収
め

た
も

の
の

あ
る

部
分

は
、さ

う
言

つ
た

道
筋

を
通

つ
て

、世
の

記
憶

や
記

録
の

上
に

、簡
単

な
が

ら
、あ

る
生

活
の

俤
を

留
め

た
の

で
あ

る
。）」の

上
部

余
白

に
赤

鉛
筆

で
記

載
。

遣
新

羅
使

人

ノ
水のうへ

555
15

1619
（

相
聞

）
鴨

じ
も

の
浮

き
寐

を
す

れ
ば

、蜷
の

わ
た

、か
黒

き
髪

に
露

ぞ
お

き
け

る
。

遣
新

羅
使

人
ノ

水のうへ
517

15
1652

（
相

聞
）

志
珂

の
海

人
の

一
日

も
お

ち
ず

燒
く

塩
の

か
ら

き
恋

を
も

我
は

す
る

か
も

。
上

余
白

に「
塩

燒
き〔

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
遣

新
羅

使
人

ノ
水のうへ

517
15

1651
（

雑
歌

）
賀

集
江

に
鶴

鳴
き

渡
る

。志
珂

の
浦

に
沖

つ
白

波
立

ち
し

く
ら

し
も

。
上

余
白

に「
鶴〔

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
遣

新
羅

使
人

ノ
水のうへ

517
15

1655
（

雑
歌

）
今

よ
り

は
秋

づ
き

ぬ
ら

し
。あ

し
び

き
の

山
松

陰
に

蜩
鳴

き
ぬ〔

※「
蜩

鳴
き

ぬ
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕。
遣

新
羅

使
人

ノ
水のうへ

517
15

1659緑
（

相
聞

）
秋

風
は

日
に

日
に

吹
き

ぬ
。〔

※
緑

鉛
筆

で
囲

み
〕

1659、1661の
上

余
白

に
赤

鉛
筆

で「
不

知
火〔

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」と
あ

る
。「

秋
風

は
日

に
日

に
吹

き
ぬ

」は
2121の

上
句

に
も

共
通

す
る

た
め

、1659で
は

な
く

2121の
可

能
性

、あ
る

い
は

両
歌

を
ふ

ま
え

て
い

る
可

能
性

も
あ

ろ
う

。
遣

新
羅

使
人

（
阿

倍
継

麻
呂

の
二

男
）

ノ
水のうへ

517
15

1661
（

相
聞

）
神

さ
ぶ

る
荒

津
の

崎
に

よ
す

る
波〔

※
緑

鉛
筆

で
囲

み
〕、間

な
く

や
、妹

に
恋

ひ［
つ

つ
］

〈
渡

り
な

む
。〉

ノ
オ

ト「
水のうへ」15・

1659の
項

参
照

。
遣

新
羅

使
人

（
土

師
稲

足
）

蔵
口

譯
1

121
15

1666緑
（

相
聞

）
夕

さ
れ

ば
秋

風
寒

し
。我

妹
子

が
解

き
洗

ひ
衣

、行
き

て
早

着
む

。
遣

新
羅

使
人

ノ
水のうへ

518
15

1666
（

相
聞

）
夕

さ
れ

ば
秋

風
寒

し
。我

妹
子

が
解

き
洗

ひ
衣

、行
き

て
早

着
む

。
上

余
白

に「
相

手
の

下
紐

を
結

ん
で

、魂
を

そ
れ

に
入

れ
る

。〔
赤

鉛
筆

表
記

、緑
鉛

筆
で

囲
み

〕」と
あ

る
。

遣
新

羅
使

人
ノ

水のうへ
518

15
1667

（
相

聞
）

我
が

旅
は

久
し

く
あ

ら
し

。こ
の

吾
が

着
る

妹
の

衣
の

、垢
づ

く
見

れ
ば

。〔
※「

こ
の

吾
〜

見
れ

ば
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕
上

余
白

に「
相

手
と

下
衣

を
交

換
す

る
。─

マ
ジ

ッ
ク

。〔
赤

鉛
筆

表
記

、緑
鉛

筆
で

囲
み

〕」と
あ

る
。

遣
新

羅
使

人

ノ
出

帆
511

15
1669

（
相

聞
）

旅
に

あ
れ

ど
夜

は
火

と
も

し
を

る
我

を
　

闇
に

や
妹

が
恋

ひ
つ

つ
あ

ら
む

遣
新

羅
使

人
（

壬
生

宇
太

麻
呂

）
ノ

水のうへ
517

15
1669

（
相

聞
）

旅
に

あ
れ

ど
夜

は
火

と
も

し
を

る
我

を
、闇

に
や

、妹
が

恋
ひ

つ
つ

あ
ら

む
。〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕
遣

新
羅

使
人

（
壬

生
宇

太
麻

呂
）

ノ
伊

勢
抄

116
15

1676
（

相
聞

）
天

飛
ぶ

や
、雁

を
使

に
得

て
し

が
も

。奈
良

の
都

に
言

告
げ

や
ら

む
。

遣
新

羅
使

人
蔵

短
歌

5
155

15
1721緑
-1785

（
相

聞
）

あ
し

び
き

の
山

路
越

え
む

と
す

る
君

を
、心

に
持

ち
て

安
け

く
も

な
し〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕
〔

※
1721〕

1721-1785の
目

録「
中

臣
朝

臣
宅

守
、藏

部
女

嬬
狹

野
茅

上
娘

子
を

娶
り

し
時

、勅
し

て
流

罪
に

斷
じ

て
、越

前
國

に
配

せ
ら

る
。こ

ゝ
に

夫
婦

別
れ

易
く

會
ひ

難
き

を
歎

き
、各

慟
情

を
陳

ぶ
る

贈
答

の
歌

六
十

三
首

」の
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

狹
野

茅
上

娘
女

」と
書

込
み

。
1721の

解
説

に「
山

路
を

行
く

と
い

ふ
こ

と
は

挽
歌

に
よ

く
見

え
る

。こ
の

歌
に

し
て

も
挽

歌
だ

と
い

う
て

妥
當

で
な

い
こ

と
も

な
い

。
結

局
お

な
じ

發
想

だ
か

ら
だ

。〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

狭
野

茅
上

娘
子

（
狭

野
弟

上
娘

子
）

蔵
口

譯
1

115
15

1721黒
（

相
聞

）
足

引
き

の
山

路
越

え
む

と
す

る
君

を
、心

に
持

ち
て

、安
け

く
も

な
し

。
題

詞
の

上
に「

“宅
守

”は
萬

葉
・

“勇
”也

」と
黒

鉛
筆

で
書

込
み

。
狭

野
茅

上
娘

子



─ （（（ ─

蔵
類

別
下

661
15

1721
-1785

（
相

聞
）

─
二

つ
の

贈
答

歌
群

を
中

心
と

す
る

1721-1785（
全

61首
）に

つ
き

、1721-
6

、1715-51、1767-71、1777-
8

の
作

者（
本

書
で

は
見

出
し

項
目

）「
狹

野
茅

上
娘

子
」に

開
き

カ
ギ

括
弧

が
、次

項
目

1727-11、1751-66、1775-
6

、1779-85の
作

者「
中

臣
宅

守
」の

掲
載

歌
の

末
尾

に
閉

じ
カ

ギ
括

弧
が

緑
鉛

筆
で

書
入

れ
。1721-26を

除
き

、各
歌

へ
の

書
込

み
は

な
し

。本
書

は
狭

野
茅

上
娘

子
の

作
風

に
つ

い
て「

悲
戀

を
歌

ひ
上

げ
し

情
熱

的
な

る
抒

情
歌

人
。戀

愛
を

材
と

せ
し

古
今

の
日

本
人

の
文

藝
品

中
、此

人
の

作
の

右
に

出
づ

る
も

の
を

求
む

る
事

は
甚

し
く

困
難

也
。萬

葉
女

流
の

代
表

的
作

家
」と

解
説

。同
じ

く
宅

守
の

作
風

に
つ

い
て

は「
戀

に
身

も
心

も
傾

け
盡

し
し

一
心

不
亂

よ
り

宅
守

の
作

は
生

れ
ぬ

。從
つ

て
其

歌
に

は
、全

身
全

靈
の

燃
燒

有
つ

て
其

の
焰

讀
む

者
に

迫
る

。第
四

期
通

有
の

虛
飾

、
智

巧
、小

主
觀

の
す

べ
て

を
振

舍
て

て
心

の
底

よ
り

純
一

に
燃

え
上

る
悲

し
く

寂
し

き
焰

の
色

に
、永

久
不

變
の

命
籠

れ
り

」と
解

説
。

狭
野

茅
上

娘
子

・
中

臣
宅

守

蔵
類

別
下

661
15

1721緑
（

相
聞

）
あ

し
ひ

き
の

山
路

越
え

む
と

す
る

君
を

心
に

持
ち

て
安

け
く

も
な

し
『

作
者

類
別

下
』15・

1721-1785の
項

参
照

。
狭

野
茅

上
娘

子
蔵

類
別

下
661

15
1721緑

（
相

聞
）

君
が

行
く

道
の

長
路

を
繰

り
疊

ね
燒

き
亡

ぼ
さ

む
天

の
火

も
が

も
『

作
者

類
別

下
』15・

1721-1785の
項

参
照

。
狭

野
茅

上
娘

子
蔵

類
別

下
661

15
1725緑

（
相

聞
）

わ
が

背
子

が
蓋

し
罷

ら
ば

白
妙

の
袖

を
振

ら
さ

ね
見

つ
つ

慕
ば

む
『

作
者

類
別

下
』15・

1721-1785の
項

参
照

。
狭

野
茅

上
娘

子
蔵

短
歌

5
156

15
1725

（
相

聞
）

わ
が

背
子

が
蓋

し
罷

ら
ば

、白
砂

の
袖

を
振

ら
さ

ね
。見

つ
ゝ

慕
ば

む
解

説
に「

袖
を

振
る

こ
と

は
、咒

法
で

あ
る

。戀
慕

の
表

情
と

し
て

慣
用

と
な

り
、見

え
な

い
で

も
見

つ
ゝ

忍
ば

む
な

ど
と

言
ひ

、偲
邦

歌
、離

別
の

歌
に

屢
々

用
ゐ

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

狭
野

茅
上

娘
子

蔵
類

別
下

661
15

1726緑
（

相
聞

）
こ

の
頃

は
戀

ひ
つ

つ
も

あ
ら

む
玉

匣
明

け
て

を
ち

よ
り

術
な

か
る

べ
し

『
作

者
類

別
下

』15・
1721-1785の

項
参

照
。

狭
野

茅
上

娘
子

蔵
短

歌
5

157
15

1711
（

相
聞

）
畏

み
と

告
ら

ず
あ

り
し

を
、み

越
路

の
峠

に
立

ち
て

、妹
が

名
告

り
つ

解
説

に「
こ

ゝ
の「

畏
み

と
」は

妹
の

名
を

人
に

言
ふ

こ
と

を
恐

れ
て

ゐ
る

の
で

あ
る

が
、勿

論
ど

ち
ら

の
歌

も〔
1711、1171の

二
首

〕信
仰

と
社

會
生

活
と

の
間

に
横

は
る

二
つ

の
制

裁
に

お
び

え
る

古
代

人
の

心
で

あ
る〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
中

臣
宅

守

蔵
口

譯
1

117
15

1712黒
（

相
聞

）
茜

さ
す

晝
は

物
思

ひ
、ぬ

ば
玉

の
夜

は
す

が
ら

に
、哭

の
み

し
泣

か
ゆ

。
中

臣
宅

守
蔵

短
歌

5
158

15
1711

（
相

聞
）

吾
妹

子
が

か
た

み
の

衣
な

か
り

せ
ば

、何
物

も
て

か
　

命
繼

が
ま

し
「

か
た

み
の

衣
」の

説
明

に「
か

た
み

は
身

の
代

り
と

し
て

魂
の

宿
つ

て
ゐ

る
も

の
を

交
換

す
る

。衣
は

形
見

の
最

代
表

的
な

る
も

の〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

中
臣

宅
守

蔵
短

歌
5

158
15

1711
（

相
聞

）
遠

き
山

　
關

も
越

え
來

ぬ
。今

更
に

逢
ふ

べ
き

よ
し

の
無

き
が

　
さ

ぶ
し

さ
一

に
云

ふ
さ

び
し

さ
本

書
は

こ
の

歌
に

つ
い

て「
語

根
の

さ
ぶ

は
魂

が
遊

離
し

て
し

ま
ふ

状
態

を
い

ふ
。心

が
空

虚
に

な
る

こ
と

。〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
解

説
。

中
臣

宅
守

蔵
短

歌
5

166
15

1767
（

相
聞

）
魂

は
あ

し
た

ゆ
ふ

べ
に

魂
ふ

れ
ど〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕、吾
が

胸
痛

し
。戀

の
繁

き
に

狭
野

茅
上

娘
子

蔵
「

創
元

」
1911・

8
1・265

15
1721
-1785

（
相

聞
）

─
「

若
菜

巻
な

ど
」

6・
1119の

項
参

照
。

中
臣

宅
守

・
狭

野
茅

上
娘

子
蔵

口
譯

5
2

16
1786
-1787

由
縁

雑
歌

─
赤

イ
ン

ク
で

、1786、1787の
題

詞「
昔

處
女

が
あ

つ
た

。名
を

櫻
ノ

兒
と

云
う

た
。（

略
）」に

丸
印

、そ
の

上
に「

妻
爭

ひ（
二

）」と
書

込
み

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
5

1
16

1788
-1791

由
縁

雑
歌

─
赤

イ
ン

ク
で

、1788-1791の
題

詞「
茲

に
又

、か
う

云
ふ

傳
説

が
あ

る
。昔

大
和

に
三

人
の

男
が

あ
つ

た
。（

略
）」に

丸
印

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
5

6
16

1791
-1791

由
縁

雑
歌

─
赤

イ
ン

ク
で

、1791-1791の
題

詞「
昔

、年
と

つ
た

男
が

居
た

。其
商

賣
か

ら
名

づ
け

て
、竹

取
の

翁
と

云
う

た
。（

略
）」の

上
部

余
白

に
「

竹
取

神
女

贈
答

」と
書

込
み

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
5

11
16

1811
由

縁
雑

歌
─

赤
イ

ン
ク

で
、1811の

題
詞

に
丸

印
、そ

の
上

に「
相

聞（
三

）」と
書

込
み

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

5
11

16
1811

由
縁

雑
歌

─
赤

イ
ン

ク
で

、1811の
題

詞「
昔

男
が

あ
つ

て
、婚

禮
を

し
て

間
も

な
く

、驛
使

と
な

つ
て

遠
國

に
遣

さ
れ

た
。公

の
事

で
逢

ふ
こ

と
も

思
ふ

儘
に

な
ら

ず（
略

）處
女

は
歎

き
悲

し
ん

で
病

氣
に

な
つ

た
。（

略
）」に

丸
印

。
作

者
未

詳

ノ
東

歌
11

16
1811

由
縁

雑
歌

か
く

の
み

に
あ

り
け

る
も

の
を

。猪
名

川
の

奥
を

ふ
か

め
て

、わ
が

も
へ

り
け

る
。

歌
の

前
に

題
詞

の
訳

文「
昔

男
あ

り
け

り
、あ

ら
た

に
よ

ば
ひ

し
て

、い
く

だ
も

あ
ら

ぬ
に

、た
ち

ま
ち

に
驛

使
と

な
り

て（
略

）」と
あ

る
。

作
者

未
詳

ノ
東

歌
12

16
1815

由
縁

雑
歌

ぬ
ば

た
ま

の
黑

髪
ぬ

れ
て

沫
雪

の
ふ

る
に

や
來

ま
す

、こ
こ

だ
戀

ふ
れ

ば
＊

。
歌

に
続

き
左

注
の

訳
文「

＊
そ

の
夫

の
使

に
や

ら
さ

れ
て

年
月

を
へ

て
か

へ
つ

て
き

た
と

き
は（

略
）」が

記
載

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

5
12

16
1816赤

由
縁

雑
歌

事
し

あ
ら

ば
小

泊
瀨

山
の

石
城

に
も

、籠
ら

ば
共

に
、な

思
ひ

。吾
が

夫
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

12
16

1817赤
由

縁
雑

歌
朝

香
山

影
さ

へ
見

ゆ
る

山
の

井
の

、淺
き

心
を

我
が

思
は

な
く

に
。

上
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

采
女

の
歌

」と
書

込
み

。
作

者
未

詳
ノ

伊
勢

抄
118

16
1817

由
縁

雑
歌

安
積

山
か

げ
さ

へ
見

ゆ
る

山
の

井
の

淺
き

心
を

我
が

思
は

な
く

に
作

者
未

詳
蔵

口
譯

5
11

16
1818赤

由
縁

雑
歌

住
吉

の
を

づ
め

に
出

で
ゝ

、ま
さ

か
に

も
、己

妻
す

ら
を

、鏡
と

見
つ

も
。

上
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

物
集

の
歌（

一
）」と

書
込

み
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

11
16

1819赤
由

縁
雑

歌
あ

き
か

は
り

し
ら

す
と

、み
の

り
あ

ら
ば

こ
そ

、我
が

下
衣

返
し

賜
ら

め
。

上
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

怨
歌（

二
）」と

書
込

み
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

15
16

1811赤
由

縁
雑

歌
う

ま
飯

を
水

に
醸

み
な

し
、我

が
待

ち
し

價
は

曾
て

な
し

。だ
ゝ

に
し

あ
ら

ね
ば

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

5
16

16
1811
-1812

由
縁

雑
歌

さ
に

づ
ら

ふ
君

が
御

言
と

、玉
梓

の
使

も
來

ね
ば

、思
ひ

止
む

我
が

身
一

つ
ぞ

。千
早

ぶ
る

神
に

も
な

負
せ

。占
部

据
ゑ

、龜
も

な
燒

き
そ

。戀
ひ

し
く

に
痛

き
我

が
身

ぞ
。著

く
身

に
浸

み
通

り
、群

肝
の

心
碎

け
て

、死
な

む
命

急
か

に
な

り
ぬ

。（
略

）〔
※

1811〕

赤
イ

ン
ク

で
、1811-1812の

題
詞「

夫
に

焦
れ

た
歌

竝
に

短
歌

」の
上

に
丸

印
、そ

の
上

に「
哀

歌（
一

）」と
書

入
れ

。1811の
口

訳
の

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

人
し

れ
ず

わ
が

恋
死

な
ば

あ
ぢ

き
な

く
い

づ
れ

の
神

に
な

き
名

お
ほ

せ
む（

伊
せ

物
語

）〔
※『

伊
勢

物
語

』89段
〕」

と
書

込
み

。

車
持

氏
の

娘
子

蔵
類

別
下

677
16

1811緑
由

縁
雑

歌
さ

丹
づ

ら
ふ

　
君

が
御

言
と

　
玉

梓
の

　
使

も
來

ね
ば

　
憶

ひ
病

む
　

吾
が

身
一

つ
ぞ

　
ち

は
や

ぶ
る

　
神

に
も

な
負

せ
　

卜
部

坐
せ

　
龜

も
な

燒
き

そ
　

戀
し

く
に

　
痛

き
吾

身
ぞ

　
い

ち
じ

ろ
く

　
身

に
染

み
と

ほ
り

　
村

肝
の

　
心

碎
け

て
　

死
な

む
命

　
俄

に
な

り
ぬ

　
今

更
に

　
君

が
吾

を
喚

ぶ
　

た
ら

ち
ね

の
　

母
の

命
か

　
百

足
ら

ず
　

八
十

の
衢

に
　

夕
占

に
も

　
卜

に
も

ぞ
問

ふ
　

死
ぬ

べ
き

吾
が

故

1811-1811の
左

注「
右

傳
へ

云
ふ

。時
に

娘
子

あ
り

。姓
は

車
持

氏
な

り
。其

の
夫

久
し

く
年

序
を

逕
て

往
來

す
る

こ
と

を
作

さ
ず

。時
に

娘
子

係
戀

心
を

傷
ま

し
め（

略
）」を

含
め

、歌
群

の
全

体
に

緑
鉛

筆
で

囲
み

。
車

持
氏

の
娘

子

随
伊

勢
256

16
1811

由
縁

雑
歌

さ
に

づ
ら

ふ
　

君
が

御
言

と
　

玉
梓

の
　

使
も

来
ね

ば
　

思
ひ

や
む

　
わ

が
身

一
つ

ぞ
　

ち
は

や
ぶ

る
　

神
に

も
な

負
せ

　
卜

部
坐

せ
　

亀
も

な
焼

き
そ

　
恋

ひ
し

く
に

　
い

た
き

わ
が

身
ぞ

　
い

ち
じ

ろ
く

　
身

に
し

み
と

ほ
り

　
む

ら
ぎ

も
の

　
心

く
だ

け
て

　
死

な
む

命
　

俄
か

に
な

り
ぬ

　
い

ま
さ

ら
に

　
君

か
我

を
よ

ぶ
　

た
ら

ち
ね

の
　

母
の

命
か

　
百

足
ら

ず
　

八
十

の
衢

に
　

夕
占

に
も

　
卜

に
も

ぞ
問

ふ
　

死
ぬ

べ
き

我
が

ゆ
ゑ

「
左

註
に

よ
り

ま
す

と
、車

持
氏

の
娘

が
、ひ

さ
し

く
夫

が
通

は
な

い
た

め
に

、恋
ひ

焦
れ

て
そ

の
果

は
病

気
に

な
り

、い
よ

い
よ

臨
終

と
い

ふ
際

に
、使

を
や

つ
て

夫
を

呼
び

よ
せ

た
が

、夫
の

顔
を

見
る

と
、泣

き
な

が
ら

こ
の

歌
を

く
ち

ず
さ

ん
で

、す
ぐ

に
息

を
引

き
と

つ
た

、と
云

ふ
こ

と
に

な
つ

て
ゐ

ま
す

。（
略

）伊
勢

物
語

で
は

、男
の

方
の

気
も

ち
を

主
と

し
て

書
い

て
ゐ

る
が

、萬
葉

集
の

方
で

は
ど

こ
ま

で
も

女
の

方
の

気
も

ち
を

主
と

し
て

ゐ
る

。（
略

）死
を

哭
し

、魂
を

鎮
め

る
た

め
に

は
あ

く
ま

で
も

そ
の

死
者

の
心

と
一

つ
に

な
り

切
ら

ず
に

は
を

れ
ぬ

と
こ

ろ
に

萬
葉

び
と

の
萬

葉
び

と
ら

し
い

と
こ

ろ
が

あ
つ

た
の

で
は

な
い

か
」と

あ
る

。

車
持

氏
の

娘
子

蔵
類

別
下

678
16

1812緑
由

縁
雑

歌
卜

部
を

も
八

十
の

衢
も

占
問

へ
ど

君
を

あ
ひ

見
む

た
ど

き
知

ら
ず

も
『

作
者

類
別

下
』16・

1811の
項

参
照

。
車

持
氏

の
娘

子
随

伊
勢

257
16

1812
由

縁
雑

歌
卜

部
を

も
八

十
の

衢
も

占
問

へ
ど

君
を

あ
ひ

見
む

た
ど

き
知

ら
ず

も
「

伊
勢

物
語

な
ど

」16・
1211の

項
参

照
。

車
持

氏
の

娘
子

蔵
類

別
下

678
16

1811緑
由

縁
雑

歌
吾

が
命

は
惜

し
く

も
あ

ら
ず

さ
丹

づ
ら

ふ
君

に
依

り
て

ぞ
長

く
欲

り
せ

し
『

作
者

類
別

下
』16・

1811の
項

参
照

。
車

持
氏

の
娘

子
随

伊
勢

257
16

1811
由

縁
雑

歌
我

命
は

惜
し

け
く

も
あ

ら
ず

さ
に

づ
ら

ふ
君

に
よ

り
て

ぞ
長

く
欲

り
せ

し
「

伊
勢

物
語

な
ど

」16・
1211の

項
参

照
。

車
持

氏
の

娘
子

随
口

譯
5

17
16

1811赤
由

縁
雑

歌
白

玉
は

緒
絶

え
し

に
き

と
聞

き
し

故
に

、其
緒

又
貫

き
、我

が
玉

に
せ

む
。

上
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

求
婚

贈
答

」と
書

込
み

。
作

者
未

詳
随

口
譯

5
18

16
1816赤

由
縁

雑
歌

家
に

あ
り

し
櫃

に
鏁

さ
し

藏
め

て
し

戀
ひ

の
奴

の
、つ

か
み

懸
り

て
。

上
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

宴
歌（

三
）」と

書
込

み
。

穂
積

皇
子（

誦
詠

）
随

口
譯

5
19

16
1817赤

由
縁

雑
歌

碓
は

た
ぶ

せ
の

下
に

、吾
が

夫
子

は
に

ふ
ゞ

に
笑

み
て

立
ち

ま
せ

り
。見

ゆ
。

河
村

王（
誦

詠
）

随
口

譯
5

19
16

1819赤
由

縁
雑

歌
ゆ

ふ
だ

ち
の

雨
う

ち
降

れ
ば

、春
日

野
の

尾
花

が
末

の
白

露
、思

ほ
ゆ

。
小

鯛
王（

誦
詠

）
随

口
譯

5
21

16
1821

由
縁

雑
歌

う
ま

し
も

の
何

處
あ

か
ぬ

を
、尺

度
ら

し
角

の
ふ

く
れ

に
、し

ぐ
ひ〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕あ
ひ

に
け

む
。

題
詞「

兒
部

ノ
女

王
の

人
を

嗤
笑

は
れ

歌
」の

上
に

赤
イ

ン
ク

で「
嗤

笑
歌

」と
書

込
み

。
児

部
女

王

随
口

譯
5

21
16

1822赤
由

縁
雑

歌
橘

の
寺

の
長

屋
に

、我
が

率
寢

し
童

女
は

な
り〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕は
、髪

上
げ

つ
ら

む
か

。
赤

イ
ン

ク
で

上
部

余
白

に「
相

聞（
一

）」と
書

込
み

。
作

者
未

詳（
古

歌
）

随
口

譯
5

21
16

1821
由

縁
雑

歌
銚

子
に

湯
わ

か
せ

、子
ど

も
。櫟

津
の

檜
橋

よ
り

來
む

狐
に

、あ
む

さ
む〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕。
赤

イ
ン

ク
で

余
白

に「
詠

名
物（

四
）十

一
首

」と
書

込
み

。
長

意
吉

麻
呂



─ （（（ ─

随
口

譯
5

25
16

1815赤
由

縁
雑

歌
勝

間
田

の
池

は
、吾

知
る

。蓮
な

し
。然

云
ふ

君
が

鬚
な

き
が

如
し

。
赤

イ
ン

ク
で

題
詞

の
上

に「
嗤

笑
歌（

一
）」と

書
込

み
。下

部
余

白
に「

池
は

か
つ

ま
た

の
池（

枕
冊

子
）〔

※『
枕

草
子

』18段
〕奈

良
京

ノ
ホ

ト
リ

ニ
ア

リ
シ

ナ
ル

ベ
シ

」と
書

込
み

。
作

者
未

詳

随
口

譯
5

26
16

1816赤
由

縁
雑

歌
奈

良
山

の
兒

の
手

柏
の

兩
面

に
、か

く
か

く
に

も
、佞

人
の

輩
と

も〔
※

マ
マ

〕。
題

詞
の

上
に

赤
イ

ン
ク

で「
謗

佞
歌（

一
）」と

書
込

み
。

消
奈

行
文

随
口

譯
5

26
16

1817赤
由

縁
雑

歌
久

方
の

雨
も

降
ら

ぬ
か

。蓮
葉

に
た

ま
れ

る
水

の
、玉

に
似

た
る

見
む

。
上

部
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
宴

歌（
一

）」と
書

込
み

。
作

者
未

詳
随

口
譯

5
27

16
1818
-1819

由
縁

雑
歌

─
1818、1819の

題
詞

の
上

に
赤

イ
ン

ク
で「

無
意

味
の

歌（
二

）」と
書

込
み

。
安

倍
子

祖
父

随
口

譯
5

28
16

1811
由

縁
雑

歌
─

赤
イ

ン
ク

で
、題

詞「
池

田
ノ

某
大

神
ノ

奥
守

を
嗤

笑
う

た
歌

。」の
上

に「
嗤

笑
歌（

四
）」と

書
込

み
。

池
田

朝
臣（

真
枚

か
）

随
口

譯
5

11
16

1818
由

縁
雑

歌
─

題
詞「

夢
の

中
に

作
つ

た
歌

。」の
上

に
赤

イ
ン

ク
で「

夢
中

の
歌（

一
）」と

書
込

み
。

作
者

未
詳

随
口

譯
5

11
16

1819赤
由

縁
雑

歌
生

き
死

の
二

つ
の

海
を

厭
は

し
み

、潮
干

の
山

を
偲

び
つ

る
か

も
。

1819、1851の
題

詞「
世

間
の

無
常

な
の

を
悲

觀
し

た
歌

。」の
上

に
赤

イ
ン

ク
で「

無
常

」と
書

込
み

。あ
る

い
は

1819-1852四
首

に
対

す
る

書
込

み
か

。
作

者
未

詳

随
口

譯
5

11
16

1851赤
由

縁
雑

歌
心

を
し

無
何

有
の

郷
に

置
き

た
ら

ば
、藐

姑
射

の
山

を
見

ま
く

近
け

む
。

作
者

未
詳

随
口

譯
5

11
16

1852赤
由

縁
雑

歌
い

さ
な

と
り

海
や

、死
に

す
る

。山
や

死
に

す
る

。死
ね

こ
そ

、海
は

潮
干

て
、山

は
枯

れ
す

れ
。

作
者

未
詳

随
口

譯
5

12
16

1851
由

縁
雑

歌
石

麿
に

我
れ

物
申

す
。夏

痩
せ

に
よ

し
と

ふ
も

の
ぞ

、鰻
と

り
食

せ
。

1851、1851の
題

詞「
痩

せ
た

人
を

笑
う

た
歌

。」に
赤

イ
ン

ク
で

丸
印

。上
部

余
白

に「
嗤

笑
歌

」と
赤

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

大
伴

家
持

随
類

別
下

522
16

1851緑
由

縁
雑

歌
石

麻
呂

に
吾

物
申

す
夏

痩
に

良
し

と
い

ふ
物

ぞ
鰻

漁
り

食
せ

　
賣

世
の

反
な

り
大

伴
家

持
随

口
譯

5
12

16
1851赤

由
縁

雑
歌

痩
す

＼
／

も
生

け
ら

ば
あ

ら
む

を
。は

た
や

は
た

、鰻
を

取
る

と
、川

に
流

る
な

。
『

口
譯

叢
書

5
』16・

1851の
項

参
照

。
大

伴
家

持
随

類
別

下
522

16
1851緑

由
縁

雑
歌

痩
す

痩
す

も
生

け
ら

ば
あ

ら
む

を
將

や
將

鰻
を

漁
る

と
河

に
流

る
な

大
伴

家
持

随
口

譯
5

11
16

1855
-1856

由
縁

雑
歌

婆
羅

門
の

作
れ

る
小

田
を

食
む

烏
。瞼

腫
れ

て
、は

た
ぼ

こ
に

を
り

。〔
※

1856〕
赤

イ
ン

ク
で

、1855、1856の
題

詞「
高

宮
ノ

王
の

作
ら

れ
た

、數
種

の
物

の
歌

二
首

」の
上

に
丸

印
、余

白
に「

詠
名

物
歌

」と
き

込
み

。
1856の

口
訳

の
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
幡

幢
」と

書
込

み
。

高
宮

王

随
口

譯
5

11
16

1857赤
由

縁
雑

歌
飯

食
め

ど
旨

く
も

あ
ら

ず
。歩

け
ど

も
安

く
も

あ
ら

ず
。茜

さ
す

君
が

心
し

忘
れ

か
ね

つ
も

。
上

部
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
相

聞（
二

）」と
書

込
み

。
作

者
未

詳

随
口

譯
5

11
16

1858赤
由

縁
雑

歌
此

頃
の

我
が

戀
ひ

ぢ
か

ら
、記

し
集

め
、功

に
ま

を
さ

ば
、五

位
の

位
階

。
作

者
未

詳
随

口
譯

5
11

16
1861

由
縁

雑
歌

大
君

の
遣

は
さ

な
く

に
、さ

か
し

ら
に

行
き

し
荒

雄
ら

、沖
に

袖
振

る
。

1861-1869の
題

詞「
筑

前
國

志
珂

の
海

人
の

歌
十

首
。」の

上
に

赤
イ

ン
ク

で
丸

印
。上

部
余

白
に

題
詞「

筑
前

國
志

珂
の

海
人

の
歌

十
首

」と
赤

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

山
上

憶
良（

或
云

）

ノ
水のうへ

518
16

1861
由

縁
雑

歌
大

君
の

遣
は

さ
な

く
に

、さ
か

し
ら

に
行

き
し

荒
雄

ら
、沖

に
袖

振
る

。〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕

1861、1861の
上

余
白

に「［
長

い
別

離
は

生
と

死
と

を
一

つ
に

す
る

］〔
緑

鉛
筆

〕］と
あ

る
が

、削
除

さ
れ

て
い

る
。

山
上

憶
良（

或
云

）
蔵

（口譯
5）

11
16

1861
由

縁
雑

歌
荒

雄
等

を
、來

む
か

來
じ

か
と

、飯
盛

り
て

門
に

出
で

立
ち

、待
て

ど
來

ま
さ

ぬ
。

『
口

譯
叢

書
5

』16・
1861の

項
参

照
。

山
上

憶
良（

或
云

）
ノ

水のうへ
518

16
1861

由
縁

雑
歌

荒
雄

等
を

、來
む

か
來

じ
か

と
、飯

盛
り

て
門

に
出

で
立

ち
、〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕待
て

ど
來

ま
さ

ぬ
。

ノ
オ

ト「
水のうへ」16・

1861の
項

参
照

。
山

上
憶

良（
或

云
）

蔵
口

譯
5

15
16

1862
由

縁
雑

歌
志

賀
の

山
。い

た
く

な
樵

り
そ

。荒
雄

ら
が

よ
す

が
の

山
と

見
つ

ゝ
忍

ば
む

。
『

口
譯

叢
書

5
』16・

1861の
項

参
照

。
山

上
憶

良（
或

云
）

ノ
水のうへ

518
16

1862
由

縁
雑

歌
志

珂
の

山〔
※

青
鉛

筆
で

囲
み

〕。い
た

く
な

樵
り

そ
。荒

雄
ら

が
よ

す
が

の
山

と
見

つ
つ

忍
ば

む
。

上
余

白
に「

海
に

乗
り

入
る

者〔
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

山
上

憶
良（

或
云

）

蔵
口

譯
5

15
16

1861
由

縁
雑

歌
荒

雄
ら

が
行

き
に

し
日

か
ら

、志
賀

の
海

人
の

大
浦

田
沼

は
、寂

し
く

も
あ

る
か

。
『

口
譯

叢
書

5
』16・

1861の
項

参
照

。
山

上
憶

良（
或

云
）

ノ
水のうへ

518
16

1861
由

縁
雑

歌
荒

雄
ら

が
行

き
に

し
日

か
ら

、志
珂

の
海

人
の

大
浦

田
沼

は
寂

し
く

も
あ

る
か〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕
山

上
憶

良（
或

云
）

蔵
口

譯
5

15
16

1861
由

縁
雑

歌
官

こ
そ

さ
し

て
も

遣
ら

め
。さ

か
し

ら
に

行
き

し
荒

雄
ら

波
に

袖
振

る
。

『
口

譯
叢

書
5

』16・
1861の

項
参

照
。

山
上

憶
良（

或
云

）
蔵

口
譯

5
15

16
1865

由
縁

雑
歌

荒
雄

ら
は

、妻
子

が
業

を
ば

思
は

ず
ろ

。年
の

八
年

を
待

て
ど

來
ま

さ
ぬ

。
『

口
譯

叢
書

5
』16・

1861の
項

参
照

。
山

上
憶

良（
或

云
）

ノ
水のうへ

518
16

1865
由

縁
雑

歌
荒

雄
ら［

が
］〈

は
〉妻

子
の

業
を

ば
思

は
ず

ろ
。年

の
八

年
を

待
て

ど
來

ま
さ

ぬ
。

上
余

白
に「［

山
］田

沼〔
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

山
上

憶
良（

或
云

）
蔵

口
譯

5
15

16
1866

由
縁

雑
歌

沖
つ

鳥
鴨

と
ふ

舟
の

歸
り

來
ば

、也
良

の
崎

守
り

。早
く

告
げ

こ
そ

。
『

口
譯

叢
書

5
』16・

1861の
項

参
照

。
山

上
憶

良（
或

云
）

ノ
（

出
帆

）
511

16
1866

由
縁

雑
歌

─
1866に

由
来

す
る「

乎
刀

良
の

乘
り

込
ん

だ
船

は「
鴨

」と
い

ふ
名

前
の

船
だ

つ
た

」の
記

述
あ

り
。歌

の
引

用
は

な
い

。
山

上
憶

良（
或

云
）

ノ
水のうへ

518
16

1866
由

縁
雑

歌
沖

つ
鳥

鴨
と

ふ
舟

の
帰

り
來

ば
、也

良
の

防
人

早
く

告
げ

こ
そ

。〔
※「

鴨
」「

也
良

の
防

人
」

に
青

鉛
筆

で
囲

み
〕

1866、1867の
上

部
余

白
に「

鴨〔
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

山
上

憶
良（

或
云

）

蔵
口

譯
5

15
16

1867
由

縁
雑

歌
沖

つ
鳥

鴨
と

ふ
舟

は
、也

良
の

崎
廻

み
て

漕
ぎ

來
と

聞
か

れ
來

ぬ
か

も
。

『
口

譯
叢

書
5

』16・
1861の

項
参

照
。

山
上

憶
良（

或
云

）
ノ

水のうへ
518

16
1867

由
縁

雑
歌

沖
つ

鳥
鴨〔

※「
鴨

」に
青

鉛
筆

で
囲

み
〕と

ふ
舟

は
也

良
の

崎
廻

み
て

漕
ぎ

來
と

聞
か

れ
來

ぬ
か

も
。

ノ
オ

ト「
水のうへ」16・

1866の
項

参
照

。
山

上
憶

良（
或

云
）

蔵
口

譯
5

16
16

1868
由

縁
雑

歌
沖

行
く

や
、赤

ら
小

舟
に

つ
と

や
ら

ば
、蓋

し
覓

め
て

開
き

見
む

か
も

。
『

口
譯

叢
書

5
』16・

1861の
項

参
照

。
山

上
憶

良（
或

云
）

蔵
口

譯
5

16
16

1869
由

縁
雑

歌
大

舟
に

小
舟

引
き

添
へ

、潜
く

と
も

、志
珂

の
荒

雄
に

潜
き

遇
は
め
や
も

。
『

口
譯

叢
書

5
』16・

1861の
項

参
照

。
山

上
憶

良（
或

云
）

蔵
口

譯
5

16
16

1861
-1869

由
縁

雑
歌

─
1861-1869の

左
注「

此
は

、神
龜

年
中

に
、太

宰
府

か
ら

筑
前

ノ
國

宗
像

郡
の

平
民

宗
形

部
ノ

津
麿

に
命

じ
て

、對
馬

送
粮

舶
師

に
あ

て
た

處
が

、津
麿

が
、糟

屋
郡

志
珂

村
の

海
人

荒
雄

の
家

に
出

掛
け

て
云

う
に

は
、俺

は
少

し
差

支
へ

る
こ

と
が

あ
る

が
、お

前
が

代
つ

て
行

く
こ

と
を

承
知

し
て

く
れ

る
で

あ
ら

う
か

、と
問

う
た

。荒
雄

が
答

へ
て

云
ふ

に
は

、郡
は

違
ふ

け
れ

ど
も

、始
終

同
じ

舟
に

乘
つ

て
、兄

弟
よ

り
も

懃
ろ

に
し

て
居

て
、一

所
に

死
ん

で
も

よ
い

と
思

つ
て

居
る

位
だ

も
の

、何
の

嫌
な

も
の

か
。と

答
へ

た
の

で
、津

麿
が

云
ふ

の
に

は
、太

宰
府

の
役

人
が

、俺
を

對
馬

送
粮

舶
師

に
命

じ
た

が
、年

が
寄

つ
て

、海
上

を
行

く
こ

と
は

出
來

な
い

。そ
れ

で
や

つ
て

來
て

頼
む

の
だ

が
、ど

う
ぞ

承
知

し
て

く
れ

。と
云

う
た

の
で

荒
雄

は
承

知
し

て
、と

う
＼゙

／
其

事
務

に
就

い
て

、肥
前

ノ
國

松
浦

ノ
縣

旻
樂〔

ミ
ミ

ラ
ク

と
ル

ビ
〕ノ

港
を

船
出

し
て

、對
馬

へ
向

う
て

海
を

渡
つ

た
が

、出
る

や
否

や
、空

が
暗

く
な

つ
て

、暴
風

に
雨

さ
へ

交
つ

て
荒

れ
た

爲
、と

う
＼

／
海

中
に

沈
ん

で
了

つ
た

。そ
こ

で
其

女
房

子
ど

も
が

餘
り

の
戀

ひ
し

さ
に

、此
歌

を
作

つ
た

と
云

ふ
が

、
一

説
に

は
、筑

前
ノ

國
主

山
上

ノ
憶

良
が

、其
悲

し
み

を
思

ひ
遣

つ
て

、作
つ

た
も

の
だ

と
も

云
ふ

。〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕
緑

鉛
筆

で
余

白
に

、「
平

民
宗

形
部

ノ
津

麿
」に

つ
い

て「
オ

ホ
ミ

□
□

□
百

姓
」、「

送
粮

舶
師

」に
つ

い
て「

カ
テ

ヲ
オ

ク
ル

フ
ネ

ノ
カ

ヂ
ト

リ
」と

書
込

み
。

山
上

憶
良（

或
云

）



─ （（（ ─

ノ
（

出
帆

）
512

16
1861
-1869

由
縁

雑
歌

─
1861-69の

左
注

を
典

拠
と

す
る

記
述「

身
代

り〔
緑

鉛
筆

〕（
略

）或
日

、荒
虫

が
悄

然
と

し
て

ゐ
る

の
に

逢
つ

た
。「

ど
う

か
し

た
の

で
す

か
」乎

刀
良

は
尋

ね
た

。荒
虫

は
言

つ
た

。對
馬［

□
］〈

に
〉ゐ

る
防

人
の

た
め

に
米

を
船

で
送

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。そ

の
海

人
の

監
督

に
自

分
は

任
命

せ
ら

れ
た

。［
大

君
］〈

お
上

〉の
命

令
は

畏
れ

多
い

。自
分

は
そ

の
仕

事
に

潔
く

あ
た

る
つ

も
り

だ
。…

し
か

し
、こ

の
頃

は
、し

き
り

に
故

郷
に

残
し

て
き

た
妻

の
こ

と
が［

□
］〈

思
〉は

れ
て

な
ら

な
い

。［
□

］〈
わ

〉が
家

の
自

分
の

ゐ
た

床
や

枕
の

あ
た

り
が

目
に

ち
ら

つ
い

て
な

ら
な

い
。何

か
凶

事
が

起
ら

う
と

し
て

ゐ
る

や
う

な
氣

が
し

て
な

ら
な

い
の

だ
…

／「［
そ

れ
で

は
］私［

が
］〈

に
そ

の
役

を
〉や［

つ
て

あ
げ

ま
せ

］〈
ら

し
て

下
さ

い
〉う

か
。」〈

あ
な

た
は

病
氣

と
で

も
い

ふ
事

に
し

て
。〉乎

刀
良

は
急

に
激

し
く［

□
］

〈
い

〉つ
た

。（
略

）」「
島

へ〔
緑

鉛
筆

〕／
或

朝〈
幾

艘
か

の
〉迭

粮
船

が
對

馬
に

向
つ

て
出

て
い

つ
た

。乎
刀

良
の

乘
り

込
ん

だ
船

は「
鴨

」
と

い
ふ

名
前

の
船

だ
つ

た
。そ

れ
は［

波
□

□
□

海
の

四
角

□
彼

方
］〈

水
夫

た
ち

の
叫

び
声

で
〉［

沖
に

□
］〈

海
に

〉〈
葦

□
の

鶴
を

飛
び

立
た

せ
な

が
ら

、〉勇
し

く
出

て
い

つ
た

。…
」「

嵐〔
緑

鉛
筆

〕／
外

で
は

、嵐
が

空
を

馳
け

め
ぐ

つ
て

ゐ
た（

略
）」が

見
ら

れ
る

。歌
の

引
用

は
な

い
。

山
上

憶
良（

或
云

）

蔵
口

譯
5

18
16

1871赤
由

縁
雑

歌
紫

の
粉

潟
の

海
に

潜
く

鳥
。玉

潜
き

出
で

ば
、我

が
玉

に
せ

む
。

1871、1871に
つ

い
て

、上
部

四
余

白
に「

雜
歌

二
首

」と
赤

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

19
16

1872
由

縁
雑

歌
吾

が
門

の
榎

實
も

り
食

む
百

千
鳥

、千
鳥

は
來

れ
ど

君
ぞ

來
ま

さ
ぬ

。
1872の

上
部

余
白

に「
相

聞
四

首
」と

赤
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

5
19

16
1871赤

由
縁

雑
歌

我
が

門
に

千
鳥

數
鳴

く
。起

き
よ

＼
／

。我
が

一
夜

妻
。人

に
知

ら
ゆ

な
。

『
口

譯
叢

書
5

』16・
1872の

項
参

照
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

19
16

1871
由

縁
雑

歌
射

鹿
を

繋
ぐ

川
邊

の
若

草
の

、身
の

若
が

へ
に

、さ
寢

し
子

等
は

も
。

下
部

余
白

に「
射

ゆ
鹿

を
繋

ぐ
河

辺
の

若
草

の
若

く
あ

り
き

と
我

が
思

は
な

く
に（

日
本

書
紀

）本〔
※

紀
117〕」と

赤
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
5

11
16

1876
由

縁
雑

歌
豊

國
の

企
救

の
池

な
る

蓼〔
※

横
に「

菱
」と

赤
イ

ン
ク

で
書

込
み

〕の
末

を
、摘

む
と

や
、

妹
が

み
袖

濡
れ

け
む

。
題

詞
の

上
に

赤
イ

ン
ク

で「
豊

前
ノ

海
人

ノ
歌

」と
書

込
み

。口
訳

中
の「

蓼
」の

横
に「

菱
」、下

部
余

白
に「

君
が

た
め

浮
沼

の
池

の
菱

摘
む

と
わ

が
染

め
し

袖
ぬ

れ
に

け
む

か
も（

巻
七

）〔
※

7・
1219〕」と

赤
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
5

11
16

1877
由

縁
雑

歌
紅

に
染

め
て

し
衣

。雨
降

り
て

、匂
ひ

は
す

と
も〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕、移
ろ

は
め

や
も

。
題

詞
の

上
に

赤
イ

ン
ク

で「
豊

後
ノ

海
人

ノ
歌

」と
書

込
み

。下
部

余
白

に「
秋

萩
に

衣
ほ

す
ら

む
雨

ふ
れ

ど
う

つ
ろ

ひ
が

た
し

ふ
か

く
そ

め
て

は
神

楽
歌

）」と
赤

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

11
16

1878赤
由

縁
雑

歌
梯

立
の

熊
來

の
や

ら
に

、新
羅

斧
陥

れ
、わ

し
。か

け
て

＼
／

、勿
泣

か
し

そ
ね

。浮
き

出
づ

る
や

と
見

む
、わ

し
。

1878-1881の
題

詞
の

上
に

赤
イ

ン
ク

で「
能

登
ノ

俗
謠

三
首

」と
書

込
み

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
5

11
16

1879赤
由

縁
雑

歌
梯

立
の

熊
來

酒
屋

に
、ま

ぬ
ら

る〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕奴

、わ
し

。誘
ひ

立
て

、率
て

來
な

ま
し

を
。ま

ぬ
ら

る
奴

、わ
し

。
『

口
譯

叢
書

5
』16・

1878の
項

参
照

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
5

11
16

1881赤
由

縁
雑

歌
加

嶋
嶺

の
机

ノ
島

の
し

た
ゞ

み
を

、い
拾

ひ
持

ち
來

て
、石

持
ち

つ
ゝ

き
破

り
、速

川
に

洗
ひ

そ
ゝ

ぎ
、辛

鹽
に

こ
ゝ

と
揉

み
、高

杯
に

盛
り

、机
に

立
て

ゝ
、母

に
奉

り
つ

や
。愛

子
の

刀
自

。父
に

奉
り

つ
や

。愛
子

の
刀

自
。

『
口

譯
叢

書
5

』16・
1878の

項
参

照
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

12
16

1881赤
由

縁
雑

歌
大

野
路

は
、繁

路
は

繁
路

。繁
く

と
も

、君
し

通
は

ゞ
、道

は
廣

け
む

。
1881-1881の

題
詞

の
上

に「
越

中
ノ

歌
四

首
」と

赤
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

5
12

16
1882赤

由
縁

雑
歌

澁
谷

の
二

上
山

に
、鷲

ぞ
子

生
と

ふ
。翳

に
も

、君
が

み
爲

に
、鷲

ぞ
子

生
と

ふ
。

『
口

譯
叢

書
5

』16・
1881の

項
参

照
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

12
16

1881赤
由

縁
雑

歌
彌

彥
。お

の
れ

神
寂

び
、靑

雲
の

棚
引

く
日

す
ら

、小
雨

そ
ぼ

降
る

。
『

口
譯

叢
書

5
』16・

1881の
項

参
照

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

5
12

16
1881赤

由
縁

雑
歌

彌
彥

。神
の

麓
に

、今
日

ら
も

か
。鹿

の
こ

や
す

ら
む

。裘
着

て
、角

著
き

な
が

ら
。

『
口

譯
叢

書
5

』16・
1881の

項
参

照
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

11
16

1885
-1886

由
縁

雑
歌

─
1885、1886の

題
詞

の
上

に「
乞

食
の

謠
二

首
」と

赤
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
5

15
16

1887
-1889

由
縁

雑
歌

天
な

る
や

讃
良

の
小

野
に

、ち
茅

苅
り

、茅
苅

り
ば

か
に

鶉
し

立
つ

も
。〔

*1887〕
1887-1889の

題
詞

の
上

に「
恐

し
い

物
を

見
た

時
の

禁
厭

歌
三

首
」と

赤
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
作

者
未

詳

蔵
類

別
上

127
16

1887赤
由

縁
雑

歌
天

な
る

や
神

樂
良

の
小

野
に

茅
草

苅
り

草
苅

り
ば

か
に

鶉
を

立
つ

も
1887-1889の

題
詞

の
上

に
青

鉛
筆

で
星

記
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
上

127
16

1888赤
由

縁
雑

歌
奥

の
國

領
く

君
が

染
屋

形
黄

染
の

屋
形

神
の

門
渡

る
『

作
者

類
別

上
』16・

1887の
項

参
照

。
作

者
未

詳
蔵

類
別

上
127

16
1889赤

由
縁

雑
歌

人
魂

の
さ

靑
な

る
君

が
た

だ
獨

り
逢

へ
り

し
雨

夜
は

久
し

と
ぞ

念
ふ

『
作

者
類

別
上

』16・
1887の

項
参

照
。

作
者

未
詳

蔵
西

村
155

16
1889

由
縁

雑
歌

人
魂

の
さ

靑
な

る
君

が
た

ゞ
一

人
逢

へ
り

し
雨

夜
は

久
し

く
思

ほ
ゆ

「
第

五
章

　
土

俗
学

的
考

察
、第

三
節

　
正

占
と

雜
占（

八
）夢

占
」。こ

の
歌

と
以

下
の

解
説「

し
か

し
、か

う
し

た
歌

を
見

る
と

、寧
樂

人
に

も
一

種
の

靈
魂

觀
の

有
た

れ
て

ゐ
た

こ
と

は
確

實
で

、肉
體

か
ら

遊
離

し
て

ゆ
く

靈
魂

は
、靑

い
色

の
絲

を
引

い
て

、圓
い

玉
の

形
で

ふ
う

わ
り

と
虛

空
を

飛
ん

で
ゆ

く
や

う
に

彼
等

は
思

つ
て

ゐ
た

ら
し

い
。其

靈
魂

は
人

が
死

ね
ば

勿
論

遊
離

す
る

が
、死

な
ゝ

く
て

も
肉

體
を

離
れ

て
外

に
ゆ

き
、ま

た
歸

つ
て

來
る

こ
と

が
出

來
る

と
い

ふ
原

始
的

な
ア

ニ
ミ

ス
チ

ッ
ク

な
考

へ
と

結
び

つ
い

て
、一

種
の

靈
感

と
も

い
ふ

べ
き

信
仰

に
到

達
せ

し
め

ら
れ

た
。こ

ち
ら

の
有

つ
て

ゐ
る

靈
魂

─
精

靈
で

あ
る

か
も

知
れ

な
い

─
は

、あ
ち

ら
の

有
つ

て
ゐ

る
靈

魂
と

互
に

相
感

化
す

る
こ

と
が

出
來

、相
交

通
す

る
こ

と
が

出
來

る
故

に
、さ

う
し

た
場

合
に

は
何

ら
か

の
兆

證
が

肉
體

に
現

は
れ

て
來

な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
と

考
へ

て
ゐ

た
。卽

ち
彼

等
の

有
つ

て
ゐ

た
靈

魂
と

い
ふ

の
は

、一
種

の
心

交（
T

elepathy）と
も

い
ふ

べ
き

も
の

で
、た

と
へ

體
は

ぢ
つ

と
し

て
も

、自
分

が
切

に
或

人
を

思
へ

ば
、其

感
じ

が
或

人
に

受
け

ら
れ

る
と

い
ふ

風
の

考
へ

方
を

し
て

ゐ
た

の
で

あ
る

。つ
ま

り
靈

魂
は

肉
體

を
離

れ
て

行
つ

て
、ど

こ
へ

で
も

自
分

の
愛

慕
し

て
ゐ

る
と

こ
ろ

、ゆ
か

う
と

し
て

ゐ
る

と
こ

ろ
へ

行
く

こ
と

が
出

來
る

と
い

ふ
信

仰
で

あ
る

。肉
體

か
ら

靈
魂

が
遊

離
し

て
ゆ

く
の

に
は

、眠
つ

て
ゐ

る
場

合
が

一
番

よ
い

。故
に

夢
中

に
於

い
て

最
も

多
く

戀
人

同
士

が
逢

つ
た

の
だ

。」書
込

み
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

18
17

1895赤
（

雑
歌

）
玉

は
や

す
武

庫
の

わ
た

り
に

、天
傳

ふ
日

の
昏

れ
行

け
ば

、家
を

し
ぞ

思
ふ

。
作

者
未

詳
蔵

短
歌

6
219

17
1895緑

（
雑

歌
）

た
ま

は
や

す
　

武
庫

の
わ

た
り

に
、あ

ま
づ

た
ふ

　
日

の
昏

れ
行

け
ば

、家
を

し
ぞ

思
ふ

作
者

未
詳

蔵
ノ

オ
ト

555
17

1895
（

雑
歌

）
玉

は
や

す
武

庫
の

わ
た

り
に

、天
轉

ふ
日

の
暮

れ
ゆ

け
ば

、家
を

し
ぞ

思
ふ

「
海

上
の

不
安〔

緑
鉛

筆
〕／

魂
鎮

め〔
赤

鉛
筆

表
記

、赤
鉛

筆
で

囲
み

〕」の
見

出
し

で
1895、1896、1119を

記
載

。
作

者
未

詳
蔵

口
譯

5
18

17
1896
赤

・
黒

（
雑

歌
）

家
に

て
も

た
ゆ

た
ふ

命
。波

の
上

に
浮

き
て

し
を

れ
ば

、奥
所

知
ら

ず
も

。
作

者
未

詳

蔵
短

歌
6

221
17

1896緑
（

雑
歌

）
家

に
て

も
た

ゆ
た

ふ
命〔

※「
た

ゆ
た

ふ
命

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕、波

の
上

に
漂

き
て

し
を

れ
ば

、奥
處

知
ら

ず
も

「
た

ゆ
た

ふ
」の

説
明

に「
人

間
の

靈
魂

の
不

安
を

い
ふ

の
だ〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」、歌

の
解

説「
は

じ
め

て
此

歌
に

接
す

る
と

、誰
で

も
萬

葉
に

こ
ん

な
歌

が
あ

つ
た

の
か

と
驚

く
だ

ら
う

。佛
教

的
な

知
識

も
底

に
は

あ
る

だ
ら

う
が

、其
を

古
代

人
の

信
仰

と
恐

怖
で

掩
う

て
居

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
下

156
17

1896青
（

雑
歌

）
家

に
て

も
た

ゆ
た

ふ
命

浪
の

上
に

思
ひ

し
居

れ
ば

奥
處

知
ら

ず
も

一
に

云
ふ

、浮
き

て
し

を
れ

ば
作

者
未

詳

ノ
出

帆
511

17
1896緑

（
雑

歌
）

波
の

上
に

浮
き

て
し

を
れ

ば
お

く
が

し
ら

ず
も

作
者

未
詳

ノ
水のうへ
※

写
真

1215
〜

516
17

1896赤
（

雑
歌

）
家

に
て

も
た

ゆ
た

ふ
生

。波
の

上
に

浮
き

て
し

を
れ

ば
、お

く
が

知
ら

ず
も

。
作

者
未

詳

ノ
水のうへ

555
17

1896
（

雑
歌

）
家

に
て

も
た

ゆ
た

ふ
命

。波
の

上
に

浮
き

て
し

を
れ

ば
、奥

處
知

ら
ず

も
。

ノ
オ

ト「
水のうへ」17・

1895の
項

参
照

。
作

者
未

詳
蔵

短
歌

6
221

17
1897緑

（
雑

歌
）

大
海

の
奥

處
も

知
ら

ず
行

く
わ

れ
を

。何
時

來
ま

さ
む

と
、問

ひ
し

子
ら

は
も

解
説

に「
寂

し
い

自
分

と
、知

識
淺

い
妹

と
が

、目
に

見
る

や
う

に
出

て
ゐ

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

作
者

未
詳

蔵
（類別下）

518
17

1911
-11

（
雑

歌
）

─
1911-11の

題
詞

の
上

に
青

鉛
筆

で
星

印
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

111
17

1915赤
（

雑
歌

）
あ

し
ひ

き
の

山
谷

越
え

て
野

づ
か

さ
に

今
は

鳴
く

ら
む

鶯
の

こ
ゑ

山
部

赤
人



─ （（（ ─

ノ
伊

勢
1

92
17

1921
（

雑
歌

）
う

づ
ら

鳴
ふ

る
し

と
人

は
お

も
へ

れ
ど

花
橘

に
に

ほ
ふ

こ
の

や
ど

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

521
17

1911青
（

雑
歌

）
秋

の
田

の
穂

向
見

が
て

り
我

兄
子

が
ふ

さ
手

折
り

け
る

女
郎

花
か

も
大

伴
家

持
蔵

口
譯

5
66

17
1957黒

（
挽

歌
）

天
離

る
鄙

治
め

に
と

、大
君

の
任

け
の

ま
に

＼
／

、出
で

ゝ
來

し
我

を
送

る
と

、靑
丹

よ
し

奈
良

山
過

ぎ
て

、泉
川

清
き

川
原

に
、馬

止
め

別
れ

し
時

に
、さ

き
く

行
き

て
、我

歸
り

來
む

。平
け

く
齋

ひ
て

待
て

と
談

ら
ひ

來
し

日
の

極
み

、玉
桙

の
道

を
た

遠
み

、山
川

の
へ

な
り

て
あ

れ
ば

、戀
ひ

し
け

く
日

長
き

も
の

を
、見

ま
く

欲
り

思
ふ

間
に

、お
よ

づ
れ

の
た

は
言

と
か

も
、は

し
き

よ
し

、汝
弟

の
命

。何
し

か
も

時
し

は
あ

ら
む

を
、旗

薄
穂

に
出

づ
る

秋
の

、萩
が

花
匂

へ
る

宿
を

、朝
庭

に
出

で
立

ち
な

ら
し

、夕
庭

に
踏

み
平

げ
ず

、佐
保

の
内

の
里

を
行

き
過

ぎ
、足

引
き

の
山

の
木

末
に

白
雲

に
、立

ち
棚

引
く

と
、我

に
告

げ
つ

る
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

521
17

1957
（

挽
歌

）
天

離
る

　
鄙

治
め

に
と

　
大

王
の

　
任

の
ま

に
ま

に
　

出
で

て
來

し
　

吾
を

送
る

と
　

あ
を

に
よ

し
　

奈
良

山
過

ぎ
て

　
泉

河
　

清
き

河
原

に
　

馬
と

ど
め

　
別

れ
し

時
に

　
好

く
去

き
て

　
吾

帰
り

來
む

　
平

ら
け

く
　

斎
ひ

て
待

て
と

　
語

ら
ひ

て
　

來
し

日
の

極
　

玉
桙

の
　

道
を

た
遠

み
　

山
河

の
　

隔
り

て
あ

れ
ば

　
戀

し
け

く
　

日
長

き
も

の
を

　
見

ま
く

欲
り

　
念

ふ
間

に
　

玉
梓

の
　

使
の

來
れ

ば
　

嬉
し

み
と

　
吾

が
待

ち
問

ふ
に

　
お

よ
づ

れ
の

　
た

は
言

と
か

も
　

愛
し

き
よ

し
　

な
弟

の
命

　
何

し
か

も
　

時
し

は
あ

ら
む

を
　

は
た

薄
　

穂
に

出
る

秋
の

　
萩

の
花

　
薫

へ
る

屋
戸

を
言

ふ
と

こ
ろ

は
、こ

の
人

、人
と

な
り

花
草

花
樹

を
愛

で
て

多
く

寐
院

の
庭

に
植

う
。故

に
、花

薫
へ

る
庭

と
謂

へ
る

な
り

。　
朝

廷
に

　
出

で
立

ち
平

し
　

夕
庭

に
　

踏
み

平
げ

す
　

佐
保

の
う

ち
の

　
里

を
行

き
過

ぎ
　

あ
し

ひ
き

の
　

山
の

木
末

に
　

白
雲

に
　

立
ち

棚
引

く
と

　
吾

に
告

げ
つ

る
　

佐
保

山
に

火
葬

せ
り

。故
に

佐
保

の
内

の
里

を
行

き
過

ぎ
と

い
へ

り
。

大
伴

家
持

ノ
古

典
182

17
1965

（
雑

歌
）

春
の

花
今

は
盛

り
に

匂
な

ら
む

折
り

て
か

ざ
ゝ

む
手

力
も

が
な

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

511
17

1987赤
（

雑
歌

）
玉

く
し

げ
二

上
山

に
鳴

く
鳥

の
聲

の
戀

し
き

時
は

來
に

け
り

左
注「

興
に

依
り

て
之

を
作

る
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
大

伴
家

持
蔵

類
別

上
118

17
1116赤

（
雑

歌
）

婦
負

の
野〔

※
傍

線
茶

イ
ン

ク
〕の

薄
押

し
靡

べ
降

る
雪

に
宿

借
る

今
日

し
悲

し
く

思
は

ゆ〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕

「
婦

負
の

野
」に

つ
い

て「
※

越
中

國
射

小
郡

」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。左

注
の

左
余

白
に「

ソ
ヲ

越
中

ニ
居

タ
家

持
ガ

錄
セ

ル
ナ

リ
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
高

市
黒

人

蔵
類

別
下

517
17

1129赤
（

雑
歌

）
球

洲
の

海
に

朝
び

ら
き

し
て〔

※「
朝

び
ら

き
し

て
」に

茶
イ

ン
ク

で
傍

点
〕漕

ぎ
來

れ
ば

長
濱

の
灣

に
月

照
り

に
け

り〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕

余
白

に「
※

コ
ノ

歌
モ

、何
ノ

苦
モ

ナ
ク

作
ツ

テ
ヰ

ル
ヤ

ウ
ダ

ガ
、ウ

チ
ニ

籠
ル

モ
ノ

ガ
ア

リ
、調

モ
ノ

ビ
ノ

ビ
ト

コ
ダ

ハ
リ

ノ
ナ

イ
ト

コ
ロ

、家
持

ノ
至

リ
ツ

イ
タ

一
ツ

ノ
境

界
デ

ア
ル

ダ
ラ

フ
。（

茂
吉

）」〔『
萬

葉
秀

歌
』〕と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
大

伴
家

持

蔵
古

義
7

17
18

1156赤
（

雑
歌

）
保

里
江

爾
波

。多
麻

之
可

麻
之

乎
。大

皇
乎

。美
敷

禰
許

我
牟

登
。可

年
弖

之
里

勢
婆

。
歌

意
の

説
明

中
、「

牟
具

良
波

布
伊

也
之

伎
屋

戸
母

大
皇

之
座

牟
等

知
者

玉
之

可
麻

思
乎〔
※
19・
4270〕」に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

。
橘

諸
兄

蔵
古

義
7

17
18

1157
（

雑
歌

）
多

萬
之

賀
受

。伎
美

我
久

伊
弖

伊
布〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕。保
里

江
爾

波
。多

麻
之

伎
美

弖
弖

。都
藝

弖
可

欲
波

牟
。

元
正

天
皇

蔵
古

義
7

18
18

1158
（

雑
歌

）
多

知
婆

柰
能

。登
乎

能
多

知
婆

柰
。夜

都
代

爾
母

。安
禮

波
和

須
禮

自
。許

乃
多

知
婆

柰
乎

。
歌

意
の

解
説

に「
橘

ノ
卿

の
、忠

功
の

す
ぐ

れ
給

へ
る

を
、比

へ
る

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
元

正
天

皇
蔵

古
義

7
19

18
1159

（
雑

歌
）

多
知

婆
柰

能
。之

多
泥

流
爾

波
爾

。等
能

多
弖

天
。佐

可
彌

豆
伎

伊
麻

須
。和

我
於

保
伎

美
可

母
。

「
佐

可
彌

豆
伎

伊
麻

須〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

酒
に

所
漬

よ
し

に
て

云
に

や〔
傍

点
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

河
内

女
王

蔵
古

義
7

21
18

1161
（

雑
歌

）
保

里
江

欲
里

。水
乎

妣
吉

之
都

追
。美

布
禰

左
須

。之
津

乎
能

登
母

波
。加

波
能

瀨
麻

宇
勢

。
「

水
乎

妣
吉

之
都

追〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説「
水

脈
に

從
て

漕
キ

行
を

云
」に

赤
鉛

筆
で

傍
点

。「
之

津
乎

能
登

母
波

」に
赤

鉛
筆

で
二

重
傍

線
。

田
辺

福
麻

呂
（

誦
詠

）
蔵

古
義

7
21

18
1161

（
雑

歌
）

等
許

余
物

能
。己

能
多

知
婆

奈
能

。伊
夜

氐
里

爾
。和

期
大

皇
波

。伊
麻

毛
見

流
其

登〔
※

「
毛

」「
其

登
」に

赤
鉛

筆
で

三
角

印
〕。

「
伊

麻
毛

見
流

其
登

」の
解

説
に「

毛〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕は

、今
を

主
と

た
て

ゝ
、の

後
を

客
と

し
て

い
へ

る
詞

な
り

、毛
の

辭
は

、如
の

下
に

め
ぐ

ら
し

て
、意

得
べ

し〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

21
18

1161
（

雑
歌

）
大

皇
波

。等
吉

波
爾

麻
佐

牟
。多

知
婆

柰
能

。等
能

乃
多

知
婆

柰
。比

多
底

里
爾

之
氐

。
「

比
多

底
里〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

常
照

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

21
18

1165赤
（

雑
歌

）
安

佐
妣

良
伎

。伊
里

江
許

具
奈

流
。可

治
能

於
登

乃
。都

婆
良

都
婆

良
爾

。吾
家

之
於

母
保

由
。

山
上

臣

蔵
古

義
7

11
18

1166
（

雑
歌

）
宇

能
花

能
。佐

久
都

奇
多

知
奴

。保
等

登
藝

須
。伎

柰
吉

等
與

米
余

。敷
布

美
多

里
登

母
。

「
敷

布
美

多
里

登
母

」の
解

説
に「

雖
含

面
有

に
て

、つ
ぼ

み
て

あ
り

と
も

、〔
傍

線
青

鉛
筆

〕と
云

ふ
意

な
り

」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

11
18

1169
（

雑
歌

）
安

須
余

里
波

。都
藝

弖
伎

許
要

牟
。保

登
等

藝
須

。比
登

欲
能

可
良

爾
。古

非
和

多
流

加
母

。
「

比
登

欲
能

可
良

爾〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

一
夜

の
故

に
と

い
ふ

な
る

べ
し

、故
は

、人
妻

故
に

な
ど

云
故

と
、同

意
の

言
な

り
、

〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

能
登

乙
美

蔵
古

義
7

26
18

1171赤
（

雑
歌

）
比

登
母

等
能

。奈
泥

之
故

宇
惠

之
。曾

能
許

己
呂

。多
禮

爾
見

世
牟

等
。於

母
比

曾
米

家
牟

。
大

伴
家

持
蔵

古
義

7
26

18
1171

（
雑

歌
）

之
柰

射
可

流
。故

之
能

吉
美

能
等

。可
久

之
許

曾
。楊

奈
疑

可
豆

良
枳

。多
努

之
久

安
蘇

婆
米

。
「

可
豆

良
枳

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

27
18

1172赤
（

雑
歌

）
奴

婆
多

麻
能

。欲
和

多
流

都
奇

乎
。伊

久
欲

布
等

。余
美

都
追

伊
毛

波
。和

禮
麻

都
良

牟
曾

。
歌

の
上

部
に

、赤
鉛

筆
で

囲
み

、逆
三

角
印

の
書

込
み

。解
説

に「
余

美
都

追〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕は
、數

乍
と

い
は

む
が

如
し

」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

29
18

1171赤
（

雑
歌

）
都

奇
見

禮
婆

、於
奈

自
久

爾
奈

里
。夜

麻
許

曽
波

。伎
美

我
安

多
里

乎
。敝

太
弖

多
里

家
禮

。
1171−

75の
題

詞「
越

前
國

掾
大

伴
宿

禰
池

主
。来

贈
歌

三
首〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕。」の

行
頭

に
、二

重
丸〔

外
円

青
、内

円
赤

鉛
筆

〕の
書

込
み

。
大

伴
池

主

蔵
古

義
7

29
18

1171赤
（

雑
歌

）
櫻

花
。今

曾
盛

等
。雖

人
云

。我
波〔

※「
波

」は
丸

囲
み

文
字

〕佐
夫

之
毛

。伎
美

止
之

不
在

者
。

歌
意

の
解

説
中

、「
山

羽
爾

味
村

騒
去

奈
禮

騰
吾

者
左

夫
思

恵
君

二
四

不
有

者〔
※
4・
486〕」に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

。
大

伴
池

主

蔵
古

義
7

29
18

1175赤
（

雑
歌

）
安

必
意

毛
波

受
。安

流
良

牟
伎

美
乎

。安
夜

思
苦

毛
。奈

氣
伎

和
多

流
香

。比
登

能
等

布
麻

泥
。

歌
意

の
説

明
中「

拾
遺

集
、兼

盛
、し

の
ぶ

れ
ど

色
に（

略
）」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
大

伴
池

主

蔵
古

義
7

11
18

1178
─

故
敷

等
伊

布
波

。衣
毛

名
豆

氣
多

理
。伊

布
須

敝
能

。多
豆

伎
母

奈
吉

波
。安

賀
未

奈
里

家
利

。
「

衣
毛

名
豆

氣
多

理〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

淺
く

も
名

づ
け

た
る

な
り〔

傍
点

赤
鉛

筆
〕、え

な
ら

ぬ
の

え
に

同
じ

」「
い

へ
ば

え
に

い
は

ね
ば

む
ね

に
さ

わ
が

れ
て

心
一

ツ
に

歎
く

比
か

な〔
赤

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕、と

よ
め

る
え

も
同

じ
」と

あ
る

。
大

伴
家

持

蔵
古

義
7

12
18

1179
─

美
之

麻
野

爾
。可

須
美

多
奈

妣
伎

。之
可

須
我

爾
。伎

乃
敷

毛
家

布
毛

。由
伎

波
敷

里
都

追
。

「
之

可
須

我
爾

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

15
18

1181赤
（

相
聞

）
都

禰
比

等
能

。故
布

登
伊

敷
欲

利
波

。安
麻

里
爾

弖
。和

禮
波

之
奴

倍
久

。柰
里

爾
多

良
受

也
。

大
伴

坂
上

郎
女

蔵
古

義
7

16
18

1181赤
（

相
聞

）
可

多
於

毛
比

遠
。宇

萬
爾

布
都

麻
爾

。於
保

世
母

天
。故

事
部

爾
夜

良
波

。比
登

加
多

波
牟

可
母

。
「

布
都

麻
」「

於
保

世
母

天
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
比

登
加

多
波

牟
可

母
」の

解
説「

加
騰

布
、加

豆
布

、加
多

布
、は

通
ひ

て
同

言
と

見
え

た
り（

略
）人

の
物

を
詐

て
、し

ば
し

此
方

に
見

せ
賜

へ
な

ど
云

て
、謾

リ
に

持
去

ル
意

に
い

へ
る

な
る

べ
し

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

坂
上

郎
女

蔵
古

義
7

17
18

1182
（

相
聞

）
安

萬
射

可
流

。比
柰

能
都

故
爾

。安
米

比
度

之
。可

久
古

非
須

良
波

。伊
家

流
思

留
事

安
里

。
「

比
柰

能
都

故
爾〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
本

居
氏

、大
平

ガ
説〔

傍
点

赤
鉛

筆
〕に

、都
夜

故
は

、夜
都

故
を

誤
れ

る（
略

）次
に

そ
の

心
を

い
は

〔ゞ
傍

線
赤

鉛
筆

〕、（
略

）諸
國

の
國

府
は

、田
舎

に
と

り
て

の
み

や
こ

な
れ

ば
、ひ

な
の

み
や

こ
と

い
ふ

べ
し

云
（々

略
）都

は
、必

し
も

天
子

の
所

居
の

よ
し

に
は

あ
ら

で
、た

ゞ
人

の
都

に
會

へ
る

地〔
波

線
赤

鉛
筆

〕の
意（

略
）都

夜
故

を
、仙

覺
抄

に
ミ

ヤ
コ

〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
訓

メ
る

」「
す

べ
て

天
皇

の
大

坐
々

給
ふ

處
を

お
き

て
、美

夜
故

と
い

へ
る

こ
と

は
、か

つ
て

古
典

に
例

な
き

こ
と

な
る

を
や〔

波
線

赤
鉛

筆
〕」、「

安
米

比
度

之〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

天
人

之
な

り
、之〔「

之
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕は
例

の
そ

の
一

ト
す

ぢ
な

る
こ

と
を

、重
く

思
は

す
る

助
辭

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」、「

可
久

古
非

須
良

波
」の

解
説

に「
須

良
は

、勢
列

か
世

列
の

誤
な

る
べ

し〔
波

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

家
持



─ （（7 ─

蔵
古

義
7

11
18

1185
（

雑
歌

）
夜

伎
多

知
乎

。刀
柰

美
能

勢
伎

爾
。安

須
欲

里
波

。毛
利

敝
夜

里
蘇

倍
。伎

美
乎

登
登

米
牟

。
題

詞「
占

墾
地

使
僧

」に
関

す
る

解
説

に「
許

ス〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕と
は

、公
よ

り
捨

給
ふ

に
は

あ
ら

で
」と

あ
る

。「
刀

柰
美

能
勢

伎
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
大

伴
家

持

蔵
古

義
7

11
18

1186
（

雑
歌

）
安

夫
良

火
能

。比
可

里
爾

見
由

流
。和

我
可

豆
良

。佐
由

利
能

波
奈

能
。惠

麻
波

之
伎

香
母

。
「

安
夫

良
火

」「
佐

由
利

」「
恵

麻
波

之
伎

香
母

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

221
18

1186緑
（

雑
歌

）
油

火
の

光
り

に
見

ゆ
る

わ
が

蘰
。さ

百
合

の
花

の
　

笑
ま

は
し

き
か

も〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕

1186-1188の
題

詞「（
略

）時
に

、主
人

、百
合

の
花

縵〔「
百

合
の

花
縵

」に
緑

鉛
筆

で
丸

ガ
ッ

コ
〕三

枚
を

造
つ

て
」の

上
に

赤
鉛

筆
で

「
百

合
ノ

花
蘰

」と
書

込
み

。
大

伴
家

持

蔵
類

別
下

511
18

1186
赤

・
緑

（
雑

歌
）

あ
ぶ

ら
火

の
光

に
見

ゆ
る〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕我
が

縵
さ

百
合

の
花

の
笑

ま
は

し
き

か
も

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

15
18

1187
（

雑
歌

）
等

毛
之

火
能

。比
可

里
爾

見
由

流
。佐

由
理

婆
奈

。由
利

毛
安

波
牟

等
。於

母
比

曾
米

弖
伎

。
「

本
ノ

句
は

、百
合

花
の

景
色

を
云

て
、即

チ
由

利
を

い
は

む
料

の
序

と
せ

り
、（

略
）末

ノ
句

は
、後

も
將

逢
と

思
ヒ

始
て

き
な

り
、後

を
由

利
と

云
こ

と
、上

に
あ

ま
た

見
え〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕た

り〔
二

重
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

内
蔵

縄
麻

呂

蔵
短

歌
6

221
18

1187緑
（

雑
歌

）
燈

の
光

り
に

見
ゆ

る
さ

百
合

花
。ゆ

り
も

逢
は

む
と

、思
ひ

そ
め

て
き

『
短

歌
大

系
6

』18・
1186の

項
参

照
。

内
蔵

縄
麻

呂
蔵

短
歌

6
221

18
1188緑

（
雑

歌
）

さ
ゆ

り
ば

な
　

ゆ
り

も
逢

は
む

と
　

思
へ

こ
そ

、今
の

ま
さ

か
も

、う
る

は
し

み
す

れ
『

短
歌

大
系

6
』18・

1186の
項

参
照

。
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
511

18
1188緑

（
雑

歌
）

さ
百

合
花

後
も

逢
は

む
と

思
へ

こ
そ

今
の

ま
さ

か
も

愛
し

み
す

れ
大

伴
家

持
蔵

古
義

7
16

18
1189

（
雑

歌
）

高
御

座
。安

麻
能

日
繼

登
。須

賣
呂

伎
能

。可
未

能
美

許
登

能
。伎

己
之

乎
須

。久
爾

能
麻

保
良

爾
。山

乎
之

毛
。佐

波
爾

於
保

美
等

。百
鳥

能
。來

居
弖

柰
久

許
惠

。春
佐

禮
婆

。伎
吉

能
可

柰
之

母
。伊

豆
禮

乎
可

。和
枳

弖
之

努
波

無
。宇

能
花

乃
。佐

久
月

多
弖

婆
。米

都
良

之
久

。鳴
保

等
登

藝
須

。安
夜

女
具

佐
。珠

奴
久

麻
泥

爾
。比

流
久

良
之

。欲
和

多
之

伎
氣

騰
。

伎
久

其
等

爾
。許

己
呂

豆
呉

枳
弖

。宇
知

柰
氣

伎
。安

波
禮

能
登

里
等

。伊
波

奴
登

枳
柰

思
。

「
久

爾
能

麻
保

良
爾

」の
解

説
中「

麻
本

呂
波

と
云

言
ノ

意
は

、麻
は

眞
、呂

波
は

助
辭

と
聞

え
て

、同
記

應
神

天
皇

ノ
大

御
歌

に
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

、「
本

居
氏

國
號

考
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
佐

波
爾

於
保

美
等

」に
青

鉛
筆

で
傍

線
。「

伎
吉

能
可

奈
之

母〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に

、「
可

奈
之

は
、數

種
の

春
鳥

の
聲

を
、め

で
う

つ
く

し
む

意〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

51
18

1191
（

雑
歌

）
安

乎
能

宇
良

爾
。餘

須
流

之
良

奈
美

。伊
夜

末
之

爾
。多

知
之

伎
與

世
久

。安
由

乎
伊

多
美

可
聞

。
「

多
知

之
伎

與
世

久
」「

安
由

乎
伊

多
美

可
聞

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

52
18

1191青
（

雑
歌

）
葦

原
能

。美
豆

保
國

乎
。安

麻
久

太
利

。之
良

志
賣

之
家

流
。須

賣
呂

伎
能

。神
乃

美
許

等
能

。御
代

可
佐

禰
。天

乃
日

嗣
等

。之
良

志
久

流
。伎

美
能

。御
代

御
代

。之
伎

麻
世

流
。四

方
國

爾
波

。山
河

乎
。比

呂
美

安
都

美
登

。多
弖

麻
豆

流
。御

調
寶

波
。可

蘇
倍

衣
受

。都
久

之
毛

可
彌

都
。之

加
禮

騰
母

。吾
大

王
能

。毛
呂

比
登

乎
。伊

射
奈

比
多

麻
比

。善
事

乎
。波

自
米

多
麻

比
弖

。久
可

禰
可

毛
。多

能
之

氣
久

安
良

牟
。登

於
母

保
之

弖
。之

多
奈

夜
麻

須
爾

。
鷄

鳴
。東

國
能

。美
知

能
久

乃
。小

田
在

山
爾

。金
有

等
。麻

宇
之

多
麻

敝
禮

。御
心

乎
。安

吉
良

米
多

麻
比

。天
地

乃
。神

安
比

宇
豆

柰
比

。皇
御

祖
乃

。御
靈

多
須

氣
弖

。遠
代

爾
。可

可
里

之
許

登
乎

。朕
御

世
爾

。安
良

波
之

弖
安

禮
婆

。御
食

國
波

。左
可

延
牟

物
能

等
。可

牟
柰

我
良

。於
毛

保
之

賣
之

弖
。毛

能
乃

布
能

。八
十

伴
雄

乎
。麻

都
呂

倍
乃

。牟
氣

乃
麻

爾
麻

爾
。老

人
毛

。女
童

兒
毛

。之
我

願
。心

太
良

比
爾

。撫
賜

。治
賜

婆
。許

己
乎

之
母

。安
夜

爾
多

敷
刀

美
。宇

禮
之

家
久

。伊
余

與
於

母
比

弖
。大

伴
能

。遠
都

神
祖

乃
。其

名
乎

婆
。大

來
目

主
登

。於
比

母
知

弖
。都

加
倍

之
官

。海
行

者
。美

都
久

屍
。山

行
者

。草
牟

須
屍

。大
皇

乃
。敝

爾
許

曾
死

米
。可

敝
里

見
波

。勢
自

等
許

等
太

弖
。大

夫
乃

。伎
欲

吉
彼

名
乎

。伊
爾

之
敝

欲
。伊

麻
乃

乎
追

通
爾

。柰
我

佐
敝

流
。於

夜
能

子
等

毛
曾

。大
伴

等
。佐

伯
氏

者
。人

祖
乃

。立
流

辭
立

。人
子

者
。祖

名
不

絶
。大

君
爾

。麻
都

呂
布

物
能

等
。伊

比
都

雅
流

。許
等

能
都

可
佐

曾
。梓

弓
。手

爾
等

里
母

知
弖

。劔
大

刀
。許

之
爾

等
里

波
伎

。安
佐

麻
毛

利
。由

布
能

麻
毛

利
爾

。大
王

能
。三

門
乃

麻
毛

利
。和

禮
乎

於
弖

吉
於

。且
比

等
波

安
良

自
。等

伊
夜

多
弖

。於
毛

比
之

麻
左

流
。大

皇
乃

。御
言

能
左

吉
乃

。聞
貴

美
。

題
詞

の
行

頭
に

青
鉛

筆
で

点
、赤

鉛
筆

で
丸

印
の

書
込

み
。「

牟
氣

乃
麻

爾
麻

爾
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

。「
許

己
乎

之
母

」の
解

説「
之

母〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕は

、多
か

る
物

の
中

を
と

り
出

て
い

ふ
辭

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

宇
禮

之
家

久
」の

解
説

中
、大

伴
氏

代
々

の
勲

功
に

関
す

る
解

説
に「

天
ノ

忍
日

ノ
命〔

赤
鉛

筆
の

上
か

ら
青

鉛
筆

で
傍

線
〕の

こ
と

は〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕、神
代

紀〔
傍

点
赤

鉛
筆

〕（
略

）姓
氏

錄〔
傍

点
赤

鉛
筆

〕（
略

）神
武

天
皇〔

傍
点

赤
鉛

筆
〕ノ

紀
」と

あ
る

。「
海

行
者〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

海
行

波
美

豆
久

屍
、山

行
波

草
牟

須
屍

、王
乃

弊
爾

去
曾

死
米

」に
赤

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
。「

許
等

太
弖

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

人
祖〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

た
ゞ

祖
に

て
、

祖
先

な
り

」に
赤

鉛
筆

で
波

線
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

511
18

1191
（

雑
歌

）
葦

原
の（

略
）大

伴
の

　
遠

つ
神

祖
の

　
其

の
名

を
ば

　
大

來
目

主
と

　
負

ひ
持

ち
て

　
仕

へ
し

官
　

海
行

か
ば

　
水

漬
く

屍
　

山
行

か
ば

　
草

生
す

屍
　

大
皇

の
　

邊
に

こ
そ

死
な

め
　

顧
み

は
　

爲
じ

と
言

立
て〔

※「
大

伴
の

」〜「
言

立
て

」の
箇

所
に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕大
夫

の
　

清
き

彼
の

名
を（

略
）

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

66
18

1197赤
（

雑
歌

）
須

賣
呂

伎
能

。御
代

佐
可

延
牟

等
。阿

頭
麻

奈
流

。美
知

能
久

夜
麻

爾
。金

花
佐

久
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

515
18

1197赤
（

雑
歌

）
天

皇
の

御
代

榮
え

む
と

東
な

る
み

ち
の

く
山

に
金

花
咲

く
下

部
余

白
に「

※
此

ノ
短

歌
ハ

余
リ

細
カ

ク
氣

ヲ
配

ラ
ズ

ニ
一

息
ニ

イ
ヒ

、言
葉

ノ
技

法
モ

マ
タ

順
直

ダ
カ

ラ
荘

重
ニ

響
ク

ノ
デ

ア
ツ

テ
、賀

歌
ト

シ
テ

ス
グ

レ
タ

態
ヲ

ナ
シ

テ
ヰ

ル（
茂

吉
）」〔『

萬
葉

秀
歌

』〕と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

69
18

1198
（

雑
歌

）
多

可
美

久
良

。安
麻

能
日

嗣
等

。天
下

。志
良

之
賣

師
家

類
。須

賣
呂

伎
乃

。可
未

能
美

許
等

能
。可

之
古

久
母

。波
自

米
多

麻
比

弖
。多

不
刀

久
母

。左
太

米
多

麻
敝

流
。美

與
之

努
能

。
許

乃
於

保
美

夜
爾

。安
里

我
欲

比
。賣

之
多

麻
布

良
之

。毛
能

乃
敷

能
。夜

蘇
等

母
能

乎
毛

。
於

能
我

於
蔽

流
。於

能
我

名
名

。大
王

乃
。麻

氣
能

麻
久

麻
久

。此
河

能
。多

由
流

許
等

奈
久

。此
山

能
。伊

夜
都

藝
都

藝
爾

。可
久

之
許

曾
。都

可
倍

麻
都

良
米

。伊
夜

等
保

奈
我

爾
。

「
於

能
我

名
負

名
負

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

麻
氣

能
麻

久
麻

久〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説「
任

之
隨

意
な

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
大

伴
家

持

蔵
古

義
7

71
18

1199
（

雑
歌

）
伊

爾
之

敝
乎

。於
母

保
湏

良
之

母
。和

期
於

保
伎

美
。余

思
努

乃
美

夜
乎

。安
里

我
欲

比
賣

須
。

「
安

里
我

欲
比

賣
須

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

72
18

1111
─

珠
洲

乃
安

麻
能

。於
伎

都
美

可
未

爾
。伊

和
多

利
弖

。可
都

伎
等

流
登

伊
布

。安
波

妣
多

麻
。

伊
保

知
毛

我
母

。波
之

吉
餘

之
。都

麻
乃

美
許

登
能

。許
呂

毛
泥

乃
。和

可
禮

之
等

吉
欲

。奴
婆

玉
乃

。夜
床

加
多

古
里

。安
佐

禰
我

美
。可

伎
母

氣
頭

良
受

。伊
泥

氐
許

之
。月

日
余

美
都

追
。柰

氣
久

良
牟

。心
柰

具
佐

余
。保

登
等

藝
須

。奈
久

五
月

能
。安

夜
女

具
佐

。波
奈

多
知

波
柰

爾
。奴

吉
麻

自
倍

。可
頭

良
爾

世
餘

等
。都

追
美

氐
夜

良
牟

。

「
伊

和
多

利
弖

」「
伊

保
知

毛
我

母
」「

夜
床

加
多

古
里

」「
心

奈
具

佐
余

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

71
18

1112
─

白
玉

乎
。都

都
美

氐
夜

良
波

。安
夜

女
具

佐
。波

柰
多

知
婆

奈
爾

。安
倍

母
奴

久
我

禰
。

「
安

倍
母

奴
久

我
禰〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
令

合
も

貫
之

根
な

り
、家

ノ
妻

が
い

ぶ
せ

き
心

を
も

と
い

ふ
意

を
、母

の
言

に
て

き
か

せ
た

る
な

る
べ

し
、我

禰
は

、料
と

云
む

が
如

し
、〔

波
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
大

伴
家

持

蔵
古

義
7

75
18

1115
─

思
良

多
麻

能
。伊

保
都

都
度

比
乎

。手
爾

牟
須

妣
。於

許
世

牟
安

麻
波

。牟
賀

思
久

母
安

香
流〔

※「
香

流
」は

マ
マ

〕。
「

伊
保

都
都

比
乎〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
五

百
箇

集〔
傍

点
赤

鉛
筆

〕を
な

り
、五

百
箇

は
、数

多
き

を
い

へ
ば

」、「
牟

賀
思

久
母

安
流

香〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

喜
し

く
も

有
哉

な
り〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
大

伴
家

持



─ （（8 ─

蔵
古

義
7

81
18

1116
（

雑
歌

）
於

保
奈

牟
知

。須
久

柰
比

古
奈

野
。神

代
欲

里
。伊

比
都

藝
家

良
之

。父
母

乎
。見

波
多

布
刀

久
。妻

子
見

波
。可

柰
之

久
米

具
之

。宇
都

世
美

能
。余

乃
許

等
和

利
止

。可
久

佐
末

爾
。伊

比
家

流
物

能
乎

。世
人

能
。多

都
流

許
等

太
弖

。知
左

能
花

。佐
家

流
沙

加
利

爾
。波

之
吉

余
之

。曾
能

都
末

能
古

等
。安

沙
余

比
爾

。惠
美

美
惠

末
須

毛
。宇

知
柰

氣
伎

。可
多

里
家

末
久

波
。等

己
之

部
爾

。可
久

之
母

安
良

米
也

。天
地

能
。可

未
許

等
余

勢
天

。春
花

能
。佐

可
里

裳
安

良
牟

等
。末

多
之

家
牟

。等
吉

能
沙

加
利

曾
。波

居
弖

。奈
介

可
須

移
母

我
。何

時
可

毛
。都

可
比

能
許

牟
等

。末
多

須
良

無
。心

左
夫

之
苦

南
吹

。雪
消

益
而

。射
水

河
。流

水
沫

能
。余

留
弊

奈
美

。左
夫

流
其

兒
爾

。比
毛

能
緒

能
。移

都
我

利
安

比
弖

。爾
保

騰
里

能
。布

多
理

雙
坐

。那
呉

能
宇

美
能

。於
伎

乎
布

可
米

天
。左

度
波

世
流

。伎
美

我
許

己
呂

能
。須

敝
母

須
敝

奈
佐

。〔
言

佐
夫

流
者

。遊
行

女
婦

之
字

也
。〕

題
詞

中「
少

咋
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

。前
文

中「
七

出
」「

三
不

去
」「

孔
子

家
語

本
命

解
に

、歸
有

七
出

三
不

去
」「

郁
離

子
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
「

波
居

氐
」「

左
夫

流
其

兒
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
移

都
我

利
安

比
弖〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説「

今
俗

に
、く

さ
り

あ
ふ

と
い

へ
る

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

須
敝

母
須

弊
柰

佐
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

516
18

1116
（

雑
歌

）
─

題
詞「

史
生

尾
張

少
咋

を
教

へ
喩

す
歌

一
首

幷
に

短
歌

」前
文「

七
出

の
例

に
云

ふ（
略

）」の
上

に
緑

鉛
筆

で
三

角
印

。
（

大
伴

家
持

）
蔵

古
義

7
81

18
1117赤

（
雑

歌
）

安
乎

爾
與

之
。奈

良
爾

安
流

伊
毛

我
。多

可
多

可
爾

。麻
都

良
牟

許
己

呂
。之

可
爾

波
安

良
司

可
。

「
多

可
多

可
爾

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

81
18

1118赤
（

雑
歌

）
左

刀
妣

等
能

。見
流

目
波

豆
可

之
。左

夫
流

兒
爾

。佐
度

波
須

伎
美

我
。美

夜
泥

之
理

夫
利

。
「

左
刀

妣
等

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

佐
度

波
須

伎
美

我〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

惑
有

君
之

に
て

、惑
ひ

賜
へ

る
君

が
、〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕と

云
む

が
如

し
」、「

美
夜

泥
之

理
夫

利
」の

解
説

に「
雅

澄
竊

ニ
按

フ
に〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕（

略
）此

は
少

年
が

、遊
女

に
甚

く
惑

ひ
て

、
彼

が
家

に
朝

参
す

る
如

く
通

ふ
を

、嘲
哢

り
て

、わ
ざ

と
宮

出
と

は
い

へ
る

な
る

べ
し〔

波
線

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

226
18

1119
（

雑
歌

）
紅

は
う

つ
ろ

ふ
も

の
ぞ

。橡
の

な
れ

に
し

衣〔
※「

橡
の

」以
下

、緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕に
、

な
ほ

及
か

め
や

も
大

伴
家

持

蔵
類

別
下

518
18

1119緑
（

雑
歌

）
く

れ
な

ゐ〔
※

緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕は
う

つ
ろ

ふ
も

の
ぞ

橡
の

な
れ

に
し〔

※「
橡

の
」以

下
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕衣

に
な

ほ
若

か
め

や
も

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

86
18

1111
（

雑
歌

）
左

夫
流

兒
我

。伊
都

伎
之

等
能

爾
。湏

受
可

氣
奴

。波
由

麻
久

太
禮

利
。佐

刀
毛

等
騰

呂
爾

。
「

伊
都

伎
之

等
能

爾〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説
に「

遊
女

が
少

咋
を

い
つ

ぐ
意

な
り〔

波
線

赤
鉛

筆
〕、（

略
）遊

女
の

誘
ヒ

引
キ

入
る

ま
に

＼
／

、少
咋

が
宮

中
へ

朝
参

す
る

ご
と

く
に

通
ふ

を
、わ

ざ
と

嘲
哢

り
て

、殿
と

い
ふ

な
る

べ
し〔

傍
点

赤
鉛

筆
〕」、「

波
由

麻
久

太
禮

利
〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
早

馬〔
傍

点
赤

鉛
筆

〕な
り

」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

518
18

1111
（

雑
歌

）
左

夫
流

兒
が

い
つ

き
し

殿
に

鈴
掛

け
ぬ

早
馬〔

※「
鈴

掛
」以

下
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕下

れ
り

里
も

と
ど

ろ
に

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

87
18

1111
（

雑
歌

）
可

氣
麻

久
母

。安
夜

爾
加

之
古

思
。皇

神
祖

能
。可

見
能

大
御

世
爾

。田
道

間
守

。常
世

爾
和

多
利

。夜
保

許
毛

知
。麻

爲
泥

許
之

登
布〔

※「
登

」「
布

」は
丸

囲
み

文
字

〕。登
吉

時
久

能
。

香
久

乃
菓

子
乎

。可
之

古
久

母
。能

許
之

多
麻

敝
禮

。國
毛

勢
爾

。於
非

多
知

左
加

延
。波

流
左

禮
婆

。孫
枝

毛
伊

都
追

。保
登

等
藝

須
。柰

久
五

月
爾

波
。波

都
波

奈
乎

。延
太

爾
多

乎
理

弖
。乎

登
女

良
爾

。都
刀

爾
母

夜
里

美
。之

路
多

倍
能

。蘇
泥

爾
毛

古
伎

禮
。香

具
播

之
美

。
於

枳
弖

可
良

之
美

。安
由

流
實

波
。多

麻
爾

奴
伎

都
追

。手
爾

麻
吉

弖
。見

禮
騰

毛
安

加
受

。
秋

豆
氣

婆
。之

具
禮

能
雨

零
。阿

之
比

奇
能

。夜
麻

能
許

奴
禮

波
。久

禮
奈

爲
爾

。仁
保

比
知

禮
止

毛
。多

知
波

柰
能

。成
流

其
實

者
。比

太
照

爾
。伊

夜
見

我
保

之
久

。美
由

伎
布

流
。冬

爾
伊

多
禮

婆
。霜

於
氣

騰
母

。其
葉

毛
可

禮
受

。常
磐

奈
須

。伊
夜

佐
加

波
延

爾
。之

可
禮

許
曾

。神
乃

御
代

欲
理

。與
呂

之
柰

倍
。此

橘
乎

。等
伎

自
久

能
。可

久
能

。木
實

等
。名

附
家

良
之

母
。

「
常

世
爾

和
多

利〔
赤

鉛
筆

の
上

か
ら

青
鉛

筆
で

傍
線

〕」の
解

説「
古

事
記

垂
仁

天
皇

ノ
條

」に
赤

鉛
筆

で
傍

点
。「

孫
枝

毛
伊

都
追

」「
於

枳
弖

可
良

之
美

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

安
由

流
實〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
熟

實〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕な
り

」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

91
18

1112赤
（

雑
歌

）
橘

波
。花

爾
毛

實
爾

母
。美

都
禮

騰
母

。移
夜

時
自

久
爾

。奈
保

之
見

我
保

之
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

91
18

1111
（

相
聞

）
於

保
伎

見
能

。等
保

能
美

可
等

等
。末

伎
太

末
不

。官
乃

末
爾

末
。美

由
伎

布
流

。古
之

爾
久

太
利

來
。安

良
多

末
能

。等
之

能
五

年
。之

吉
多

倍
乃

。手
枕

末
可

受
。比

毛
等

可
須

。末
呂

宿
乎

須
禮

波
。移

夫
勢

美
等

。情
奈

具
左

爾
。柰

泥
之

故
乎

。屋
戸

爾
末

枳
於

保
之

。夏
能

能
之

。佐
由

利
比

伎
宇

惠
天

。開
花

乎
。移

低
見

流
其

等
爾

。那
泥

之
古

我
。曾

乃
波

奈
豆

末
爾

。左
由

理
花

。由
利

母
安

波
無

等
。奈

具
佐

無
流

。許
己

呂
之

柰
久

波
。安

麻
射

可
流

。比
奈

爾
一

日
毛

。安
流

部
久

母
安

禮
也

。

「
末

伎
太

末
不

官
乃

末
爾

末〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」の
解

説「
任

賜
官

之
隨

に
て

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。「

移
夫

勢
美

等
」「

佐
由

利
比

伎
宇

惠
天

」
に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。「
由

利
毛〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕の

解
説

に「
後

に
も

と
云

意〔
傍

線
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

551
18

1111赤
（

相
聞

）
な

で
し

こ
が

花
見

る
毎

に
を

と
め

等
が

ゑ
ま

ひ
の

に
ほ

ひ〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕思

ほ
ゆ

る
か

も
大

伴
家

持

蔵
古

義
7

97
18

1116
（

雑
歌

）
於

保
伎

見
能

。末
伎

能
末

爾
末

爾
。等

里
毛

知
底

。都
可

布
流

久
爾

能
。年

内
能

。許
登

可
多

禰
母

知
。多

末
保

許
能

。美
知

爾
伊

天
多

知
。伊

波
禰

布
美

。也
末

古
衣

野
由

伎
。彌

夜
故

敝
爾

。末
爲

之
和

我
世

乎
。安

良
多

末
乃

。等
之

由
吉

我
敝

理
。月

可
佐

禰
。美

奴
日

佐
末

禰
美

。故
敷

流
曾

良
。夜

須
久

之
安

良
禰

波
。保

止
止

支
須

。支
奈

久
五

月
能

。安
夜

女
具

佐
。

余
母

疑
可

豆
良

伎
。左

加
美

都
伎

。安
蘇

比
柰

具
禮

止
。射

水
河

。雪
消

溢
而

。逝
水

能
。伊

夜
末

思
爾

乃
未

。多
豆

我
奈

久
。柰

呉
江

能
須

氣
能

。根
毛

己
呂

爾
。於

母
比

牟
須

保
禮

。奈
介

伎
都

都
。安

我
末

川
君

我
。許

登
乎

波
里

。可
敝

利
末

可
利

天
。夏

野
能

。佐
由

利
能

波
柰

能
。花

咲
爾

。爾
布

夫
爾

惠
美

天
。阿

波
之

多
流

。今
日

乎
波

自
米

氐
。鏡

柰
須

。可
久

之
都

禰
見

牟
。於

毛
我

波
利

世
須

。

「
許

登
可

多
禰

母
知〔

傍
線

赤
鉛

筆
〕」の

解
説

に「
契

沖〔
傍

点
赤

鉛
筆

〕、江
次

第
一

に
、被

結
と

あ
る

を
引

て
、結

束
の

義
」「

略
解〔

傍
点

赤
鉛

筆
〕に

、俗
に

か
た

げ
る

と
云

こ
と

を
、北

国
に

て
は

、か
た

ね
る

と
い

ふ
よ

し
い

へ
り

、も
し

其
ノ

意
な

ら
ば

、此
も

負
持

義〔
傍

線
赤

鉛
筆

、「
負

持
」に

赤
鉛

筆
で

傍
点

〕な
る

べ
し

」と
あ

る
。「

伊
波

禰
布

美
」「

爾
布

夫
爾

惠
美

天
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

111
18

1117
（

雑
歌

）
許

序
能

秋
。安

比
見

之
末

爾
末

。今
日

見
波

。於
毛

夜
目

都
良

之
。美

夜
古

可
多

比
等

。
「

於
毛

夜
目

都
良

之
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
大

伴
家

持
蔵

古
義

7
111

18
1122

（
雑

歌
）

須
賣

呂
伎

能
。之

伎
麻

須
久

爾
能

。安
米

能
之

多
。四

方
能

美
知

爾
波

。宇
麻

乃
都

米
。伊

都
久

須
伎

波
美

。布
柰

乃
倍

能
。伊

波
都

流
麻

泥
爾

。伊
爾

之
敝

欲
。伊

麻
乃

乎
都

頭
爾

。萬
調

。麻
都

流
都

可
佐

等
。都

久
里

多
流

。曾
能

奈
里

波
比

乎
。安

米
布

良
受

。日
能

可
左

柰
禮

婆
。宇

惠
之

田
毛

。麻
吉

之
波

多
氣

毛
。安

佐
其

登
爾

。之
保

美
可

禮
由

苦
。曾

乎
見

禮
婆

。
許

己
呂

乎
伊

多
美

。彌
騰

里
兒

能
。知

許
布

我
其

登
久

。安
麻

都
美

豆
。安

布
藝

弖
曾

麻
都

。
安

之
比

奇
能

。夜
麻

能
多

乎
理

爾
。許

能
見

油
流

。安
麻

能
之

良
久

母
。和

多
都

美
能

。於
枳

都
美

夜
敝

爾
。多

知
和

多
里

。等
能

具
毛

利
安

比
弖

。安
米

母
多

麻
波

禰
。

「
波

多
氣

」「
知

許
布

我
其

登
久

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

551
18

1122
（

雑
歌

）
（

略
）緑

兒
の

　
乳

乞
ふ

が
ご

と
く

　
天

つ
水

　
仰

ぎ
て

ぞ
待

つ
　

あ
し

ひ
き

の
　

山
の

た
を

り
に

　
こ

の
見

ゆ
る

　
天

の
白

雲
・

海
神

の
　

沖
つ

宮
邊

に
　

立
ち

渡
り

　
と

の
曇

り
合

ひ
て

　
雨

も
賜

は
ね〔

※「
緑

兒
」以

下
に

赤
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

552
18

1121赤
（

雑
歌

）
こ

の
見

ゆ
る

雲
ほ

び
こ

り
て

と
の

曇
り

雨
も

降
ら

ぬ
か

心
足

ひ
に

下
部

余
白

に「
※

一
首

ハ
大

キ
ク

ユ
ラ

グ
波

動
的

声
調

ヲ
持

チ
、マ

タ
海

神
ニ

モ
迫

ル
ホ

ド
ノ

強
サ

ガ
ア

ツ
テ

、家
持

ノ
人

麿
カ

ラ
学

ン
ダ

結
果［

ガ
］ハ

期
セ

ズ
レ

テ
コ

ノ
辺

ニ
ア

ラ
ワ

レ
テ

ヰ
ル

。（
茂

吉
）」〔『

萬
葉

秀
歌

』〕と
茶

イ
ン

ク
の

で
書

込
み

。
大

伴
家

持



─ （（9 ─

蔵
古

義
7

119
18

1125
（

雑
歌

）
安

麻
泥

良
須

。可
未

能
御

代
欲

里
。夜

洲
能

河
波

。奈
加

爾
敝

太
弖

弖
。牟

可
比

太
知

。蘇
泥

布
利

可
波

之
。伊

吉
能

乎
爾

。奈
氣

加
須

古
良

。和
多

理
母

理
。布

禰
毛

麻
宇

氣
受

。波
之

太
爾

母
。和

多
之

氐
安

良
波

。曾
乃

倍
由

母
。伊

由
伎

和
多

良
之

。多
豆

佐
波

利
。宇

柰
我

既
利

爲
氐

。於
母

之
吉

。許
登

母
加

多
良

比
。那

具
左

牟
流

。許
己

呂
波

安
良

牟
乎

。奈
爾

之
可

母
。安

吉
、爾

之
安

良
禰

波
。許

等
騰

比
能

。等
毛

之
伎

古
良

。宇
都

世
美

能
。代

人
和

禮
母

。
許

己
乎

之
母

。安
夜

爾
久

須
之

彌
。往

更
。年

能
波

其
登

爾
。安

麻
能

波
良

。布
里

左
氣

見
都

追
。伊

比
都

藝
爾

須
禮

。

解
説

中「
宇

柰
我

既
利

爲
氐

」「
伊

比
都

藝
爾

須
禮

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
古

義
7

111
18

1126
（

雑
歌

）
安

麻
能

我
波

。波
志

和
多

世
良

波
。曾

能
倍

由
母

。伊
和

多
良

佐
牟

乎
。安

吉
爾

安
良

受
得

物
。

「
伊

和
多

良
佐

牟
乎

」に
赤

鉛
筆

で
傍

線
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

551
18

1111赤
（

雑
歌

）
雪

の
上

に
照

れ
る

月
夜〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕に
梅

の
花

折
り

て
贈

ら
む

愛
し

き
兒

も
が

も
大

伴
家

持
蔵

短
歌

6
227

18
1116

（
雑

歌
）

あ
し

び
き

の
　

山
の

樹
末

の
ほ

よ〔
※「

ほ
よ

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕取

り
て

　
か

ざ
し

つ
ら

く
は

、千
年

祝
く

と
ぞ

上
部

余
白

に
赤

鉛
筆

で「
☆

Golden Bough」と
書

込
み

。「
ほ

よ
」の

説
明

に「
寄

生
木

卽
ほ

や
。所

謂
黄

金
椏

を
冠

の
う

ず
に

挿
し

た
の

で
あ

る
。〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
な

お
、書

込
み「

golden bough」は
、金

枝
・

や
ど

り
ぎ

の
意

で
も

あ
る

が
、堀

の
旧

蔵
書

に
も

含
ま

れ
る

フ
レ

ー
ザ

ー
の『

金
枝

篇
』（

原
題

T
he Golden Bough）を

指
す

可
能

性
も

考
慮

す
る

必
要

が
あ

ろ
う

。堀
の

蔵
書

に
、J.G.Frazer：

T
he G

olden Bough. a study 
in m

agic and religion, N
ew

 Y
ork, M

acm
illan, 1922が

あ
る

。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

551
18

1116緑
（

雑
歌

）
あ

し
ひ

き
の

山
の

木
末

の
寄

生〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕取

り
て

挿
頭

し
つ

ら
く

は
千

年
壽

ぐ
と

ぞ
「

寄
生

」に
つ

い
て

緑
鉛

筆
で「

ʻgolden boughʼ」と
書

込
み

。
大

伴
家

持

蔵
口

譯
5

159
19

1119緑
（

雑
歌

）
春

の
園

紅
匂

ふ
。桃

の
花

下
照

る
道

に
、出

で
立

つ
處

女
。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

228
19

1119緑
（

雑
歌

）
春

の
苑

　
紅

匂
ふ

桃
の

下
照

る
道

に
、出

で
立

つ
處

女
解

説
に「

寫
生

で
あ

ら
う

が
、繪

に
し

よ
う

と
す

る
傾

き
が

見
え

る
。平

安
朝

の
歌

の
出

て
來

る
處

が
知

れ
る

。〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

551
19

1119赤
（

雑
歌

）
春

の
苑

く
れ

な
ゐ

に
ほ

ふ
桃

の
花

し
た

照
る

道
に

出
で

立
つ

嬬
余

白
に「

※
…

…
コ

ノ
細

ミ
ア

ル
感

傷
ハ

、家
持

ニ
至

ツ
テ

味
ハ

レ
ル

万
葉

ノ
新

歌
境［

デ
］ナ

ノ
デ

ア
ル

。ソ
シ

テ
家

持
ハ

娘
子

ナ
ド

ト
贈

答
シ

テ
ヰ

ル
歌

ヨ
リ

、カ
ウ

イ
フ

独
居

的
歌

ノ
方

ガ
出

来
ノ

ヨ
イ

ノ
ハ

、心
ノ

沈
潜

ニ
ヨ

ル
タ

マ
モ

ノ
ニ

他
ナ

ラ
ヌ

ノ
デ

ア
ル（

茂
吉

）」〔『
萬

葉
秀

歌
』〕と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。

大
伴

家
持

蔵
口

譯
5

159
19

1111緑
（

雑
歌

）
春

ま
け

て
物

悲
し

き
に

、さ
夜

更
け

て
、羽

ぶ
き

鳴
く

鷲〔
※「

鷲
」の

横
に

緑
鉛

筆
で「

鴫
」

と
書

込
み

〕、誰
が

田
に

か
棲

む〔
※「

誰
」以

下
黒

鉛
筆

で
傍

点
〕。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

228
19

1111緑
（

雑
歌

）
春

ま
け

て
　

も
の

悲
し

き
に

、さ
夜

更
け

て
、羽

ぶ
き

鳴
く

鴫
　

誰
が

田
に

か
棲

む〔
※

「
誰

が
」以

下
、緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕

解
説

に「
上

二
句

の
憂

鬱
は

、五
句

で
更

に
育

て
ら

れ
て

來
る〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
大

伴
家

持

蔵
類

別
下

551
19

1111赤
（

雑
歌

）
春

ま
け

て
物

か
な

し
き

に
さ

夜
更

け
て

羽
ぶ

き
鳴

く
鴫

誰
が

田
に

か
住

む〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕

大
伴

家
持

蔵
口

譯
5

161
19

1112
（

雑
歌

）
春

の
日

に
は

れ
る〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕柳
を

と
り

持
ち

て
、見

れ
ば

、都
の

大
路

思
ほ

ゆ
。

大
伴

家
持

ノ
大

和
路

516
19

1112
（

雑
歌

）
春

の
日

に
張

れ
る

柳
を

取
り

も
ち

て
見

れ
ば

都
の

大
路

思
ほ

ゆ
大

伴
家

持
蔵

口
譯

5
161

19
1111緑

（
雑

歌
）

も
の

ゝ
ふ

の
八

十
處

女
ら

が
汲

み
紛

ふ〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕、寺

井
が

上
の

、か
た

か
ご

の
花

。
大

伴
家

持
蔵

短
歌

6
228

19
1111緑

（
雑

歌
）

も
の

ゝ
ふ

の
　

八
十

處
女

ら
が

挹
み

亂
る

、寺
井

が
邊

の
、か

た
か

ご
の

花
解

説
に「

此
も

、繪
に

近
づ

い
て

ゐ
る

。彼〔
家

持
〕の

知
つ

た
詩

の
境

地
に

、歌
を

近
づ

け
よ

う
と

し
た

の
だ

ら
う〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
551

19
1111赤

（
雑

歌
）

も
の

の
ふ

の
八

十
を

と
め

等
が

挹
み

亂
ふ

寺
井

の
上

の
堅

香
子

の
花〔

※
傍

線
青

鉛
筆

〕
大

伴
家

持
蔵

口
譯

5
161

19
1111黒

（
雑

歌
）

燕
來

る
時

に
な

り
ぬ

と
、雁

が
ね

は
國

偲
び

つ
ゝ

、雲
隱

り
鳴

く
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

551
19

1116赤
（

雑
歌

）
夜

く
だ

ち
に

寢
覺

め
て

居
れ

ば
河

瀨
尋

め〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕情

も
靡

ぬ
に

鳴
く

千
鳥

か
も

大
伴

家
持

蔵
口

譯
5

161
19

1116
（

雑
歌

）
夜

く
だ

ち〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕に

眼
覺

め
て

居
れ

ば
河

瀨
と

め
心

も
し

ぬ
に

、鳴
く

千
鳥

か
も

。
大

伴
家

持

蔵
口

譯
5

161
19

1117
（

雑
歌

）
夜

く
だ

ち
て

鳴
く

川
千

鳥
。宜

し
こ

そ
、昔

の
人

を〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕偲

び
來

に
け

れ
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

555
19

1119赤
（

雑
歌

）
あ

し
ひ

き
の

八
峯

の
雉

な
き

響
む

朝
け

の
霞

見
れ

ば
か

な
し

も
余

白
に「

※
コ

ノ
悲

哀
ノ

情
調

モ
、恋

愛
ナ

ド
ト

相
関

シ
タ

肉
体

ニ
切

ナ
モ

ノ
デ

ナ
ク

、モ
ツ

ト
天

然
ニ

投
入

シ
タ

情
調

デ
ア

ル
ノ

モ
、

人
麿

ナ
ド

ニ
ナ

カ
ツ

タ
一

ツ
ノ

歌
境

ト
謂

フ
ベ

キ
デ（

ア
ラ

ウ
）。（

茂
吉

）」〔『
萬

葉
秀

歌
』〕と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
大

伴
家

持

蔵
口

譯
5

162
19

1151緑
（

雑
歌

）
朝

床
に

聞
け

ば
遙

け
し

。射
水

河
、朝

漕
ぎ

し
つ

ゝ
唄

ふ
舟

人
。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

229
19

1151緑
（

雑
歌

）
朝

床
に

聞
け

ば
遙

け
し

。射
水

河
　

朝
漕

ぎ
し

つ
ゝ

唱
ふ

船
人

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

555
19

1151赤
（

雑
歌

）
朝

床
に

聞
け

ば
遙

け
し

射
水

河
漕

ぎ
し

つ
つ

唱
ふ

船
人

大
伴

家
持

ノ
古

代
2

21
19

1151
（

雑
歌

）
朝

牀
に

聽
け

ば
、遙

け
し

、射
水

川
、朝

漕
ぎ

し
つ

つ
唄

ふ
舟

人
歌

に
続

き「
赤

人
ノ

ヨ
イ

物
ト

似
タ

處
ノ

ア
ル

ノ
ハ

、模
倣

カ
ラ

上
手

ノ
域

ニ
達

シ
タ

人
ダ

ケ
ニ

、意
識

シ
テ

影
響

ヲ
ト

リ
込

ン
デ

ヰ
ル

ト
言

フ
テ

ヨ
イ

」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

558
19

1165赤
（

雑
歌

）
大

夫
は

名
を

し
立

つ
べ

し
後

の
代

に
聞

き
繼

ぐ
人

も
語

り
續

ぐ
が

ね
大

伴
家

持
蔵

口
譯

5
182

19
1211黒

（
雑

歌
）

吾
が

夫
子

が
捧

げ
て

持
た

る
厚

朴
葉

。宛
か

も
似

る
か〔

※
波

線
黒

鉛
筆

〕。靑
き

蓋
。

恵
行

蔵
口

譯
5

188
19

1216黒
（

挽
歌

）
世

の
中

の
常

な
き

こ
と

は
知

る
ら

む
を

。心
盡

す
な

。健
男

に
し

て
。

大
伴

家
持

蔵
口

譯
5

189
19

1217
（

雑
歌

）
卯

の
花

を
く

た
す〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕長
雨

の
は

や
水

に
緣

る
こ

づ
み

な
す

、緣
ら

む
子

も
が

も
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

567
19

1226赤
（

雑
歌

）
こ

の
雪

の
消

遺
る

時
に

い
ざ

行
か

な
山

橘〔
※

傍
線

茶
イ

ン
ク

〕の
實

の
光

る
も

見
む

「
山

橘
」に

つ
い

て「
藪

柑
子

也
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
大

伴
家

持
ノ

大
和

路
511

19
1226

（
雑

歌
）

こ
の

雪
の

消
の

こ
る

と
き

に
い

さ
ゆ

か
な

山
橘

の
實

の
て

る
も

見
む

大
伴

家
持

蔵
口

譯
5

218
19

1261緑
（

雑
歌

）
大

君
は

神
に

し
在

せ
ば

、赤
駒

の
は

ら
ば

ふ
田

居
を

、都
と

な
し

ぬ
。

大
伴

御
行

蔵
口

譯
5

219
19

1262黒
（

雑
歌

）
唐

國
に

行
き

た
ら

は
し

て
、歸

り
來

む
健

武
夫

に
、御

酒
獻

る
。

多
治

比
鷹

主
蔵

古
義

7
17

19
1271

（
雑

歌
）

牟
具

良
波

布
伊

也
之

伎
屋

戸
母

大
皇

之
座

牟
等

知
者

玉
之

可
麻

思
乎

『
古

義
7

』18・
1156の

項
参

照
。

橘
諸

兄
蔵

口
譯

5
219

19
1291
緑

・
黒

（
雑

歌
）

春
の

野
に

霞
棚

引
き

、う
ら

悲
し

。こ
の

夕
暮

れ
に

、鶯
啼

く
も

。
大

伴
家

持

蔵
短

歌
6

211
19

1291緑
（

雑
歌

）
春

の
野

に
霞

た
な

び
き

　
う

ら
悲

し
。こ

の
夕

影
に

、鶯
鳴

く
も

解
説

に「
古

今
よ

み
人

知
ら

ず
の

歌
へ

直
に

續
い

て
行

く
境

地〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

572
19

1291
赤

・
茶

（
雑

歌
）

春
の

野
に

霞
た

な
び

き
う

ら
が

な
し〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕こ
の

夕
か

げ
に

う
ぐ

ひ
す

鳴
く

も
余

白
に「

※
コ

ノ
悲

哀
ノ

情
ヲ

抒
ベ

タ
ノ

ハ
既

ニ
、人

麿
以

前
ノ

作
歌

ニ
ハ

無
カ

ツ
タ

モ
ノ

デ
、コ

ノ
深

ク
沁

ム
、細

ミ
ノ

ア
ル

歌
調

ハ
家

持
ア

タ
リ

ガ
開

拓
シ

タ
モ

ノ
デ

ア
ツ

タ
。〔

茶
イ

ン
ク

〕」〔
茂

吉『
萬

葉
秀

歌
』〕と

書
込

み
。

大
伴

家
持

ノ
古

典
182

19
1291

（
雑

歌
）

春
の

野
に

霞
た

な
び

き
う

ら
悲

し
こ

の
夕

か
げ

に
う

ぐ
ひ

す
鳴

く
も

大
伴

家
持

ノ
古

代
2

21
19

1291
（

雑
歌

）
春

の
野

に
霞

た
な

び
き

う
ら

悲
し

、此
夕

暮
に

鶯
な

く
も

大
伴

家
持

蔵
口

譯
5

219
19

1291
緑

・
黒

（
雑

歌
）

我
が

家
の

い
さ

ゝ
群

竹
吹

く
風

の
、音

の
か

そ
け

き
、此

夕
か

も
。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

211
19

1291緑
（

雑
歌

）
我

が
や

ど
の

い
さ

ゝ
群

竹
　

吹
く

風
の

、音
の

か
そ

け
き

　
こ

の
夕

か
も

解
説

に「
細

み
と

、在
來

の
太

み
と

の
融

合
し

て
ゐ

る
や

う
な

歌〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

家
持



─ （（0 ─

蔵
類

別
下

572
19

1291
赤

・
茶

（
雑

歌
）

わ
が

や
ど

の
い

さ
さ

群
竹〔

※「
い

さ
さ

群
竹

に
茶

イ
ン

ク
で

傍
点

〕吹
く

風
の

音
の

か
そ

け
き〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕こ
の

夕
か

も
「

い
さ

さ
群

竹
」に

つ
い

て「
小

竹
原

ナ
リ

」、「
か

そ
け

き
」に

つ
い

て「
※

竹
ノ

葉
ズ

レ
ノ

幽
カ

ナ
寂

シ
イ

モ
ノ

ト
シ

テ
観

入
シ

タ
ノ

ハ
、

ヤ
ハ

リ
コ

ノ
作

者
独

特
ノ

モ
ノ（

茂
吉

）」〔『
萬

葉
秀

歌
』〕と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
大

伴
家

持

ノ
古

典
182

19
1291

（
雑

歌
）

わ
が

宿
の

い
さ

ゝ
む

ら
竹

吹
く

風
の

音
の

か
そ

け
き

こ
の

夕
か

も
大

伴
家

持
ノ

古
代

2
21

19
1291

（
雑

歌
）

我
が

家
の

い
さ

さ
群

竹
、吹

く
風

の
音

の
か

そ
け

き
、こ

の
ゆ

ふ
べ

か
も

大
伴

家
持

蔵
口

譯
5

221
19

1292緑
（

雑
歌

）
う

ら
＼

／
に

照
れ

る
春

日
に

、雲
雀

揚
り

、心
か

な
し

も
、獨

り
し

思
へ

ば
。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

211
19

1292緑
（

雑
歌

）
う

ら
＼

／
に

照
れ

る
春

日
に

　
雲

雀
揚

り
、心

か
な

し
も

。獨
り

し
思

へ
ば

解
説

に「
近

代
的

な
よ

い
諸

條
件

を
具

備
し

て
ゐ

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

571
19

1292
赤

・
茶

（
雑

歌
）

う
ら

う
ら

に
照

れ
る

春
日

に
雲

雀
あ

が
り

情
悲

し
も〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕獨
り

し
お

も
へ

ば
「

情
悲

し
も

」に
つ

い
て「

独
居

沈
思

ノ
態

度
ハ

既
ニ

支
那

ノ
詩

ノ
オ

モ
カ

ゲ
デ

モ
ア

リ
、仏

教
的

静
観

ノ
趣

デ
モ

ア
ル

。コ
レ

モ
家

持
ノ

到
リ

著
イ

タ
一

ツ
ノ

歌
境

デ
ア

ツ
タ

。（
茂

吉
）」〔『

萬
葉

秀
歌

』〕と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。左

注「
春

日
遅

遅
と

し
て

、鶬
鶊

正
に

啼
く

。
悽

惆
の

意
、歌

に
非

ず
ば

、撥
ひ

難
し

。仍
り

て
此

の
歌

を
作

り
、式

ち
て

締
緒

を
展

ぶ
。」に

茶
イ

ン
ク

で
カ

ギ
括

弧
。

大
伴

家
持

ノ
古

典
182

19
1292

（
雑

歌
）

う
ら

う
ら

と
て

れ
る

春
日

に
雲

雀
あ

が
り

こ
ゝ

ろ
か

な
し

も
獨

し
思

へ
ば

大
伴

家
持

ノ
古

代
2

21
19

1292
（

雑
歌

）
う

ら
う

ら
と

照
れ

る
春

日
に

雲
雀

あ
が

り
、心

か
な

し
も

、獨
り

し
思

へ
ば

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

571
21

1115赤
（

雑
歌

）
木

の
暗

の
繁

き
尾

の
上

を
ほ

と
と

ぎ
す

鳴
き

て
越

ゆ
な

り
今

し
來

ら
し

も
余

白
に「

※
平

淡
デ

オ
モ

シ
ロ

イ
モ

ノ
デ

ア
ル

。…
…

晩
期

ノ
モ

ノ
ダ

ガ
、稍

自
在

境
ニ

入
リ

カ
カ

ツ
テ

ヰ
ル（

茂
吉

）」〔『
萬

葉
秀

歌
』〕

と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

大
伴

家
持

蔵
口

譯
5

211
21

1121
（

防
人

歌
）

畏
き

哉
。御

言
か

ゞ
ふ

り
、明

日
ゆ

り
や

、か
え

が
妹

た
ね

を〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕。妹

な
し

に
し

て
。

上
部

余
白

に
緑

鉛
筆

で「
萱

が
共

寢
む

」と
書

込
み

。
物

部
秋

持

蔵
短

歌
5

181
21

1122緑
（

防
人

歌
）

我
が

妻
は

い
た

く
戀

ひ
ら

し
。飲

む
水

に
影

さ
へ

見
え

て
、よ

に
忘

ら
れ

ず〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕

解
説

の
上

部
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

Requiem
」と

書
込

み
。本

歌
の

解
説

に「
戀

人
の

面
形

が
ち

ら
つ

く
と

い
ふ

こ
と

は
、旅

に
於

て
大

切
な

こ
と

で
あ

つ
た

。一
つ

の
鎭

魂
歌

と
し

て
屢

々
歌

は
れ

て
ゐ

る
。殊

に
こ

の
水

を
飲

ま
う

と
す

る
と

、そ
の

水
に

俤
が

顯
つ

と
い

ふ
の

は
、劇

的
な

感
傷

を
覺

え
る

。〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

若
倭

部
身

麻
呂

蔵
口

譯
5

211
21

1121赤
（

防
人

歌
）

時
々

の
花

は
咲

け
ど

も
、何

す
れ

ぞ
、は

ゝ
と

い
ふ

花
の

、咲
き

出
來

ず
け

む
。

下
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

は
ゝ

」と
書

込
み

。
丈

部
真

麻
呂

ノ
東

歌
18

21
1121

（
防

人
歌

）
時

々
の

花
は

咲
け

ど
も

何
す

れ
ぞ

、は
は

と
い

ふ
花

の
咲

き
出

來
ず

け
む

丈
部

真
麻

呂
ノ

水のうへ
552

21
1121緑

（
防

人
歌

）
時

々
の

花
は

咲
け

ど
も

、何
す

れ
ぞ

、母
と

い
ふ

花
の

咲
き

出
こ

ず
ら

む
。〔

※
緑

鉛
筆

で
囲

み
〕

上
部

余
白

に「
花

は
咲

け
れ

ど
も

…
…〔

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
丈

部
真

麻
呂

蔵
口

譯
5

211
21

1125赤
（

防
人

歌
）

父
母

も
、花

に
も

が
も

や
。草

枕
旅

は
行

く
と

も
、捧

ご
て

行
か

む
。

丈
部

黒
当

ノ
東

歌
18

21
1125

（
防

人
歌

）
父

母
も

花
に

も
が

も
や

。く
さ

ま
く

ら
、旅

は
行

く
と

も
捧

ご
て

行
か

む
。

丈
部

黒
当

ノ
水のうへ

551
21

1125赤
（

防
人

歌
）

父
母

は
花

に
も

が
も

や
。草

枕
、旅

は
ゆ

く
と

も
、捧

ご
て

行
か

む
。

丈
部

黒
当

ノ
水のうへ

551
21

1125緑
（

防
人

歌
）

父
母

も
花

に
も

が
も

や
。草

枕
旅

は
行

く
と

も
、捧

ご
て

行
か

む
。〔

※
緑

鉛
筆

で
囲

み
〕

丈
部

黒
当

蔵
口

譯
5

212
21

1126赤
（

防
人

歌
）

父
母

が
殿

の
後

方
の

も
ゝ

よ
草

。百
世

在
せ

。わ
が

來
至

る
迄

。
壬

生
部

足
国

ノ
東

歌
18

21
1126

（
防

人
歌

）
父

母
が

殿
の

後
の

も
ゝ

よ
草

、百
世

い
で

ま
せ

、わ
が

來
た

る
ま

で
。

歌
に

前
後

し
て「

花
の

マ
ジ

ッ
ク

」「
花

の
マ

ジ
ッ

ク
が

、初
め

は
主

で
、後

に
そ

の
詞

に
す

が
つ

て
効

果
を

豫
期

す
る

や
う

に
變

る（
略

）
出

發
に

臨
ん

で
、木

草
の

花
を

以
て

咒
し

た
の

で
あ

る
」と

あ
る

。
壬

生
部

足
国

ノ
水のうへ

552
21

1126
（

防
人

歌
）

父
母

が
殿

の
し

り
へ

の
百

世
草

、百
世

い
で

ま
せ

、わ
が

來
到

る
ま

で
。

壬
生

部
足

国
ノ

（
出

帆
）

518
21

1129
（

防
人

歌
）

─
1129を

典
拠

と
す

る
記

述「
難

波
津

に
諸

國
か

ら
落

ち
あ

つ
た

防
人

た
ち

は
、美

し
い

舟
艤

ひ
を

し
た

幾
艘

も
の

大
船

に
」「〈

こ
ん

な
立

派
な

船
よ

そ
ひ

し
た

船
に

の
つ

て
、花

々
し

く
し

て
ゐ

る
と

こ
ろ

を
、國

許
の

父
や

母
に

見
せ

た
い

〉」が
見

ら
れ

る
。歌

の
引

用
は

な
い

。

丹
比

部
国

人

ノ
水のうへ

516
21

1129
（

防
人

歌
）

八
十

國
は

難
波

に
集

ひ
、舟

艤
り

、我
が

せ
む

日
ろ

を
見

も
人

も
が

も
。

丹
比

部
国

人
ノ

（
出

帆
）

518
21

1111
（

防
人

歌
）

─
1111を

典
拠

と
す

る
記

述「〈
こ

ん
な

立
派

な
船

よ
そ

ひ
し

た
船

に
の

つ
て

、花
々

し
く

し
て

ゐ
る

と
こ

ろ
を

、國
許

の
父

や
母

に
見

せ
た

い
、誰

も
見

て
く

れ
る

人
の

ゐ
な

い
の

が
残

念
だ

〉」が
見

ら
れ

る
。歌

の
引

用
は

な
い

。
丸

子
連

多
麻

呂

ノ
水のうへ

516
21

1111
（

防
人

歌
）

難
波

津
に

艤
ひ

艤
ひ

て
今

日
の

日
や

出
で

て
ま

か
ら

む
見

る
母

な
し

に
。

丸
子

連
多

麻
呂

ノ
水のうへ

516
21

1111赤
（

防
人

歌
）

あ
し

が
ち

る
難

波
の

み
津

に〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕、大

船
に

眞
櫂

し
じ

ぬ
き

、…
…

水
夫

と
と

の
へ

、…
…

檝
引

き
折

り
…

…
波

の
間

を
い

ゆ
き

さ
ぐ

し
み

…
…

「
難

波
津〔

青
鉛

筆
〕」の

見
出

し
で

ま
と

め
ら

れ
た

歌
の

上
部

余
白

に
記

載
。

大
伴

家
持

ノ
水のうへ

551
21

1111
（

防
人

歌
）

鷄
が

な
く

東
國

男
子

は
、出

で
向

ひ
、顧

み
せ

ず
て

、い
さ

み
た

る
武

き
軍

勢
と

犒
ぎ

給
ひ

、任
け

の
ま

に
ま

に
、た

ら
ち

ね
の

母
が

面
離

れ
て

、若
草

の
妻

を
も

枕
か

ず
、あ

ら
た

ま
の

月
日

數
み

つ
つ

…
…

上
部

余
白

に「
額

に
は

矢
は

立
つ

と
も

、背
に

は
矢

は
立

て
じ

と
い

ひ
て

、君
を

一
つ

心
を

も
ち

て
ま

も
る

も
の

だ
…

…〔
赤

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

大
伴

家
持

ノ
水のうへ

552
21

1111
（

防
人

歌
）

鷄
が

な
く

あ
づ

ま
「

武
蔵

野〔
青

鉛
筆

〕」と
あ

る
ペ

ー
ジ

の
上

部
余

白
に

記
載

。
大

伴
家

持
ノ

水のうへ
556

21
1112

（
防

人
歌

）
ま

す
ら

を
の

、靭
と

り
負

ひ
て

出
で

て
行

け
ば

、別
れ

を
惜

し
み

、な
げ

き
け

む
。妻

。
「

家
持〔

青
鉛

筆
〕」の

見
出

し
で

、1112-1116が
記

載
。

大
伴

家
持

ノ
水のうへ

556
21

1111
（

防
人

歌
）

鷄
が

な
く

東
國

男
子

は
、妻

別
れ

か
な

し
く

あ
り

け
む

。年
の

緒
長

み
。

ノ
オ

ト「
水のうへ」21・

1112の
項

参
照

。
大

伴
家

持
ノ

水のうへ
556

21
1111

（
防

人
歌

）
海

原
を

遠
く

渡
り

て
、年

経
と

も
、子

ら
が

結
べ

る
紐

解
く

な
。ゆ

め
。

ノ
オ

ト「
水のうへ」21・

1112の
項

参
照

。
大

伴
家

持
ノ

水のうへ
556

21
1115

（
防

人
歌

）
い

ま
か

は
る

新
防

人
が

船
出

す
る

海
原

の
上

に
、波

な
さ

き
そ

ね
。

ノ
オ

ト「
水のうへ」21・

1112の
項

参
照

。
大

伴
家

持
ノ

水のうへ
556

21
1116

（
防

人
歌

）
防

人
の

堀
江

漕
ぎ

出
る

伊
豆

手
船

。檝
と

る
間

な
く

、恋
ひ

は
繁

け
む

。
ノ

オ
ト「

水のうへ」21・
1112の

項
参

照
。

大
伴

家
持

蔵
口

譯
5

216
21

1117赤
（

防
人

歌
）

水
鳥

の
立

ち
の

い
そ

ぎ
に

、父
母

に
も

の
言

は
ず

來
に

て
、今

ぞ
悔

し
き

。
有

度
部

牛
麻

呂
ノ

水のうへ
551

21
1117

（
防

人
歌

）
水

鳥
の

立
ち

の
い

そ
ぎ

に
、父

母
に

も
の

言
は

ず
來

に
て

、今
ぞ

悔
し

き
。

有
度

部
牛

麻
呂

蔵
口

譯
5

217
21

1111
（

防
人

歌
）

わ
ろ

旅
は

旅
と

思
ほ

ど
、戀

ひ
に

し
て

、籠
め

而
忘

ら
む

。わ
が

身
か

な
し

も
。

上
部

余
白

に
青

鉛
筆

で「
家

に
し

て
、子

持
ち

痩
す

ら
む

我
が

妻
か

な
し

も
」〔

武
田『

萬
葉

集
新

解
』〕と

書
込

み
。

玉
作

部
広

目
ノ

水のうへ
552

21
1111

（
防

人
歌

）
吾

等
旅

は
旅

と
思

へ
ど

、家
に

し
て

、子
持

ち
痩

す
ら

む
、我

が
妻

か
な

し
も

。
「

黒
女〔

青
鉛

筆
〕（

家
な

る
妹

）〔
緑

鉛
筆

〕」の
見

出
し

で
、1111、1152､1151、1157、1111､1117、1118が

記
載

。
玉

作
部

広
目

蔵
短

歌
6

22
21

1111緑
（

防
人

歌
）

忘
ら

む
と

、野
行

き
山

行
き〔

※「
野

行
き

山
行

き
」に

緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕　
我

來
れ

ど
、我

が
父

母
は

　
忘

れ
せ

ぬ
か

も
解

説
に「

單
に

さ
う

し
た

空
想

を
詠

ん
だ

歌
で

な
く

、野
山

に
、物

を
は

ふ
り

棄
て

る
習

慣
が

あ
つ

た
か

ら
、言

つ
た

も
の

で
あ

り
、又

、
さ

う
し

た
實

生
活

を
持

つ
て

ゐ
る

こ
と

に
よ

つ
て

、こ
の

歌
が

生
き

て
來

る〔
傍

線
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

商
首

麻
呂

蔵
口

譯
5

218
21

1111赤
（

防
人

歌
）

忘
れ

む
と

、野
行

き
山

行
き

、我
來

れ
ど

、我
が

父
母

は
忘

れ
せ

ぬ
か

も
。

商
首

麻
呂

ノ
水のうへ

551
21

1111
（

防
人

歌
）

忘
れ

む
と

、野
行

き
山

行
き

、我
來

れ
ど

、我
が

父
母

は
忘

れ
せ

ぬ
か

も
。

商
首

麻
呂

ノ
水のうへ

551
21

1115青
（

防
人

歌
）

わ
ぎ［

□
］も

こ
と

二
人

わ
が

見
し

、う
ち

え（
寄

）す
る

駿
河

の
嶺〔

※「
駿

河
の

峯
」に

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕ら
は

恋
し

く
も

あ
る

か
。

春
日

部
麻

呂

ノ
水のうへ

552
21

1116
（

防
人

歌
）

父
母

が
頭

か
き

撫
で

、さ
き

く
あ

れ
と

、言
ひ

し
言

葉
ぞ

忘
れ

か
ね

つ
る

。
丈

部
ノ

稲
麻

呂
ノ

水のうへ
551

21
1119赤

（
防

人
歌

）
百

隈
の

道
は

來
に

し
を

。
刑

部
ノ

直
三

野
ノ

水のうへ
551

21
1119

（
防

人
歌

）
百

隈
の

道
は

來
に

し
を

「
◯

三
河

の
旅

」の
見

出
し

に
続

い
て「

百
隈

の
道

は
来

に
し

を
」と

記
さ

れ
て

い
る

。
刑

部
ノ

直
三

野
ノ

水のうへ
555

21
1119

（
防

人
歌

）
百

隈
の

道
は

來
に

し
を

。又
更

に
八

十
島

過
ぎ

て
、別

れ
か

行
か

む
。

ノ
オ

ト「
水のうへ」17・

1895の
項

参
照

。
刑

部
ノ

直
三

野
蔵

短
歌

5
181

21
1152

（
防

人
歌

）
道

の
邊

の
茨

の
末

に
は

ほ
豆

の
　

か
ら

ま
る

君
を

離
れ

か
行

か
む〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕
丈

部
鳥

蔵
口

譯
5

211
21

1152緑
（

防
人

歌
）

道
の

邊
の

茨
の

末
に

延
ほ

豆
の

、絡
ま

る
君

を
、は

か
れ

か
行

か
む

。
丈

部
鳥

ノ
水のうへ

552
21

1152
（

防
人

歌
）

道
の

辺
の

茨
の

う
れ

に
這

ふ
豆

の
、か

ら
ま

る
君

を
、は

な
れ

か
行

か
む

ノ
オ

ト「
水のうへ」21・

1111の
項

参
照

。
丈

部
鳥

ノ
水のうへ

552
21

1151
（

防
人

歌
）

家
風

は
日

に
日

に
吹

け
ど

、我
妹

子
が

家
言

持
ち

て
、來

る
人

も
な

し
ノ

オ
ト「

水のうへ」21・
1111の

項
参

照
。

丸
子

連
大

歳
ノ

（
出

帆
）

511
21

1151
（

防
人

歌
）

─
1151の

作
者

、与
呂

麻
呂（

與
呂

麿
）は

、同
名

の「（
出

帆
）」主

要
登

場
人

物
の

名
の

出
典

と
考

え
ら

れ
る

。
丈

部
与

呂
麻

呂



─ （（（ ─

ノ
（

出
帆

）
518
〜

21
1156

（
防

人
歌

）
─

1156の
作

者「
乎

刀
良

」は
、「（

出
帆

）」の
中

心
人

物
の

名
の

出
典

と
考

え
ら

れ
る

。
物

部
乎

刀
良

蔵
短

歌
5

181
21

1157
（

防
人

歌
）

蘆
垣

の
隈

所
に

立
ち

て
、吾

妹
子

が
、袖

も
し

ほゝ
に

泣
き

し
ぞ

思
は

ゆ〔
※

二
重

傍
線

緑
鉛

筆
〕

刑
部

直
千

国
蔵

口
譯

5
211

21
1157緑

（
防

人
歌

）
蘆

垣
の

隈
處

に
立

ち
て

、我
妹

子
が

袖
も

し
ほ

ゝ
に

、泣
き

し
ぞ

思
は

ゆ
。

刑
部

直
千

国
ノ

東
歌

12
21

1157
（

防
人

歌
）

蘆
垣

の
隈

處
に

立
ち

て
、我

妹
子

が
袖

も
し

ほ
ほ

に
泣

き
し

ぞ
思

ほ
ゆ

。
刑

部
直

千
国

ノ
東

歌
19

21
1157

（
防

人
歌

）
蘆

垣
の

隈
處

に
立

ち
て

、我
妹

子
が

袖
も

し
ほ

ほ
に

、泣
き

し
ぞ

思
ほ

ゆ
刑

部
直

千
国

ノ
水のうへ

551
21

1157
（

防
人

歌
）

［
蘆

垣
の

隈
に

立
ち

て
、我

妹
子

が
袖

も
し

ほ
ほ

に
、泣

き
し

ぞ
思

ほ
ゆ

。］
上

部
余

白
に［

別
離

の
と

き
を

思
ふ〔

緑
鉛

筆
表

記
、黒

鉛
筆

で
囲

み
〕］と

あ
る

が
、赤

鉛
筆

、黒
鉛

筆
で

削
除

さ
れ

て
い

る
。同

様
に

こ
こ

か
ら

削
除

さ
れ

た
本

歌
は

、「
黒

女〔
青

鉛
筆

〕（
家

な
る

妹
）〔

緑
鉛

筆
〕」の

見
出

し
で

ま
と

め
ら

れ
た

中〔
事

項
参

照
〕に

、改
め

て
記

載
さ

れ
て

い
る

。

刑
部

直
千

国

ノ
水のうへ

552
21

1157
（

防
人

歌
）

蘆
垣

の
隈

に
立

ち
て

、我
妹

子
が

袖
も

し
ほ

ほ
に

、泣
き

し
ぞ

思
ほ

ゆ
ノ

オ
ト「

水のうへ」21・
1111の

項
参

照
。

刑
部

直
千

国
蔵

口
譯

5
211

21
1158緑

（
防

人
歌

）
大

君
の

み
言

畏
み

、出
で

來
れ

ば
、我

ぬ
と

り
つ

き
て

、言
ひ

し
子

等
は

も
。

物
部

竜
ノ

伊
勢

抄
116

21
1166

（
防

人
歌

）
常

陸
さ

し
行

か
む

雁
も

が
。我

戀
を

、記
し

て
つ

け
て

妹
に

知
ら

せ
む

。
物

部
道

足
蔵

短
歌

5
185

21
1167

（
防

人
歌

）
我

が
面

の
忘

れ
も

時
は

、筑
波

嶺
を

ふ
り

放
け

見
つ

ゝ
　

妹
は

し
ぬ

ば
ね

本
歌

に
関

連
し

、〔
※
20・
4421〕〔

※
14・
3515〕〔

※
14・
3520〕が

引
か

れ
、そ

の
上

部
余

白
に

赤
鉛

筆
で「

Requiem
」と

書
込

み
。『

短
歌

大
系

5
』11・

1515の
項

参
照

。
蔵

短
歌

5
185

21
1169緑

（
防

人
歌

）
筑

波
嶺

の
さ

百
合

の
花

の〔
※

傍
線

緑
〕　

夜
床

に
も

愛
し

け
妹

ぞ
。晝

も
か

な
し

け
解

説
に「

防
人

歌
と

し
て

の
代

用
價

値
が

、考
へ

ら
れ

な
く

も
な

い
が

民
謠

と〔
二

重
傍

線
緑

鉛
筆

〕み
る

こ
と

も
出

來
る

。序
歌

が
内

容
に

ま
で

及
ぼ

し
て

、百
花

の
花

の
咲

き
匂

ふ
如

く
美

し
い

と
い

ふ
効

果
を

持
つ

」と
あ

る
。

大
舎

人
部

千
文

ノ
東

歌
19

21
1169

（
防

人
歌

）
筑

波
嶺

の
さ

百
合〔

※「
百

合
」に

囲
み

〕の
花

の
夜

床
に

も
か

な
し

け
妹

ぞ
晝

も
か

な
し

け
大

舎
人

部
千

文
蔵

口
譯

5
216

21
1171赤

（
防

人
歌

）
橘

の
下

吹
く

風
の

、芳
し

き
筑

波
ノ

山
を

、戀
ひ

ず
あ

ら
め

か
も

。
占

部
広

方
ノ

東
歌

19
21

1171
（

防
人

歌
）

橘
の

下
吹

く
風

の
か

ぐ
は

し
き

筑
波

の
山

を
戀

ひ
ず

あ
ら

め
か

も
占

部
広

方
ノ

水のうへ
551

21
1172緑

（
防

人
歌

）
足

柄
の

み
坂

廻
は

り
、顧

み
ず

、あ
れ

は
越

え
行

く
。

1172・
1121・

1121の
上

部
余

白
に

青
鉛

筆
で「

峠
」と

あ
る

。同
じ

く
上

余
白

に「
足

柄
山

と
い

ふ
は

四
五

里
か

ね
て

お
そ

ろ
し

げ
に

く
ら

が
り

わ
た

れ
り

。や
う

や
う

入
り

立
つ

麓
の

ほ
ど

だ
に

空
の

け
し

き
は

か
ば

か
し

く
も

見
え

ず
。え

も
い

は
ず

茂
り

わ
た

り
て

、い
と

お
そ

ろ
し

げ
な

り
。…

…
ま

だ
曉

よ
り

足
柄

を
こ

ゆ
。ま

い
て

山
の

中
の

お
そ

ろ
し

げ
な

る
事

、い
は

む
か

た
な

し
。雲

は
足

の
下

に
ふ

ま
る

。山
の

な
か

ら
ば

か
り

の
、木

の
下

の
、わ

づ
か

な
る

に
、葵

の
た

だ
三

筋
ば

か
り

あ
る

を
世

は
な

れ
て

、か
か

る
山

中
に

し
も

生
ひ

け
む

よ
と

人
々

あ
は

れ
か

る〔
赤

鉛
筆

で
囲

み
〕」と

あ
る

。三
首

の
引

用
に

続
き「

○
家

を
離

れ
て

、ま
も

な
く

、道
か

ら
、か

う
し

た
歌

の
取

り
交

せ
を

す
る

習
慣

が
あ

つ
た

」「
〇

信
仰

的
な

場
所

に
お

い
て

振
る

と
き

は
、遠

人
も

そ
の

袖
を

認
め

る
と

考
へ

た
。」「

〇
相

手
の

魂
を

乞
ふ

マ
ジ

ッ
ク

で
、同

時
に

恋
ひ

心
を

示
す

方
法

に
も

な
つ

て
ゐ

た
」と

あ
る

。

倭
文

部
可

良
麻

呂

蔵
口

譯
5

217
21

1171赤
（

防
人

歌
）

今
日

よ
り

は
顧

み
な

く
て

、大
君

の
醜

の
御

楯
と

、出
で

立
つ

。我
は

。
今

奉
部

与
曾

布
ノ

水のうへ
516

21
1171

（
防

人
歌

）
今

日
よ

り
は

顧
み

な
く

て
、大

君
の

醜
の

御
楯

と
、出

で
立

つ
。我

は
。

今
奉

部
与

曾
布

ノ
水のうへ

516
21

1171
（

防
人

歌
）

天
地

の
神

を
祈

り
て

、獵
矢

ぬ
き

、筑
紫

の
島

を
さ

し
て

行
く

。我
は

。〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕

「（
出

帆
）」に「

荒
虫

と
い

ふ
名

う
て

の
強

者
が（

略
）背

負
つ

て
ゐ

る
猟

矢
が

」と
あ

る
。本

作
の

作
者

と
さ

れ
る

の
が

荒
虫

と
類

似
す

る
荒

耳
で

あ
る

こ
と

に
鑑

み
て

も
、と

荒
虫

の
人

物
造

形
に

本
歌

が
影

響
を

与
え

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

大
田

部
荒

耳

蔵
口

譯
5

217
21

1175
（

防
人

歌
）

松
の

木
の

並
み

た
る〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕見
れ

ば
、家

人
の

我
を

見
送

る
と

、立
た

り
し

も
こ

ろ〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕。

「
並

み
た

る
」に

つ
い

て
、余

白
に

緑
鉛

筆
で「

撓
み

た
る

」と
書

込
み

。口
訳

に「
此

筑
紫

の
住

ひ
の

前
、松

の
木

が
並

ん〔
緑

鉛
筆

で「
並

ん
」を

削
除

し「
ぐ

ん
に

や
り

と
」と

書
込

み
〕で

立
つ

て
ゐ

る
の

を
見

る
と

、家
に

ゐ
る

人
た

ち
が

、あ
の

時
、わ

た
し

を
見

送
る

の
だ

と
、〔

緑
鉛

筆
で「

ぐ
ん

に
や

り
と

」を
挿

入
〕並

ん
で

立
つ

て
ゐ

た
の

と
同

じ
樣

で
あ

る
こ

と
。」と

あ
る

。

物
部

真
島

ノ
（

出
帆

）
519

21
1175

（
防

人
歌

）
─

1175を
典

拠
と

す
る

記
述「

そ
れ〔

檉
の

木
〕を

何
の

氣
な

し
に

見
過

ご
し

て
、大

ぶ
立

つ
て

し
ま

つ
て

か
ら

、乎
刀

良
は

急
に

胸
が

し
め

つ
け

ら
れ

る
や

う
に

な
つ

た
。そ

れ
が

母
が

自
分

を
見

送
つ

て
ゐ

る
姿

に
似

て
ゐ

る
や

う
に

思
へ

た
」が

見
ら

れ
る

。
物

部
真

島

ノ
東

歌
19

21
1177

（
防

人
歌

）
母

刀
自

も
玉

に
も

が
も

や
、頂

き
て

、み
つ

ら
の

中
に

、交
へ

て
捲

か
な

く
も

。
歌

の
前

に「
防

人
に

は
、若

い
未

婚
者

も
相

當
に

徴
發

せ
ら

れ
た

と
見

え
て

、父
母

を
思

ふ
歌

が
多

い
」「

或
者

は
、鬟

に
結

つ
て

ゐ
て

」と
あ

る
。

津
守

小
黒

栖
ノ

水のうへ
551

21
1177

（
防

人
歌

）
母

刀
自

も
玉

に
も

が
も

や
。頂

き
て

、鬘
の

中
に

交
へ

捲
か

ま
く

も
。

津
守

小
黒

栖
ノ

水のうへ
552

21
1178

（
防

人
歌

）
月

日
夜

は
過

ぐ
は

行
け

ど
も

、母
父

が
玉

の
す

が
た

は
忘

れ
せ

な
な〔

※
マ

マ
〕も

。
中

臣
部

ノ
足

国
ノ

（
出

帆
）

518
21

1181
（

防
人

歌
）

［
神

さ
ぶ

る
］生

駒
嶺

1181を
典

拠
と

す
る

記
述「

難
波

の
方

が
は

る
か

遠
く

に
見

出
さ

れ
た

。［
神

さ
ぶ

る
］生

駒
嶺

の［
う

へ
］〈

山
々

が
霞

で
か

分
か

ら
な

く
な

つ
て

く
る

の
〉を

見
や

つ
て

ゐ
た

」が
見

ら
れ

る
。

大
田

部
三

成

ノ
水のうへ

516
21

1181
（

防
人

歌
）

難
波

津
を

漕
ぎ

出
で

見
れ

ば
、神

さ
ぶ

る
生

駒
高

嶺
に

雲
ぞ

た
な

び
く

。
大

田
部

三
成

ノ
水のうへ

516
21

1181
（

防
人

歌
）

國
々

の
防

人
つ

ど
ひ

、船
乘

り
て

別
る

を
見

れ
ば

、い
と

も
す

べ
な

し
神

麻
続

部
島

麻
呂

ノ
水のうへ

555
21

1181
（

防
人

歌
）

暁
の

か
は

た
れ

ど
き

に
、島

陰
を

漕
ぎ

に
し

舟
の

、た
ど

き
し

ら
ず

も
。

上
部

余
白

に「
島

か
ら

島
へ〔

青
鉛

筆
〕」と

あ
る

。歌
に

続
き「

×
島

陰
ヲ

漕
イ

デ
ヰ

タ
ノ

ガ
大

海
原

へ
出

テ
見

當
ノ

ツ
カ

ナ
ク

ナ
ツ

タ
心

細
サ

ヲ
ウ

タ
ツ

テ
ヰ

ル
。」と

記
さ

れ
て

い
る

。
他

田
日

奉
得

大
理

蔵
口

譯
5

251
21

1187
（

防
人

歌
）

千
葉

の
野

の
兒

の
手

柏
の

、含
ま

れ
ど

、あ
や

に
か

な
し

み
、起〔

※
赤

イ
ン

ク
で

横
に

「
置

」と
書

込
み

〕き
て

誰
か

來
ぬ

。
大

田
部

足
人

蔵
短

歌
5

186
21

1187
（

防
人

歌
）

千
葉

の
野

の
兒

手
柏

の
含

ま
れ

ど〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕、あ

や
に

か
な

し
み

　
置

き
て

た
ち

來
ぬ

本
書

に
関

連
し

、〔
※
14・
3572〕が

引
用

さ
れ

て
い

る
。『

短
歌

大
系

5
』11・

1572の
項

参
照

。
大

田
部

足
人

蔵
口

譯
5

251
21

1188赤
（

防
人

歌
）

旅
と

言
ど

、眞
旅

に
な

り
ぬ

、家
の

妹
が

着
せ

し
衣

に
垢

づ
き

に
け

り
。

占
部

虫
麻

呂
ノ

（
出

帆
）

519
21

1188
（

防
人

歌
）

─
1188を

典
拠

と
す

る
記

述「
誰

も
か

も
、旅

が
長

く
な

つ
た

の
で

、旅
に

出
る

ま
へ

に
妻［

の
と

］〈
の

あ
る

〉も
の

は
、そ

れ
と

交
換

し
て

き
た

下
衣

は
垢

づ
い

て
ゐ

た
の

だ
…

」が
見

ら
れ

る
。

占
部

虫
麻

呂

ノ
（

出
帆

）
518

21
1198

（
防

人
歌

）
─

1198を
典

拠
と

す
る

記
述「［

男
］〈

荒
虫

と［
い

ふ
］名

う
て

の
強

者
が

〉男
泣

き
に

泣
い

て［
ゐ

る
の

で
］ゐ

て
、彼

の
背

負
つ

て
ゐ

る
〈

獵
〉矢

が〈
身

慄
ひ

し
て

〉身
体

と
一

し
よ

に［
□

］鳴
つ［

た
］〈

ゐ
る

〉の
だ

っ
た

。」が
見

ら
れ

る
。

大
伴

家
持

ノ
水のうへ

551
21

1198
（

防
人

歌
）

群
鳥

の
出

で
立

ち
が

ち
に

、〔
※

赤
鉛

筆
で

囲
み

〕と
ど

こ
ほ

り
顧

み
し

つ
つ

、い
や

と
ほ

に
國

を
來

離
れ

、い
や

高
に

山
を

越
え

過
ぎ

上
部

余
白

に
赤

鉛
筆

で「
群

鳥
」と

あ
る

。
大

伴
家

持

ノ
水のうへ

552
21

1111
（

防
人

歌
）

韓
衣

、裾
に

と
り

つ
き

、泣
く

子
ら

を
お

き
て

ぞ
來

ぬ
や

。母
な

し
に

し
て

。
ノ

オ
ト「

水のうへ」21・
1111の

項
参

照
。

他
田

大
島

ノ
木

曾
路

511
21

1112
（

防
人

歌
）

ち
は

や
ぶ

る
神

の
み

さ
か

に
ぬ

さ
ま

つ
り

い
は

ふ
い

の
ち

は
お

も
ち

ち
が

た
め

神
人

部
子

忍
男

蔵
口

譯
5

261
21

1111赤
（

防
人

歌
）

大
君

の
御

言
畏

み
、愛

し
け

妻
子

が
手

は
な

れ
、島

傳
ひ

行
く

。
大

伴
部

小
歳

蔵
短

歌
6

51
21

1115緑
（

防
人

歌
）

白
玉

を
手

に
と

り
持

し
て

、見
る

の
す

も
、家

な
る

妹
を

、復
見

て
も

も
や

本
書

は
こ

の
歌

に
つ

い
て「

上
の

句
、単

な
る

序
歌

の
樣

に
用

ゐ
ら

れ
た

だ
け

で
な

く
、鎭

魂
の

爲
の

玉
を

、旅
人

が
携

へ
て

常
に

見
て

ゐ
た

か
ら

、か
う

し
た

歌
が

出
来

た
の

だ
」と

解
説

。
物

部
歳

徳

蔵
口

譯
5

262
21

1115緑
（

防
人

歌
）

白
玉

を
手

に
と

り
持〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕し
て

、見
る

の
す

も
、家

な
る

妹
を

、復
見

て
も

や
も

。
物

部
歳

徳
ノ

東
歌

51
21

1115
（

防
人

歌
）

白
玉

を
手

に
と

り
も

し
て

、見
る

の
す

も
、家

な
る

妹
を

、ま
た

見
て

も
も

や
歌

の
前

に
、「

白
玉

　
鎮

魂
の

た
め

の
玉

を
、旅

人
が

携
へ

て
常

に
見

て
ゐ

る
の

だ
」と

あ
る

。
物

部
歳

徳
蔵

短
歌

6
51

21
1116緑

（
防

人
歌

）
く

さ
ま

く
ら

　
旅

行
く

夫
な

が
　

轉
寢

せ
ば

、家
な

る
我

は
、紐

解
か

ず
寢

む
椋

椅
部

刀
自

売
蔵

口
譯

5
262

21
1116緑

（
防

人
歌

）
草

ま
く

ら
旅

行
く

夫
な

が
、轉

寐
せ

ば
、家

な
る

我
は

、紐
解

か
ず

寢
む

。〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕

椋
椅

部
刀

自
売

ノ
東

歌
51

21
1116

（
防

人
歌

）
く

さ
ま

く
ら

旅
行

く
夫

な
が

、轉
寐

せ
ば

、家
な

る
我

は
紐

解
か

ず
寐

む
椋

椅
部

刀
自

売



─ （（（ ─

蔵
口

譯
5

262
21

1117緑
（

防
人

歌
）

赤〔
※

赤
イ

ン
ク

で
削

除
し「

我
が

」と
書

込
み

〕駒
を

山
野

に
放

し
、〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕捕
り

か
に

て
、多

摩
の

横
山

陸
地

ゆ
か

や
ら

む
。

下
部

余
白

に
赤

イ
ン

ク
で「

放
牧

シ
ア

ル
タ

メ
急

ニ
間

ニ
会

ハ
ヌ

也
」と

書
込

み
。

宇
遅

部
黒

女
（

荒
蟲

の
妻

）
蔵

（古義
7）

116
21

1117
（

防
人

歌
）

阿
加

胡
麻

乎
。夜

麻
努

爾
波

賀
志

。刀
里

加
爾

弖
。多

麻
乃

余
許

夜
麻

。加
志

由
加

也
良

牟
。

「
荒

虫〔
黒

イ
ン

ク
〕」と

書
か

れ
た

原
稿

用
紙〔

茶
色

罫
。ノ

オ
ト「（

水のうへ）」に
使

用
さ

れ
て

い
る

原
稿

用
紙

と
は

異
な

る
〕断

片
の

挿
み

込
み

。蔵
書

へ
の

直
接

の
書

込
み

は
な

し
。本

歌
は

、椋
椅

部
荒

虫
之

妻（
宇

遅
部

黒
女

）の
作

。
宇

遅
部

黒
女

（
荒

蟲
の

妻
）

ノ
東

歌
11

21
1117

（
防

人
歌

）
わ

が
駒

を
山

野
に

放
し

、捕
り

が
に

て
、多

摩
の

横
山

、か
し（

陸
地

）ゆ
か

や
ら

む
、

宇
遅

部
黒

女
（

荒
蟲

の
妻

）
ノ

水のうへ
552

21
1117

（
防

人
歌

）
吾

が
駒

を
山

野
に

放
ち

、捕
り

か［
い

□
］へ

に
、多

摩
の

横
山

、歩
ゆ［

□
□

□
□

］か
や

ら
む

。
ノ

オ
ト「

水のうへ」21・
1111の

項
参

照
。

宇
遅

部
黒

女
（

荒
蟲

の
妻

）
蔵

口
譯

5
262

21
1118
緑

・
黒

（
防

人
歌

）
わ

が
門

の
傍

山
椿〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕。誠
、汝

、我
が

手
觸

れ
な

ゝ
、土

に
堕

ち
も

か
も

。
口

訳
中「

お
前

は
歸

り
を

待
つ

間
に

、盛
り

が
過

ぎ
る

だ
ら

う
と

嘆
い

て
ゐ

る
が

、わ
た

し
に

今
度

出
會

ふ
迄

は
、女

盛
り

が
過

ぎ
去

つ
て

了
ふ

こ
と

が
あ

る
も

の
か

」に
緑

鉛
筆

で
傍

線
。

物
部

広
足

ノ
東

歌
12

21
1118

（
防

人
歌

）
わ

が
門

の
傍

山
椿

、ま
こ

と
、な

れ
、我

手
触

れ
な

な
、土

に
落

ち
も

か
も

。
物

部
広

足
ノ

東
歌

19
21

1118
（

防
人

歌
）

わ
が

門
の

傍
山

椿
物

部
広

足
ノ

水のうへ
552

21
1118

（
防

人
歌

）
わ

が
門

の
傍

山
椿

、ま
こ

と
汝

、我
が

手
ふ

れ
な

な
、土

に
落

ち
も

か
も

ノ
オ

ト「
水のうへ」21・

1111の
項

参
照

。
物

部
広

足
ノ

水のうへ
551

21
1118赤

（
防

人
歌

）
わ

が
門

の
傍

山
椿

…
…

本
歌

は「（
略

）遠
近

の
人

家
の

近
く

に
は

野
生

の
椿

が
欅

や
榛

の
木

の
緑

に
映

じ
て

、赤
く

彩
り

飾
つ

て
ゐ

た
」と

あ
る

上
部

余
白

に
記

載
。

物
部

広
足

蔵
口

譯
5

261
21

1119緑
（

防
人

歌
）

家
ろ

に
は

蘆
火

焚
け

ど
も〔

※
傍

線
緑

鉛
筆

〕、住
み

善
け

を
。筑

紫
に

至
り

て
、戀

し
け

も
は

も
。

物
部

真
根

ノ
東

歌
19

21
1119

（
防

人
歌

）
家

ろ
に

は
蘆

火
焚

け
ど

も
、住

み
よ

け
を

、筑
紫

に
至

り
て

、戀
し

け
も

は
も

物
部

真
根

ノ
水のうへ

517
21

1119
（

防
人

歌
）

家
ろ

に
は

蘆
火〔

※「
蘆

火
」に

緑
鉛

筆
で

囲
み

〕焚
け

ど
も

、住
み

よ
け

を
、筑

紫
に

い
た

り
て

、恋
し

け
も

は
も

。
本

歌
の

上
部

余
白

に「
郷

愁〔
緑

鉛
筆

〕」と
あ

る
。

物
部

真
根

蔵
口

譯
5

261
21

1121緑
（

防
人

歌
）

草
ま

く
ら

旅
の

轉
寢

の
紐

絶
え

ば
、我

が
手

と
つ

け
ろ

。此
の

針
持

し〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕。

椋
椅

部
弟

女
蔵

口
譯

5
261

21
1121緑

（
防

人
歌

）
我

が
行

き
の

息
吐

か
し

か
ば

、足
柄

の
峰

延
ほ

雲〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕を

、見
つ

ゝ
偲

ば
ね

。
服

部
於

由
蔵

口
譯

5
261

21
1122緑

（
防

人
歌

）
我

が
夫

な
を

筑
紫

へ
や

り
て

、う
つ

く
し

み
、帶

は
解

か
な

で〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕、あ

や
に

も
か

、寢
も

。
服

部
呰

女

蔵
口

譯
5

261
21

1121緑
（

防
人

歌
）

足
柄

の
み

坂
に

立
し

て
、袖

振
ら

ば〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕、家

な
る

妹
は

、さ
や

に〔
※

傍
線

黒
鉛

筆
〕見

も
か

も
。

藤
原

部
等

母
麻

呂

ノ
水のうへ

551
21

1121緑
（

防
人

歌
）

足
柄

の
み

坂
に

立
し

て
、袖

ふ
ら

ば〔
※「

袖
ふ

ら
ば

」に
緑

鉛
筆

で
囲

み
〕、家

な
る

妹
は

さ
や

に
見

も
か

も
。

ノ
オ

ト「
水のうへ」21・

1172の
項

参
照

。
藤

原
部

等
母

麻
呂

蔵
口

譯
5

261
21

1121緑
（

防
人

歌
）

色
深

く
夫

な
が

衣
は

染
め

ま
し

を〔
※

傍
線

緑
鉛

筆
〕。み

坂
廻

ら
ば

、ま
さ

や
か

に
見

む
。

物
部

刀
自

売
ノ

水のうへ
551

21
1121緑

（
防

人
歌

）
色

深
く

夫
な

が
衣

は
染

め
ま

し
を

。み
坂

た
ば

ら
ば

、ま
さ

や
か

に
見

む
。

ノ
オ

ト「
水のうへ」21・

1172の
項

参
照

。
物

部
刀

自
売

蔵
口

譯
5

261
21

1125
赤

・
黒

（
防

人
歌

）
防

人
に

行
く

は
誰

が
夫

と
、問

ふ
人

を
見

る
が

羨
し

さ
。も

の
思

ひ
も

せ
ず

。
上

部
余

白
に

赤
イ

ン
ク

で「
昔

の
防

人
の

歌（
八

首
）」と

書
込

み
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

265
21

1127赤
（

防
人

歌
）

家
の

妹
ろ

我
を

偲
ぶ

ら
し

。眞
結

び
に

結
び

し
紐

の
解

く
ら

く
、思

へ
ば

。
作

者
未

詳
ノ

東
歌

11
21

1127
（

防
人

歌
）

家
の

妹
ろ

我
を

偲
ぶ

ら
し

。眞
結

び
に

結
び

し
紐

の
解

け
ら

く
、思

へ
ば

、
歌

の
引

用
の

前
に「

紐
　

○
紐

、神
秘

な
結

び
目

。別
れ

に
あ

た
つ

て
、女

が
男

の
衣

服
の

一
部

分
に

、自
分

の
魂

を
結

び
つ

け
る

の
が

習
慣

で
あ

つ
た

。／
○

家
の

人
が

、旅
人

に
焦

れ
る

と
、紐

が
解

け
る

と
い

ふ
諺

が
あ

つ
た

。」と
あ

る
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

265
21

1128
（

防
人

歌
）

わ
が

夫
な

を
筑

紫
は

や
り

て
、う

つ
く

し
み

、帶
は

解
か

な
く

、あ
や

に
か

も
、〔

※
傍

線
黒

鉛
筆

〕寢
む

。
作

者
未

詳

蔵
口

譯
5

265
21

1129赤
（

防
人

歌
）

厩
な

る
蠅

断
つ

駒
の

、お
く

れ
が

へ
、妹

が
言

ひ
し

を
、お

き
て

愛
し

も
。

作
者

未
詳

蔵
口

譯
5

265
21

1111赤
（

防
人

歌
）

篠
の

葉
の

さ
や

ぐ
霜

夜
に

、七
重

着
る

衣
に

益
せ

る
子

ろ
が

膚
は

も
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
下

581
21

1111赤
（

雑
歌

）
雲

雀
あ

が
る

春
べ

と
さ

や
に

な
り

ぬ
れ

ば
都

も
見

え
ず

霞
た

な
び

く
余

白
に「

※
調

ベ
ガ

ノ
ビ

ノ
ビ

ト
シ

テ
、苦

澁
が

無
ク

、晴
朗

…
…（

茂
吉

）」〔『
萬

葉
秀

歌
』〕と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
大

伴
家

持
蔵

口
譯

5
267

21
1116赤

（
防

人
歌

）
闇

の
夜

の
行

く
先

知
ら

ず
、行

く
我

や
、何

時
來

ま
さ

む
と

、問
ひ

し
子

ら
は

も
。

作
者

未
詳

蔵
類

別
下

582
21

1167赤
（

雑
歌

）
劒

刀
い

よ
い

よ
研

ぐ
べ

し
古

ゆ
淸

け
く

負
ひ

て
來

に
し

そ
の

名
ぞ

余
白

に「
※

大
伴

家
ノ

家
運

ガ
下

降
ノ

向
キ

ニ
ア

ル
時

ダ
ツ

タ
ノ

デ
、コ

ト
ニ

悲
痛

ノ
響

ト
ナ

ツ
タ

ノ
デ

ア
ラ

ウ
。コ

ノ
短

歌
モ

、威
勢

ノ
ヨ

イ
ノ

ト
同

時
ニ

底
ニ

悲
哀

の
韻

ヲ
コ

モ
ラ

セ
テ

ヰ
ル

ノ
ハ

ソ
ノ

タ
メ

デ
ア

ル
。（

茂
吉

）」〔『
萬

葉
秀

歌
』〕と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
大

伴
家

持

蔵
類

別
下

582
21

1168赤
（

雑
歌

）
現

身
は

數
な

き
身

な
り

山
河

の
清

け
き

見
つ

つ
道

を
尋

ね
な〔

※
傍

線
赤

鉛
筆

〕
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
581

21
1169赤

（
雑

歌
）

渡
る

日
の

陰
に

競
ひ

て〔
※

横
に「

光
陰

ヲ
惜

シ
ン

デ
ナ

リ
」と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

〕尋
ね

て
な

清
き

そ
の

道
ま

た
も

遇
は

む
た

め〔
横

に「
来

世
ニ

モ
亦

佛
果

ニ
逢

ハ
ム

タ
メ

ト
イ

フ
ナ

リ
」と

書
込

み
〕〔

※
傍

線
茶

イ
ン

ク
〕

余
白

に
茶

イ
ン

ク
で「

※
…

…
一

種
ノ

思
想

的
抒

情
詩

デ
ア

ル
カ

ラ
ム

ヅ
カ

シ
イ

ノ
ダ

ガ
、家

持
ハ

一
種

ノ
感

傷
ヲ

以
テ

ソ
レ

ヲ
統

一
シ

テ
ヰ

ル
ノ

ハ
、既

ニ
古

調
カ

ラ
脱

却
セ

ン
ト

シ
ツ

ツ
、ナ

ホ
古

調
ノ

イ
イ

モ
ノ

ヲ
保

持
シ

テ
ヰ

ル
ノ

デ
ア

ル（
茂

吉
）」〔『

萬
葉

秀
歌

』〕
と

書
込

み
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

581
21

1171
（

雑
歌

）
消

殘
り

の
雪

に
合

へ
照

る
あ

し
ひ

き
の

山
た

ち
ば

な〔
※

傍
線

茶
イ

ン
ク

〕を
褁

に
採

み
來

な
「

山
た

ち
ば

な
」に

つ
い

て「
藪

柑
子

ナ
リ

」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

211
21

1181
（

雑
歌

）
移

り
ゆ

く
時

見
る

毎
に

、心
い

た
く

、〔
※「

心
い

た
く

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕昔

の
人

し
　

思
ほ

ゆ
る

か
も

大
伴

家
持

蔵
口

譯
5

286
21

1181緑
（

雑
歌

）
移

り
ゆ

く
時

見
る

毎
に

、心
い

た
く

、昔
の

人
し

思
ほ

ゆ
る

か
も

。
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
581

21
1181緑

（
雑

歌
）

移
り

行
く

時
見

る
毎

に
心

い
た

く〔
※「

心
い

た
く

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕昔

の
人

し
思

ほ
ゆ

る
か

も
大

伴
家

持

蔵
類

別
下

581
21

1191赤
（

雑
歌

）
始

春
の

初
子

の
今

日〔
※

傍
線

青
鉛

筆
〕の

玉
箒

手
に

執
る

か
ら

に
ゆ

ら
ぐ

玉
の

緒
題

詞
中「

二
年（

天
平

寶
字

）春
正

月
三

日
」に

青
鉛

筆
で

傍
線

、「
玉

箒
」に

茶
イ

ン
ク

で
傍

線
。余

白
に「

※
現

ニ
正

倉
院

御
蔵

ノ
玉

箒
ノ

傍
ニ

鋤
ガ

ア
ツ

テ
、ソ

ノ
一

ツ
ニ「

東
大

寺
献

、天
平

寶
字

二
年

正
月

」ト
記

サ
レ

タ
リ

」〔
茂

吉『
萬

葉
秀

歌
』〕と

茶
イ

ン
ク

で
書

込
み

。
下

部
余

白
に「

※
流

麗
ナ

歌
調

ノ
ウ

チ
ニ

重
ミ

ヲ
タ

タ
ヘ

テ
特

殊
ノ

歌
品

ヲ
成

就
シ

テ
ヰ

ル（
茂

吉
）。」〔『

萬
葉

秀
歌

』〕と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

585
21

1191赤
（

雑
歌

）
水

鳥
の

鴨
の

羽
の

色
の〔

※
青

鉛
筆

で
丸

括
弧

〕靑
馬

を
今

日
見

る
人

は
か

ぎ
り

無
し

と
云

ふ
左

注
中「

七
日（

天
平

寶
字

二
年

正
月

）」に
茶

イ
ン

ク
で

傍
線

、「
右

中
辨

大
伴

宿
禰

家
持

預
て

此
の

歌
を

作
れ

り
」に

赤
鉛

筆
で

傍
線

。
そ

の
余

白
に「

※
正

月
七

日
　

白
馬

節
會

」と
茶

イ
ン

ク
で

書
込

み
。

大
伴

家
持

蔵
類

別
下

586
21

1512赤
（

雑
歌

）
池

水
に

影
さ

へ
見

え
て

咲
き

に
ほ

ふ
馬

酔
木

の
花

を
袖

に
扱

入
れ

な〔
※

傍
線

赤
鉛

筆
〕

大
伴

家
持

蔵
短

歌
6

211
21

1515緑
（

雑
歌

）
秋

風
の

末
吹

き
な

び
く

萩
の

花
。〔

※「
末

吹
き

〜
萩

の
花

」に
緑

鉛
筆

で
カ

ギ
括

弧
〕と

も
に

か
ざ

ゝ
ず

　
相

か
別

れ
む

解
説

に「
二

三
句

が
情

趣
を

十
分

に
出

す
。四

五
句

か
ら

見
る

と
、漢

詩
な

ど
の

影
響

を
よ

く
生

し
て

ゐ
る〔

傍
線

緑
鉛

筆
〕」と

あ
る

。
大

伴
家

持

蔵
口

譯
5

297
21

1515緑
（

雑
歌

）
秋

風
の

末
吹

き
な

び
く

萩
の

花〔
※

傍
点

緑
鉛

筆
〕。共

に
か

ざ
ゝ

ず
相

か
別

れ
む

。
大

伴
家

持
蔵

類
別

下
586

21
1515緑

（
雑

歌
）

秋
風

の
す

ゑ
吹

き
靡

く
萩

の
花〔

※「
す

ゑ
」以

下
に

緑
鉛

筆
で

カ
ギ

括
弧

〕と
も

に
挿

頭
さ

ず
あ

ひ
か

別
れ

む
「

す
ゑ

吹
き

靡
く

萩
の

花
」に

つ
い

て「
漢

詩
的

」と
緑

鉛
筆

で
書

込
み

。
大

伴
家

持

蔵
類

別
下

587
21

1516赤
（

雑
歌

）
新

し
き

年
の

始
の

初
春

の
今

日
降

る
雪

の
い

や
重

け
吉

事
大

伴
家

持
ノ

國
文

学
11

21
1516

（
雑

歌
）

け
ふ

ふ
る

雪
の

い
や

し
け

、よ
ご

と
大

伴
家

持


